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この 本は、 よく ある 「新 宗教 カタログ」 のた ぐいでは ない。 

かと いって、 ありきたりな 「若者の オカルト •ブ I ム」 批評と も 違う。 

その 手の ものは、 この 豊かす ぎる 時代に 生まれ 育った 子どもたちの 宗教 現象を 既成の 宗教 観で 論じよう とする。 

それら 紋切り型の 若者 宗教 論は 次の 四つに 大別で きる。 

日く、 若者が 神秘的な ものに 走る のは、 彼らが 依存性が 強いからで ある。 

しかし 本当に 彼らは、 依存して いるの だろう か。 違う。 彼らが 依存して いるのは この 社会の 母性 的 システムに 
であっ て、 そこから 飛び出したら あつと 言う 間に 死んで しま、 っ ひ弱 さを 自覚して いる。 だから、 自分では 宗教 や 
オカルトに 本気の つもりで も、 実は ハマって いる ふりを してる だけ だ。 それは この 本を 読めば わかる。 

日く、 わけの わかんない ことして ないで、 おとなに なって 働きなさい。 

親、 レと しては わかる。 だが、 誰もが 食う に 困ら なくなっ たうえに、 おとなになる ための 儀式 さえ 消滅した 今、 
そんな お 説教に 説得力が あるの か。 それ もこの 本を 読めば わかる。 

日く、 若者たち は 自分たち を 指導す る 強力な カリスマを 求めて いる。 


違う。 彼らが 求めて いるのは アイドルに すぎない。 それは 空虚な ほどい い。 いいかげんな 教祖で も、 へ タク ソ 
な ロック •バンドで も、 アニメの 美少女で もなんでも いい。 だけど、 いちばん カ ワ イイのは、 ワ タシ。 その へん 
の 心理 も、 まあ、 この 本を 読めば わかる。 

日く、 唯物主義、 資本主義の なかで、 人び とのこ ころは 荒んで いる。 だから 若者は 神 や 神秘に すがる ので ある。 

これは 宗教 や オカルトに 肯定的な 意見 だが、 その 裏には 「もうす ぐ 宇宙 的 愛に 満ちた" こころ〃 の 時代が 来る」 
といった パラダイム 変換 願望が ある。 エコロジ スト や、 東洋 思想 派、 ニュ ー エイ ジな ども この類だろう。 しかし、 
彼らは 本当に" こころ" とやら を 求めて いるの だろう か。 まして や 宗教 や スピリチュアリズム や エコロジ— は ド 
当に 近代を 乗り越える 力になる のだろう か？ 

違う。 彼らの ほうは 別に 宗教 や オカルトで なくたって いっこうにかまわないの だ。 現に、 宗教の 構成要素から 
スピ •リットを 抜き取った ものが 世の中には 満ち あふれ、 宗教の 代替物と して、 主体な き メディア 人間たち の 自我 
たけを 肥大 させて いる。 伝言 ダイヤル、 ディ ズニ丄 フン ド、 自己 啓発 セミナ ー、 カル チャ ー スク— ル、 エステ テ ィッ 
ク 、マルチ 商法、 パソコン •ネット ワーク 、㈱ リク ルー ト …… その 詳細は この 本を 読めば わかる。 

ようするに、 希薄な 日常から ジャンプで きそうな ことなら 何でもい いの だ。 でも、 本当は 彼ら も 薄々 知ってい 
るに 違いない。 この、 地平線の 彼方まで 平均 化された 国には、 もはや 神 も 外部 もない の だと。 そして、 もう 存在 
しない 外部を、 自ら 作り出そう とする 必死の 試みが、 前世 や ネット ワ ー クづ くりや コン ピュ ー タな のか もし fl な 
いが、 そこに 見つけられ るの も 神なん かじやない。 のっぺ りした 自分自身の 顔な の だ。 

なぜなら 病 も 貧困 も 死 も 老い も 差別 も 血み どろの 争い も メディアの 向こう側に 閉じ込めて しまった この 国に 
おいて、 すでに (退屈な) 千年 王国は 実現して いるから だ。 

そう、 「いまどきの 神サ マ」 とは、 あなたがた、 みんなの ことだった の だ。 
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〇月 X 日 


ひよ つと してう ちに ある あの 本の ことかな、 陥る ことの ある 私には 身に 染みる ものが 


ふとした ことで 偶然 手に入れた 『大乗 ヨ 


と 思い出して 一年ぶ りに 手に とつた。 

感動 的だった。 とくに 感銘を 受けた のは 


ガ 教典』。 とはいぅ ものの、 なんとなく 目  後半の、 四 人の 成就 者の 記録 だ。 今までの 
を 通さない まま、 ずっと 本棚で ほこりを か  自分は 偽り だと 知り、 ありのままの 自分の 
ぶつた ままだった。 しかし、 『サン デー 毎  醜い 姿を 勇気を もって 見つめ、 それと 闘つ 


日』 などで オウム 真理 教の 報道が 始まり、 


て 克服して いく 過程。 しばしば 自己嫌悪に 


あつた 


この 人たち と 会って みたい。 そう 思った 

〇月 X 日 

「駅前で ォゥム が、 象の 帽子 かぶって 踊っ 
てた ぞ」 

「うちの ポストには、 オゥム の マン ガ だの 
パンフ だのが 次々 に 投げ込まれ てんだ」 
友人たち が オゥム の 話題を 振って くる。 
「ふ一 ん 、そうな の」 と、 とぼけて みたが、 


私が オゥム に 興味を 持っ ている ことは、 い 
つの 間に か 友人たち に 知られて いたの だ。 

I オゥム に 入る 
決心を する 

〇月 X 日 

友人を、 ひさしぶりに 訪ねる。 彼は 私の 
顔を 見る や、 ホッ としたよ うに 言っ た。 

「最近、 見かけな いからさ あ、 あいつ ホン 
卜にォ ゥムに ハマっ ち ゃった のかな、 なん 
て みんなで '1 t してたん だよ」 

「そのこと なんだ けど さ、 これから オゥム 
に 連絡 とってみ ようと 思 うんだ。 でも、 な 
ん となく 怖い から、 そばに いて もらえない 
かと 思って さ。 電話 貸して くんない？」 
私の 言葉に 彼は 面食らって はいたが、 

「そり ゃ あ 君の 自由 だけど . どうな って 

も 知らない ぜ」 と 承諾して くれた。 

私は 緊張に 指 震わせながら ダィヤルを 回 
す。 

「はい、 ォゥム でございます」 若い 女性が 
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_痛_ 


才 


私は ついに オウム の ドアを たたいた 


〇月 X 日 

世 田 谷 線が 松原 駅に 近づく 頃、 小さな ビ 
ルの 二階の 窓ガラスに、 「オ ゥム 真理 教」 

と 大きく 書いて あるの が、 車窓から 見えた。 

- K 京 本部と 言いながら、 こんなに 小 

さいとは —— 0 

駅から 線路 沿いに 徒歩 一分、 まわりは 閑 


勧誘は 

強引では なかった 


出た。 また 幼 さの 残る 声た。 


「あの 


ちよつ とお 尋ねしたい ことがあ 


「信徒の 方です か？」 

「いいえ」 


い」 


そこまで 聞く のか。 でも、 まあいい や 


るんで すけ ど 


「名前と 住所と 電話番号を 教えて くださ  と# ^ を 決めて 教えた 


nr" 津^ 


蠹 


「御用 件は？」 

「何 か イベント でも あったら、 いちど のぞ 
いてみ たいんで すが」 

「こんどの 日曜日に" 真理の 集い" という 初 


心 者 向けの 集会が あります。 場所は 


時間と 場所を メモして 受話器を 置いた。 


友人は、 「あ〜 あ、 やつち やつた 
ため息を ついている。 


」 と 
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静な 住宅街 だ。 

玄関を くぐる と 手前が 受付。 右手の 本棚 
には オゥム 関係の 本が ぎっしり。 左手 前方 
の カ ー テンの 裏には、 書類 か 散乱した 事務 
机が 並んで いるの がわかった。 例の 白い 装 
束 (シ ッシャ 服) を 着た 五 人 ほどの 男女が 
せわしな く 働いて いる。 

受付で 住所、 指名、 電話番号を 記入し、 
千円の お 布施を 払う と、 右手 前方の 部屋に 
案内され た。 どうやら 修行 部屋ら しい。 才 
ゥムの 本で 見た ことは あつたが、 それょり 
もい くぶん 狭く 感じられる。 紫の 祭壇には 
麻 原彰晃 尊師の 本が 飾って ある。 左の 壁に 
はス ロー ガンら しきものが 細かく 書き込ま 
れた 模造紙が、 いくつ も 貼られて いる。 集 
まった 人は 十 人 ほど。 そのうち、 私を 含め 
て 四 人が 初めての 訪問者だった。 

まず、 全員で 「オ ーム、 才—ム 、オ ー ム J 
と 三回 唱えてから、 尊師の 説法を ビデオで 
見た。 その後、 主催者の ひとり、 三十 歳 前 
後の 男性から 説明が あった。 

「オウ ムは阿 含 経を 大切に している が、 自 


己の 救済し か 考えない 小乗では なく、 かと 
いって、 自己の 救済 もで きぬ まま 他者を 救 
おうとす る 意味での 大乗で もない。 まず、 
自己の 救済を 完成した うえで 他者を 救おう 
という もの だ」 といった 内容を、 風邪で も 
ひいて るら しく、 ときおり 咳 こみながら 話 
した。 超 健康を 唱える オゥム の 修行者な の 

こ . 〇 

/V 

そして 再び 尊師の 説法を ビデオで 見る の 
だが、 その 間に 私たち 初 訪問者が 一人ず つ 
後ろの ほうに 呼ばれて、 面接を 受けた。 

先に 呼ばれた 二人の 面接では、 一人 目は 
入信す る 決意で いる 様子だった が、 次の 人 
は あつさり 断っ てし まった よう だ。 オウム 
の 勧誘は けっして 強引では ない らしい。 

とうとう 私の 名が 呼ばれた。 面接の 相手 
は 先 ほど 咳を していた 男性 だ。 会費は 月々 
三千 円 だが、 六 力 月 分の 一万 八 千円が 前払 
いになる と言う。 マスコミに 言われて いる 
ほどに 法外な 額では ない。 

そして、 その 男性は 私に 言つ た。 
「あなたは 内気な 性格です ね」 


緊張して いたから そう 見えた のだろう。 
「だけど この 修行を すれば、 自分を しっか 
り 表現で きる ようになり ますよ。 あなた か 
今日、 ここに 来て いると いう ことは、 前世 
で 修行者だった のか もしれ ません よ」 

受付で 会費を 納める。 

「入会金 三 万円と 合わせて、 四 万 八 千円に 
なります」 

今、 手 もとには そんなに お金を 持ち 合わ 
せて いなかった ので、 とりあえず 内金 だけ 
払う 。 

そこに、 高校生く らいの 信徒が、 元気に 
訪ねて きた。 中年 女性と いっしょ だ。 
「お母さんを 連れてき ました！」 

「わ一、 すごい」 

受付の 女性が 喜ぶ。 その 母親は まわりの 
女性 信徒と にこやかに 話を していた。 息子 
の 信仰に 反対して いる 様子ではなかった。 

〇月 X 日 

昨日 もらっ た 入会 案内の パンフレットを 
眺めて みる。 昨日の 四 万 八 千円の 他に、 修 13 


行 コース を 選択す ると さらに 三 万円が 必要 
だと# E いて ある。 三 万円は、 三時 間ず つの 
レッスン 十回 分の 料金 だ。 電話で 問い 合わ 
せて みると、 やはり 合計 七 万 八 千円 必要 だ 
とのこと。 

「でも 入会な さる だけで も、 瞑想 用の テ— 
プ などを 差し上げ ますので、 御 自分で 修行 
がで きます ょ」 と言ぅので、 とりあえず 入 
会 だけは する ことにした。 

I 活動 方針は のどかな 
雰囲気の なかで 決められる 

〇月 X 日 

約束の 日、 東京 本部の 受付で 私を 待って 
いて くれたのは オゥム の 本な どに ょく 登場 
する S 大師だった。 こんな 有名人が わざ わ 
ざ 迎えて くれる なんて …… 。少し 奥で 作業 
をして いるのは、 これ また 写真で よく 顔を 
見る、 美人の R 大師 じ やない か。 彼らは こ 
ん なにも 身近な 存在だった のか。 「あなた 
が あの S 大師です か？」 と 思わず 確かめて 


しまった か 二人とも ホ ー リ ー ネ ー ムを変 
更した とのこと。 

入信の 説明 も S 大師から 直々 に 受けた。 

修行 コース は 三つ。 解脱を 目指す 「ョー 
ガ タント ラ •コ ース」 、超能力 獲得を 目指 
す 「シッ ディ •コ ース」 、そして 現世での 
幸福を 目指す 「ポア •コ ース」 だ。 このな 
かから ひとつ 選択す るの だが、 シッ ディ や 
ポアを 選んだ 人 も、 けっきょ くは ヨ ー ガタ 
ン トラに 変更す る ケース が 多い の だそう だ。 
そこで 私 も ヨ—ガ タン ト ラ •コ ースを 選択 
する ことにした。 

S 大師は 笑顔を 絶やさずに 説明して くれ 
るが、 言葉が ていねい すぎて、 どこか セ— 
ルス マンロ 調な のが 気になる。 まあ、 それ 
は 私が 初心者で 初対面 だからし ょうがない。 
ともあれ 四 万 八 千円 払う と、 ち やん とした 
領収書を くれた。 良心的 だ。 

手続きが 終わつ たので 帰ろうと すると、 

S 大師が 「今、 上で 学生 班と いう 会合が 始 
まって ますので、 せっかく だから 自己紹介 
でもして いきま せんか」 と、 私を 二階に 案 


内して くれた。 

なかでは、 二十 人 ほどの 若者が ビラを 
折つ ていた。 新入 信者と して 紹介され ると、 
全員の 視線が 私に 集中す る。 みんな 満面に 
笑みを 浮かべて いる。 「入信 動機は？」 「学 
生？」 「どこに 住んで るの？」 「オゥ ムの第 
一 印象は？」 

質問攻め だ。 これほど たくさんの 入から 
喜ばれた 体験は ない ので 惡い 気は しない。 

学生 班に しては メンバー の 年齢は 平均し 
て やや 高い 感じ。 部屋の 向こぅには 布施 本 
(勧誘 パンフレット) が 山と 積み上げられて 
いる。 すごい 量 だ。 

向かって左 側には、 ォゥム の 主神 シヴァ 
神の カラフルな 絵。 果物な どが 供えられて 
いた。 祭壇な ので、 触れても いけない し、 
そっちに 向けて 足を 投げ出しても いけない 
のた そぅた。 東〗 M 本部を 訪れたら、 まず こ 
こで 「オ ーム 、グル (尊 師) と シヴァ 神に 
帰依した てまつ る」 と 唱えて 頭を 下げる。 

ると きも 同様にす る。 

さて 夜 七 時に なった ので、 みんな ビラ 折 
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りを やめて 話合いを 始めた。 

どうやったら オゥム 真理 教が 世の中に 広 
まる か、 布教の 方法を、 ああで もない、 こ 
、っで もない、 と 検討す る。 とい っても 堅 苦 
しい 会議なん かでは なく、 みんなで 輪に な 
って、 ざっくばらんに 話し合う。 のどかで 
楽しい 雰囲気 だ。 

「ガ ネー シャ帽 、あれは 大成功だった ね」 

「とくにち っち やい 子どもたちには うけて 
たょ」 

「でも、 一般の 人たち には、 この 人たち 頭 
おかし いんじ やない かって 思われ るん じ や 
ないか しら」 

「マイナスの 面 も あるって わけ だな」 

と 終始 こんな 様子で 方針を 検討して いく。 
まさに この 場 こそ、 オウム の 奇抜な アイ 
ディアの 源に なって いるの だろう。 大 教団 
にあり がちな 上意下達の 官僚 的な 指導とは 
対照的に、 末端の 創意 工夫が 生かされ てい 
る。 ただ、 ウケを ねらって、 その 反響を 喜 
んで いる だけに 終わらなければ いいが。. 
入信 早々、 私 も 意見を 求められる。 


入信 時に もらえる セツ ト。 

写真 上の 黒い 石が 霊 石ヒヒ イロ カネ 


「どぅだろぅ。 今、 世間には オウム に対する 
悪い ィメ ージが あるが、 ビラには オウム の 
名前を 前面に 出さない ほうがいいだ ろうか」 
「出しても いいん じ やないで すか？ オウ 
ムの 知名度を 逆に 利用した ほうが、 関心を 
引く と 思う けど」 


今日 初めて 出席した くせに、 偉そう な こ 
とを 言っ てし まった ものた。 

家に 帰り、 教材を 開く。 シーク レット. 
ヨガ やら 超能カ セミナー やら、 さまざまな 
コース の 申込み 用紙が たくさん 入って いる。 
石ころみ たいな ものは ヒヒ ィロ カネと いつ 
て、 一力 月の あいだ 邪気を 吸い取って くれ 
る。 いっぱいに なったら 取り換え るの だ。 
そのほかに 信徒 証、 パンフレット、 テキス 
卜、 それを 解説す る カセットが 二 本。 力 
セットは ケィ マ 大師の 声で 入って いるが、 
ていねいに 説明を している のは 一本 目の A 
面く らいで、 二 本 目の A 面は ひたすら マン 
トラを 唱えて いるし、 B 面は 「リズム」 と 
いう 内容で、〃 プップ ップッ "という 音が 
一秒 ごとに 入って いる だけだった。 

I 彼女は 「じ ゃ あね」 と、 

去っ ていった 

〇月 X 日 

今日は 「勉強 会 〇 入信 後、 初めての 集 
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会 だ。 遅刻し そうにな って ギリ ギリで 道場 
に 駆け込む と、 十 名 ほどの 信徒たち が ビラ 
を そろえて いる だけだった。 私は 勘違いし 
て少 々早 過ぎて しまったの だ。 

そこでし ばらく ビラ 整理の 手伝いを した。 
この間 来たと きは 天井に 届く ほど 積み上げ 
られ ていた ビラが、 今日はもう ほとんど 残 
ってい ない。 すごい スピー ドで 配る もの だ、 
と 驚いて いたら、 ある 大師が 「選挙 中は こ 
んな もの じゃあな かった ょ」 と言うので ま 
すます 驚いた。 

ビラを 折っ たりしながら、 隣に 座った 青 
年と 話を した。 彼は 高校 時代に 麻 原 尊師の 
著作と 出会つ たという こと だ。 

「最初は 二 年 ほど 自分で 修行して たんだけ 
ど、 功徳がない せいか、 魔境に 入っ ちゃう 
んで すょ。 それで やっと 勇気を 出して 入信 
したんです」 

彼は 地方の 信徒 だが、 ここ 数日は 東京 近 
辺の 支部を 転々 としてい るら しい。 

「東京の 道場は 大きくて いいです ね。 僕の 
とこなん か まだまだ 小さくて、 いざ パク 


ティに なつても せいぜい 五 人ぐ らいし か 集 
まらな いんです よ」 

オゥム はお 金が かかる から、 バィトで も 
しないと たいへんで しよう、 と 聞く と、 
「ええ、 僕 も いろいろ やりました よ。 弁当 
の 配達と か ビル 清掃と か。 でも 財 施を する 
と、 自分が すごく 変わ るんで すよ。 な あ、 
そうだろ！」 と、 隣の 小柄な 青年に 同意を 
求めた。 東〗 足 近郊で 公務員を やつて いると 
いう その 青年 も 「ぇぇ、 本当にす ごいです 
ね、 財 施の 効果は」 と 答ぇた。 

そうこう している うちに 勉強 会が 始まつ 
た。 信徒が 続々 と 集まり、 私 も 受付で 三百 
円の 布施を 払って 前の ほうに 座る。 狭い 部 
屋は百 人ぐ らいの 信徒で ひしめ いている。 

彼らが ポソ ポソ 話す のが どこから ともな 
く 聞、 」 えてく る。 

「昔は 二百 人は 集まっ たのに ね」 

「ビラ 配りた けで も 七十 人 も 集まつ たそう 
です よ」 

「また、 昔みたい になり ません かねえ」 
プログラムが 始まる。 また ビデオで 尊師 


の 説法を 聞く。 池の 水の たとえから、 悪い 
テ ー タを 取り入れない ようにし ようとい、 っ 

内容。 

次に 三人の 大師から それぞれ 三十 分ず つ 
話を 聞く。 まず R 大師。 

「最近、 マスコミの オゥム 批判の 傾向が 変 
わって きました。 かつての 『サン デー 毎日』 
による 批判は、 信徒の 親たち の 協力に よる 
ものでした。 ところが 先日の 『週刊 文 春』 
の 記事な どは 脱会 者の 証言に よる ものに 
なって います。 先 ほどの 尊師の 説法に も あ 
りました ように、 そのような 惡い デー タは 
取り入れない ことか 第一です」 

それを 引き継ぐ ように 〇 大師。 

「そんな デ ー タを 取り入れた ところで、 修 
行には なんの プラスに もな りません」 
そして S 大師。 

「オ ウム から 必死の 思いで 脱出した という 
信徒、 私は その子を 知っています。 でも 必 

死 どころ か 『じ や あね』 なんて ニコニコし 
ながら 去って いったんで すよ」 

マスコミ 批判に 終始した 感は あったが、 
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ともかく 話は 終わり、 私たち 新参者が 次々 
に 自己紹介を する。 「わ あ、 大勢 いらつ し 
やった のね」 と、 感激の 声が あがる。 
そうして 勉強 会が 終わる と、 有志 だけが 


残って 「ボディ サツ ト パの 会」。 つまり ビ 
ラ まきと 街頭 パフ オー マンスに ついての 打 
ち 合わせ。 「極智 新聞」 という 布教 ビラを 
各自 渡されて 閉会と なった。 近所の 家の ポ 


ストと かに ドンドン 入れて ください 、とい 
うこと だつ た。 

I その 姉妹は 

私の 鼻水を 見て 喜んだ 

〇月 X 日 

二回 目の 勉強 会。 最後に 「じゃあ、 歌の 
練習で もして おき ましょう か」 と、 オウム 

の 街頭。 ハ 7 才| マンスで 歌ゎれる 歌の 歌詞 
力— ドが 配られた。 

選挙 中に 有名に なつた、 例の 「シヨー 

コー 、シヨ ーコ I、 シヨ コ シヨ コ シヨ| 

コ丄 とぃう 歌詞の 「彰晃 マ— チ」 は 「尊 
師 マ— チ」 に 変わる という ことだつた。 
「尊敬すべき 尊師の 名を 気軽に 呼び捨てに 
する のは、 おかしい じ やない か、 という ク 
レー ムか ついた からです」 という 説明が あ 
り、 みんなで 合唱して お開きに なつた。 

〇月 X 日 

「明日、 十一 時から 浄化 法の 講習会が あり 
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ますが、 参加され る 方は います か」 

昨日の 勉強 会の 最後に 大師が 挙手を させ 
た。 私は たんに ヒ マだった から、 わけ も わ 
からず、 とりあえず 手を あげた。 参加者に 
は、 今から 講習会まで 、いっさい 食事を し 
ないょうに、 との 指示が 出て いる。 どうい 
うこと だろう。 

午前 十一 時、 空きっ腹で 本部に 着く。 入 

ってみ て 驚いた。 いつもの 畳敷きの部屋が 
ビニー ル シート です っぽり M われて いて、 
ところどころに ポリバケツが 置いて ある。 
何が 始まる のかと 不安になる。 

講習会が 始まった。 参加者は 十数 名。 ま 
ず 数人の シッ シャが 手本を 見せる。 

コ ー ラ かなに かの  一 •五 リットル びんに 
つまった 塩水を 豪快に 飲み干して、 それを 
ゲ ボゲボ 吐き出す ガ ージャ •カラ ニー、 数 
メー トルの 長さの 布を ズルズ ルと 胃の 中に 
入れて 腹筋を 動かす ダウ テイ、 ヤ カンで 片 
方の 鼻の 穴から 水を 流し込んで、 もう 一方 
から 出す ジヤー ラ： 不— テイ、 鼻の 穴から 
口 こ， 通した ひもを ゴ シゴシ しごく ネー テイ 


•カルマ。 こうして からだを 浄化す るの だ 
が、 見た目には、 まるで 奇人 変人 大会の ょ 
うな 異様 さ だ。 私は つい、 ゲゲ っと 叫んで 
しまいそう になっ たが、 他の 信徒たち は 声 
もたて ずに 真剣に 実演を 見つめて いる。 

これは ひとごとで はない。 こんどは 我 わ 
れ受講 生が やる 番 だ。 始め、 の 合図で ガー 
ジャ •カラ ニー にか かる。 みんな、 塩水を 
ガブ ガブ 飲んで いる。 私は この 期に 及んで 
まだ 信じが たい 思いで いたので、 「本当に 
や るんで すか？」 と 間の 抜けた 質問を して 
しまつた。 腹が どうかして しま うんじ やな 
いかと 心配だった の だ。 

とにかく 挑戦して みたか ひと びん 飲め 
なかった。 ゲ ボゲボ 吐く ときには、 - @ 水 も 
吹き出して グ チョ グ チョになる。 みっとも 
ない が 食べ物が 混じっ ていない だけ まし だ。 
食事を しないょ うに 注意され たのは このた 
めだった のか、 と 納得す る。 うしろの ほう 
で うら 若い 女性まで が、 なりふり かまわず 
ゲ —ゲー やって いる。 

続、 > てジヤ ー ラ •ネ ー テイを やる。 ツ I 


ン としたが これは 比較的 楽だった。 

最後に ネ ー ティ •カルマで ある。 ひもが 
鼻の 奥の 粘膜に 触れる だけで ものすごく 痛 
いのに、 これを 口まで 通し、 さらにし ごく 
なんて、 考えた だけで も 涙が 出そう だ。 こ 
れだ けは かんべん 願いたい とお じけ づ いて 
いたら'  二十歳 前後と 思われる 姉妹が 私を 
応援して くれた。 

「そうそう、 かんぱって。 ほら、 粘液 か 出 
てきた」 

彼女たち は、 あとからあとから 出て くる 
私の 鼻水を 見て 嬉しそうに している。 
「大丈夫、 大丈夫。 もっと ギユ っと。 私な 
んか 初めての とき 血まで 出て きたけ ど 平気 
だっ たんだから」 

小柄ながら 意外に 気丈な 女性 だ。 彼女に 
はかなわない。 

最後に、 「毎日 やって くださいね」 と 勧 
めら れた が、 思わず 「いえ、 もう 二度と 
…」 (やリ たくないです) と 言い かけて し 
まった。 シッシ ャの人 も、 無理 もない な、 
という 頦 をして いた。 
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I オゥム の 衆院 選 落選は 
何者かの 陰謀？ 

〇月 X 日 

三回 目の 勉強 会。 成就した 人が 富 士の本 
部から やって来て、 その 体験談を 聞いた。 
最近、 成就 者が 大量に 出る ようになった。 
かつては 数人ず つだった 成就 者が、 今は 数 
十 人ず つ 出る ようになっ ている。 

「富 士の ほうでは もう、 成就 者 じ ゃない 人 
を 探す ほうがた いへんな ぐらいです。 だか 
ら 、出家して しまえば 必ず 成就で きる もの 
と 考えて いいん じ やないで すか」 

それは 修行の システムが 進歩した からだ 
そうで、 以前の ような 「独房 修行」 はやら 
なくなつ たとの こと。 それから、 今まで シ 
ッシャ と 呼んで いた 出家 者の ことは、 これ 
から シヤ モンと 呼ぶ ことにな つた、 という 
報告が あった。 オウム はよ く 変更が ある。 

次に S 大師の 話。 週刊誌な どが、 オウム 
が ダ ライ •ラマを 利用して いると M ハで ハ 


るが、 ダ ライ •ラマは そのよぅな 報道に It 
慨 している とのこと。 そして、 オウム との 
親密な 関係は これから も 変わらない、 と 書 
かれた ダ ライ •ラマからの 手紙の コピ— も 
示された。 私には 遠くて よく 見えなかった 0 
「それを 公表 すれば、 マスコミは 沈黙す る 
んじ やないで すか」 と 信徒が 発言す ると、 
「それには タイミングが 肝心です。 その あ 
たりは、 ただ 八 討 中です」 と 大師は 答えた 0 

〇月 X 日 

「ポアの 集い」 の 当日。 松原の 東京 本部と 
並ぶ 首都圏の 拠点の ひとつ、 杉 並 道場へ。 
西武 新 宿 線 井荻 駅から 徒歩で 十五 分 ほど。 
道に 迷ったり して 二十 分 遅れて 到着した。 
あわてて 二階の 会場に 駆け上が ると、 受付 
の 女性から 「静かに。 もぅ 始まつ てます か 
ら」 と 注意され てし まつた。 受付に 千円の 
布施を 払い、 プラスチックの コップに 入っ 
た 「甘露 水」 と、 靴を 入れる ための ビ ニー 
ル 袋を もらう。 

会場は 東京 本部よりも はるかに 広く、 三 


百 人 ほど 集まっ たな かには、 今まで 会った 
大師 やシッ シャた ちの 顔 も 見えた (年齢は 
二十歳 前後、 男女 比率では 男の ほうが 多 
い)。 オゥム が 大きな 勢力なん だと 感じた 
のは このと きが 初めて だ。 

なんとか あいている ところを 探して 慄を 
下ろして 甘露 水を 飲む。 味は、 私には 普通 
の 水に 感じられた。 すでに 前では 二番目に 
解脱な さった ケィ マ 大師が 説法を 始めて い 
る。 澄んだ 声で 話す ケィ マ 大師は 写真で 見 
たと おりの 美人だった。 

「今、 盛んに マスコミ による オゥム 叩きが 

行われて いますが、 真理を 誹謗^! した 彼 
らは 、たいへんな 惡 業を 積んだ ことにな リ 
ます。 彼らが 行く のは 無間地獄 というと こ 
ろです。 逆に 真理に 貢献した 者は よい 来世 
に 生まれ変わる でしよう。 たとえば 道昜で 
はニワ トリを 飼って いますが、 その 卵は な 
ん と、 尊師が おめしあがりに なられて いま 
す (未 受精卵な ので 殺生には ならない そう 
だ)。 そんな#！ 行を なして いる ニワ トリは、 
すばらしい 転生を する ぞ 、と 尊師 はおっ し 
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オウ厶 信徒には、 なぜか 美女、 美少女が 多い 


綠議 


やって います」 

次の 質疑応答。 質問の 内容は、 教義の な 
かの 矛盾 点に ついて 等、 どれ も 難解で、 私 
には まったく わからなかった が、 オゥム に 
は 珍しい、 背広に ネクタイの 男性の こんな 
質問 だけは 印象に 残っ ている。 

「先日の 衆議院議員 選挙で、 麻 原 尊 師は本 
当は 当選す る だけの 票を 集めて いたのに、 
何者かの 陰謀に よって 得票数が 少なく 数え 
られて しまったと 『極智 新聞』 には 書いて 
ありまし たが、 それが 本当なら 日本の 選挙 
史上の 大事 件です よ。 裁判には 訴えな いん 
です か」 

ケイ マ 大師は 答える。 

「いざ 裁判と なると 立証す るの がたい へん 
ですからね。 時間 も 労力 も 無駄になる から 
あえて しないの です。 それに 尊 師は今 、修 
行の 最中です から」 

「まった くそのと おりです ね」 質問者は 納 
得した。 

その後、 シンセサイザー による アス トラ 
;u 音楽の 演奏を 聞いて いると、 司会者が 言 
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う 0 

I 今、 オウム では 才— ケス ト ラを 組もうと 
計画して います。 音楽が 好きな 人は 參 加し 
てくだ さい。 才— ケス トラを 持つ {示教 団体 


は オウム が 初めてと なる でしよう」 

「ポアの 集い」 はこうして 終了した。 後は 
また 残った 有志に よる 「ボディ サツ トバの 
会」 だ。 二人が 前に 出て きて 体験を 発表す 


る。 パク ティが いかに 自らの 修行の 促進に 
効果が あるか、 という 内容。 尊師の 著作を 
宣伝す る ポスター の 束を 渡されて 帰る ◦町 
中に 貼り まくる ように、 とのこと。 

〇月 X 日 

友人と 電話で 話して いるう ちに ポスター 
の 話に なった。 彼は 私が オゥム に 入って い 
る ことを 知らない。 

「今日、 いろんな ところで 麻 原彰晃 のポス 
夕— 見たん だけど、 あれっ てち やん と 許可 
とって るの かな あ」 

「えっ、 ポスター 貼る のって 許可い る 
の？」 

彼の 話 だと、 建物の 壁に 貼る には 所有者 
の 許可が いるし、 電柱には 絶対 何も 貼って 
はいけ な いんだ そうだ。 でも、 この ポス 
夕— を 配る ときには そんな こと 何も 言つ て 
なかっ たな あ。 

I 徹夜の 超能力 修行は 
本当に 厳し かった 
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〇月 X 日 

せっかく 入信した のに 入信 料し か 払って 
いないので 修行が 受けられない。 かとい っ 
て 教材を 使って 自分で やる の も 心 もとない。 
やっぱり 何 か 修行 コース をと ってみ ょうと 
思い、 「超能カ セミナ ー」 に 申し込んだ。 

午後 十一 時から 翌朝 五 時まで、 ォー ルナ 
ィトで 一回 二 万 五 千円。 高い から あまり 人 
は 来ない のだろう と 思って いたが、 行く と 
三十 人 以上 も 集まって いた。 

前半は、 腹との どと 肛門に 力を入れて 各 
チヤ クラに 意識を 集中しながら'  息を でき 
る だけ 長く 止める 練習で ある。 足は 痛い し、 
息は 苦しい。 

「この 苦しみに ょって カルマが 切れて いく 
ん です。 地獄の 苦しみに 比べたら こんなの 
なんでもありません」 

と 指導の 大師が 言う。 肛門に 力を入れる 
のはと くに 難しい。 

「背筋を しっかり 伸ばして！」 「足が 崩れ 
てきて いますよ ！ 一  大師 か 巡回し、 注意す 


る。 組んだ 足が 痛い。 眠気 も 襲って くる。 
逃げ出したい ほど 苦しい。 ひとりで 修行す 
ると ついつ い 自分に 甘くな ってし まぅ が、 
ここでは 逃げられない。 

後半は 各 チヤ クラに 気を 集中 させて、 ひ 
た すら マント ラを 唱える。 

「ォ ーム 、ブフ ー 」 「ォ ー ム 、ブハ ー 」 

しだいに 唱える スピー ドが 増し、 声 も 高 

くな ってい く . 。 

最後に 軽く 瞑想して 終了。 疲れた一。 ぐ 
ったり して 時計を 見る と 朝の 四時を 過ぎて 
いる。 

「みなさん、 いかがでした か。 初めてで た 
いへんだった とは 思います が、 これで もま 
だ 初歩の 修行でして、 出家して いる 人たち 
の 修行の つら さは この 比ではありません。 
でも、 何 かしら 神秘 体験を つかめば 、ずっ 
と 修行が 楽になります ょ」 

これよりも つらい 修行が あるの か …… 。 
大師の お 話を 聞きながら、 差し入れの 朝食 
(もちろん 菜食) を 食べて いたら、 窓の 外 
はすで に 明るくな つてい る。 


I お金なん て 紙切れ 同然になる、 
と言われた 

〇月 X 日 

道で 偶然に ォゥム の 人と ばったり 出会う。 
本部で 私の 顔を 見た ことがあ るので、 声を 
かけて きたの だ。 

「菜食 やって ます か？」 

オゥム は 殺生を 禁じて いるので、 肉 や 魚 
は 食べて はならない の だが、 私は どうも 徹 
底で きずに いたので、 他の 人は どうな のか、 
聞いて みたかった の だ。 

「最初は やっぱりで きないで すね。 でも 僕 
みたい に 慣れち ゃぇば どうって ことないで 

すょ」 

彼は 大学生で、 もうす ぐ 就職を 控ぇて い 
るの だそう だ。 

「 . こんな ことを やつて いられる の も、 

学生の うちだけ だな あ …… 」 

と、 独り言の ょうに つぶやいた 彼の 言葉 
が、 別れて 電車に 乗った 後 も 忘れられな 
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かった。 

〇月 X 日 

恒例の 勉強 会の 日な ので 東京 本部に 行っ 
たが、 一階 も 二階 も ドアが 閉まって いて 入 
れ ない。 窓からの ぞくと 中は 真っ暗。 

マスコミの 追及が 厳しくな って 夜逃げで 
もした のだろぅ か？ と 心配になる。 そこへ 
信徒が ひとり やってきた。 

「あれ？ 今日は 休みなん です か」 

「ええ、 そうら しいです ね。 連絡 さえない 
なんて おかしいで すねえ」 

「残念 だな。 せっかく 半年ぶ りに 来たのに 


「えっ？ どうして !? 惡い デー タ (ここ 
では 週刊誌の ォゥム 批判の 記事を 指す) でも 
入れたん です か？」 

「そう。 あれほど 騒がれて いるんだ からし 
かたないで しょう。 あなたょ くこん な 時期 
に 入信し ましたね え。 私、 家族には 信徒 だ 
って こと 黙って たんです が、 オウム からの 
郵便物で ばれち やって . I 


「みんな 苦労して るんで すね」 

「そうです ょ。 うちで ネ I ティ (浄化 法) 
やって る だけで 家族から 変態 扱い (笑)」 

富 土の 総 本部に 電話で 問い合わせて みた 
ら 、セミナー を やって いるた めに 今月は 休 
みだと いう ことだった。 それにしても、 せ 
めて ドアに 貼り紙す ると かして くれれば い 
いのに …… 。いったい どうした ってい うの 

だろう。 

〇月 X 日 

寝坊して、 「ポアの 集い」 に 行き そ びれ 
てし まった。 何が 話された のか 知りたくて、 
東^^ 本部に 顔を 出して みた。 もしかしたら 
このぁいだ 急に 勉強 会が 中止に なった わけ 
が 聞けた かもしれ ないから だ。 

本部に いた 信徒と、 修行の 話になる。 私 
が、 超能カ セミナ— に 出て みたけ ど、 つら 
いだけで、 とても 神秘 体験な ど 得られそう 
にないな あ、 と言うと、 

「でも オウム の 修行は 効果 あるは ずです よ。 
阿 含 宗で十 年 近く 修行して 何も 得られな か 


つた 人が、 ォゥム に 来たらい きなり 体験し 
ち やつた、 といい ますから ね。 …… でも 不 
思議な のは、 それほど すごい 体験を したょ 
うな 人 さえ も、 マスコミの 報道に つまずい 
て 去つ ていつ てし まう ことなんで すよ」 
「あの、 ところで、 このあいだ、 勉強 会に 
来て みたら ドアが 閉まって て 入れなかった 


I そうそう、 僕のと こに も 連絡がなくて ね 
(苦笑)。 でも、 新聞 見なかった の？」 

「いえ、 何が あった んで すか？」 

「あの 日、 オゥム は 石垣 島で セミナー 開い 
てたら しいよ。 捏造 記事 かと 思って 写真 見 
てみ ると、 あれ、 これ 〇〇君 じ やない かっ 
て 驚いた よ。 僕らに さえ 極秘で、 石垣 島な 
んて 地の果てまで いく ぐらいだ から、 よっ 
ぽど 重大な セミナー なんだろう けど」 
「僕らが 知らないのに、 なんで マスコミに 
は 見つかっ ちゃうんで すかね」 

「尊師 が おつし やる ように、 きつと スパィ 
かい るん たよ。 尊師ご 自身は もう 誰が スパ 
ィ なのか 御存知なん だろう けど。 かとい っ 
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て 追放で もしたら、 また" まじめな 信徒な 
のに！％ 人権問題 だ！" とか 騒ぎ立てられ 
てます ます マスコミの 思う つぼ だからね」 

「なんで 極秘なん です かね」 

「タント ラ (秘儀) だからは つきり とは わ 
からない けど、 たいへんな 事態に なって る 
ことは 確か だよ。 みんな、 会社 や 学校、 今 
まで 築き上げ てきた 俗世の ことは 全部 捨て 
て、 どんどん 出家して るみたい たよ」 

彼は、 おいて きぼりに される ことに 焦っ 
ている かの ように、 急に 深刻な 表情で まく 
したてる。 

「とりあえず 君 も、 せめて 荷物ぐ らいは ま 
とめと いた ほうがい いよ。 それから、 毎日 
本部に 連絡を とった ほうがいい。 情勢は 目 
まぐ るし く 変わつ てい るん た」 

別の 信徒 も 口を はさむ。 

「僕 も 今す ぐに も 出家し なければ ならない 
ん だが、 コン ピュ— 夕 関係の 仕事を 持って 
るから 板 挾みに なつて …… わかつ てはいる 
ん です けどね」 

「そんな こと 言つ てる 場合 じ やない よ。 お 


金なん かもう 紙切れ 同然になる 時が 目前に 
迫つ てるんだ から」 

切迫した 危機を 感じさせる やりとり だつ 
た。 今までの ォゥム のの どかだった 雰囲気 
がゥソ のょう だ。 いつたい どうした つてい 
うんだ？ 

|破滅が来るのか ?| .. 

〇月 X 日 

ここ 数日の、 信徒たち の ぁいだに 高まる 
危機感の 正体は 何な のか。 

ォゥム の 予言に ぁる 二〇〇 三年の 世界 核 
戦争の時 期が 早まった のだろう か。 私たち、 
末端の 信徒には 極秘で 行われた 石垣 島 行き 
が、 その 滅亡への 策 だとす ると、 出家して 
いない 私たちは 救済から 見捨てられて しま 
うのだろう か。 考え 始める と 不安になる。 
とにかく、 今日の 勉強 会で、 大師から 直接、 
お 話を うかがおう。 

そんな ことを 思いながら、 いつにな く緊 


張して 本部を 訪れた。 ドアを 開ける とちょ 
、っど 尊師の ビデオ 説法を みんなで 見て いる 
最中。 何 か 新しい 決定が 語られて いるの か 
と 思っ たら、 それは 前に 見た ビデオと 同じ 
ものだった。 ビデオの 横には、 尊師 のか わ 
いい ィラスト 入りの 風船が いくつか ぶら 下 
がっ ている。 そこは 再び、 いつもの 楽しい 
オウム に 戻って いたので ある。 

ビデオ 説法に 続く、 S 大師の お 話 も 六 波 
羅蜜 についての もので、 終末に ついては 何 
も 語られない。 次は、 クンバ カの 練習。 こ 
れは 何分 間 も 息を 止める 修行。 みんなで 挑 
戦した が、 私 も 含めた 大半が 三分 間 前後で 
ダウン。 二分 以内で ギブアップした 者 も 数 
人。 四 分 以上 続けた 人たち は、 終わりの ほ 
ぅで 苦しみの あまり 手足を バタ バタ させて 
いたのが おかしかった。 

その後は 大師から 国際情勢の お 話。 米ソ 
対立の 解消に ょって ジャパン •パッシング 
が 始まる だろ、 っ。 そのと き、 アメリカは 身 
勝手な 国 だから 何を しでかす かわからない、 
と 零っ。 だが、 具体的に 今日明日に 必ず 破局 
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オウ厶 の パンフ レツ トより。 これに よれば、 I 九九 三年に 日本 再軍備、 
一九 九九 年から 二〇〇 三年までに 確実に 核戦争が 起きる といぅ。 


谈 || 救済の ■ 


r イニシ ェ 


の 中で、 我々 日 tl 


ション ラ 1! 

次— し i 法は、 そ—— uuil. 

ォゥ —教の 世—^:^：； のか、 そして、 を 
な聖地 にす るに rl :9 いす。 

すべきな のか— ら で 


ぃ 1 ぅ— 

ntff ど ラなる* 私适 I  ， 
これから—:  毒まで 豊かな— し , 1 
話したい— ラ  — 向けて みょ ラカ^ J  It たらし 

U ' 戦 r 戦 trit ぃ ，1  ょ rhurli ょって 

、れ し！！  て、！ I」 


が 来る という ことでは ない らしい。 私の 焦 
りは 杞憂だった わけ だ。 しかし 信徒の あい 
だに 不安 感が 高まつ ている のは 事実で、 こ 
こ 最近、 出家 希望者が 急激に 増えた そうだ。 


この 日 も、 新しく 出家した シヤ モンの 自 
己 紹介が あつた。 なかで も 高校生ぐ らいの 
男の子の 話が 印象に 残った。 彼は オウム の 
本を 親に 読ませて、 出家の 許可を 勝ち取つ 


た (未成年の 出家には 親の 許可が 必要)。 親 
は 最初は ためらって、 二 転 三 転した が、 最 
終 的には、 出家に 反対す る 学校の 教師を、 

「自 心 子が やる と 言っ てるんだ から、 いい 
じ やありません か」 と 説き伏せて しまった 
ほどの 賛同 者に なった、 とのこと。 彼は 最 
後まで 励まして くれた 大師 さまたち にしき 
りに 礼を 述べて いた。 

最後に みんなで 歌の 練習を して 勉強 会は 
何事もなく 幕を 閉じた。 

ヴア ジラ^ — ナ 、ゥ アジ ラ I ^ — ナ . 

私は 歩く、 私は 進む 
真に 勇者の 道なん だ 
ヴア ジラ^ ナ 

ぁなた も 進もう、 私 も 進もう 
この 道は 正しい 世界を つく るんだ 

歌詞 こそ 勇ましい ものの、 メロ ディは 明 
るい トロピカル 調。 どうしてい つもこう 軽 
い ノリに なって しまう のか、 と 思わず 苦笑 
る 
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オウム は 

狂気ではなかった ▼ 

入信 体驗を ふりかえって 


入信して わずか 数 力 月の 体験で、 ォゥム 
といぅ 教団に ついて まとめる ことに、 私自 
身、 いささか 困難を 感じて いる。 

その 理由は、 第一に、 私は 麻 原尊師 自身 

に、 ついに いちど も お会いす る ことができ 

なかった し、 富 土の 総 本部に 行く 機会 も 与 
えられな かった こと。 第二に、 私は たんな 
る 末端の 在家 信徒に すぎなかった こと。 第 
三に、 ほかの 信徒の 家庭環境 や 私生活を ぅ 
かがい 知る ことができな かった ことに ある。 

そのため、 私の 視野には 自ずから 限界が 
ある。 したがっ て、 ここで 述べる のは、 あ 
くまで 私の 乏しい 経験の 範囲で 得られた 感 
想に すぎない。 あらかじめ 了承 願いたい。 

ただ、 今 あげた 三つの 理由は、 オウム と 
いう 教団 自体の 体質と 関連して いる。 尊師 


の 姿を 直接 拝む ことが かなわなかった のは、 
尊師が この 数 力 月間 いちど も 東京 本部に 現 
れ なかった からだ。 また、 富 土の 総 本部に 
行く のを 熱心に 勧められなかった のは、 才 
ゥムの 総 本部は、 他の 宗教の ょうな 「聖地」 
ではなく、 出家の 修行 道場と いう 性格 だか 
ら だろう。 

ことさらに 私に 出家を 迫る こと もなかつ 
た。 マスコミが 問題に している のは 主に 出 
家 者に ついて だが、 私には、 出家は 信徒 自 
身の 意志での み 決定され ている ょうに 思え 
た。 

そして、 信徒たち の 個人的 背景を 知り 得 
なかった のは、 オウム の 信徒 どうしの 関係 
に 原因が ある。 いちどで も 勧誘され た 人な 
ら わかる だろう が、 新興宗教の 多くは 近所 


の 寄り合い 的 共同体の なかに 信者の 生活の 26 
すべてを からめとろう とする。 活動に 誘い 
合う ことは もちろん、 個人的な 悩みごとの 
相談に 乗ったり、 ときには 生活 面で 援助し 
たりして、 恩を 売り、 教義 そのもの ではな 
く、 義理 や 人情の しがら みに よって こちら 
の 内面に 踏み込んで くる。 しかし、 オウム 
には その 部分が 希薄 だ。 事実、 入信して か 
ら 今まで、 私の 家には いちど も オウム 、ま 
たは 信徒からの 電話はなかった。 ずっと 顔 
を 見せなかった 信徒が 数 力 月ぶ りに 本部を 
訪れた とき も、 大師は 「どうしたんで すか、 
みんな 心配して たのに。 来ない ときは 連絡 
ぐらいして くださいよ」 などと、 言いは し 
なかっ た。 大師は なんと 「まあ、 ひさしぶ 
りね え」 と、 無邪気な 笑顔で 迎えた の だ、 

彼を 責めたり はせ ずに。 

だからと いって 人間関係が クー ルと いう 
わけでは ない。 気どりの ない、 ざっく ばら 
んな 雰囲気で ある。 東南アジア などに ある、 
日本人の 貧乏 旅行者が たまる 安宿の、 和気 
あい あいとした 感じ だと 言えば わかる だろ 


うか。 擦り切れた B 宜 、ぶっきらぼうに 置い 
て ある 炊飯器。 東京 本部は オフ ィスで も 
ホ ー ルで もない。 まさに 家庭な ので ある。 

また、 会話の 最中、 世俗的な 話題で 盛り 

上 かる、 といっ たこと も あまりない。 そう 
いった 俗っぽい ことは、 「修行に 費やす ベ 
き エネ ル ギーの ロスになる」 と 彼らは 言う。 

むしろ、 私の 目には オゥム は 非常に 禁欲 
的な 団体に 映った。 真面目で 真剣な ので あ 
る。 たしかに 布教 活動に おいては、 超能力 
の 獲得、 病気 治し、 といっ た 現世 利益を 前 
面に 出して はいるが、 それらは 入信 後、 あ 
くまで 修行の 副産物に なって しまう。 信徒 
はそう いった 世俗的 価値観への 執着から 解 
放される ことを 願い、 崇高なる 目標に 向か 
って 精進して いた。 オカルト •ブ ームに 
乗った 超能カ マニアの 集まり、 という ィ 
メージ は 当たつ ていない ように 思う。 

だから、 何 かお どろ おどろし い 才カ ル テ 
イズムを 期待して 興味本位で 入信す るなら 
ば、 あまりの 堅実 さに 失望して しまう だろ 


私の 知る 限りでは、 オゥム の 入信 者には、 
まず オゥム の 本を 書店で 買、 っ ことから 始ま 
り、 長い あいだ 本を 読み 続けて 迷った 末、 
やっと 意を 決して 本部に 電話す る、 という 
パ ターン が 多かった。 つまり、 オゥ ムは自 
分の 意志で 入って きた 者 だけを 受け入れ、 
また 去る 者は 追わない。 事実、 私は 「真理 
の 集い (入信 ガィダンス)」 を 訪問した 人が 
入信を 断 わると、 あつさり 帰して しまつた 
現場を 見て いる。 オゥム から 必死で 脱出し 
た、 という 週刊誌の 記事は オー パー ではな 
いだろう か。 

知り合いに 強引に 誘われて、 しかたなし 
に 入っ てし まった という 信徒には 会わな か 
ったし、 有名な 街路での 布教 活動に しても、 
たんに ビラ や パンフを 配る 宣伝 行為 だけで、 
通行人を 勧誘す る ことは ないょう だ。 また、 
私自身、 布教 活動 や 奉仕を 強いられ たこと 
も 催促され たこと もなかつ た。 

もつ とも、 こうした 押しの 弱さは 教勢抗 
大 のためには 致命傷 かもしれ ない。 信仰 宗 
教に 限らず、 組織には やはり あるて いどの 


階層 構造が 必要な の だが、 オゥム には それ 
が 感じられない。 上意下達 的 指揮 系統 も不 
完全 だ。 それは、 大師と いえ ど 三十 歳に 満 
たない 人が 多く、 一般 信徒との 間に 年齢の 
差がない の も 原因だろぅ。 また、 勧誘 者が 
新入 信者の 親代わり になって めんどぅを 見 
ると いぅ 制度 もな く、 構成員の 管理を する 
ための 班 編成 もない。 よぅするに 責任の 所 
在が はっきり しないの である。 

そのため、 入信 者は 受動的な だけでは 何 
も 与えられな いが、 積極的に 参加 すれば、 
すぐに 布教 活動な どに おいて 意見を 採用 さ 
れ る。 象の 顔を した ガネー シャ帽 、彰晃 人 
形、 彰晃 マ— チな ど、 次から 次へ と 繰り出 
される 奇想天外な アイディアは、 そぅした 
民主的 運営の 成果 だ。 

度重なる 教団 内用 語な どの 変更から も わ 
かるよぅ に、 オゥム はい まだ 試行錯誤の 過 
程に ある。 しかし、 今のところは、 マスコ 
ミが 仰々 しく 騒ぐ よぅな ものでは なく、 実 
に こじんまりとした 団体 だ、 と言える だろ 
う 0 
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オウム 真理 教とは 何 か 


分析 編 


オウム 真理 教 


W、 スー ー 


ラン K てち る 


宗教学 者 


島 田裕巳 


教祖の 苦難を 強^^な い 。勧誘を しない 。私生活を 拘束し ない。 

ピラミッド 型ヒ エラ ルキ— がない 。死の 匂いが しない …： .〇 

宗教団体に 不可欠な はずの 要素の 多くを 欠いた 謎の 教団 ォゥ ム〇 

それは、 麻 原彰晃 といぅ 空虚な 中心の 周りに 作られた コドモ の 楽園だった の だ！ 


オウム 真理 教は 、セン セー シヨ ナルな 形  『サン デー 毎日』 が、 今回は 宗教を 批判す  事件が 公に なり、 部屋から 「プル シヤ 」 と 


で 世間に 登場した。 『サン デー 毎日』 一九 
八 九 年 十月 十五 日 号は、 「オ ウム 真理 教の 


る 姿勢を 示した ことで も 注目され たが、 
I サン デ— 毎日』 は、 見出しの なかで も 「こ 


呼ばれる オウム 真理 教の バッジが 発見され 
たこと から、 事件と オウム 真理 教 との 関係 


狂気」 と 題して 告発 キャン ぺーン を 開始し  れは 『イエスの 方舟』 とは 違う」 と 念を お  が 取り沙汰 される ことと なつた。 今度は 週 


た。 『サン デー 毎日』 によれば、 オウム 真  していた 


刊誌 ばかりでなく、 テレビ も 競って 取材 合 


理教に 娘 や 息子を 奪われた と 訴える 親たち  『サン デー  1  母 日』 の 告発 キャン ぺーン は 二  戦を 行い、 オウム 真理 教の 教祖 や 幹部が テ 


の 声が 多数 上って おり、 この 教団は 子ども  力 月に 及んだ が、 オウム 真理 教を 追いつめ 


レビに 出演して 事件との 関連を 否定した 


に 数十 万円の 布施を 強制したり、 教祖の 生  るまでに は 至らなかった。 ところが 十一月  もした。 しかし、 失踪 事件の 手掛 りは ほと 


血を 飲ませた りする 「狂気」 の 集団 だとい 


の 末に、 「オ ウム 真理 教 被害者の 会」 を 担  ん どなく、 オウム 真理 教 との 関連を うかが 


つの だ。 「イエスの 方舟」 の 問題が 起きた  当して いた 坂 本 堤 弁護士 一家が 十一月 四日 


わせる 証拠は バッジ 以外に いっさい 発見 さ 


ときには、 方舟を 擁護す る 測に まわつ た  未明に 横 浜の 家から 忽然と 姿を消し ていた  れ なかつ た。 
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麻 原 彰晃が 超能力者になる 過程を 描く 


「あなた も なれる かも？/ 未来を 開く 転輪聖 王」 より。 表紙は 映画 
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I オゥム は 

時代の 子 

こぅして、 オゥム 真理 教 といぅ 宗教 教団 
の 名前は、 マスコミを 通して 一躍 世間の 知 
ると ころと なつた。 ただし、 マスコミ 側 も 
こぞって オゥム 真理 教を 批判した わけでは 
なく、 むしろ 教団 側を 擁護す る 側に まわる 
もの も あった。 たとえば、 『週刊 SPA!』 
は、 十二月 十六 日 号で ォゥム 真理 教の 教祖 
を 宗教学 者の 中 沢 新 一と 対談 させ、 両者の 
意気投合 ぶりを 伝えて いるし、 『女性 セブ 
ン』 (十二月 二十 一日 号) は、 教祖の 妻に ィ 
ンタビ ユ—を 行い、 オゥム 真理 教に 好意的 
な 誌面 作りを した。 坂 本 弁護士 一家の 安否 
が 気遣われる なか、 ォゥム 真理 教 に対する 
評価は 揺れ動い ていた。 

さらに、 年が 明けても オゥム 真理 教 につ 
いての 話題は 尽きなかった。 衆議院 選挙の 
折に、 彼らは 真理 党を 結成して、 教祖を は 
じめ とする 二十 数名の 候補者を 擁立した。 
しかし、 話題を 呼んだ のは オウム 真理 教が 


立候補し たという 事実よりも、 その ユニ ー 
ク 1? :) な 選挙 活動に よると ころ か 大き かっ 
た。 選挙 公示 前の 一月 二十 七日、 教祖の 顔 
を かたどった お 面を 被った 二百 名の 信者が 
中 野 区の 杉 山 公園を 出発して 、「消費税 廃 
止」 といった 真理 党の 政策を 記した ブラ 
力— ドを 掲げて 行進した。 その後、 この お 
面は 至る ところに 登場した。 また、 教祖が 
自作 自演 した キャン ぺーン •ソング (お 世 
辞に もうまいとは 言えな かった) を 選挙 
力— で 流したり するな ど、 彼らの パフ ォー 
マンスは 何かと 世間の 注目を 集める ことと 
なった。 

近年では、 オカルト や 超能力を 売り物に 
した、 いわゆる 「新 •新 宗教」 が 若者の 間 
で 信者を 増やして きたと されて いる。 オウ 
ム 真理 教 も、 そういった 「新 •新 宗教」 の 

ひとつと 見る ことは できよう。 いつの 時代 
にも、 新しく 生まれた 宗教は、 世間から い 
かが わしい ものと 見なされ、 好奇の 目に さ 
ら される ことになる。 『サン デ— 毎日』 に 
よる 告発 キャン ぺーン が 始まつ たと き、 あ 


るいは 坂 本 弁護士の 事件が 公に なった とき 
に、 事件を 取り上げた マスコミ ばかりで な 
く、 一般の 人たち も、 やがては オゥム 真理 
教の 「狂気」 を 証明す るょう な 事実 か 続々 
と 明るみに 出される ものと 予測した ことで 
あろう。 ところが その 予測は 的中し なかっ 
た。 オゥム 真理 教を 、狂気の 集団と 断定す 
る だけの 証拠は 見出されなかった。 マスコ 
ミ も'  目立っ た 動きを 示した ときに しか 才 
ゥム 真理 教を 取リ 上げ なくなって きた。 

しかし、 ォゥム 真理 教が 狂気の 集団で な 
いとしたら、 それは どういった 集団な ので 
あろう か。 その 内容を 見て いくと、 いろい 
ろと 興味深い 事実が 浮かび上がって くる。 
彼らは 表面的には 特異な 宗教に 見える が、 
やはり 時代の 子と しての 側面を 持っ ている。 
オゥム 真理 教 について 考える ことにょって、 
私たちは 新 •新 宗教 ブーム の 背景を 探り、 
さらには 若者たち の 置かれた 状況を 知る こ 
とがで きる の だ。 
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J 「し ょぅち やん」 と 麻 原彰晃 


宗教に ついて 考えよう とする 際には、 そ 
の 宗教を おこした 教祖と 呼ばれる 存在に つ 
いて 見て いく 必要が ある。 オゥム 真理 教に 
おいて 教祖に 当たる のが、 信者たち からは 
「先生」 あるいは 「尊 師」 と 呼ばれる 麻 原 
彰晃 という 人物で ある。 彼は、 一九 八 六 年 
に ヒマラヤで 悟りを 開いた、 今世紀 最後の、 
そして 日本で ただ ひとりの 「最終 解脱 者」 
であると されて いる。 

麻 原 尊師の 宗教 者と しての 歩みは、 『あ 
なた も なれる かも？ 未来を 開く 転輪聖 
王』 という 全 二 巻の パンフレットに 描かれ 
ている。 おもしろい ことに、 この パンフ レ 
ットは ストー リ— 漫画に なって いる。 転 輪 
聖 王とは、 仏教の 釈迦の 伝説に 由来す る。 
釈迦が 生まれた ときには、 将来 悟りを 開い 
て 仏陀になる か、 そうでなければ 世界の 支 
配 者で ある 転輪聖 王になる という 予言が 下 
された。 この パンフレットは、 衆議院 選挙 


の 時に 配られた もので、 麻 原 尊 師は 自らを 
釈迦に なぞらえ ている ことになる。 

漫画では、 尊師の 少年 時代からの 歩みが 
描かれる。 主人公で ある 麻 原彰晃 こと 「し 
ようち やん」 は、 学校では 勉強ので きない 
劣等生で、 アルバィト をしても 失敗 ばかり 
している。 おまけに 失恋して、 大学 受験に 
も 失敗す る。 そして、 浪人 生活 三年 目を 迎 
える が、 合格の 見込みは ない。 それでも 空 
想 癖のある 「しようち やん」 は、 頭の 中で 
自分の 成功を 夢見て いる。 自分を 超えたい 
という 願いを 持ち続け ている。 

そんな 「しようち やん」 が、 ある 時 神秘 
な 体験を する。 「幽体 離脱」 の 状態に なつ 
て、 ィンドの 神で ある シヴァ 神から、 特別 
な 力を 授ける から 修行す るよう にと 申し渡 
された の だ。 これが 彼の 宗教家と しての 出 
発 点と なる。 彼は 自己流で 修行を 開始し、 
本を 頼りに 試行錯誤を 繰り返す。 そして、 


ヨ I ガの 聖典で ある 『ヨ I ガス I ト ラ』 に 
出会い、 ヨ—ガ 以外に 自分の 目標を 達成し 
て くれる 方法は ない と 確信して、 ヨーガ に 
没頭す る。 やがて 修行の 効果が 上がり、 彼 
は 念願 通りに 超能力を 獲得す る ことと なる 0 

しかし、 空中浮揚 や テ レポ— テー ショ ン 
といった ひと 通りの 超能力を 身に つけた 彼 
は、 それでも 満たされな いものが ある こと 
に 気づく。 そんな 折、 高校 時代に 彼を ふっ 
た 女友達が 自殺し かけて いるのを 透視 能力 
で 感知して 救い、 自分の 獲得した 超能力を 
すべての 人間に 伝えて いけば、 高い 満足 や 
幸福を もたらす ことかで きる と 確信す る。 
さらに、 瞑想の なかに 現れた ヒマラヤに 住 
む グルに ょって、 インドへ と 呼び寄せられ 
る。 実は それ 以前から、 日本が 水に ょって 
減んで いくとい ぅ ヴィジョンを 彼は 繰り返 
し 見て おり、 それを インドの 聖者に 会って 
確かめた いと 感じて いたの だ。 

インドの 聖者は、 彼の ヴィジョンの 正し 
さを 保証す る。 そして、 後 三十日 間 修行を 
すれば 「最終 解脱」 する だろぅと 予言す る。 
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そのためには 「死の 体験」 をし なければ な 
ら ない。 修行に 最適な 場所は ヒマラヤ であ 
る。 いったん 日本に 帰った 彼は、 予定され 
ていた 仕事を こなし、 単身で ヒマラヤへ 向 
かう。 そして、 予言 通りに 最終 解脱す るが、 
そのと きにす ばらしい パ ワーが 発揮され、 
日本に いる 弟子たち も その パワ^ ~ を 感知し 
て、 尊師が 最終 解脱した ことを 知る。 シ 
ヴァ神 も、 「マ ハ！ グル •アサ ハラ」 (偉 
大 なる 尊師麻 原) と 祝福す る。 こうして 彼 
は 最終 解脱 者と なった の だ。 

■尊 師の言 葉は 
アニメの 台詞 

尊師 は、 この 解脱の 体験に もとづいて、 
すべては 心の 現れで あると し、 どういつた 
心が 優位に 立つ かに ょって、 現象界の 「質」 
が 決定され ると 説く ょうになつ た。 そして、 
優れた 心を 持つ 三 万人の 解脱 者を 出す 計画 
を 立てる。 その 第一 号が、 一番 弟子の ケイ 
マ 大師で ある。 さらに、 現在では ノ— ベル 
平和 賞の 受賞者で あり、 チベット 仏教の 最 


高 指導者で ある ダラ ィこフ マとの 出会いに 
よって、 堕落した 口 本の 仏教を 再生す る 使 
命を 自覚す る ことになる。 

尊師の 救済 計画は、 「口— タス •ヴィ レ 
ッジ 構想」 と名づ けられて いるが、 これは 
未来学 者 アル ビン •トフ ラー がその ベスト 
セラー である 『第三の 波』 のなかで 提起し 
た 「グロー バル •ヴィ レ ッジ」 を 彷彿と さ 
せる。 漫画の なかで、 尊師 はこの 計画を 次 
のように 説明して いる。 

「まず この 人間の 世界に 生を 受けた ものが 
真理の 流れに 入り、 真理の 教えに のっとっ 
た 小学校、 中学校、 高校で きたら 大学まで 
あって、 真理の 実践を しながら 社会生活を 
送って いくと。 そして 最終的には 死の 瞬間 
に ポアと いう 特殊な 技法を 使って、 天界に 
行きたい 人は 天界に 行く と。 また 人間界に 
生まれ変わ って 同じように 真理を 実践した 
い 人は そうすると。 あるいは 涅槃したい 人 
は 涅槃す ると いうよう な システムが できれ 
ばな あとい うね、 私の 一つの 構想です。 こ 
の 計画に よって 闘争の ない 平和な 世界、 人 


が 人を 裏切らない 平和な 空間、 本当の 意味 
での 愛に あふれた 静かな 空間が 訪れ. る だろ 
、っと 考えて いるんだ ね」 

漫画の せいな のか、 この 尊師の 言葉は 子 
ども 向けの アニメ や テレビ •ドラマの 主人 
公たち が 口にする 台詞を 思わせる が、 彼ら 
の 現状 認識 や 活動 方針 もど ちらかと 言えば 
漫画の 世界に 近い。 たとえば、 彼らは 終末 
に対する 危機 意識を 強調し、 富 士官に 本部 
を 作った の も、 予想され る 富士山の 噴火を 
遅らせる ための 手段 だと 説明して いる。 衆 
議院 選挙への 出馬 も、 宗教 的な 救済 だけで 
は 迫りく る 終末のと きに 間に合わな いとい 
う 信者の 要請に 尊師が 応えた からだと いう 
の だ。 

ともかく、 落ちこぼれの 少年であった 
「しょうち ゃん」 は、 麻 原彰晃 尊師 として 
生まれ変わ つた。 この パンフレットとは 別 
に 刊行され ている 『滅亡の 日』 という コミ 
ック では、 尊師 はさら に 偉大な 宗教 者と し 
て 描かれて いる。 この コミックには、 ケィ 
マ 大師を はじめと する 実在の 信者たち も 登 
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場し、 尊師と 一緒に 「ヨハネの 黙示録」 に 
隠された 秘密の 予言を 解明して いくとい う 
ストー リ ー が 展開され ている。 その 秘密の 
予言とは、 世の 終わりが 近づきつつ あり、 
オゥム 真理 教に 人類を 救済す る 使命が 期待 

されて いると いう もので あつた。 

■松 本智津 夫と しての 
半生 

しかし、 漫画に 描かれた 尊師の 経歴は 事 
実に もとづいて いるとは 言えない。 上之郷 
利昭 がまと めた ところに よれば、 

「麻 原 彰晃は 本名を 松 本智津 夫と いう。 昭 
和 三十 年、 熊本県 八 代 市の 生まれで、 三十 
四 歳。 同じく 「オ ゥム 真理 教」 の 幹部で あ 
る 妻と、 まだ 幼い 子どもを 含めた 四 人の 女 
児が いる。 

松本智 津 夫は 生まれつき 目が 悪かった。 
左 眼が 見えず、 右眼〇 •三と いう 視力。 彼 

の 顔が いつも 目をつぶって いるよう に 見え 
るのは、 そのため である。 郷里では、 小学 
校から 高校まで 県立 盲学校に 通った。 生計 


を 立てる ために 緘灸師 の 資格を 取り、 上京 
後は 鉞灸 治療を 行っ ていた。 その かたわら 
漢方に 関心を 持ち、 昭和 五十 三年から 五十 
五 年頃には 『漢方 亜細亜 堂 薬局』 を、 五十 
六 年には 『BMA 薬局』 を それぞれ 経営。 
最初の 薬局 経営の 時には、 保険料 六 百 七十 
万円を 不正 請求し、 国から 返還を 求められ 
ている。 また、 『BMA 薬局』 時代の 五十 
七 年には 薬事法 違反に 問われ、 略式 起訴処 
分を 受けて いる」 (『文藝春秋』 九〇年 二月 号) 

薬事法 違反とは、 ニ セ 薬を 販売して 四千 
万円を 稼いだ という もので、 これは 『サン 
デー 毎日』 の 記事の なかで 明らかにされた。 
教団の 側 も、 問題が ぁったと いう こと 自体 
は 認めて いる。 この 経歴が 事実 だとしたら、 
麻 原彰晃 はいかが わしい 宗教家の ひとりで 
あると いう ことになる。 少なくとも パンフ 
レットでは、 この 出来事には いっさい ふれ 
られ ていない。 

そもそも、 オウム 真理 教が 出して いる 出 
版 物に も、 漫画と 事実が 違う ことを 示す も 
のが ある。 真理 党の 政策を 載せて 選挙 用に 


配られた 『進化』 と 題され た パンフレット 
には、 「写真が 語る！ マルチ 人間、 麻 原 
党首の 生い立ちと 素顔」 として、 いくつか 
の スナップ 写真が 紹介され ている。 五 歳の 
ときの 写真に 始まり、 トラックを 走っ てい 
る 写真には 「陸上競技 選手 —— エネ ルギッ 
シ ユなス ポ—ツ マンだった」 と ある。 他に、 
缄灸師 時代の 七十 六 年に 友好 訪中 団に 加わ 
ったと きの スナップ、 それに 真偽が 問題に 
なって いる 空中浮揚の 写真 や ダ ライ •ラマ 
と 会見した ときの 写真が 紹介され ている。 

ダ ライ •ラマとの 会見に ついては、 その 
後 ダ ライ •ラマが 本当に 麻 原 尊師に 日本の 
仏教の 再生と いぅ 使命を 託した のか どぅか 
を 調査す る マスコミが 出て きた。 ダ ライ. 
ラマが 滞在して いる インドに 赴いて、 側近 
に 尋ねた ところ、 ダ ライ •ラマと 麻 原尊師 
とが 友好的な 関係を 結んで いる ことは 認め 
られ たもの の、 オゥム 真理 教の 主張す る 会 
見の 内容は 全面的に 否定され た。 

それは ともかく、 漫画との 違いが 明白な 
のは 高校 時代の 写真で ある。 漫画の なかの 
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「しょぅち やん」 は 普通 高校に 通つ ていた 

ように 描かれて いるが、 「柔道 二 段 - ^柔 

道 部で 活躍した 高校 時代」 という キヤ プ 
シ ヨンの ついた 写真の 柔道着の 胸元には 
「熊 盲」 と はっき リ 記され、 尊師が 盲学校 


ベンツに 乗つ て 登場した 尊師 。口— ルスロ イスを 乗り まわす 
ラジ ニー シ 和尚の ライフスタイルに S された もの か 


に 通っ ていたと いう 話を 裏付けて いる。 

■強調され な い、 

教祖の 苦難 

一般に 教祖の 生涯は 「神話」 であり、 必 
ずし も 事実とは 言えない 事柄から 成り立っ 
ている。 教祖は 信者に とって 偉大な 人物で 
なければ ならない。 教祖の 伝記が、 事実に 
のみ もとづいて いなければ ならない とした 
ら 、キリスト教の 聖書 も 仏典 も噓の 塊 だと 
いう ことになる。 外部の 人間に とっては 虚 
構 (フイ クシ ョン) であ つても、 信者に とつて 
は 真実 (リアリティ—) なので ある。 しか 
し、 教祖の 生涯が 事英 であるか どうかを 
探って いくこと も 必要 だが、 それを 確かめ 
たからと 言って その 宗教が 理解で きる わけ 
ではない。 むしろ、 どういった 形で 神話が 
作られて いるの かを 見て いくほう が 重要な 
s なの だ。 

これまでの 宗教団体で あったら、 教祖が 
いかに 苦労を 重ね、 厳しい 修行を 経て、 真 
理に 到達した かが 強調され たこと であろう。 


その パ タ— ンに 従うなら、 オゥム 真理 教の 
場合に も、 尊師の nn が 不自由であった 点が 
強調で きたは ず だ。 厳しい 修行の 結果、 目 
が 見える ょうにな ると 同時に 心の 目 も 開か 
れ 、宗教 者と しての 歩みを 始めた という ス 
k リ ー を 作り上げる ことができる。 信者 
は その物 語に 感動し、 尊師 に対する 尊敬の 
念は 高まる はず だ。 

ところが、 ォゥム 真理 教 では、 尊 帥が 
般の 若者と 変わらない 生活を してきた こと 
がむ しろ 強調され ている。 「しょうち やん」 
は どこに でもい る。 彼が 宗教の 世界に 興味 
を 持って 近づいた のは、 劣等感を 克服す る 
ために 超能力を 獲得したい という 現実的で 
世俗的な 願いから だった。 尊師 は、 あくま 
で 信者たち に 近い 存在と して 描かれて いる。 
最終 解脱した 後で も、 尊師は 信者たち にと 
って 近し い 存在で ある ことに 変わりは ない。 

宗教 者と しての 尊師の モデルと なって い 
るのは、 つい 先日 亡くなった ィンドの 宗教 

家、 ハグ ワン •シ ユリ (和尚) •ラジ ニ I シで 

あろう。 ォゥム 真理 教の 出版物は、、 パ グヮ 
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ンの もの に似てい る。 尊師の 説法の ス タィ 
ル も かなり 近い。 信者たち が 白い ィンド 風 
の 服装を 身に まとって いるの も、 その 影響 
ではないだ ろぅか。 

オウム 真理 教の 世界では、 ィ メージ がす 
ベて に 先行して いる。 尊師の 姿に しても、 
漫画の ほうが 実際よりも よほど 宗教家ら し 
く 見える。 それは 信者たち にも 当てはまる。 
彼らに とつて、 自分たち の 本当の 姿は、 現 


オゥム 真理 教 では、 新しく 信者に なった 
人間の ために 三つの 修行の コ—ス 、ポア. 
コ—ス 、シッ ディ •コ ース、 ョーガ タント 
ラ •コ ースを 用意して いる。 ポア •コ ースは 
現世での 幸福と、 来世で 高ぃ 世界に 生まれ 
変わる ことを 保証し、 シッ ディ •コ ースを 
とれば 空中浮揚 や テ レ パシー などの 超能力 
を 身に つけられる ことにな つてい る。 また、 
ヨーガ タント ラ •コ ースを 受けて、 イニシ 
ェーシ ヨンを 果たせば、 最低 三年 間で 猝悦 


実の 自分たち のなかに あるので はなく、 漫 
画な どに 描かれた ィメ ー ジ のなかに あるの 
ではない か。 そぅ ありたい と 思ぅ 自分の 姿 
をィ メージ のなかに 投影す る ことによ つて、 
現実の 自分たち がその 理想に 近づいた と考 
えてい るので はないだ ろうか。 尊師の ダラ 
イ •ラマとの 会見 内容 も、 オウム 真理 教の 
信者たち の 願望を そのまま 事実に 置き換え 
たもの のように 思われる。 


できる とされて いる。 

コ—ス が 三つに 分かれて いるのは、 ォゥ 
ム 真理 教が ョーガ •スク ー ルから 始まった 
ことと 関連が あるの だろぅ。 しかし、 オウ 
ム 真理 教が 宗教法人 となり、 宗教 色を 強め 

ていく と、 コース は ヨ—ガ タント ラ •コー 
スに ほぼ 一本 化される ょぅになっ てきた。 
今、 入信した 場合には、 自動的に ョ ーガタ 
ン トラ •コ ー スに 入る ことになる。 

教団に よれば、 八 八 年と 八 九 年の 二 年間 


で、 「成就 者」 と 呼ばれる 解脱した 人間は、 
五十二 名に 達した という。 マスコミの 報道 
で 話題に なった 独房での 修行 も、 解脱す る 
ために 不可欠な 道で ある。 成就 者の 修行の 
体験は、 教団の 出版物に かなり 詳しく 記さ 
れ ている。 また、 全 財産を 教団に 寄付す る 
「極限までの 布施」 や、 仕事を やめ、 家庭 
を 捨てて 教団の ために 活動す る、 「出家」 
が 勧められ ている。 

『サン デー 毎日』 による 告発 キャン ぺーン 
も、 元はと いえば こういった 多額の 布施 や 
出家に 対する 疑問に 発して いた。 オゥム 真 
理教に 「走った」 子どもたちを 取り返そう 
とする 親たち の 声が マスコミを 動かした の 
だ。 親たち には子 どもたち の 行動が 理解で 
きない。 親の 側は、 自分の 子どもが 悪徳 宗 
教家 にだ まされて 教団の なかに 監禁され て 
いると 考える が、 出家した 若者たち は 自分 
がす ばらしい 信仰の 道に 入つ たと 考えて い 
る。 宗教を めぐる こういつた 対立は 珍しい 
ことでは ない。 尊師を 最終 解脱 者と して 認 
める か 認めない かによ つて、 子どもたちの 


ガ 学校から 世界 救済へ 
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行動に 対する 評価は 変わって くる。 

では、 若者たち は なぜ オウム 真理 教の信 
者に なった のであろう か。 なぜ、 麻原彰 晃 
を 最終 解脱 者と 信じる ようにな つたの だろ 
、つか。 その 鍵は、 彼らが 何のた めに 衆議院 


ォゥム 真理 教の 政治団体 である 真理 党の 
政策は、 衆議院 選挙に 候補を 立てた 他の ど 
の 政党よりも 明確であった。 与党の 政策 も 
野党の 政策 も、 消 费税是 か 否かを 除けば、 
どこも 似たり よったり で 区別が つかな かつ 
た。 その 点、 真理 党の 政策は 単純 明解で、 


政見放送を 二度 見れば すぐに 理解で きた。 

まず、 消費税の 廃止を 公約の 第一に 掲げ 
ていた。 これは、 他の 野党と 共通す るが、 
代替 財源 案に 真理 党の 特徴が 表れて いた。 
彼らは、 補助金の 廃止 や 削減に よって 十一 
兆 円の 余剰 金が 生まれる と 主張して いた。 
彼らは 現在の 政治の 腐敗が、 政治家に よる 
一* 集めの ための 補助金の ばらまきに あると 
していた。 そして、 補助金の 削減に よる 余 
剰 金に よって、 消费税 廃止の ft 替 税源と す 
る だけでは なく、 福祉を 推進し、 医療と 教 
育の 改 ¥ を 実施す ると 訴え、 さらに 国民の 
権利 拡充の ために 国民投票 制を 導入す る、 
といぅ 政策を 掲げて いた。 

11 if 
許さない 

宗教団体に 所属す る 一般の 「泡沫候補」 
たちが、 政見放送で 奇っ怪な 宗教 論を 展開 
する のと 違って、 真理 党の 候補者た ちは、 
驚く ほど 生 真面自 に 自分たち の 政策を 説明 
しようと していた。 しかも、 自分の 体験に 


選挙に 出馬した かに ある。 


駆け引き や 下心の ない、 正義と 正論 だけで ォゥム は 選挙を 戦った 
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もとつ いて 自分の 言葉で 政策を 訴えて いた。  そもそも、 オウム 真理 教 において 強調 さ 


尊師の 偉大 さに 言及す る ことは あつても、 
ことさら 宗教 的な メッセー ジを 伝えようと 
はして いなかつた。 彼らは 本気に 見えた。 


本人たち は 真剣に 政治への 進出を 考えて い 
たような の だ。 

私たちは、 オゥム 真理 教の 奇妙な 行動に 
ふれる たびに、 その 裏に 何 かが 隠されて い 
ると 考えて しまいが ち だが、 彼らの 行動 や 
主張は むしろ 文字通りに 受け取るべき では 
ないだ ろうか。 彼らは、 表と 裏の ある 世界 
を 嫌い、 純粋な 世界を 求めて いるので はな 
いだろう か。 補助金の ばらまき による 政治 
家と 選挙民の 癒着を 批判す るの も、 裏の 部 
分での 駆け引きを 嫌悪す るから だ。 彼らは 
言葉 (政策 •公約) と 行動 (現実の 政治) 
との 間の ずれを 許せない。 それは 選挙のと 
きの スロー ガンで ある 「有 言 断行」 に 現れ 
ている し、 漫画の なかで 言われた 「人が 人 
を 裏切らない 平和な 空間」 の 実現と いう 
ヴ イジ ヨンに も 通じてい く。 


れ る、 出家と いう 行為に、 表と 裏、 建前と 
本音、 理想と 現実との 乖離を 嫌う 心性が 現 
れ ている のではないだろう か。 出家した 信 


たの だと も 言われる が、 出家した 人間の 手 
記を 見る 限り、 対立が 深刻な ものであると 
いう 印象を 与えない。 たとえば、 ある 信者 
は 親子関係に ついて、 『シッ シャの 詩 —— 
限りなき 幸福を求めて —— J という パンフ 
レットの なかで 次のように 述べて いる。 

「私の 親が 『サン デー 毎日』 の 中で 親子 間 
の トラブルはなかった と 言って いますが、 
確かに 表面的な ものはなかった けれど、 お 
互いの 深い 理解はなかった と 思います。 私 
は あけ っぴ ろげ の 性格では なく、 だから 親 
との 争い も 避けて いただけでした。 オウム 


が 私の 性格を ねじ 曲げた わけでは なく、 そ 
のよう な 私が 親 以上に 麻 原 尊 師を 敬愛す る 
ようになった のです」 

「ィエスの 方舟」 のとき に 特徴 的だった 親 
子の 深刻な 葛藤は、 オゥム 真理 教の 場合に 
は 見られない。 信者の 若者たち は、 ただ 表 
と 裏が あるよう な 現実の 社会の 在り方を 許 
せない だけな の だ。 だから、 現実の 社会で 
うまく 世渡りし ていけと 教える 親たち の 態 
度を 容認で きない。 彼らの 心は けつして 夕 
フ ではない。 繊細で あり、 現実との 妥協を 
嫌う。 そして、 「しようち やん」 のように 
現実よりも 空想の 世界を 大切に する。 空想 
の 世界は 穢れ のない 理想の 世界で あり、 彼 
らは 空想が そのまま 受け入れられる ことを 
望んで いるの だ。 


I ひっ くり かぇっ たぉも ちゃ 箱 

ォゥム 真理 教の 信者は、 た わい のない 子  DNA が 特別な 成分で できて いて、 尊師の 
ども っぽい 夢を見て いる。 彼らは、 尊師の  血を 体内に 取り入れれば、 霊的な エネ ル 37 


周囲は 売名 行為と して 受け取ろ ぅとす るが、 者たち は、 親子関係に 問題が あつて 家を 出 


ギーが 上昇す ると、 大真面目に 信じて いる。 会から どう 評価され るかに 関心がない。 同 


だから こそ、 百万 円の 布施を 出して でも 尊 
師の 血を 飲む 「血の イニ シエー シ ヨン」 を 
受ける の だ。 超能力 も、 おどろく ほど 簡単 
な 修行で 身に つける ことができる という。 
信者たち は、 彼らの 夢 や 空想が、 現実の 社 


じよぅな 夢を見 続けて いる 仲間が いて、 夢 
の 価値を 保証して くれる 尊師 がいれば、 そ 
れで 満足で きる の だ。 

ようするに、 オウム 真理 教は 子どもの 集 
団 なの だ。 そういつ た 見方を すれば、 彼ら 


の 奇妙な 振舞い も 理解で きる。 選挙の 際に、 38 
運動員が 尊 師のお 面を かぶったり、 ガネー 
シャ帽 と 呼ばれる かわいい 象の 帽子を か 
ぶつたり した こと も、 いかにも 子どもら し 
いや リ方 だった。 お 面 や 帽子の アイディア 
は、 上から 押し付けられた ものでは なく、 
信者たち の 間から 自発的に 生まれて きたと 
いう。 選挙の 公約に 見られた 政治の 裏 取引 
への 嫌悪 も、 子どもの 精神に 近い。 尊師の 
生涯 や 教えを 漫画で 表現し ようとす るの も 
同じ 精神に もとづい ている。 

あるいは、 修行を 助ける ために 用意され 
た 数々 の テクニック や、 「修行 グッズ」 と 
も 呼べる 道具の たぐい も、 アニメの 世界に 
ふさわし いもの ばか リ で、 おもちゃ 箱を 
ひっくりかえし たような 感じが する。 霊的 
エネ ル ギ—を 注入して クンダリー ニを 覚醒 
させる ための シャク テイー パット、 尊師の 
エネ ル ギーを 込めた 甘露 水、 古代エジプト 
の 秘儀に もとづく 神秘の 香りを 込めた プル 
シヤ 型た まて 箱、 霊 石ヒヒ イロ カネ、 大字 
宙占 星学に よる 運命 鑑定、 ポアの 集い 等々、 


ディ ズ ニ— ランドの ぬいぐるみ アトラクションを 想起させる 彰晃 人形 
ガネ —シャ 人形は ダンボ、 ガネー シャ帽 は ミツキ— マウス 帽子に 酷似して いる 


オゥ厶 真理 教 がべー スに している はずの 
ョ—ガ や 仏教とは まるで 関係の ない、 古代 
エジプト や 古神 道に 関連す る ものまで 登場 
する 

尊師 自身 も、 自分たち が 子どもに 近い こ 
とを 認めて いる。 それは 麻 原 尊 師と中 沢 新 


との 『週刊 SPA  !』 での 対談に 見られる。 

中 沢 . 教団の 活動 自体に ついても、 

小学生が 喜ん じ やい そぅな、 元気と 幼児 
性と アナ I キ I さを もつ てて、 笑いな が 
ら 楽しんで いました。 


麻 原そう です か。 ありがとう ございま 

す (笑) 。 

中 沢 でも、 小学生た ちは そういう 麻 原 
さんたち を 見ても、 大人 かもつよ うな グ 
ロ テス ク感 とか 違和感と いうのは もたな 
いでし よう。 

麻 原 そうなんです。 ォゥム 真理 教は小 
学生には、 今す ごい 人気なん です よ。 

中 沢 麻 原さん は、 今や 小学生の おもち 
や だものね (笑)。 素晴らしい ことです 
よ。 生身の 人間で 「お ぼっち やま くん」 肇 
者 注： テレビの 人気 漫画。 主人公の お ぼっ 
ち やま くんは、 大金 持ちの 家の 一人息子 だ 
が、 幼児 性 まる 出しで めち やくち やを する。 
また、 「ともだちん こ」 などの 「ち やま 語」 
を 使う) に 勝てる 人なん て、 そうい ませ 
ん ものね (笑)。 

麻 原 でも、 私たちの ことを おもち やと 
思って くれる のは、 せいぜい 高校生 ぐら 
いまでで、 それを 過ぎる と 「何 だ こいつ」 
という 感じで 嫌悪され るよう になつ てし 
ま うんです。 


中 沢 新 I が 麻 原 尊師と 並べた、 小学生の 人気者 「お ぼつち やま くん」 © 小 村よ しのり/小学 II コロコロ コミック 
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I お 伽の 国の 

約束 

漫画に 描かれた 尊 師のィ メージ や 最終 解 
脱と いう 観念 自体 もど こか 子ども じみて い 
る。 私たちは、 オゥム 真理 教の 世界を 見て 
いると、 どうしても ディ ズニー ランドを 連 
想した くなる。 ディ ズ ニー ランドは、 たん 
なる 遊園地で はなく、 現実の 世界とは 違う 
「お 伽の 国」 そのもの であると されて いる。 
そのために 入場者たち も、 そこが 本物の お 
伽の 国で あるかの ように 振る舞う ことを 要 
求され る。 その 約束に 従えない 人間は、 デ 
ィズ ニー ランドを 楽しむ ことができない。 
お 伽の 国は、 約束のう えに 成り立って いる 
の だ。 

オゥム 真理 教が 宗教と して 成立す るた め 
には、 信者たち は 定められた 約束を 守らな 
ければ ならない。 その 約束とは、 麻 原尊師 
が 「最終 解脱 者」 であると 認める ことで あ 
る。 尊師が 最終 解脱した という 直接の 証拠 
が ある わけでは ない。 彼は ヒマラヤで ひと 


りで 修行して 悟りを 開いた ので あり、 誰も 
立ち会っ た 者は いない。 また、 尊師の 悟り 
が 高度な もので、 他の 人間には 到達で きな 
い 以上、 信者たち は 尊師の 解脱 体験の 真偽 
を 論じる ことは できない。 

尊師が 最終 解脱した ことを 認めて いる 限 
り、 オゥム 真理 教は 人類史に 登場した 最も 
偉大な 宗教に 見えて くる。 奇妙な パフ ォー 
マンス も、 おもち や 箱を ひっく りかえ した 

ような 「修行 グッズ」 の 数々 も、 崇高な 価 
値を 帯びた ものに 見えて くる。 たとえば、 
ただの 水 も、 尊師が エネ ル ギ—を 注入し さ 
え すれば、 一瞬に して 聖 水に 変わる の だ。 

約束に 従う かどう かで、 同じ ものが まっ 
たく 違って 見えて くる。 ディ ズ ニ— ランド 
を お 伽の 国と 見なければ 楽しむ ことができ 
ないように、 尊師を 偉大な 宗教 者と 認めな 
ければ その 価値は わからない。 私たちの 目 
には、 麻 原 尊師は 写真で 見る ような、 いつ 
も 半分 眠そう な、 人の よい おじさんに 見え 
るが、 信者たち には 違って 見えて いる。 彼 
ら には、 漫 @ パンフレット や コミックに 描 


かれた 宗教 的、 あるいは 政治的な 指導者に 
ふさわしい 風貌を 備えた、 ひとりの 英雄と 
して 見えて いるは ずな の だ。 

しかも、 尊師が 他の 教団の 教祖たち と 違 
、っのは、 隔絶した 近づきが たい 存在とは 見 
なされて いないと ころに ある。 漫画。 ハンフ 
レットの 「しようち ゃん」 は、 信者の 若者 
たちと 同様に、 平凡な 人生を 歩んで いた。 
若者たち は、 尊師が 自分たち に 近い 存在で 
あるが ゆえに、 彼と 一体化す る ことができ 
る。 「しようち やん」 と同じように 修行す 
れ ば、 起 能力を 身に つけて 偉大な 宗教 者に 
なれる の だ。 

1 は 

アイドル 

尊師は 信者たち に とって アイドル である。 
アイドル という 言葉は、 本来 崇拝の 対象、 
つまりは 偶像の ことを 指して いる。 芸能界 
の アイドルた ちは、 元々 どこに でもい る、 
かわいい が 平凡な 少年、 少女で ある。 それ 
が、 テレビ や ラジオ、 あるいは 雑誌と いっ 
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た メディアを 媒介に する ことにょ つて、 特 
別な 価値を 持つ 存在に 変わって いく。 これ 
と同じように、 「しようち やん (つま リ は、 
松 本智津 夫)」 は、 オウム 真理 教の 教団が 
出して. いる 各種の 出版物 や ビデオを 通して 
偉大な 尊師に 変貌した。 


歌謡 アイドルから ヒントを 得た のか もしれ な 


オゥム 真理 教 では、 一時、 尊師の 宗教家 
としての 偉大 さを 強調し ようとした 時期が 
あった。 つまりは、 作られた アイドルを 本 
物の 宗教家に 近づけようと したの だ。 水中 
で 呼吸を 停止して いられる ことを 示す ため 
に、 巨大な 水槽の 中で 11® 想 するとい う 「水 
中サ マディ」 などの 大掛 りな パフ ォー マン 
スを行 ったり したの も、 そのため だっ た。 

しかし、 現在では そういった 方面には 力 
は 注がれて いない。 超能力を 偉大 さの 証に 
して、 尊師を 表に 出す よリ も、 むしろ アイ 
ドルの ように メディアを 通して、 信者たち 
から 隔絶した 存在に 仕立て あげよう とする 
方向に 転換した ような の だ。 尊師に 集会で 
説法 させず、 ビデオに とった 尊師の 説法を 
流す の も、 その 現れであろう。 

信者たち は、 尊師が メディア によって 作 
られた アイドル である ことを 自覚して いる 
ことであろう。 彼らに とつて は、 それでも 
一向に構わないの だ。 オウム 真理 教 は、 終 
末から 人類を 救うた めに 戦う という 目標を 
掲げて いるが、 それは あくまでも 夢、 ヴイ 


ジョンでぁって、 具体的な 戦略を 立てて 行 
動して いる わけでは ない。 これまでの 新興 
宗教だった ら 、教団の 勢力を 拡大す るた め 
の 布教に 力を 注ぐ。 それは 同時に、 信者た 
ちの 信仰を 確固と した ものにする 役割を 果 
たす ことになる (この 点に ついては、 本書の 
拙稿 「洗脳の テクノロジー」 ( 56 ぺ —ジ) を 参 
照)。 ところが、 オゥム 真理 教 では、 大量 
の 出版物を 出したり ポスタ— などを 貼っ て 
表面的には 布教に つとめて いるょぅ に 見え 
るが、 組織的に 信者を 獲得す る 活動には ぁ 
まリ 熱心 だとは 言えない。 

I オゥム は 
サ— クル 宗教 

彼らは 「来る 者は 拒まず、 去る 者は 追わ 
ず」 といぅ 主義を とって いる。 新しく 入信 
した 人間が、 次の 集会に やって来なければ、 
普通なら 教団の 人間から 電話の 一本 も か 
かってく る。 ところが、 オゥム 真理 教では 
何も 連絡が なく、 しばらく 休んで から 集会 
に 行く と、 そのまま 迎えられ、 休んで いた 
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理由を 問い質されたり はしない という。 家 
族 や 友人、 知人に 対して 積極的に 勧誘し ろ 
と言われる こと もない。 一般の 宗教団体な 
らば 当たり前に 行われて いる ことが、 オウ 
ム 真理 教 には 見られな いの だ。 

オゥム 真理 教は 、東京都に よって 認証 さ 
れた 宗教法人 である。 ところが 組織化は 進 
んで いない。 信者たち を 地域に よって、 あ 
るいは 信仰に 導いた 人間関係に 応じて、 地 
区 組織 や ブロックに 配属した リ という こと 
をして いない。 本部 や 支部は ある ものの、 
特定の 支部に 所属す るよう になって いない 
ため、 どの 支部の 道場に 通っても かまわな 
い。 連絡 網 もな く、 信者の 間に 上下関係は 
ほとんどな いに 等しい。 もちろん、 出家し 
た 人間 や 解脱した 成就 者と、 一般の 信者と 
の 区別は ある ものの、 個別の 信者に 特定の 
指導者が ついて 指導に 当たる という こと も 
ない。 集会に 欠席しても 、いっさい 連絡が 
来ない のは、 教団の 組織化が 進んで いない 
ことが 原因に なつて いる。 

オウム 真理 教の 組織は、 大学の サー クル 


に 似た ものと して 考えた ほうが わかりやす 
いか もしれ ない。 一般の 宗教団体は、 むし 
ろ 体育 会 系の 運動 部に 近い。 サー クルには 
運動 部に 見られる 先聚後 輩の 問の 厳格な 上 
下 関係 や、 敝 しい 練習は ない。 サー クルに 
集まっ てきた 連中の 0 的は、 楽しむ ために 
あリ 、いやな 思いを してまで それを 続けよ 
うとは しない。 また、 運動 部が 一流で ある 
こと、 あるいは 勝負に 勝つ ことを 目指す の 
に対して、 サ— クルには そういった 意識は 
ない。 運 ® J 部と サ— クルでは、 世界が 決定 
的に 遠う の だ。 

サー クルと しての オウム 輿 理教の 信者た 
ち も、 どこかで 自分たち の 宗教が 本物とは 


現代の 社会は、 子どもたちに 大人になる 
ことを 強要した リ はしない。 むしろ、 子 ど 
もの ままで いる ことを 窗めた リも する。 そ 
れは 、子どもの 抱く 欲望が 消费行 動を あお 


ろうか。 尊師の 最終 解脱に しても、 信者た 
ちは それが 事実で ある ことを 願って はいた 
としても、 確証は 持っ ていない ように 見受 
けられる。 彼らは、 自分たち が 虚像の 世界 
に 生きて いると いう 感覚を 持っ ている。 そ 
の 自覚が あるから こそ、 外から 虚像で ある 
と 指摘され る ことを 恐れて いるの だ。 尊師 
の 宗教家と しての 価値が、 世間から おとし 
めら れる ことによ って、 信者たち 自身の 心 
は 深く 傷ついて いく。 その 意味で、 マスコ 
ミに よる 攻撃は 彼らの 心に 傷を 負わせた こ 
とであろう。 衆議院 選挙の 後、 教団では 信 
者が マスコミの 報道に 惑わされな いよう、 
惡い デー タを 自分の なかに 取り入れ てはい 


り、 消費 社会を 支える ことに 結びつく から 
だ。 若者たち は、 二十歳を 過ぎても、 二十 
五 歳を 過ぎても、 大人と しての 自覚を 持た 

ない。 大人になる ための イニ シエー シ ヨン 


言えない ことを 承知して いるので はないだ  けない といぅ 指導を 行つ ている 


42 


(成人式) を 経ない まま、 社会の なかを 漂 
ってい る。 企業への 就職で すら、 人手不足 
の 状況の なかでは 試練とは なりぇない。 大 
企業は、 新卒者を 「金の 卵」 として 大切に 
扱って くれる。 

ォゥム 真理 教の ょうな、 「子どもの 宗教」 
が 生まれて きたの も、 そういった 社会 状況 
に 原因が あろう。 信者たち は、 子どもで い 
たいがた めに オゥム 真理 教に 集まって きた 
の だ。 彼らが 求める のは、 子どもで あり 続 
けたいと いう 自分たち の 願いを、 もつ とも 
らしく 感じさせて くれる 言葉な の だ。 自分 
たちの 子どもら しい 夢が、 幼稚な 幻想で な 
いこと を、 他人に も、 そして 自分に も 納得 
させる 理屈が 必要と される の だ。 

彼らが その 説明の 言葉を 宗教に 求めた の 
は、 彼らに とって 宗教の 世界が 身近な もの 
となっ ている からだ。 若者たち は、 子ども 
の 頃から 『ノス トラ ダ、 ムスの 大予言 』 にあ 
るよう に、 一九 九九 年に 恐怖の 大王が 現れ 
て、 この 世界が 終わる と 信じて きた。 ある 
いは、 小 松 左 京の 『日本 沈没』 に 描かれた 


日本の 水没の 可能性を 恐れて きた。 こうし 
た 終末 観は、 すでに 見た ょうに オゥム 真理 
教の 説く ところに 通じてい る。 

I オゥム は 
ビック リマ、 V こつこ 

そういつ た 終末を 前にして、 子どもたち 
には、 自分たち が 人類を 終末から 救う 戦士 
であると いう 幻想が うえつけられ ていく。 
各種の メディアが 幻想を 拡大して いく。 そ 
の 代表の ひとつが 「ビック リマン •シー 
ル」 である。 ビック リマン •シ— ルの 世界 
では、 と惡 との 対立が 永遠に 続く、 壮大 
な 神話 的 叙事詩が 展開され ている。 お菓子 
の 中に 入つて いる シ— ルは、 物語の 展開と 
ともに 新しい シリ— ズに 変わつ ていく。 子 
どもたち は、 集まつ てきた シ— ルから 物語 
の 筋を 読み 解いて いく。 シー ルは たんなる 
収集の 対象では なく、 宇宙のは るか 彼方で 
展開され ている 物語の 進行を 解読す るた め 
の手掛 りなの だ。 

シー ルに 描かれた キャラクタ— たちは、 


超能力を 発揮す る だけでは なく、 エネ ルギ 
I を 補充し、 変身 や 合体に よって 強力な 存 
在に 変わっ ていく。 しかも、 新しく 次々 と 
登場す る キャラクター は、 それまでに 登場 
した 他の キャラクター と 秘密の 関係を 結ん 
でおリ 、その 関係を 見出す ことによって 隠 
された 物語の 意味が 明らかになり、 今後の 
展開を 予測す る、 j とかで きる。 

善と悪との 闘争、 戦士、 超能力、 エネ ル 
ギーの 補充、 変身、 予兆の 解読と いった 事 
柄は、 すべて ォウム 真理 教の 世界に も 見ら 
れた 。しかも、 ビック リマンの 世界で 善の 
fill とされる ik 天 界の 中心的な キャラクタ I 

は 「ヘッド •ロココ」 と 呼ばれて いるが、 
ロココとは 心を 逆に 綴った もので あり、 心 
を 中心に 置く ところで も オウム と 類似し て 
いるの だ。 

あるいは 、ファミコンの ゲーム の 世界と 
も 道具立ては 共通して いる。 「ゼビ ウス」 
や 「ドラゴンクエスト (龍 退治 物語 ごに 代 
表される よぅな 物語 性の ある ゲーム は、 古 
代から 受け継がれ てきた 英雄の 冒険 物語の 
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ロ ッ テの 「ビック リマン •チヨコ」 の おまけ シールは、 

断片的 データから 子どもたちが 巨大な 世界 像を 構築す る 遊び 


力を 身に つけて いく。 しかも、 「裏 ヮ ザ」 
と 呼ばれる 隠された 仕掛けを 解読して いか 
なければ ならない。 ゲ—ム に 興じる 子ども 
たちは、 キヤ ラク タ— に 同一 化する ことに 
よって 戦士と して 神話 的な 戦いに 参加して 
いる ことになる。 


ほかに も 『機動 戦士 ガンダム』 などの 戦 
土を 主人公に した アニメ や、 大友 克洋の 
『童 夢』 や 『アキラ』、 平 井 和 正の 『幻 魔大 

戦』 のように 終末を テ ー マと した アニメ や 
小説が ある。 現代の 子どもたちは、 至る と 
ころで、 善と悪との 闘争が 続く 壮大な 終末 
論 的な ドラマと 出会わ ざるを 得ない の だ。 

こういった 環境の なかで 育って きた 若者 
たちに とって、 オゥム 真理 教の 世界は 案外 
身近な 世界な のではないだろう か。 ようす 
るに、 オゥム 真理 教の 信者になる という こ 
とは、 ビック リマンの シー ルを 集めたり、 

フ アミ コンを やる ことと あまり 変わらない。 
信者たち は、 終末が 近づきつつ ある ことを 
様々 な予 兆から 解読し、 戦士  (シッ シャ) 
としての 自覚を 持つ。 そして'  汚れない 心 
を 持ち続けながら、 修行に よって 超能力を 
身に つけて いく。 苦難に 陥った ときには、 シ 
ヴア 神の ような 守護神 や、 インド •チべ ッ 
卜の 聖者たち が 彼らを 手助けして くれる。 

オウム 真理 教の 宗教 活動 も、 デイ ズニー 
ランドの アトラクションの ひとつと して考 


現代版で あり、 その 内容は 神話 や 伝説の 世 
界を 下敷に している。 ゲーム に 登場す る 
キヤ ラ クタ— も、 超能力を 身に つけ、 敵を 
打ち破って いく。 その 冒険の 途上に おいて 
は、 守護神 や 聖者から 援助を 受けながら、 


仲間を 組織し、 変身を 繰り返し てより 強い 
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ぇた ほうがいい のか もしれ ない。 信者たち 
は、 ォゥム 真理 教の 活動に 参加して いる 時 
だけ、 終末を 身近に 感じる ことができる。 
しかし、 ひとたび 日常の 生活に 戻れば、 終 
末への 危機感は 遠の いていく。 もし、 彼ら 
が 本気で 終末の 近い ことを 信じて いるなら、 
もっと 過激な 手段に 出た ことであろう。 衆 
議院 選挙の 公約を 見る 限り、 終末への 危機 
感は 希薄で ある。 

I ォゥム 真理 教の 
限界 

ォゥム 真理 教の 魅力 も、 また その 限界 も、 
ディ ズ ニー ランド 宗教 だとい うと ころに あ 
る。 信者たち は、 自分たち が 作られた 世界に 
生きて いる ことを 知 リつ つも、 せい いっぱ 
い 自分たち の 役柄を 演じて いる。 彼らの ヴ 
ィジ ョン や 道具立ては、 アニメ や ゲーム と 
いつた 空想の 世界に 発する もので、 もと も 
と 現実の 社会との 接点を 持って いないの だ。 

問題は、 いつまで 彼らが デイ ズ ニ— ラン 
ドを 維持して いける かに ある。 オウム 真理 


教の 熱心な 信者たち が、 出家 者と なって 宗 
教活 動に 専心す るよぅ になる と、 tt 事を 辞 
める ことにな り、 そこで 収入の 道は 途絶え 
る。 それでも 彼らが 生活して いける のは、 
出家 者たち が 財産を すべて 供出して いるか 
ら であり、 また 一般の 信者たち が 修行の た 
めに 多額の 布施を する からだ。 教団が 大き 
く 発展して いく 時代には、 こ、 っいつ た シス 
テム も n 滑に 機能す る。 ところが、 いった 
ん 新しい 信者が 5i 得で きなくなる と、 シス 
テムは 破綻を きたして いく。 

一時、 オ ゥム與 理教は 急速に 信者を 増や 
していつ た。 しかし、 告発 キヤ ンぺ ーンや 
衆議院 選挙での 敗北の 後、 やは リ拡大 の 勢 
いは 衰えた よぅに 見える。 しかも、 彼らは 
強 ^31 な 勤 誘を しない。 また、 強力な 活動を 
する だけの 組織を 持って いない。 出版物を 
読んだ リ して 自発的に 集まって くる 若者を 
侍つ しか、 拡大の 手立てを 持たない の だ。 

今、 オウム 真理 教は それだけの 魅力を 
持って いるの だろう か。 麻 原尊師 に、 多数 
の 人を 引きつけ る だけの 宗教 的な パ ワ—が 


あるの だろう か。 虚像と しての アィドルの 
寿命は 短い。 あきられて しまえば、 人気は 
急速に 衰える。 拡大の 勢いが 衰える ことで、 
出家 者 や 信者の 数が 減 リ 、経済的な 危機に 
陥って、 過激な 手段に 打って出る かもしれ 
ない。 人類の 終末を 予言して いる 以上、 社 
会 的な 危機が 深刻化して いかなければ、 彼 
ら にと っては 困った ことになる。 予言が 外 
れた 時に、 どういった 理屈を つけて 辻楼合 
わせを していく のか、 それは 終末論を 説く 
宗教には 必ず 起こる 問題な の だ。 

オゥム 真理 教は 、「子どもの 宗教」 であ 
ると いう 点で、 まさに 時代の 象徴で ある。 
それが 時代の 象徴で ある 以上、 オゥム のこ 
れ からの 行方は、 オゥム それ 自身の 未来 だ 
けでは なく、 「新 •新 宗教」 の 未来を 占う 
ことに もな ろう。 もし、 オゥム 真理 教が壁 
に 直面した としたら、 それは 新 •新 宗教 全 
体に 共通して 起こる ことであろう。 あるい 
は、 現代の 社会は 次々 と 宗教 教団を 消費し 
続けて いくのであろう か。 その 点で も、 才 
ゥム 真理 教の これからが 注！ m される の だ。 
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私たちは >  J ぅし 1: 宗教に ^ つか けられた， 

なぜか 違 晒で 宗教団体 によく 声をかけられて しまう あなた。 

いつもは 振り切って しまう けれど、 もし、 そのままつ いていったら …… 〇 
コ ワイ けれど 知 O たい、 そんな あなたに 教えます。 宗教団体— 誘の 実態！ 


イエス 之 御雲 教会 誓 


(§) 


出会った その 日に 
洗礼され てし まった 


荻 窪 駅へ 向かう 帰り道、 三十 歳 


「この 宗教 も やっぱり アメリカ か 


ぐらいの 女の人から 声をかけられ  ら来た んで すか？」 


た。 彼女に 連れられて、 教会ら し 


「それが 実は 日本で 也 まれたん で 


き 建物に 入る。 四十 代の 男性が 応  すよ」 


らな いわけ じ やないで すから、 心  は、 真冬 だつ たからかな リ寒い 0 


配な さらす に」 


着替え 終わって 今度は 教会の 外 


驚いた。 僕は 子どもの 頃、 教会  の 小さな プ— ルに 案内され ると、 
の =1 曜学 校に 通って いた ことがあ  すでに 十 人 近くの 信徒が 恃 ちかま 
り、 洗礼と いう ものは 何 力 月も教  えていた。 この 冷たそう な 水に 入 
会に 通い 続けて 不退転の 決意を 固  るの か —— だが、 もう 後戻り はで 
めてから ようやく 受ける ものと ば  きない。 

かリ 思って いたから だ。  洗礼の 授け 手の 人は 何 か ボソボ 
「洗礼を 受ければ、 あなたは 絶対  ソ唱 えた かと 思う と、 いきなり ハ 
天国に 行ける し、 あなたの 先祖 様  ンカ チで ft の勗と 口を おさえて 水 


対に 出て、 聖書から いろいろ 引用 
しながら 説明を 始めた。 

「モル モン 教や ものみの 塔みたい 
な 宗教な のかな …… 」 


話の 内容は あまりよ く觉 えてい 
ない が、 重要な のは 洗礼と 異 言、 そ 

して 原始 キリスト教の 精神に 立ち  ; !  (5— j 
帰る こと だとい うことは わかつ た。 考えは ないから だ 0 


も 救われ るんで すよ」 

これ もまた 驚き だ。 普通、 キリ 
スト 教には 先祖を 救うな どと いう 


僕は 説明もう わの 空で、 部屋の 


「いかがで すか、 ぜひ 洗礼を 受け 


の 中へ 僕の 全身を 沈めた …… 。 
一瞬の 出 $ だった。 

! {{ぅ t ミネ.'  く〜〜 k て  再び 着替える と、 今度は 礼拝堂 
えは ないから だ。  らしき 部屋に 案内され た。 真っ白 
ともかく 洗礼 だけで いいと いう  な 壁に 四方を 囲まれた、 ただ イス 


向こうに いる 数人の 白人を ながめ  てつて くださいよ。 べつに 先 礼 さ 


ので、 まず 更衣室で 下着を 替え、 


が 並んで いる だけの シンプルな 空 


ていた 


れ たって、 教会に 通わなければ な  洗礼 用の 白い 衣を 着た。 布 一枚で  間。 


illustration  = 中 川 いさみ 
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「この 礼拝堂 も、 原始 キリスト教 
会の 様子を # 現した ものなん です 
ょ」 

思わず 二 千年 前の ロー マに 思い 
をはせ る。 

「ところで どぅです か、 あなた も 
私たちと いっしょ に異 言で 祈って 
みません か」 

異 言とは 神憑りの 状態で、 知っ 
ている はずの ない こと や 言葉を 口 
走る こと だと 知つ ていたが、 ここ 
では 意識的に それを やる らしい。 
ただ 適当に 音を 出せば いいの かも 
しれない が、 それが 思った より 難 


しい。 「レ ルレ ロ、 ル ララ …… 」 

恥ずかしくて しかたがない が -; な 
かな かぅまい じ やないで すか。 そ 
の 調子です ょ」 と 褒められる。 他 
の 信徒の 人び とも いっしょ に異言 
を 唱えて いる。 だが、 「レレ レ、 

ル ロ ララ、 才— 、グロ— リー  •マ 

ィ •ファ— ザー！」 と、 英語を 連 
発する 男性が 気になった。 

その 日 以来、 僕は いちど も あの 
教会には 行って いない。 でも 今 も 
毎年、 クリスマスに なると 集会の 
案内状が 届く ので ある。 
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阿 含 宗 


浪人生の 僕を 魅了した 

冠 人類」 の 思想 


志望の 大学を すべてす べって し 
まつた 挫折から だろう か。 他人に 
負けたくない、 何 か 超能力の ょう 
な ものを 身に つけたい、 そんな こ 
とば かり 考えて しまって、 勉強に 
身が 入らない 浪人 生活であった。 
睡眠 学習、 記憶 術、 右脳 開発、 サ 

ブリ ミナ ル テー プ 、ひ 波 - ^ そ 

の 手の 本で めぼしい ものは 手 あた 
りし だいに むさぼり 読んだ が、 ど 
れも今 ひとつ 確信が 持てない。 そ 
んな とき、 高校 時代の 友人 C に 勧 
めら れて 読んだ のが 桐 山 靖雄著 
『変身の 原理』 だった。 

C は 阿 含宗に 入って いて、 すで 
に 桐山靖 雄の 著作 数十 冊 あまりを 
読破した そうだ。 彼は 僕に 会うた 
びに、 もうす ぐ 超人 類の 時代に な 
ると か、 核戦争から 地球を 救う メ 
シアが 現れる、 というよ うな 話を 
熱心に 語つ た。 そうこう する うち 
に 僕 も 桐 山 靖 雄の 本を 次々 に 読む 


よぅになり、 いつしか C と 話が 合 
ぅ 人間に なって いた。 そしてつ い 
に 阿含宗 への 入 行を 決心した の だ。 

入 行 手続きの 日、 JR 田 町 駅で 
C と 侍ち 合わせして、 十分ち ょっ 
と 歩いて 阿 含宗関 束 別院なる とこ 
ろに 着いた。 完成した ばかりで 真 
新しかった。 一階の 受付で 入行费 
二 万円を 払っ てから、 隣の 広 問で 
「勤行」 の 説明を 受けた。 

受付で 渡された 「仏舎利 法珠啟 
解脱 宝生 行 行 法 解説」 なる テキス 
卜を 開き、 それに 従って、 まず テ 
— ブルに いろいろな 仏具を 並べる。 
次に 手で 「印」 を 組む やリ 方の 手 
ほどき。 テキストの ところどころ 
に 「口伝」 とだけ あって 白紙の 部 
分が あるが、 それは 密教な ので 信 
者 以外の 人に 知られない ためだ そ 
うだ。 「n イ」 .と 書いて あると こ 
ろ も あつて、 それは 「口伝」 よリ 
も ずっと 大事な 秘密な ので 「伝」 


から 「云」 をと って 「口伝」 であ 
る こと すら 秘密に して ある、 とい 
ぅこと だつ た。 

次は、 月末に 開かれる 例祭に 出 
席して 「ご 宝塔」 を もらわな けれ 
ばなら ない。 

その 例祭の 日、 田 町 駅から 関東 
別院までは 長蛇の列が 続く。 これ 
はす ごい 集会なん だ、 と 期 侍が 高 
まっていく。 ホー ルには 人が ごっ 
たがえ していて、 照明 も 暗く して 
あるので、 足元に 注意しながら、 
前の ほぅの 新人 行者 用の 席に つく。 
前方に 輝いて 見える 仏舎利を 譜え 
て、 才— ケス トラの 演奏が 鳴リひ 
びいて いる。 

桐 山 管長 おん 指導の もと、 勤行 
が 始まった。 みんな いっせいに 読 
経す るが、 諳んじて いる 人が 少な 
くないのに は 驚いた。 なにしろ 阿 
含 宗の勤 行は、 読む だけで 一時間 
以上 も かかる ^ いものな の だ。 そ 
して 僕たち 新人 行者たち 一人 ひと 
りに、 管長 自ら ご 宝塔が 手渡され 
た。 ほんの 一瞬の 出$だ つたが、 
こんな 有名人を 間近に できる なん 
て。 なんとも 言えない 感動の 余韻 
が 残った。 


続いて、 やはり 管長 自ら、 多額 
の 布施を した 人たち への 表彰が 行 
われる。 「金 百万 円 也」 「金 三百 万 

円 也」 . 。見たところ 彼らは 決 

して 裕福そう ではない。 僕は その 
尊い 犠牲に 思いを はせ た。 

それが 終わる といょ いょ 管長の 
御 説法。 堅苦しい もの かと 思って 
いたら さに あらず、 笑い も 交じえ 
て ざつく ばらん に 話を する。 どこ 
か 自慢め いたと ころも あったが 憎 
めない から 不思議 だ。 

そうして 例祭 も 終わり、 阿 含の 
一員と なつた 僕を C は 「Y AN」 
という 青年 組織に 誘っ た。 そのと 
きは 断っ てし まった が、 C は 核 戦 
争の 危機 至らん とば かりに 熱心に 
誘い 続け、 僕は ついに 折れた。 

毎週 木曜日に 開かれる 「フィー 
ルド」 という YA N の 定例 集会に 
顔を 出した のは、 入 行から 半年 後 
だった。 定例 集会では まず 別院の 
掃除を し、 一階で 瞑想、 次に 三階 
で 桐 山 管長の 説法の 映画を 見たり、 
三 平さん という リ ー ダ I の お 話を 
聞いたり する。 彼の 話の テー マは 
いつも 「どうしたら 人生の 成功者 
となる か 一とい うこと だ。 彼は 有 


48 


弁で 頼もしい 感じが する 男 だ 


肝心の 僕の 受験 勉強は といえば、 


しかし そこは グツ とこら えて、 


「ほらね、 これ も 何 かの 縁なん だ 0 


最後に みんなで 「さあ やる  やはり かけ 声 だけで 終わり そうな  教団の 1$ 部と いうと ころに 着  きつと 深い わけが あるんだ ょ」 と、 
ぞ—」 とかけ 声を あげる の だが、 今：！： この頃で ある。  いた。 二階の 小 聾に 案内され、  青年 も 調子の いいこと を 言う。 

中年の、〃 先生" と 呼ばれる おば  勧誘は 執拗に 続き、 帰省の 電車 
さんから 神様の お 話を 聞く。 私の  には 完全に 間に合わ なくなつ てし 


神 慈 秀明会 _ 

ィヤだ と 言ったら 
ダ ダっ 子 35 つかいされ た 


いた。 二階の 小 部屋に 案内され、 
中年の、" 先生， と 呼ばれる おば 
さんから 神様の お 話を 聞く。 私の 


他に も 二、 三 名の 受講者が いたが、 まった。 こぅなる ともぅ、 断り 続 
みな 私と 同じような プロセスを た  けて いるの も 無意味な 気がして き 


「あなたの 健康と 幸せを 祈らせて 
ください」 

W の H:J にいき なリ 小柄な -# 平が 


実際 恥ずかし さに 気を取られ、 
何 か 感じる どころ ではな かつた。 
しかし、 それでも 彼は 満足そう に 


立ちはだかり、 いくぶん 照れな が  大きく 頷いて 言った。 「いいの、 


ら こぅ 言った。 ここは 渋 谷の 雑踏  いいの。 最初は 誰 
のなかで ある。 私は 帰省の ため、  でも せっかく だから 神 さまの お 話 
大きな 荷物を 抱えて いたが、 とく  聞きに 来ない？ 

に 急いでも いないし、 まあいい や  んだ よ。 叚 でしよ 


いの。 最初は 誰 だつ てそうな の。 か) 


どって ここに 連れて 米ら れたの だ 
ろぅ。 

話が 終わり、 部屋を 出る と 例の 
青年が 恃 っていた。 「ねえ どぅ 
だった？  明 EE は 第二 講だ よ」 
(さっきの お 話が 第一 講だっ たの 


教団の なか だし、 雰囲気に 呑ま 


と 思って、 彼の 言ぅ" 浄霊 々とや  たしかに 帰りの 電車には まだ 間 
らを 受けて みる ことにした。  が ある。 時間つ ぶしに ちょ、 っど、 

へ ソの位 置で 両手を 合わせ、 目  いか - と 考えて、 彼に 連れられ 

を 閉じる。 すると 青年が 私の 額に  て 渋 ? f から 新 :K 線に 乘リ 、接 新 町 
手を 当て、 そのまま 三分 間。 長い。 の 駅で 降リ た。 十分 も 歩いた：：』 ろ 


WJ きに 来ない？ このす ぐ 近くな  れて しまつて どぅに も断リ にくい 0 
んだ よ。 暇で しよ？」  へど もどして 突つ 立つ ている とこ 
たしかに 帰りの 電車には まだ 間  ろへ 見觉 えの ある 男が 通りかかつ 
が ある。 時 lal つぶしに ちよぅ どい  た。 

いか - と 考えて、 彼に 連れられ  「おまえ、 ひよ つと して H じ やな 

て 渋 谷から 新 K 線に 乗 リ 、桜 新叮  いか 


「おまえ、 ひよ つと して H じ やな 

いか」 


て、 けつき ょく 承諾して しまつた。 

その 晩、 母から 電話が あった。 
「みんな、 お前が 帰って来 ると 
思って 侍って たのょ。 夕飯 だって 
用意して たのに」 

「急な 用事が できち ゃって。 ごめ 
ん 。できるだけ 早く 帰る から」 

口が 裂けても 新興宗教に はまっ 
たな どとは 言えない。 言い訳に 苦 
しんだ。 

最終日、 いつの 間に か 第三 講ま 
できて しまつた。 もう 入信す る も 
のとして 勝手に 話が 進んで いるよ 
うだ。 「第三 講を 受けてから 考え 


孑を丄||てそグまま三分出長し  の f1 で 降 リ た。 十分 も 歩いた だろ  声をかけ ると やっぱり 田舎の 同  てみ たら」 といぅ H の 言葉 も、 今 
目を つむっ ていても 通行人の 視線ぅ か、 ふいに 彼が 言っ た。 「今日 級 生だった。 強力な 味方 貪つ けと なって は 空しい。 例の 青年と 彼 
を 感じる。 恥ずかしい。  のは 第一 講 ってい って 一回 千円な  て ほっ としたが、 それ もつ かの 間、 の 班の 班長 (女性) が、 私を 説得 
やつと 終わる と ^ 年は 期待に  んだ 。もちろん 持つ てるよね」 H は 開口一番 「第三 講 まで 受ナて  こか かつ』 こ。 


満ちた 表情で 「な、 何 か 感じ まし 
た？」 と 尋ねた。 私は 答えた。 

「いいえ」 


H は 開口一番 「第三 講 まで 受けて 


にかかった。 

そういう ことは 最初に 言う もん  みて、 それから 考えろ よ」 と 言っ  私は できれば 丁重に 断り、 礼を 
たろ。 今 さら 引き返せ ないじ やな  た。 愕然とした。 彼は あちらの 人  言って 紳士的に 去りた かつべ〕。 だ 


いか。 


一な つていた の だ 


が、 どぅしても 動揺して 取り乱し 


てし まう。  かす くんで しまい あっと いう 
「まるで ダ ダ こね てる子 どもみ た  に 彼らに 取り 1^ まれた。 しばし の 
い。 や あね」  沈黙が あって 班長が 口火を きった。 
と 班長が 笑った。 ここでは 理屈  「あなた、 そんなに ィヤ なの？ 

は il ら ない。 逃げる しかない。 そ  . そんなに そんなに ィヤ なの？」 

のとき そう 確信し、 スキを みて 束  彼女の 目に 涙が 浮かんで いた。 

京 支部から 抜け出した。  青年 も 同様 だ。，： E 分が よっぽど ひ 
もうこ こまで 来れば、 と 歩調を  どい ことを したよう な 気持ちに な 
ゆるめた ところで 後ろから 数人が  リ 、後悔の 念に さいなまれた。 


追い かけて くるの が 見えた。 あの  そしてつ いに、 素直に 入 佶 手続 
青年と fjl 長の 姿 も 見える。 私は 足  きをと る ことにした のだった。 


(§) 


「苦しい！ 

頭が 混乱す る，.： 

志望の 大学に 入学した ものの、  が 正直な ところ だ。 

退屈な 毎 口が 続く。 「こんなは ず  ただ はっきり 言える のは、 原 现 

ではなかった . 」 という やる せ  の ビデオ センター に 通って 教義を 

なさ。 今 思えば これが 私を 原理に  学ぶ 日々 は、 大学の つまらない 授 
引きつけ た 遠因では なかっ たか。  業を 聞く よりも、 よほど 充実して 
たしかに 学内では 原理 運動 批判  いたと いう こと、 また、 私を 導い 
の ビラが 飛び交って おり、 私も替  た 「霊の 親」 は 誰よりも 親身に 
戒 していた。 にもかかわらず、 な  なって 私の 悩みを 聞いて くれたと 
ぜ 彼らの 勧誘に ついて 行った のか。 いう こと だ。 

それを 説明で きる ほどには、 まだ  だから、 霊の 親の プッシュ (激 
、レの 整理が ついていない というの  しい 説得) を 断り 切れず、 ズルズ 


ルと 2d  ays という 二日 問の  いう もの。 講師 もまた 大学生で あ 
合宿、 そして 結果 的に 7d  a  y  った。 

S という 一週間の 合宿にまで 参加  それにしても、 こんな 規則正し 
してし まった ので ある。  い 生活す るのは 学生生活 始まって 
ここで その" 7days" の  以米た 。最初の 二 H 問は じっくり 
体験に ついて 書いて みたい。  と 吟味しつつ 聞いて いた 講義 も、 

我 われ 修練 先は 霊の 親に 連れら  三日 nn  くらいから 疲れて きて 考ぇ 
れて 、次々 と 修練 所に 到着した。 るの が 苦痛になる。 もうた だ 無 防 
玄関には 霊感商法 用の 壺が置 かれ 備に 頭の 中に 流し込む だけ だ。 今 
ている。 私が その 壺を 指して、 隣  までの 自分と いう ものが すべて 間 
の 原理 通の 修練 生と 「これこれ、 違って いたょう な 気分に なって く 
例の . J とさ さやき あい、 ニヤ  る。 

ニヤして いると、 何も 知らない ほ  四日 目 あたりに なると 「苦し 
かの 修練 ^ も 「どうしたの？」 と  い！ 頭が 混乱す る！」 と、 今に 
集 まつて きた。 しかし、 「さあ さ  ものた うち まわる のでは ないかと 
あ、 そんな ことは いいから 早く糂  思われる ょうな 修練 ^ が 出始める。 
て叫：！：に備ぇましょう」というス  平静を 装っ ている 他の 修練 生たち 
タッ フの 一言で 私たちは、 それ ぞ  も、 明日の 我 身を 見る 思いで いた 
れの ふとんに 散って いった。  たまれない。 

翌朝からは 講義！ 食事 i 講義 i  そんな ある 夜、 私を 含めた 数人 
食事の 果てしない 繰返し (しかし  が 外に 出る ことにした。 玄関で ス 
七 n 間中、 二回 ほど レ クリエー  タッ フの ひとりが 「どこに 行く 
シ ョンと して ドッ ヂボー ルな どを  の？」 と 緊張した 面持ちで 尋ねた 
した)。 もちろん 外出 や、 外界と  が、 「星を 見に 行く」 という 口実 
の 連絡は 禁じられ ている。 講義の  でなん とか ふリ きって、 我 われは 
内容は、 古代に あった 理想郷から  喑い夜 道に 飛び出す ことに 成功し 
人間が 堕落し、 今の 世界が あり、  た。 

そして また 也 上天 国が できる、 と  ホッ として 解放感に ひたっ た 


ここまで 来れば 本音で 話し合える。 I れよ I 


「原理って やっぱり こわい ような 


不安げ な 会話が 飛び交う。 ちよ 


ておいて よかつた よ。 みんな この  中断した かと 思う と 突然、 「咋日 


ことは 絶対 内緒 だ ぞ」 と 口々 に 約 


気がする」 「俺たち これから どう  うど 私は 数冊 読んだ 覚えが あつた  束を 収リ 交わして その 夜は 修練 研 


なつち やうんだろう」 「誰か 原理 
の 批判 書で も 読んで たら 教えて く 


ので 得意に なつて 吹聴した。 
「やっぱりそう だった のか。 111] 


に 戻った。 


君たち のなかの 若干 名に 不蓰な 動 

きがあった . もぅ リス トは でき 

てい るんだ。 みんな せっかく 人生 


li 


I 


0 


翌朝の 講義の 最中、 講師 か 話を  に 真剣に 取リ 組もうと している の 

に . なんの ために そんな ことを 

する！」 とどな つた。 昨日の 誰かが 
告げ口を したの だろう。 仲間を 疑 
いたくは ない が、 なんとも 無念で 
ある 0 

六日 目。 この頃には すでに 真の 
お 父 様、 メシア 文 鮮明の 肖像が 壁 
に 掛けられて いるが、 修練 生の雰 
囲 気に も 変化が 表れた。 食事の 準 
備や ふとんの 出し入れ などの 動作 
が、 てき ぱ きとし だした ので ある。 
"為に 生きる (人 や 家族、 神の ため 
に 生きる r という 原理の 教えを 
足 もとから 実践し ようとい う 意気 
込みの 表れに ほかなら ない。 いま 
だ 原理に 批判的な 私は いよいよ 孤 
立して きた。 かつて いつしよ に修 
練 所を 抜け出した 仲間から も 「やつ 
てみ なければ わからな いよ」 と 言 
われる 始末 だ。 

七日 目。 ついに 講義が すべて 終 
了した。 修練 生の 霊の 親たち が迎 
えに 来る。 みんなで 最後の 食事を 51 


3 


pi 


とりなが ら 、新しい 人生の 出発に I 地の 張り合いに なつて いた。 


とに、 運命の 不思議 さを 感じざる 


道場の 責任者ら しき 人に 説明を 1 52 


際しての 注意を 受け、 入教の 手続 
きを 終えた 者から 順に 帰路に つい 
た 0 


朝に なり、 やつと あきらめても 
らえた のか スタッフの 方々 に 送ら 
れて帰 宅す る ことができた。 

私 ひとりが こうして 原理 運動の 


を 得ない。 あの 夜、 ともに 不安に  受けた。 温厚な 感じの 中年 男性。 


脅え て 語り合つ た 修練 生たち は、 


かつては 学生運動の 關士だ つたが、 


ふと 気がつく と、 修練 生の なか  私 ひとりが こぅして 原理 運動の 
で 私 だけが 取り残され ている。 し  隊列から 落ちこぼれて しまつた こ 


かも 仕事を 終えた スタッフに 囲ま 
れ て。 そして 私 ひとりを 相手に 大 
勢が 説得に かかった。 私は 原理 批 
判に 関する ありったけの 知識を 総 
動員して 反論した。 しまいには 黒 
板まで 使い、 徹夜の 大 討論会 さな 
がらの 様相を 呈 してきた。 ここ ま 


世界 真 光文 明 教団 


でんな 感動 初めて • . 

と 彼女は 泣いた 


繁華街で 用事を 済ませ、 帰路に 


でして 抗う 私は 勇猛 果敢な 若者 か、 つくた め 駅に In] かっていた。 交 ^ 


それとも 単なる かんこ 者な の 力。 
途中、 つい、 「ちよつ と 体験- 


点の 広場に 出る と、 いくつかの パ 


途中、 つい、 「ちょっ と 体験し  ネルを 展示しながら、 道 ゆく 人に 
てみたかった だけな のに」 ともら  さかんに 声をかけ ている 一団が い 
すと、 「私たちは あなたの ために  る。 パネルには さまざまな 難病が 
真剣に やって いるのに、 なんて 不  奇跡的に 治った 様子が 写真 入りで 


今 もど こかで 原理の ために 生き 続  この 道に 真実を 見出して 引返した 
けて いるの だろう か。  の だそう だ。 

「かつての 仲間に 今でも 会 うんで 
すけ どね、 『おまえ、 新興宗教 やっ 
てるの か』 ってび つくりされ るん 
です よ。 『それなら 札束 ごっ そり 
:… I  持っ てんだろう』 ってね。 冗談 じ 
^ やない。 私 だって ひたいに 汗して 
; 働いて ますよ。 そこらの 金儲け 主 
ついていく ことにな った。  義の 宗教と いっしよ にして くれち 
当時、 私は ある ことに 挫折し、  や 困る」 

落胆して いた。 そんなと きだった  この 人に、 今月末の 三日 問 ここ 
ので、 いっそう 彼女の 笑顔が ひき  で 研修が あるので 米る ように 言わ 
G つて 見えた のか もしれ ない。  れ 、その 日までに 何度か 道場に 通 


ついていく ことにな つた。 

当時、 私は ある ことに 挫折し、 
落 ) E していた。 そんなと きだった 


たって 見えた のか もしれ ない。 

道場は 駅から 十分 ほど 歩いた と 
ころに ある ビルの 五 階だった。 そ 


つて 研修に 備えた。 

研修 口。 授業を さ ぼって まで 来 


真面目な」 と言われた。 それは 真 生々 しく つづられ ている。 二十 ft こでは 二十 人 ばかりの 青年が、 そ たの だ。 私は かな リ 期待して いた。 
実だろう。 そこでち よつ と 気持ち  前半と おぼしき 女性に 声をかけら  れぞれ 二人 一組の ベアに なつて 手  その： = は 三十 人 ほどの 受講 虫が い 


がグ ラつ きそぅに なつた。 

五 時間を 経過す る 頃には、 あれ 
ほど 熱心だった スタッフ も 疲れて 
きて、 ひとり、 また ひとりと 睡魔 
に 襲われ 始 ■めた。 空が 薄明る くな 
る 頃には、 ひとり だけが 残つ てい 


れ る。 

「手 かざしと いう お浄 めが あるん 
です けど、 受けて みません？」 


かざしを 交換し あつて いた。 ある  た。 一万 円の 受講 料を 支払い、 テ 
ペアは 額に、 ある ペアは ひと リが  キ ストと ノ—卜 を もらう。 


横にな り、 もう ひとりが そのから 


そのまま 立ち去っても ょかった  だの あちこちを もんでは、 手を か  の賣任 者、 一 
の だ パ、 その 女生の え も 言われぬ  ざして いる。 その 様子は、 初めて  る 人で ある 


講義が 始まった。 講師は この 前 
の 責任者、 教団では 道 長と 呼ばれ 


幸せそう な 笑顔に ひかれ、 手 かざ  みた 私には いささかい かかわし く 


た。 最後は 彼と 私の 一対一での 意 一し を 受けた ばかり か、 道場にまで I 感じられた。 


霊界の 仕組み、 宇宙を 貫く 法則 • 
その他 何やら 壮大な W: 界 観が 体系 


的に 説かれ、 受講 生を 魅了して 飽  霊の ことか) 知つ た (シッ タ) 人 (夕 r 
きさせない。 また 薬害を 説く とき  と、 言霊 的に 読み替えた のには い 
には 実例を 示して 熱つ (r く 訴える。 ささ か 面 くらつ た。 


く 


リの おにぎ リ などの 差し入れが I げるロ ケットで、 これを 身に つけ 


あつた 0 


る ことで 手 かざし かで きる ように 


たか コ ー タマ •シツ ダ I ルタを、 
日本語で" 光 (コウ) 玉 (タマ —— 御 


言 だ  i 

感じ 4 ふ？ 


さか 面 くらった。  こぅして 三 H 間の 研修が 無事 終  なる。 ロケットの 中は 絶対に 見て 
講義の 合間には 十分 ほどの 休憩  わり、 01 き 続き 「おみた ま」 の 拝  はいけ ない (本当は 「光」 と 書か 


が入リ 、昼贪 には 信者さん の 手 づ 


受式 。「おみた ま」 とは 首から さ  れた 紙が 入って いるの だそう だ)。 

おごそかに 式次第は 進み、 いよい 
よ 受講 生 一人 ひと リに おみた まが 
手渡される。 

「みなさん、 その 前に 手を 浄 めて 
ください」 

受講 生は いっせいに 洗面所へ 向 
かった。 普段と 同じように 手を 洗 
うと 「まだ 少し 汚れが ついている 
じ やない」 と 注意され、 はっと し 


<o A o 


た。 見る とほかの 受講 ^ たちは 必 
死にな つて 洗つ ている。 おみた ま 

の 尊 さを 痛感した。 

式 か 終わる と、 受講 生に よる 手 
かざしの 実演に 入った。 古参の 信 
者たち が 手 かざしを 受ける ほうに 
まわる。 初めてと あつて、 受講 生 
は 皆 緊張ぎ みだが、 受け手の 「う 
ん 。感じる、 感じる よ」 の 言葉に 
感動す る。 ほんとうに 感じて いる 
のか、 新入 信者への 励ましな のか。 

初めての 手 かざしの 興 # もさめ 
やらぬ まま、 ちょつ ぴ りお 酒 も 出 

て、 にぎやかな 祝いの 席と なった。 53 


そのな かで、 人目を 避ける よぅ 
にして 泣いて いる 女性が いた。 私 
の 隣で 受講して いた、 大学に 入つ 
て 上京した ばかりの 女子大生 であ 
る。 

「どうしたんで すか？」 

「よく わからな いんだけ ど、 こん 


大学に 入って 間もなく、 友人の 
知人 P が 削 価 学会 員 だとい ぅこと 
を 知った。 P は 県人 寮に 住む 学会 
員 二世。 私は 仏教に 興味を 持って 
いたが 体系的 知識に 関しては 白紙 
同然だった ので、 信者 自身の 口 か 
ら 仏教の 話を 聞いて みたい と 思い、 
彼の 部屋を 訪れた の だ。 棚には 学 
会 関係の 本が びっしり ならんで い 
た。 

「話した って わかんな いさ、 体験 
しなく ち や。 仏法は 勝負 だから 
ね」。 私は ただ 純粋に 話を 聞きた 
かつた だけ だから 当惑した。 

でも、 これは 一種の チャンス か 


な こと 屯 まれて 初めて …… 。お 願 
い、 みんなには この こと 黙つ てて 
ね」 

閉会の 時間が 米た。 三々 五々 連 
れ 立って 帰路に つく。 私は 帰りの 
電車の なかで ひと リ 、彼女の 言葉 
が 耳に ついて 離れなかった。 


もしれ ない。 何事 も 経験 だ、 と 思 
ったの が 今にして みれば 問 違い 
だった。 

「南無妙法蓮華経、 南無 妙法 蓮華 
経 …… J 

部屋の 外まで お 題目の 大合唱 が 
聞こえる。 P に 連れられて 来たと 
ころは 異様な 熱気に 包まれた 異空 
間だった。 さして 広くない 部屋に 
おばさんた ちがと ころ 狭し とひし 
めき、 御本尊に 向かって 手を 合わ 
せて いる。 すぐに も 帰りたい 思い 
にかられ たが、 その 場の 迫力に 釘 
付けに なつて 身動きが とれない。 
と、 隣に いた P が 「みなさん、 


新しい 方が みえました。 〇〇 君で 
す。 よろしく^ 」 と 私の 名を 叫ん 
だ。 全員の 視線が いっせいに 私に 
そそがれる。 突然の ことに どう ふ 
る まったら いいの かわからない。 

次の 瞬間、 お 題目を 唱えて いた 
人々 が 我 さきに 握手を 求めて きた。 
「よろ — i  く！」 「よろしく！」。 皆 

が 皆、 気味が 惡い ほど 晴れ やかな 
笑顔を している。 この 場では、 私 
はま さしく スー パ— スタ— だっ た。 

お M 目が 終わる と^^ 子と ジユー 
スが 出て、 なごやかな 維談の ひと 
ときと なった。 そのな かを、 人 ご 
みを かき 分ける ようにして こちら 
に 向かって 米る 男が いる。 

「〇〇 岩。 はじめまして。 どうで 
した？ ここの 御本尊は すごいで 
すよ」 

この 会合の 主催者ら しき 人物 だ 

った。 

「〇〇 若、 君 も 御本尊を いただい 
て无 くらと いっしよ にがん ばろう 0 

池 田 先生 も 君の 年に 御本尊に 縁 さ 
れ たんだよ。 君が この 年に 会合に 
米た の も、 きっと 何 か 深い 縁 あつ 
ての こと だと 思うよ」 

学園 ドラマの 熱血 青年 教師 ふう 


に まくしたてる。 ふと 気がつく と、 54 
その 右手には 何やら 書類が 握られ 
ている。 まさかとは 思つ たが、 案 
の定 、早く も 入信 申込書に サィン 
させょう というの だ。 教義 もま だ 
ろくに 聞いて いないと いうのに。 

あれこれ 理由を つけて、 なんと 
か 断ろうと がんばっ た。 しかし、 

私の 抵抗は その 場に おいては 世間 
知らず な 子どもの わか ままた とし 
か とられず、 相手に されない。 そ 
うして 囲まれて 追い つめられ てい 
るう ちに、 自分を ガー ドして いる 
いろいろな ものが 引きは がされ、 
だんだん 不安に なって いく。 これ 
が 彼の 言う 「本当の 自分の 生命の 
姿」 なのだろう か。 

「ともかく やって みなければ わか 
ら ない。 一力 月 だけで もい い。 だ 
まされた と 思つ て 男らしく やつて 
みたら」 

つめょって くる 彼から 視線を ず 
らした が、 こんどは、 いつの 間に 
か 私を 取り囲んで いる おばさんた 
ちと 目が 合う。 もの 言わぬ 彼女ら 
の 視線 も 私を 圧迫す る。 

それらの 視線に 押され、 とうと 
う 私は ペンを とつた。 「ほんとう 


創価学会 

教義 i ii に 
人信圭 日に サィンを 迫った ！ 


ほんとうに 一力 月で いいんで  れ る。 


すね？」 と 念を 押しながら。 


寺は 巨大な 近代 建築だった。 二 


私の# がきた。 僧職の 前に 出る。 題 0 の 書かれた 御本尊が 手渡され 
汝は …… で、 …… し、 …… する  た。 今後は 朝 五 座、 夕 三 座、 この 
本尊 流布の：： n が 来た。 まず、 車  千円の 布施を してから 礼抨 所ら し  ことを 衩 ぅか」 「晋 います」。  本 啓を 拝む の だ。 

で： n 蓮 正宗の 寺へ 向かぅ。 P の 仲  き 部屋に 入る。 他に も 本 ^ を もら  答えて はみ たもの の、 彼の 言葉  一行は 再度 車に 乘り 込み、 その 
間 も 同乗した。 みな 口々 に 「よか  う 人が たくさん いるら しく顺 番を  はき わめて 難解で、 質問の 意味は  まま 私の 下宿へ と 句かった。 部屋 


「汝は …… で、 …… し、… 
ことを ^ うか」 「哲 います」 


答えて はみ たもの の、 彼の 言葉 


つたね、 よかった ね」 と 言って く  待たねば ならなかった。 


よく 呑み込めな かつた。 そして お 


BS 


に 仏壇を 設置し、 本尊を 祀るた め 
だ。 その 前にまず、 謗 法 払いを し 
なければ ならない。 他 宗教の 礼拝 
物を 処分して 部屋を 清める 儀式で 
ある。 

ズカズ カと 部屋に 上がり込んだ 
彼らの うちのひと りが、 机の 上の 
聖書に 目を とめた。 「これ 拝んで 
るの？」。 全員が 問いた だすよう 
な 視線を 投げる。 聖書を 拝む なん 
て 聞いた こと もない、 とば かば か 
しく 思った が 「読んで る だけです」 
と 答えた ので、 聖書は 命び ろい し 
た。 

謗 法 払いが 終わり、 いよいよ 本 
尊を 祀る 段に なった。 P がう やう 
やしく 本尊に まいて ある 布を ひろ 
げ ていく。 仏壇を きしませながら、 
本啟 には 傷 ひとつつ けまい とする 
かの ように 慎重に 設置す る。 その 
丁寧 さたる や、 信者に とって 本尊 
がいかに 大切な もので あるか、 つ 


づく 感じさせる のであった 0 
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自己 投資の 時代 IW 蔓延す る、 

洗脳の テクノロジ 


宗教学 者 


島 田裕巳 


ベトナム戦争 時の 新兵 養成、 共産党の 思想 教育、 自白 強要、 自己 啓発 セミナ. 
宗教団体の 洗脳 テクニックは ありと あらゆる 場に 応用され ている。 

しかも、 現在は それが 
自分を 変えたい といぅ 消費者の 欲望と 絡み合って いる！ 


現在は 「宗教 ブ ーム」 といぅ ことで、 多  単純す ぎる。 一方には、 若者たち を 宗教の 
の 若者が 宗教の 世界に 魅せられて いると  世界に 引き込もう とする 人々 が 存在す るか 


いう。 「心の 時代」 という 言葉が はやり、 


らだ 。彼らは、 積極的に 勧誘を 行い、 自分 


テレビでは 「新 •新 宗教」 についての 特集  たちの 仲間を 増やそぅと している。 しかも、 
番組が 組まれ、 本屋に 行けば たくさんの 宗  彼らは 信者を 獲得して いくため の テク ニッ 


教書が 書棚を 賑わせて いる。 金 だけが もの 


クを 備えて いる。 無防備な 若者は、 蜘蛛の 


をい う 現実の 社会に 嫌気が さした 若者たち  巣に 捕らえられる 虫の ように、 宗教の 世界 


勸謗 


例えば こんな かたちで 若者は 巣に かかつ 


てい 


が、 宗教の 世界に 精神の 豊か さを を 求めて 
いるの だと 解説され る。 


彼が 朝、 眠い 目を こすりながら アル バイ 
卜 先に 行く 途中、 街頭で 突然、 「あなたの 
ために 祈らせて ください」 と言う 者が いた 


に 取り込まれ ていく。 しかも、 宗教団体 ば  ために 祈らせて ください」 と言ぅ 者が いた 
かりで なく、 宗教団体に 似た たくさんの 組  前に も、 不意に 手 かざしを された ことが 


しかし、 求める 者が いるから、 宗教が 盛  織が いたるところに 巣を はつて いる。 
ん になつ たと 考える だけでは、 あまりに も 


あった。 アパ ー トに 帰れば、 ドアの ベルが 
鳴り、 新聞の 勧誘 かと 思って 出て みると、 


そ 


た 

が 


の 

は 

紹 

介 

者 
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る 
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映画 「フル メタル. ジャケット」 より （ワーナー. ホー 厶. ビデオ) 


はたく さんの 人 


の 集まりは 


11 


0 


ン フレットを 突き出され、 「聖書に 関、 し 


3/ 


はありません か」 「人生に 不安は ありませ  句で、 八 r 度 ばかりは 断れな か 


ん か」 と 聞かれる。 その 人たち になん とか 


退散 願って ホッ としてい ると、 今度は 電話  自己 啓発 セミナ— W 


が 鳴り だし、 友人が 今週の 土曜日は 暇 かと 


ベン 


尋ねて くる。 どぅした のかと 聞いて みると、 いつた セミナ— のこ 
すばらしい ところが あるから ぜひ 一緒に  教 ではない らしい。 


行つ て くれと 言う ばかりで、 詳しい ことは 
何も 教えて くれない。 忙しい という 言い訳 


が 集まつ ていたが、 
の 友人 だけだった。 


も 通じず、 「お 互い 友達 だろ」 の 口説き 文  介 者と 一緒に 来て いるら しかつた 0 


友人に 誘われた 土 


と 呼ばれる 催し 
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集まり か 始まる と、 トレ I ナ ー と 称する 
主催者の ひとりが 現れ、 「これから 三分 間 
時間を 差し上げ ますから、 できるだけ 多く 

の 人と 知り合いに なつて ください」 と言ぅ 
のだった。 初めて 来た 人間たち は 一様に 戸 
惑いの 表情を 見せて いるのに 対して、 紹介 
者たち は 「こんばんは、 初めまして」 「〇 
〇 です。 よぅこそ」 と、 次々 と 挨拶して 回つ 

ていた。 

予定の 三分が たつと、 トレー ナーが この 
時間の 意味を 説明した。 「これが あなたた 
ちの 今日までの 姿です。 何事に も 消極的 だ 
ったので はありません か。 与えられた チヤ 
ンスを 生かして こなかった のでは ないで 
しよう か」 

この 言葉は、 どこか 彼の 痛い ところを 突 
くと ころが あった。 トレー ナーや 紹介者た 


の だと 突つ込んで くる。 たしかに、 自分で 
も 言い訳が まし かつた。 四日 間と いう 時間 
が とれない わけで もない し、 十二 万 五 千 -r-,:J 
という 参加 费が 払えない わけで もなかつた。 
紹介者の 友人は、 金がないなら 貸す とまで 
言つて くれてい る。 

なぜ 断れない か 

こうして ひとりの 若者が、 ベー シック • 
セミナ— の 参加者と なる。 このように、 自 
己 開発を 謳い文句に セミナ— を 開いて いる 
組織は、 ラィフ ダィナミックス、 Be  You、 
IBD など 幾つ も あり、 一種の ブーム に 

なつて いる 0 フイ フ ダイナミックスの セ ミ 

ナーの 体験 記に 二 澤稚喜 『人格 改造』 <JICC 
ブックレット〉 が ある。 本稿で も 参考に した 〇 


それは、 ベ ー シック •セミナ ー への 参加 申 
し 込みを させる ことで ある。 他には 何もな 
い。 彼らは、 参加し なければ せっかくの チ 
ャンスを 失う ことにな り、 消極的な 自分の 
ま， までい なければ ならない と 主張して 引き 
下がらない。 

もし これが、 ある 「教え」 を 受け入れさ 
せょうと いうの だったら、 かえって 拒否す 
るのは 簡単 かもしれ ない。 ィエス •キリス 
卜の 復活を 信じろ というの だったら、 それ 
を 拒み 続ける ことができる。 ところ か、 相 
手は ただ セミナー への 参加を 求めて いる だ 
けだ。 何 かを 信じろ とか、 集団の メンバ— 
になれ と 要求して いる わけでは ない。 

宗教の 布教 や 勧誘 も、 すべてこう いった 
かたちで 始まる。 ょく 個別 訪問で パンフ レ 
ッ トを 配っ ている エホバの 証人なら、 「聖 
書の 勉強を しません か」 と 誘う。 信じる か 
信じない かは、 勉強して から 決めれば いい。 
でも、 初めから 疑って かかる のはよ くない 
と言われる。 統一 協会 (世界 統一 神霊 協会、 
通称 原理 運動) なら、 ビデオの 上映 会に 誘 


ちは 口々 に セミナー へ 参加す るょう に 誘う。  彼が 断れなかった のは、 ひとつは 本 入の 
断る のが なかなか 難しい。 それは、 痛い と  なかに 消極的な 自分を 脱したい という 思い 
ころを 突かれた せいでも あった。 時間が な  が あった からだろ うが、 勧誘す る 側の 巧み 
いと か、 費用が 高い と 言って 断ろうと して  な テ ^ ニックに 乗せられた 面が 大きい。 勧 
も、 相手は、 だから 消極的に なって しまう  誘す る 側の 目的は ただ 一点に 絞られて いる。 
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てし まう。 本当は、 「いりません」 と言う  染めて しまつた ほうがいい 0 


われる。 創価学会は、 「ちょっ と央 @1 を 見 
に 来ません か」 という かたちで 誘いをかけ 
てく る。 まず、 何 かの 集まりに 誘う ことが 
第一歩な の だ。 

未知の 世界に 触れて みたい という 好奇心 
は 誰もが 持って いる。 人の 誘いを 無下に 断 
るの も、 相手に 悪い ことを している ようで 
気が引ける。 入信し ろと 言われた 時に 断れ 
ばいいで はない か。 ところが、 そこに 落と 

し 穴が ある。 決定を 先送りす る ことで、 相 
手の ぺース には まリ 、よけいに 断りに くく 
なること を 考えて いない。 相手は それを 十 
分 計算に いれた うえで、 誘いをかけ ている 
ので ある。 

その あたりの 仕掛けに ついては、 新聞の 
勧誘の 場合を 考えてみれば、 誰でも 体験 的 
に 分かる だろう。 新聞の しつこい 勧誘員を 
断る 最善の 手は ただ ひとつ、 勧誘員 だと 分 
かつたら ドアは 開けない こと、 開けて し 
まつた 後に 気づいたならば、 「いりません」 
と 言つ て、 そのまま ドアを 閉める こと だ。 
話を 始めたら 最後、 相手の ぺース には まつ 


必要 もない。 まして、 なぜ いらない かな ど 
説明す る 筋合いは ない。 きっぱりと 断れば、 
ことは それで 済む。 

しかし、 見ず知らずの 勧誘員なら きっ ぱ 
りと 断れる かもしれ ない が、 友人 や 知人、 
あるいは 家族 や 同僚だった ら そうは 簡単に 
いかない。 そこに、 新聞の 勧誘と 違う 宗教 
の 難しさが ある。 相手 も 長期戦 覚悟で じ わ 
じ わと 攻めて くる。 そこに 恐い もの 見た さ 
が 加われば、 けっきょ くは 誘いに 乗って し 
まう。 人生 何事 も 経験が 第一な の だから、 
まあ そこまでは よしと しよう。 

ヵルトに ょる 洗脳 

誘いに 乗つ てし まう とどうな るの だろう 
か。 誘った 側は、 その 先につ いては ほ とん 
ど 説明して くれない。 あるいは、 疑問が 出 
てこない うちに、 次の ステップへ 進んで し 
まう。 これ もまた テクニックの ひとつな の 
だ。 なるべく 白紙の 状態の ままで、 一挙に 


アメリカには 「カル ト」 (カルト .ム— 
ビ—の カルト だ) と 呼ばれる 閉鎖 的で 狂信 
的な 宗教 集団が あるが、 カルトでは 若者を 
一気に 信者に 変えて しまう テクニックを 
持って いる。 カル トの なかには、 アメリカ 
では 「ムー ニー」 と 呼ばれる 統一 協会 や、 
渋 谷の 駅前に よくいる ハレ クリシュナ、 あ 
るいは 日本では あまり 知られて いない 「神 
の 子供たち (children  of  God ごとい っ 
た グル ー プか 含まれる。 

カルトでは、 勧誘して きた 若者たち を 集 
め、 彼らに 自分たち の 信仰を 伝えよう とす 
る。 そのために、 長時間に わたって 説教 や 
講義を 繰り返したり、 録音した 聖書の 朗読 
を 聞かせる。 食事 中 も、 トィレに 入っ てい 
る 間 も 止めない。 さらに、 神を 讃 える 歌を 
歌わせたり、 聖書の 文句を 唱えさせる。 し 
かも、 これを 続ける 間、 ほとんど 休みを 入 
れ ず、 食事 も 睡眠 も 満足に 与えない。 

こういった 状態が 続く と、 感覚が 麻痺し 
てく る。 頭の 中は 空白に なって 他の ことが 
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考えられ なくなり、 そのかわりに 聖書の 文 
句 や 歌が 絶えず 頭の 中で 響いて いる 状態に 
なる。 そして、 カルトの 側か 主張して いる 
ことを そのまま 鵜呑みに してし まう。 カル 
卜は 若者たち に、 親たち が 実は 悪魔の 手先 
で、 一刻も早く その もとを 離れて、 カルト 
のリー ダー の もとに 作られる 新しい 家族に 
加わらなければ ならない と 教え込む。 これ 
こそかまさに「洗 ^ 」である。洗脏された 
若者たち の 人格は 変わり、 表情まで 違って 
くる 

アメリカン •カルトで も ある 統一 協会は、 
日本で もこう いつた テクニックを 使っ てい 
る。 まず、 彼らは ビデオの 上映 会に 誘い、 
そこで 二 泊 三日の 合宿への 勧誘を 行、 っ。 自 
己 啓発 セミナー の ゲスト •ィベントと 同じ 
ょうに 巧妙に 誘いに 乗って しまう 雰囲気 作 
りが なされて いる。 合宿に 行く と、 統一 協 
会の 聖典で ある 『原理 講 論』 の 講義が ある 
が、 それだけでは なくさら に 一週間の 合宿 
(「修練 会」 と 呼ばれる) への 申し込みを 
させられる。 


修練 会で もやは り 一週間の 間、 一日 じ ゅ 
う 『原理 講 論』 の 講義が 続き、 しかも 睡眠 
時間は 短い。 講義は 熱気に あふれ、 先輩た 
ちが 自分たち の 改心に いたる 話を して、 参 
加 者を 感動 させたり する。 断食が 勧められ 
る こと も ある。 そして、 五日 目の 最後に 教 
祖文 鮮明 夫妻の 写真が 示され、 その 前で 韓 
国 料理を 食べる。 これは 参加者に 一体感を 
感じさせる ための テクニック なの だ。 

こうして 一気に 洗脳が 行われる。 洗脳 さ 
れた 若者たち は、 「ホー ム」 と 呼ばれる 場 
所で 共同生活を する ょうになり、 街頭募金 
に 駆り 出された りする。 私は いちど、 この 
ホー ムの ひとつに 出かけて 行った ことがあ 
る。 その 時は たった 一人で 講師から 『原理 
講 論』 の 講義を 受けた が、 その後で 夕食に 
誘われた。 夕食は カレー ラィスだった が、 
肉は まったく 入っ ていな かった。 わずか ば 
かりの ツナが 混じって いる だけで、 彼らの 
並 日 段の 質素な 生活が うかがえた。 

彼らは、 また 来て くださいと 私を 暖かく 
送り出して くれたが、 彼らの 目 つきだけ は 


気になった。 目の 焦点が 定まって いなかっ 
たので ある。 あらぬ 方を 見て いるよう で、 
気持の いい ものではなかった。 しかも、 全 
員が 同じ 目つ きをして いた。 やはり それは 
洗脳の 結果な のだろう か。 

兵士は っ くられる 

アメリカで 一時、 洗脳 (brainwashing) 
の 問題が 盛んに 研究され た ことがあった。 
それは、 朝鮮戦争 のとき、 中国共産党に 
よって アメリカ人の 捕虜が 共産主義に 洗脳 
される という ことがあ ったから だ。 「洗脳」 
とは もともと 中国語で ある。 日本で も、 シ 
ベリアに 抑留され ていた 捕虜が、 革命家に 
なって 帰国した という ことが よくあつた。 

三 波 春 夫 も その ひとりで、 帰国 直後は 社会 
主義 講談を やって いたと いう (洗脳 研究の 
古典に、 口 八— 卜 .J •リフトンの 『思想 改 
造の 心理 I 国に おける 洗脳の 研究—』 〈小 野 
泰博 訳、 誠 信書 房〉 が ある)。 

ところが 皮肉な ことに、 やがて アメリカ 
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自身が この テクニックを 使ぅよぅ になつ た。 
それを 最もよ く 表して いるの が、 スタン リ 
丨 •キユ I ブリック 監督の 映画 『フル メタ 
ル •ジャケット』 である。 ベトナム戦争の 
折に、 若者を 戦争 マシンへ と 変えて いくた 
めに、 洗脳が 行われた の だ。 

『フル メタル •ジャケット』 は 二つの 部分 
に 分かれて いる。 前半では、 アメリカの 海 
兵隊に おける 新兵 獲 成の 課程が 扱われる。 
そして、 後半では、 その 訓練を 受けて ベ ト 
ナムの 戦場に 派遣され た ひとりの 兵士の 姿 
が 描かれる。 

十七 歳で 入隊した 新兵たち は、 ハー トマ 
ン 軍曹の もとで 八 週間の 集中 訓練を 受ける。 
彼らは、、 ハ リカ ンで 頭を 剃られ、 軍曹の つけ 
た あだ 名で 呼ばれる ことになる。 軍曹は、 
新兵たち に卑锻 な 悪罵を 浴びせ かけ、 彼ら 
の 自尊心を 徹底的に 破壊して いく。 その 悪 
罵が すさまじい。 軍曹 役の リー  •ア ー メィ 
は、 実際に 海兵隊で 訓練に 当たって いた 経 
験が あり、 最初は 軍事 技術の 指導に 当たる 
ために 映画に 参加して いたが、 その 罵倒ぶ 61 


りが あまりに も 真に迫って いたた めに、 キ 
ユ ー ブリックは そのまま 彼に 教官 役を 要請 
したの だとい う。 

キユー ブリック がいかに 罵詈雑言を 重視 
していた かは、 日本 封切りの 時の エ ピソー 
ドに よく 現れて いる。 彼は 日本語に 訳され 
た 字幕を もういち ど 英語に 直させ、 その チ 
エックを した。 ところが、 セツ クスに まつ 
わる 単語が 単なる 悪罵と して 訳されて いた 
ために、 字幕の 作り K しを 要求した。 その 
結果、 字幕の 作成者は 別の 人間に 交代 させ 
られ たという。 

絶対の 服従を 強いる 軍曹の 連発す る 卑猥 
な 言葉の 前に、 新兵たち は、 自分が 軍曹の 
言うよう に 「役た たずの くそったれ」 であ 
ると しか 思え なくなっ ていく。 軍曹は、 彼 
らが 使って いる 銃に 女の 名前を つけて 大切 
に 扱うよう に 命じる。 彼らに とっては 銃が 
恋人で あり、 セックスの 対象で ある。 彼ら 
に とっては それだけが 信頼に 足る もので あ 
り、 その 銃の ためにべ ト コンと いう 敵を 倒 
すの だ。 


しかし、 新兵の ひとりで ある レナ— ドは 
デブで 動作が 純く、 訓練を うまく こなせな 
い。 彼のへ まから 全員が 罰を 受けた ために、 
ある 晚 、仲間 全員から リンチを 受ける。 レ 
ナー ドの そぶりが おかしくな ったのは、 そ 
の 夜からで ある。 彼は 銃に 対して 異常な 執 
着を 見せ、 急速に 射繫の 腕を 上げる が、、 っ 
つろ な 表情で 銃に 話しかけたり している。 
彼の 人格は 破壊され てし まった。 彼に とっ 
て、 敵は べト コンではなかった。 彼の 自尊 
心を 破壊した ハー トマ ン 軍曹だった ので あ 
る。 レナー ドは、 訓練が 終わって 配属が 決 
まった その 日の 夜、 トィレで 軍曹を 幣ち殺 
した 後、 銃口を 口に 向けて 発射し 自殺す る。 

ここまで が 映画の 前半になる。 では、 ど 
うして 新兵の 養成の ために 洗脳の テク ニッ 
クが 使われた のだろう か。 それは ベトナム 
戦争の 性格と 関連が あるの だろう。 ベ トナ 
ムの 戦場は、 アメリカからは 遠かった。 ア 
メリ カ 本土が 戦場に なって いたわけ ではな 
いし、 第二次世界大戦 中の ように、 国を あ 

げて ナチ スやジ ヤップを やつつ けようと い 


う 好戦的な 気運が 盛り上がって いたわけ で 
はなかった。 平和な アメリカから ベトナム 
へ 若者たち を 送る ためには、 意図的に 兵士 
を 作る 必要が あったの だ。 

戦争は 異常な 状況で ある。 日常の 価値観 
は 逆転す る。 人を 殺して はならない という 
常識は 通用し ない。 敵を 殺さなければ、 自 
分が 殺される。 だから こそ、 新兵の 訓練は 
人格が 変容す る ほど 厳しい ものと なる。 頭 
を 剃られ、 名前を 奪われた うえに、 軍曹の 
惡駡の 機関銃に さらされた 彼らの 脳は、 完 
全に 空っぽに されて しまう。 これ こそが 文 
字 通りの 洗脳で ある。 その 空に なった 脳に 
敵を 殺せと いう 命令が 注入され る。 その シ 
ン ボルが 女の 名前の ついた 銃で あり、 彼ら 
は 恋人で ある その 銃の ために 戦う 戦士に 改 
造され たので ある。 

避 ィ ニ、 

宗教学では、 こういった 人格の 変容の プ 

ロ セスを 「ィニ シエー シ ョン」 と 呼んで い 
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る。 ィニ シエ ーシ ヨンの 目的は、 個人を 特 
定の 宗教 集団へ 入信させる ことに あるが、 
いわゆる 「未開社会」 では 成人式の 儀礼で 
も ある。 といぅの も、 未開社会に おいては、 
大人 だけで 構成され る 宗教 集団が あり、 神 
話や聖 なる 知識は 大人と して 認められた 人 
間にし か 教えられない からだ。 シャ— マン 
や 呪術 師 になる ときに もィニ シエー シ ヨン 
が ある。 そして、 ィニ シエー シ ヨンの 過程 

においては 試練が 課せられ、 それを 無事 耐 
え 抜いた 者 だけが 大人と して、 あるいは 正 
式な メン、 パ— として 認められる。 

ィニ シエー シ ヨンの 代表が キリスト教の 
洗礼で ある。 キリスト教の 信者に なろぅと 
する 者は、 儀礼の なかで 聖職者から 聖別 さ 
れ 、信者と して 認められる。 しかし、 幼児 
洗礼の 行われる カトリックと 違って、 プロ 
テス タントの 場合には、 単に 儀礼に 参加す 
る だけでは なく、 信仰の 告白が 求められる。 
本当に その 教えを 信じて いるか どうかが 試 
される の だ。 これ も 試練の ひとつになる。 

イニ シエー シ ヨンの 過程は、 三つの 段階 


を 追ってい く。 最初が 「分離」 の 段階で、 
ィニ シエ ー ショ ン しよぅと する 人間は、 そ 
れ まで 生きて きた 世界から 引き離される。 
『フル メタル •ジャケット』 で 言えば、 新 

兵が 髮を剃 られ 、名前を 奪われた 段階に 相 
当す る。 彼らは 世間から 隔離され た 状態に 
置かれる。 

次に 「移行」 の 段階が くる。 それは、 古 
い 世界から 分離され ていながら、 ィニ シエ 
—シ ョンの 目的地で ある 新しい 世界に 行き 
着いて いない 状態で ある。 『フル メタル. 

ジャケット』 では、 軍曹の 卑猥な 罵詈雑言 
の 連射に ょって 自尊心 や 自意識が 徹底して 
破壊され、 頭の 中が 空に なった 状態に 当た 
る。 新兵たち は 今まで 信じて いた ものを 
まったく 信じられ なくなり、 精神的に 不安 
になる。 この 状態を くぐり 抜けなければ、 
試練に 耐えた とは 言えない。 

ィニ シエ ー ションを施そぅとする側は、 
この 段階で イ ニ シエ ー シ ヨンし ようとす る 
人間を 徹底的に 追い込んで いく。 世間から 
隔離され ている ために、 追い込まれた 側は 


逃げる ことかで きない。 カルトの 使う テク 
ニック も それ だ。 ライフ ダイナミックス も、 
セミナー は 隔離され た 空間で 行われる。 

中 沢 新 一の 『チベットの モーツ ァルト』 
(せりか 書房) を 読む と、 いかにして 追い込 
まれて いくかが よく わかる。 ネパー ルの チ 
ベット •ラマ 僧の もとで 修行して いた 中 沢 
は、 ある 日、 自分が 自分の 身体から 抜け出 
て 自分を 見て いると いう 体験を する。 彼は 
ヴィヴ ィッ ドな 体験を した ことが 嬉しくて 
師の ラマに 報告す るが、 ラマは それは 単な 
る 幻に すぎない と 言い放つ。 この 言葉に 中 
沢が がっ かりして いると、 ラマは 上等な チ 
ベット 茶を ついで くれる。 しかし、 彼が そ 
の 茶碗に 手を かけた とたん、 ラマは いきな 
り 次のように 問い かけて きたの だった。 

「それを 何と言う」 

「茶碗 (カ ユ) でしよう」 

「どこから みれば 茶碗 と言えるの だ。 上 か 
ら見 たと きか、 それとも 下から 見た とき か」 
「お茶を つぐ もの だからです」 

「では この 世の 誰も それに 茶を つごうと い 
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う 意志を 持つ ていない とき、 茶を つがない 
そういう ものは 何と 言、 っ。 どこから 見れば 
茶碗な のか」 

彼が 答えに 窮 している と、 ラマは 続けた。 
「おまえが 外界に とらえ、 名前を あたえて 
いる 現実な どと いう ものは 単に 条件の あつ 
まりに すぎん。 その 条件の 一面を とらえて 
それは 茶碗 だな どと 言つ ている にす ぎな 

ぃ」 

その 瞬間に 彼は 不安な 状態に つき 落とさ 
れ る。 修行の 時の 体験が よみがえり、 手に 
していた 茶碗が プョ プョした 異様な かたま 
りに 変わつ ていく のを 感じた。 「まるで 身 
体を 遊離した 意識が 自分の 身体を 見 おろし 
ている ように、 この 現実 世界を ぬけだした 
意識が、 この 世界の 頭上から 茶碗を 見つめ 
ている ような 不安な 気持ちに おそわれ てし 
まつた」 の だと、 中 沢は 述べて いる。 

禅の 公案 もこれ に 近い。 禅の 老師は、 弟 
子に 向かって 難問を ふっかける。 老師は、 
一本の 棒を 突き出して、 「この 棒は 本当に 
存在す るか」 と 問、 つ。 その 時、 弟子が' 「いい 


え、 存在して いると 思つ ている だけです」 
とで も 答えよぅ ものなら、 老師は その 棒で 
弟子を したたかに 打ちのめす ことになる。 

実践と 統合 

追い込まれた 側は、 隔離 状態に あるた め 
に 逃げる ことができない。 あるいは、 師匠 
の もとから 逃げ出せば、 永久に 破門され る 
かもしれ ない。 その 絶体絶命の 袋小路から 
脱出す るた めには、 自力で 目の前に ある 高 
い 壁を 乗り越えなければ ならない。 それ こ 
そが、 ィニ シエー ショ ンの 最後の 段階 -; 統 

合」 に 当たる。 

どぅいつた かたちで 壁を 乗り越え るかに 
ついては、 『フル メタル •ジャケット』 の 

後半の 部分が 参考になる。 映画の 後半では、 
軍曹の 命令で レナー ドの 面倒を 見て いた ジ 
ョ— カー という 男の ベトナムでの 姿が 描か 
れ る。 ジヨー カ— は 激しい 訓練を 受けた に 
も かかわらず、 完全には 兵士と しての 自覚 
を 持って いない。 その 証拠に、 ヘルメット 


には 「殺す ために 生まれて きた (Born  to 64 
Kill)」 と いて おきながら、 胸には ピース 
•バッジを つけて いる。 

そういった 彼の 心境を 推し量って のこと 
か、 彼は 軍の 報道 班に 配属され、 『スター 
ズ & ストラィプ ス』 紙の 記者と なる。 直接 
戦闘に 加わらない かわりに、 兵士たち の 戦 
闘 意欲を かき 立てる ょうな 記事を 書かな け 
れ ばなら ない。 ジョー カー は テト 攻勢の 翌 
日、 新米の カメラマンと 一緒に 前線に 派遣 
される ことと なつた。 

ところが、 彼の 随行して いた 小隊は ベ ト 
コンに 襲われ、 仲間が 次々 と 殺されて いく。 
敵は 一人の 狙撃兵ら しい。 ジョ— 力— も そ 
の 敵を やっつける ために、 敵の 潜んで いる 
建物の 中に 入って いく。 

狙繫 兵は 若い 女だった。 危うく 彼女に 殺 
され かけた ジョー カ— は、 カメラマンの 銃 
にょって 救われる。 女は 負傷して はいるが、 
死んで はいない。 彼女は ジョー カー に 向 
かって 英語で 「殺して くれ」 と 懇願す る。 

彼は 躊躇しながら も、 最後には 自らの 銃で 


とどめを 刺す。 彼は 初めて 人を 殺した の だ。 
こぅして 彼 も 本物の 兵士と なった。 最後の 
シーン で、 彼は 仲間と 一緒に 「ミッキー マ 
ウス •クラブ」 の 歌を 歌いながら 行軍を 続 
けて いく。 それは、 彼に とって 戦争が 日常 
となつ てし まつた ことを 示して いる。 

いったん、 自分の 手で 敵を 殺して しまぇ 
ば、 意識は 変わって くる。 人間を 殺す こと 
などとぅ ていで きないと 思っ ていた 「観念」 
が 打ち破られる。 「お前は 自分の 手で 敵を 
殺した ではない か」。 確かに ジョー ヵー は、 
壁を 乗り越ぇ たの だ。 

統一 協会は、 印鑑 や 大理石の 壺 、多 宝塔 
などを 原価の 十倍から 数百 倍で 無理矢理 売 
りつけ る 「霊感商法」 を 行っ ている とい わ 
れ るが、 これは 単に 資金 稼ぎと して だけで 
はなく、 信者の 信仰を 強化す る 手段と して 
も 用いられ ている。 はじめは、 それほど 高 
価な ものである 必要は ない。 見ず知らずの 
家を 訪問して、 原価 百 円 もしない ボ ールぺ 
ンを 恵まれない 人たち のためにと 称して 五 
百 円で 売る という 体験を する ことで、 意識 


が 変わって くる。 というの も、 自分で 価値 
がない と 知っている 安物の 商品を、 信仰の 
ために 法外な 値段で 売る ことで、 壁を 乗り 
越えた ことになる からだ。 いちど 乗り越え 
てし まえば、 高い もので も 次々 と 平気で 売 
つてい くこと が できるようになる。 彼らは、 
霊感商法の 実践を 通して、 統一 協会の 世界 
に 「統合」 されて いく わけ だ。 

宗教団体では、 何 かがで きないと 考えて 
いる ことを、 「思い込み」 や 「固定観念」、 
あるいはた だ 「観念」 と 呼び、 心の 持ち 方 
を 変えれば それが できるようになると 説く。 
そのために、 研修 会 や 講習会の なかで、 か 
なり 思い切った ことを やらせ、 やれば でき 
ると いう 気持に させて いく。 例えば、 一足 都 
の一燈 園と いう 宗教団体では、 研修生を 街 
に 送り出し、 普通の 人の 家の 便所 掃除を さ 
せても らうと いう 実践を させて いる。 

信仰の 告白 

ここまで 見て きた 洗！ I あるいは イニ シエ 


—シ ョンの プロセスは、 以下の ように まと 
めら れ る。 

(一)  まず、 参加者を 日常の 世界から 引 
き 離し、 隔離され た 状態に 置く。 

(二)  精神的に 空白の 状態に 追い込んで 

いく。 

(三)  そこに 教義 や 教えを 徹底的に 注入 

る 

(四)  思い切って 壁を 乗り越える 体験を 
させる。 

しかし、 単に 壁を 乗り越える だけでは 終 
わらない。 最後に、 (信仰の) 告白と いう 
段階が 待って いる。 人間は 壁を 乗り越えて、 
自分が 変わったと 思う と、 それを 他人に 伝 
えたくなる。 信仰を 告白す る ことが 壁を 乗 
り 越える ことになる 場合 も ある。 告白した 
瞬間に、 信仰の 自覚が 生まれる。 自分の 口 
をつ いて 告白す る ことで、 内面まで が 変化 
してく るので ある。 

ここに 人間の 心の 不思議 さが ある。 自分 
が 信仰を 告白した のは、 追い込まれた 結果 
なのに、 告白した 瞬間に そのこと を 忘れて 
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しまって いる。 しかも、 告白 以前の 自分が 
間違った 人生を 歩んで きたと 思うよう にな 
り、 ようやく にして 自分が 真実に 目覚めた 
という 感覚を 持つ。 かつて ソ連 や 中国で、 
共産主義への 洗脳が 行われて いた 時に も、 
告白させる ことが 最 重要視され ていた。 映 
画 『ラスト エン ペラ—』 の 原作と なつた 愛 
新 覚羅薄 儀の 『わが 半生』 (筑摩 叢書) では、 
その 洗脳の 過程が 延 々と つづられ ている。 
共産党の 側は、 元 皇帝を 共産主義者に 変え 
ようとして、 辛抱強く 人格 改造の 作業を 
行っ ている。 それは、 元 皇帝が 自ら 共産 主 
義者 であると 告白す るまで 続けられ たので 
ある。 

冤罪 事件に 結びつく 偽りの 自白が 起こる 
の も、 警察の 取り調べが 洗脳と 同じ 状況で 
行われる からだ。 取調 室は 隔離され た 空間 
であり、 無実の罪で 捕らえられた 人間で も、 
取り調べが 長く 続く と、 そこを 出る ことし 
か 考えなくなる という。 警察の ほう も その 
人間が 犯人 だとい うこと を 疑つ ていない。 
グル ー プ社 会派の 『冤罪の 研究』 (現代 ジ 


ャーナ リズム 出版 会) によれば、 警察は 
ハー ト マン 軍曹の ように 容疑者の 身体 的な 
欠陥 や 弱点を ついて 自尊心を 傷つける こと 
から 始める という。 そして、 犯行現場の 状 
況 などに ついて、 情報を 与えて いき、 犯行 
を 認めなければ 取調 室から 出られな いので 
はない かとい、 っ 気持に させて いく。 

取り調べを 受けて いる 側は、 ここで 罪を 
認めても、 自分は 真犯人で はない の だから、 
すぐに 無罪が 証明され ると 考え、 取調 室を 
出る ためだけ に噓の 自白を してし まう。 恐 
いのは、 自白した ことで、 容疑者が 自分で 
犯人の つもりに なって いくこと だ。 取り 調 
ベが 長時間 続く と、 洗脳の 場合と 同じよう 
に、 容疑者の 頭の 中 も 空に なり、 判断力は 
失われて くる。 しかも、 自白を 始める と 管 
察の 態度が 変わり、 彼の 言う ことを 本当の 
ことと して 認めて くれる ようになる。 これ 
は'  すべての 証言が 否定され ていた 自白 前 
の 段階と 大きく 異なる。 そういった 環境の 
なかで、 容疑者は 犯人と しての アィ デン テ 
イ テイ ー を 確立して いくこと になる。 どう 


やって 犯行に いたった かは、 取り調べ のな 
かで 警察が 教ぇて くれた 情報を 活用 すれば 

いい。 分からない ところが あれば、 いくら 
でも 簪 察が アドバィスして くれる。 

懺悔の ヵタルシス 

犯行の 自白が、 宗教の 懺悔と 似て いるの 
は、 両者が ともに 自らの 罪を 認める ところ 
から 始まる からだ。 だから こそ、 嘘の 自白 
であっても 解放感が 伴ぅ。 懺悔す る ことで、 
今までの 自分が 死んで、 新しい 自分に 生ま 
れ 変わった ょぅな 気になって くる。 思い込 
みや 固定観念を 捨てれば、 そこに 自由な 世 
界が 開けて くるでは ないか。 たしかに 今 ま 
での 自分は 間違って いたの だ。 その 自覚に 
達した とき、 それを 誰かに 言いた くなる。 
ィニ シエー ショ ンや洗 脳が 集団で 行われ 

るのは、 集団を 前にした 告白が 重要性を 
持って いるから だ。 自分の 過ちを 認めた 人 
間は、 集団 全体の 前で 懺悔した くなる。 生 
まれ 変わった 自分を 一刻も早く、 多くの 人、 
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特に その 場に 集う 仲間に 伝えたい と 思う。 
涙ながら に、 自分の 過ちを 懺悔す ると、 他 
の 参加者 も 同じような 気持に なって いく。 
あちこちで、 「悪い のは 自分 だ」 と 叫ぶ 声 
が 聞こえる。 会場の なかには 参加者の 泣き 
叫ぶ 声が 響き、 全体が 興奮 状態に 陥る。 

こういった 体験は、 心理学の 用語で 「力 
タル シス (浄化)」 と 呼ばれる。 自己 啓発 セ 
ミナー では、 特に この カタルシスの 要素が 
重視され ている。 ラィフ ダィナミックスの 
ベー シック •セミナー では、 自分が 幼い 頃 
の 母親の 姿を 思い出させる ことで、 「観念」 
に 固執して いない 状態へ 引き戻し、 カタル 
シスを 体験させる という テクニックが 使わ 
れる 。参加者は 涙声で、 ィ メージ のなかの 
母に 向かって 「ごめんなさい」 「ありが と 
う」 と 叫ぶ。 カタルシスの 体験の 感動は 強 
烈 で、 多くの 參加 者に とっては、 それまで 
に 体験した ことのな いものと なり、 ここに 
強い 一体感が 生まれる ことになる。 

自己 啓発 セミナ— が 宗教 に似てい るの も、 
この カタルシスの 部分が あるから だ。 実際 


の 体験がない と、 この カタルシスが 本当に 
どういう もの か 想像が つかない。 コン サ- 
卜の 興  IS  に 近い かもしれ ない が、  コン サー 
卜には 懺悔は ない。 カタルシスを 味わった 
者 同士は、 一体感を 感じる ようにな るが、 
味わった ことがない 者には 理解で きない。 
セミナ— の 受講 経験者は、 カタルシスの 感 
動 さえ 味わって くれれば コミュニケー ショ 
ンが 円滑に 進む と 考え、 是が非でも 友人 や 
家族を セミナー に 行かせよう とする。 とこ 
ろが、 誘われた 側は 逆に、 とんでもな いこ 
とが 行われる のでは ないかと いう 恐れを 抱 
くようになる。 

宗教団体では、 集団 的な 興奮 状態の なか 
での カタルシスの 体験を 教祖への 信仰に 結 
びつ けて いく。 善隣 会と いう 九州の 宗 教団 
体の 五日 間に わたる 研修 会では、 二日 目に 
参加者が 教祖の からだに すがる という 場面 
が 用意され ている。 それまでの 研修の なか 
では、 教祖が 悩み 苦しむ 人々 を 救済す るた 
めに いかに 厳しい 修行を してきた かが、 教 
師 たちの 口から 繰り返し 語られる。 そのた 


めに、 初めて 自分たち の 目の前に 現れた 教 
祖 に対して 期待感が 高まり、 そのから だに 
必死にす がろうと して、 研修 会場の 中は 異 
様な 興奮 状態に 包まれる。 そして、 すがつ 
たこと で 病い が 癒されれば、 それは 教祖に 
対する 強い 感謝の念に 結びついて いくこと 
になる。 

言語と 世界観 

社会学 者の 橋 爪 大三郎 は、 宗教とは 「ぁ 
る こと 力ら を 事実と 前提して ふるまう こ 
と」 だと 述べて いる (『仏教の 言説 戦略』 勁 
草書 房)。 ィニ シエ ーシ ョンを 果たして 信 
者に なった 人間は、 その 結果、 普通には 信 
じられ ていない ことを、 事実と して 信じる 
ようになる。 エホバの 証人なら、 終末の 日 
がすぐ そこに 迫つ ている と 信じて いる。 铳 
一 協会の 信者なら、 文 鮮明を 救世主 だと 信 

じている。 あるいは、 ラィフ ダィナミック 
スの セミナー の 体験 者なら 「人生は 選択で 
ある」 と 信じて いる わけで ある。 
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前提が 変われば、 世界は 違った ものに 見 
ぇてく る。 周りで 起こる 出来事 も、 自分の 
心の なかで 生じる 事柄 も、 これまでとは 違 
った 特別な 意味を 持つ ものと して 解釈され 
るょう になる。 環境破壊は 終末の 近づきつ 
つ ある 証拠で あり、 今日 仕事で うまく 契約 
が とれた のは それを 自分の 選択と して 大切 
にした からだ。 

各 教団では、 そういった 特殊な 前提のう 
ぇに 成り立つ 世界に ついて 語る 独特の 言葉 
を 持っ ている。 信者の 人と 話して いれば、 
そういっ た 言葉の 数々 に 出会う こと だろ、 っ。 
創価学会の 信者なら、 「宿命 転換」 「人間 革 
命」 「福運」 といった 言葉を ょく 使う。 天 
理教 では、 病気の ことを 「身上」、 死の こ 
とを 「出直し」 と 呼ぶ。 手 かざしの 真 光で 
は、 「霊 障」 「霊 査」 といった 霊に 関する 言 
葉が 多い。 オゥム 真理 教 では 「カルマ」 と 
いう 言葉が 鍵に なつて いる。 ライフ ダイナ 
ミックス にも、 「イ ヤ感」 「わかち 合い」 

「コミット メ ント」 というよ うな 特殊な 言 
葉が ある。 


急に 「人間 革命」 だ、 「ィ ヤ感」 だと 言わ 
れて も、 その 世界に 通じてい ない 人間には 
ピンと こない。 逆に、 講習会 や セミナー に 
参加した 人間は、 その 言葉を 使わなければ 
自分の 体験を 表現で きない。 そこに 両者の 
衝突が 起こる 可能性が 生まれる わけ だが、 
教団では、 信者に なりたての 人間には、 教 
団の 言葉を 不用意に 使ぅな と 釘を 刺す。 そ 
れ は、 誤解を 防ぐ ためだ。 

希 教と勧 謗の 意義 

信者に なった ばかりの 人間は、 教団の 教 
え や 世界観を 体系的に 理解して いる わけで 
はない。 彼らの 信仰は まだ 固まっ ていない。 
そのために 混乱す る こと も あるし、 ふらつ 
くこと も ある。 もし、 そのままの 状態で 放 
置 すれば、 やがては 信仰を 捨てる ことに も 
なり かねない。 そこで 教団は、 信者の 信仰 
を 強化す る 手立てを とる ことになる。 勧誘 
や 布教が 勧められ るの も、 そのため だ。 

勧誘 や 布教を する ためには、 信者が 自分 


で 教えを 説かなければ ならない。 教えを た 
だ 受け入れる ことと、 それを 言葉に する こ 
ととは 違う。 自分で 教えを 説明で きる ため 
には、 その 全体が 理解され ていなければ な 
ら ない。 信仰を 始めた 当初の 段階では、 理 
解は 部分的な ものに とどまっ ている。 相手 
に 突っ込まれれば ポロが 出る。 答えに 窮し 
て 立ち往生して しまう かもしれ ない。 その 
時には、 必死になって 辻褛を 合わせようと 
する。 こういった 経験を 繰り返す ことによ 
って、 次第に 教え 全体が 自分の ものに なっ 
ていく。 

エホバの 証人では 布教を 義務づけ、 時間 
が あれば 個別 訪問して パンフレットを 配り、 
聖書の 学習に 誘うよう にさせて いる。 以前、 
統一 協会では、 信者に 黒板を 持って 街頭に 
立たせ、 道行く 人たち に 『原理 講 論』 の 講 
義を させて いた。 今では、 黒板は 姿を消し、 
かわりに ビデオの 上映 会が 活用され ている 
が、 これ も 布教と 信者の 信仰の 強化の ため 
に 役立って いる。 天理教で も、 単独 布教を 
やらせる。 今でも、 関西の 駅頭で、 天理教 
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独特の 黒い はっぴを 着て 街頭に 立ち、 通行 
人に 向かって 教えを 語り かけて いる 光景に 
出会う。 

単に 勧誘 ばかりで はない。 新しく 信者に 
なった 人間が さらに 信仰を 深めて いくため 
の 機会が 用意され ている。 教団では、 上級 
の 研修 会 や セミナー を 設け、 新しい 信者が 
参加す るょう に 仕向ける。 信者の 側 も、 い 
ち どは カタルシスの 体験を 味わって いるた 
めに、 そういった 機会が あれば 参加して み 
たいと 考えて いる。 逆に、 そういっ た 誘い 
を 断れば、 信仰に 熱意がない と 評価され る 
かもしれ ない。 古くからの 信者は その 点を 
突いて くる。 こうして 徐 々に 深みには まっ 
ていく ことになる。 

勧誘 や 洗脳は、 やり 始める と 熱が 入って 
くる。 それは 相手に 対して 優位な 立場に 立 
ち、 相手を 攻撃す る ことができる からだ。 
勧誘し 洗脳す る 側は、 自分たち が 絶対に 正 
しいと いう 姿勢の もとに 迫つ てく る。 実は、 
こういう 状態は 本人に とつて かなり 気持が 
いい。 『フル メタル •ジャケット』 の ハ 丨 


ト マン 軍曹の ことを 考えてみれば いい。 彼 
には、 自分の やつて いる ことに 対して 少し 
も 疑いがなかった ょうに 見える。 新兵たち 
が 自分の 指導の もとで 戦士に 変わって いく 
のを 目の当たりに する ことは、 仕事と して 
以上の 精神的な 充 実感を もたらす ので あろ 
う。 だから こそ、 熱心な 信者たち は、 嬉々 
として 布教 や 勧誘に いそしむ ので ある。 

雛 一一^ ラ// 

いったん 信者に なって しまつた 人間が、 

それを やめる には 相当の 霉 がいる。 教団 
や 仲間は、 なんとかして 引き とどめょうと 
する。 それは、 仲間が やめて いくこと が、 
自分自身の 信仰の 否定に 通じる からだ。 信 
仰が 本当に 価値 ある ものなら、 それを 捨て 
ていく 人間な ど ありえない。 しかし、 いち 
ど 醒めて しまつた 人間は、 けつき よくは そ 
の 世界を 出て いくはめ になる。 たいていは 
喧嘩 分かれの ような 状態に なり、 教団に 寄 
付した 財産を 失う ことに もなる かもしれ な 


いが、 信じても いない 人間が 宗教 教団の な 
かに 居 続ける ことは 不可能 だ。 

ただし、 投資したり 寄付した 財産は、 け 
っして 戻って こない。 裁判に 訴えても、 勝 
ち 目は ほとんどないだろう。 信じて いた 寺 
の 自分が した ことを そのまま 受け入れ るし 
かない。 無一文に なって、 また 一から 出直 
しとい うこと になる。 

自分から やめょう という 気になれば、 け 
っきょく は その 世界と 手を切る ことは でき 
る。 問題は、 本人に やめる 気がなくて、 家族 
が やめさせ たいと 考えて いる 場合 だ。 その 
際には、 「デイ プログラミング (Dsrogra 
mming)」 といった ことが 行われる。 日本 
では ほとんど 聞かない が、 アメリカでは 力 
ルトに 走った 若者を 家族の もとに 連れ戻す 
ために デイ プログラミングが 行われて いる。 

デイ プログラミングは、 イニ シエー ショ 

ンや 洗脳の 過程を 逆転させる もの だと 言え 
ば、 分かりやすい かもしれ ない。 つまりは、 
「逆 洗脳」 なので ある。 しかし、 その 場合 
に 難しい のは、 本人が デイ プログラミング 
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される ことを 望んで いない ことに ある。 そ 
のた め、 若者の 親は デイ プログラミングの 
専門家と 一緒に 自分の 子供を 誘拐し なけれ 
ばなら ない。 子供の ほうは 洗脳の 結果、 親 
が 悪魔で あると 信じ込ん でいて、 押し込め 
られた 車の 中で 「誘拐 だ！」 と 叫んで、 周 
囲の 人間に 助けを 求めたり もす る。 そのた 
めに 警察 沙汰に なって、 誘拐犯と して 取り 
調べを 受ける ことに もな りかね ない。 これ 
は、 信教の自由 とも 絡んで、 複雑な 問題に 

なつて いる。 

そういった 厄介な 問題を 処理した うえで、 
若者を カルトから 連れ だし、 モー テルな ど 
の 部屋の 中に 隔離す る。 それは 逃げ出さな 
いように する ためで も あるが、 テイ フロ グ 
ラミング にも やはり 隔離した 環境が 必要に 
なる からだ。 デイ プログラミングを 行う 側 
は、 若者に 隔離の 状態が これから 何 週間 も 
続く ことを 暗示して おく。 最初、 若者は 激 
しく 抵抗す る。 聖書の 言葉を 吐き 続けたり、 
相手 や 自分の 親を 悪魔と 呼んだり する。 

それに 対して、 デイ プログラミング をす 


る 側は、 信仰の 矛盾を 突いて いく。 キリス 
卜教 系の カルトなら、 カルトの 聖書の 理解 
が 歪んだ ものである ことを 指摘し、 カルト 
の 教え (例えば、 親を 惡 魔と 考えょ といっ 
S が 本来の キリスト教の 教えに 背く もの 
である ことを 説いて いく。 もちろん'  その 
ためには 聖書の 知識 も 必要 だし、 カルトの 
教えに も ある 程度 通じてい なければ ならな 
い。 若者が 矛盾に 気づけば、 それが 転機に 
なる。 しかし、 そこまでに いたる 過程は 容 
易では ない。 数日間、 格_ し 続けなければ 
ならない。 これが ぅまくいけば、 若者は 自 
分の 過ちに 気づき、 懺悔して 親の 胸の なか 
に 飛び込んで いく。 自分が カル トに ょって 
洗脳され たこと を 自覚す る わけ だ。 

しかし、 それで 終わる わけでは ない。 デ 
ィプ ログ ラムされ た 若者は、 精神的に 不安 
定な 状態に ある。 そのため、 数 週間は 周囲 
に 人が いて、 気をつけて いなければ ならな 
い。 過度の 刺激を 受けたり すると、 再び 元 
の 状態に 戻つ てし まう。 そうなる と、 カル 
卜に 逃げ 埽り 、デイ プログラミングを やつ 


た 人間を 誘拐で 訴えたり もす る。 すべての 70 
努力が 水の 泡に なつて しまう の だ。 ただし、 
ディ プログラミングが うまくいけば、 もう 
いちど 同じ 目に 遭う 危険は 少なくなる。 い 
わ ば 「免疫」 がで きる の だ。 

自己 投資の 時代 

宗教と 言えば、 神仏 や 教祖と いった 超越 
的な 存在に 対する 信仰が 中心に あると 考え 
られ がち だが、 これまで 見て きた ィニ シエ 
—シ ョンの なかでは、 そういった 特殊な 存 
在の 役割は それほど 大きな ものでは なかっ 
た。 そこには、 普通の 人間を 信者に 変えて 
いくため の テクニックが あるに すぎない。 
しかも、 その テクニックは ほぼ 共通して い 
る。 さらに、 ベトナム戦争の 兵士の 養成 や 
自己 啓発 セミナ ー の 場合に 見られる ょうに、 
宗教 以外の 分野で も 同じ テクニックが 使わ 
れ ている。 個人の 人格を 変容させる ことが、 
さまざまな 領域で 行われて いる ことになる。 
極端に 言えば、 対象は どんな もので も 構わ 


ない の だ。 

しかし、 こ、 っいつ た テクニックを すべて 
否定して しまう こと もで きない。 アメリカ 
でべ ト ナム 戦争と 平行す るかたち で 盛んに 
なった カウンタ！ カル チヤー の 運動の な 
かでは、 人間の 感性を 解放す るた めに、 こ 
の 種の テクニックが 開発され、 利用され た。 
それは、 戦場で 傷ついた ベトナム 帰還兵の 
人間性の 回復に も 使われた ので ある。 ラィ 
フ ダィナミックス などの 自己 啓発 セミナ— 
も、 元を たどれば そういった 運動 (「人間 
可能性 開発 運動」) に 行き着く。 

現在の 問題は、 さまざまな ところで 生み 
出されて きた 人格を 変容させる テクニック 
が、 互いに 影響し あいながら、 社会の なか 
に 広まっ てきた ことに ある。 最近では、 商 
品の 販売の 分野で も、 こういった テク ニッ 
クが 応用され ている。 「天下一 家の 会」 と 
いった ネ ズミ講 (無限 連鎖 講) は その 先駆 
けで ある。 しかし、 ネズ ミ講が 法律で 禁止 
された 後 も、 自分で 物を 買う と 同時に 販売 
口 貝に なつて、 今度は 同じよ、 つに 物を 買って 


販売 員になる 人間を 増やして いくこと で 昇 
進したり、 報奨金を もらっ たりす る シス テ 
ムの マルチ 商法が 盛んだ。 その 販売 員に な 
ると いう ことは、 商品の 特別な 価値 (「幸 
福に つながる 洗剤 ?! J) を 信じて いる こと 
になる が、 販売 員を 獲得して いく 時には、 
これまで 述べて きた 洗脳の テクニックが 
使われて いる。 神 や 仏が 商品に 変わった 
だけな の だ。 

しかし、 洗脳の テクニックが 広く 社会に 
浸透して きたのは、 一般の 人間たち の 側に、 
自分を 変えたい という 欲求が あるから だろ 
う。 物質的な 面での 欲求が ある 程度 満たさ 
れ るよう になっ たこと で、 今度は 精神 生活 
の 充実が 求められる ようになって きた。 あ 
るいは、 個人の 肉体を 美しい ものに 変えて 
いくこと に 関心が 向けられる ようにな って 
きた。 個人の 肉体 や 心は、 金を かけるべき 
対象に 変貌した ので ある。 フィットネス や 
エステティック、 あるいは 朝 シヤンが ブー 
ム となつ たの も、 自分の 肉体に 投資す る こ 
とに 価値が あると いう メッセ— ジが疤 えず 


流されて いるから だ。 これ 自体 も、 洗脳の 
一種 だと 考えられる (こぅいつた マ スメ デ 
ィア にょる 洗脳の 問題に ついては、 ウィル ソ 
ン .ブライアン •キイの 『メディア •セツ ク 
ス』 〈リブ ロボ— 卜〉 が 参考になる。 心理学の 
分野では、 これまで 広告に ょる 勧誘 や 洗脳な 
どが、 条件 付けの 問題 (パブロフの 犬を 思い 
出して ほしい) として 論じられ てきた。 J. 
C. ブラウン 『説得と 勧誘の 技術』 〈誠 信書 房〉 
を 参照)。 

宗教 や 精神 世界の ブーム も 同じ だ。 自己 
啓発 セミナー に 多くの 人間が 集まる の も、 
心が 投資の 対象と なって きたから だ。 自分 
が 変われば、 世界が 変わって 見えて くる。 
こぅして 肉体と 心の 商品 化が 進んで いく。 
消费 主義 社会が 続く 限り、 この 傾向は 変わ 
ら ない。 私たちは、 今、 消費 主義からの ディ 
プログラミングを 必要と している の だ。 
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キヤ iK ハンの 白い 少女 


精神科 医 


浅 野 誠 


狂気に 追いつめ られ た、 不幸な 少女が いた。 
宗教団体は 彼女を 見捨てた …： .〇 
宗教は、 もはや 狂気の 受け皿と しての 役割 さえ 
放棄して しまつて いる！ 


夏の 終わり。 それでも まだ、 海水浴 客で 
町には 活気が 残って いた。 


「今まで 服従して きました が、 これからは 
私の 命令に 従いなさい。 あなたが 何を 考え 


である。 

その美し い 娘は、 祖母と おぼしき 老女に 
連れられて、 夜の 病院の 外来に 現れた。 
年は 十八。 やつれて、 眼が うつろで、 焦 


いです」 

私は エホバの 使いに 椅子に 座って くれる 
よう、 丁重に お願いした。 


その 口調は 激しかった が、 どこか 苦しげ 
で、 限りない 危う さを 感じさせた。 私は 言つ 


そんな 海沿いの 田舎の 病院に いた 頃の 話  ている か 全部 分かります。 私は エホバの 使  た 


「とつても 苦し いんだね」 

「苦し いんだ、 苦し いんだ、 苦し いんだ」 
彼女は 硬い表情で 繰り返した。 浜で 打ち 


彼女は 座った が、 再び 立ち上がり、 傲然  上げられた 花火の 音が 大きく 響いた。 ふい 


ほつ そりと し、 髪は 長く 色白だった。 少し 


点が 定まらな いふぅで あったが、 鼻は 高く  と、 しかし、 声を 押し 殺して 言っ た。 

ほっ そりと し、 髪は 長く 色白だった。 少し  「あたしは なんでも 分かっ てるんだ よ。 あ 
薄汚れ ている が 白い 上品な 柄の 衣服は 大柄  ん たは 鬼 だよ。 あたしを 食べない でよ。 あ 
なから だに よく 似合い、 優雅で すら あつた。 たしの 魂を 食べない でよ。 あんた 食べ てん 


彼女は 診察室に 入るな り 言った。 


だろ」 


に 彼女は、 恐 しげに 耳を 押さえて ぅずくま 
った。 その 夜、 私は 彼女を 入院 させた。 

彼女は 二 力 月 ほどで 正気に 戻って 退院し 
た。 しかし その後 も 二度の 入院を 繰り返し 
た。 彼女の 三度 目の 入院の 前に、 私は 別の 


illustration  = 藤 川秀之 
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病院に 移り、 その 町を 去つ ていた。 

そして、 三度 目の 入院から 一年 ほど 経た、 
やはり 夏の 日に、 病院の 裏を 流れる 川に か 
かった 橋の 欄干に 紐を かけ、 彼女は 縊死し 
た 0 


言いつけを よく 守る 少女 


彼女は 千 葉の 南端の 町で 生まれた。 父 も 
母 も その 町の 出身でぁった が、 彼女が 十 歳 
の 時に 離婚した。 

父は 代々 続いて きた 大きな 旅館の 経営者 
だった が、 事業を 拡張した ことが たたって、 
倒産して しまった。 家族に 負債が 及ぶ こと 
を 避ける ため、 父母は 離婚し、 母と 兄と 彼 
女は 生まれた 町を 去り、 都会に 出た。 

父は やせて いて 無口で おとなしく、 気の 
いい 男だった が、 覇気はなかった。 ただ 彼 
女を いたく 可愛がりは していた。 

母は 少し 太り 気味で、 落ちつきが なく、 
甘つ たれで、 いつでも 肝心な ことには 気が 
つかず、 なにに つけす ぐ 大袈裟に 涙を 流す 


女だった。 しかし ダンスに かけて は プロ 級 
で、 父と 知り合っ たの も ダンス ホー ル だっ 

たといぅ。 離婚 後、 母が 都会に 出て 来たの 
も、 ダンス 教師の 職を 得る ためであった。 

三つ 年上の 兄は 勉強が 嫌いで 高校 進学の 
気 もな く、 中学 卒業後は アルバィト 先を 何 
度 か 変わった のち、 パチンコ 屋の 店員に な 
った。 かつて、 旅館の 使用人た ちから 坊 
ちゃんと 呼ばれて 大事に されて いた 頃とは、 
大きな 境遇の 変化だった。 しかし、 兄は そ 
ぅいった ことに 目立った 落胆 も 見せず 反応 
は どこか 鈍かった。 母は 倒産までは 兄を 溺 
愛して いたが、 兄が まるで 意志薄弱な 男で 
ある ことを 見て取る と、 妹に 期待を 移した 
のだった。 

妹は 小学校 六 年生の 頃には 低学年の 生徒 
に 勉強を 教え、 なにがし かの 収入を 得て い 
た (それは 彼女と 兄の 小遣いに なった)。 
成績は 中学で も トップクラス。 真面目で 言 
いつけを 良く 守る 可愛い 女生徒と して 教師 
に 目を かけられは したが、 教師の なかには 
彼女の 態度に 余裕と 幅の ない ことを 危ぶむ 


者 もいた。 

人は、 規律と か 道徳な どと いう ものには、 
そこそこに 従いつつ も、 それから はみ出る 
術を、 子ども 時代に 学んで いく もの だ。 規 
律 や 道徳と いう 一種の 共同 幻想を 型紙の よ 
うに 忠実に 守る 子どもが いたと したら、 そ 
の 子どもは 逆に、 他の 共同 幻想に も 侵食 さ 
れ やすいと いう ことで も ある。 

彼女は、 依存 的な 母 や、 ダメな 兄を 心理 
的に も 経済的に も 支えながら、 なお、 自分 
を みじめな 境遇から 抜け出させるべく 勉強 
に はげんだ。 そんな、 おとなしい 彼女に も 
実は 好きな 男の子が いたな どと 誰が 考えよ 

、っ 0 

その 男の子は 故郷の 町の 小学校の 同級生 
だった。 故郷を 離れて 中学に 進んだ 頃から、 
彼女は しばしば その 男の子の ことを 思い出 
した。 彼 も 成績が よく、 こまめに 働く、 や 
さしい 少年だった。 彼は クラス じゅうの 女 
の 子から 人気が あり、 彼女 も 同じように 彼 
が 好きだった。 

彼女は 中学 三年の 頃 も 相変わらず 成績は 
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よかった が、 I 年のと きよりも 二 年、 二 年 
のとき よりも 三年と 微妙に 成績が 下がり だ 
していた。 

日本の 子どもたちの 勉学の スピー ドは 早 
い。 そのぅえ 塾 通いが 常識と 化した 今では 
さらに 多くの 内容を 短時間で 学習せ ねばな 
ら ない。 勉学 も 加速して いるの だ。 その 加 
速度は 学年が 進む ほどに 増して いく。 彼女 
は 次第に その 加速度に ついていけな いと、 
感じつつ あった。 少しずつ、 少しずつ、 彼 

女は、 トップ 集団から 後退し 始めた。 少し 
ずつ、 苦しくな り 始めて いた。 苦しく なれ 
ばなる ほど、 あの 故郷の 小学校の 男の 同級 
生の ことが 思い出されて ならなかった。 

彼女は、 東〗 示の 神 田に 近い、 名門と いわ 
れる 私立 女子高 校に 進んだ。 貧しい 彼女が 
月謝の 高い 私立に 入学した のは、 母の 名門 
への 強い こだわりの ためだった。 学費に 限 
つて、 父方の 祖母に 出しても らう ことに 
なつた。 

その 頃、 母は 知人の 勧めで、 布教 活動に 
熱心な キリスト教 系の ある 新興宗教に 入信 


していた。 しかし、 いくら そのような 教団 
に 入ろうと、 見栄を 張る 性格まで はなおら 
なかった。 


父の 死 

彼女が 高校に 入学した 直後、 父親が 死ん 
だ。 

酒を 飲んで 車を 運転し、 海岸通りに かか 
った 橋の 欄干に ぶつかった ので ある。 平生 
は あまり 酒な ど 飲まない 男で ある。 ほ とん 
ど 自殺であった に違いない。 しかし 彼女は 
父の 死を 知 っても あまり 悲しみを 顔に 出さ 
なかった。 母は 大袈裟に 泣き わめきながら、 
娘を 冷たい 女 だと 非難した。 

彼女は むろん 悲しんで いたの だ。 しかし、 
悲しみょり 不安の ほぅが 大きかった。 不安 
は 名状し 難く 彼女の 心に 広がり 始めた。 父 
は 多額の 負債を 負つ たとは いえ、 ぎりぎり 
のと ころでは なお、 彼女に 救いを さしのべ 
るであろう 存在だった からだ。 父の 死は、 
彼女から 泣く 余裕す らも 奪う ほどの 衝撃 


だった ので ある。 

高校の 一年 目は 父の 死 以外には 何事 もな 
く 過ぎて いった。 相変わらず 成績は よかっ 
たが、 もはや トップクラスとは 言えな かっ 
た。 中学 時代には わずかに いた 友人 も、 高 
校では ほとんどで きなかった。 たまに 同級 
生と 通学 途上に いっしょ になる が、 I 方 的 
にし ゃべ り まくる 仲間の 聞き役に まわっ た。 
彼女は、 同級生た ちが 次から 次へ と 実に さ 
まざ まな 話題を 持ち出す のを 驚きを 持って 
聞いて いた。 私は 話に ついていけない。 何 
をし ゃべ ってい いの か 分からない。 もちろ 
ん 同級生た ちの 話の 内容は どれ も 他愛ない 
もの だ。 それ も、 ほとんど 自分に 関する こ 
とば かリ で、 人の 話な ど 聞いて いなかった。 
だから、 彼女 も 自分の ことを しゃ ベれば よ 
かった の だ。 たった それだけの アドバィス 
とはいえ、 いったい 誰が 彼女に そのよぅ に 
言って くれよぅ か。 彼女の 悩みを 知り、 彼 
女 か 語り 出す のを じっと 待って くれる 人間 
は どこに もい なかっ た。 

それに、 同級生た ちは 皆、 中流 あるいは 
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上流の 経済力を 持った 家庭の 娘 ばかりで あ 
る。 衣類は もちろん、 カバン、 時計、 筆箱 
に 至る まで、 彼女の 持ち物より はるかに 上 
質だった。 実際は たいした 差はなかった ろ 
うが、 彼女の 貧し さは、 ちよつ とした 差を 
過剰に 意識 させて いた。 学校へ 行く ことが 
少しずつ 苦痛に なり 出して いた。 


母の 再婚 


母は、 昼間は 会社の 事務の 手伝いを し、 
夜は 週に 三日 ほど ダンスを 教えて いた。 本 
来 ハ デ 好きな 性格の 母は、 ときどき ダンス 
での 知り合いと 酒を 飲んで 帰る ょぅになっ 
ていた。 そのぅえ、 休みの 日は 教会の 手伝 
いに 出かけて 行く。 だから ほとんど 家に い 
ないし、 たまに 家に いても 少し 酒が 入って 
ぃた。 

このような 母は、 彼女の ような 年齢の 娘 
にと つては 許容し 難い ものである。 もと も 
と 彼女 自身は 誇り 高き 性格で ある。 彼女の 
前に 徐 々に 増え 続けて いく さまざまな 苦難 


も、 真面目な 努力を 続けて いけば 解決す る 
と 信じても いた。 しかし、 酔っ 払いで わが 
ままで、 そのく せ 日曜日には 神様に お祈り 
している 母 や、 ときどき シン ナーを ひそか 
に 吸つ ている 無力な 兄を 見る につけ、 もう、 
ほと ほと 家が いやにな り 始めて いた。 そ も 
そ も、 こんな ことを 平和で 豊かな 家庭の 娘 
ばかりで ある 同級生たち にとうて い 話せる 
わけがなかった。 

高校 二年生に なった 彼女は、 休み 時間を 
ほとんど 図書室で 過ごして いた。 彼女は マ 
ンガ という ものを あまり 読まな かつた。 そ 
の 代わり、 同級生た ちが 触っ たこと もない 
ょうな 図書室の 世界 文学 全集を 読み あさっ 
ていた。 

母親に 男が いる ことに 彼女は 気づいた。 
母親は まだ 四十を 少し 越えた ばかり。 大人 
ならそう いう こと も あるとは 思えても、 彼 
女が 受けた 衝撃は 父の 死に も 匹敵す る もの 
だった。 

母の 男は 彼女たち が 住む ア パー ト にやつ 
て 来た。 母と 結婚す るの だとい う。 男は ハ 


デな 格子縞の ジャケットを 着た、 やせて 小 
柄な キ ザな 男で、 母よりも 五、 六 歳 年下 だっ 
た。 母が ダンスを 教えて いたの だとい う。 
彼女は 男を 見た とたん 吐き気が する ほどの 
嫌 悪感を おぼえた。 男は、 しかし、 美しい 
彼女を じろじろ見 まわして いた。 

母と 男は 結婚し、 同居を 始めた。 男は 何 
をして いるの かよく 分からない。 廃品 回収 
のよう な 仕事を している ようだった が、 詐 
欺師 のよう なと ころも あった。 

そんな ことより 何より、 彼女たち の 狭い 
ア パー トで 暮らす ようになっ たことは、 敏 
感な 年頃の 彼女に 緊張と 苦痛を もたらした。 
部屋は 三つ あった が、 彼女の 部屋と 母親 夫 
婦の 部屋は 隣り合っ ていた。 ちょっ とした 
物音で も 聞こえて しまう し、 古い アパ ー ト 
なので、 戸の 締まり も 甘かった。 

男は 卑猥な 言葉を 平気で 口にした し、 居 
間を 裸で うろつく こと も ある。 夜の 睦言 も 
聞こえて くる ことがあ った。 夜は なかなか 
眠れない。 都会へ 出て 来てから 寝つきは よ 
くなかった のが、 その 頃から かなり ひどく 
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高い 月謝を 払って 学校に 行って いるの だ 
し、 勉強を して、 大学に 行きたかった の だ。 
大学に 行けば、 女 だって、 人に それほど 頭 
を 下げる 必要 もなくなる。 自立して、 立派 
に 生きて いける。 そぅしたら 今の 貧し さや 
苦労 も、 いい 思い出になる だろぅ。 あの 大 
好きだった 男の子 も きっと 大学に 行く にち 
がいない 。同じ 大学とは 言わな いまでも、 
学生の 気楽 さから、 ちよつ とした 口実を 
作って 会いに 行く こと だってで きる だろ、 つ。 
彼女は なぜか、 七 年 も 前の その 同級生への 


思いを 強く していつ た 


0 


貪欲な 神 


高 二の 一学 期の 終わり。 もう 夏で ある。 
その 夜、 ア パ— 卜 には 母 も 兄 もい なかった。 
彼女と 母の 男 だけだった。 男は テレビを 見 
ている ようだった。 いかに 諸事に うとい 母 
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でも、 さすがに 男と 二人 だけのと きに 娘が ， 
入浴し ないょうに 注意は 与えて いた。 言わ 
れ るまで もな く、 彼女 も 気をつけて いたが、 
その 日は 暑かった。 

彼女は 汗ばむ からだを タオルで 拭く つも 
りで 風呂場で ほとんど 裸になった。 

突然、 風呂の 戸が 開いて 男が 入って 来た。 
彼女は あわてて からだの 前部を タオルで 隠 
した。 

「なんだいた のかい。 へへ へ …… 」 

男は あきれる ほど ゆっ くりと 戸を 閉め、 
出て 行っ た。 

彼女は 以後、 母が 帰る までは 家に 帰らな 
かった。 母の 帰りは 必ずしも 早くない。 そ 
んな ときは、 神 田 や お茶の水 あたりを 呆然 
と 徘徊した。 

ある 日、 駅前で うろうろ している 彼女を 
若い 男が 呼び止めた。 暖 みはない が 真面目 
そうな 男で ある。 

彼女は 義父に 裸を 見られて 以来、 気分は 
ほとんど 強姦に あつたのと 同じだった から、 
思考を まとめる 力な ど 失つ ていた。 そんな 


状態では、 かなり 露骨な 宗教への 勧誘に も 
抵抗す る ことは できない。 

彼女は 男の 勧める 集会に 出席した。 

そろそろ 夏休みだった し、 図書館が 毎日 
開いて いる わけで もない。 なるべく 義父と 
顔を 会わせない ようにす るのに も 限度は あ 
る。 男が 誘った のは キリスト教 系の 新興 宗 
教で 、集会所 だけでなく 宿泊所まで 有して 
いた。 彼女は いつのまにか 宿泊所に 寝 泊ま 
りする ほどに なり、 夏の 終わりに はもう、 
立派な 信者に なって いた。 

彼女は 入信して 以来、 しだいに 母の 言う 
ことを 聞か なくなっ た。 おまけに 平気で 外 
泊す るよう になった。 母には はじめ、 外泊 
の 理由が よく 分からなかった が、 ある 宗教 
に 入信して いる ことが 分かり、 母と 娘は か 
つてない 言い争いに なった。 母の 信仰して 
いる 宗教と 彼女のと は、 どこかよ く 似て お 
り、 似て いる 分 だけ 互いの 宗派は 反発し 
合って いた。 

半年 後には、 彼女は なかば 家出 同然と な 
つた。 はじめは， 学校には 通って いたが、 母 


が 学費を 盾に 家に 戻る ょうに 言った ため、 
学校 もやめ てし まった。 彼女は 家を 捨て、 
勉強を 捨て、 ただ 神への 信仰と いう 幻想 だ 
けにし がみつ いた。 

しかし、 しょ せん、 それは 幻想な の だ。 
神が いったい 彼女に 何を して くれる という 
のか。 

彼女の 信仰した 神は 貪欲だった。 教団は 
わけの 分からぬ 壺や 鋳物を 売らせ、 駅頭に 
立って 募金を 集めさせ、 宿舎の 掃除、 食事 
の 手伝いな ど、 厳しい ノルマを 課した。 そ 
の 代償は 死んだら 天国へ 行ける という 説明 
だけだった。 


終わりな き キヤ ラバン 


彼女は 懸命に 信仰した。 彼女が さほど 疲 
れ ていな かつた としたら、 そのまま 教団の 
なかで 生きて いけた かもしれ ない。 

どのよぅな 宗教団体 も、 組織で ある 限り、 
信者から ある 種の 搾取を 行わねば 存続し 得 
ない。 いっさいの 搾取を 行わない 宗教団体 
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を 私は 実際のと ころ 見た ことは ない。 どの 
ような 教義を 持とうと、 宗教団体は その 搾 
取を 拒む 者を 受け入れない。 罰当たり とし 
て 放逐して しまう ので ある。 

彼女は 入信した 当初は、 心理的に 多少 救 
われた が、 家 や 学校を 失い、 また、 他の 信 
者たち も、 親切では あっても、 包み込む よ 
うな やさし さには 欠けた 連中 ばかりで、 し 
だいに 寂し さと 孤独 感が心 に 広がって いっ 
た。 いや、 実は かなり 以前から、 名状し 難 
い 不安 感が 彼女を むしばんで いたので ある。 
この 不安 感 は、 神に いくら 祈ろうと もけ っ 
して 解消され ず、 むしろ 増して いく 気配す 

ら あつた。 

彼女は もう 長い こと、 睡眠 すらき ちんと 

とって いないの だ。 

精神的 疲労は、 ゆったり とした 時の 流れ 
に 身を ゆだね、 充分な 睡眠と、 そして、 無 
償の 愛が あって こそ、 本当に 回復す る もの 
なの だ。 

彼女は、 ほとんど 自動的に、 生活の すべ 
てを 教団に 捧げる ように 求められ、 教団は 


彼女を その 正式な 構成員に 組み込む と、 日 
本 各地で 行う さまざまな 活動に 参加 させた。 
その ほとんどは、 教団の いう 霊的な 壺を売 
る ことと か、 難民 救援 資金と 称しての 募金 
活動な どだった。 そういっ た壺を 買ったり、 
募金に 応じた 者は 魂が 救われる から、 これ 
はょ い 行いで ある、 と 彼女は 教えられ てい 
た。 もちろん、 売上金 や 募金は 教団に すべ 
て 吸い とられて しまう。 しかし 彼女は 本当 
に 難民の 手に 渡っ ている かどう かな どと 
いった 疑いは 持っ たこと がな かった。 しか 
も、 活動の 間は ワゴン 車の 中で 寝泊まりし、 
入浴は 銭湯でした。 だから 彼女は この 半年 
ほど、 ひとりになる という ことが ほとんど 
なかった。 


故郷の 町 


年が 明けた 春の ことで ある。 

教団は 募金 活動を 千葉県 南端の 町で 行つ 
た。 彼女が その 地方の 出身者だった ことを 
教団 側は 知らな かつた よう だ。 また、 なぜ 


か、 彼女 も そこ か 故郷で あるとは 言わな 
かった。 

周辺の 農村での 募金 活動が 終ゎり、 五、 
六 人の 信者たち は 寝泊まり する ワゴン 車に 
戻った。 皆、 互いによ けいな 口は ほとんど 
きかない。 集めた 金の 計算が 済んだ のは、 
もう 十二時に 近かった。 彼女は 浜に とめた 
ワゴン 車の 外に 出て みた。 

ふいに、 潮の 香りが 強く 匂った。 懐し さ 
とも 悲しみと も 言えない 思いが、 激しく 胸 
に 突き あげてき た。 ちよう ど 父の 死んだ 日 
も 近い。 父と 浜を いっしよ に 歩いた 幸せな 
幼年時代が 脳裏に 浮かんで きた。 

そこは 故郷の 浜な の だ。 暖かい 湿った 風 
が 吹いて いる。 波の音は やさしい。 沖に 船 
の 明かりが 浮かび、 ずっと 先の 岬の 燈 台が 
ときおり ピカ リと 光る。 昔と 変わらぬ 緑色 
の 光で ある。 思い出の なかの 父の 顔に あの 
少年の 顔が 重なった。 ふたりは まるで 違う 
人間では あつたが、 やさしい ことは 共通し 
ていた。 

彼女が その 昔、 鉛筆の 芯を 全部い じめっ 
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子に 折られた とき、 少年は そっと 削っ てく 
れた 。器用な 少年で、 ナィフで 巧みに 芯を 
出して くれた。 そんなち よっ とした 思い出 
が、 めったに 泣かない 彼女の 頰を 濡らした。 

その 夜から、 彼女は 教団の 活動が たまら 
なく 苦痛な ものに 感じられる ようにな った。 

本当は これまで も、 毎日 辛い 思いを 耐え 
てきた の だ。 自分の 家系は 呪われて おり、 
父親の 霊 も 浮かばれない。 彼女が 教団に 奉 
仕す る ことによ って、 一族 も 救われる と教 
えられて いた。 よく 考えれば 他愛 もない 脅 
しだが、 それは 彼女の 心に もともと 潜む 不 
安に 呼応して 、がっちりと 内外から 彼女を 
縛り あげてし まって いた。 しかし 今、 彼女 
の 心の 深みに 潜んで いた、 もっと 激しい 流 
れ がその 鎖を 断ち切ろうと 騒ぎ 始めた の だ。 

いったい、 いつまで、 この 車での キャラ 
バンは 続く のだろう か。 もう、 自分の 未来 
はこの 教団に 完全に 飲み込まれて しまって、 
永久に 自由は ない のだろう か。 いつか 本当 
に 自分を 包んで くれる 愛に 出会える のた ろ 
うか。 そんな 思いが、 車に 揺られながら、 


ふつふつと 起こる ょぅになっ てきた。 

彼女は すっ かりやせ てし まった。 食事は 
のどを 通ら なくなっ てきた。 夜は ほとんど 
眠れない。 も、 っ、 この 組織から 抜け出した 
い。 どこでも いいから 行きたい。 しかし、 
出れば 神罰が 下る、 と 彼女の もう ひとつの 
心が 脅しを かける。 それに、 いつたい、 ど 
こに 行つ たらい いの か。 


七月の 終わりだった。 

彼女は ある 日、 身を 硬く して、 何も 言わ 
ず 横にな つた まま 動か なくなつ た。 


発病 


他の 信者 も、 さすがに 彼女の 異常に 気が 
ついた。® 示の 宿泊所に 彼女は 何日 か 寝か 
されて いたが、 水 も ほとんど 飲まずに 横に 
なった ままだった。 彼女は 内科医の 診察を 
受けさせられ たが、 内科医は 精神科に 連れ 
て 行くべき であると 言つ た。 

こういうと き、 多くの 宗教家たち は その 
後の 面倒を あまり 見ない ようた。 ようする 


に、 彼らの 祈り や 説得に 耳を貸す ことが な 
いから、 惡魔 につかれて しまった と 思 うら 
しいの だ。 祈りの 通じない ものは 悪魔つ き 
であると いう 考えは、 大昔 以来ず っと 生き 
続けて きている。 

彼女は 仲間の 手に ょって 母の もとに 連れ 
戻された。 働ける ときには こき使う が、 働 
けなく なれば ほうり 出す の だ。 企業の 論理 
と 何 ひとつ 変わらない。 

もちろん、 彼女は 母の 言う ことに も 反応 
せず、 部屋の 隅に うずくまり、 じっと 一点 
を 見つめて いる。 そこへ、 義父が 帰宅した。 

彼女が 相変わらず 食事 も摂ら ず、 母親の 
どんな 働き かけ も 拒絶して いるのを 見て取 
ると、 義父は うつむき かげんの 彼女の 顎に 
手を かけ、 顔を 起こそう とした。 

突然、 彼女は 義父を 押しの け、 ア 。ハー ト 
から 外へ 飛び出して 行った。 

その後、 どこを どうやっ てきた のか 分か 
ら ない。 彼女は 次の 日、 故郷の 町の 駅の ベ 
ン チに 横にな っていた。 警察に 保護され た 
が、 なにぶん 狭い 田舎 町の ことで ある。 た 
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また ま 彼女の 顔を 見知った 者が いた。 彼女 
が 小銭入れの 中に 持って いた 小さな 印鑑 も 
身元の 確認に 役立った。 

まだ 健在で ひとりで 生活して いた 父方の 
祖母が 彼女を 引き とった。 祖母は 彼女の 父 
が 自殺した のち、 ひとりで 町の 外れの 市営 
住宅に 暮らして いた。 

一力 月ぶ りに 彼女は 入浴 させて もらった。 
一力 月間 まった く 取り代ぇ なかった 衣服 も 
代ぇて もらった。 祖母は 自分 か 女学生の 頃 
に 着た 白い 服を 着せた。 彼女は 少し 元気に 
なり、 食事 も摂 るょぅ になっ た。 しかし、 
やはり おおむね 部屋の 隅に、 だまって ぅず 
くまっ ていた。 祖母のと ころへ 来て 十日 ほ 
どした 夜、 ふいに 彼女は 家を 出て 行った。 
そして、 あの、 やさしい 少年の 家に 現れた 
ので ある。 

少年は 家に いなかった が、 少年の 母が、 
じつと 玄関に 立ちつ くす 娘を 訝った。 迎え 
に 来た 祖母は、 そのまま 彼女を 私の いる 病 
院に 連れて来 たの だ。 


幻聴 


町は この 時期、 海水浴 客で あふれ、 華や 
ぐ。 浜では、 その 日 花火が 打ち上げられ、 
通りには 違う 土地の ナンパー プ レー ト をつ 
けた 車が 並ぶ。 

しかし、 彼女の 耳には 神の 言葉が 聞こえ 
始めて いた。 その 内容は 彼女を 脅かす もの 
であった。 

たとえば 彼女が 食事を 摂 ろうとす ると 食 
ベるな と 言つ てく る。 食べる と 地獄に 堕ち 
るぞ と言うの だ。 しやべ ろうとす ると、 
しやべ るな とも 言う。 その 神の 声は 彼女の 
行動を ことごとく 監視し、 彼女の しようと 
する ことを 妨害して くる。 彼女の 行動を 封 
じようと する のた。 

彼女の 頭の 上で ドー ンと 花火が 鳴った。 
義父に 似た 男が 駆けて きて、 彼女に ぶつか 
つた。 彼女は よろ け、 男は 何 か 叫んだ が 去 

つてい つた。 

彼女は ふいに lit 信した。 それまで 聞こえ 


ていた 神の 声は 悪魔の 声な の だ。 なぜなら、 
今し がた ぶつかって いった 男は、 彼女に 向 
かって 「エホバ 様」 と 叫んだ ではない か。 

ここで、 なぜ 彼女の 心の なかで そのょぅ 
な 変化が 起こった か、 これ 以上は 私に も 分 
からない が、 その後、 彼女は 自分の ことを 
エホバの 使いで あると 思う に 至った よう だ 
つた。 


彼女を 拒否す る 教団 


彼女は 入院 後、 二 力 月 ほどで ほぼ 正常な 
状態に 戻った。 ただ、 元気は なく、 まとまっ 
たこと を 長時間 続ける ことは できな かった。 
まだ 長い 療養を 要した の だ。 しかし 何もし 
ないで Jr< 期 問、 祖母の 家に いる ことは でき 
なかった。 祖母 も 彼女の 世話を いつまでも 
したくは ない 様子だった し、 彼女 自身、 人 
の 世話にな るのを 嫌ぅた ちな の だ。 東京へ 
行く といぅので、 東 一足の 病院への 紹介状を 
書いて あげた。 だが、 彼女は 東京へ 戻って 
からは 病院に 行かなかった。 ほんのし ばら 
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く 母の もとにいた が、 間もなく またもとの  るかが 問題に なつた。 祖母は ますます 老い 
教団に 戻つ たの だ。 教団の 仲間が、 病院な  ている。 かとい つて、 母のと ころに も 戻り 
どに 行く 必要は ない と 彼女を 説いた という。 たくない。 では 教団が 受け入れて くれる だ 


たしかに 彼女は、 表向きの 行動は 発病 以 
前の 状態に 戻って いった。 しかし 実際は ま 
だ 病気は ょくは なって いない。 たとえば、 
病気に なった ときの ことにつ いて 思い出せ 
て も 充分な 理解に 乏しかった。 そういう こ 
とが 分かる までには、 少なくとももう 半年 
ほどか かるの が 普通で ある。 しかし、 けっ 
きょく、 彼女は 再び 教団の なかで 生きる こ 
とを 選んだ の だ。 

それから 一年 経った 頃、 彼女の 病気は 遠 
く 北海道での 布教 活動 中に 再発した。 

そのと きは 著しい 興奮 状態と なり、 制止 
した 仲間の 指に 咬みつ いて、 かなりの 怪我 
を 負わせた らしい。 彼女は そのまま 北海道 
の 病院に 半年 入院し、 母に 引き とられ、 再 
び 私の いる 病院に 来た。 彼女は 母の もとに 
戻る のなら、 私の いる 病院に 入院した いと 
言い張った ようであった。 

そして 退院 するとき、 こんどは どこに 旲 


ろうか。 

ワゴン 車に 寝泊まりし、 四六時中 仕事を 
させる 教団の 苛酷な ノルマに、 彼女は もは 
やついて いける 状態ではなかった。 

彼女は なんとか ひとりで 生活で きる まで、 
祖母のと ころに いると いう ことには なつた。 
しかし 祖母は 体調を 崩す ことが 多くな り、 
そのたび に 入院を する ょうになっ ていた。 
彼女は ひとり、 居残る ことにな つたが、 そん 
なと き、 彼女は 薬を 飲む のを やめて しまつ 
た。 彼女が 薬を やめた のは、 自分が 病気で 
ある ことを 分かつ ていな かつた からとは 言 
ぇない。 血圧の 薬 だって、 長い 期間き ちん 
と 医者に 言われた とおり 飲んで いる 人は 少 
ない の だ。 

そして 薬を 飲ま なくなつ てからし ばらく 
して 祖母の 家を 勝手に 出て 行つ てし まつた。 

私は その 頃、 他の 病院に 勤務を 変えた が、 
その 直後に、 彼女は 再び 母親に 連れられて 


来院した。 

祖母の 家を 出た 彼女は 教団に 向かった と 
いぅ。 しかし、 もはや 彼女には 奉仕 活動が 
できない と 見た 教団は、 さっさと 彼女を 母 
親のと ころに 戻した ので ある。 

さほど 病状は 悪く はない にしても、 自立 
して 生活す るには、 あと 数年は かかる はず 
である。 こうして、 彼女は その 病院に 三回 
目の 入院を した。 


救わない 神 


彼女は、 具合の 惡 いとき は 「おまえは エ 
ホ パの 使いだ」 という 声が 聞こえて くると 
言つ ていた。 すると、 彼女は 昔の 誇りを 取 
り 戻した かの ょうに 胸を 張り、 私 や 看護 者 
に 命令して きた。 しかし 病気の 回復と とも 
に、 しだいに 元気が なくなつ ていく。 そし 
て、 自分には 帰る 場所がない、 と 嘆きは じ 
める。 

ひとりで 生きて いければ いいの だが、 い 
つ 自分を 失う かもしれ ない という 不安は 容 
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聞こえて きた。 自分の 一生は まつた くの 無 


易に 彼女から 去らない。 そもそも、 病気で 
なくても、 巷で 困った ときに 頼れる 肉親を 
持たずに 生きる のは 辛い。 そんな ことを 考 
える ぅちに、 もぅ 何もかも いやにな ってい 
<0 

ときおり、 「死ね」 という 幻聴が 聞こえ 
るよう になつ てきた。 今 死んだら 自分の 一 
生は 何 だとい うのだろう、 そう 思う こと も 
あつた。 しかし、 また 「死ね」 という 声が 


駄だ つたと 思ぅ のは 何より 辛い。 せめて、 
今 いちど、 あの 大好きだった 少年に 会いた 
い。 せめて、 今 いちど。 しかし、 また 「死 
ね」 といぅ 声が 聞こえて くる。 幻聴は かか 
る ほどに 執拗な ものな の だ。 

彼女は その 少年に、 面会に 来て くれる よ 
う 手紙を 書いて みた。 もちろん 手紙の 返事 
もな く、 少年 も 現れなかった。 


彼女が なぜ 死んだ のか、 私 もょ く 分から 
ない。 ただ 言える ことは、 自殺は 病気の 悪 
いとき ばかりでなく、 治り かけのと きに も 
しばしば 起こる という ことで ある。 つまり、 
辛い 現実を 受け入れ ざるを 得ない ときに 起 
こる ので ある。 

彼女は 父親と 同じ 墓に 葬られた。 母は 大 
袈裟に 泣いて いた。 兄は ボ—ッ と 立って い 
た。 寺の 者 以外に 他には 誰もい なかった。 

病院には さまざまな 宗教に 入信して いた 
患者が 来る。 しかし 私は 精神病 者を 長く 援 
助し 続ける 宗教団体には、 いちど も お 目に 
かかった ことがない。 だから、 最後に 患者 
たちは 今まで 入信した 宗教を 捨てて しまう 
ことが 多い。 本当に 困った 時に 救おうと し 
ない 宗教は、 やはり 本当の 宗教では ないだ 
ろう。 私は いつもそう 思っ ている。 


心 


スビリ チユ アル 


1.11 


イ A スタ A 卜 •ハイの 

i 体験 記！ 


思想なん かなぃ し、 神なん て ど夺 もぃぃ 0 
退厲 したくない だけ さ！ 

ただ トリップ だけを 求める 精神 世界 ジブ シーた ちとの 出会い！ 


5 薄句饜亏 

高 崎 真規子 


「あの一、 体験 ルポ ー発 お願いした いんで 
すが。 例の 『別冊 宝島』 で」 

編集者から 取材の 依頼。 電話を 受けた と 
きから、 なんかい やな 予感が していた。 そ 
の 件で 私は すでに、 神様に なつち やった マ 
ンガ 家と やらの 資料を 読まされたり、 その 


人を 囲む クリスマス 


テイに 出席 させ 


られ たりして いた。 こんどは どこへ 行けと 
言う のだろう。 


「エィズ 検畓受 けて 

ほしいん だけど 


「そういうの やつて、 体験 記 書いて くれ ま 
せん？」 

ゲッ 、予感は 当たって いた。 わりと 体験 


「池 袋の 駅前なん かで 『私は バカです  記なん か 好きなん です けど …… なんて 口を 
!•』 つて 叫んで る 宗教団体が あるんだ け  すべらせてから、 『別冊 宝島』 から 来る 仕 


ど、 知つ てます？」 

「いいぇ」 

「じゃあ、 スー フイ ダンスつ ていつ て、 原 
宿の ホコ 天なん かで グルグ ル 旋回して る 人 
たちは 見た ことない？」 

だから 何な のよ、 早く 用件 言って よ。 


事は、 テレクラ 体験と か、 こんなの ばかり 


だ 


と ® つて ブス ツと している と、 


「いや、 宗教に 入れつ ていう わけ じ ゃなく 


て 


とにかく そういう" 修行 ッ つて、 


見 滑稽で つらそぅ だけど、 実は ものすごく 
"HIGH 々になれ るんだ つて。 だから、 


その" ハィ" つて やつ 体験して もらおぅと 
思って。 まず、 手軽に 誰でも 修行 させて く 
れる ところが あるんで、 そこ 行つ て もらえ 
る？ ラジ ニー シっ ていう インド 人が 提唱 
した トレ— ニン グ 教室で、 ありったけの 大 
声 出しながら 全身を メ チヤ クチャに 動かす、 

という 瞑想、 というの かな、 それやつ てみ 


て」 

宗教 じ やない、 といぅなら まあいい か。 
「ただ、 入る のに エィズ 検査 陰性の 証明書 
がい るんだ よね …… いや、 なにも セックス 
•ヨガ 強要され たりつて いうん じ やなくて、 
念のため、 念のためで しようけ どね。 いい 
仕事 だと 思いません？ 気持ちよ く なって、 


それで 原稿料 ももら えて、 おまけに エイズ 
かどう かまで わかる。 いや あ、 いい 仕事 だ 
な あ」 

そんなに いいこと なら 自分で やれば いい 
じ ゃない か。 だいたい 私は、 べつに そんな 

修行し なくたつて 気持ちょ く なれる。 お 酒 
飲んだり、 知らない 土地を 歩いたり、 コン 
サート 観たり …… そう 思いながら も 断らな 
かつた のは、 その" HIGH 々つて やつに 
少し 興味が あつた からだと 思う。 

数日後、 エイズ 検査 陰性の 証明書を 大切 
に 手帳に 入れ、 私は ラジ ニーシ 瞑想 セン 
夕— に 向かつた。 その 瞑想は ダイナミック 
瞑想と いつて、 毎朝 八 時から 一時間 ほど や 
つてい るとの ことだつた。 

入口を 入る とすぐ、 芝居の 切符売り場の 
ょうな 受付が あり、 ョガの 先生 ふうの、 細 
くひげ のはえ た 男の人が 座つて いた。 

「あの . 初めて 来たんで すけ ど」 

「エイズ 証明書は 持つて ますね」 

「ハ、 ハイ」 


フロ— 卜 •カプセルで ト リップ 中の 筆者。 ほんとは 全裸で 入る 
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一回 七 百 七十 円の チケットを 買って 瞑想 
室に 入る。 ヒ ツビー だの ヨガ だのって のに 
先入観が あったから、 もっと 暗い ドロ ドロ 
したと こだと 思つ てたん だけど、 ジャズ ダ 
ンスの スタジオと いうか、 これから クラブ 
の 朝 練 か 始まっても 少しも おかしくない、 
健全な 雰囲気だった。 


ラジ ニー シ 瞑想 センタ— で 

〃無" の 境地を 垣間見 だ！ 

簡単に やり方を 教わっ てから、 軽く 目を 
閉じ、 音楽に 合わせて 瞑想を 始めた。 最初 
の 十分は、 とにかく 速く 大きく 呼吸を する。 
当然 それに つられて からだ も 動く し、 
「ス— ハー、 スー ハー」 と 激しい 息の 音が 
聞こえる。 これ だけ だって 外から 見たら そ 
、っとぅ 異様 だ。 が、 しばらく すると、 だん 
だん 頭の 中が 白くな ってき て、 さほど 気に 
なら なくなつ てく る。 

いつの 間に か 曲調が 変わり、 次がい よい 
よ、 物 さえ 壊さ なきや、 十分 間は 泣こう が 
わめこう が 踊り狂 おうが 好きに しろって い 


う タイナ ミック •メ ディ テー シ ョン。 いく 
ら そう 言 .i9 れ たって、 いきなり できる もん 
じ やない。 

うす 目を あけて まわりを 見る と、 床を 叩 
いて 叫んで る 人が いる。 そうか、 高校の 演 
劇 部の 合宿で 似た ょうな こと やった なと 思 
い、 勇気を 出して 「ア —— j と 叫びながら 
ヒコ ーキの マネを してみ た。 さっきの 呼吸 
で 少し 大胆に なって るみたい で、 けっこう 
解放 的な 気分に なって くる。〃 いい ぞ 、こ 
の 調子 だ" と、 外から 自分を 見た とたん、" 親 
か 見たら なんて 思う だろう" という 考えが 
頭を ょぎっ て、 現実に 引き戻されて しまっ 
た。 

また 曲調が 変わり、 次の 十分 間は 「ヒユ 
I」 と 言いながら 跳び上がって、 着地のと 
きに 子宫の あたりに エネ ルギ I を 集中す る 
という 動き。 これは、 まるで 強化 トレー ニ 
ング だ。 きつい、 もう ダメ かと 思っ たころ、 
声が かかり、 その 瞬間に ピ タリと 動きを 止 
める。〃 だるま さんが ころんだ〃 の 静止 状 
態を 十分 間 続ける わけ だ。 さっきの 跳躍で 
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足は 痛い は、 息は ゼィ ゼィ する は、 汗は 流 
れる はで 最初は すごく つら いんだけ ど、 呼 
吸が 整って くると、 右手の 感覚がない のに 
気がついた。 これが シャ ー リ I  •マク レ ー 
ンの いう" 無" の 感覚だろう か …… このま 
ま 全身が なくなっ ち ゃったら きっと 気持ち 
いいに ちがいない。 

また 曲が 鳴り 出す と、 それに 合わせて、 
なすが ままに からだを 動かす。 この ころに 
なると、 外から 自分を 眺めて 恥ずかし いと 
いう 思いは 消ぇて いる。 指先から、 からだ 
全体、 足 先まで 一本に つながって ク ネクネ 
と 流れて るよう でけ っこう 心地よ かった。 

瞑想が 終わる と、 音楽が やさしい 心 静ま 
るよう な 曲に 変わっ た。 そのまま 突つ 伏し 
ている 人 もい る。 私 もし ばらく ぼんやり 座 
っていた。 というより、 くたくたで 動けな 
いの だ。 二日酔いじゃなかった のがせめ て 
もの 救いだ。 

帰り道、 駅の 階段を 昇ろうと すると、 す 
でに 筋肉痛で 足が 痛かった。 電車から 外を 
見ながら、 すつ かり 拍子抜けして しまつて 


いる 自分が いた。 ここに 来る 人たち は、 自 
分 自身を 高めたい と 修行し、 ある 境地を 獲 
得しようと いうよう な 人たち ばかり だ。 彼 
らの 瞑想には 思想が あるの だ。 考えて みた 
ら 、単に その キモチ 良さを 知りたい と 二、 
三回 まねごとした ところで、 そんな 境地に 
いける はず もない。 

たいたい 每晚 夜中まで 飲んで るよう な 人 
間が、 毎朝 八 時から 強化 トレー ニン グ のよ 
、つな 膜 想を する なんて、 よっぽど つら いこ 
とで も あつて 人生を はかなんで、 断食して 
滝に 打たれ てるような もんじ やない か。 


「この 体験で 何が 起きても 貴 任は 

すべて 自分で 負います」 

バカバカしく なって、 編集者に デン ワし 
た。 

「あの . 私 一力 月 あそこに 通っても、 そ 

の" ハィ 感覚々 って やつを 味わえる か、 い 

ささ か 不安なん です けど . 」 

「そうです か …… 。それじゃ あね、 一時間 

くらいで ハイに なれる つてい う マシー ンが 


あるら しいんで、 そっち やって みて くださ 

ぃ」 

…… めげ ないやつ …… 。いい わよ、 こ、 っ 
なったら なんだ って やって やろう じ ゃない 
の"： 

数日後、 こんどは その マシー ンの 体験を 
しに、 小金 井に ある 「ロダン セ」 という サ 
ロンに 向かった。 この マシー ンはヴ アィプ 

ラ •サウンドと いって、 買う と 一台 三百 万 
円 もす る。 これが 置いて あるのは、 日本で 
ここ だけ。 入会金 五 万円、 一回 三十 分 三千 
円で 二百 人 ほどの 会員が いるとの こと だっ 
た。 

美容院の ような 入口を 入る と、 南米の ア 
クセ サリ— や 小物の ような のが 並んで いて、 
その 奥の 応接室で 簡単な アン ヶ—卜 に 答え 
る。 好きな 音楽 や 興味 ある こと、 そして 健 
康 状態 …… てんかんの 人と 妊婦は ダメ なの 
だそう だ。 それと いっしよ に、" この 体験 
で 何が 起きても 責任は すべて 自分で 負う" 
というよ うな 同意 書に サィン させられる。 
「これは どういう 意味なん でしよう か」 
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ヴァイ ブラ • サ ウン ドの マシーン ⑱ ロダン セ 00423(86)0100 


と 少し 不安に なって たずねる と、 
「アメリカでは なんでもかんでも 裁判 ざた 
になる ので、 こういう 手続きを ふ むんで す。 
アメリカから きた マシー ン なので、 その や 
り 方を そのまま ここで もやっ てる だけなん 
です よ . 」 

と言われ、 そのと きは すんなり 流して し 
まった。 

さて、 いよいよ 体験 だ。 奥の 部屋に 入る 
と ピラミッド 型の ワク (テントの 骨 組 だけ 
を 組み立て たような もの) の 中に ベッドが 一 
台 ある。 インス トラクタ— にうな がされ、 
横になる と、 ヘッドホンと ゴ I グルの よう 
な マシンを つけられる。 少しす ると 音が 鳴 
り 出した。 そのと たん、 閉じた まぶたの 裏 
に 白い 光が パシヤ パシヤと 点滅し、 腰の あ 
たりに ズズー ンと何 か 感じた。 

光は、 赤 や 緑 や 黄色 や 青 やと メ チヤ ク 
チヤに 色 や 形を 変え、 徐 々に 足が ピクッ と 
したり、 ベッドの 上に 置いて いたは ずの 手 
が 浮い てるような 気がして くる。 ありき た 
りな 表現 だけど、 宇宙を さまよっ ている よ 
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ぅな 感じで 気分は なかなか だ。 

その 間、 いろんな ことが 頭に 浮かんで は 
消え、 めぐつ ている の だけれ ど、 あとに な 
ると、 とりたてて 何 か 特別な もの か 出て き 
たという 感じは しない。 


ヴァィ ブラ •サウンドで 花の 咲き乱れる 

天国を 見 だ！ 

そんな ことが 繰り返される うちに、 突然 
パ タッと 音が やんだ。 そのと き、 閉じて い 
た 目の前に、 バァ ーッと 薄 紫の 地に 白い 花 
か 咲き乱れ ている 光景 か 広かった ！ 数十 
秒な のか 数 分な のか まるで わからな いの だ 
けれど、 天国っ ての が あると したら きっと 
こんな 感じなん だろう なと いうよう な、 
シーン とした 静かな 夢の ような 世界だった 0 
終わって から 別室で 感想を 書かされ たの 
だけど、 手が マヒ している のか、 なんと ボ 
— ルペン かう まく 持てない。 ここに こうし 
ている 自分が 変な 感じな の だ。 さっきの 世 
界 はいった いなんだ つたんだ ろ、 r —— 〇 
インス トラクタ— の 話 だと、 会員の 人は 


好きな CD を 持って きたり、 講演 テー プを 
流しながら 体験す る こと もで きる の だそう 
だ。 でも、 ものすごく 強烈に 心に 影響を 及 
ぼす ので、 演歌と か 暗い 歌は 困る の だと 
言つ ていた。 なるほど、 これは 一種の 催眠 
術みたい な 作用が ぁるの だろう。 

それに、 この 今まで 味わつ たことの ない、 

心で 直接 感じる ょうな 快感は 忘れが たい。 
たとえば、 恋人が ささやき かけて る テー プ 
なんかを かけながら やれば、 セックスを 超 
えた トリップになる かもしれ ない。 いちど 
試しても いいなと 思つ たの だけど、 

「ものを 書いたり する 方なん かは、 クリエ 
ィテ ィブな 発想が どんどん ひらめい たつて 
おつし や るんで すょ」 

と 高尚な ことを 言われ、 なんか 口に 出せ 
なくなつ てし まつた。 

終わっ てから 三十 分く らい 雑談して いた 
の だけれ ど、 外に 出る とま だから だの 力が 
抜けた ような 感じで、 気をつけな いと 車に 
ひかれそう だった。 

フ ラフラと 街を 歩きながら、 私は すごい 


ところに 足を 踏み入れ てるん じ やない か… 
… という 気になっ てきた。 たった 三 H -〜 四 
十分で これ だけ ハィになる という ことは、 
そのと きの 精神状態 や、 方法を 誤る とたい 

へんな ことになる。 キモ チい いのはい いけ 
ど、 ィ っち やって そのまま 帰って来られな 
くな ったら どうす るんだ。 ふと 二 切の 責 
任は 私に あります" と サィンした 同意 書の 
ことが 頭に 浮かんだ。 

私は 自分のから だを 実験台に、 けっこう 
危ない こと やっ てんじ やないだ ろうか。 


私は 胎兜 になっ だ n: 

そんな 私の 不安 も 知らずに、 編集者から 
は 次の 資料が 届いて いた。 

「『フロー ト •カプセル』 といって、 よ- 
す るに 大きな お  フロの よぅな もんだ と 思い 
ます。 子宮に 戻った みたいで、 きっと キモ 
チい いです よ」 

なんて ^ 天気なん た、 コ ィツは . 。で 

も、 こんどのは アスレチック •スタジオに 
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ケン •ラッセル 監督 「アルタ— ド •ステ イツ」 (ヮ| 
ナ— •ホ— ム •ビデオ) は、 フロ— 卜 •タンクを 描 
いた 映画。 主人公は 麻薬 物質を 服用しながら タンク 
に 入って DN A の 記憶を さかのぼろう とする 


あるって 書いて あるから 健康的なん だろぅ 
な、 などと 考えて 少し 安心し、 さつ そく 出 
かけて いった。 私 もけ っこぅ こりない やつ 
だ。 

スタジオ •ウェルネ スの 入口を 入る と、 
すぐ ガラス張りの エアロビクスの スタジオ 

癱 

が あり、 その 横に フロントが ある。 まだ 新 
しいせい も あつて けつこう 明るい 雰囲 だ。 


「カプセルに 入る 前に 少し トレ ー ニンクす 
ると からだが リラックスして いいです よ」 
と言われ、 スウ エッ ト •ス ーツを 着て 上の 
階に ある ト レ ー ニン グ •ジムで 三十 分 くら 
いから だを 動かす。 地下には プール も あり、 
お フロからは 泡が 噴き出し てるし、 サウナ 
はついて るし、 こんなに 健康的な 雰囲気の 
なかに ハイになる マシ ー ンか あるなん て。 
どうも ピンと こない。 

カプセルは 六 畳く らいの 個室に 置かれて 
いて、 入る 前には 必ず シヤ ワー でから だ じ 
ゅう ゴシ ゴシ 洗う 決まりに なつて いる。 液 
は 毎回 殺菌して るとは いえ、 私の 前に 油 
ぺッ トリの おじさんでも 入っ てたら や だな、 
と 思っ ていたので いちおう 安心。 

「耳栓を して、 からだを 締めつ ける ものは 
みんな 外して、 裸で 入って ください。 下着 
も 全部ね」 と 言い残して インス トラクタ— 
は 出て いった。 …… とうとう 私は、 仕事の 
ためなら 裸 も 辞さぬ ライター になつ てし 
まつた。 

そろ - り 中に 入る と、 V7C 木 さ 三 〇 センチく 


らい、 ヌル ヌルと した 液が 入つ ていて、 お 92 
フロよりは 少しぬ るめ だ。 体温と 同じ だと 
いう。 フタを 閉めて あおむけに なると、 ポ 
ッ ヵリと からだが 浮いて きた。 真っ暗 だか 
ら 、どのくらい その 液の 中に 浮かんで るの 
かわから な いんだ けれど、 顔と おなかは 水 
面 上に 出て るよう だ。 当たり前 だ。 でな 
き ゃ 溺れて る。 

最初の 十分く らいは ィンタ— ホンで 簡単 
な 説明が 入る。 

「それでは からだを 楽に して、 まず 額に 意 
識を 集中して、 ゆっ くり、 ゆっ くり 力を 抜 
いていき ます . 次に 手に 集中して . 」 

と 瞑想 用の テー プ によく ある やつ だ。 

自然にし てれば 気分よ く 浮いて いられる 
のに、 そんな こと 言われる とかえ って 意識 
して、 その 部分に 力が 入っ ち ゃうから、 ガ 
クンと バランスを 失つ てし まう。 おまけに 
耳栓が ゆるかった のか、 耳に 液が 入った み 
たいで グ ヮグヮ いうし、 水蒸気が たれた み 
たいに おなかに しずくは 落ちて くるしで、 
最初は なかなか 集中で きなかった。 


フロ  I 卜 •カプセルの 外観。 ® アスレチック スタジオ •ウ H ル ネス 00  3  (818)  8907 


が、 そのうちに、 み— んな 忘れち やった、 
とい、 つか、 気がついたら" ここは どこ だつ 


け？" つて 感じで" そぅだ、 私は カプセル 
に 浮いて たんじ やない か々 と 思い出す、 と 
いう へんな 感覚だった 。眠つ ち やった のか 
な、 とも 思 うんだ けど、 それにし ては 目が 


覚めた 覚え もない。 上下の 感覚 もない けど、 
時間の 感覚 もまる でない。 

c I A の 使ぅ 

洗脳 1>シ ン !? 

「終わりです」 と インタ — ホンから 聞こえ 


て も、 いつまでも 出たくない みたい な 感じ 
だった。 

ただ、 フロー ト •カプセルの トリップは、 
中に 入っ ている とき だけで、 出てから あと 
を ひかない。 サウナに でも 入った ように ス 
ツ キリして いる。 

「どうでした」 と 感想を 聞かれ、 「寝て る 
ん だか 起きて るんだ かわから ないような 不 
思議な 感じでした」 と言うと、 「そうでし よ 
う」 と ィンス トラクタ— は 満足 げだった。 
なんでも 三十 分 間で 六 時間 睡眠した のと 同 
じ 効果が あるそう だ。 

ただ、 耳栓を しっかり 入れない と、 耳に 
中の 液が 入って なかなか 出て こない。 三日 
すぎても 出ない し、 ときどき 耳が ゴロ ゴロ 
する ので、 思い切って 電話を してみ た。 

「あの …… カプセルに 入った とき、 耳に 液 
が 入っ ち やった みたいで なかなか 出な いん 
です けど、 耳鼻科へ 行った ほうがいいで 
しよう か」 

「綿棒と か 入れる といいで すよ」 

(そんな もん、 試した に 決まっ てんだろう 
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力 . J 

「いろいろ やったん です けど 出な いんで 

す」 

「まあ 出なくても、 そのうちに 塩みたい に 
固まつ て耳ア カと いつしよ に 取れる から 大 

丈夫です よ」 

「そうです か。 それと あの …… カプセルに 
入る と 無重力状態 になって アルファ 波が 出 
るので 気持ちい いって 話なん です けど、 無 
重力 だと どうして アルファ 波が 出 るんで す 
か」 (耳の ことを 聞く ためだけ に 電話した 
と 思われる のが、 子どもみ たいで 恥ずかし 
かった の だ) 

「ちよっ とお 待ちく ださい。 わかる 者に 替 
わります」 

しばらく 間が あつて、 

「あの、 こちらでは わかる 者が いないので、 
カプセルを 売っ ている ところに 直接 聞いて 
くれません か」 

「いえ、 べつに 難しい 話 じ やなくて、 どう 
して 気持ちよ くなる のかっ ていう 単純な 質 
問なん です けど . 」 


「すいません。 ちよっ とこ ちらでは だれも 
わからな いので …… 」 

施設 使用料と カプセル 代と で 一万 円 近く 
もとつ て おきながら、 そんな こと も わから 
ない なんて 少し 無責任 じ ゃない か …… 。そ 
ぅ 思いながら、 しぶしぶ 教えて もらった 番 
号に 電話す る。 

「人間は 寝て ると きで も 重力で 引っぱられ 
て 圧迫され てるんで す。 だから 無重力に し 
てし かも 音と 光を 遮断して 刺激を なくす と、 
脳波が 下がって ものすごく リラックス する 
んで すよ」 

「あ一、 なるほど …… それで、 ほかに 何 か 
効用は な いんです か」 

「あります よ。 脳波が 下がる と、 ものを 吸 
収 しやすい 状態に な るんで す。 ですから 中 
に テレビを 設置して ゴルフの レッスン とか 
英単語の 暗記と かに 使ぅ 方法 も あるんで す 
よ。 つまり 脳裡に 焼きつ くつて ことです。 
これは サイ パー ビジョンと いって、 洗脳 意 
識 ですから、 アメリカでは CIA の 管轄に 
あるく らいなん です j 


洗脳 - M そんなす ごい ものを あんな 

何も 知らない 人たち が 扱って ていいん だろ 
、つか。 たしかに お腹の なかの 赤ん坊みたい 
になつ ち やうなら、 何でも 頭に 刷り こめる 
だろう が。 


心を いじられたがる 

人び と 

ヴァイ ブラ •サウンドに しても、 フ ロー 
卜  •カプセルに しても、  マシー ンの トリ ッ 
プ は、 ある 目標に 向かって 修行を 積み、 自 
分の 力を 自分で 引き出して トリ ッフ すると 
いう 宗教 的な 瞑想とは 根本的に 違う。 何の 
思想 もな く、 ただ その 場の トリップを 楽し 

もうと いう インスタント •ハイ だ。 べつに 
それが 悪い とは 少しも 思わない。 ただ、 人 
間の 心と いう ものを あまく 見る と 手痛い 目 
にあ うんじ やない かな …… と、 ふと 思った 0 
いくら 科学が 進歩して、 精神 世界の 探究が 
進んだ とはいえ、 まだ 解明され ていない こ 
とは 山 ほど ある。 心と いうのは 遊びで コン 
トロー ルで きる ほど 簡単 じ やな いんじ やな 
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いかな'  という 気 もした の だ。 

けれど 街には、 三十 分い くらの 手軽な ハ 
ィが どんどん 出 まわりつつ ある。 そこに 集 
まる 人たち は 何を 求めて るんだ ろうか。 卜 
リップ マニアと 言われて いる 人に 話を 聞い 
てみ た。 

K 氏は 出版 •映像な ど 広い 分野で フリー 
の 仕事を している。 

「ぼくの 場合、 ハィになる ことって いうの 
は、 おもしろ いことの ひとつな だけなん だ 
よね。 UFO や 超能力に したって ィンチキ 
も あると 思う し、 全部 信じて る わけ じ やな 
い。 精神 世界に ひたっ てる 人って、 信じる 
となると そういう 現象を 全部 肯定 しちやう 
人が 多い じ やない。 そういう 部分では ぼく 
はさめ てるよね。 ただ、 精神 世界って いう 
のは まだ 一般的 じ やないで しよ。 だから、 
おもしろがっ てると ころは あるね。 それが 
当たり前に なっち やったら もうつ まらない 
だろう けど …… 。でも、 宗教を 本気で 信じ 
られる ほど、 みんな ウブじ やないで しよ。 
絶対的に 信じられる ものが なくなつ てきた 


から、 自分自身の 心に 目が 向けられ てき 
たって ことは あるん じ やない かな」 

N 氏は 音楽 •映像の 仕事を 経て、 今は コ 

ンピユ I 夕 1 の ソフトを つくっ ている。 
「ハイって いぅのは 脳の 中で 麻薬みたい な 
物質が ジ クジク 出て くる 状態なん です ょ。 
不眠 トリップっての も あるし、 恋愛 だって 
一種の ハイ だしね。 ぼくの 場合、 最初は 口 
ック やっ てれば ハイだった のが、 それに あ 
きち やって、 セックスと ドラッグに 走った 
けど それに も 限界 感じち やって …… それで 
合気道と か マインド コント ロー ルと か 始め 
たんです。 マシ ー ン もやり ま ^ 3 たょ。 でも 
今は それさえ も あきち やって、 あまり 期 侍 
してません けど —— 。だから ぼくは、 ただ 
ハイに なれる ものを 追求して るって だけで、 
神と か、 哲学と か、 イデ オロギ I とか、 か 
らだに イイ、 ワ ルイと か 何も 考えないです 
ね」 


インスタント •ハイは 

人類 最後の レジ ヤ— 


彼らに とって、 ハイは 神秘で も 思想で も 
なく、 ただお もしろ いこと なの だ。 そして 
ト リップ マシ ー ンに かかわらず、 身の まわ 
りで おもしろ いこと H ハイに なれる ことを 
いつも 探して いる。 マシ ー ンで インス タン 
卜 •ハイを 求める という 人たち の 発想 も、 
まったくそう なのか もしれ ない。 トリップ 
するとい うことは、 痛んだ 心を いやす ため 
ではなく、 ただの 遊びの ひとつな だけな の 
かもしれ ない。 

そして、 そういう 意味では、 平和が 当た 
り 前にな り、 生活が 豊かに なり、 社会が 安 
定 していく にしたがって、 いろんな 欲望が 
満たされて いって、 昔 おもしろ かつた こと 
かどん どん おもしろく なくなっ てきたん 
じ ゃない かとい う 気がする。 だから 心を い 
じくる ことの スリル も 含めて、 それに 快楽 
を おぼえ 始めたん じ ゃないだ ろうか。 

でも、 からだ も 心 も、 いじり あきたら、 
その 先は いったい どうす るんだろう？ 

そんな 破滅 的な 匂いを、 私自身の なかに 
も 感じる の だ。 
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If— 


「持つ だけで 幸せになる ペン ダン 上 
「寝て る だけで 暗記で 奪 睡眠 学習 法」 

报树 なしの 「自 » だけを 壳 る、 通販 業界の t 要と 供給！ 


従来、 多くの 人び とに とって、 オカルト  ている の だ。  けで 超能力 充満の 家庭 用 ピラミッド」 「私 
は もっぱら フィ クシ ョンと して 楽しまれて  そんな 状況を 反映して か、 最近の 才カ ル  だけ こんなに 幸運に なって いいの かな。 奇 
きた。 ブラウン管の 向こうで 展開され る テ  ト 雑誌を パラパラめ くって みると、 有形 無  蹟と 幸運を 呼ぶ ア ステ カン ブレスレット」 
レビ ドラマを 観る ように、 私たちは 才カ ル  形の オカルト 商品の 広告が やけに 目立つ。  「超能力に 憧れる 必要は ない、 誰でもす ぐ 
卜と 接して いた。 あくまで、 現実 生活に うる  面白い ことに、 いずれも 通信販売、 通 信教  に 持てる 能力な の だ」 —— 〇 
おいを 与える 「夢」 にす ぎなかった はず だ。 育、 という 形式を とって いる。 その キヤ ッ  オカルト 雑誌には、 これらの オカルト 商 
それが、 ここ 数年の オカルト ブーム は、  チコ ピーを いくつか 並べて みよう。  品 以外に も、 「潜在能力 開発 法で、 恋愛. 
過去の それと ちょっ と 様相を 異にして いる。 「ただ、 身に つける だけで 誰に でも 幸運を  仕事 •受験す ベて 思いのまま」 になる サブ 
オカルトを 物語と して、 読んだり 見たり し  呼ぶ 驚異の ヒ ラン ヤ •ラピス •ペン ダン  リミ ナル •テー プ だの、 睡眠 学習 法 だの、 
て 楽しむ だけでなく、 その 世界に 自ら 積極  卜」 「異 次元 エネ ル ギーは 実用化の 時代に  速読 術 だのの 広告 も 多い。 ようするに、 苦 
的に 参加し ようとす る 若者が どんどん 増え  入つ た！」 「瞑想し なくても 中に すわる だ  もな く 楽を 得る という、 人の 怠け 心を くす 
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川 崎 市の 竹薮で 約 二 億 四千 万円 もの 現金 


ぐるょう な 商品 か オカルトの 名を 借りて は 
ん らんして いるの だ。 

通販 という 怪しげな ビジネスと オカルト 
の 取り合わせは いかにも、 といった ところ 
だが、 昔からの いわゆる テ キヤ 的通販 とは 
かなり 規模が 違って きている ょう だ。 なぜ 
なら、 この 業界 最大 手の ひとつ 「オリオン 
商事」 の 社長 こそ 誰 あろう、 昨年、 世間を 
騒がせた 竹薮 二 億円 事件の 張本人な ので あ 
る。 


日武 会の 気功 術 講座の 雑誌 広告と、 


しても あの 竹蔽 事件から くる 不透明 さと 不 
可 解 さがつ きまとう。 しかし、 あの 事件 か 
ら それほど 歳月を 経て いないに も かかわら 
ず、 日武 会は こちらの 取材 申込みを すん な 
りと 受けて くれた。 

同社は もともと、 「やっぱり デブが いや」 
とか 「モテる 男を つくる 驚異の 兵器」 「女 
を 酔わす 男を つくる」 「短足は 伸びる」 と 
いった コピー で、 パー ベル や 武道 具、 顔面 
マッサー ジ バンド、 ニ キビ 治療 器な どを 通 
信販 売して きた。 いわゆる コンプレックス 
産業と いう やつ だ。 

人知れず たくましく なって、 いつか 突然 
みんなを 見返して やりたい …… という 若者 
の 陰性の 願望を、 通販 という 秘密 性の 高い 
販売 法が すくいとる。 そして その ノウハウ 
を 精神 世界の 分野にまで 拡げた のが 最近の、 
超能力、 気功、 大 除霊 術、 忍術、 催眠術、 
呪術と いった オカルト 関連の 通信講座 なの 
だろう。 

「や あ 宝島さん、 仲良くし ましよう よ」 


日武 会の 針 生 達 也 社長は、 現れるな り そ 
う 言って 私の 肩を 抱き締めた。 

針 生 社長は、 昨年 夏に 突然、 主任から 大 
抜擢され て 社長に 就任した の だとい う。 年 
齢は 明らかにし なかつ たが、 その 顔は どう 
見ても 二十歳 半ばから 後半。 その 笑顔には、 
現代っ 子ら しいなれ なれし さと 同時に、 商 
売人ら しいした たかさを 住まわせ ていた。 

「今度は ね、 UFO を 呼ぶ 講座を 作ろうと 
思って るんで すよ」 

針 生 社長は 弁舌 さわやかに 話を 進めて い 
く。 人を 言い くるめて やろうと いつた 駆け 
引き こそ 感じられない ものの、 オカルトの 
商品 化に 対する 態度の あまりの 安易 さには 
閉口した。 

「実は、 UFO を 呼べる という 男が いまし 
てね。 彼は しばらく うちで 働いて いたんで 
すが、 ここでの 仕事は 自分の 使命では ない、 
とか 言って 辞めち やつたん です。 今は 道路 
工事の 現場で 働いて る 変わった やつです よ。 
彼を 説得して 講師に する つもりです」 

UFO が 呼べる という 人が いれば UFO 


講座を 作り、 超能力者を 自称す る 人が いれ 
ば 超能力 講座を 開設して しまう。 もともと 
実体がない だけに、 作って しまえば 勝ちと 
いう 感覚な のであろう。 オカルトは、 その 
存在を 科学で 証明す る ことが 非常に 困難で 
あると 同時に、 存在し ない ことを 証明す る 
ことも同じように困難である。：3?0がい 
る ことは 証明で きないが、 それ だからと い 
って、 UFO を 身近に 呼ぶ 方法が ある こと 
を 否定す る こと もで きない。 化粧品 や 薬の 
ようには、 ィンチキ かどう か 判定す る こと 
はで きないの だ。 

それにしても、 この 手の 当たれば 儲け も 
ん的 商品は、 外れた ときの ダ メージ がそう 
とう 強いは ず だ。 在庫を 抱えて 右往左往と 
いう ことに ならない のだろう か。 

この 疑問には、 ある 関係者が 明快に 答え 
て くれた。 

「ここの 商売は 広告 先行 型です。 商品が 企 
画されたら、 まず 雑誌 広告と か ダィレクト. 
メー ルに よって 消費者の 反応を 見ます。 ま 
だ 商品 もで きていな いのに、 販売 中 だと 称 
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して 注文を 募 るんで す。 その 反響を 見た う 
えで、 商品 化する かどう かを 決め るんで す」 
なるほど、 ある 程度の 注文、 あるいは 注 
文 見込みが あっての 商品 化と いう ことなら 
リスクは ほとんどない。 通信販売 ならでは 
の 商法で ある。 

雑誌 広告には 「限定 募集、 今回は 百 名の 
み」 といった 但し書きが 設けられ ている。 
これは 注文が 少なくて 商品 化しなかった と 
きの 隠れ蓑な のだろう。 

「すいません。 今回は 募集 定員に 達し まし 
たので、 次回 また お申し込みく ださい」 
ボツ になった 商品を 注文した 人には、 こ 
、っいった 断りが 入る のか もしれ ない。 


大男を 吹つ 飛ばす 気功 


㈱日武 会が 販売して いる 「気功 術 養成 講 
座」 を 取り寄せて みた。 注文 時に 電話口で 
受付の 女性が 「この 講座は 在庫が なくなる 
ほど 出ました」 と言うく らいの ヒット 商品 
である。 


注文して から 約 五日 ほどで 商品は 届いた。 

ー セット ー万 六 千円の 中味は、 一 五べ— ジ 

の 実践 編 テキス ト五册 、五 〇ぺ ー ジの 理論 

編一册 、講座の 進め 方の 手引書 (一 五ぺ一 

ジ) 一冊。 それに、 講師で ある 佐 藤 金兵衛 

先生の 演武の ビデオ テー プ が一 巻つ いてい 
る 0 

講師の 佐 藤 先生は、 開業医で あると 同時 
に 昭和 三士 二 年から 気功 師 としての 活動 も 
始めて おり、 気功 術の 道場 も 持って いると 
いぅ。 正統 的中 国 気功の 伝承 者と いぅ 触れ 
込み だ。 

実は 私 も、 ここ 二 年 ほど 気功 術の 取材を 
続けて いる。 中国へ も 出かけ、 何人もの 気 
功師に 会って 話を 聞いた。 日本人 気功 師と 
のつ き 合い も ある。 気功 術に ついては 人並 
み 以上の 知識が あるつ もり だ。 その 知識 か 
ら 言ぇば、 佐 藤 先生が 指導す る 気功 術は' 
たしかに ポピュ ラー な 中国 気功 術に 間違い 
ない。 この テキストに 沿って 気功 鍛練を す 
れば 、心身の 健康状態を 向上させる うえで、 
非常に 有効な トレ— ニン グ となる だろう。 


しかし、 である。 オカルト 雑誌に 掲載 さ 
れ ている この 講座の 広告には、 一人の 老人 
が 四 人の 若い 男を" 気" で 吹っ飛ばす ィラ 
ストが 描かれ、 それに かぶせて 「気で 大男 
を 吹っ飛ばす！」 という 文字が 躍って いる。 
たしかに" 気// で 人を 吹っ飛ばす ことを 売 
り 物にして いる 武術 家 もい る。 しかし、 そ 
れは 長い 修行の 末に 得た 力で、 とても 生 半 

PJ な 訓練で そんな 力が つくとは 考えられな 

1 0 
IV 

テキス トを 見る 限り、 佐 藤 先生の 気功 術 
は 内気 (自分の 体内を 流れて いる〃 気"。 気功 
師が 手な どから 出す〃 気々 を 外気と いう) を 
練る 訓練と 見て とれる。 これは、 人間を 
吹っ飛ばす などと いう 芸当とは 無縁の もの 
のょう だ。 

念のため、 直接、 佐 藤 先生に 電話で 話を 
うかがって みると、 「人が 飛ぶ なんて、 あ 
ん なのは 催眠術で すょ。 気功 じ や 飛び ませ 

ん」 との ^: 口え。 

講師の 意図とは 無関係に 商売が 独り歩き 
してし まって いる わけ だ。 しかし、 荀 品が 届 
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いても、 話が 違う ぞと 言って 訴え出る 客は  「身に 付けて たった 二週間で まず、 待遇の 
いないだろう。 人に 知られず 上達し ようと  いい 会社に 就職が 決まりました。 また、 お 
いう 考えが 前提に あっての 通信教育 だから。 金が 必要な ときに 不思議と 援助が 得られ、 


他愛の ない 祈り 


「会員は 今、 どのくらいで すか」 

「全国で 三十 三 万人く らいです」 

ラピス •クラブ 事務所への 電話の 返事で 
ある。 三十 三 万と いえば、 新興宗教 •崇教 
真 光の 信者 数、 三十 六 万 七 千 三百 九十 四 人 
(『宗教 年鑑 昭和 六十 三年 版 •文化庁 編』 ょり) 
に 匹敵す る 数 だ (もちろん 公称の 数字 だか 
ら 信用には 値しない が、 それは 宗教団体の 
信者 数の ほぅ も 同じ こと)。 

奇跡と 幸運を 呼ぶ と 言い伝えられ ている 
青い 石、 ラピス。 この ラピスを ペンダント 
にしたり、 時計に 組み込んだ りした ものを 
販売して いるの が ラピス •クラブ だ。 これ 
もやは り 通信販売が 中心。 オカルト 雑誌 や 
女性 誌の 広告では、 数々 の 会員が 自らの 幸 
運 体験を、 くどい ほどに 訴えて いる。 


窮地を 脱する ことができました」 (二十 六 
歳 •男性) 

「ラピスを 手に してから 一力 月、 私の 十 年 
来の 拒食症が、 潮の 引く ごとく 自然に 治っ 
ていった のです」 (二十 八 歳 •女性) 

「私の場合、 つけ 始めて 二 力 月た っても 幸 
運が やってきませんでした。 です が、 あき 
ら めかけた 三ヶ月 目、 何と 片思いの 彼から 
Tel が あり、 交際を 申し込まれました」 

(十七 歳 •女性) 

「ラピスが 着いた 日、 さっそく 首に かける 
と、 さっきまで 水色だった ラピスが みるみ 
る 深い ブルー になった のです。 びっくりし 
ました。 そして クラス 替えで 何と、 私が 
ずっと 好きだっ た 男の子と 同じ クラスに な 
れ ました」 (十五 歳 •女性) 

他愛ない といえば 他愛ない。 しかし、 わ 
ず か 六 千 七 百 円の ペンダントを 身に つけて 
いる だけで 右の 体験談の ような 幸運 体験が 


できれば、 そんな ありがた いことは ない。 

ラピス •クラブの 広告を 担当して いる㈱ 
ナックの 営業部 長 代理、 太 田 博 氏に 会い、 
ラピスの 効果に ついて 聞いて みた。 

「噓だ と言われれば それまでで すね。 私た 
ちは、 ラピスに まつわる 伝説 や ラピスを 身 
につけた 人の 体験から 判断す るし かない か 
ら です。 科学的には どうなん だと 言われる 
と 答えよう がない のです」 

開き直っ たような 発言に も 聞こえる が、 
太 田 氏の 言う のは もっ ともと 言えば もっと 
も だ。 科学的に 価値判断で きないから 才力 
ルト なの だから。 しかし、 売る 側から すれ 
ば、 だから こそ 商売し やすいと いう ことに 
なる。 

何 かいい ことが 起こった とき、 人は 無理 
をして でも その 理由を 見つけよう とする。 
その ほうが 居心地が いいから だ。 ラピスは 

幸運の 到来を 説明して くれる 根拠と して、 
幸運 者の 前に ニヤ ニヤと 笑って 現れる とい 
った ものな のでは ない のだろう か。 
「そうでは ない。 ラピスには 確かに パワー 


100 


が ある」 

と 断言す るの が、 二十 九 歳の フリー ライ 
夕 —  I さん。 I さんは、 ありと あらゆる 才力 
ルト グッズを 集め、 その 効果を 自ら 試して 
いると いぅ 本格的な 才カ ルティ ストで ある 0 
「ラピスに 限らず、 宝石 類には ある 種の パ 
ワ ー があります。 水晶の パ ワーは 有名で 
す。 この パワー が、 願いを 増幅して くれる 
のです。 たとえば、 好きな 彼女と いい 関係 
になり たいと 思った とき、 強く 強く 願えば、 
ラピスに ょって その 願望は 増幅され、 ょり 
大きな パイブ レー ショ ン として 彼女に 伝わ 
ってい きます」 

I さんは、 ユングの 理論で ある 共 時 性と 
か 集合的 無意識と いった 超 心理学の 専門 用 
語を 交えて、 ラピス や 水晶の 神秘の パワー 
について、 三十 分 ほど 熱 っぽい 口調で 話し 
て くれた。 I さん 自身 も、 この 方法で 二 年 
かかつ て、 ある 女性と いい 関係に なつた と 

いう。 

そんな 徹底した マニアの I さん も、 すぐ 
に 石 や オカルト 的な ものに 頼る 若者たち に 


苦言を 呈 する。 

「ヒステリックに メ ー カー や 販売店、 広告 
掲載 雑誌に 文句を 言って くる 人 もたく さん 
いるよう です よ。 『何もい いこと か 起こら 
なかった』 つて。 そんな 人は だいたい 、持つ 
ただけ で 願いが 叶う と 安易に 思って いるん 
です。 まず 自我が 確立され ていないと、 霊 


的な 力に 頼っても 効果は 出ません。 自分 自 
身が 問題に 直面 できるだけの 強い ものを 持 
っていて こそ 願望 も かなう のです。 そんな 
に 甘く はないで すょ」 

当然だろう。 たとえ ラピスに なんらかの 
パ ワーが あると しても、 部屋に 閉じ籠 もっ 
ていたの では 恋が つかめる はず もない。 

ラピス や クリスタル にょる ヒー リング 
(癒し) 講座は、 シヤ ーリ！ マク レー ンの 
影響な どで 最近 ブーム だとい うが、 ここ ラ 
ヒス •ク ラフで も 会員 向けの カル チヤ^ ~ • 
スクー ルが 定期的に 開催され ている。 三月 
は、 右脳と 左脳の 働きを テー マに した 二 時 
間の 講座が 大塚 フォー ラム (東京 •豊島 区) 
で 開かれた。 一時間 遅れで その 講座に 潜入 
してみ ると、 五十人 近い 会員が 講師の 話に 
耳を 傾けて いた。 圧倒的に 若い 女性が 多い。 
九 割は 女性。 そのうち 七 割は 中高生と いっ 
た 割合で、 講師の 話が つまらない のか 難し 
いの か、 睡魔と 懸命に 闘って いる 姿が あち 
こちで 見られた。 
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講座 終了後、 会場の 前で 参加者を つかま 
えて 話を 聞いて みた。 

「ラピスを 持っ てて 何 かいい こと あっ 
た？」 

「いえ、 まだ 買っ たばかり だから 分かり ま 

せん」 (二十歳 代 半ば •主婦) 

「ラピスの ペンダントは 買って、 すぐに 失 
くしたん だけど、 試験に 合格し ました。 全 
然 勉強し なかった のに」 (二十歳 •女子 専 
門 学校 生) 

「う— ん 、どうかな。 いろんな 男の子から 
電話が かかっ てく るょう になった ことか 
な」 (十七 歳 •女子 高校生) 

「いえ、 べつに。 お守りと して 持っ ている 

だけです から」 (二十代 •  OL) 

彼女たち の 顔には 切実 さは まるで 見られ 
ない。 今 以上の 幸せを 真剣に 求めょうと 思 
ってい るふう でもない。 そもそも この 豊か 

な 日本では、 超自然的な 力に すがらな けれ 
ば 解決で きない ほどの 困難は、 そう あると 
は 思えない。 

何 かにす がると いう 意味では、 宗教が 最 


も ポピユ ラー な 存在であろう。 その 宗教で 
さえ、 近頃は 不幸 や 悩みから 逃れる ために 
神に 「すがる」 という 信仰的な 図式が 消え、 
興味本位 あるいは なんとなく という 無 目的 
な 態度で 入信す る 若者が 増えて いると いう。 

渡りに 船と いう 言葉が ある。 棚から ぼた 
餅と いう 言葉 も ある。 まさしく その 心境で 
あろう。 ラピスは その 媒介物と して 存在し 
ている の だ。 自らの手で 感動を 引き寄せる 
ことを せず、 自らの 行動に 責任を 持たない 
世代の 断面が、 ラピスを 通して 浮かび上が 

つてく る。 

渋 谷に ある オカルト グッズの 店 「トラィ 
アングル」 の 店長で、 店内では タ ロット 占い 
もやつ ている 彬 里さん は、 占いを 通して 見 
る 現代の 若者 像を 次のように 話して くれた。 
「お遊びで すね。 全然 真剣 さがない。 それ 
に、 切実な 問題を 相談し ようとい うのでは 
なく、 常識です ぐに 分かる ことを 占いに 持 
つてく る。 たとえば、 友 だち にお 金を 貸し 
たけ ど なかなか 返して もらえない。 どうし 
ようかと 来る わけです。 請求した のって 聞 


くと、 何も 言つ ていない という。 じ や、 い 
ち ど 請求して みなさい といつ て 帰す と、 し 
ばらく して、 請求したら 返して くれました、 
占いの おかげで すと 店へ お礼に 来る わけで 
す。 占いが どうのと いう 問題 じ やな いんで 
すょ。 自分の 判断では 何もで きないん です 
ね」 

笑えない 笑い話で ある。 


ヒ ラン ヤ 少年の 根拠な き 自信 


続く 「ヒ ラン ヤ」 の 取材は、 複雑な 心境の 
うちに 終わった。 そのまま 家に 帰る 気にな 
れず 、国分寺 駅前で、 まだ 日 も 高い という 
のに、 ビー ルを 喉に 流し込んだ。 

ヒ ラン ヤ 、とい、 っのは ある 種の パ ワーを 
発する とされる 図形の ことで、 それを 身に 
つけて いれば ラピスと 同じように 幸運が 訪 
れる とい、 っ 代物で ある。 六 芒 星が 基本的な 
形で、 それを 金属の 表面に 刻み 込んだ ペン 
ダン トや 置き物が 通 版で 売られて いる。 

発明者の 出 羽 日出 夫 氏は、 七 年 前まで サ 


ラリ ー マンを やって いた。 あくせく 働く、 J 
とに 疑問を 感じて いた ある 日、 出 羽 氏は S 
想 中に 素晴らしい パ ヮーを 発する 物体と 遭 
遇。 それが ヒ ラン ヤ だった と言ぅ。 

この ヒ ラン ヤ にょって 人生が がらり と 変 
わった と言う 若者が いる。 千葉県 市 原 市に 
住む 松 石 和 博 君 (十八 S である。 彼を 知つ 
たのは、 オカルト 雑誌に 掲載され たヒ ラン 
ヤの 広告だった。 「ありがとう ヒ ラン ヤ」 


と 題され た 松 石 君の ヒ ラン ヤ 体験が 綴られ 
ていた。 

「心待ちに していた ヒ ラン ヤが 送られて き 
た その 日から、 ぼくの すべては ものすごく 
変化し ました」 

と 始まる 彼の 体験談は、" サン トリー で 募 
集の 「夢 大賞」 に 一等 入賞"" ミス 学園に 
選ばれた 美少女と 交際の チャンスを 得た々 
などの 具体例を 挙げて ヒ ラン ヤ 現象の 驚異 


を 紹介 するとと もに' 「もっ ともっ と素晴 
らしい 道が、 充実した 生き方が 僕の 心の底 
には あったの だと 気が付いた」 と 心境の 大 
変化を 述べて いる。 

その 広告には 彼の 顔写真 だけでなく、 住 
所と 電話番号 までが 明記して ある。 ただ ご 
とでは ない 思い入れが そこには 感じ取れた。 
とにかく 私は そこに 電話し、 国分寺の ヒラ 
ンヤ 研究所で 会う ことに なった。 

「どうして ヒ ラン ヤを 買っ たか、 特に 理由 
はな いんです ょね。 『これが 噂の ヒ ラン ヤ 
た』 という 本を 読んで、 なんとなく 買う 気 
になっ たんです。 四千 八 百 円の スタン ダー 
ド タィプを 通信販売で 買いました。 いろい 
ろと 実験を してみ たり、 ヒ ラン ヤの 前で 瞑 
想を している うち、 だんだんと 自分が 変 
わって いくのが わ かったんです」 

最初は、 彼が 体験談に 書いて いるょう に、 
かわいい 女の子と 親しく なれたり、 賞で 一 
等を 取ったり という 他愛の ない ものだった。 
ところが、 その他 愛の ない ことを きっかけ 

3 

に、 彼は 新しい 世界へ と 目を 開かれた と 言 10 
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「今までの 自分は、 あまりに も 固定観念に 
縛られす ぎていた という ことが わかり まし 
た。 こうあらねば いけない とか、 こんな こ 
とは しちやい けない とか。 その 規制が、 外 
界 に対する 働き かけを 素直 じ やない ものに 
してきた と 思 うんです。 僕は 今、 その 規制 
を とっぱら い、 自分の 可能性を 一〇〇 % 信 
じて、 思っ たように 行動して いるんで す。 
楽しく ってし かたないで すよ」 

オカルト 志向、 神秘性 志向の 人たち は、 
自分たち の 考えを、 よく 意識 や 想念と いう 
言葉を 使っ て 説明し ようとす る。 意識は 時 
間、 空間を 超えた ものと か、 強い 想念が 願 
望を 成就させる といった 具合に である。 そ 
ういう 話は 抽象的す ぎて 理解し にくい の だ 
が、 どうも 彼らは、 ある 願望を 実現す るた 
めには、 努力が その 過程と して 必要 だ、 と 
いう 常識を 疑問 視 している 節が 見られる。 

「努力し なければ 成功し ない、 苦労し ない 
と 願望は 手に入らない、 という 考えが そ も 
そ も、 固定観念に 縛られて いるんで す。 固 


定 観念と いう フィ ルタ— を 通して 物事を 見 
ている から、 行動を 起こせな かったり する 
わけで しよ。 起こせな いと 思う 行動を 無理 
やりに 起こそう とする から、 そこに 努力と 
いう ものが 発生す る わけです。 フィ ルタ— 
を 外して しまえば、 何 だっ てで きち やい ま 
すよ。 簡単です よ」 

松 石 君は、 そう 言って 愉快そう にケ タケ 
夕と 笑う。 彼は、 自分自身が 無視され る夕 
テ 社会に 入る のがい や だからと 就職し なか 
った。 学校へ 行く こと も 無意味 だと 言、 っ。 
「自分を 制限 しないん です。 だから、 予定 
という もの も 特に 立てません。 その 日、 自 
分が やろうと 思った ことを やる だけです」 
それは ただの 現実 逃避なん じ やないだ ろ 
うか、 甘えなん じ やないだ ろうか、 と 聞く と、 
「人間には 瞬間し かありません。 自分自身 
を 信じて、 その 瞬間 瞬間を 大切に していく 
ことが 大切 だと 思います。 自分が やりたい 
と 思つ たこと を やる のがそう いう ことなん 
じ やないで しよう か。 人生は そんなに 甘く 
な いよとよ く 言われ ますが、 僕は 自分の 自 


由を 犠牲に して ある 枠組みに 入っ てし まう 
ことの ほうが 甘い と 思います けど」 

若者ら しくない、 と 言えば それ も 固定 観 
念 だと 彼は 言う だろう。 しかし、 十八 歳と 
いえば 挫折 や 自信 喪失、 自己嫌悪の 日々 の 
ただなか にいて 当然の 年頃のは すだ。 しば 
し 考え込んで しまった 私に、 松 石 君は 念を 
押す ょうに 言った。 

「自分の 可能性を 信じて いれば、 努力なん 
かしなくても、 自分が 望む ものは 手に入る 
ん です」 

「じゃあ 君の 望む ものとは？」 と 喉まで 出 
かかった が、 思い直して 言葉を 呑み込んだ。 

「それは 自分の 意識し だいで、 可能に も不 
可能に もなります」 云々 といっ たたぐ いの 
そっけない 答えが 返って 来る ことは 明らか 
だった からだ。 

楽しくて しかたがない、 という 松 石 君の 
笑顔が 頭から 離れない。 あくせくと 仕事に 
飛び回って いる 自分が 馬鹿み たいに 思えて 
きて、 取材の 帰り、 私は ビー ルで も 飲まず 
には いられな かった。 


104 


「そのままで いいの さ」 


こうした ラピス、 ヒ ラン ヤ 、それに サブリ 
ミナ ル •テー プ などの、 ようするに 「自® I 
を 売る 商売の 背景に ある ものは 何だろう。 

この種の 「自信」 を 売る 商売を 支える 背 
景を 、心理療法の 専門家で ある ラィフ マ 
ネージ メント 研究所 所長、 近藤裕 氏に 聞い 
てみ た。 近 藤氏 自身、 ィ メージ •トレー ニ 
ングや サブリ ミナ ル 効果な どで、 患者に 自 
信を 持たせて ガンに 抵抗す る、 という 心理 
治療を 研究して いるの だが、 オカルト 少年、 
少女たち に対しては、 厳しい 見解だった。 

「ようするに 自分の 人生を 自分で マネ ー ジ 
メント できない。 みんな、 とにかく 勉強 さ 
えして いれば、 あとは 親が なんでも やって 
くれる と. いう 環境の なかで 育てられ ている、 
というの がいちばん 大きな 原因 だと 思い ま 
す。 占いが なぜ 流行る かと いえば、 みんな 
自分で 判断したくない からです。 だれかが 
結果を 提出して くれる ことが 陕惑 なんです。 


プロセスを 飛ばして いきなり 結果に 飛びつ 
きたがる というの が、 現代の 大きな 特徴で 
すね」 

ヒ ラン ヤの松 石 君 も 熱心に 読んで いると 
言って いた 『BASHAR/ 宇宙 存在 パ シ 

ヤー ルからの メッセー ジ』 (ヴォ ィス 社) と 
いう 本を 読んで みた。 欧米で ブーム の チヤ ネ 
リングの 本で、 地球ょりも 三百 年 文明の 進ん 
だ 宇宙人 パシヤー ルが、 ダリル •アンカと い 
う チヤ ネラ ー( 霊媒) の 口を 借りて、 さま ざ 
まな 質問に 応えて いる。 最近は 日本で もバ 
シヤー ルを 降ろせる チヤ ネ ラ— が 数人 登場 
し、 人気を 集めて いるら しい。 

三十べー ジも 読み進む うちに、 松 石 君の 
言って いた 「努力の 否定」 が、 パシヤー ル 
の 教えと も： H ハ 通して いる ことが わかった。 

パシヤ— ル 「努力して、 苦労した 後に エ 
クス タシー を 得る ょうで したら、 これは 非 
常に 疲れて しまいます。 (中略) 誰も 努力 
する 必要はありません。 今、 あなたは 想像 
できる すべての ものを、 今、 すぐに 手に入 
れる ことができます。 あなたが 申 3 像で きる 


ことは すでに 手に入れ たと 同然な のです」 
欲望を 戒め、 努力を 奨励し、 自己 や、 ひ 
いては 世界の 変革を 目的と する 今までの 宗 
教 とは 違う。 ここには ただ 全面的な 肯定 だ 
けが ある。 そこが 今の 若者を ひきつけ るの 
か。 「このままで いいの さ」 という コ ー ラ 

の CM ソングの ような 歌詞の 歌 ばかりが 流 
行る 現状と も 関係が あるの かもしれ ない。 
そういう 言葉は 非常に 気持よ く 心に 染み込 
んで くる。 ああ、 このままで いいんだ な… 
•..催眠術の ように 心が 軽く なって いく。 こ 
の 「すべての 肯定」 による 「根拠な き 自信」 
は、 やはり、 武道 や 潜在能力 開発の 通信 講 
座に からめとられる コンプレックスと 表裏 
一体にな ってい るの だろう。 

パシヤ— ル 「今の あなたが じゅうぶんに 今 
の あなたで あれば、 宇宙から 必要な ものは 
全部 その 時の あなたに 与えられます。 情報 
も、 状況 も、 人との 付き合い も、 物質、 何 
でもす ベての ものが、 今 あなたに 与えられ 
ます。 自動的に、 努力な しで、 がんばる こ 
となし に、 すぐに . 」 
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スビリ チユ 了 ル 

精神 世界 マ— ケット 探検隊 

❸ 


おまじない 少女と ■ 

占い ウ—マ A の 幸せ？ 


占いと 心理 分析が 好きで、 自分が 嫌いな 死にたい 少女は 言う、 幸せに なりたい ， 1. 
遊園地の ノ u. r 雲 能 者の 話を 楽しむ キヤ リア ウ ー マン も 言う、 

章 せに なれて 当然 L! 


加減で ひとり 立って いた、 制服 姿の 女の子 
がいた。 

店内には、 ラピス ラズリ といぅ 霊 石 (神 
の 霊が 宿る 宝石。 恋人たち を 守る 石な どと 
いわれて いる) や、 身を 守る 色 とりどりの 
天然 石 (ひとつひとつの 石には、 何に 効用 
が あるの か、 いちいち 注釈が 付いている。 
たとえば、 女性の 愛と 健康を 守って くれる 
石 だと か、 やさしい 女の子に なれる 石 だと 
か、 まるで お 風呂 用の 温泉 シリー ズ みたい 
に)、 可 十 種類 もの タ ロット カー ド、 石を 


「コック リ さん、 コック リ さん、 私は 高校 
に 入れます か？ って 聞いたら、 いいえ、 

に 入つ ち やったん です よ お。 もぅ ショック 
で 泣 いちやい ました」 

ところが、 なんの ことは ない、 彼女は ち 
やあんと 高校に 合格した 。コック リ さんの 
予言は ハズ レだった わけ だ。 

「けっきょ くね、 キ ツネと かは、 霊の なか 
でも 位が 下の ほぅらし いんです ね。 あっ、 
成仏で きないで さまよっ てる 霊よりは 位が 
高い かもしれ な いんです けど。 だから、 人 


を いじめたい、 人を 困らせた いって いぅの 
が あるみ たいで。 でもね、 霊から すれば と 
ん でもない 話です ょね。 突然 呼び出されて、 
こっちの 聞きたい こと だけ 言わされて。 い 
じ わるした くなる の も 当然です ょね一」 

フ ー ン 、そんな もの かな あ。 

おまじない 莩證の 

ス ト— ン •オブ •ハ— 卜 


渋 谷に ある、 占いと おまじない グッズを 
売る お 苦 「トラィアングル」 に、、 っつむ き 


フ ZN 1 ライタ 1 

那須ゆ かり 


使った ペン ダン トな どが ぎっしり 並んで い 
る。 

ときどき 天然 石を 手に とったり しながら、 
制服 姿の おかっぱ 頭の 女の子は、 何 かを 侍 
つてい るよう だった。 店の 奥では 二人の 占 
い師 が、 簡易 敷居で 隔てられた ボックスで 

タロツ ト占い を やつて ハる。 


十分く らいた ったろぅ か。 占いを 終えて 
占い師が 出て くると、 おかっぱ 頭の 少女は 

ツツツ I と 寄つ ていつ て、 「こんにちは一」 

とはに かみながら 笑顔を 見せた。 

「あら、 久し振りね！」 と、 まだ 若そう な 
占い師の お姉さんが 気づいて、 彼女に 声を 
かけた。 


「あら ぁ、 ずいぶん 変わった わね ぇ。 髮型 
のせい かしら」 

「え—、 そうです か ぁ。 そんなに 変わり ま 
した か ぁ」 

どうやら 彼女は、 お 目当ての 占い師さん 
をず っと 侍っ ていたよう だ。 

「今日は？ 占い？」 

「ええ、 お願いします」 

「じ や あ どうぞ」 

二人は ボックスに 入っ ていった。 奥から 
は、 何やら 状況を 懸命に 説明す る 女の子の 
声が とぎれとぎれに 聞こえて くる。 

十五 分か 二十 分く らい たっただろう か、 
占いが 終わって 帰ろうと する 彼女に 声を か 
けた。 ス ラリと した 体型に 小さな 顔。 アゴ 
が 小 泉 今日 子の ように とんがって いて、 頃 
には 少し ニ キビが 見える。 ハキ ハキと した 
声が 返って きた。 

- <「 日は 何を 占って もらっ たの？ 

「恋愛 …… 」 

- どうでした？ 

「え—、 恥ずかし いから。 ノ— コメントに 


14 

おまじない グッズの お 店 「ト ライアン グル」 渋 谷 公園 通 リ店爵 


) 
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してく ださい」 

都内の 私立 女子校に 通う 高校 二年生。 去 
年の 六月に、 占い 雑誌 『マイ •パー ス デイ』 
で この お 店を 知って、 以来 十回 以上 通って 
いる。 だいたい 一力 月に 一度の 割合で 占っ 
て もらつ ている ことになる。 

「私って、 ほんと すっ ごく 心配 症なん です 
ょ。 マイナス 思考に 考える ほうな ので。 こ 
の 人、 私の こと どう 思っ てんだ ろうかと か 
気になって …… 」 

気持ちを 明るく する ために、 いつも この 
お 店で 買った 石を 手放さない。 制服の 小さ 
な 胸 ポケットから、 彼女は ロー ズク ォーツ 
という 名の、 きれいな ピンク 色を した 石の 
ペンダントを 出した。 

「これは、 女性の ための お守りで、 心を き 
れいに して くれたり、 ニ キビ や 吹き出物を 
なくして くれたり する 石なん です」 

右の ポケットからは、 透明な 黄金色の 石。 


ダビデ スター マー ク という、 星の ような 
マー クの ついた 黄色い 袋に 入つ ていた。 
「え一 と、 これは ちよつ と 名 1 刖を 忘れた け 
ど、 気持ちが 明るく なれる 石です」 

石 も、 ただ 買つ てきた ものを 身に つける 
のでは ない。 一晚 水に つけて、 月の 光の も 
とで 「悪い ものが 流れて ください」 と 唱え 
ながら、 石に 水を かけて いく。 これを する 
と 石の 効果は 倍増す るの だとい う。 月明 か 

りと 水と 石 …… 、なかなか 神秘的で はない 
^  〇 

—— 石を 身に つけて 何 か 変わった？ 
「だんだん ニ キビが 減って きち ゃったん で 
すよ ぉ。 それと 人を 思い やる ことができる 
ようになつ てきた かな。 まだ 欠けて る 部分 
が あると 思 うんです けど、 あとは 自分自身 
の 問題 だから」 

中学 時代は さまざまな おまじないを やつ 


った かは 「忘れち ゃった」 と、 いと も 簡単 
に 言っての ける。 

「おまじない はもう やりません けど、 占い 
はやめられないです。 占っ て もらっ て、 一 
種の 心の やすらぎって いうか、 こうすれば 
大丈夫ょ って 言われる と 心配は おさまる」 

自分の ことが 知りたい 
神秘と 心理学 ファンの 女子大生 

, : ノ /; … ：：v  •  • 

神秘的、 心理的な ものに 興味を 持って い 
ると いう、 都内の 私立大学に 通う 一年生。 
黒の 丸い メガ ネを かけ、 髪の毛は スト レ— 
卜 。少しう つむき 加減で、 ときどき ズリ落 
ちて くる メガ ネを 人差し指で 上げながら、 
トツ トツと 話す。 去年の 秋 頃から、 部屋で 
お 香を 焚き 始めた。 

「毎朝、 焚かない とダメ なの。 たまたま 忘 
れた 日に すごく 心配な ことが 起きた し。 お 
香の 煙が まっすぐ 上る 日は きっと いいこと 
が ある . とか」 

ある 日、 いつしよ に 暮らす 姉が 幽体 離脱 
したと 0 つ。 それを 聞いて、 うらやましく 


たといぅ。 だけど、 どんな おまじないを や 
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て 自分 も 試して みたが、 まだで きないの だ 
そぅだ。 

「あお 向けに 寝て、 眠りに 入る 瞬間、 精神 
だけが 起き あがる。 フワ ッと 空中に 浮いて、 
自分が 寝て いる 姿を 見下ろす ことができる 
の。 姉は 怖くて すぐ 戻つ たつて いうけ ど、 
私は 戻れなくても いいから 経験したい。 ど 
こに でも 行けそう で、 おもしろ そうじ やな 


い」 


高校 二年生く らいまでは、 


クリ さん 


とか、 好きな 人の 口に 自分の 髪の毛を 入れ 
たり、 鏡の 裏に 好きな 人の 名前を 書いて 逆 
さに 貼る と 彼に 会える、 などと いつた お ま 
じない のた ぐいを いつ さい 信じな かつた。 
けつこう バカに してた、 と言う。 それが、 
高 三く らいから、 学校が ほんと にい やにな 
って、 一時期 登校拒否みたい になって から 
占い や 神秘的な ものを 信じる ょうにな つた 
「現実 逃避 だょ ね (笑)」 

—— ^ 学校 や 日常とは 違う 世界、 場所を 持ち 

たかつ たという こと？ 

「うん。 たぶんそう だと 田 心う」 
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大学に 入つ てからは、 あちこちの 占い師 
のと ころに 通い 始めた。 

「占いを して 自分が どうなる か 知りたい。 
とにかく いまの 自分が すつ ごく イヤ なの」 


.どこか？ 


「全部」 


全部って？ 


「悩 ミソ が。 考える ことが 全部 イヤ」 


「やっ ば 占いと かお まじない って 弱い 人が 
や るん じ やない？ 私は ほんと に 自分の こ 
としか 考えて ない の。 早く 死ねる か、 とか 0 
だって 自分の 存在が ムダ 。もちろん 意識的 
には 死にたい とは 思わない けど」 
「精神分析と オヵルトって 関係 あると 思ぅ。 
フロイトは、 来世は オヵルト 研究した いっ 
て 言って たみたい だし、 アインシュタイン 
は 手相 学に 興味を 持って たといぅ し」 

占いで 「早死にす る」 と言われた のが、 つ 
れ しいと いう 彼女。 とはいえ、 いわれの な 
い 不幸を 占われる のは ゼ ツタイい やなの だ 
とも 言う。 


1111111111111 11111 RIP 
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お ま じない を大 生産す る メディア 


最初に 会った 女の子は、 

「女の子には やっぱり どっか、 誰かに 頼り 
たい、 甘ぇたい、 何 かにす がりた いって 気 
持ち、 あるん じ やない かな」 と 言つ ていた 0 
じゃあ、 いわゆる 「自立」 を 目指す 女性 
たちは、 占いに 頼つ たりは しないんだろぅ 
か 。 

「占いに 頼らずに いる キヤ リ アウ— マンが 
いるなん て、 そっちの ほうが 信じられな一 

い」 

とスツ とん 狂な 声を 出した のは、 シナ リ 


オラ ィタ j の 二十 九 歳の 女性。 

「たしかにね、 信じ てんの？ つて 言われた 
ら 、ウ ー ン つて 空を 見る しかない。 でも 信 
じて ない とも 言いた くないし …… 」 

彼女の まわりで バリ 八 リ 働く 独身 女性た 
ちの ほとんどが、 占い ツウだ という。 

「あのね、 みんな この 年になる と、 エキス 
パ— 卜になる。 たいてい 顔見知りの 占い師 
がいる わよ」 

四 柱 推 命の 欠点は コレよ、 星占い なんて 
当たらない …… とそれ なりに | 家 言 持つ よ 
、っになる らしい。 

そう 言う 彼女 自身 もまた、 二十歳 前後 か 

ら 占いに どつ ぶりつ かつてき た。 しかし 原 
宿で 店を 開いて いるよう なのでは ダメ で、 
ロコミ だけで 密かに 知られる 占い師が いい 
の だそう だ。 

「政治家の ナン ト カ 先生 もみて る X  X さん 
とか 占い 一回 何 万円 もす ると こに 行つ ち 
やう わけ。 パー ソン •トウ •パ— ソンね。 

そうでな くち や、 もう 信じない 一 
同じ 星座の 人は 同じ 運命なん ていう のは 


「不幸になる といぅのは ィヤ 。占いは 人を 
悲しませる ために ある わけ じ やない。 神 だ 
のみみ たいな もんだ から。 おまじない も 占 
いも 精神安定剤。 ん I、 朝 にお 香を 焚いた 
りする の も、 イヤな ことが 起きません よ、 つ 
に、 つてい うこと かもしれ ないし。 死んで 
もい いと 思う 人間が どうして お祈りす るの 


かと 


、なんか 矛盾して ますね I J 


く 


ときどき 考え込んだり しながら 、ゆつ 
りと 言葉を 選びながら 話して いく。 


靴下は 右からは かないと 気持ち 悪い、 神 
社 やお 寺に お参りした あとは、 絶対 お尻を 
向けて 帰れない。 境内を 出る まで、 お尻を 
向けず、 後ず さりして 帰つ ていく。 とき ど 
き、 顔 だけ 後ろに まわして、 何かとぶ つか 


ら ないように 注意しながら 


二十 九 ¥ ヤリ アウ— マンの 占いは 
才—ト クチ ュ—ル 


それにしても、 なんで 女の子 ばかりなん 
だろぅ。 占い やお まじないの 周辺で 男の子 
を 見かける ことは、 まずない。 


111 


バカバカしい。 自分の ためだけ の才 11 ク 
チ ユール 占い じ やない と 嫌 だとい うわけ だ。 

彼女は® 足 生まれの 東京 育ち。 友 だち を 
見 まわしても、 希望す るソコ ソコの 短大に 
入って いわゆる 一流 ドコの 企業に 就職して、 
自宅から 通い、 お金は ある、 海外旅行 にも 
行く、 そう やつて、 ハタと 気づく と 二十 九 
歳 …… 、そんな 人が 多い。 

「何でも、 あるて いど 思い どおりに やつて 
きて、 ない のは 結婚 運 だけ。 変えられない 
のは 未来 だけ」 

海外 留学して、 MBI とつて、 なんて 才 
能が 自分 にないのは じゆう じゆう 承知して 
いる。 かとい って、 仕事の 先 も 見えない。 

「占いに 行く 理由の 八〇 パー セントは 結婚 
運 じ ゃない かな。 いまの 自分の 人生を 解決 
して くれる のは 結婚し かない、 と 思つ てる 
ヮヶ」 

彼女は いま、 ある 一流 企業に 務める OL 
の 友人から、 出雲大社 旅行に 誘われて いる。 

「出雲大社 神話、 圧倒的に 効く というの が 

あつて。 けつこう いい 齢して、 おさい 銭 五 


円で いちどの 御 縁。 四十 五 円で しじ ゅう 御 
縁、 みた いなこと を、 ひそかに やっち やっ 
たりす るの よ」 

社内 販売の 二 万円 も 三 万円 もす る 開運 ハ 

ンコに 飛びつ く。 

「マジよ、 マジ」 

お金が あっても 手に入らない ものは、 も 
う 祈る しかない。 

キヤ リア ウー マンと 占い …… 、それを 結 
びつ けて いるの が 「結婚」 という キ ーワー 
ド。 その マジな 情熱に ただただ 圧倒され る 
が、 かとい って ジ メジ メ している わけで も 

なく、 突き抜けた 明るさを 感じて しまう。 
「けっきょ くね、 他力本願な わけで しょ。 
それって 非力だった から じ やない かな あ、 
女が。 女の 時代 だと か 可能性の ある 時代 だ 
とかっ て 言われても 、やっぱり 二十 九 歳に 
もな って 仕事を 続けて いくとな ると 壁に 突 
き 当たる。 アメリカ だつ たら、 カウン セリ 
ングが 当たり前 のように あるけれ ど、 日本 
の 場合は まだまだ。 すがれる ものは、 男で 
も 社会で もなくて、 超 現実な もの だけな の 


かもしれ ない」 

最近は もうた だの 占い じ や 満足で きな く 
て、 超能力の ほうに いっち やった と、 彼女 
は 言う。 

「前世が わかる 人と か、 未来を 透視す る 人 
を 探す の。 サイ キックに なれば なるほど 確 
実 だ、 現実 だ、 と 思うょう になる のね」 

- ほんと に そんな 占い師い るの？ 

「自分で 経験して みないと 信用で きないと 
思う けど、 私は ズ バリ 当たっ た。 いまは、 
それ こそ ディ ズニ ー ランドの スタ ー  •ツア 
— ズに 乗って るょう な 気分で、 その 人の 話 
を 聞いて るけ どね」 

う一 ん、 そこまで いつち やつた のか ぁ。 
それにしても、 ほとんど こういう 世界と 無 
縁だった 私 も、 最後の 「ズ バリ、 当たる」 
の セリフには 少 々心 動かされる ものが あっ 
た。 

3 私は 幸せになる はず だ、 

という 確信 

「幸せに ならな くち や、 おかしい つてい う 
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確信が ぁると 思う の、 やっぱり」 

「幸せ」 って、 なって 当然、 の ものだった 
のか！ そういえば 彼女、 さっき 「変えら 
れな いのは 未来」 って 言って たけ ど、 並 日 通、 
変えられな いのは、 過去の ほう だっ たんじ 
ゃなかった っけ？ 

「でもね、 私の 友 だち が 言って た。 占いに 
通う 回数の 多 さは、 不幸の 数と 比例す るっ 
て。 ほんと そう 思う わ一」 

う 一 ん 。でも その 「不幸」 ってなん だろ 
、っ。 結婚で きない ことが 「不幸」 なの？ 
他力本願 じ やなき やダメ なの？ 

「不幸」 という 言葉で、 「早死にす る」 っ 
て 占われて 喜んでた 大学生の コが 話して い 
たこと を 思い出した。 

「死ぬ ってい うのは、 不幸な ことなん かじ 
ゃない の、 私に とって」 

—— じゃぁ、 いまは 不幸？ 

「、っ、 っん。， 幸せ」 

- ^ っと 幸せに なりたい？ 

「うん。 そう、 ほんと に 一 
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「空飛ぶ円盤 It  r 宇宙 存在」 へ 


UFOM^^iHi 

宗教に なって しまった！ 


UFO といぇば SF の 領分 だと 思ったら 大間違い。 最近は チャネリングなる 
宇宙 イタ n も大流 行で、 すっかり 新興宗教 になって しまった。 

横 尾忠 則、 シヤ ー リ！ マクレ J\ などの 著名 人を 夢中に させる UFO 教の 実態。  科学 解説 家 

志 水 一夫 

そして その後 間もなく、 こんどは ひとり 
で 彼らの 宇宙船に 招かれて 宇宙人た ちの 
リ ー ダ ー である グレ — •マスタ ー に 会い 
太陽系には 十二 個の 惑星が あって、 その ど 
の 惑星に も 人間が 住んで いる ことな どを 教 
ぇられた といぅ。 その 時の 話 も 『宇宙船の 
内部で』 (いわゆる 円盤 同乗 記) といぅ 著書 
に まとめられて 刊行され た (両者 合本 邦訳 
『宇宙からの 訪問者』 文久 書林)。 

彼の 体験 記が 発表され ると、 「私 も 会つ 
た」 とか 「私は 彼よりも つと 前に 会って い 


UFO とは〃 未確認飛行物体"、 すなわち 
天空に 目撃され る 正体 不明の もの、 といぅ 
ことで ある。 ところが なぜか、 オカルト 的、 
宗教 的な ものに 結びつけられて しまぅ こと 
が 少なくな いのが 現状で ある。 

ここでは その 背景 や 実態に、 ちょっぴり 
せまつ てみ る ことした。 


アダム スキ I はもと もと 
オ カルテ ィス トだった！ 


UFO カルト (UFO 宗教) とか フラィ 


ング •ソ —サ ー •カルト (空飛ぶ円盤 教) 
と 呼ばれる ものの 起源は、 一九 五〇 年代 ま 
でさかの ぼる ことができる。 

その 元祖は、 ポー ランド 生まれの ア メリ 
力の 在野 哲学者、 ジ ョージ •アダム スキー 
(一 八九一—一九六五 ) だ とされて いる。 

彼は、 一九 五一 一年に 友人たち が 遠くから 
見守るな かで 金星 人に 会った と 言い、 一 九 
五三 年に 『空飛ぶ円盤は 着陸して いた』 (い 
わ ゆる 円盤 実見 記) とい、 っ 著 蛮 日で そのこと 
を 発表した。 


た」 といつ た、 二番煎じ 三番 煎じ 的な 人び 
とが 次々 と 登場して きた。 

そして、 それぞれに" 信者〃 を 得て、 現 
代の 預言者ょ ろしく 活動を 始めた ので ある。 

このょぅな" 自称 宇宙人 会見者" のこと 
を、 U F O 研究者は" コン タク ティ—  " と 
呼び、 彼らの" 体験， 内容を" コンタクト • 
スト— リー， /( 宇宙人 会見 談) と 呼んで、 た 
んに UFO の 内部 もしくは 周辺に 人影を 見 
たという 形の、 いわゆる "コンタクト. 

ケ—ス ，ないし" 第三 種 接近 遭遇， ("接近 
遭遇" という 訳は、 厳密には 不正確) とは 区 
别 している。 


アダム スキ— と、 彼が 会った 宇宙人 


アダム スキ— の 話の 真偽に ついては、 別 
のと ころで 多少 詳しく述べた ので ( 『SF 
ィズム』 一三 号、 八 五 年 一月) ここでは 再 論 
はさけ るが、 意外に 知られて いないのは、 
彼の 体験 記、 とくに 宇宙人の グレ— 卜 •マ 
スタ— の 言葉の あちらこちらに、 聖書 や 神 
智学(ロシア生まれの元盡媒、 1-1 .卩.ブラ 
ヴァ ツキー 夫人に よって 削 始 された'  ィンド 
宗教の 影 一: を 強く 受けた 神秘主義 rr 学の 一派) 
文献の 言い回しが 歴然と 見られる という こ 
とで ある。 

たとえば、 グレー ト •マスター が 太陽系 
には 十二の 惑星が あると 語る ところには、 
ョハネ 伝 十四 章 二 節の 「我が 父の 家には 多 
くの® あり」 という 言い回しが ほぼ その 
まま 登場して いると いう 具合で ある。 

たいいち、 この グレ ー ト •マスタ ー とい 
う 言い方 さえ、 神智 学の マハトマ、 すな わ 
ち 仏教で 言う 大師の ことなの である (角 川 
文庫 版 『 U FO 同乘記 j の大沼 忠弘氏 訳では、 
この ことを 踏まえて か、 はつき リ "大師" と 


訳されて いる)。 

もし 日本で、 宇宙人に 会った という 人が 
宇宙人からの メッセー ジ だとして 般若 心 経 
によく 似た 教えを 示したならば、 どのよ、 っ 
な ことが 起きる であろう か。 多くの 人び と 
は ソッポ を 向き、 ごく 一部の 人び とには 熱 
狂的に 迎えられる に違いない。 アダムス 
キー に対する 欧米人の 態度は、 そう 考える 
とよく 理解で きる ように 思われる。 

なお、 アダム スキ— が U F O 問題に 首を 
突っ込む 前に 「ロイヤル •才— ダ！ オヴ 
•チベット」 という 神秘主義 哲学の グル— 
プを 主宰して いた こと も、 よく 知られて い 
る。 彼の 死後、 彼が 若い 頃に チベット にい 
た ことがある という 噂が 流された の も、 理 
由がない わけでは ない の だ。 (もし これが 
事実なら、 そんな 重大な セ ー ルス •ポ イン 
卜を 長年に わたって 隠し 通す ことができた 
とは、 まった く 驚くべき 忍耐力で ある)。 

アダム スキ I の ル ー ツ 、すなわち UFO 
カルトの ル— ツは 、明らかに 現在" ニユー 
•エイ ジ 思想〃 と 呼ばれて いるよう な (西 


洋 流の) 東洋風 神秘主義に あるので ある。 

そして、 そういう 背景に ついて ほとんど 
知る ことができない 日本で こそ、 いまだに 
彼が もてはやされ ている という わけで ある。 
世界最大の アダム スキー 支持 派の 団体 (日 
本 GAP。 会員 数 三千 人 以上と 言われる) が 
日本に 存在す るのは、 決して 偶然では ない 
ので ある。 


異端の キリスト教 としての 
UFO カルト 


しかし、 キリスト教 文化の 国ぐ にの こと、 
宗教 的な ものと 言えば、 やはりなん といつ 
て も 聖書で ある。 

アダム スキー が 登場した 後に 雨後の タケ 
ノコの ょぅに 現れ、 多くは 一時的な 人気に 
終わつ た コン タク ティー たちの ほとんどが、 
その 種の" 教え" を 含んで いたょぅ だ。 現 
在 良く も 悪く も" 第二の アダム スキ ー "と 
呼ばれて いる、 スィスの エドアルド •ビ 
リ ー •マイヤ ー (一九 三 七 I  ) も 例外で 
はない。 


マイヤー の インチキ UFO 写真 


彼は、 子どもの ころから、 プ レア デス 星 
団 のなかの エラと いう 星から 来たと いう、 


セム ジャ I ゼと 名乗る 三百 三十 歳の 女性を 
初めと する 宇宙人た ちと、 百 回 以上に も わ 
たつて 会見し、 多くの UFO 写真を 撮影し 
たり、 さまざまな メッセー ジを 受け取つ た 
りして いると いう。 彼が 撮影した という U 
FO の 写真 や フイルムは、 日本の T V でも 
何度か 紹介され た ことがあ るので、 ご覧に 
なつた 方 も あるだろう。 


•イン マヌエル』 という 本を 発表して いる 
ので ある。 しかし、 その 文体が 最も 一般的 
な ドイツ語 聖書で ある ルッ タ— (ルー テル) 
版に 手を 加えた 以上の ものでは ない という 
ので、 彼の 信者を 除いては 誰も 相手に して 
はいない。 

しかも、 現在では その 写真の 大部分が 卜 
リックで ある こと も 明確に なつて おり、 彼 
の 話は 海外では ほとんど 信頼を 失って し 
まつて いると いうの が 現状で ある。 

なお、 彼 も かつて 神智 学の グルー プに属 
して おり、 しかも、 彼の" 同時 目撃者" の 
ほとんど か、 その メンバ ー なので ある ！ 

# 

最近 人気が ある コン タク ティ— のなかで 
聖書が 最も 露骨な 形で 出て くるのは、 フラ 
ンス の元ジ ヤーナ リスト、 クロ— ド •ヴオ 
リ ロン •"ラエル" (一九 四 六—) である。 

彼は 本名を クロー ド •ヴ オリ ロンと 言い 
"ラエル々 は、 異星人から 名乗る ように 言 


その 彼 も、 聖書の 原典 だ、 といぅ 文献を、 われた 洗礼名の ょぅな ものら しい。 彼のい 
自分が 訳した もの だと 称する 『タル ムード  くつ かの 著書に ょると、 彼は 一九 七三 年に 
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宇宙人と コンタクトして 地球の 大使 役に 任 
命され、 地球人は 異星人の 作った ロボット、 
すなわち 聖書に 出て くる エロ ヒム によっ て 
作られた 存在で あると 教えられた という。 

しかし、 彼が 宇宙 入から 教わった 内容は、 
彼の 最初の 著書の 邦訳が 『聖書と 宇宙人』 
という 題名で 刊行され たこと にも 現れて い 
るよう に、 まったく 聖書の 唯物論 的 読み 変 
え、 ないし 新 解釈 ? .) である。 

ただ、 あいにく、 彼の 著書の なかには 科 
学 上の 基本的な 誤りが 少なくない。 また 他 
にも その 種の ものが 多い ことな ども あって、 
海外では 日本 ほどには 注目され ていないよ 
うで ある。 もっとも、 ラエルの ほ、 っは 頭の 


日本 ラエ リアン •ム— ヴメン トの 本 


良い ことに (？) u FO 写真の 類は とくに 発 
表して いないので、 他の コン タク ティー た 
ちの よぅに そこから 尻尾を つかまれる こと 

がない のは、 かえって 強みな のか もしれ な 

、〇 

IV 


"予言者" としての 
〃宇宙人 会見者〃 


キリスト教で 言う 預言者とは、 読んで 字 
の ごとしで、〃 神の 言葉を 預かる 人" のこ 
とで ある。 そして、 それが 神の 言葉で ある 
ことの 証明と して、 そのな かに 神の 計画が 
含まれて いる ことがある とされて いるた め、 
将来 起きる ことを 予め 言う 人、 すなわち 予 
言 者で も あると いう わけで ある。 

現代の 預言者た る コン タク ティー たちの 
なかに も、 予言を 行う 人が ときどき いる。 

有名な ところでは、 アメリカの 双子の コ 
ン タク テイー、 スタン フオー ド 兄弟 (一九 
三 八— 弟の レ クス .G  •スタン フオー ドは、 
現在は セント •ジョンズ 大学 助教授の 地位に 
あり、 博士号 も 持つ 正統派の 超 心理学者 とし 


て 著名) が、 その 一九 五八 年の 著書 『面を 
上げよ』 (邦訳 『地軸は 傾く？』 宇宙 友好 協会) 
のなかで 異星人た ちから 伝えられた 1 だ 
として、 地球の 地軸の 急激な 変動、 すな わ 
ち〃 地軸 傾斜， の 発生が 迫って おり、 「大 
規模な 変動は おそらく 一九 六〇 年に 発生し、 
小規模な 変動は それ 以前に も 突発す るか も 
知れません」 (松 村 雄凴 訳) と 述べて いる。 

彼らは 直接 宇宙人た ちに 会った のでは な 
くて、 そういった 通信を テ レ パ シーで 受け 
とった というの だが、 UFO 出現 時に たま 
たま 立ち会って いた 警察官た ちの 宣誓 供述 
書な ども 掲載され ていたた めか、 同書は 日 
本の コン タク ティー 支持者た ちに 大きな 影 
響を 与えた。 しかし、 原著は 私家 版で、 欧 
米では あまり 注目され ず、 予言 か 当たらな 
かった からと いつて、 彼ら もとく に 責任を 
追及され るよう な ことは なかつ たようで あ 
る。 

同様の ことは、 日本で も 起きた ことがあ 
る。 一九 五〇 年代 末、 前記の スタン フォー 
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ド 兄弟の 邦訳 本 も 刊行して いた 宇宙 友好 協 
会 (後の CBA ィンター ナショナル) では、 
一九 六〇丄 ハー ー年の 間、 とりわけ 一九 六〇 
年に、 地球の 地軸の 位置が 急激に 変化して、 
大災害が 起きる と 予言して いた ことがある。 
同 会の 忠実な 会員たち は、 その 時 宇宙人の 
円盤に 救い上げて もらえる というの である。 

後に 同 会が 一般に も 公表した ところに よ 
ると、 同 会の 代表であった 松 村雄亮 氏 (一 
九 二 九—) が、 一九 五 九 年 七月に 円盤の 
母船 内に 招かれて、 宇宙人の 長老と 英語で 
会談した 際、 この こと (ただし 期日は 「き 
わめて 近い将来」 となっ ている) を 教えられ 
たの だとい う。 

最初 それは 一九 六〇年 三月 二十 一日に 起 
きる とされ、 次いで 六月 二十 一日に 変更 さ 
れて 、さらに 十一月 二十 二日に なつた。 

いざと いう 時には 「りんご 送れ、 C」 と 
いう 電報が 会員に 発信され、 琵琶湖の 岸辺 

に 集まる ことにな つていた という。 この 
ク C 々は、 最初は カタストロフ イ ー (大変 
動、 天変地異) の イニシャル だとされ てい 


たが、 後に チヱ ンジの 頭文字 だとされ た。 
同 会の 会員の なかには、 財産を 処分して 会 
に 寄付して しまった 人 も 何人 かいたと 言わ 
れ 、また 「どぅせ 大災害が 来るなら」 とすっ 
かり 生活を 乱して しまった 女子高 虫の 話な 
ども 伝えられ ている。 

この 事件の 後、 同 会には 幹部の 総辞職な 
どま さに" 大変 動" かあリ 、その後 再び 
松 村 氏が〃 最高 顧問， としてへ ゲモ ニ— を 
掌握して さかんに" 活動" を 行っ ていたが、 
I 九 六 七 末に 突如 一般 会員を 放り出して 海 
外向け 会 誌の 発行を 中心とした 地下 活動に 
入っ てし まい、 そのまま 视 在に 至っ ている 0 
松 村 氏は 現在で もとき どき 海外の UFO 研 
究 団体の 会 誌で 名前を 見かける ことがある 
が、 こ、 っいった 事件が あった ことにつ いて 
は ほとんど 知られて いない ょぅで ある。 

海外では この種の 終末 騒ぎが ときどき 起 
きて おり、 日本の 新興宗教 でも 終末論 的教 

義を 持つ ている ところが けつこう あるの だ 
が、 日本で これ だけ 大きな 騒ぎが 起きた の 
は、 大正 期の 大本 教を 除いて 他に 例がない。 


これ も、〃 空飛ぶ円盤と 宇宙人， といぅ そ 
れ なりに 唯 物的な 外観を 持って いたた めで 
あろぅ か。 


"奇蹟" としての 
UFO 体験 


いわゆる" UFO 宗教" の 人び との 言動 
を 見て いると、 彼らに とつて UFO の 出現 
は、 ちょう ど 宗教に おける" 奇蹟々 の 役割 
を 担つ ている ことが わかる。 

UFO を： m 撃した という 人が 嬉 々として 
自分の 目擊 について 語る 時の 表情は、 宗教 
団体で 自分が 体験した 奇蹟に ついて 語る 人 
びとの それと、 あまりに よく 似て いる。 彼 
らは、宇宙人の：3卩0は頻繁に地球を訪れ 
ている と 主張しながら も、 その 一方で、 実 
は それが 稀に しか 起きない 特別な ことで あ 
ると 確信して いるかの ようで ある。 

ときとして：3?0は、聖パウロを回心さ 
せた が 如き〃 天の 声々 として 作用す る こと 
すら ある。 最近では むしろ 心霊 研究家と し 
て 有名な 観 も ある マン ガ 家の つの だ じろう 
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氏が、 そういった 問題に 関心を 抱く きっか 
けにな ったのは、 UFO の 目撃で あったと 
いうし、それ以外にも：31^0目撃をきっか 
けに、 それまでの 世界観が ゆらいで オ カル 
卜 的な もの 全般へ と 向かう ことにな った 例 
は 少なくな いようで ある。 

また 逆に、 それまで 西洋 医学 一辺倒 だっ 
た 医師が、 東洋 医学の 効用に ショックを 受 
けたのを きっかけ として 一気に ズルズ ルと 
そっちの世界に入り込み、：^卩0カルトの 
幹部にまで なって しまった 例 も ある。 

ようするに、 その 人の それまでの ff 念を 
ゆるがせる もので さえ あれば、 なんでも 構 
わない という ことなので あろう。 しかし、 
単なる 天空に 目撃され る 正体 不明の 現象に 
すきない 0 ド0か、そのようなことを弓き 
起こして しまう ところが 独得で ある。 

たとえば それが、 実際には 飛行機 や 人工 
衛星 か 何 かの 目撃に すぎなかった 可能性は、 
きわめて 高い ので ある。" UFO 学の ガリ 
レオ" として 名高い 元 米空軍 U F 0 研究 部 
門 科学 顧問の 天文学者、 ジョ —ゼフ •アレ 


ン •ハィネック 博士  (一九 一 〇| 八 六) に 
よると、 米空軍に 報告され た UFO 目撃の 
実に 九 四 % まで もが 他の 既知の 現象の 誤認 
だと 考えられ、 最も 信頼性の 高かった 複数 
の 科学技術 者に よる 目撃の 場合で も、 誤認 
率は 五〇 % に 達した という。 

それほどまでに、 天空と 宗教 的な 感情と 

いう ものは 結びつき やすい ものら しい。 

日本の UFO カルトの 代表格 だとされ る 
前記の CB A  (宇 笛 友好 協会) の 会 誌には、 
UFO  " 観測〃 中に 現れた UFO の 飛び 方 
によって、 彼ら 宇宙人た ちが 伝えよう とし 
ている ことを 知る ための 比較  一 , E 表が 掲載 
された ことがあ ったし、 現在で も 同様の こ 
とを 信じて いる 人び とがわず かながら いる。 

たとえば、 これまで 多くの UFO カルト 
運動に 身を投じて きた ことで 知られる K 氏 
は、 何 かわからない ことがあ ると、 人里 離 
れた 所に ひとりで 行って、 空に 向かって 呼 
びかけ るの だそう である。 「宇宙人に 会っ 
たという 〇〇 さんの 話は 本当です か？ も 
し 本当なら、 お 姿を 現して ください」 とい 


う ふうに。 

K 氏 自身が 直接 私に 話して くれたと ころ 
によると、 そういう 場合、 ときとして 彼ら 
は、 空 いっぱいの さまざまな 色の UFO の 
乱舞と いった 形で、 その 答えを 知らせて く 
れ るの だとい う。 

こうして 彼は、 UFO の 教えに 従い、 前 
記の ラエルの 支持 団体で ある 「日本 ラ エリ 
アン •ム ーヴメ ント」 に 代表され る さま ざ 
まな 運動に 次々 と 身を投じて きた。 しかし、 
けっき ょくは どれ も 実を 結ぶ ことなく、 現 
在は ラエ リアン •ム —ヴメ ントの 代表 も 退 
き、 別の コン タク ティー を 支持して いる。 
果たして、：3卩0の答えは正しかったのだ 
ろうか . 。 


"守護霊" としての 
〃宇宙人" 


宇宙人 信仰と いぅ ことになると、 最近 流 
行して いる" チャネリング" に 触れない わ 
けには いかないだろぅ。 

これは、 一部の 週刊誌で〃 宇宙 ィタ コ" 
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などと 呼ばれて いたよう に (『週刊 プレィ 
ボ ーィ』 五月 一日 号)、 ようするに 一種の 霊 
媒 現象な の だが、 通常の 霊媒とは 異なって、 
死者の 霊魂な どが 憑依して くるので はなく、 
もっと 漠然とした〃 宇宙 存在" などと 称す 
る ものが 現れて 来る ことが 多い のが 特徴で 
ある。 前記の スタン フォ ー ド 兄弟の ような、 
かつて テ レ パ シック •コン タク ティ— と 呼 
ばれて いた もの も、 今 ふうに 言えば、 チャ 
ネラ ー (チヤ ネ リングを する 人) とい、 っ こと 
になる。 

『愛と 追憶の 日々』 でアカ デミ— 賞を 受賞 
した 米国 女優、 シャ —リ— •マク レーン 
(一九 三 四—) がいくつ かの 神秘 体験を 
経て この チャネリングに 夢中に なり、 『ア 
ゥト •オン •ア •リム』 (一九 八 三。 邦訳. 
地 湧 社) 以下 一連の 自伝 的 著書の なかで 絶 
賛 したのを きっ かけに、 チャ ネラ ー は 急激 
に 注目を 浴びる ことにな つた。 

日本では、 画家の 横 尾忠則 氏が、 ある 日 
本人 女流 チヤ ネ ラー の 信奉者で あると して 
部で 話題に なった。 「宇宙人の 許可が 出 


ないから」 と、 インタ ヴユー を 断 わつ たこ 
とが あると いうから、 たいした 熱中ぶ りで 
ある。 

チャ ネ ラ— の 元祖 的 存在は、 世界 三大予 
言 者の 一人な どと いわれる アメリカの 超 能 
力 者 ヱ ドガー  •ケ イシ—  (一八 七 七— 一九 
四 五) だとされ る ことが 多い が、 彼の 語っ 
た 内容は もっと 宗教 的 •哲学的 背景を 帯び 
ており、 また 現れて くる 人格の 様相な ども 
異なつ ていて (ケ イシ— 本人は キリスト だと 
信じて いたと いわれる)、 宗教と いうょり む 

しろ 道徳の 教科書 的な 内容を 持った 最近の 
チャネリングとは 必ずしも 一致して いない 
(この辺、 ケ イシ— の 名声を 利用して いるょ 
うな 感じで、 古くから ケイ シーに 好感を 持っ 
ている 筆者と しては、 いささか 面白くな いの 
であるが)。 

そして、 旧来の 霊媒と もう ひとつ 異なる 
のは、 現れて くる 人格が 特定の 死者な どで 
はなく、 その 身元確認と いつた ことが、 ま 
つたく 埒外の もの だとい うこと である。 つ 
まり、 言つ たら 言い っぱなし なので ある。 


こういう 占 ^ 、 旧来の 心霊 主義者 (交霊 
信者) たちから 「チャネリングは 審神者 (霊 
媒に 現れて きた 第二 人格と 問答して 相手を 見 
極める 役割の 人) なき 霊媒で ある」 とい わ 
れる 所以で ある。 

こうなる と、 語られる 内容に よつ て、 そ 
の 程度を 見通す しかない の だが、. 前記の よ 
うに、 けっきょくは 小学生の 道徳の 教科書 
並みの ものにす ぎない ことが 少なくない。 

また、 アメリカの ある チヤ ネ ラー が 来日 
した 後で、 日本人で も 同名の〃 宇宙 存在々 
から メッセー ジを 受け取る ようにな つたと 
いう 人が 何人 か 現れた が、 その 内容は、 互 
いに それほど 一致して いるとは 言えない よ 
うで ある。 

それに、 最初のう ちは よいよう に 見えて 
も、 だんだんと おかしく なつて くる ことが 
少なくな いという 点 も、 旧来の 霊媒 現象と 
あまり 変わらない。 

そういった 不名誉な チャネリングの 代表 
格は、 かつて シヤ ーリ！ マク レー ンも著 
書の なかで 絶賛して いた ラ ムサ (かつて 大 
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オカルト 雑誌を 


西洋の 失われた 大陸 アトランティスの 戦士 
であった という) であろう。 彼は 一九 八 五 
年に 「三年 後に 疫病が 町々 を 襲って 大量 死 
が 発生す る 云々」 といった 予言を 行い、 見 
事には ずれて しまつた ので ある。 しかも そ 
の チャ ネラ I であった J • Z •ナイト 自身 
も'  通常の 意識 状態で チャネリングの 練習 
をして いると ころを 目撃され るな どして、 
すつ かり 信用を 落として しまつた という 
(『たま』 一九 八 九 年 二月 号 掲載の 加 藤 整弘氏 
記事 他に ょる)。 

この種の ことは、 旧来の 霊媒 や テ レ パ 
シック •コン タク ティー にしても、 近年の 
チャ ネ ラー にしても、 いわば 日常茶飯事の 
はずな の だが、 とくに 日本では、 そういう 
部分に ついては 報道され る ことが 少なく、 
人び との 間に 伝わりに くいの が 現状で ある。 

少なくとも、 たんに 出て くる 霊の 人格 や 
名称が 何 か 目新しい 感じが するとい う 以外 
に、 いわゆる チャネリングが 旧来の 霊媒 現 
象 や テ レ パ シック •コンタクト 以上に 信用 
ぎ わす 数々 の 宇宙 存在  できる 存在 だとい う 証拠は 何もな ハので あ 
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る。 いや、 それ どころ か、 確認 材料を ほと 
んど 提供 しないと いう 点で、 むしろ 信憑性 
に 欠ける というべき であろう。 

こ、 っいう 動向を 見て いると、 かつて SF 
作家の 平 井 和 正 氏が 筆者に 語って くれた こ 
とを、 いやで も 思い出して しまう。 小説の 
なかに" 霊" という 言葉を 入れた ところ 抵 
抗を 感じる という 人が 多かった のが、" 意 
識 体" と 言い換えた ところ、 まつた く 同じ 
ことなのに そういう 抵抗が ほとんど なく 
なつた というの である。 


〃宇宙 考古学 説" の 
オカルト 的 背景 


一九 七〇 年代に 大きな 隆盛を 見た ものの 
ひとつに、 いわゆる" 宇宙 考古学々 が ある。 

これは、 遠くは るかな 昔に 異星人が 地球 
を 訪れて、 地球人 類の 文化ない しは 起源に 
関わりを 持つ たと する 説、 ないし その" 研 
究 "である。 英語では エン シヤン ト •アス 
ト ロノー ツ •セ オリー  (AA 説 •古代 宇宙 
飛行士 説) という ことが 多い。 


これは 一九 六 八 年に 西ドィツで 刊行され 
た、 スィスの 旅行家で 作家の、 エー リヒ. 

アントン •フォン •テ I ニ ケン (デニケン。 

一九 三 五—) の 著書 『未来の 記憶』 (邦訳 
•早 川 書房 & 角 川 文庫。 英訳 題 『神々 の 戦 
車？』) がべ スト セラー になつ たこと から、 
世界的な ブーム となった もの だが、 起源は 
はるかに 古い。 

一九 五〇 年代に UFO 研究者た ちの 間で、 
現在 来て いるものなら、 過去に 来て いたと 
しても 不思議は ないで はない かとい った 考 
えから 注目され たのが 最も 有名な ところ だ 
が、 六〇 年代 初頭には ソ連 圏で 宗教の 唯 物 
論 的 解釈と して 注目を 浴びた こと も ある。 

また、 十九 世紀末の 神智学 文献に そう 
いった 思想の 片鱗が うかがえ ると 見る 人 も 
いる。 

というよりも、 宇宙 考古学には、 やはり 
宗教 的な 神秘主義が 背景に ある。 

とい、 つのは、 宇宙 考古学で 用いられ てい 
る" 証拠" のなかには、 かつて ピラミッド 
学 (エジプトの 大 ピラミッドは エジプト 人が 


作った のでは なく、 その 寸法には 聖書 的な 予 
言が 盛り込まれて いると いった" 研究") や大 
西洋 や 太平洋に 沈没した 大陸に かつて 高度 
な 白人 文明が 栄えて いたと いう" 失われた 
大陸〃 説の 影響が 明白 だからで ある。 

そして、 そうした 動きは、 進化論に 代表 
される 近代 思想 や ヒンズー 教に 代表され る 
東洋 思想と いった、 非 キリスト教 的な 発想 
に対する 当時の 欧米人の 適応 異常の 結果で 
あったと 考えられる (明治 以降の 日本の 才 
カルト 運 ® J も、 多くは この 逆に 西洋文明と 
の 出会いの 衝撃の 結果 だと 考えられる 部分 
が 少なくない)。 

その 代表格と でも 言うべき ものが、 いわ 

ゆる" ニユ ー  •エ ィジ" の ル ー ツた とされ 

る神智 学の 創始者、 ヘレナ •ペトロ ヴナ • 
ブラ ヴァ ツキー 夫人 (一八 三  一— 一八 九 一) 
による オカルト 的 進化論 『シ ーク レット. 
ドクトリン (秘密 教義)』 (一八 八 八。 邦訳. 
竜王 文庫) である。 (ちなみに、" ニ ユー. 
エ ィジ" という 言葉は、 前記 スタン フォー 
ド 兄弟の 著書に もとく に 新造語と いった 
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力の 地上 絵。 


ニュアンス ではなく 登場して おり、 ちつと 
も 新しくない" おニュ ー の 古着" である)。 

そして、 そうした 神秘 思想の 流れの 言わ 
ば 終 着 点が、 宇宙 考古学 だと 考えられる。 

欧米の 神秘主義 ブ—ム の 背景には、 白人 
の 有色 人種への 優越感 的 蔑視と 劣等感 的 恐 
怖と がない まぜに なった 独特の 感情が ある 
と 見られる の だが、 日本では 例の 「夢が 
あってよ い」 という 論理 停止 思想に 留まっ 
ている ような のは、 おめでたい 限り だと 言 
う ほかない。 

いずれに しろ、 天から 来た 人び とが 我 わ 
れを 導いたり、 あるいは ズ バリ 作り出した 
りした という 発想は、 特に キリスト教 圏で 
は 独特の 心理的 効果が あるよう なので ある。 

例の シヤ ーリ— •マク レ— ンも 『アウト 
•オン •ア •リム』 などの なかで チヤ ネ 
ラ— の 言葉に 従って いわゆる 宇宙 考古学 説 
に 言及して おり、 同書が T V ムーヴ ィー化 
(H 本では VTR 販売) された ときにはべ 

ルー 政府から 「わが 民族の 遺産を 宇宙人の 
いう 発想の 被害者  せいに してし まう とはけ しからん」 と、 抗 123 


議が あって、 一時期 完成が 危ぶまれた とも 
言う 0 

また、 最近 話題に なつて いる、 アメリカ 
政府が 異星人た ちと 秘密の 協定を 結んで い 
ると いう 証拠の 機密 文書を 見た ことがある 
と 主張して いる 人の 証言で も、 異星人が 地 
球 人を 作り出し ただの、 世界の 主な 宗教は 
異星人た ちが 作った だのと いう 主張が 登場 
していて、 まさに" お 里が 知れる" という 
ものである。 


UFO カル トは 

究極の 拝 外 思想 だ！ 


それにしても、 どうも 日本に おける この 
種の 運動には オリジナリティー が 欠けて い 
るよう に 思われて ならない。 

何 かひと つくらい は、 日本 独自の UFO 
運動の ような ものが あっても よいよう に 思 
うの だが、 これまで 見て きたよう に、 実に 
見事な までに 欧米 産の 運動の パロ デイー も 
どき ばかりで ある。 

かつて CB A の 会 誌に 掲載され て 話題に 


なった、 国電の 中で 地球に 隠れ 住んで いる 
宇宙人を 見かけた (どうして わかった のか 
と言うと、 テ レ パシー でそう 感じた ので 同 
様に テ レ パ シーで 話しかけたら 相手が ニッ 
コリと うなずいた というので ある！) 話は、 
どう 見ても たんなる 外人さん を 見かけた と 
いう 話 以上の ものでは ないし、 同 会" 最高 
顧問" の コン タク ティー 松 村 氏に 至っては、 
なぜか 英語で 宇宙人と 話して しまう の だ ft : 
なんという 拝 外 思想であろう か！ 

もっとも、 前記の ように、 宇宙人 会見 談 
に 登場す る 宇宙人た ちは、 西洋人の 顔つき 
をして いながら、 語る 内容は 東洋 的で、 や 
はりこ こに も 拝 外 思想が 見られる。 

いや、 考えてみれば、 高度な 宇宙人と い 
う 発想 自体が、 まさに 究極の 拝 外 思想では 
ないか！ 

そう 言えば、 ひとつ 興味深い ことがある。 

前世は 宇宙人だった という 人が 名乗り出 
る、 宇宙人の 使者を 自称す る 人が 来日す る、 
宇宙人と テ レ パ シーで 交信して いると いう 
人が 話題になる、 宇宙人から 地球の 大変 動 


が 近づいて いる ことを 知らされ たという 人 
が 現れる、 新興宗教が そういった ことを 教 
義に 取り入れる、 有名な 画家が その 種の 話 
に 熱中す る …… 。こういった 現象は、 どれ 
も 三 H -〜 四十 年 前に も あった。 チャ ネリン 
グ でさえ、 前記の ょうに 旧来の 霊媒 現象の 
名称が 変わった だけにす ぎない。 


山の あなたの 
空 遠く 


ただ、 ひとつ 異なる のは、 当時こう いっ 
た 人び とが 口にする のが、 金星 人 や 火星人 
であった のが、 最近は もっと 遠い 未知の 惑 
星に なつて いると いう ことで ある。 

これは、 かつて 自称 イギリスの 陸軍 大佐 
の ジェイムズ •チヤー チ ワード (一八 五 二 
— 一九 三 六) が、 太平洋に 沈んだ という 失 
われた ムー 大陸を でっち 上げた 際に、 謎の 
粘土 板の 記録を 発見した のが 最初は インド 
の 某 寺院 だとして いたのが、 後の 著書では 
もっと 奥地の チベットの 寺院 だとされ てい 
たこと を 思い出させる。 ちょう ど その 頃、 
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ィンドは そのような ものが 発見され る 場所 
として 必要な だけの" 秘境 性" を 失つ てし 
まつた の だ。 

かつて ドィツの 詩人 カー ル •ブッ セは 
「山の あなたの 空 遠く、 幸い 住む と 人の 言 
う …… 」 とうたつ たが、 「光は 東方に あり」 
と 教えられた 人び とが、 ヒマラヤの あなた 
に 幸いが あると 思い、 次いで 崑崙の あなた 
に 幸いが あると 思い、 そして 富 土の あなた 
にも 幸いを 見つける ことができず、 さらに 
東方の カリフ ォル ニアに 集つ たのは、 あま 
りに も 象徴的では ある。 カリフ ォル ニアは、 
東洋に 最も 近い 西洋で あると 同時に、 東洋 
の ドン 詰まりで も あるの だ。 

そしてつ いに、 求める ものが 地球上の ど 
こに もない と 悟つ たと き、 はるかなる 山の 
あなたの 遠い 空を 目指す ことにな つた、 と 
いうの が、 UFO カルトの 実態な のでは な 
かろう か。 

コン タク テイ ーの 元祖で ある アダムス 
キーが 自称 チベット 思想家だった のは、 決 
して 偶然では ない。 ベスト セラ— の インチ 


キ 自伝 『第三の 眼』 (一九 五 七。 邦訳 •光文 
社 & 講談社) で 有名な 自称 チベットの ラマ 
僧ない しその 化身 テ ユ—ズ ディ •ロブサン 
•ランパ こと 生粋の 英国人の シリル •ホス 
キン (別名 チヤ ールズ •クォン •ス ォ) が、 
『チベット 上空の 円盤』 (一九 五八。 邦訳は 
CB A 刊 『我 われは 円盤に 乗った』 に 収録) 
といぅ コンタクト •スト ー リーを 発表して 
いるの も、 偶然では ない。 宇宙— 学が 旧 
来の 多くの 神秘主義 的 歴史観を 引きずって 
いるの も、 また それを 多くの 神秘主義 者が 

肯定的に とらえて いる こと も、 偶然では な 

、〇 

IV 

こぅして 見る と、 『スター  •ウ ォー ズ』 
の 主人公 ル ー ク (ルカ) が 柔道着 もどき を 
着て いたり、 フ ォース (御 力) について 老 
師ヨ— ダと 禅問答を 交わす の も、 これ また 
決して 偶然では ない。 『スタ！ ト レック』 
に 登場す るヴ アルカン 星 人、 スポックが 日 
本 語 もどき を 話す の も、 もちろん 偶然では 
なく、 アダム スキ— が ヒントに したと 言わ 
れる SF 映画の 名作 『地球の 静止す る 日』 


(一九 五一) で、 密かに 地球人に 紛れて 地 
球の 調査を 行う 高度な 宇宙人が カー ペン 
夕— (大工すな わち キリストの 本職) とい 
う 偽名を 用いて いたの も、 やはり 偶然では 
ない ので ある。 

そして、 求める 秘境が もはや 地上から 消 
え 失せた とき、 宇宙に 秘境を 求めて 火星人 
や 金星 人が 登場した ように、 火星 も 金星 も 
もはや 秘境では ない とわかった 今、 さらに 
遠い 誰も 知らない 星に 何 かを 求めよう とし 
ている のが、 UFO カルトの 現状な のでは 
なかろう か。 

果たして、 こんど こそ 彼らは 「涙 さしぐ 
み 帰り 来ぬ」 とならずに すむ のであろう か。 
そしても しやは りそうな つてし まつた とき、 
それでも さらに 今度は 異 次元 か 何 かに 求め 
る 秘境を 仮託して 「山の あなたの 空 遠く… 
.:」 と 言い 続ける のであろう か。 

宇宙 …… 。それは、 人類 最後の フロン 
ティ ア である。 

—— TV 映画 『宇宙 大作 戦』 より 
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.やはり 皆さん、 もともと 興 昧が あつて 


この 世界に 


じゃあ、 僕は 言っ ち ゃい ますけ ど、 根っ 
からの オカ ルティ ストです から (笑)。 遊び 
で やって るん じ ゃな いんだ、 ぐらいの 意気 
込みは あった。 だって、 編集って 肉体労働 
でしょ。 好きだから やって るんだ と 思ぅ し 
かないで すょ。 たとえば C さんみた いに、 
文化人類学 とか 民俗学 的な スタンスって、 
やっぱり オカルト に対して ある 程度 距離を 
とろうと す るんだろう けど、 僕なん かドツ 
プリです ね。 

ov それに 比べる と A 誌の 編集部は、 情報 
産業の 大手に 就職したら、 たまたま 配属 さ 


OV いえ、 とんでもない。 まず 言つ とくと、 れち やつた という 人が 大半です ね。 


僕は、 オカルト 雑誌なん て 読んだ こと もな 
かつた。 あくまでた また ま 紹介され て 始め 
たという だけです。 


•じゃあ、 神秘学と かに も 全然？ 


どういうい きさつで A 誌が 創刊され た 


〈 ❖ そういう のには 興味が あった (笑)。 


ん でしよう か。 

OV 学年 誌で オカルト 特集す ると けっこう 
反応が よかった からら しい。 それでも これ 
だけ 伸びる とは、 やっぱり 思って いなかつ 


9V 僕 も、 そぅいぅ 意味では、 民俗学 や 文  たんじ ゃない かな。 まあ 最初は 完全に お 子 
化 人類学には 興味が あって、 ゲゲゲ の 鬼 太  様 向けの 内容で、 たいして 売れなかった。 


郎 とか 柳 田 国 男と かは 好きで したが。 今の 
オカルトとは 関係ないで すね。 


それを もつ と 難しく して、 文字 数を ぐつ と 
多くして 専門化したら、 ど一 んと 売れ 始め 
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オカルト 雑誌 編集者の 


罪悪感 

—— B 誌は、 やはり 大手の A 誌に 対しては 
ライバル 意識が あった わけです か？ 

B.V いやもう 部数 じ やとても 太刀打ち でき 


ないです から 


でも、 A 誌に 対抗で き 


る 手段と して、 という わけ じ やないで すが、 
A 誌なら やらない 危ない ネタ にも 手を 出し 
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たそうです 

—— #1 通は 逆です よね。 一般的な ほうが 売 
れ ると 思われて た。 

A*v マニア 的な 人、 というの が ここんと こ 
急に 増えた から じ やないで すか。 数と して 
はそんな に 変わっ てない かもしれ ない けど、 
今まで 隠れて たのが、 表 だって 平気で 言え 
るよう な 時代に なった。 ただ、 やっぱり ほ 

ん との マニアと いうのは、 ほんの 数 パー セ 

ント だと 思 うんです よ。 読者の 多くは、 わ 
あす ごい、 わ あす ごい、 こんなの ウッソ — 
とか 言いながら 読んで るん じ やない かと 思 
、っけ どね。 


てヒン シユク かつてました ね (笑)。 

—— たとえば オゥム 真理 教 なんかに ついて 
も、 B 誌では かなり 前から 何度も 扱って い 
たわけです よね。 

B+ オゥム を 最初に とりあげて、 盛り上げ 
ていった のはう ちの 雑誌 だっ たんで すよ。 
まず、 麻 原さん の ほうから うちの 編集部に、 
取材して くれと いう 依頼が あったん です。 
空中浮遊 できる ようになっ たから、 と。 で、 
行って みたら、 最初は 宗教法人なん かじゃ 
なくて、 単に ョー ガのア シュラム (道場) だ 
ったんで すよ。 麻 原さん が トランクス 姿に 
なって、 六 人の 女の子と 一生懸命 ョーガ を 
やって た。 それでう ちの 雑誌で 二 年ぐ らい 
にわた って 登場して もらった。 その後です 
ね、 彼が 最終 解脱 直前に、 ィンドに 行った 
のは。 それで ダラ ィこフ マに も 会って、 麻 
原尊師 こそ 仏教の 正当な 1 者で あると い 

う 御 墨 付を もらって . 。 

—— そういえば、 阿 含 宗の桐 山 靖雄も 仏教 
なのに なぜか、 ロー マ 法王の 御 威光を 売り 
ものにして ましたね。 


どこの 宗教団体 でも、 教勢被 大の ため 
に それく らいは やつて ますよ。 

—— S 原彰晃 もたし か 阿 含宗の 前身で ある 
観音 慈恵 会に 関わっ てた 人 だし。 

そうです。 実は 麻 原さん が ダ ラィ •ラ 
マから もらつ た 親 蛮 日と いうのは ようするに 
チベット 難民への 寄付金の 御礼 状みたい な 
ものなん です かね。 でも、 まあ それで ォゥ 
ムは どんどん 有名に なつち やって ね。 うち 
の 雑誌なん て 見下げられち やって、 寄稿し 
て くれ なくなった。 うちの 広告、 営業 やって 
る 連中は すごく 怒つ てました ね。 

C ❖僕の 場合は、 もともと オカルト •マニ 
アじ やな かった し、 C 誌を 辞めた 理由と い 
、っの も、 こういう 仕事を していて いいんだ 
ろうか？ と 思う ところが あったから なんで 
す。 そこで、 ひと 言 お尋ねした いんです が、 
つまり、 麻原彰 晃 という 人間が いて、 今は 
社会的に 問題に なつて る わけで しよ。 B 誌 
が 扱って た 頃は 分からなかった わけ だし、 
広告 がらみ の 事情 も あつたんだろう けど、 
でもね、 それにつ いて 責任と いうか、 反省 


みた いなもの がなん で ひと 言 もない のかな。 
B+ 社会的に 問題に なって いると 言っても、 
それは スキャンダルと してです よね。 でも 
B 誌と しては、 麻 原さん の 修行 体系の オリ 
ジナ リ ティを ある 面で 評価した からこ そ、 
掲載した わけです。 その 辺は ア プロー チの 
違いで しょうね。 

—— U さんは、 オカルト 雑誌を 編集し なが 
ら 、罪悪感と いうか、 嫌 だな という 気持が 
あったんで すね。 

9V だから、 そり ゃ もちろん、 矛盾なん で 
すけ どね。 今は 辞めた といっても、 やって 
た 人間が 他の 人の こと 言う こと 自体 おかし 
いとは 思 うんだ けど。 

- ^ はり 広告 がらみ の いわゆる ョ ィショ 

記事は かなり あるんで すか。 
ov 実際は A 誌の 編集部 自体では かなり 排 
除して いますよ。 ただ、 代理店が、 押し込 
んで くる 場合が あって、 そういう 場合は 否 
応な くやる とき も ある。 いかにも パブ 記事 
のようには、 なるべく 見せない ようにして 
ね。 でも、 そういう ことって オカルト 以外 
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の 雑誌で も 同じで しょう。 

- 1 示教 団体と か、 オカルト 商品、 ああい 

つた ものを 扱う 広告 業界と いうのは 謎の 存 
在です ね。 

ov 弱小の 代理店が 多い みたいです。 一つ 
の 団体に 一つく らいの 勘定で。 基本的に 才 
カルト 雑誌には いわゆる 一般 企業の 広告が 
ほとんど 入らないで しよう。 だから 否応な 
しに 載せて る 部分が あるん じ やない かな。 


編集^! 自身は 

9V もちろん、 仕事 だからと 言えば それ ま 
でなん だけど、 A 誌と か C 誌の 場合、 学習 
誌を 中心に してる 会社が やって る わけで し 
ょ。 その 責任と いうの が あるで しょう。 

編集部の 姿勢と しては ふたつ あると 思 
うんです。 ひとつは 編集者 自身が、 こうい 

う ものを、 記事に する に 値する かどう かち 

0 

やん と 検証して いるか、 どの 程度 本気な の 
か。 それとも、 ただ 面白ければ いいと か、 
あるいは クライアントが つけば いいと いう 


姿勢な のか、 という ことです ね。 ところが 
ね、 それは きっち りと 分けられな いんです 
よ。 両方が 相乗効果で やって る 部分が ある。 
とくに オカルトって 実体の ない もの だから 0 
C ❖それは 分かります。 僕 だって、 才カ ル 
卜 的な ものを 全面 否定す る わけ じ ゃない。 
たとえば 西 野 式 呼吸法 なんかは ィンチキら 
しいと 検証した ことがあ るんだ けど、 別に 
それは 西 野 その 人を 批判した だけであって、 
気功と か 気と いう 現象は あると 思っ てい ま 
すよ。 けれど、 商売と いう ことになると 違 
うでし ょ。 雑誌に しても、 商売で やる よう 
になっ たら、 矛盾が 出て くるのは 当たり前 
たと 思 うんです。 

A+ そうね、 基本的に、 面白ければ いいん 
だとい うのは、 やっぱり どこかに ある。 話 
の つじつまが あってれば いいや、 とかね 0 
エン タ— ティン メント として 楽しんで もら 
える といちばん いいんだ けれど、 無批判に 
信じ込まれ るのは どうかな。 子どもと かに 
は 影響 あるか もしれ ない。 

B+ 僕は C さんみた いに、 子どもへの 影響 


を 心配した りって ことは なかっ たです ね。 
もちろん、 最低の モラルと して、 子どもに 
こんな こと 読ませち やったら ヤ バィな とい 
う ものは 載せない けど、 読む 側は 自分で 判 
断して ほしいと いう 姿勢を 貫いて いると い 
うか。 ホン トか ゥソ か、 なんて 価値判断は 
しません よ、 取材して る 側は。 

OV そり や、 分からないです からね。 例の 
西 野が 気功で 人間を 何メー トル もぶ っ 飛ば 
す、 という やつに しても、 はじめは 疑って 
みたけ ど、 見た だけ じ やどう しても ィンチ 
キ とは 思えない。 けっき よく、 最終的には 
内部から 告発者が 出た から。 「私は わざと 
飛びました」 という 人が ね。 それ だって、 
告発者が 利害関係で ゥソ ついて る、 と 言わ 
れれ ば、 それまでの 話に なっち やう。 

—— いちおう 記事つ くると きに 検証し ない 
んて すか？ 

C+ 調べないで すよ。 調べたら 分かっ ち や 
うから、 はじめから 調べない。 調べ なきや 
書ける からさ。 知っ てて 書けば 噓 ついた こ 
とになる。 だから わざと 調べな いんです よ 0 
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鑑定なん か、 絶対 出さない。 

—— でも、 ある 程度 信じて たら、 取材す る 
のが 怖かった りする でしょう。 

C+C 誌で 鑑定して もらっ てた 宣保 愛子 さ 
んは 、必ず 御祓いして 焼きなさい と言うん 
だけど、 編集部は いいかげんで すね。 けっ 
こう 置きつ ぱ なしにして ますよ。 

£□ ❖ うちの 場合 も、 外注の プロダクション 
に 全部 押しつけち やう。 そこ 行く と 山と 心 
霊 写真が 積まれて て (笑)。 

—— 宣 保さん の 鑑定 そのものは どうです 
か？ 

9V けっこう シビアで すよ。 だから、 五十 枚 
写真 持って いっても、 一枚 も 本物がない っ 
て 言われる こと あるから。 こつち はもう 締 
切 だから、 早く 決めて ほしい じ やないです 
か。 困っ ち やい ますよ。 その 事実 だけ みれ 
ば 確かに 本物 っぽいで すね。 

B  + でもね、 写真の 専門家に 見せる と、 な 
ん だ、 これ 全部 カメラの 初歩 的な ミス じ や 
ねえ かつて 言います ね。 
c ^ うちの 場合は、 宣屎 さんに、 霊が いそ 


、っなと ころを 指示して もらつ て そこを 撮つ 
た 写真 も 載せて たんだ けれども、 要するに 
岩と か、 茂みと かし か 指示 しないんで すよ。 
何もない 白い 壁と かは とらせない。 数 やれ 
ば 顔ら しいのは 確かに 見える わけです から 
ね 0 


プ □レスで ある M: 

ov だから、 変な たとえ だけど、 やっ ばり 
オカルト 雑誌って、 昔の プロレスみ たいな 
ものた と 思 ぅんです ょ。 
a>v なんでも ありの 馬場 プロレス (笑)。 
OV 昔の プロレスって、 最初から みんな ィ 
ン チキと して 楽しんで る わけで しょ。 ファ 
ンは みんな、 ィンチキ だって 百 も 承知で、 
でも そのな かに 真実が ある、 といぅ。 とこ 
ろが たとえば 相撲に したって、 実は かなり 
インチキを やつて る わけです よ。 相撲は、 ま 
つとう な ふりを して、 実は インチキを やつ 
てる。 だから 相撲は プロレスとは 逆の 構造 
です ね。 


正当と 自称す るジ ャーナ リズム も、 そう 
い、 っ 部分が ある。 まっとう な ふりして 実は 
かなり 虚構で しょ。 それに 対して、 才カ ル 
卜 雑誌と いうのは、 読む ほう だって、 こん 
なの フィクション だと か 思いながら、 でも 
どこか 本当の ことか あるん じ やない か、 本 
当の 部分が どこかに ある ぞ 、と。 

B+ だから オカルトを 楽しめない 人は、 プ 
ロレスを インチキ だとい う 奴と 同じ だね。 
—— I® する に 最初から キッチュ だから こそ、 
まっとうな ものょりも、 逆に 真実が 隠され 
ている、 という 心理です ね。 そこには、 も 
う® じるべき 「まつとう な こと」 なんて こ 
の 世には ない ぞ 、という 心理。 いわば 既成 
の 価値観に 対する 反発 心が ある。 

OV だから、 オカルト や 神秘主義に 夢中の 
人に、 それが インチキ である ことを 説いて 
も 説得には ならない。 

- そんなの 分かっ てる、 と言われる だけ 

です ね。 サメつつ ノ ってる わけ だし。 

9V その へんは、 僕が やって た C 誌と、 A 
誌は 違う と 思 うんです。 C 誌の 読者は、 す 
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ごく 低 年齢なん です ょね。 小学生な わけ だ 
から、 サメつつ ノ るなん てで きない。 完全 
に 信じて ノ っち やぅ 危険性が ある。 だから 
C 誌の 場合は、 マヤ 文明と か、 ムー とかを 
中心に、 ロマンと して 紹介 するとい ぅ 姿勢 
で やって た。 B 誌みたい に 超能力者 とか 宗 
教 とかは 危険 だから あまり クロ— ズ アップ 
するべき じ やない と 思 うんです よ。 

B + 分か るんで すけ どね。 うちが 麻甭 さん 


みたい な 人を 大きく とりあげ たといぅ 問題 
ね …… 。まあ、 ゥソ っぽい かもしれ ない け 
ども、 やっぱり どこかに 本物が いるん じ や 
ないか、 という 期待、 それを 読者と いつし 
よに 楽しんで いるんで すよ。 

9V でも、 僕の 考え だと、 宗教法人 になつ 
た 時点で、 はっきり いつて、 そこには もう 


ば 『SPA!』 で 中 沢 新 一が 麻 原彰晃 にす 
ごく 肩入れして たけ ど、 あれは おかしい。 
中 沢 新 一の 言う とおり、 僕 も、 宗教と か才 
カル トと いう ものは、 既成の 社会から はじ 
き とばされる 存在であって、 そこが 狂気で 
あると 同時に また、 魅力で も あると 思 うん 
です。 でも、 宗教団体に なって しまう とい 
うことは、 けっきよ く 今の 社会の システム 
を 受け入れる こと だから、 矛盾が 出て くる 
のは 当たり前の 話です よ。 少なくとも 宗教 
団体に なれば 集金 しないと いけない わけで、 
そしたら もう それは 資本主義 システム のな 
かに 入っ ち やうで しよ。 
ov うん、 でも 読者の 心理と しては 才カ ル 
卜と 宗教は 同列です よ。 たとえば、 雑誌 自 
体が もはや 一個の 宗教団体 という 雰囲気 も 
ある。 読者 全員が 同志 だ、 みたい な 意識 も 
あるよう な 気 かす るんで すけ どね。 そうい 
う 意味では、 ただの 雑誌と いう メディアに 
すぎなくても、 世間から 認められない 価値 
観を 共有す る 共同体み たいな ものが ある。 
組織 実体が あって、 集金 システム によって 


ほんと に マニア 向けの 才カ ルテイ ツクな も 
のは、 存在 しないと 思 うんです よ。 たとえ 


前世の 仲間 探しで 盛り上がる 読者攔 と'  編集部からの 警告 
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稼いで いる 宗教法人とは 違、 つけ ど、 根っこ 
は 同じなん じ やない かな。 


「ある ものは ある n」 じ や あ 

相手に されない 

C ❖ オカルト 雑誌の 社会的 役割に ついて、 
言わせて いただけます か？ 少し 前 ソ連に 
UFO が 出た というと き、 僕は オカルト 雑 
誌が どういう 対応を する のか、 ものすごく 
興味が ぁったん です。 これを 機会に マニア 
誌と しての 殼を 破って 一般に 広く アビー ル 
する かもしれ ない つて。 しかし、 そういう 
動きは まるでな かった。 また、 『女性 セブ 
ン』 の ニ セ 心霊 写真のと きも、 オカルト 雑誌 
は 社会的な ア プロー チを して こなかった。 
そんな だから オゥム のとき も オカルト 雑誌 
は パッシング さえされ ない。 要するに 世の 
中に 相手に されて ない わけで しょう。 

OV オカルトが 今もってず つと マ イナ ー な 
のは、 一般の 批評 精神に 耐えうる ものを 出 
してない というの が 大き いんだよ。 努力し 
てるんだけどね。だって。ド0見たんだか 


らしょう がないだろう、 という 居直りから 
始まっ ち やつて るから、 説得力がない。 俺 
は 見た から 絶対に 存在す る、 信じない 奴に 
は 何も 見えない というん じ や 常識の 側 もた 
だ 排除す るし かない。 

- 信じて ると、 ない もの も 見えち やうつ 

てこと もあります からね。 

B+ でも UFO は 信じて る 人間の ほうが 見 
やすいと いうの も 事実 だし。 

—— そこが おかしい。 ほんと に ィンチキ や 
ってる 人で も、 自分は ィンチキ だと 思いな 
がら やって る 人は いないと 思 うんです ょ。 
チャ ネ ラー なんか 特にそう だけど、 自分で 
しやべ ってる くせに、 何 かにし や ベら され 
ている と 思つ ている。 

OV いや、 チャネリングでは、 明らかに そ 
の チャ ネラ I 個人 か 知っている はずの ない 
情報を しやべ つてる としか 思えない ことは 
確かにあります よ。 でも、 やつて るう ちに 
ちよつ と チヤ ネラ ー 自身が 演じ 始めち やう 
時期が あるみたい です ね。 その ポイントは 
明らかに あつて、 自分自身が 知つ てます よ、 


きつと。 

日々 例の パシヤ ー ルさん、 僕 も 公開 チヤ ネ 
リングの 会場に 行っ たんだけ ど、 なんと 世 
間 話して るん たもん。 一回 目の 来日のと き 
ものすごい 宇宙 的な 話と かを していた のに。 
でも、 だから インチキ だとい うんじ やなく 
て、 チヤ ネ ラー と パシヤ ール とが 同一 化し 
てきた、 という か 日常と 神秘が ひとつに な 
る ステー ジに 達した からだと、 僕 個人は 考 
えたいん です けど。 

OV けつき よく、 信じる 人 も 信じない 人 も 
共通の 認識が できる ものを 提出 しないと 意 
味が な いんです よ。 僕は 忘年会で、 メタル 
ベンディング (ス プ—ン 曲げ) パー ティを や 
った ことがあ るんで す。 僕なん か 半信半疑 
の 人間なん です けど、 僕 も 曲げて しまった 
んで すよ。 そのと きは さすがに 驚きました 
ね。 それは 自分の 常識的 概念と、 実際の 宇 
宙の 現象み たいな ものが、 やっぱり 完全に 
フ ィット してない わけで、 そういう ことは 
ハ くらで も あるで しようから。 
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ハマリす ぎた 読者への 

ア フタ— ケア 

C+ その へんの 認識を しっ かりした ところ 
で やらない と 雑誌は あぶないで すょ。 子 ど 
もが 読んで るんだ し。 

—— おかしく なっち ゃった 読者が 編集部に 
電話して きたり、 直接 来たりす る ことは あ 
りません か？ 

半年に いっぺんず つくらい ありました 
ね。 たとえば 女の子で ね、 每晚 、夢の なか 
で 男に 犯されて ると いう 手紙が 来て、 電話 
も かけて くる。 たいてい そういう 電話は 僕 
のと ころに まわされち やう。 

^ どう 対 ®: す るんで すか？ 

£□ ❖ しょうがな いから、 いちおう カウン セ 
リングと いうか、 一時間ぐ らい 話を 聞いて 
あげます。 そうすると 妄想の 背景み たいな 
もの か 見えて くるんで すよ。 どうやら やつ 
ぱり 人間関係 とか、 受験 勉強と か、 家族 関 
係に 本当の 問題が あって、 でも 本人は そち 
ら から 無意識に 目を そむけて しまつて、 S 


的な 問題に すりかえて いるら しい。 で、 話 
をと ことん 聞いて あげる と、 それつ きりに 
なること が 多いです ね。  ， 
—— ^ 術と かを 雑誌の なかに 出して おいて、 
効きす ぎち ゃった 子には、 ダメ だよ、 そん 
な 本気に なつち や、 と 言、 っ。 

C+ そこが キ ツィと ころです ね。 

だから 逆に 読者を 信頼したい。 世俗的 
な 問題を 超えた 部分で、 ほんとう にそうい 
、っ 情報が 必要な 人は います からね。 問題の 
ある 人は、 オカルト なんて やらなくても、 
どこかで 問題が 表面化す る。 

C ❖僕は もともと、 オカルト 雑誌の 前に 教 
育 関係 書を やつて たから 言 うんです けど、 
彼女たち はよ、 っす るに 大人になる のが 嫌と 
いう 気持は 絶対 ある わけで しよう。 だから、 
それに 対する ひとつの 叫び だと 思 うんです 
ね、 極端に 言っ ちゃえば。 

- 子どもって ようするに、 自分が 世界の 

王様で しよ。 だから オカルト 雑誌の 読者欄 
で 小 •中学生が、 私は 戦士 だ、 とか、 ユダ 
ヤと フリ— メイソンの 陰謀が 云々 と、 天下 


国家を 論じち やうの かもしれ ない。 

9V あの ユダヤに 対する 幻想は すごく 危な 
いです ね。 日ユ 同祖 説と かも。 ユダヤ 史観 
もそう なんだろう けど、 世紀末を 救う のは 
自分たち の 民族 だとい う 話になる でしよう 0 
日ユ 同祖 説の 根拠に なって る 竹 内 文書と か 
の 一連の 偽書が 出て きたのは、 ほとんど 幕 
末から 昭和 初期に かけて、 つまり 皇国 史観 
がいちばん 盛り上がって た 時期です からね。 
そういった 歴史的な 意味で 問題に すべき 点 
が 問題に されない まま、 その 手の 本が 次々 
に 売れて しまう のは 問題です ね。 

—— ユダヤ人 陰謀の 根拠と されて る プロ ト 
コル だって 偽書 だしね。 で、 歴史と 言えば、 
オカルト 雑誌で 謎の 古代文明の 記事を 読む 
と、 学校で 習う 歴史とは、 全然 違う ことが 
書いて ある わけで しよ。 その とき子 どもの 
価値観は ふたつに 引き裂かれ るん じ やない 
です か。 

9V でも それは 必要な こと だと 思います よ 0 
今の 学校で 教える 歴史と いう ものは、 全部 
西欧 史観な わけで しよう。 要するに、 先進 
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偽史、 偽軎 、陰謀 史観が 乱れ飛ぶ 誌面 


国から 見た 歴史観。 学晈が 教える こと だけ  たと しか 思えません」 つて、 生徒に 教え ちゃ 


が 真実では な いんだ、 という ことを 知る だ 
けで も 意味が ある。 

ov だから、 やっぱり それ も、 「家族」 と 
同じょうに、 「学校」 という 制度 そのもの 
が 力を 失つ ている という ことを 証明して る 
んじ やない か。 

栗 本 慎 一郎み たいな 先生が いたら 「ァ 
トラ ンテ イスは 状況証拠から いつて、 あつ 


、っん じ やない かな。 

A ❖ ただ、 そぅいぅ 投書を 書いて くる 読者 
つて、 わりと 頭が 良くて、 勉強なん かきち 
ん とやつ てて、 ただ もつ と いろんな 世界を 
知りたい と 思って オカルト 雑誌を 読む とい 
う 子 か 多い と 思 うんです よ。 たから、 そん 
なに 心配す るよう な ことは ないような 気が 
する けど。 


9V ツツ パリは、 バイクと か、 あつちの ほ 
に 行つ ち やう。 シン ナー とかね。 


親 や 学校の スキ マ 産業と しての 

7T カル ト 雑誌 

— とは 言っても、 やっぱり 子どもって 幻 
想と 現実の 境目が ないし、 ウソ をつ いてて 
も、 だんだん 自分の ゥソを 信じち ゃう。 

OV たとえば、 小学校 高学年ぐ らいの 女の 
子が ね、 マリア 様が 自分に ついて るんだ と 
いう。 それで、 マリア 様に お願いしたら 願 
いが かなつ ち ゃつた、 というよ うな 話を よ 
くす る わけです よ、 子どもは。 それは 大人 
にして みれば ウソ だとい うこと にな るんだ 
ろうけ ど、 子どもに して みれば、 マリア 様 
というのは 現実なん だ。 

- サンタ クロ ー ス とか 「となりの トトロ」 

とか。 

A ❖こういう 雑誌が 売れて いると いうのは、 
やっぱり そういう 現象が、 子どもたちの 世 
界 には 現実と して あるから なんです よ。 そ 
れを 否定し ないで 聞いて くれる 親が、 どこ 
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にもい ない。 学校の 先生 もダメ 。それで 雑 
誌と かに 頼らざる を 得ない。 

9V そういう 不思議な ものを 信じる 気持と 
い、 っのは、 大人に なったら 忘れち ゃ、 っ。 競 
争 社会の なかで 埋もれて しま うんだ けど、 
ほんとは それを ずっと 保つ のがい いと 思う 
んで すね。 子どもの 心と いうのは、 絶対い 
つまで も 持って いられな いもの だけど、 だ 
から ほんとは そういう 気持が つぶされない 
ように、 なおかつ {示教と かに 行かない よう 
な 場所が いちばん 求められ てると 思 うんで 
すよ ね。 そういう 役目を 担わなければ なら 
ない のが、 今は オカルト 雑誌 じ ゃない のか 
と 思っ てい るんで すけれ ど。 
ov やっぱり、 今の 社会は そういう 気持を 
ちゃんと コント ロール できるだけの 制度と 
か 知恵 か 遅れて るんだ と 思 うんです よ。 そ 
ういう ものを ちゃんと 解放して、 残すべき 
ことを 残して やれば、 日常 にちゃん と 帰っ 
てこれ るのに、 無理に 抑えつ けち ゃうから、 
いつまでも グジ ユ グジ ユ 、エネ ル ギーの 高 
まった 状態で …… 狂気と か 宗教の ほうに い 


つち ゃう。 うまく 解放して やつて いけば、 
それは 日常と 接点を 保てる と 思 うんです よ 
ね。 オカルト 雑誌と いうのは、 ある 程度 そ 
れを まつとう に テー マに 出して る わけです 
よ。 非常に 制約の あるな かで。 ただ やつ ぱ 
り 日常との 接点を 持つ てるとは 言えなくて、 
変な ことを 変な まま やつて る 部分が ある。 


精神 世界 カタログ 

B+ さっきから、 雑誌と か、 オカルトで 商 
売す る 人たち の 責任が 問われて るんで すけ 
ど、 そういう 商品を 買う 側の 問題は どうな 
のかな。 実際に、 クリスタル とか ラピスと 
か 買っ たんだけ ど 効かない、 効かない って 
文句 言って くる 人たち は 多いです よ。 

C  + でも 相手は 子ども だから、 しかたがな 
いでし ょ。 あ、 若い 女の子 も 多い か。 

二十歳す ぎて やつ てる女 性 もい ますよ、 

けつこう。 

ov 女性 週刊誌って オカルト 雑誌と 同じ だ 
もんね。 水子供養に したって、 やっぱり 昔 


から ある 騙しの テクニック だしね。 

- ^ あいう ヒ ラン ヤ とか ラピスと か、 何 

か 根拠 あるんで すかね？ 

懐疑 的な スタンスでは 何も 感じられな 
いんです よ。 内部 感覚と いうか、 ある 種の 
感受性を 前提と している。 

<: ❖ いや、 まず 言わな くち ゃい けない のは、 
そうじ ゃなくて、 ポジ テ イヴ •シン キング 
というものがあるで しよう。 不安に かられ 
てビ クビク する よりも、 自分は これを 持つ 
てるから 大丈夫、 と 思っ てし まって、 不安 
を 取り除いた ほうが、 物事が うまくい くと 
いう こと。 それを 前提に して、 つまり 人間 
の 持っ てる 意識の 力と いう ものを、 まず 認 
める か 認めない かとい うこと が 前提と して 
あると 思 うんです よね。 

—— ヒユー マン •ポテンシャル •ム ーヴメ 

ント です ね。 

OV それで、 ああ いった 道具と いうのは、 
たしかに インチキが いっぱい あって、 玉石 
混交なん です。 でも それ こそ 鰯の 頭 も 信心 
からと いう 話で、 インチキな もので も 本当 
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に 信じち やえば、 それで、 その 人 自身の エ 
ネル ギーで 物事が うまくいく という ことは 
ある わけです よ。 

- それは あるで しよう。 でもそう いう 才 

カルト 商品な しで も ポジ テ ィヴな パ ワー出 
してる 人 もい っ ぱいい るんだ から。 
ov ええ、 それが いちばん いい。 そこに 行 
くた めの 道具と して、 必要と する 人が ああ 
いう 道具は 使えば いい。 

むしろ、 問題は、 エゴの 欲求を 満たす こ 
とだけ を 目的に している ことじ やないです 
か。 自己 改造 セミナ ー とか セラ ピ I とかで 
も、 自我の 幻想を 拡大、 拡張する 傾向が あ 
る。 たしかに 一瞬は 積極的な エネ ル ギーが 
出て くる。 でも、 幻想の 拡張 だから、 時間 
がた てばとう ぜん 現実と ぶつかって 落ち込 
む わけです よ。 一方では、 正当に 自己の 創 
造 的な 部分を 開花 させよう とする システム 
も ある。 そこを 分け もしない。 玉石混交の 
まま すべてが お膳に ならんで いる。 これが 
今の スピリチュアル •ス ーパー マー ケット 
の 現状 だと 思 うんです よ。 


気持ち 良さ だけ 欲しい 

それを いうなら、 オカルト 雑誌の 実用 
ぺージ なんかで やって る、 瞑想 法と か 魔術 
なんかの ハウ トゥ も、 見方にょっては 危険 
です ょね。 伝統的な 修行の 世界では 超能力 
なんかつ いて 当たり前なん だけど、 ほんと 
の 修行の 目的は、 超能力なん かじゃなくて、 
悟りと か、 超越 的な 境地に 至る ことで あっ 
て、 それは、 ちゃんとした 伝統的な 修行の 
世界に 入れば、 教えられ るんだ けど、 才力 
ルト 雑誌と か、 マ ィナー  •オカルト 団体と 
かは、 呪文を 唱える と 変身で きる なんてい 
う 部分 だけ クロー ズ アップし てる。 
ov やっぱり こういう 雑誌の 読者は、 なん 
て 言う かな、 コンプレックスが あってね、 
強くな りたい とか、 超能力で 人に 注目され 
たいと か、 そういう 願望を すくい あげてる 
んじ やないで すかね。 

伝統的な 修行の 世界に 入れば、 間違い 
のない ように 修行す るには どうしたらいい 


かとい う ノウハウが システム として ある わ 
けです よね。 だから 修行 やって て、 ヴ ィジ ョ 
ンが 見えた とか 言っても、 師匠は 「それは 
違う ぞ 、ほんものの 悟り じ ゃない ぞ」 って、 
ちゃんと 指示して くれる。 でも、 そういう 
修行の システム のない ところで 個人が 勝手 
に クンダリ ニ— とか 上げち ゃうと、 頭が ア 
ッパッ パに なっち ゃう 危険が ある わけで し 
よ。 こういう 世界に 入る という ことは、 エ 
ゴ という ものを ち ゃん と 確立して、 さらに 
それを 超える ための ものなん だ、 という 認 
識 がなくて、 今の 人たち は スター ト 時点が、 
即物的な 願望と か コンプレックス 解消で し 
かない。 

ov 日本の 消費 社会 自体が、 エゴを 拡大す 
る、 個人の 充足 第一の 社会 だからね。 利己 
的 欲求の みを あおる システム。 それに 対応 
して 超能力で 金儲けが できる とか、 モテる 
ようになる とかになる。 

—— でも、 それは 不治の病 なんかは 別にし 
て も、 自分の 努力で 解決すべき ことで しよ。 
昔みたい な 階級社会 じ ゃなくて、 機会均等 
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り、 超能力を 体験したり とかで、 すごい 肉  ん だけど。 悟り じ や 商売に ならない でしょ 
体 的、 精神的 快感が ある。 断食して 一週間  う。 超能力と かを 目当てに オカルトに 入つ 


の 自由競争 資本主義なん だから。 

<: ❖ だから、 そこから ちよつ と ハ ズれち や 
った 人 用の 受皿 というの が、 本来、 宗教の 
役目なん です よ。 

—— それが 今は ちゃんとした 宗教には 入ら 
な いんです よね。 「信じれば 救われる」 じ ゃ、 
今の 人には アビー ルし ない。 
ov そうそう。 だからもう 宗教 も 信じられ 
ない 人が 多くな った。 受皿 になっ てない わ 
け。 ちょっと 頭の いい 子は、 今の 社会の 価 
値 観が いや だな、 と 思っても、 でも 宗教な 
んて もつ と 信じられない。 

—— そしたら みんな 禅で もやれば いいと 思 
うんだ けど。 禅は 人気ない らしいで すね。 

禅が 理想と する のは メンタル 界の 境地 
なんです。 神で も 仏で も、 とにかく 何 かに 
依存す る こと 自体が ナンセンス という、 
「覚の 境地」 です ね。 悟りの レベルに はま 
ずね、 現実の 物質的 世界が あるで しよ。 で、 
その 次に ア スト ラル 界 という 世界が あつて、 
その 先に あるの が メンタル 界 。ア スト ラル 
界 つてい、 つのは、 いろいろ 奇跡が 起こった 


たったら、 世界の すべてが 銀色に 包まれて' 
至福 感に 満たされた とかね。 ようするに 今 
の オカルト •マニアが 求めて るのは この 快 
楽なん です。 だから ア スト ラル 的な レベル 
には まつち ゃつたら、 本人が そこで、 いや 
これは やっぱり なんか 違う という 感覚を 
持っ てなかったら、 抜け出せな いんじ ゃな 
いかな。 

ov" おためしを 受ける" という 用語が あ 
るんだ けど、 宗教と か オカルトで、 お金が 
儲かっ たりと か、 いいこと がいっ ぱい 起こ 
るで しよ。 それが 終わる と、 今度は 逆に ど 
ん どん 落ち込んで いく。 もう ドン 底に いく 
わけ。 倒産したり とか、 人生 上の あらゆる 
苦難が 襲って くるんで すよ。 それでも 信仰 
を 続ける かどう かとい う、 ためしが 来る わ 
けです ね。 それは、 信仰の プロセス として 
よく 言われ るんで すけ どね。 おためしの 部 
分は 宗教 も オカルト も 宣伝し ないです よね。 
日 ❖ そこを 超えて やつと 「 M り」 に 向かう 


た 人に、 女と か 金と か 幸福 だと かの 価値観 
をす ベて 捨てて 自分 ひとりになる ことなん 
だよ、 といつ たら、 じゃあ 俺、 オカルト や 
らな いよと 言う でしよう。 


宗教 ハシゴ から、  N 

ov 宗教の 考え方 も 変わっ てきて るん じ や 
ないかな。 今までの やり方と しては、 出家 
というの が あって、 日常の 価値を 一回 否定 
して ゼロから スタ— 卜 させる わけ だけど、 
そういうのを 別に 否定す る 必要は な いんだ、 
満たして しまえば いいんだ、 否定す ると か 
えって、 それが 妄想に なって 帰って くるん 
だ、 という 流れ も あるょ ね。 金を 稼ぎたい 
なら 金を 稼い じ やえと。 稼い じ やえば、 も 
う 次の ステップに 上が るんだ という ふうに。 
B ^ 肉と 霊と いう テ I マ かあって、 今まで 
は 肉を 排除して、 霊の 高みに 至ろうと いう 
のか 宗教だった でしょ、 っ。 ところが 十九 世 
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紀末 ぐらいから、 神秘主義 思潮の なかに 近 
代オ カルテ ィズム 運動が 起こって、 ブ ラヴ 
ァ ツキ ー とか シユ タイナ I とか、 グ ルジェ 
フ とかの 神秘 家が 現れたん です が、 彼らは、 
肉体と か 物質と いうのは 排除すべき もの 
じ ゃな いんだと 言った。 これが ある 意味で 
すごく 大衆化 されて、 じゃあ セッ クスして 
も、 金 稼いでも いい じ ゃない かとい う、 自 
分と 世界の 全面 肯定と い、 っ 方向に 行っ てる 
んじ ゃない かと 思う のね。 

<: ❖ 普通の 生活を しながら、 むしろ そのな 
かで 覚醒す る ことの ほうが 大切 だと 言い 始 
めて いる。 

—— ^ カルトが ブーム になった のは、 その 
せいで しょう。 今は 誰でも 超能力者 になれ 
るみたい な 雰囲気に なった。 

B ❖ オカルト 商品の 広告 出して る クライ ア 
ント にしても、 もともとは 単なる 読者 だっ 
たという 場合が 多 いんです よ。 で、 それ か 
高 じて、 超 エネ ルギー とか 念カ マシンを、 
とうと、 つ 発明 しちやつ たと。 でも、 才カ ル 
卜 雑誌し か 広告 出す ところがない というん 


で、 広告 クラィアントに なっち やう。 だか 
ら ある 意味では、 あの 広告主は 読者の 代表 
なんです ょ。 

ov やっぱり そういう 時代なん じ やないで 
すか。 教祖 様が いて、 その 人を 通して 神様 
なんかと 話 すんじ やなくて、 もう みんな 直 
接 自分で 霊界と コンタクト しちやう。 もう 
一人 一宗 教 、みたい な。 

宗教って 二つの レベルが あったと 思 うん 
です。 たとえば 仏教の 歴史を 見ても、 一方 
に 浄土真宗 とか 観音 信仰と か、 お 題目 あげ 
てれば、 信じれば 救って くれ るんだ という 
非常に 民衆的な ものが あって、 一方に 禅み 
たいな 冷静な 覚醒の 世界を 求める ものが あ 
って。 そういう 二つが 今は つながりつつ あ 
る 時期に 来て るんだ と 思うょ。 ただ 無知 蒙 
味な 民衆と、 すごく さめた エリー ト とが 分 
離して る わけではなくて、 今まで 大衆と か 
言われて いた 層の レベルが 上がって るから、 
もう 誰も 本気で ア ホみたい な 教祖 様には の 
つからない わけよ。 今までは みんな 自分を 
なくして、 何 かに 依存した かつた。 それは、 


神様で もい いし、 国で もい いし、 会社で も 
いいし、 家で もい いし、 恋人で もい いし さ。 
いろいろな ものが メ ニユー としてい っ ぱい 
あった わけ じ やない。 そういった ものが、 
ほとんど みんな 崩れち やって るで しよう、 
今。 だって 家 も 信じられ ないし、 国 だって 
信じられ ないし、 会社 だって 半分ぐ らいし 
か 信じて ないし さ。 ィデ オロ ギー なんても 
う 完全に ダメ でしよ。 だから みんな、 浮遊 
している という か、 渡り歩い ている わけで 
すよ。 パシャ ー ルの チャネリングた、 と 聞 
けば ヮーッ とそっ ち 行って、 占星術で すご 
い 人が いるんだ というと、 今度は そこ 行っ 
たりして る。 でも みんな 完全には 依存し な 
くな つてる から、 そう やつて 渡り歩け るん 
だと 思う。 今まで だったら 一回 入つ ち やう 
と、 もう 出て こないで しよ。 これつ てまつ 
たく 新しい 傾向 だと 思う。 


もはや 教祖 も 神 もない。 

僕 も 私 も 神様 だ 

B+ たしかに 最近は 新 宗教 だか、 新 •新宗 
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教 やって る 連中、 みんな ハシゴ やって るん 
だけど、 あれは ハシゴ 症候群 なんです よ。 
アイ デン ティ ティが 確立し ないから、 ハシ 
ゴ してる わけで しよう。 

OV でも、 けつこう みんな、 さめて ると 思 
うんだ よね。 それで、 自分に 必要な ところ 
だけを もらつ てきて る だけ だと 思う。 

日 ❖ そんなに 信頼 しちゃっ ていいの かな。 
—— それって 宗教団体が 増える だけ じ ゃな 
いです か。 

OV そう。 でも 今度は 信者さん を 作らない 
と 思 うんです よ。 もう 一人 一宗、 もちろん 
宇宙を 信頼して ると か 言、 っだろう けど。 

3 ❖今、 宗教が 機能して なくて 単に 依存の 
温床に なって いるのは、 現代 社会が 死を 直 
視 してない からだと 思 うんだ けど …… 。 

ところでね、 シヤ ーリー  •マク レーン が、 
本のな かで アメリカの ニ ユーエ イジ .ム丨 
ヴメン トが どんな ものな のかって 簡単に ま 
とめて るんで すけ ど、 それは ね、 霊的には 
誰もが 平等なん だ、 と。 

—— 民主主義で すねえ。 


昔って、 霊的な 貴族 主義で しよう。 霊 
的な 指導者が いて、 その 人が すごく 孤高の 
存在で、 あとの 下々 は、 濁世、 汚れた 現世 


そういう 高みに 行く のを あきらめて しまつ 
ている。 ところが、 今は 誰もが 自分の 内側 
に 神が いるんだ と。 

—— そういう のが 微妙に 絡み あって、 今の 
大衆 オカルト 現象み たいな ものを 作り だし 
てると いう ことです かね。 

B+ ニ ユーエ ィジの 学者と かね、 実践 家が 
少し ばかりいても、 社会的な 影響力は たい 
した ことないで しょう。 でも、 マク レー ン 
が ひとり ダントツに 出た ことで、 悪い 言葉 
で 言えば 大衆化 しちゃった かもしれ ない け 
ど、 でも みんなが、 ニ ユーエ ィジって 何 だ 
ろうと 関心を 持っ た。 ある 意味で、 マク 
レー ン かやっ たことは、 すごく 象徴的な こ 
となん じ やない か。 いい かどう かは、 わか 
ら ないです けどね。 

OV いいとは 思わない けど、 まあ、 象徴的 
では ある。 だから、 やっぱり そういう エネ 


ル ギ—を どんどん 無制限に 解放して いく だ 
けで いいの かとい う 問題 だよ ね。 核に して 
も 何に しても 全部そう なんだ けど、 人間は 


れど 、それを 自我の 欲求と か、 そういう も 
のを 満たす ためだけ に 使い 始めて るで しょ 
う。 だけれ ど やっぱり、 ただ 解放 すれば い 
いという ものではなくて、 エネ ル ギーを ど 
う コン トロー ルす るか、 解放したら 何が 起 
こる のかと いう ことを、 ち やん と 見極めな 
くち や 危な いんです よ。 だから それを ち や 
ん とやる メディアが 必要なん です。 

- …… そうすると、 ほんと 宗教 雑誌で も 

なくて、 オカルト 雑誌で もない ものが 何 か 
出ない とちよ つと 難しいで すね。 ニ ューェ 
イジの 本で もなくて。 

OV ようやく 少しずつ、 そういう 本の ニー 
ズが 出て きつつ あるん じ やないで すかね。 


の 中では いずり 回って いると。 一般大衆は、 エネ ル ギーの 解放の 方法を 獲得して きたけ 
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巷の オカルト 分子を 新^^! 右に 左に 叩き 新る 

オカルト 馬 春つ ける 薬 


【お 話】 


呉智英 


封建主義 者) 


面き 寺】 


吉岡順 一郎 


(以霣 塾墊 生) 


気功、 超能力、 ニ ュ I 工^ V 


神秘の 復権を 訴え、 近代を 批判す るェセ 予言者 どもよ！ 
貴様ら は 民主と 平等、 ヒ t マニ ズムを 擁護す る 限りに お ぃて、 

けっして 反 近代 V はな ぃ。 
近代に 巣くう 寄生虫 だ！ 


■近頃、 巷には、 オカルト、 円盤、 超 能  に 分けてみ ょぅ。 まずは 神秘と か 霊の たぐ  これら 三つが 検討の 対象になる。 


力な ど、 さまざまなる 怪異が 流行し、 それ 
を 唱える 妖人 どもが 民 百姓を 惑わして おる 
とのこと。 このままでは 人倫は 地に 堕ち、 


い。 惡魔祓 いと か、 易、 占星術な ど、 かつ 
て 信じられ ていた 世界観を 利用した 妄説。 
次に、 うちは 神秘じゃなくて 超 科学です よ 


これらを 批判す るには、 順序と して、 三 
つの ステップで 論じる のが わかりやすい。 

第一に、 単純に 実証 性、 論理的 整合性を 


ひいては 国家 衰亡の もとに もな りかね ませ  と 言っ ている 擬似 科学。 超能力、 異星人な  問ぅ。 第二に、 これは 本当に 近代科学 批判 
ぬ。 そこで、 真 H 識 AI として 高名なる 吳  どの SF 的な ものから、 占いでも 血液型 占  なのか？ と 問ぅ。 第三に、 この 現象の 根底 

にある 精神構造、 あるいは 反 近代を 標榜す 
る 人たち のメン タリ ティを 問、 っ。 この 三つ 


せんせ 


いかがわしい 

いは この 部類。 最後に 俗流 東洋 思想。 気 


智英 夫子の お 力で、 妄説を 破邪顕正して、 

民の 迷いを 解いて いただき たく 思い、 こう  功と か、 タオ 自然 学と か、 もっと 大きく ガ 


して 参上つ かまつっ た 所存に ございます。 


せんせいの たまわ/ 

夫子 日 


では、 まず オカルト という も 


のを、 なるべく 広義に とらえ、 大きく 三つ 


ィア がどぅの といぅ エコロジ ー まかいの も  た 
のなん かも ここに 近い。 つまり、 反 西洋 近 
代、 ) X 合理主義を 標榜して いるもの すべて。 


illustration  = 根本 敬 


章 ▼オカルト 各 


しから ば 夫子、 実証 性、 整合性とは？ 
日 わかりやすく 言えば、 素直な コモ 


という こと。 我 われには 意外と、 そういう 
習慣がなかった りして、 それが 落とし穴に 
なること が 多い。 全部 やって いくと 紙面の 
ン センスと いうか、 冷静な 常識で 判断 すれ  都合 も あるから . 代表的な もの だけ 各個 撃 


ばす ぐに おかし いんじ やない かつて わかる、 破して いこぅ。 


為 在. 


天 5- •ゐ® 


1 1 


喊 


隱 


I 
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髮 座に 

一 膜が あるか！ 

夫子 日まず、 みんな 蟹座 だ处女 座 だと 言 
つてる けれど、 空を 見て、 本当に その 星が 
蟹なん かの 形に なつて いるのを、 おまえた 
ちは 見た ことがある のか ?! :  見た ことが 
ある 人は 手を 挙げて くれ と言うと、 まず 誰 
も 手を 挙げられない。 

いちばん 問題な のは 処女 座 だ。 処女 かど 
うか、 どうして わか るんだ。 女の 形に 見え 
たと しても、 生身の 女で さえ、 ^ 女 かどう 
かなんて わからな いのに。 星が 処女膜の 形 
に 並んで いるの か。 

—— (笑) なるほど、 しかし 占星術 師 は、 
あれは 古代の 女神で ある、 古代の 神話から、 
星を 処女の 形に 結んだ の だ、 と 主張して お 
ります が。 

夫子 日 神話と か 伝説と いう ものは 文化 だ 
ろうが。 文化と いう ものは 共通 認識な ので 
ある。 星座は 古代 バビロニア 文化に 発祥し 
たもので あって、 共通 認識の ない 日本の 女 


子 高 生に どうして 星座が 影響を 与える のか。 

よしんば 共通 認識が 成立して いると ころ 
においても、 それは 宗教 体系、 観念の 体系 
として 成立して いる だけであって、 具体的 
な 実証 レベルに おいては 成立して いるか ど 
うか。 たとえば キリスト教 国に おいては、 
キリスト教 文化と いう ものが、 観念の 体系 
としては 成立して る わけ だけれ ども、 だか 
らと 言って、 具体的に、 神が 天地を 造った 
わけでは ない。 

さらに 言う と、 星座が 地球 や 人間に 影響 
してる といっ た 場合、 我 われが 言っ ている 
星座と いうのは、 基本的に これは 北半球の 
星座な わけ だ。 南半球の 人は どうなる のか。 
月で 人間が 生まれる ようにな ったら、 星座 
はどうなる のか。 

それから、 占星術の いう 黄道十二宮は 実 
は 地球の 自転の 歳 差 運動に よって、 少しず 
つ ずれ 続けて いる。 誕生日を 黄道十二宮に 
当てはめる という 占星術は、 たとえば、 蟹 
座のと ころを 太陽が 通る 時期に 生まれた 人 
間に 蟹座の 影響が あると いう 考え だが、 す 


でに 今は ずれて いるの だ。 

—— それは 占星術の ほぅで も、 ひとつの 周 
期に 数えて おりません か？ 

夫子 日た しかに 数えて いるが、 それは か 
なり 後世に なって からだ。 古代 バビロニア 
あたりで 占星術が 発祥した ころは 歳 差と い 
う 概念はなかった。 あとで どんどん 理論を 
継ぎ足しても つと もらし さの 応急 处置 をし 
たにす ぎない。 


| 血液型 性格判断には 
一 説明 原理がない！ 

夫子 日 ABO の 血液型 性格 分類。 これは 
擬似 科学。 血液型には ほかに も MN 型、 R 
h 式な ど、 知られて る ものた けで 約 三十ぐ 
らい ある わけで、 これを 全部 カバ— しない 
で 判断す るのは あまりに も 粗雑 だ。 これに 
対しては なかなか 有効な 反論は できまい。 

だいいち A 型 云々 と 言って いるのは 実は 
日本 だけ だ。 能 見と かいぅ 親子が 二 代で、 
つまり 宗匠と 二 代 目みたい にして デー タを 
いっぱい 集めて いるの だ。 
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統計学 的には、 デ— 夕の 母集団は たしか 
に 多い。 しかし 説明の 原理がない。 

よぅするに 血液型は A か B かで 明確に 分 
類で きても、 人間の 性格と か 職業と いうの 
は、 そう 単純に 割り切れる ものでは ない わ 
けだ。 たと. え ば、 何 型 だから 温和な 性格、 
といっても、 他人に 優しくて 家族には 当た 


りちら す 人 もい る。 何 型 だから 編集者 向き、 
とい つても 講談社と JICC じ や 雲泥の差 
が ある。 

つまり、 血液型と いう 物質的 要素を、 性 
格と か 職業と いう 心理的、 社会的 レベルと 
同列に 扱つ てし まつて いる。 これには 明ら 
かに 無理が ある。 もし や るんだ つたら、 A 


型なら A の 因子に よって、 内分泌腺の ここ 
がこう 刺激され てこうな る、 といった 説明 
原理な り 仮説ぐ らい 立てる 努力で もすべき 
だ。 まあ、 でも 血液型 占いには 唯一 利点が 
あって、 それは、 血液型が わかる からと い 
う 理由で、 若くて 健康な 女の子たち がすす 
んで 献血 するとい うこと。 これは 世の中の 
役に立つ。 

—— (笑) なるほど、 泥棒に も 一分の 理、 
妄説に も 一分の 利、 というと こです か。 


； 異星人は 地球に 
j 来て いない！ 

夫子 日 宇宙人と 円盤の 問題 だが、 これは 
擬似 科学と 神秘主義の 混合 形。 まず、 宇宙 
人が 存在す る 可能性。 実は これが あまりな 
い。 たしかに この 宇宙には、 地球と 同じよ 
ぅに、 生物の 発生が 可能な 惑星が 約 十億は 
存在す る、 と言われ ている。 UFO が 宇宙 
人の 乗り物 だと 主張して いる 連中は、 十億 
も 可能性が あれば、 そのぅち いくつかの 星 
には 人類 同様の 知性を 持った 生物が 必ずや 
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生まれて いるだろう、 と 言、 っ わけ だ。 とこ 
ろが、 その 十億と いうのは、 実は それほど 
大きな 数とは 言えない、 という 説が 最近、 
出て きた。 

というのは、 たとえば 小さい マンション 
を 想定して ほしい。 あまり 大きくない、 俺 
が 住んで るて いどの 三階 建ての マンション。 
各階に 十 部屋 ある。 その 各々 の 部屋が みん 
な ドアで つながっ ている とする。 たとえば 
一号 室に 入る とその 奥に ドアが 二つ あって、 
一つは 開ける と 非常口に 出て しまう。 もう 
一つを 開ける と 二号 室に 行ける。 二号 室以 
降の 部屋 もずっ とそうな ってい る。 そうい 
う 構造の マンションの 一〇 一号 室に 入って、 
三階の 三 一〇号 室まで たどりつく 確率を 計 
算 してみ ると'  なんと 十億 七 千 三百 七十 四 
万千 八 百 二十 四 分の 一になる の だ。 二の 三 
十 乗 分の 一で ある。 つまり、 十億 分の 一と 
いうのは、 たかだか 三階 建ての マンション 
を一〇 一から 三一〇 にまで 行ける ていどの 
もので しかない。 有機物ら しい ものが いつ 
さいない、 原始 地球の 状態から 生物が でき 


るまでの 試練が、 三階 建ての マンションを 
全部 通過す るて いどの ことで 済む わけが な 
いだろう が。 まして や 知的 生命にまで 進化 
する 可能性に いたっては ほとんど ゼロで あ 
ろう。 

- そうすると 我 われが ここにい ると いう 

のは やはり 神の 奇饋 でしょ、 っか。 

夫子 日そう なると 宗教 だから、 それは 別 
問題。 後述す る。 

それから、 よく 異星人と コンタクト をと 
ったと いう 話が あるけれ ど、 その コン タク 
卜 が、 突然の テ レ パシー によるとい うのが、 
だいたい 不純 だ。 逃げ道を 用意した 姑息な 
言い方 だ。 もちろん、 テ レ パ シーに 逃げな 
くて、 本当に 会った、 話を した、 という レ 
ベルの コンタクトの 例 も いくつか ある。 そ 
の 場合、 異星人の 名前と いうの が、 地球人 
の 言語に きわめて 似て いる、 というの が お 
かしい。 エロ ヒム だのなん だの。 

たとえば、 クジラ や イルカは 人間と 同じ 
く 文節 言語を 持つ ている という 説 も あるが、 
それでも クジ ラの 「言葉」 を 人間は 話す こ 


とはで きない。 たとえ 音は そっくりに 物 真 
似で きても、 意味までは 伝達で きない。 よ 
しん ば 意味を 翻訳す る ことは できても、 音 
を 訳す ことは できない。 固有名詞、 特に 人 
名、 星の 名前は どうす る。 英語の 発音を 日 
本 語に 表記す るの さえ 難しい のに、 発声 器 
官 からして 違う 生物な のに、 エロ ヒム なん 
て カタ カナに 表記で きる ことじたい 大ウソ 
の 証拠 だ。 

『浜 松 中納言 物語』 という 平安朝の 文学が 
ある。 支那の 王族が 悲恋 かなに かで 死んで、 
その 魂が 日本の 朝廷の 貴族の 世界に 入って 
くる 物語 だが、 面白い ことに、 その 支那 人 
は 恋文を 出す ときに、 和歌を 詠 むんだ よ。 
当時の 日本人は、 ほんと に 支那 人 も 和歌を 
詠む と 思って たわけ だ。 それと 同じように、 
宇宙人と コンタクトした、 とか 言う やつら 
は異 生物、 異種 生物と いう 概念が、 まった 
くわ かってない。 

また、 人は 宇宙人に 会った とかいう ウソ 
をつ くと きも、 自分たち のなかの 異 生物 

「らし さ」 という 凡庸な ィメ ー ジを 投影し 
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てし まぅ。 目撃 例に 多い、 無毛で 緑色、 目 
が 大きい といぅ 宇宙人。 あれは 両生類の ィ 

メージ だ。 カエ ルと か だな。 カエ ル ものの 
ホラ I というのは 昔から たくさん あるし、 
どうやら 人類に とつて カエ ルと いうのは 変 
な ものだった よう だ。 カエ ルは 身近で も あ 
るし、 尻尾がなくて 人間に 似て いて、 しか 


も 触つ てみ ると 異類で ある。 

- 胎児の ィ メージ も あるょぅ です。 ひょ 

ろつ としてて、 頭が でかい。 しかし、 UF 
〇 の 場合、 とにかく 確かに 見た、 だから 存 
在す る、 という 人が おります が。 

夫子 日 見た、 なんて ことには 実はなん の 
実証 性 もない。 夢 だって 幻覚 だって 「見る」 


ではない か、 たとえ、 空に 何 か 発光す る 物 
体が 飛んで たと しても、 どぅして それが 宇 
宙 人の 乗り物で ない といけ ない のか。 不知 
火みたい な もの かもしれ ないで はない か。 
けっきよ く、 見る 側の 願望が 投影され てる 
にすぎない わけ だよ。 


I 清 田 君より 
一 手品師の ほうが 偉い！ 

夫子 日 清 田 君と い、 っのは、 これ もやは り 
冷静な 常識と いう もので 考える と、 スプー 
ン曲 げや 透視 術 もで きる し、 子どもの 頃に 
は 空飛んで たって いうのに、 なんで、 もう 
ちよっ といい 大学に 行けなかった のか。 そ 
れは 誰でも 感じる 疑問 だよ。 

それから 清 田 君は、 ロック 歌手と か 言っ 
て レコー ド 出しても、 なぜ もっと 売れない 
のか。 超能力が あるは ずな のに。 清 田 君は 
それを 聞かれる と、 邪道で あると 言う。 

- Hi 師は 自分の ことを 占えない と 言い ま 

す。 そういう 天啓を 受けた 人と いうのは、 
自分の 利益になる ことは 占えない のでは な 
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いでし よ/つか。 


ィエス だって、 自分が もう じき 磔に なると 
予言して いる。 

それから、 曲げる 云々 の 場合で も、 物理 
力と どう 違う か。 もし 違う というなら、 延 
性、 展性に 富んだ 金属じゃなくて 、じゃあ 
木と か 竹 も 折らずに 曲げられる はず だとい 
、っ ことになる。 なぜ それを やらない のか。 
とすれば、 それは たんに 物理 力に すぎない 
のでは ないか。 

- しかし、 現に この 目で 曲がる のを 「見 

た」 という 人が …… 。 

夫子 日 手品師が 曲げて いるの も 「見た」 
だろう。 手品師が 同じ こと やって るのに、 
わざわざ 超能力と いう ことで 説明せ ねばな 
ら ない 必然性は どこに あるの か。 しかも 手 
品師 は、 清 田 君よりも つと 不思議な こと も 
できる ので ある！ 彼らの ほうが、 ハイク 


ハイ グレ ー ドな わけ だ。 


ある 現象を 説明す る 二つの 概念が あつた 


今まで 人類が 歩んで きた 二百 万年の 歴史の 
なかに おいて、 常にそぅ してきた。 それで 
も 説明で きない 現象が あって 初めて 才カ ル 
卜 だのなん だの 言ぇば いい。 


j 呉 智英 V S 
j 十 人の 気功 師 

—— さて、 ここで 愚生、 ひとつ お尋ね 申し 
上げたい ことが ございます。 夫子は、 封建 
主義者と して、 孔孟の 道統を お継ぎな され 
よぅとい ぅお 方、 また、 支那より 本朝に か 
けての 知識人の 常識と して、 老荘の 教え も 
たしなん で いらつ しやる とか。 たしか 孔門 
にも 孟子に 浩然の 気の 教えが あり、 荘子も 
また 気に ついて 述べた 節が ございます。 そ 
の 夫子が なぜ、 それほど 気功を お嫌いに な 
るので しよう か。 


まつ てること 自体には、 医学 技術 論 的には 


反対し ない。 ただ、 支那の 古典 哲学の なか 
には、 手から 出て くる パワ ー としての 「気」 
なんても のは 出て こない の だよ。 「気」 と 
いう 単語は 出て くる。 しかし 哲学に おける 
気と いう ものは、 ィデアと か エィ ドスと 同 
じ、 単純に 説明の 概念な の だ。 

たとえば、 荘 子に 「気」 云々 が 出て くる 
のは、 万物 斉同 という 真理を 悟る ことで、 
つまり、 病気 も 奇形 も 五体 満足 もみん な 同 
じだ、 生死 も 関係ない、 と 洞察す る ことな 
んだ 。だから、 気功で 病気を 治して 長生き 
しよう なんて とんでもな いわけ だ。 

今、 日本で 一般に 「気」 という 場合、 民 
間 療法に おける それを 指す。 もともとは 儒 
学の 一派の 宋学 、とくに 朱子学 だな、 その 
「気」 という 根本的な 哲学 概念が、 民間 レ 
ベルに 下がって 説明 概念と して 使われた だ 
けなの だよ。 

だから、 それは べつに 「気」 が 云々 で 説 
明し 続ける 必要はなくて、 いずれは 近代 医 
学の 説明 体系に 取り込まれるべき こと だし、 
そうな つても なんの 不都合 もない。 詳しく 


夫子 日 いや、 そぅで もない。 偉大な 予言  ときに、 常識で 説明で きる 概念が あれば、 
者は 大事な 節目 節目の 予言は 全部して いる。 やっぱり 常識の ほうを とるべき であるし、 


ォリ ティで あり、 ハイ キャパシティ であり、 夫子 日 いや、 俺は 東洋 医学への 関心が 高 
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は 次の 章の 冒頭で 述べる が、 今、 日本で 気  かかわらず、 支那 人は なぜ 平均 四、 五十 歳  手を ぶっとばす 達人が いるんだ ろぅが。 い 
功 云々 と 言つ てる やつらは、 これは 近代 科  で 死んで しまう のか。 これに 対しては 反論  るって 言う のなら、 その 気功の 名人 十 人 連 
学とは 違 うんだ、 としきり に 言いたがって 
いる わけ だ。 たとえば、 気を あてる と 蛍光 


できまい。 


れて 来い、 俺は 一丁の 機関銃が あれば 皆 殺 


それから、 支那の 紅 軍は、 なぜ 武器の 近  しにして やる！ 


灯が つくと いう 現象を 近代科学で 説明で き  代 化を している のか。 手から 発する 気で 相 
るか、 とかな。 

だが それは、 小学校の 理科の レベル だ。 

なぜ 白熱 電球でなくて 蛍光灯な のか。 蛍光 
灯は、 中に 封入され た 水銀 蒸気に 電子 線を 
あてる と 発生す る 紫外線が、 蛍光物質 にあ 
たって 可視光線に 変わって いる わけ だから、 

摩擦 かなん かで 静電気 起こして やれば ボ 
—ッと 光る わけ だよ。 

だいたい、 支那では 気功で 病気を 治した 
り、 電気を つけたりし ている、 というの な 
ら 、なぜ 支那 人は 家に 一個の 電灯 もない よ 
うな 貧しい 生活を している のか。 なぜ、 原 
発なん て 導入し ようとし ている のか。 それ 
から 支那 人の 寿命は なぜ、 こんなに 日本人 
よりも 短い のか。 日本人は 医 害、 薬害に 冒 
されて いると 言われながら、 なおかつ 八十 
歳の 世界 最長 寿の 寿命を 保って いる。 にも 


•しかし 夫子、 それは 実証 性と いぅょり 
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有効性の 問題で ございますな (笑)。 


第二 章 ▼オカルトは 本当に 反 近代 か？ 


得る のか、 という 問題。 


—— それにしても 夫子の 御高 説、 まことに 
ごもつ とも。 素晴らし いの 一語に 尽きます 
が、 世の オヵルト 馬鹿 どもには 夫子の 御言 
葉 も 豚に 真珠、 馬鹿の 耳に 念仏。 呉 智英は 
しよ せん 近代主義 者 じ や、 と言う ばかりで 
ございましよう。 馬鹿は 近代 医学で も 治せ 
ぬ 病 ゆえ、 彼ら も 気功に 頼る のか もしれ ま 
せぬ。 しかし、 彼らの ふるう 「反 近代」 な 
る 伝家の 宝刀、 実のところは どれほどの も 
のな ので ございましよう。 

夫子 日 彼ら オヵルト 馬鹿は 近代主義 批判 
とか 近代科学 批判と か、 近代 合理主義 批判 
とか 言いながら、 実は まったく 本当の 近代 
批判を しようと していない。 近代の 本質と 
は 何かとい うと ころに おいて、 ひどい ごま 
かしが ある。 

まず、 彼らの ように 鍊 とか 気功と かを 持 
ち 上げる ことは、 果たして 科学 批判に なり 


たとえば 十九 世紀、 ある 医学者が、 患者 
の 腹を 切らずに じっと見る だけで ガンが あ 
るか どうか わかっ たら、 こんなに 便利な こ 
とはない なと 思つ たと する。 もし そのこと 
を 発言 すれば、 彼は 魔術で も 信じて いる 馬 
鹿な やつ だと、 当然 思われた だろう。 しか 
し、 それは ただたん に X 線と いうの が 未発 
見だった からだ。 「未」 というから には、 
いつか 発見され る ものな の だ。 

そうした ことは、 近代 医学の 領域で も ご 
く 当たり前に あった。 抗生物質 だって、 も 
とは やはり 民間療法で、 未開 民族の 呪術 師 
が ヵビ かなん かを 薬に していた のが 発見 さ 
れ たもの だ。 近代 医学で 使われて いる 医薬 
品の ほとんどは、 もともと 伝統的な 生薬な 
ん であつ て、 そこから 薬効物 質を 抽出して、 
化学的に 合成した だけで ある。 


とすれば、 今 言われて いる 気功な どは、 
いつか 科学的に 証明され るか もしれ ない、 
証明され ないか もしれ ない。 いずれに して 
も'  それは 論証 や 証明 や 実証の 可能性が あ 
る わけで、 決して 「科学に よって 解明で き 
ない こと」 ではない。 ただ 「未 解明」 な だ 
けだ。 近代科学の エレメント になり 得る こ 
とでは あっても、 近代科学に 対抗す る パラ 
ダ イムで もなんでも ない。 

—— そうそう、 意外に 近代科学 史上の 偉人 
には 神学 や オカルトに 凝って いた 人が 多い 
と 聞き及びます。 錬金術に 凝っ ていた 二 
ユー トン や、 心霊学に 凝って いた クルック 
ス とか。 

夫子 日 だから、 人間を インス パイ ア する 
ものと して、 目の前に ぶらさげられた ニン 
ジンは、 とりあえず オカルトで もなんでも 
いいわけ だ。 それを きっかけに 科学が 進歩 
する の だから。 ただ、 その 際に 忘れて なら 
ない のは、 こうあれば いいと い、 っ 仮説と 現 
実との 間を 埋めて いく 作業 だ。 それが 実証 
とか 論証な わけ だ。 ニユー トンな どは それ 
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をき ちんと やって、 人類の 知を 豊かに して 
いったの だけれ ど、 今の オカルト 主義者 ど 
もには それが できない。 

なぜ、 そういう 馬鹿が 出て くるの か。 そ 
れは 実は、 現代の 科学とは 直接に 関係は な 
く、 むしろ 現代の 文化、 現在の 思考 体系と 
いうか、 その 知的 体系に 参加 拒否され た 人 

間 どもの コンプレックスと ルサンチマン か 
ら 出て いるの だね。 別の 言い方を すれば、 
イソ ップの 「酸っぱい 葡萄」 のメン タリ 
ティ。 早稲 田 大学なん かが、 在野 精神と い 
うこと をし きりに 叫ぶ のと 同じ 構造を 持つ 
ている わけ だょ。 

—— はは あ、 つまりち やん とした 学問が 難 
しくな つてし まつた から、 それに タッ チで 

きない 人間が、 それに 対する 不信 感を 声高 
に 叫ぶ、 と。 

夫子 日本 当は 自分 も 偉そう ぶって 何 か 言 
いたいの だが、 哀れな ことに、 馬鹿 だから 
言えない。 しかし 言いたい。 本来の、 公認 
された 知の 体系に 入る だけの 能力 はないけ 
れ ども そこに 入りたい 馬鹿が、 ナグ サメと 


して 近代 批判と か 言つ ている。 

—— ^ る ほど、 たしかに 文化人類学 でも 呪 
術と か 魔術と いぅ ものは、 一種の ル サン チ 
マンの 表現 だと 言われて おります な。 なん 
ら かの シンボルを 操作す る ことで 現実を 支 
配で きる という 幻想な のです から。 つまり、 
憎い 相手と 闘う だけの 力がない から、 わら 
人形を 釘で 刺す、 というよ うに。 


i 占いは 
I 差別の 代わり 

夫子 日 ここでち ょつ と 話を 占いに 戻す。 
なぜ 占いが 流行る のか？ 今は 自己紹介 欄 
にも、 血液型 や 自分の 星座を 必ず 書く とい 
、っが、 それは いったい 何な のか？ 

ょく、 したり 顔で、 現代科学への 不信 だ 
などと 言われて る けれども、 実は そんな こ 
とでは ない。 もつ と 単純な ことで、 しかも 
さっき 言った ような、 現在の 知的 世界に 入 
る ことを 拒否され た 人間 どもが'  絶対に 言 
いたがら ない こと。 わかつ ていながら 知ら 
ない ふりを してと ぼけて いる こと。 それを 


俺は 言いたい。 

占いは、 ょうするに 差別の 代わりな ので 
ある。 人間は 差別を したいの だ。 しかし 差 
別を しちやい けない と言われ てるから 占い 
をす るの た。 

たとぇば、 自分の 彼氏は 将来 どういう 人 
間になる だろうかと 占う。 それで、 水瓶座 
で B 型 だから 彼は きっと 将来 エンジニアに 
な るんだ わ、 なんて ことを 言って、 自分に 
は 合う とか 合わない とか 言っ ている。 とこ 
ろが、 もっ と 確実に 当たる 占いが ある。 な 
ぜ それを やらない のか。 

それは、 俺が 唱ぇて いる 呉 智英式 占いだ。 
三つの 要素を 組み合わせる。 一つ、 偏差値。 
一つ、 出身の 出自 。それからもう 一つ、 出 
身 階層、 金持ち か 中流 か 貧乏人 か。 この 三 
つを 組み合わせれば、 その 人間の 将来な ど 
たちどころに わかる。 

典型 例を 言ぉう。 偏差値が 高くて、 朝鮮 
人 二世で、 しかも 実家が 大きな 焼 肉屋 やっ 
てて、 金が ある。 この 三つが 当てはまる 人 
間は、 将来、 他の 条件の 人ょりも 医者に な 
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さに 今の 血液型 占い や、 星占いに よる 人間  とか UFO とか 言つ てる やつらを 見なさい。 


る 確率が 高い。 当たり前 だ。 就職 差別され 
ないた めには 手に 職を つけねば ならない。 
だが、 そのためには 頭が 良くない といけ な 
い。 それに、 医大に 行く には 金が かかる。 

このょうに、 この 三つの 要素で、 その 人 
間の 将来は ほとんど わかる。 にも かかわら 
ず、 なぜか それを やれない。 それは 差別に 
触れる からな の だ。 能力 差別、 身分 差別に 
なつて しまう からだ。 

近代の 本質は ここに ぁる。 近代は、 貨幣 
の 普遍性に ょってす ベての 差異を なくして 
いった。 差異は 必ずしも 差別 だけとは 限ら 
ない の だけれ ど、 もちろん 差別 も 含んで 
いつ さいを 口^ ~ ラ^ ― で 地なら しして しまう。 

それが 近代な わけ だ。 

という ことは、 根本的な ところで 近代 批 
判を 言う のなら、 人間は 平等 じ ゃな いんだ、 
馬鹿は 馬鹿なん だとは つきり 言わない とい 
けない。 本当の 近代 批判とは 差別を 復活 さ 
せる ことなの だから。 

そして、 差別は いけない という 思想と、 
差別を したいと いう 気持ちの 折衷案が、 ま 


の 分類なん である。 

- ^ 刖世 占いと いうの も 流行つ ております 


前世に 自分は 何だった といぅ、 その 段階で 
ランク づける。 

夫子 日 それは 明治に なって 身分 制度が 撤 
廃され たと き、 みんなが 武士 や 貴族の 家系 
図を 金 出して 買つ たのと 同じた よ。 それ 以 
前の 日本の 人口の 九〇 % は、 農民 か 漁民 
だった の だから。 やっぱり 自分を 美化した 
いわけ だ。 


i 起 能 カブ— ムは 
1 究極の 民主主義 

夫子 日 差別を なくす といぅ 近代の 本質 か 
ら 生まれた 民主主義は、 近代の パラダィム 
のなかの 一要素に すぎない。 しかし 現在、 
いわゆる 近代科学 批判を 標榜して いる 魑魅 
M 魎 どもは、 民主主義と きわめて 親和 的な 
関係を 持つ ている。 

だいたい、 自称 文化人で 超能力と か 気功 


清 田 君の 周辺では、 広告 批評の 天 野 祐吉、 
景山民 夫、 あの へんの やつ。 みんな 物 わか 


を 守ろうと か、 自然保護 だと かそん な こと 
ばかり 言つ ている。 あとは 転向 左翼 もしく 
は 左翼く ずれ だね。 左翼 論理を 根本的に 疑 
うこと がない まま、 たんに 自分の プラィド 
のために 反体制の ポーズ だけを 保とうと す 
る 連中。 体制が 今は 近代な わけ だから、 反 
近代 と言うと、 反体制の ように 聞こえる か 
ら言 ってる だけ。 典型的に 言えば 太 田 竜と 
か …… 津 村喬！ 

—— ^ た津 村です か。 夫子 も いいかげんし 
つこう ございますな (苦笑)。 

夫子 日 あの 馬鹿 どもは 近代科学 批判と か、 
近代 合理主義 批判、 さらに 近代主義 批判と 
言いながら、 けっして 民主主義の 批判は し 
ないじ やない か！ 

—— ^ 能 カブー ムの 裏に もそう いう 平等 思 
想が 匂います な。 日く、 超能力は 誰に でも 
ある。 ただ 潜在して る だけなん だ、 と。 


ね。 あなたの 前世は お 姫 さまです とか 言ぅ。 りの いい リベラルな 進歩的 文化人で、 人権 
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夫子 日 そこを 清 田 君なん かは 強調す る わ 
けだよ。 そう、 今の オカルトの 基本に ある 
のは、 それ だ。 みんな 才能を 持って いると 
いう ことか キ ー ワ ー ドに なつて いる。 

じゃあ 絵描きになる 才能は 誰に でも ある 
のか。 誰でも 一〇 〇メー トルを 十 秒 や 十二 
秒で 走れる か。 そんな ことで すら 人間には 
差が あると いうのに、 超能力 なんても のが、 
万人 平等に あって たまる か！ 

超能力は、 仮に ありうる としても、 凄ま 
じい 修行を 積んだ 人と か、 神の 子ども、 神 
に 見込まれた 人、 それ 以外には なかった わ 
けだよ。 ふしだらな 日常を 送っ ている 人た 
ちに、 超能力 なんて ある わけはな いという 
ところに、 宗教は 成立す る わけ だ。 

—— でも、 宗教の ほう も 最近は とくに、 あ 
なた のなかに も 神が いるんだ と 言って おる 
ようです が。 

夫子 日 もちろん 神は 万物に 遍在 するとい 
う 考えは、 あらゆる 宗教に 見られる。 キリ 
スト教 だって、 神が 自分に 似せて 造った の 
が 人間な の だから。 


しかし、 たとえ、 獣の なかに も 仏性は あ 
ると いう 仏教に だって、 凡夫、 独覚 、菩薩、 
如来、 といつ た ランク づけは ある。 キリス 
卜教 では、 神の 国に 入る のは ラク ダが 針の 
穴を 通る より 難しい と 言っ ている だろう。 

だが、 民主主義は、 誰もが 無条件で 無限 
定に 平等で ある、 誰でも 生まれな がらに 狭 
き 門を くぐる 権利が あるの だ、 と 主張す る。 
民主主義 下に おいては 神性と か 超能力と い 
う ものが ア •プリ オリに なって おる わけ だ。 
それを 批判し ないで 超能力が どうの こうの 
言う 奴ら の、 どこが 近代 批判な もの か。 

だから 今の オカルト などと いう ものは 近 
代の 落ちこぼれと いうよりも、 近代が 生ん 
だ 病理 現象で あるな。 まともな 人間は、 才 
カルトな ど 信じて ない。 良家の 子女の よう 
にす くす く 育って、 今の 社会を 支えて いる 
の だ。 そうな りたくても なれなくて ル サン 
チマンを 抱えて る 連中が、 民主主義 的 平等 
への 憧れに 固執しつつ、 馬鹿な 呪文を 唱え 
ている、 というの が、 典型的な オカルトの 
あり方な の だよ。 


_ | ユ—エ イジ、 エコロジ— の 

一 深層 心理 

—— ニ ユーエ イジとの 関係で、 ガイアと か 

エコロジー について は …… 。 

夫子 日 地球を 守れと 言われれば、 誰も 文 
句は 言えない からな。 人権 派が 差別 反対を 
唱える のと 同じ。 しかし 太 田 竜なん か 肉食 
っち やい けない って 言う けど、 それを 聞い 
た 食肉 加工業の 人たち が どんなに 屈辱を 感 
じる か、 考えた ことがある のか！ 

また、 反 原発 派が 言う、 電力は 余っ てる 
じ やない かとい うのは 今 現在では 事実 だ。 
しかし、 電力が 余り だした のは 技術革新の 
おかげで 消費 電力 効率が 上がった からだよ。 
それは 誰が やった かと 言えば、 地味な 技術 
者な の だ。 べつに 市民運動 家で も 反体制 的 
な 人間で もなくて、 まじめに 汗を 流して 働 
いてる 人たち なの だ。 

だから、 エコロジ ストと いうのは、 基本 
的に 全員が モラトリアム なの だ。 モラ トリ 
アムは、 現実に 誰かが どこかで 流して いる 
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血 や 汗に ついては いっさい 目をつぶ ってい 
る、 という か、 知らないの だょ、 そもそも 
苦労と いう ものを。 苦労して いれば、 あん 
な 脳天 気な ことは 言えない。 

—— では、 近代の 落ちこぼれで はなく、 正 
統的 近代科学 のなかで 真面目に 量子物理学 
をつ きつめ ていった 欧米の 学者が、 最近 急 
に 「易 だ！」 とか 「タオ だ！」 と 口走る 傾 
向は なんなん で ございましょう。 

夫子 日 思想の 体系を こう 同心円 状に 考え 
ると、 中心部 分には、 その 第一 原理、 プリ 
ンシ プルが ある。 しかし この 第一 原理は、 
実証で きない ものである 場合 も あるの だ。 
科学者は、 その 同心円の 周辺 部分で 非常に 
技術的な こと だけを 研究して いる。 そうし 
てるう ちはいい の だけれ ど、 だんだん 中心 
部に 近づく と、 そこには 何もな さそう だ、 
という ことが 見えて きて、 突然 不安に なっ 
ていく。 そのと き、 別の 説明 体系を ここに 
持って くれば いいん じ やない かと 思って、 
宗教と か 古代 哲学と かから 拝借して しまう 
わけ だ。 たとえば 原子に 関する 説明 理念は、 


ギリシアの デモクリトス、 支那の 太 極の ほ 
かに も、 古代から 世界中に いっぱい あった。 
逆に 素粒子は 永遠に 分割 可能で ある、 とい 
ぅ 考え も 昔から いっぱい あるの だ。 

—— しかし なぜ そこで 東洋 思想 ばかりな の 


夫子 日 キリスト教の 思想 体系は、 非常に 
タイトな 構造を 持つ ている から、 応用が 効 
かないの だよ。 神には エホバ なんて 固有 名 
詞 まであって、 そのうえ 神学者た ちが 千年 


—— ほど おつし やられた、 思想 体系の 中 
核た る 第一 原理が 論証 不可能な 場合と いぅ 

のは、 いかなる もので ございましょぅ。 
夫子 日 そんな ものは いくらでも ある だろ 
、つが。 キリスト教 など、 もとは ィエスと い 
、つ キチ ガイが、 わけの わからない ことを 言 
つて 死んで しまつた だけの、 あほな 話な の 
だけれ ども、 その あほな 話が 核と なつて、 

二 千年 も 世界を 支配した。 マルクス主義 も 


以上 かかって、 三位一体 説と か 教義を ギッ 
チギ チに 構築して しまつた から、 ひとつの 
矛盾を 指摘したら、 全部が 崩壊して しまぅ。 
そのこと を、 普通の 欧米人は 自分の 心を ご 
まかして 済まして るの だけれ ど、 科学者は 
つきつめて しまう。 だが キリスト教は、 彼 
らの 骨身に 染みて いるから どうしても 疑え 
ない。 で、 東洋に 逃げる。 東洋の 哲学は わ 


実は キリスト教から 出て きた わけ だが、 史 
的 唯物論 も 実はそう で、 信ずる か 信じない 
かの 問題 だとい う 学者 もい る。 しかし、 そ 
、っいった 論証 不能な もののう えに、 人間の 
文化 や 思想 体系が 成立して しまう ことは あ 
るの だよ。 

冒頭で 実証 性から オカルトを 批判した け 
れど 、俺は 実証で きない ことは 全部 否定し 
ろと 言つ ている わけでは ない。 キリスト教 


りと ル— ズに できて たもの だから、 応用し 
やすかった わけ だ。 


第三 章 ▼本当の ハラ ダ イム 変換とは 
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文化の よぅに、 迷信と か 妄想を 核と して 成 
立して いる 文化の 体系、 思想 体系であって 
も、 マィナス だけとは 限らない、 プラスの 
こと もい つ ぱい あるの だから。 

じ や あ イエスは 正しい かとい うと、 やつ 

ばり キチ ガイは キチ ガイ。 では、 宗教家と 
精神病 者との 違いと いうのは 何 か。 精神病 
者が、 俺は 神 だと か 言っても 誰も 同意し な 


い。 しかし それを 信じる 人間が 別にもぅ ひ 
とり 出て きたら、 すでに それは 妄想では な 
い。 普遍性を 獲得す るから 宗教に なつて し 
まぅ。 ふたり 以上で 妄想の 山を 築きは じめ 
たら 病気 じ やない の だ。 

だから、 すべての 思想が 妄想で あると し 
て、 それぞれが 山なん だ、 と 考えて みると 
いい。 この 大きい 山は キリスト教。 こつち 


の 山は マルクス主義。 たくさん ある 小さな 
山が 新興宗教。 思想の クォリティの 高い 山、 
低い 山、 裾野の 広い 山、 狭い 山、 整合性が 
とれて 美しい 山、 醜い 山、 いろいろ ある。 

とにかく その 山の 大きさ、 質を 評価す る 
べきであって、 ただ その 核が 迷信 だからと 
いぅ だけで 批判す るので は、 俗流の 反 才力 
ルト 主義に なって しまぅ。 それは 非常にく 


だらない。 それ だつ たら、 最終的に キリス  ィデ オロ ギーと 同じで、 場合にょ つては 近 
卜教 もな にも 全部 否定し なければ ならない。 代と 全面戦争 する 覚悟 も あるだろう。 しか 


しかし それでは、 一種の ニヒリズムに 
なって しまう。 つまり 現在、 今まで あつた 
あらゆる 教学 や ィデ オロ ギーが 解体して き 
ている。 たとえば 近代的 思#^ 法、 ヒユー 
マニ ズム 、人権 思想、 民主主義、 それらが 
長い スパンで 変質し、 さまざまな 解体 現象 
を 見せて いる。 それと 並行して 浮上しつつ 
あるの が ニヒリズム。 だから、 その ニ ヒリ 
ズムを 克服す る ことこ そが、 実は 近代主義 
批判になる のでは ないか。 それを やらずに 
オカルト 云々 というのは、 けっきょ く 近代 
を 裏で 支える ことにし かならない。 

—— 彼らは 何も 信じられ ないから 、才カ ル 
卜だと 言って るので は？ 

夫子 日 やつらが そこまで 絶望し てるのな 
ら 、俺は もうち ょっ と 評価して やっても い 
い。 そこまで いけば 宗教 だから。 だが、 実 
のと ころ 彼らは その オカルトを 本気で 信じ 
てない。 宗教 だったら、 独自の 強固な 整合 
注 と 一貫 注を 持つ 観念 体系な わけ だから、 


し 今の オカルト 現象と いぅのは、 民主主義 
において 近代と 密通して いる。 近代と 本気 
で 戦争す る 気かない ！ 


一 中心は 空虚で も 
一 山を 作る の だ！ 

—— では、 ニヒリズムを 克服す る 道とは？ 
夫子 日 新しい 山を 作る の だよ。 今 そびえ 
たつて いる 近代と いう 巨大な 山脈より、 ど 
れだ けで かい 山を 構築で きる か、 どれ だけ、 
整合性、 実証 性の 高い 山と して 成立させる 
か。 その 山 どうしは 相対的に しか 評価で き 
ない ものでは あるが。 

- そうすると、 今の オカルト なんても の 

は、 この 近代 山脈の ほんのす みつこの みす 
ぼらし い 小さな 山に すぎない わけで ござい 
ますね。 

夫子 日 それで 自滅して くれれば いいの だ 
けれど、 許せない のは、 偉そう に 精神 世界 
だの 反 近代 だの、 パラダイム 変換 だの 言つ 


て 婦女子を たぶらかして 小金を 稼いたり、 
女の子を モノに してる やつら だ。 

- それを 聞く と 愚生 もな にやら ム カム カ 

としてまい りました が、 これは やつらと 同 
じ ルサンチマンでは？ 

夫子 日 ルサンチマンが いけない とは 言っ 
ていない。 それを オカルト なんかで ごまか 
すの がいけ ない、 と 言った の だ。 そぅいぅ 
怨み つらみ は 正しい。 差別され たこと がバ 
ネ になって 偉くな った 人は いっぱ いいる。 
すると 世の中の 役に立つ。 だから 差別 も 正 
しい。 これは これで 整合性は とれて いる。 
—— ^ る ほど、 さすがは 夫子。 夫子の あり 
がた き 教えを もちまして、 邪教に 目が くら 
んだ 愚民 ども も、 自ずから 英知の 光に めざ 
め、 必ずや 正道に たちかえる ことで ござい 
ましょう。 

合掌 礼拝 
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前世 少女と 


> 


棄 男 


現場 編 


人類 救済の 戦士たち は、 チョコ パ 


_u き 


(突 擊 ライタ—) 


「今、 こうして いる 間に も、 ハルマゲドン 


ん とする が、 仮に 本名を 公表した ところで、 容は 、だいたい 次の ような ものである。 


は 刻一刻と 近づいて いるんで す。 早く 仲間  それ も、 彼女に とっては 仮の名で しかない。 


を 見つけ 出さない と 


仲間 も 私の こと  彼女の 真の 名は サディ ラ。 戦士 サディ ラ。 


を 必死になって 探して いるか もしれ ない。 
まだ 目覚めて ない のか もしれ ない。 早く 見 


つけ 出して あげない と 


そして サデ イラは 男だった 


SF 少女 漫画に でも 出て 来そぅ な、 リア 
リ ティの 欠落した セリフ だが、 これは 実際 


「戦士」 に 

テレフォン •コ I ル 


彼女たち 「戦士」 の 存在が 注目され 始め 


「戦士、 竜 族の 民、 金星 人、 巫女の 方、 是 
非 お 手紙く ださい。 私は 戦士です」 

「エリア、 ジェイ、 マ イナ、 ライ ジヤ 、力 
ル ラな どの 名前に 聞き覚えが ある 方、 大至 
急 御連絡を！」 

断片的な キ ー ワ ー ドから 察する と、 これ 
らは 、来たるべき 「最終 戦争」 で 共に 戦う、 


に、 ある 二十歳の 女性の 口から、 きわめて  たのは、 オカルト 雑誌の 文通 欄に、 その 手  前世での 仲間を 集める のを 目的と した 呼び 


真剣に、 私に 向かって 発せられた 言葉 だ。 


の 投書が 殺到した ことがあつ たためで ある。 かけで あるら しい。 竜 族とは 何な の だろ 


彼女の 名は プラィバシー の 保護の ため K さ  差出人の ほとんどが、 十代の 少女。 その内  か。 どぅやって 彼女たち は 自分の 前世を 知 


ったの か。 最終 戦争とは 何な のか。 敵は？ 

ここで 最も 疑問な のは、 仲間を 探し あて 
たと ころで、 彼女たち 一人ひとりの 持つ 前 
世の 「物語」 が 本当に 一致す るの だろう か、 
という 点で ある。 ざっと 見回した だけで も 
彼女たち の 世界観は、 いくつかの パ タ— ン 
に 大別は できても、 はっきりした 共通点は 
ない。 つまり 前世 少女の 数 だけ 先史 文明の 
数が あるの だ。 

彼女たち が 互いに 出会った 後、 それぞれ 
の 物語は どうな ってし まう のか。 それを 知 
るには やはり 彼女たち の 生の 声を 聞く しか 
あるまい。 

私は とりあぇず、 文通 欄の 住所に 片っ端 
から 手紙を 出して みた。 何十 通 も 送っ たに 
も かかわらず、 返事は ゼロ。 私が 彼女たち 
の 求める 「前世の 仲間」 ではない ことを、 
文面から 悟られて しまつた からだろ うか。 

これでは なんの 進展 も 望めない と 判断し 
た 私は、 意を 決して 文通 欄の 住所から 電話 
番号を 調べ、 ほとんど 発作的に 電話を かけ 

た。 ところが、 二回 目の コー ルの あと、 今 


が 早朝の 六 時で ある ことに 気がついた。 あ 
わて て 受話器を 置こうと したと き、 電話口 
に 相手が 出た。 


j 私の 前世の ほうが 

一 正しい！ 

電話を とった のは 茨木 県に 住む M さん。 
現在、 家事 手伝いを する 二十 一歳。 四 年 前 
に オカルト 雑誌に 載った M さんの 投書は、 
「戦士、 巫女、 天使、 竜 族、 妖精、 金星 人 

との コンタクトを 求む」 という ものた つた 0 
M さん 自身は 戦士で あり 巫女で も あると 
いう。 前世の 記憶を 取り戻した のは、 高校 
二年生の とき、 霊感の 強い 友人に 霊視 して 
もらった のが きっかけ だ。 ただ、 生まれた 
ときから 半分 違う 世界に いるょう な ふわ ふ 
わした 感じが あつたら しい。 

「なに か 漠然と、 私は 周りの人とは 違うな、 
という 気持ちが 小さい 頃から してたん で 

す」 

M さんの 転生は、 地球上 だけで 繰り返し 
ていた わけでは ない という。 もつ とも、 M 


さん 自身は ひとつの 世界での 記憶し か 残っ 
ていない。 彼女が 戦士で あり 巫女であった 
世界。 ギリシャ によく 似た その 世界で、 彼 
女は 何と 呼ばれて いたのだろう。 

「名 1 刖は あるんで すけ ど、 人間には 発音で 
きないん です …… 。なにしろ あの 世界には、 
ア なら ア だけで 二十 種類 もの 発音の 仕方が 
あるので」 

雑誌で 募集した、 M さんの 前世での 戦友 
は 見つかった のだろう か。 

「ええ、 まあ。 でも、 あの 投書を 見て 連絡 
してきた 人は、 ほとんど 違いました。 雑誌 
にはい つ ぱいそう いう 人たち が 出て るけ ど、 
本物は いかに 少ない かを 知りました ね」 
本物の 判定は どうやって つける のか。 
「話を よく 聞いた うえで、 つじつまの 合わ 
ない ところを 問い正したり 調べたり します。 

でも、 たいていは 勘、 ィンス ピ レー ショ ン 

で わかり ますね。 なにしろ、 自分の ことを 
〃天使 次長の ガブリエル であり、 魔王 だ〃 
とか" 人外 (人 狼の 亜種 だそう だ) の 者 だ" 
とか 言、 っんです よ ！ 」 
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そうして 前世の 記憶が 一致 しないと き、 
M さんは 相手の 思い違いを 諭して あげる の 
だそう だ。 

「たいていの 娘は 自分を 取り戻せて 喜んで 
ましたよ。 三 割ぐ らいは 最後まで 自分の 前 
世の ほうが 正しい と 言い張る 人 もい ます。 
そういうのを" なりた ガ I ル々 というんで 
すけ ど、 よっぽど 自分 以外の 存在に なりた 
いんで しようね」 

では、 他の 娘たち は みんな ゥソ つき 少女 
の 妄想と いう ことなの か。 

「いえ、 そうい うんじ やなくて . 、はん 

ばに 霊感が ある 少女なん かが、 悪い 霊に 二 
セの 前世 記憶を 植えつ けられたり してる 
ケース が 多 いんです。 それに 私の いた 世界 
以外の いろんな 世界から も 人が …… 人と 言 
つてい いのかわ かりません けど、 この 世界 
に 転生して 来て るので しようから」 

そして、 けつき よく M さんの 本当の 前世 
の 仲間たち は、 彼女の 身近に いた 人たち 
だった の だとい う。 


I 最終 戦争は 
|来ない |? : 

M さんの 言う 竜 族の 民 や 金星 人とは、 具 
体 的には どんな ものな のだろう。 

「竜 族と かってい うのは、 こちらの 世界で 
言うなら 職業の ような もんだ と 思って もら 
えれば …… 。ごめんなさい。 私、 断片的な 
記憶し かない もんで、 あまり 詳しく あの世 
界 のこと 説明で きないんで すよ。 私、 なに 
か 『力』 が 強す ぎて、 よく 暴走 しちゃって 
たみたい なんです よね。 で、 危険 だからっ 
て、 この 世界に 転生す る 際に、 かなり 強い 
封印を 施されち ゃったん です よ。 だから、 
あの 世界の 記憶は 一〇 パ— セントく らいし 
かないん です」 

彼女の 言う 「力」 とは、 筋力 や 体力では 
なく、 超能力の ような、 精神的な パ ワーの 
こと だ。 

「あの 世界では 肉体的な 要素は あんまり 関 
係な いんです よ。 霊の 世界って いうか、 力 
ラダは あるんで すけ ど、 たとえば 剣なん か 


で 目茶苦茶に 斬られて、 自分の 血で 足が 滑 
るく らいに なっ てても、 呪文 ひとつ 唱えれ 
ば 治っ ちゃうん です」 

呪文 一発で 生き返る とは、 まるで フ ァミ 
コンの 世界の ような 話 だ。 

戦って いる 相手は 何者な のだろう か。 

「別の 種族みたい な もんです。 アメリカと 
ソビエトみ たいな」 

その 戦いが 現世にまで 波及して'  いわ ゆ 
る ハルマゲドンになる のか？ と 尋ねる と、 

M さんは 口ごもっ た。 

「う一 ん …… 言っ ち ゃって いいの かな あ。 
あのです ね、 ハルマゲドン とか、 いろいろ 

みんな 誤解して るんで すけ ど、 べつに 私た 
ちの 戦いって いうのは 最終 戦争と かいう も 
んじ ゃな いんです よ。 ただたん に 次の 戦い 

という か . 。あくまで 向こうの 世界の こ 

となんで すよ。 私たちが この 世界に 転生し 
てきた のは、 次の 戦いに 備えての 休息と、 
修行を する ためなん です。 修行と いうのは、 
古文書を 訳したり、 集中力を 養っ たりす る 

9 

ことなん です。 ただ 最近は あまり そういう 15 


ことは やって な いんです よ。 というのは、 
仲間に かなり 覚醒して る 人 (M さんを 霊視 
した 友人) がい るんで すけ ど、 その 人が 言 
うには、 今生では 向こうの 世界で も 次の 戦 
いはない らし いんです。 だから 今、 中断し 
てる 状態なん です よ」 

自分が 前世で 戦士であった ことに 覚醒し 
たばかりの 頃は、 時間が あれば、 毎日の よ 
うに 集まっ ていた 仲間と も、 現在では ほと 
んど 連絡 も 取り合っ ていない らしい。 

「戦いがない 以上、 並 日 通の 人間と して 今の 
生活を きちんと 生きるべき でしよう？  前 

世が 何で あれ、 中身が 何者で あれ、 人の子 
として 生まれた 今は、 人間 以外の 何者で も 
な いんです から。 まず、 人と してし っかり 
していなければ、 地に 足を しっかり 着けて 
生きて いなければ、 他の 何を もやる 資格は 
な いんです よ。 …… すいません。 話が ズレ 
ましたね」 

なんに せよ、 現在の M さんは、 ハルマ ゲ 
ドンとは 縁の ない、 普通の 人間の 平和な 生 
活を 送って いるよう だ。 彼女は 電話では 詳 


しく 話を して くれたが、 直接 会って はくれ 
なかった。 言葉は 礼儀正し いが、 二十 I 歳 
にして は 幼い その 声が 印象に 残った。 


荘大な 

j アトランティスの 記憶 

冒頭で 紹介した、 前世で 戦士 サディ ラ だ 
った K さんは、 埼玉県に 住む 二十歳の 専門 
学校 生 。 

待ち合わせ 場所の 喫茶店に、 K さんは も 
、っ ひとりの 女の子を 連れて来た。 K さんの 
中学 時代からの 同級生の U さんだ。 ふたり 
とも 小柄で ファッションが 地味な ので、 ぱ 
っと 見は まだ 中学生ぐ らいに 見える。 K さ 
んは ショー ト カットに ジ ーンズ 地の キユロ 
ッ トス カー トで ちょっと 男の子 っぽく、 U 
さんは スト レー トの ロングヘアー に 長め の 
スカ ートで おとなしい 感じ。 実に 対照的 
だった。 

U さんの 前世での 名前は 巫女 エイ ミ リオ 
ン 。ふたりは 、アトランティス 人だった。 

「正確に 言う と、 アトランティス 人は、 シ 


リウス 星から 移住した 民族な ので、 シ リウ 
ス人 と言うべき なんです けどね」 

熱心に 話す のは K さんば かりで、 U さん 
は、 ときどき K さんが 同意を 求める と、 
黙って うなずく だけだった。 

「アト ラン テ ィスは、 御存じの とおり、 た 
いへん 文明の 発達した ところ だっ たんです。 
といっても、 いわゆる 未来 的な 世界では な 
くて、 もちろん 科学は 発達して いたんです 
けど、 精神 エネ ル ギーの コント ロー ル 法が 
発達して いたんで、 機械を あまり 必要と し 
ていな かったんです。 ね、 U、 そうょ ね」 
アトランティス 人の すべてが、 なんらか 
の 超能力を 使えた という。 超能力の 源は 
「コボル」 と 呼ばれる 巨大な 光 球で、 アト 
ラン テ ィス 大陸の 中心に そびえ 立つ 塔の 先 
に そえられ ていた。 コボルは アト ラン ティ 
ス 大陸 全土を 照らし、 その 光の 届く 範囲な 
らば、 誰でも 超能力を 使えたら しい。 
「私たち 戦士は、 アトランティスの 外に ま 
で 出て 行く ことが 多かった ので、 コボル. 
ブレスレット という 腕に 着ける 小型の コボ 
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ルを 特別に 支給され ていたん です」 

そう 言う と、 K さんは 取り出した ノ—卜 
に サラ サラと コボル •ブレスレットの イラ 


ストを 描いて みせた。 ノート を 受け取つ て、 
なんの 気な しに 他の ぺージ を パラパラ めく 
ると、 K さんは 「あ一 つ」 と 大声を 出して 


ノート を ひつた くつた。 頰を 赤く している。 
「へ夕 だから 見ないで くた さ 一 い」 

チラ ッ としか 見えな かつた が、 そこには、 
少女 漫画 風の ィラストが、 達者な タッチで 
描かれて いた。 


i 人類を 救ぅ のは 

j 私たちし かいない！ 

K さんが、 前世の 記憶を 取り戻し たのは、 
前 出の M さんと 同じ、 高校 二年生の とき だ 
った。 一週間 続けて、 群衆が 自分に 向かっ 
て 何事 かを 叫んで いる 夢を見 続けた 圧さん 
は、 その 群衆の なかに、 U さんがい るのを 
見つけた 。といっても、 顔 かたちは まった 
くの 別人。 ィンドの 民族衣装 •サリー 風の 
衣を まとった、 たお やかな 金髪の 女性 だっ 
た。 それが なぜ U さんだ とわかった のか 自 
分で も わからない。 

次の 日、 学校で U さんに そのこと を 話し 
てみ るが、 U さんは 当然 そんな 夢は 見て い 
なかった。 それから 夢は 見なくな ったが、 
ふたりが 些細な ことで 絶交した 夜、 再び 同 
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ルと いつしょ に 沈んだ アトランティス 人は、 座つ ている U さん。 ふたりの 顔を 見て いる 
まだ 死んで なくって、 霊界との 間で 漂って  うちに 私は 気づいた。 戦士 サディ ラと 巫女 


じ 夢を見た。 そのな かで、 自分の 前世と 使 
命に ついて 告げられ たの だとい う。 

「最初 自分で も 信じられなかった。 だって 
前世では 私は 男だった ん だもの。 U に 相談 
しよう か 迷った けど、 重大な 使命が あるか 
ら そう も 言っ てられなくて」 

重大な 使命とは、 地球の 存亡を 賭ける、 

ハルマゲドン に関する ことだった。 
「アトランティスが 滅んだ のは、 けっきよ 
く、 アトランティスに 住む 民の 心が 荒んだ 
ためなん です。 コボルは 人間の 霊に 感応し 
て 精神 エネ ル ギーを 増幅させる 装置だった 
ん です けど、 悪い 心 ばかり 吸収す るんで、 
壊れち やったん です よ。 そのと き、 私と 仲 
間は 日本に 調査に 来て いたんで 免れたん で 
す」 

しかし、 コボルは 今 も 海底に あり、 この 
世界 も 危機に 向かっ ている らしい。 

「人間が 悪しき 行いを 重ねた ために、 負の 
エネ ルギ ー が コボルに 伝わって しまったん 
です よ。 こんど コボルが 爆発したら、 ハル 
マゲ ドン か 起きて しま うんです。 . コボ 


る 状態なん です。 こんどの コボルの 爆発の 


彼らの 善の 霊が 溶かされて ゾンビみ たいな 
人類の 敵に な るんで すょ。 彼らとの 戦いに 
なつたら、 私たち アトランティスの 転生 者 
以外に 戦える ものは いないん です。 だから 
早く 仲間を 見つけ 出さない と . 」 


1 前世の 紳に 
j 結ばれた 友情 

悲愴な 使命を 帯びた 戦士 サディ ラの 「自 
画像」 を、 K さんに 得意の イラストで 描い 
て もらつ た。 その 姿は、 「やおい 族」 と 呼 
ばれる おたく 少女たち が 熱狂す る、 『聖闘 
土星 矢』 や 『天空 戦記 シユ ラト』 などの ア 
ニメ 美少年に 酷似して いた。 腕には くだん 
の コボル •ブレスレットが 輝いて いる。 

「自分で 言う の も 変です けど、 けっこう 美 
少年だった ん です よね」 

照れ臭 そうに 言う K さん。 隣り に 黙って 


エイ ミリオン、 いや 前世の K さんと U さん 


「だってし ょうがない でしょ、 っ。 前世で そ 
うだっ たんだから」 

K さんは 平然と 開き直る。 私は 思わず 
「そんな ことで 結婚で きる のかよ ぉ」 と 言 
ってし まった が、 

「結婚なん てで きる と 思っ てません。 どう 
せ ハルマゲドンに なったら あたしたち 死ぬ 
かもしれ な いんです から」 

という 答えが 戻っ てきた …… 。 

後日、 私は どうしても 気になる ことがあ 
つて、 U さんと 再び 会う ことにした。 K さ 
ん が、 何 かに とりつかれた ような 勢いで 私 
に 語って いる 間、 彼女は ただ 黙って、 K さ 
んの 顔を 見つめて いた。 あの 瞳は 何を 物 
語つ ていたの だろう。 U さんは、 K さんの 

物語に あまり 主体的に 関与して いない。 U 
さんに とつて、 K さんの 物語は どうで もい 
いことの ように 見えた。 


時に 放射され る 負の エネ ル ギーを 浴びる と、 は、 恋人 同士だった の だ、 と。 
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一 そんな ことないで すよ。 あなたには 信じ 
られ ないか もしれ ない けど、 私、 K を 信じ 
てます。 べつに 構わないで すよ。 他の 人が 
信じなくても。 私は K を 信じて ますから」 
K さんが 前世に 覚醒して 以来、 学校で も 
休日で も、 ふたりは ほとんど いつしよ だ。 
たまに、 オカルト 雑誌の 文通 欄で 知り合つ 
た 仲間と 電話で 話す 以外は、 両親と も ほと 
んど 話さない。 将来の ことを 聞く と、 じさ 
んは 、できれば K さんと 同じ 会社に 就職し 
たいと 言う。 

U さんは、 確かに 信じて いるの だろう。 
「K さんの 物語」 ではなく、 「K さん」 を… 


j チヨコ サンテ— を 
j 食べる 戦士 

K さんに 紹介され た 別の 転生 者、 P さん 
は、 「前」 宇宙で、 悪魔と 戦った 天使 軍団 
の 隊長だった という。 

そのと きの 戦士 名は アズ ファ。 K さんと 
同じように、 彼女 も 前世で 男だった。 彼女 


にょると、 1 刖 宇宙の 戦いの 時には、 なんと 
か 神の 側が 勝利した ものの、 悪魔を 滅ぼす 
には 至らず、 封印した のみに 終わっ たとい 
う。 その 封印が、 現 宇宙で 解かれて ょうと 
している。 黙示録に ある ハルマゲドンが 来 
るの だ。 悪魔の 復活を 阻止す るた め、 神 か 
ら 遣わされた 天使 アズ ファが、 人間のから 
だに 転生した のが、 十九 歳の、 現在 某 市立 
大学に 通う、 P さんで ある。 

P さんは 化粧っ 気のない 顔に 度の 強そう 
な メガ ネを かけて いるが、 いわゆる 「ネク 
ラ」 な 女の子で はない。 

「自分の 使命に 覚醒した のは、 高校 三年に 
なった ばかりの 頃なん です。 それまでは ホ 
ント にごく 普通の 人間でした」 

高校 三年と いう、 ただでさえ 受験で 大変 
な 時期に 使命を 告げられて、 葛藤は なかっ 
たのだろう か。 

「全然な かつたん です よ。 神様に よると、 
私の 行く 大学に、 仲間が いるって 言われて 
ましたから。 だから フツ— に 受験し ました 
ね」 


キャ ピ キャ ピ した 口調で、 男の 天使 だっ 
たと 言いながら、 チョコ サン デ— を おいし 
そ、 っに 食べる P さん。 

「甘い ものが 好きな の？」 

「これって 私の 肉体の 好みなん です よ。 肉 
体は 人間です から。 食事の 好みって 天使に 
はな いんです よ。 神 や 天使は 物を 食べ ませ 
ん から」 

私は、 恋人が いるの か 知りた く なった。 

「そんな こと 聞 くんです か。 それが なんの 
関係が あるんで すか」 

P さんは スプ ー ンを 置いて 怪訝な 顔を し 
た 。 

「デ ぐらいな らした ことあります けど 0 
まあ、 美術館を ひと 回りして 、それじゃ、 っ 
て、 淡 ぁい もんでした けどね」 

相手は もちろん 男性だった。 といぅ こと 
は、 戦士 アズ ファと しては 同性愛になる の 
では？ 

「その 頃は 自分の 前世に ついて 何も 知らな 
かったん ですから。 しかたないで しよぅ」 
敵で ある 悪魔たち の 目を S ますた め、 と 
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いう 理由で 宿った 女の 肉体 だが、 戦士 ァズ 
ファは、 肉体との 折り合いが うまくつ いて 
いないよう だ。 

「私、 子どもの 頃から 風邪と かひき やすい 
し、 体力な いんです よね。 なんて 言う か、 
それで、 けつこう ィジ メ にも あつたし。 中 

学 時代は 毎朝 学校へ 行きた くな くって、 仮 

病 使っ てし よっ ちゅう 休んで ましたよ。 う 
ん 。友達 もで きに くかった …… 。でも、 そ 
れで 精神が 鍛えられ ましたよ。 ハルマ ゲド 

ン では 精神力が 必要です から」 

別れ 際に 最後の 疑問を ぶつけた。 —— ^ 
し、 ハルマゲドンが 来なかったら？ 
「かまいませんよ。 裏切られ るのは 慣れて 
るし。 それに、 来ない に 越した ことは ない 
です もん」 

P さんの 覚醒は 浅く、 記憶 も ごく 断片的 
なた め、 まだ 前世での 仲間は 三人し か 見つ 
かってい ない。 彼女たち は、 週 一回、 精神 
力を 高める ため 教会に 礼拝に 行く 日々 を 送 

つてい る。 


j なぜ、 

j みんな 「戦士」 なのか？ • 

彼女たち の 話は、 荒唐無稽な 妄想と 言つ 

てし まう には もつ たいない ほど 構築 度が 高 

、〇 

IV 

だから 彼女たち の 記憶は 事実 だ、 という 
のでは ない。 何人 かと 会、 っうちに 私が 確信 
したのは、 彼女たち 自身が、 それが 想像の 
産物で ある ことを 内心 承知して いるの だと 
いう ことで ある。 

そして、 より 構築 度の 高い 「物語」 が、 構 
築 度の 低い 「物語」 を 吸収合併した りしな 
がら、 さらに 大きな 「物語」 を 築いて いく。 
その 「物語」 を 共有す る ことは 彼女たち の 
コミュニケー シ ョンに 必要 不可欠な の だ。 

前世を 語る 少女たち に 特徴は あるの か。 
ない。 いや、 強いて言えば 普通す ぎる のが 
特徴と いうと ころ か。 すごい 優等生で もな 
ければ、 ひどい 不良で もない。 もちろん、 
ごくごく 普通の 家庭に 育つ たのだろう。 
そんな 少女たち が なぜ 「戦士」 なの だろ 


うか。 オカルト 雑誌の 文通 欄の 投稿は、 ほ 64 
とん どみ な 「私は 戦士です」 と 主張し、 他 
の 竜 族 や 妖精を i している。 巫女 だと さ 
れ ていた 例の U さんを 除いては、 誰もが 戦 
士 だと 主張す る。 まして や 前世が 農民 だっ 
たな どと 言う 少女は 絶対にい ない。 

これに 似た ものを オカルト 雑誌 以外で も 
見た ことがある。 『バンド やろう ぜ』 とい 
う 音楽 雑誌の、 バンド •メンバー 募集 欄を 
開く と 「当方 ボー カル 希望。 ボー カル 以外 
の 全 パー ト#: *!」 という 呼びかけが 目立 
つ。 とりあえず 何もで きないけ ど 主役に な 
りたい！ という 気持ち。 それは 「戦士」 と 
共通す る 心境ではないだろう か。 

みんなが 平等な この 社会は、 誰もが 主役 
になれ ると いう 幻想を ふりまい てきた。 し 
かしそう なれる のは、 本当は やっぱり ほん 
の ひと 握りの 人間で しかない。 

何者で もな く、 とこ とん 普通の 少女たち 
は、 前世を サクセス 幻想の 拠り どころ にし 
て、 アン デン ティ ティの 自給自足を 行って 
いるの かもしれ ない。 
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昨年の 夏、 徳 島の 三人の 少女が 演じて み 


前世に おける 少女ら の 王女と しての 名は、 女たち と、 前世な どと いう 古めかしい 「迷 


せた、 前世を 黽き 見る ための 奇妙な 自殺  「エリナ」 「ミル シャ ー」 など 西洋風の もの  信」 とが ワン セットで 登場して くるな ど、 
ごっこは、 わたしたちに 深い 驚きを あたえ  であった。 中学生 二人は 同じ 部に 属し、 小  大方の 大人に とっては 思い も 寄らぬ ことで 
た。 自分たち は 古代の 王女の 生まれ変わり  学生 も 同じ 校 区に 住んで おり、 顔馴染み  あった はず だから。 


で、 死の 寸前まで ゆけば、 前世が 視け ると  だった といい、 「たがいに 知り合ぇ たの も 
信じて、 少女たち は 自ら 自殺 ごつ この シナ  前世が あつたから」 と 話して いたらし い。 


この 日、 三人の 少女は 徳島 市内で 買い物 
をし、 アニメ 映画の 『魔女の 宅急便』 を 見 


リオを 作ったら しい。 三人は 解熱剤を それ  少女ら の 通う 中学校の 校長は、 幼児期の 遊  た あと、 薬局で 解熱剤を 買った。 そして、 
ぞれ八 錠 •一錠 •零 錠 飲み、 その 場で 意識  びが いまだに 続いて いる、 体 や 頭に 比べて、 少女たち は 一冊の マン ガを かかえて、 自転 
不明になる •一一九番した あと 倒れる •最  心の 成長が どこかで 止まっ ている のでは な  車 専用 道に 倒れて いたのだった。 みずき 健 
後に 助けを もとめて 叫んだ あと 気を 失、 っ、  いか、 と 語っ たとい、 っ。 たしかに、 そう 思  という 若手 マン ガ 家の、 デビ ユー 作品 集で 
とい、 っ 役割 分担を 決めて いた。  いたくな るの も 無理は ない。 現代っ 子の 少  ある 『シ ーク エンス』 が、 少女ら の 前 - ft へ 
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の 旅の 同行者であった。 『魔女の 宅急便』 
と 『シ ーク エンス』 の 取合わせに 関心を 惹 
かれる が、 いまは 『シ ー ク エンス』 に 収め 
られた 同名の 作品に、 とりわけ 眼を 凝らし 
てみ る ことにしよぅ。 


囊 .i 着— 麗^ 

『シ —ク エンス』 にみ る 前世 物語の 定型 


『シ ー ク エンス』 の あらすじは 以下の よ、 つ 
な もの だ。 少女ら の 前世への 旅を 理解す る 


ための 手掛かりが、 いくつか 得られ そうな 
気がする。 少し 長くなる が、 全体 像が 浮か 
び あがる ように 迪 ってみ る。 

六 歳のと き 事故で 記憶を 失った 少年. 俊 
明が いる。 そこに、 昔 隣に 住んで いた 少年 
•司が あらわれる。 生まれてから 六 年間の 
記憶の 空白を かかえる 俊 明とは 逆に、 司は 
前世の 記憶を 持って いる。 俊 明が 夢の なか 
で、 司の 前世に おける 名前 (大 错) を 口に 
した ことから、 二人の 前世が 交錯し はじめ 
る。 校舎の 壁が 崩れ おちる 事故が 起こり、 
俊 明の テ レ パスに よって PK  (念 動力) を 
呼び起こされた 司は、 前世と いうより 未来 
•二十 三 世紀の 記憶を とりもどし、 俊 明 
(前世 = 未来 名は 歳 蘭) に 未来の 記憶を 語っ 
て 聴かせる。 

俊 明 「おまえ オレ がその 歲蘭 だって 言う 
けど、 歲 蘭っ てこん なじ やな かった ろ？ 
違 うんじ やない か？」 

司 「違う ヤツが 夢に なんか 見る かってん 
だ」 
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そのと き 不意に、 航 時機の 事故で、 二十 
三 世紀の 俊 明の 恋人で ある 華羅が 姿を あら 
わす。 俊 明は、 自分 = 歳 蘭が タィム •マシ 
ンの 爆発で 一九 七 九 年に 飛ばされ、 その 爆 
発 事故に 巻き こまれて 死んだ 六 歳の 少年の 
身体には いり、 同時に、 すべての 記憶を 
失った ことを 思い出す。 俊 明は 六 歳で 死ん 
でる …… 、俊 明の 六 年間の 記憶は もう 二度 
と 甦らない！ それでも …… 、都 築 俊 明は 
十六 年間 生きて いる、 ああ、 そうだ、 足り 
なかった 六 年を 補うた めの 想い …… 、なく 
した 想いは もどらない けれど、 かわりに 生 
まれる 想いが ある、 なくした 想い も 大切に 
したい —— ^ 追ってき た 二十 三 世紀の 人び 
ととの 小さな 戦いが あって、 二人は 現代に 
残り、 作品は 幕を 閉じる。 

この、 前世の 記憶を めぐって 展開され る 
作品 『シ ー ク エンス』 は、 いかにも 荒 唐 無 
稽な もの だが、 けっして 孤立した 作品では 
ない。 実は ほとんど 同様の 定型を もつ た 一 
群の 少女 マン ガ が、 八 〇 年代には、 多くの 


読者の 熱狂 的な 支持を 得て きたので ある。 

のちに、 あらためて 触れる ことと して、 
ここでは 『シ ーク エンス』 に 見出される {疋 
型 的 要素を いくつか 指摘して おく ことにす 
る。 前世の 記憶を 失い、 あるいは 甦らせる 
きっかけ としての 事故、 夢が 果たす 大きな 
役割、 前世 ? 未来) の 名前に みられる ェ 
キゾ チズ ム 、前世の 記憶と 超能力との 結び 


伝統的な 生まれ変わり 信仰は、 アジアに 
は 古くより 存在した が、 近年に なって 西欧 
社会に も 広く 見出される ようにな った。 i 刖 
世を 知っ ている (と 称する) 人び との 話が、 
さまざまな メディアを つうじて 流布され る 
ことによ つて、 天国/地獄 という キリスト 
教 的な 来世 観を 信じて きた 西洋人の あいだ 
にも、 生まれ変わりに たいする 関心 や 信仰 
が 急速に 広まって いった。 女優の シャー 
リ I  •マタレ ー ン のよう な、 生まれ変わり 

信仰の 伝道者まで 出現して いる。 


付き、 共同 i としての 前世 や 未来の 記憶 
の 甦り、 ごく 身近に いる 前世を 共有す る 者、 
意識と 身体の 二元論な どを、 とりあえず 抽 
出す る ことかで きる。 おそらく、 徳島 の少 
女ら の 自殺 ごっこには、 こうした 先行す る 
定型 的な 物語が 色 濃く 影を 落として いるは 


たいする 関心が 浮上して きたのは、 八〇年 
代の 初めの ことで ある。 転生と 超能力を 中 
心的な テー マに もつ SF 小説 や 少女 マン ガ 
が、 そこで 果たした 役割は おそらく、 わた 
したち が 想像して いるょりも はるかに 大き 
かった ように 思われる。 徳 島の 少女たち が 
『シ ーク エンス』 という 転生 マン ガを 携え 
ていたのは、 だから、 あきらかに 偶然では 
なかった の だ。 


すだ 0 


震 © §に おける 屋 


日本の 若者たち、 ことに 思春期の 少女た 
ちの なかに、 唐突に 生まれ変わり = 転生に 


167 


こぅした マス •メディアに 媒介され た 生 
まれ 変わり H 転生への 関心の 拡がりは、 伝 
統 的な、 たとえば 仏教の 輪廻 転生 観と いつ 
たものと は 直接の 繫 がりを もたない、 むし 
ろ 欧米 型に 近い ものと いえそぅ な 気がする。 
少なくとも それは、 1 的な 習俗の なかに 
しばしば 見出される、 新生児を、 最近 亡く 
なった ばかりの 親族、 たとえば 祖父母 や 夭 
折した 兄 •姉な どの 生まれ変わりと みるた 
ぐいの 転生 観とは、 断絶が ある ことは 否定 
しがたい。 


伝統的な 転生 信仰の よく 知られた 例と し 
ては、 チベットの ダ ライ •ラマの 転生が た 
だち に 思い浮かぶ。 チベットでは、 霊性の 


高い 僧侶は 自らの 来世を 自在に 変える こと 
がで き、 生まれ変わって のち 前世の 自分を 
明らかにする 手掛かりを 示す と 信じられて 
いる。 この 信仰 自体は さほど 古い ものでは 
なく、 成立は 十一 世紀から 十五 世紀までの 
あいだと いわれる。 

ダ ライ •ラマを 生む i 

ダ ライ •ラマは 慈悲の 仏陀 •観音 菩薩の 
化身で あり、 死後 ひとりの 小児に 化身 転生 
すると 信じられ ている。 ダ ライ •ラマの 死 
去と ともに、 転生 者 探しが 開始され る。 た 
とえば、 第 十四 世 ダ ライ •ラマの 自伝 『チ 
ベット わが 祖国』 によって、 転生 者 探しの 

プロセスを 迪 って みれば、 以下のよぅな も 
の だ。 

まず、 摂政が 国民 議会に よって 任命され、 
昔ながら の 習慣と 伝統に したがって、 神託 
を 告げる 人と 学識 ある 高僧が あつめられた。 
首都 ラサから 見て 東北の 空に あらわれた 奇 
妙な 形の 雲、 また、 遺体を 座らせて あつた 


聖堂の 東北 側の 木の 柱に、 突然 生えて きた 
星の 形を した 大きな キ ノコが、 どの 方角に 
新しい ダラ ィこフ マを 探し もとめるべき か 
を 示して いた。 翌年、 摂政は ラ モィ •ラ 
ツォ といぅ 聖 なる 湖に 行き、 湖畔で 祈りと 
黙想のぅ ちに 数日間を 過ごした。 水面に 見 
えた チベット 文字の 幻影 や、 寺と 瓦葺きの 
家の 風景は、 極秘に 書き とめられた。 さら 
に、 この 翌年、 摂政が 水面に 見た 場所を 探 
すため に、 高僧 や 高官たち が チベット 全土 
に 派 遺された。 

東に 向かった 賢者たち が、 ついに 秘密に 
合致す る 家を 見つけ、 そこに 二 歳になる 男 
の 子が いる ことを 確認す る。 変装した 高僧 
たちが 訪れ、 男の子との あいだに 問 焚 口を 交 
わし、 いくつもの テストを 重ねた。 チべ ッ 
卜 文字の 幻影の 謎 も 解かれ、 捜索隊は 転生 
者を 発見した と 全面的に 信ずる にいた った。 
男の子は やがて 輿に 乗り、 大 キャラバンに 
守られて、 聖 なる 都 ラサに 向かった。 通り 
過ぎる あらゆる 村 や 町では、 僧俗を 問わず、 
大勢の 人び とが 笛 •太鼓を 鳴らして 歓迎し、 
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喜びの 涙を 流した。 ラサでは 荘厳な 即位式 
が おこなわれた。 四 歳 半の 男の子は こぅし 
て、 チベットの 宗教 界と世 俗界の 支配者で 
ある 第 十四 世 ダ ライ •ラマと して 承認され 
たので ある。 この あと、 徹底的な 教育が ほ 
どこされ、 道徳と 知識の 両面に おいて 文字 
通りに すぐれた 神聖 王が 作り あげられる こ 
とになる。 

いずれにせょ、 聖 俗に またがる 強大な 権 
力を もつ て チ ペットを 支配す る 王 ダ ライ • 
ラマは、 化身 転生を めぐる 伝統的な 信仰を 
背景と して 誕生す る わけ だ。 それは チべ ッ 
卜の 人び とが 疑いの 余地 もな しに 共同 化し 
ている 信仰 H 物語で あり、 聖 なる 王は その 
物語に 抱かれながら、 しかも 幼年期から あ 
たえられる 最高の 教育を つぅじて、 はじめ 
て チベット 全体の 運命を 託される 権力者と 
なる の だ。 ある 意味では これは、 たいへん 
合理的に 組み立てられた 神聖 王権 誕生の プ 

ロ セスで あると いつて ょい。 

文化人類学 者の G •バラン デ ィエが 王の 
誕生に ついて こう 書いて いる。 —— 王位に 


就く ことは 変身な ので ある、 王は 作られる 
の だ、 と (『舞台の 上の 権力』)。 のちに 触れ 
るが、 少女たち の 紡ぐ 転生の 物語の なかで、 
彼女ら はしばし ば 自身の 前世の 人格が 戦士 
•巫女 •天使 あるいは 王女であった ことを 
語る。 しかし、 伝統的な 転生 信仰の もとで 
は、 子どもが 自ら 物語る 前世の 記 噫は、 そ 


最近 邦訳の 出た、 ィアン •ス ティ ー ヴン 
ソンの 『前世を 記憶す る 子どもたち』 とい 
ぅ 本は、 前世 や 生まれ変わり について 考え 
る 際には、 なかなか 興味深い 内容を 含んで 
いる。 著者の 立場は、 周到に 留保され てい 
るとは いえ、 生まれ変わり 信仰に たいして 
肯定的で ある。 この、 アメリカ 超 心理 学界 
の 会長を つとめた こと も ある 精神科 教授の 
一連の 仕事は、 むしろ 端的に、 前世 や 生ま 
れ 変わりが 「真実」 である ことを 証明 せん 
とする 執 糊な 意志に よつ て 支えられ ている 
かにみ える。 


れを 支ぇつつ 現実に 架橋して ゆく 幻想の 共 
同体な しには 意味を なさな かつた。 王が 作 
られ るょぅ に、 戦士  •巫女 •天使 そして 王 
女 もまた 作られる の だ、 むろん、 転生の 物 
語を 抱いた 幻想の 共同体に よって。 少女は 
独りぼっちでは、 けっして 戦士に も 王女に 
も 生まれ変わる ことは できない。 


ス ティー ヴン ソンは 著書の なかで、 意図 
的に 前世の 記憶を 掘り起こ そうとした 成人 
の 例ょりも、 偶発的に 発生す る 幼児の 例を 
重視して いる。 ス ティ— ヴン ソンに ょれば、 
人間の 心は 成人に 達する までに、 たくさん 
の S 源から 得られた さまざまな 知識で 満 
たされて しまう。 こうした 知識の 多くは、 
心の奥底に ひっそりと 収められ、 当の本人 
がその 知識を 持つ ている のを 知らない こと 
すら ある。 無意識の 奥底に 蓄えられた 誕生 
以後の 記憶は、 前世の 記憶を 意図的に 引き 
出そうと するとき に、 知らぬ 間に 利用され 
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「前世を 記憶す る 子どもたち」 (日本 教文 社) 


前世を 
記憶す る 
子どもたち 

CHILSKN  WIKI  RSSBtR  3KVJ0LS  LIVES 


イアン •ス I T — ヴン ソン“ 

笠 頭 敏雄纟 択 


f  I  I  n  #i  (  4  i  i 

Cuf<s7fii  s 

tic  H M C/ C  v lr il 


やすい。 誕生の のちに、 さまざまな メ デイ 


リカの 南北戦争、 ィエス •キリストの 磔刑 
などの 出 $ が 繰り かえし 登場す る。 前世 
の 自分は いわば、 そぅした 「大きな 物語」 
とともに、 その 歴史的な 主人公 (の 一人) 
として 存在した と 語られる わけ だ。 

ス テイー ヴン ソンは それら 成人の 例を 生 
まれ 変わりの 証拠と しては 採用せ ず、 考察 
の 対象から はずした うえで、 前世を 記憶す 


ア (テレビ •映画 •本な ど) をつ うじて 得た  る 子どもたちの 十二の 典型 例に ついて 詳述 
知識が、 ■前世と いう 物語の ために 総動員 さ  している。 個々 の 事例に 触れて いる 余裕は 
れ るので ある。 そうした 例には こと 欠かな  ない。 むしろ ここでは、 ス ティー ヴン ソン 
い。  が 生まれ変わりの 「完全 型」 と 呼ぶ 事例に 
成人に なつてから 前世の 記憶を 語りは じ  みられる 五つの 特徴を、 とりあえず 検証し 
める 湯 合、 多くは 人の 前 m- を 見たり 言い 当  ておけ ば 足りる。 


てたり する ことかで きる と 称する 人物 や、 


111111 圓 I 


予一三口. 


催眠 •夢 •薬物な どが、 重要な きっかけ や  ilH から 生まれる 前世 記 影 
媒介物と なって いる。 そこで 物語られる 前 
世は、 必ずと 言って ょい ほど、 歴史上の 大 
きな 事件の 真った だ 中に あって、 本人 もま 
た 歴史的に 重要な 役割を 演じた とされる の 
が 常 だ。 欧米人の 前世を めぐる 物語の なか 
には、 十字軍の 遠征 や フランス 革命、 アメ 


生まれ変わる 夢を見る 


(3) ステ イグマ 


生まれて きた 子 ど 


も C には、 故人 A の 身体に ついていた 傷 
などと 一致す る 母斑 や 先天的な 欠損が あ 


る 


(4) 物語り. 


子ども C は 口が きける 


ようにな ると 間もなく、 A の 生涯を はじ 
めは 断片的に、 しだいに 詳細に 物語る よ 


うになる。 

(5) 奇行. 


•子ども C が A の 示した 行 


動と 符合す るよぅ な、 風変わりな ふる 舞 
いを する ことを、 倩 報 提供者 D が 証言す 


る 


これら 五つの 特徴を すべて そなえた 事例 
は ほとんど ないし、 〈予言〉 は 稀れ である 
という。 とはいえ、 生まれ変わり = 転生の 


—— ひとりの 人物 A が、 死後  物語の 定型 的な 要素と して、 〈予言〉 〈予告 
もう 一変 この 世に 生まれ変わ ると 予言  夢〉 〈ステ イグ マ〉 〈物語り〉 〈奇行〉 の 五 


すると ころから ^ まる。 


つを あげる ことは 可能 だ。 しかも、 登場 人 


(2) 予告 夢 —— その 人物 A の 死後、 ほ  物は 複数で あり、 物語は とにかく 周囲の 他 
かの だれか B が、 ある 家族の もとに A が  者に むけて 開かれて いる。 死者 A と 子ども 
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C とを つなぐ 媒介 者で ある B や D の 存在な 
しには、 転生の 物語は 不可能な の だ。 あき 
ら かなのは、 それが 子どもの 孤立した、 た 
とえば 作 話 症の ような 行為とは 一線を 劃 さ 
れる 、子どもを とりまく 家族 や 親族が みな 
で 共同 化して いる 物語で あり、 現象で ある 
という こと だ。 

ほかに、 わたしたちの 関心に 沿って、 い 
くつ かの 転生の 物語に まつわる 興味深い 特 
徴を 指摘して おく ことにする。 

第一に、 インド や チベット などの 例では、 
前世を 物語り はじめる のは 二〜 五 歳で あり、 
記憶が 消滅す るのは 五〜 八 歳、 遅くとも 十 

歳で ある。 ス ティー ヴン ソンに よれば、 此刖 

世の 記憶を 喪失す る 五〜 八 歳と いう 年齢の 
段階は、 言葉が 急速に すすみ、 それにと も 
なって 視覚 的イメ —ジが 失われる 時期と 一 
致す る。 視覚 的に 形作られ ていた 前世の イ 
メ ー ジが 、言葉に よって 逆に 消去され てし 
まう と、 『前世を 記憶す る 子どもたち』 の 
著者は 考えて いるら しい。 

第二に、 「夢の なかで」 という 例外を い 


くつ か 除けば、 前世の 記憶が あらわれ るの 
は、 大半が 覚醒 状態のと きで ある。 また、 
これから 眠ろぅと していたり、 すでに 浅い 
眠りに 入つ ている とき や、 目を覚ました 直 
後な どに、 前世の 話を しやすい 子どもが い 
くら か 見られる といぅ。 

さらに 第三に、 子どもの 記憶は 前世に お 
ける 「最後の 日」 の 近辺で 起こった 出 $ 
に 集中す る 傾向が みられる。 前世の 自分の 
死の 状況を おぼえて いると 語る 子どもが、 
四 分の 三 近くを 占める という。 子どもは ほ 
かに、 前世の 人格の 名前 や 家族 •友人 •仇 
敵の 一部の 名前を 知っている のが、 並 日 通で 


徳 島の 少女たち が 前世への 旅の 同行者と 
して、 『シ ーク エンス』 といぅ 転生を 主題 
とした 少女 マン ガを 携えて いた ことには 触 
れた 。シヤ ーリー  •マク レ ーンの 『アウト 
•オン •リム j が、 近年の 欧米に おける 生 
まれ 変わり = 転生 信仰の もっとも 有力な 伝 


ある。 

第 四に、 前世とは 異なる 社会的 階層に お 
かれて いる 子どもら は、 変わった 行動を 
はっきりと 示す 場合が 多い。 現在は 貧しい 
家庭の 子ども だが、 前世には 上流 階級に 属 
し 裕福な 暮らしを 送っ ていたと 語る 子ども 
の 例が、 ことに ィンドには 数多く みられ、 
その場合には 今の 両親を 「本当の」 親では 
ない と 拒絶す る 者が 珍しくない。 あるいは、 
前世では 今とは 逆の 性別であった と 語る 子 
どもは、 i 刖 世の 注 別に ふさわしい 服装 •言 


道の 書であった とすると、 日本では 転生と 
超能力を 描く 一群の 少女 マン ガ こそが、 そ 
の 役割を になつ たといえ るか もしれ ない。 

正直に 蛮 日いて おけば、 わたしには 少女と 
いう 存在 も、 少女 マン ガの 世界 もと もに 未 
知なる 異界 である。 言葉が 届かぬ 部分が あ 


葉 遣い •遊びな どを 好んで おこなぅ 、とい 
う 0 


異界 との 交信 手段と しての f 
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る ことは、 はなから 承知のう えで、 わたし 
は 不慣れな 言葉たち を 怖る おそる 繰り だし 

ている。 いつその こと、 みずから 「マニ ー 
で オタ ッキ I な アニマ I の 一人」 を 名乗る、 
まだ 少女を 了え ていない 知り合いの 女子 学 
生 〇 さんに 援軍を 頼む ことにし ようか。 

〇 さんは アニメ や 少女 マン ガ についての、 
評論家 や マスコミ による 大衆 向けの 解説に 
も、 『おたくの 本』 にも、 当事者た ちから 
見れば どうに も ピントが ずれて いたり 偏り 
が ある、 と 少なからず 遺憾の 意を 表明す る。 
パロ ディ 同人 誌の 発行者に して、 「M 君 も 
参加した 狂的 マニアの 祭典」 コミケットの 
常連で も あるら しい、 この 〇 さんに よれば、 
少女 マン ガ 家たち の 提供す る 作品が 現代の 
少女たち の バイブル になって いるの だ、 と 

ぃう。 

しばらく 〇 さんの 言葉に 耳を 傾ける こと 
にしよう。 —— ^れ とともにでは あるが、 
少女には だれし も、 神秘的なる ものと 交通 
する 能力を 秘かに 誇りに おもう 時期が ある。 
これが 高 じる と、 少女 マン ガ家 によく 見ら 


れ るよう に、 「うちには 座敷 童子が いる」 
という ことになる。 少女 マン ガ 家には、 心 
霊 体験が ある 人、 自宅に 人間 以外の ものを 
棲ま わせて いたり、 霊界への 入り口が ある 
と 語る 人が、 実に 多い。 これは、 並 日 通の 少 
女が 女に なって ゆく につれ て異界 との 交信 
能力を 失っ てし まう、 または 興味を 持たな 
くな つてし まう のにたい して、 彼女たち が 
職業 柄とは いえ、 依然として 少女の 感性を 
もち 続けて いる ことの 表れ、 もしくは それ 
を 強調す るた めの 逸話で ある。 

そして、 アニメ や マン ガの パロ ディ 版、 

つまり 同人 誌は、 異界 との 交信 手段で ある 
という。 二次元 世界の 向こうの 異界 は、 本 
来なら ば 手を 触れる ことので きない 世界で 
あり、 そこで 活躍す る キャラクタ— にも 接 
する 術は ない。 が、 自らの手で 描いて しま 


ンガ 家は、 さしずめ 異界の 創造者と いった 
ところ だ、 という。 〇 さんは 「彼岸の 人」 
について、 こんな ことを 語つ ている。 

面白い ことに、 そうした 架空の 作品 や 
人物に、 あまりに 深く 傾倒した 人にたい 
しては、 「彼岸の 人」 という 呼び名が あ 
たえられる。 日常 的な 世界、 つまり 現世 
からはみ 出して しまつた 人の ことで ある。 
その 呼び 方には、 揶揄と ともに 一種の 羡 
望が こめられて いるし、 呼ばれる ほう も 
多少の 誇りを もって 受け入れる 。「彼岸 
の 人」 は 異界と 現世との あいだの 往来を 
可能と する 人で あり、 異界の 住人と コン 
タク トの 取れる 人で ある。 

〇 さんの こうした 言葉は、 実は 「自分の 


え ば、 その 異界に 入り こむ ことは 容易 だし、， 経験と 想像の 範囲 内で しか 意見を 述べられ 
異界の 人物たち を 自由自在に あやつる こと  ない のです が」 といった、 控え目な 留保を 
も 可能 だ。 そぅした 既成の 作品を パロ ディ  つけて 語られた ものである ことを、 断って 
化する 少女たち が異界 との 交信 者で あると  おく 必要を 感じる。 少女 マン ガと異 界の関 
すれば、 オリジナル 作品を 提供す る 少女 マ  わり や、 「彼岸の 人」 についての 彼女の 話 
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は、 たいへん 興味深い もの だが、 それが 少 
女の 内側から 発せられた 言葉で ある 点で 
余計に 関心を 増幅され る 気がする の だ。 


共犯 幻想を 壊して しまつた マン ガ家 


さて、 〇 さんに 導かれつつ 考えて みると、 
『シ ーク エンス』 の 作者と 自殺 ごっこの 少 


女たち との 関係が、 まさに 異界の 創造者と、 
その 誘いに ょって 異界 との 交信を はかろぅ 
とする 少女たち との、 ある 種 持ちつ 持たれ 
つの 「共犯 関係」 であった の だと 知られる。 
『シ ーク エンス』 に 先行す る 転生 マン ガ 『ぼ 
くの 地球を 守って』 (『花と ゆめ』 に 昭和 六十 
二 年から 連載 中、 これまで 第 九 巻まで 単行本 
化) の 作者 •日 渡早紀 は、 単行本 『ぼくの 


地球を 守って  <8>』 のなかで、 徳 島の 事 
件を 意識して であろう か、 以下の ょうに 書 

いている。 

いいです か？ 心して 下さい。 きっ ぱ 
り ハツ キリ 明記し ますから ねっ。 『ぼく 
の 地球を 守って』 という マン ガは 、始め 
から 最後まで、 間違いな く バリ バリの 日 
渡の 頭の 中 だけで 組み立てられ ている フ 
ィ クシ ヨンです。 実際に 在る 話を ドラマ 
化した わけで も 何でもありません。 フィ 
クシ ヨンの 中 だから 展開 出来る お 話なん 
です || :  『何 当たり前 のこと 書い てんだ 
よつ J と 思われた 方 も いらつ さると 思い 
ますが …… 。ああ！  ついに 書いて し 
まつた。 こんな こと …… 本当は 終わる ま 
では 敢えて 避けて 通る… つもりで いたの 
に . .  夢が な あ - い n 

作者は この 巻の コラム 「わずか 1 / 4 の 
たわごと」 の 大半を 費やして、 自分の 作品 
が あくまで フィ クシ ヨンで あり、 物語で あ 
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る ことを、 作品の インパクトが 弱まる こと 
も 辞せずに 繰り かえし 書きつ けて いる。 直 
接には、 『ぼくの 地球を 守って』 のよう な 
特殊な 物語の 世界に 刺激され て、 実際に も 
体験 出来る かもしれ ない …… といった、 
ちょっと アブない 思い込みの 手紙が、 作者 
の もとに 非常にた くさん 届く ようにな つた 
ことが、 そうした フィ クシ ョンの 強調に つ 
ながつ たらしい。 

ある 意味では、 これは 痛ましく も 滑稽な 

場の 光景で ある。 異界の 創造者に して 提 
供 者で あるは ずの 少女 マン ガ 家が、 実際に 
異界 との 交信を マジに はじめて しまった 少 
女たち を 前に 驚き あわてて、 「彼岸の 人」 
になっ てはいけ ない！ と 叫んで いる 図な 
の だから。 逆に、 透けて 見える ことがある。 
少女ら のなかには、 疑い もな く 「神 隠 じに 
遭い やすき 気質」 (柳 田 国 男) を 濃密に もっ 
た 者たち がいる。 彼女ら の 神秘的なる もの 
への 嗜好と 偏愛に もたれかかりながら、 少 
女 マン ガ 家は 意図して か あらず か、 少女ら 
を 現実/物語の 境を こえて 彼岸へ 旅立つ よ 


うにと 誘いつ づける。 そこに、 少女 マン ガ 
が バイブル となる、 この 時代の 少女たち を 
とりまく 現実の 一端が 覗けて いるは ず だ。 

それにしても、 日 渡早紀 という 作者は、 
なぜ 種明かしを しなければ ならなかった の 
だろう か。 少女ら の バイブルの 描き 手と い 
う 場所を 守る ためには、 種明かしを する 
べきでは ないし、 自らの 紡ぎ 出す 物語に 憑 
依し つづける、 少なくとも その 振り だけは 
装いつ づけるべき である ことくら い、 この 
人は 承知して いたは ずで ある。 にも かかわ 
ら ず、 禁は 破られ、 伝道者の 仮面は あっさ 
り 捨てられた。 彼女の ある 誠実 さの 証し だ 
ろうか。 あるいは むしろ、 少女たち の 現実 
がそれ ほどまでに 切迫して いる ことを、 
『ぼくの 地球を 守って』 という 転生と 超 能 
力を 描く 少女 マン ガの 作者の、 どこか 悲鳴 
にも 似た 「これは フィ クシ ョンです！」 の 
叫びは、 したたかに 暗示して いるの だろう 
か。 はっきりして いるのは、 すでに 異界は 
壊れて いると いう こと だ。 それは もはや、 
物語の なかに しか 存在し ない。 


死んだ 日常に 息を 吹き こむ 呪術 


少女ら の 現実ら しきものに 目を 凝らす こ 
とに しよう。 来たるべき ハルマゲドン (最 
終戦 争) の 同志 や、 前世に おける 仲間を 求 
めて、 『ム ー 』 や 『トワィラィト •ゾ ー ン』 
といった オカルト 雑誌の 文通 欄に、 不思議 
な 手紙を 書き送る 少女たち がいる。 その 転 
生 少女たち に関しては 、「オカルト 雑誌を 
恐怖に 震わせた 謎の 投稿 少女たち！」 (別 
册 宝島 92 『うわさの 本』) と 題した、 浅 羽 通 
明の 周到に して 確かな 報告と 考察が ある。 
彼女ら をと りまい ている 状況に ついては、 
浅 羽の 論考に 譲る ことにして、 ここでは 物 
語 論の 視 座からの ア プロー チを 試みる こと 
にしよう。 

物語の モ チー フ として 転生の 問題を 考え 
るかぎ り、 その 果たして いる 役割は たいへ 
ん視え やすい もの だ。 一般に、 ジャンルを 
問わず 物語 的な 作品では、 登場人物 はだれ 
であれ、 物語 ゆえの 宿命 H 定型を 無意識の 
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ぅちに 反復す る。 彼らは 自らが 物語の 捕囚 
である ことに、 たいていは 無自覚で ある。 
視 えざる 神 = 作者、 登場人物、 そして 読者 
の あいだに 取り交わされる 定型との 杭い / 
戯れ こそが、 物語 的な 作品の 基 層に 埋め こ 
まれた 風景の 核と なる もの だ。 

これにた いして、 転生と 超能力を 主題と 
した 少女 マン ガの 場合には、 登場人物の ほ 


とん どは 物語 ゆえに 宿命 = 定型を 自覚 的に 
反復す る。 たとえば、 冬 木る りかの 『アリ I 
ズ』 は ギリシア神話を 祖型と して、 その 
神々 が 現代の 日本に 転生し、 ある 高校を 舞 
台に 愛憎の ドラマを 繰り広げる といつ た 作 
品で ある。 ここでの 転生 モチ ー フは 、物語 
の 宿命 = 定型を かぎりなく 無邪気に 受容し 、 
かぎりなく 凡庸に 反復す るた めの、 侵しが 


たい 根拠で ある。 登場人物と 定型との 交わ 
りからは、 いっさいの 葛藤 やズ レが あら か 
じめ 排除され ている。 抗 い/戯れは 存在し 
ない。 定型は あくまで 自明な ものと して 与 
えられて いるの だ。 

少女ら の 前に 転がって いるのは、 いつ 
だって かぎりなく 物語 = ドラマ 性の 稀薄な 
日常に すぎない。 それでも 神秘的なる もの 
に 憧れる 少女たち は、 ひたすら 異界 からの 
呼び声に 耳を 傾ける。 全 宇宙を 舞台と した 
神々 や 英雄たち や 異星人ら の 活躍す る、 懐 
かしい、 しかし 失われた はずの 大きな 物語 
が、 きわめて 狭い 日常の 空間、 たとえば 学 
校 や 隣近所な どの ごく 身近な 場所に 移し か 
えられ、 そんな 彼女ら に 提供され る。 干 か 
ら びた 日常 や 現実に、 いわば 一瞬に して 息 
を 吹き こみ、 そのままに 救済す るた めの 呪 
的な 装置と して、 少女 マン ガ のなかに 転生 
と 超能力の モ チー フが挿 入され るの だ。 

これは 疑い もな く、 物語の 専制と しか 呼 
ぶ ほかない ものであるが、 実は とりたてて 
論じるべき ことがらで はない。 状況は もぅ 
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半 回転 ほどよ じれて、 少女ら の 現実が 物語 
に 身を すり 寄せる ところへ と 突き進ん でい 
る。 少女 マン ガの 世界を 現実と 混同して い 
る わけでは ない。 むしろ、 現実を そのまま 
に 物語と 化すた めに、 少女たち は 必死の 賭 
けを している のか もしれ ない。 しかも、 そ 
の 賭けの 裏側には、 とても 小さな 幻想の 共 
同体への 志向ない し 欲望が 覗けて いる 気が 
する の だ。 残念ながら 今は、 そんな 貧しい 
想像を 巡らして みる ことし かで きない。 再 
考を 期す ことにしたい。 


関係 性 や 歴史から 完全に 蠢 した 物語 


わたしたちの ここでの 関心は、 少女ら の 
結ぐ 転生の 物語の モ チー フと 構造で ある。 
すでに 触れた 『前世を 記憶す る 子どもた 
ち』 で 論じられ ている 転生の 物語 (転生 譚 
I と 呼んで おく) との 比較を つ、 つじて、 現 
在の 少女ら の 物語 (転生 譚 n と 呼んで おく) 

の 特質を 浮き彫り にして ゆく ことにしよう 0 
いくつかの 明らかな 違いが ある。 ステ 


ィ —ブン ソンの 取り あげてい る 事例が、 前 
世の 記憶が 物語られる 年齢を 二〜 八 歳の あ 
いだの 数年間と 限定して いたのに 対し、 こ 
ちらは 圧倒的に 思春期で ある。 転生 譚 I と 
転生 譚 n との あいだには、 物語のに ない 手 
に 決定的な 差異が 見出され るので ある。 ス 
ティー ブン ソンに よって、 生まれ変わり = 
転生を 証拠 だてる 実例と して 採用す る こと 
を 拒まれた 側に、 少女ら の 転生 譚 n が 含ま 
れる ことは あきらかであろう。 

わたしたちは 転生 譚 I における 定型 的な 
要素を、 〈予言〉 〈予告 夢〉 〈ステ ィダ マ〉 〈物 
語り〉 〈奇行〉 という、 五つの 側面から 抽 
出して みた。 ここには 転生 譚 n との 和解し 
がたい 断絶が ある ことに 注意したい。 

少女ら の 転生 譚 n には、 ただ 〈物語り〉 
のみが あって、 ほかの 要素が 抜け落ち てい 
ると いう こと だ。 同一の 物語へ と 収斂され 
て ゆく 物語の かけらを 帯びた、 複数の 前世 
を 記憶す る 者たち の あいだで、 前世の 人格 
との 対応が 確認され、 同一 化が 果たされる。 
〈予告 夢〉 を 見る B も、 前世の 人格 A を 実 


際に 知っていて 〈奇行〉 の 意味を 解いて み 
せる D も.、 ともに いない。 いわば、 子ども 
C の 〈物語り〉 を 外側から 補完す る 役割を 
になう 他者が 存在 しないの だ。 つまり、 〈物 
語り〉 をす る 複数の C の 集まりの 内側に、 
少女ら の 転生の 物語は あらかじめ 閉ざされ 

ている ので ある。 

それは 別の 角度から 眺めて みれば こうい 
うこと だ。 転生 譚 n の 複数の C の あいだに 
は、 前世の 記憶を めぐる 秘密が 共有され、 
そこに ある 種の 幻想の 共同性が かろうじて 
成立して いる。 むしろ、 この 幻想の 共同性 
をつ くり 維持して ゆく ために こそ、 前世の 
記憶と いう アブな っかしい 秘密が 必要と さ 
れ ている かにみ える。 ところが、 転生 譚 I 
の 場合は これとは 対照的に、 幻想の 共同性 
は 自明の ものであって、 開かれた 他者たち 
の あいだの 共同_ としての み、 物語は 生 
成を 遂げる の だ。 前世の 記憶は 秘密では な 
い。 逆に、 より 多くの 他者の 参加を 得る こ 
とで、 物語の 確から しさは 高められ るので 
ある。 


176 


また、 前世の 人格と される のが、 転生 譚 
I では 家族の 内 / 外の 比較的 近くに いる、 
あまり 時間 的に も 遠くない 実在の 人物で あ 
る ケース が ほとんど である。 前世は 歴史上 
の 事件 や 出来事とは、 関わりを もたない。 
それにた いして、 転生 譚 n では、 前世の 舞 
台は 日本 以外の どこか 遠い 異国 か、 アト ラ 
ンテ ィス 大陸 や 月世界 あるいは 太陽系 外の 
異 星と いつた、 今のところは SF 小説 や 
『ム ー』 の 読者層の なかに のみ 実在す る異 
界 であり、 そこに 棲まぅ 異人たち である。 
前世の 人格 A を そこまで 無限 遠の かなたに 
設定す る ことが、 いつたい 何を 意味す るの 
か。 それは 逆の 意味で、 少女ら が 実は 物 
語 / 現実を きちんと 分節 化で きている こと 
を 窺わせる 気がする の だが、 定かでは ない。 


異界 なき 時代の 貴種 謹譚 

そして、 最後に、 転生 譚を ささえる 心的 
な 基盤に 眼を 凝らす ことにしよ、 つ。 転生 譚 
I の 場合には、 大きく 三つの 主題が 見え 隠 


れ している。 第一に、 身分 的 •経済的な 上 
昇の 主題で あり、 第二には 性の 転換の 主題、 
第三には 愛と 死の 主題で ある。 現在よりも 
裕福な 家庭に 生まれたかった、 あるいは 今 
とは 異なる 性に 生まれた かつた …… といぅ 
欠損 や異 和の 意識、 つまり 現在に おける 欲 
望の 過去 世への 投射が、 第一と 第二の 主題 
の 底に 垣間見え ている。 第三の 愛と 死の 主 
題は、 生まれ変わり 信仰を もたない 文化圏 
に 多い もの だ。 失われた 恋人 や 肉親 (たい 
ていは 夭折した 子ども) への 断ちが たい 愛 
と渴 望が、 生まれて きた 子どもと 死者との 
同一 化を、 ほかならぬ 転生 譚 として 実現す 
るので ある。 

少女ら の 転生 譚 n の 背後に も、 ある 欲望 
の 過去 世への 投射の メカニズムが ひそんで 
いるよぅ な 気は する。 彼女ら は 好んで、 前 
世の 自己を 戦士 •巫女 •王女な どに なぞら 
えて 物語を 紡ぐ。 少女は だれし もが、 転生 
した 貴種 ("選ばれし 者) であり、 それ ぞ 
れに 世界を 救済す るた めの 使命を 帯びて い 
るの だ。 この 世に 身を やつし 流離して いた 


貴種 = 戦士が、 時を へて 覚醒し、 今 ハルマ 
ゲ ドン (最終 戦争) のために 起ち 上がろう 
としてい ると いう ィメ ージ 。『風の 谷の ナ 
ウシ カ』 という 少女 救世主の 美しい 物語を 
もった、 わたしたちの 時代には、 それ もま 
た 必ずしも 奇想天外な 夢物語と して 片付け 

る ことは できない のか もしれ ない。 

だが、 それにしても、 異界 からの 音 ずれ 
も 間遠に なり、 神秘的なる ものから もし だ 
いに 遠ざけられ、 少女と いう 季節の 黄昏を 
生きて いる 者ら の 焦燥は かぎりなく 深い。 
どう 足搔 いたと ころで、 干からびた 現実し 
か 手に入れる ことの かなわぬ 少女ら は、 た 
ぶん 物語 的な 跳躍に ょってし か、 日常から 
の大 いなる 離脱を 果たす ことができな いの 
だと、 どこかで したたかに 気づいて いる。 
そんな 気がする。 少女と いう 季節の 終わり 
に 狂い咲き する、 前世と 超能力を 語る =騙 
る モノ ガタリの 一群ょ …… 、モウ、 異界ナ 
ンテ モノ ハ コノ 世界 二 存在 シナ ィ (の だと 
知れ！ 0 
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豊かな 時代の 終末 観 


臨床 編 


未来と 


♦ 


つ 重荷が 


世界の 破滅を 予感す る 子どもた もが いる。 


終末を 呼ぶ！ 


彼らの 予感は 正し V 


なぜなら、 この 高度 K 本 主義 社会は、 


それに ょって 育てられた 子どもた もに、 


浅 野 誠 


J の E 会を 維持す る 力がない ため 一 


(精神科 医) 


, r 1 滅す るから だ！ 


私は これまでに 三十 人 以上の キリストに  宗教の 多くが 共通して、 世界の 終末を 予言  である。 


出会った ことがある。 それに 二十 人く らい 


し、 世界を 救うべく 選ばれた 者を 必要と し 


そうで あるの なら、 今の 世の 若者たち も 


の 仏陀と、 阿 人 かの さまざまな 神様、 最近  ている、 と 説いて いる。 そして、 そのよう  皆、 苦しんで いるの だろう か。 何に おびえ 


では 孔雀 王 だとい う 少年に も 出会った 


な 教団に 入る 多くの 若者 も、 自らを 選ばれ  何を 求めて いるの だろう か。 この 豊かす ぎ 


彼らは 皆、 こう 言つ ていた。 世界は 滅亡  た 者と 思つ ている らしい。 彼らは 精神病院  る 時代に。 


する、 そして 自分は 世界を 救うた めに 選ば 


に 来る 人び とと、 どこか 似通つ ている。 


れた 者で ある、 と。 


精神病院に 来る 人び とは 皆、 苦しんで い 


彼ら、 とは、 精神病院に やって来た 人び  る。 その 苦しみは 死の 予感を もたらす。 し 


とのこと である 


かし 現実の 生活の なかには 彼らを 救う 人は 


厳しく 長い 冬の ことだった。 エス キモー 


今の 日本には 雨後の 筍の ように さまざま  現れない。 彼らが 自らを 救う には、 自らが  たちは、 ムース (大 鹿) の 群を 発見で きる 


な 宗教団体が 出現して いるが、 そういつ た  救い主と なる 以外には ない、 と 妄想す るの 


か 否かが 部落の 存亡に かかわる、 といぅ 危 


機に 直面して いた。 蓄えた 食糧は 残り 少な 
く、 冬場に 通過す るは ずの ムース の 群は、 
その 年は いっこうに 現れなかった。 太陽は 
地平線を ほんのり 明るく する だけで 消えて 
しまう。 怪しげな オーロ ラの 輝く 闇 や、 灰 
色の 吹雪の 壁が 視界 いっぱいに 展開す る大 
雪原の なかに、 部落を 孤立 させて いた。 

ムース を 見つける には、 もはや 人間の 五 
感 はまっ たく 役に立たない。 

そして、 ついに エス キモ— たちは 部落の 
片隅に ひっそりと 暮らす 占い師に、 部落の 
運命を 託す。 部落の 誰ょりも 長く 生きて き 
た 占い師の 必死の 祈りは、 ついに 大自然の 
神に 届き、 ムース の 群の いる 方角を 知る こ 
とがで きた。 人び とは ムース の 肉を 手に入 
れ 、救われる。 

これは、 『ムー スの大 ダ ィコ』 (福音 館 書 
店) という エス キモー の 民話の あらすじで 
あるが、 この 話は 宗教と いう ものの 発生を 
ょく 示して いる。 

宗教とは すなわち、 危機に 瀕し、 人間の 
力では 解決 不能と なった ぎりぎりの 限界 状 
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況に 発生す る ものである。 また、 そう ある 
べきで ある。 

実際、 歴史の なかに 出現して きたす ぐれ 
た 宗教は、 その 開祖たち が、 生死を さまよ 
うような 体験の 末に 得た ひらめき や 想念を 
体系化して、 教え 広める ことから 始まって 
いる。 生死を さまよう 体験とは、 言い かえ 
ると、 それまでに 得た 知識 や 経験を もって 
しても 回避で きない、 死の 予感の ことで あ 
る。 そういった 切迫す る 死への 予感は、 人 
間を して、 ある 飛躍を 可能なら しめる。 

たとえば'  戦後 間 もない 頃 出現した ある 
教団の 教祖は、 死に 至る 病に かかって いる 
と 医者に 宣告され た 後、 意を 決して 山に 登 
ったと ころ、 神の 啓示を 得た という。 

汝は 神の 使いで あり、 数十 年後に 滅亡す 
るは ずの 世を 救うた めに、 この 世に 生まれ 
出で た。 そう 神は 彼に 伝える。 その後、 病 
は 不思議と 去り、 彼は 一念発起して、 世界 
を 救うた めに 教えを 広め 始めた という。 

避けられない 死への 恐怖を 克服す るた め 
には、 死 そのものの 接近を 否認して しまう 


か、 自分は 死を 回避し 得る 者と 思い込む し 
かないが、 死を 回避し 得る 者は、 人間の 能 
力を 超ぇる 者でなくて はならない。 そこで、 
自分を 神と 思う、 ないしは、 自分は 神に 選 
ばれた 者と 思う。 選ばれた 者と 思い込んで 
実際に 生き残っ た 者は そ、 っ 触れて まわる こ 
とがで きる。 そう 思い込ん だが 死んで しま 
った 者たち は、 そう 思った のは 誤りだった 
とは 触れて まわれない。 

実際、 何人もの 人び とが 生き残らん とし 
て、 神の 山に 登っ たはず である。 そして、 
大半の 人が 死に、 生き残った 者の みが、 私 
は 選ばれた 者 ゆぇに、 死を 回避で きたの だ 
と 言つ たのであろう。 

死に 瀕する のは 最も 深刻な 体験で ある。 
その ぎりぎりの 場面では、 これまで 得た 
いっさいの 経験 や 知識は まったく 役に立た 
なくなる。 まさに 祈る ほかない。 

自然科学は 死を 回避で きないし、 宇宙が 
存在す る 理由 や 意味を 説明す る こと もで き 
ない。 知識 や 経験の 積み重ねで はこの ふた 
つ だけは 解決で きないの である。 


「本当の」 宗教とは、 人間が、 知識 や 経験 
(自然科学) の 及ばぬ 彼方に 飛躍せ ざるを 
得ない ところに 生じる ものである。 


社会の 速度に ついて 
行けない 感覚 


死と いう ものは いつか 必ず もたらされる。 
それは 一分 後 かもしれ ず 何十 年 も 先 かもし 
れな いが、 明日の ことは 誰に も わからない。 
だから、 宗教は 「時」 が 限られて いると い 
う 意識から 発生す る。 そして、 なぜか 最近 
の 若者たち は 時が 限られて いる (すなわち、 
終末が 近づいて いる) という 考えに 同調し 
やすいと いう。 

今、 日本の 社会は、 人類史 上 かつてない 
あわただし さで 変化しつつ ある。 社会 全体 
が、 豊かでは ありながら、 加速しつつ ある 
の だ。 その 加速に ついて 行ける 者と、 つい 
て 行けない 者が 出る のは 当然で ある。 今の 
日本 ほどに、 加速しつつ ある 社会は 誰に と 
っても 初めての 経験な の だ。 

かつて 百年 かかって 消費した エネ ルギー 
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を、 大都会は 一夜に して 消費す る。 環境の 
悪化 も 加速度 的で ある。 人間 も、 それに 伴 
い 加速度 的な 変化を 求められて いるに 違い 

ない。 ついて 行ける 者たち ばかりで あるは 

^ ゞ  C 、 0 
す 力な レ 

取り残される 者たち は 不安で ある。 不安 
は 取り残される という こと だけから 来る の 
ではない。 取り残され、 留まら ざるを 得な 
いが ゆえに、 変化に 乗って 走って 行く 者た 
ちには 見えない ものまで も、 見えて しまう。 
いや、 この 変化の 行きつ く 先が 実は 見えな 
いの だとい うこと が 見えて しまう のか もし 
れ ない。 こういった 不安は あせりを 生み、 
あせりは、 時間が 足りない、 社会 全体の 死 
は 遠くない という 感覚を、 もともと 死ぬ ベ 
き 人間の 脳裡に 浮かび上がらせ ていく。 こ 
うして、 終末 思想が 呼び起こされて いるの 
ではないだ ろうか。 


メディア ほど 宗教 的な ものが 
あろぅ か！ 


さて、 世は メディアの 時代で ある。 昔、 


人び とは 生きる ために 五感に 頼って 手と 足 
を フルに 動かさねば ならな かった。 それは 
まさに 手 ごた えの ある 「体験」 である。 し 
かし、 常々 言われる ように 現在の 日本の 子 
どもたち は、 生きん がた めに 自分の 手足を 
動かす といっ た 体験に 乏しく、 その代わり 
に メディアから 知識 や® を 得て 成長して 
いる。 しかし、 メディアから 得られる 情報 
は、 身体と 五感を 使って 動かした 結果 得ら 
れた 体験 的 知識とは 根本的に 違う。 たとえ 
ば、 本当の 雪と いう ものは テレビでは 絶対 
にわからない。 視覚に よって 見たり、 聴覚 
によって 「冷たい」 と 聞いても、 どれ だけ 
冷たい のかと 触って、 握って、 食べて みる、 
とい、 っ 検証に よる 認識には 及ばない。 

雪は それでも スキ— 場に 行けば 触れられ 
る。 だが、 いったい 誰が 本当に 宇宙を 見た 
と言えるであろう か。 宇宙飛行士と 言え ど、 
せいぜい 月の あたりから 眺めた にすぎない。 
人び との 頭に ある 宇宙の 像と いう ものは、 
実は メディアから 得た 情報の 断片の 集まり 
にすぎない。 断片と 断片との 間は まつた く 


の 空想で 埋めて ある。 だから 多くの 宗教家 
や 精神病 者が 「宇宙」 を 語る の だ。 

サンフランシスコ 地震の 後の 火災の 報道 
を 見て、 日本人は サンフランシスコ 全体が 
火事 だと 思った。 しかし、 その 時、 一部の 
火事で しかなかった ことを どぅやって 検証 
できる か。 I 方 的で、 実証 や 検証を 拒む こ 
の メディア といぅ もの ほど、 宗教と 親和性 
の ある ものは ほかにない。 

今の 子どもたちは 過剰な メディアに 包囲 
されて 成長して きている 。メディアから 得 
られる 情報と しての 幻想と、 実際の 生活の 
なかでの 体験と を 区別す るのは、 彼らに と 
ってき わめて 困難で ある。 それは、 生きる 
ための 厳しい 体験が 極端に 少ない が ゆえに、 
体験 そのものの 輪郭が 曖昧になる からで あ 
る。 また、 メディア からの！® に 侵食され 
つつ ある ことに もまち がい あるまい。 


豊か さに 閉じ こめられた 
少女 


若者たち、 とくに 少女たち は オカルトに 
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関心の 強い ^ が 多い。 それは、 豊か さが 彼 
女たち の 内なる 不安を ほとんど 解消して い 
ない ことを 示して いる。 

実際、 精神病院へ 少女たち の 入院 も 減っ 
てはいない。 むしろ 増える 傾向 すら あるよ 
ぅに 思ぅ。 

文明は、 外なる 自然を 加工し、 生活に 豊 
かさを もたらした ものの、 「内なる 自然」、 
つまり 人間の こころと からだを 豊かには し 
なかった。 なぜなら、 内なる 自然は、 外な 
る 自然との ダイナミックな 交流な しには、 
健全で いられな いからで ある。 

たとえば、 次に 示す のは、 加工され た 世 
界 のなかで 育ち、 内なる 自然が ひ弱な まま 
にと どまつ てし まつた 少女の 例で ある。 そ 
の ひ弱 さは 漠然とした 不安 も 生み、 メディ 
アの ふりまく 未熟な 宗教に 救い •を 求めさせ 
るので ある。 

彼女は 半年ぐ らい 前から、 テレビの アナ 
ウン サーや キヤ スタ— が、 ときどき 自分の 
ことにつ いて 放送して いると 思うよう にな 


った。 

たとえば、 有名な アィドル 歌手が 学校を 
中退した と、 キヤ スタ— が 告げる のを 聞く 
と、 自分の ことを 言つ ている に違いないと 
思い込んで しまぅ のだった。 

彼女 も、 中学 二 年で 学校へ 行か なくなっ 
ていた。 この 一年、 マンションの 十一 階に 
ある 自分の 家から、 めったに 地上に 降りた 
ことがない。 

彼女は 十五 歳。 母親が 四十 二 歳、 父親が 
四十 九 歳のと きの 子どもで、 まさしく ひと 
りっ子で あった。 ほとんど あきらめ ていた 
ときの 子どもだった から、 両親の 溺愛ぶ り 
は 相当な もので、 心配性の 母親が 何 ごと も 
先 まわりして 彼女に 与えて いた。 ちょっ と 
でも 寒い 日な どから だの 三倍 も 着ぶ くれし 
て 幼稚園へ 行ったり した。 

なんでも 用意され ていたから 、争って 何 
かを したと いう ことは なかつ た。 親の 教え 
たと おりに 行動して いても 通用す る、 小学 
校 低学年 時は、 成績は まあまあ だつ たが、 
五、 六 年生では 何を しても いちばん ピリに 


なった。 

中学校は バスに乗らな いと 行けない とこ 
ろだった が、 朝の 混んだ バスに 割り込んで 
乗る なんて ことは とうてい できず、 いつも 
遅刻した。 朝は すぐには 起きられない 体質 
だっ たし、 そのうち 学校を 休む ようになっ 
た。 母親は いじめの せいだと 思った が、 け 
っきよく、 そのまま ずるずると 家に 居っ ぱ 
なしにな った。 

彼女の 部屋には 窓がなかった。 マン ショ 
ンの 一室には ときどき こういう 部屋が ある 
が、 空調が 完備して いるし、 十一 階では 窓 
が あっても 開け 閉め もで きない。 そんな 部 
屋に 専用の テレビを 置いて、 一日 じゅう 見 
ていた。 母 や 父と 顔を あわせる と 勉強の 話 
か 出る ので、 部屋から 出る こと すら 少なく 

なって いた。 

ベランダに 出れば 東京 タワ ー も 富士山 も 
見ぇる。 夕日に 映ぇる 美しい 雲 も、 季節に 
よって 限りない 変化を 見せて いる。 しかし、 
彼女は そういっ たものに あまり 興味を 持た 
なかった。 ベランダは 寒い し、 風が 強い。 
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部屋の なかは いつでも 快適な 温度 だ。 食事 
も 母親が 黙って 作って おいて くれる。 そ も 
そ も 彼女は、 これまで 一瞬たり とも、 ひも 
じい 思いを した ことがなかった。 季節の 風 
に 吹かれた こと も、 最近は まるでなかった _ 

もちろん、 彼女 も 学校へ 通って、 ち ゃん 
と 卒業して、 できれば 高校 や 大学へ 行きた 
いと 思って いた。 それ 以外の 社会生活は そ 
も そ も 思いつかなかった。 だから、 皆から 
取り残されて いくと あせりながら、 他の、 
たとえば 学校に 行かずに 働く、 などと いっ 
た 生き方な ど およそ 考えられな かった。 

ただ、 テレビを 見ながら、 タレント にな 
るのは 可能では ないかと 思えた。 外見には 
何も 感じて いないよう にも 見えた が、 彼女 
は 取り残される 不安を 感じて いた。 

雑誌の 最後の ほうに 載って いる、 妙な 首 
飾りを 身に つける とよい ことがある、 とい 
う 記事に 目を止めた。 それを 身に つけ、 お 
祈りす る だけ だから 簡単で ある。 さっそく 
母親に せがんで 買って もらった。 それは 一 
万円 ほどの ものであった が、 そもそも 一万 
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円を 手に入れる ために どれほどの 労働を 要 
する のか、 まだ 知る よし もなかつ た。 

彼女は その 妙な 首飾りを 日が な 身に つけ、 
窓 もな く、 風 も 吹かない 四角い 部屋の なか 
で テレビを 見 続けて いた。 タレント になれ 
ますよぅ にと、 毎日 首飾りに お祈りし てい 
た 0 


スイッチを 

切れ！ 


そのうち、 テレビが なんとなく、 自分の 
ことを 放送して いるょう な 気がして きた。 
どうも、 自分が 考えた ことと 同じ ことを 夕 
レントが しやべ るの だ。 

彼女は、 その 頃す でに 精神に 変調を きた 
し 始めて いて、 自分の 心の なかで 起こった 
ことと、 外の 世界で 起こっ たことの 区別が 
でき なくなりつつ あった。 生きる ために 必 
要な いっさいの 活動を せずに、 恒常的な 環 
境に 長く いたた め、 メディアからの 信号と 
身近な 現実 生活との 区別が できに くくな つ 
て もいた の だ。 


彼女は テレビに 出て いる 某 タレントが 自 
分の 分身で あると 思うよう になっ ていった。 
たぶん、 前世では 同じ 人間だった に 違いな 
い。 そんな ことを 考えて いるう ちに、 半年 
が 経った。 

年齢 的には 中 三だった から、 たまり かね 
た 母親が、 高校へ 行く つもりなら 勉強す る 
ようにと 彼女に 圧力を かけた。 塾に 通わせ 
るか、 家庭教師を つける かとい った 提案 も 
なされた が、 こんな こと も 彼女には かなり 
のプ レッ シャ— となった。 母親の みならず 
父親 も、 かつてない 強さで、 いいかげん 学 
校へ 行けと 叱った。 彼女の 心の底に ただ 
よっていた 不安が、 いちどに 心の 表面に つ 
き あげてき た。 

そんな ことの あった 次の 日、 テレビを 見 
ていた 彼女に 向かって、 ある タレントが ブ 
ラ ウン 管の なかで こう 言った。 「新 宿 西口 
で 会い ましよう」。 彼女は 首飾りの なかに 
ひそむ 守護霊が、 彼女の 願いを かなえて く 
れ ると 思った。 守護霊は はつき りと 日時は 
明らかにし なかつ たし、 西口の どこで ある 


とも 言わな かった。 しかし、 彼女は、 今夜 
の 十 時 十三 分 だと 確信した。 その 理由は よ 
くわから ない。 語呂が よかった せいか もし 
れ ない。 彼女は 一年ぶ りに 地上に 降りた。 

彼女は 新 宿 西口への 行き方な どよ く 知ら 
なかった。 それでも 新 宿駅には 到着し、 東 
口 あたりで うろうろし ていた。 幸い 怪しげ 
な アン ケート にも 呼び止められず、 家出 娘 
を 待ち受け ている ヤクザ .の 目に も 留まらな 
かった。 その代わり、 二 時間う ろうろ した 
あげく、 空腹に なった ところで、 交番に 
行って 聞いた。 

「タレントの ◦◦さんか 来て いるは ずです 
が、 どこに います か」 

精神を 病んだ 人び とは、 よく 「テレビが 
つながって いる」 と 訴える。 自分の 家の デ 
ィス プレィと スタジオが 直接つな がって い 
ると いう 意味ら しい。 テレビの 映像は あま 
りに リアルに 見える から、 ニッ コリ 笑った 
タレントは まさしく 自分に ほほえん だと 思 
ってし まう の だ。 そういう 錯覚には 陥らな 
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いはず の 健康な 人び とで も、 その タレント 
が 手に 持っ ている 品物を 買っ てみ たりす る。 
スイッチを 切つ てよ く 考えて みよう。 タレ 
ントも その 品物 も 本当に 遠い 世界の こと だ 
とわ かるだろう。 

メディアからの 情報は、 知らず 人び との 
心に 侵入して いく。 人類 滅亡と いう 宣伝 も、 
取り残されて いくとい う 漠然とした 不安に 
重なった とき、 リアルな 相貌を 帯びて くる。 


命が けで 戦わず して 
析る なかれ 


しかし 実は、 この 文明が 必ず 崩壊す る こ 
とはき わめて 明白な ことなの だ。 歴史を 見 
れば 、崩壊し なかった 文明な どない ことは 
小学生に だって わかる。 しかし、 それは、 
世界 戦争と か、 宇宙人の 襲来と か、 最後の 
審判な どに ょってで はない。 それぞれの 文 
明を 支える のは 人間に ほかなら ない。 支え 
る 人び との 力が 弱まった とき、 その 文明は 
崩壊す るので ある。 

豊か さを めざして、 人は 文明を 発展 させ 


るが、 その 豊か さが 完成され たと き、 人は 
ひ弱に なり、 文明を 支える 力を 失う。 

この 豊かな 時代の 若者たち が 漠然と 感じ 
ている 不安とは、 自分たち にこの 文明を 支 
えきれ る 力が 充分に あるとは 思えない とこ 
ろから 来る のであろう。 なぜなら、 この 豊 
かさは、 彼らの 祖先 や、 父 や 母に よって 築 
かれた ものであって、 彼ら 自身が 戦いと っ 
たもので はない からで ある。 

精神病 者 もまた 同じで ある。 病い が 彼ら 
から 文明を 担う 力を 奪うた めに、 社会の 崩 
壊に 対してより 敏感に なつて いく。 そして、 
神仏に すがる ことで 不安の 克服を 試みる。 

しかし、 判断の すべてを 宗教に ゆだねる 
ことは できない。 たしかに 死は 必ず 訪れ、 
文明は 必ず 崩壊す るの だから、 宗教家たち 
の 警鐘には 謙虚で あるべき であろう。 しか 
し、 まだ、 祈る ときでは あるまい。 戦わず 
して 祈る ことになるから だ。 

エス キモー たちは 日々、 持てる 英知の す 
ベて を 使って、 過酷な 大自然と 戦つ ていた。 
そして、 もはや 祈る 以外に 何 ひとつ 残され 


ていない ぎりぎりの ところで 祈る ので ある。 

精神病 者 もぎり ぎりのと ころに 追いつめ 
られ ている。 彼らの 認識では、 自分 も 世界 
も 崩壊に 瀕して いる。 その 祈りは、 す さま 
じく も 真摯な、 命が けの ものである。 

その 証拠に、 彼らは いよいよ 妄想と 幻覚 
に 圧倒され つつ あるとき、 必ずこう 言う。 
「私は 死なねば なりません。 私が 死ねば 世 
界は 救われる のです」 

そのと き、 私たちが 止めねば、 彼らは 自 
殺して しまう。 世界を 救うた めに。 

私 もまた、 人類が 知識 や 経験の すべてを 
もってしても、 本当に 回避 不能な 事態に 

至っ たなら、 祈る であろう。 あの エス キ 
モ—の 占い師の ように、 平静は まるで 目立 
たずに 文明の 片隅に ひそかに 生きて いる、 
本当の 宗教家と ともに。 
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豊かな 時代の 終末 観 …… アン ケ 


•卜 


編 


新 宗教は 終末を 

どう 考えて 

1 i- 

し ^ 0  ^^R 9! .【 からの 回答 


ノス ト ラダ ムスが 予言した 滅亡の 1999 年 も 近づき、 
1^® 壊に よる 危 震％ 高まって いる 揚 末の 今、 

宗教団体は どんな 救いの 道を 主張して いるの か？ 


❖アン ケ ー ト用 紙の 質問 内容 

〇  ノス ト ラダ ムスが 予言した 終末の I 九九 九 年 も 
近づいて おります が、 近いうちに 人類が 破滅す るよう な 
危機は 訪れる でしよ I つか？ 

❷ 破滅の— か 訪れる と K ば、 

それは どんな#^ です か？ 

❸ その 危機は どのよ ラに 裏 ば 
避ける ことができます か？ 


あま ひのみち ユニヴ ア—ス 


減の 危機は 近いの か？ 


南半球は 比較的 安全です。 文化の 
中心は 一時 豪州に 移る でせ ぅ。 二 
十一 世紀は 日本の 文化が 世界を 
リー ドし、 地球 連邦 大 平和 社会 国 
家と なる でせ う。 そして 世界の 中 
心 人物と して 世界 大聖 皇 (メシ 


一九 九 七 年頃ょり 全世界に 大地  ヤ) が 選出され るで せぅ。 かくて 
震が 次々 と 興る でせ う。 北半球は  地球 文化の 黄金時代が 長く 続く で 


特に ひどく 世界 地図が 変り ます。  せう。 

人類は 三分の 一に 減少し ます。 一  r If  フフ、 

③と うすれは 回避で きる の 力？ 

九九 九 年に その 大嵐は ピ— クを迎 c  マクナ 
えます。 その後で 地球 統一 大 平和  世界の 聖者 等が 国際的に 手を 結 
時代が 米ます。  んで 人類の 罪業を 赦 していた だく 

}♦  IN  よう 大宇宙 創造主 神に 祈る ことで 
② とんな 危機 力？ 

す。 祈りと 神 法 霊 術の 秘修 しか 救 
人類の 罪業が あまりに 深く 指導  う 道はありません。 聖者 等は 親 神 
者 等が 不明 憑 劣 巧妙 悪質で 人民を  様に 孝行です から 奇蹟を おこせ ま 
だまして 自己の 名誉 地位 財産を 搾  す。 それに よって 少しは 裁きが 緩 
取し、 それに 同調して 人民 も 犯罪  和され ます。 


ばかり 多く 犯し、 益11 人は 小さくな 
り 悪人が 横行闊歩して ゐる 地球の 


その 動きを 始めて いるの か あま 
ひのみち ュニ ヴア— ス光団 です。 


現代を 替 しめる ために 天地の 裁き  既に 百 三十 三 力 国を 伝道し 超 宗教、 
があります。 欧亜 米 特に 神を 否定  超 民族、 超 国家の 聖地 霊場を 定め 
する 共産圏の 平野は 海に 沈み 山岳  る こと 三百 六十 九 力 所に 及び まし 
のみが 大きな 島と して 残る でせ う。 た。 他宗 排斥の 俗 宗教 等が 今は 栄 
日本 本土は 一時 海岸が 大 津波に 襲  えて おります が、 その 本山は 皆滅 
われます が、 その後で 隆起し 広大  ぼされ、 その 幹部は 皆 消滅す るで 
となる でせ う。 人民は 半減し ます。 せう。 神 力の 大掃除が 行われます。 
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® この 別冊 宝島の 企画に あたり、 

本誌 編集部では 右上の ような アン ケー トを 
新興宗教 九十 六 団体に 送付し、 
十一通の具体的回答を得た £ ±最に|。 

⑱ その他、 終末は 来ない、 

とだけ 回答して きたの が 二 団体、 

終末論は 当方の 教義と 無関係 
というの が 一団 体、 

理由 あって 今は 回答で きない、 

というの が 三 団体。 

回答は あった が 後に 揭載 しないで ほしい 
との 連絡が あった のが 一団 体。 

{§} ここに 揭 載した 文に 関して 
編集部は いっさい 手を 加えて いない。 


その後で 祭政一致の 神聖 政治が 世 
界の 聖賢 等の 結集に よって 生れて 
くるで せぅ。 今は 人類史の 大六劫 
の 終末 期に 入って おります。 過去 
に 於ても 人類史は 天孫 降臨より 百 
七十 九 万 五 千年の 間に 原始時代よ 
り 文化 爛熟 時代へ と 数十 万年 か 
かって 一 文化史を 形成して おり ま 
すが、 天変 地 動の 裁きに て 再び 原 
始 時代に 帰って おります。 そのよ 
ぅな 変革 史を すでに 五 回 繰返して 
おります。 ニニ ギ皇 朝、 ヒコホ ホ 
デミ 皇朝 、ゥ ガヤ フキ アエ ズ皇朝 
前期 (ミ ユー 大陸 中心 時代) 中期 
(アトランチス 大陸 中心)、 後期 
(エヂ ブト 地方 中心) です。 その 
晩期に 地球 統一 大 平和 時代を 数万 
年 経験して おります。 歴史は 繰 返 
します。 今は 大六 劫の 末期 黄金 時 
代に 入る 前夜に あたります。 恐怖 
と 期 侍と 希望を もって 人類は 陰徳 
聖徳を 積んで 生き残る ことです。 
神は 全智 全能に して 一人一人の 言 
行を ヂッと 見詰めて おられ 善 因 善 
果 、悪因悪果の 裁きを 行われます。 

r 汝等 悔い改めよ、 天国は 近づけ 
り」 と イエス 様は 豫 言され ました。 
日本 入は 世界の 光の 源の 人民と し 


て 悔い改めなければ なりません。 
そして 一人で も 多く 生きの こる こ 
とです。 


① 破滅の 危機は 近いの か？ 


予言とは 無関係に、 破滅の 道を 
たどっ ている のは 事実では ないで 
しょぅ か。 

② どんな 危機 か？ 

原因と しては、 まず 第一に 自然 
環境の 破壊。 人間が 唯 単に 楽しみ 
のために のみ、 多くの 美しい 自然 
を こわして いきます。 ゴルフ場 建 
設等 、無意味な 自然破壊 がその 例 
の 一つと いえ ましょ、 っ。 

第二には、 人間の 私利 私欲に 起 
因す る 無秩序な 営利主義。 人間に 
害の ある 物を 平気で 売り まくる。 

原因 第一、 第二は それぞれ 政治 
力と 密接に 結びついて 世の中を 動 
かしてい ます。 他に も 数多くの 原 
因が 考えられます。 


③ど ぅすれば 回避で きる のか？ 

危機の 回避を 宗教 的 立場で 論ず 
ると、 唯一 平和を 願う〃 祈り" で 
しよう か。 この" 祈り〃 は 何千 何 
万と 多くの 人々 によつ て 唱えられ 


る 事に より、 人々 の 心を 変え、 破 
滅の 危機を 乗り 超えられ ると 信じ 
まづ 

宗教に 関与され ている 方々 は、 
一日 も 早く 霊感商法から 脱して、 
真の 信仰を 確立すべき ではないで 
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1 


しょぅ か。 

マスコミ 関係の 方々 も 正しい 報 
道を 人々 に 伝え、 正しい 物の 見方 
が 出る 眼を 与えて 戴きたい もので 
すね 0 


ィンドの 古典文学 『パガ ヴァッ 
ド •ギ— 夕—』 には 宇宙 レヴェル 
での 破滅の 記述が あります。 視野 
を 人類 だけに 限る のでは なく、 よ 
り 広い 視野から 物事を 見る ことを 
『パガ ヴ ァッ ド •ギー タ—』 は教 
えてい ます。 

② どんな 危機 か？ 

『パガ ヴ ァッ ド •ギ —夕 I』 には 
次のよぅに 記されて います。 

(8. 17 )  地球 的記算 によれば (四 
つの 時代を 一周期と して) ブラフ 
マー の 一 昼は 千 周期。 そして 一夜 
も 千 周期。 

(8. 18 )  ブラフ マーの 昼が 始ま 
ると 全 生物は 姿を 現わし、 ブラフ 


マ— の 夜が 来る と 彼らは 再び その 
姿を消す。 

(8  . 19 ) 何度も 何度も ブラフ マ— 
の 夜が 明ける 度、 全 生物は 現われ 
出て ブラフ マ— の 夜が 訪れる 度、 
彼らは 絶望的に 消滅す る。 (r パガ 

ヴ アッ ド •ギ— 夕— •あるがままの 
詩 J 〈クリシュナ 意識 国際 協会 日本 支 
部 発行〉 より) 

ここに ある ブラフ マー とは この 
物質 宇宙を 創造した 人物で、 四つ 
の 時代とは 「サ チヤ」 「トレー 
夕—」 「ド ヴアー パラ」 「カリ」 の 

時代と 呼ばれ、 それぞれの 期間は 
百 七十 二 万 八千年、 百 二十 九 万 六 
千年、 八十 六 万 四千 年、 四十 三 万 
二 千年です。 

③ど ぅすれば 回避で きる のか？ 

この 物質 宇宙は 創造と 破壊が 繰 
り 返される のです が、 『パガ ヴァッ 
ド •ギー タ— j には 次のよぅに 記 
されて います。 

「だが、 この 顕現、 未 顕現の 現象 
を 超えて 別の 永遠な 非 顕現 自然が 
実在す る。 それは 至上 至高に して 
不滅。 この 世界の すべてが 消滅し 
て も そのまま 残る」 


ここでは、 この 物質 界を 超えた 
超越 世 0^ — II 神界 に関して 述べ 
られ ています。 その 精神 界に 帰る 
ことにょり 破壊 ばかりでなく、 あ 
ら ゆる 危機から 解放され ます。 

精神 界に 帰る 為には 古代から 
様々 な 行 法が 伝わって いますが 現 
代では 神の 聖名 

「ハレ！ クリシュナ、 ハレー  • 
クリシュナ 

クリシュナ •クリシュナ、 ハ 

レ丨 .ハレ丨 

ハレ ー •ラ I マ、 ハレ ー •ラ ー 

ラ— マ •ラ— マ、 ハレ— •ハ 
レ—」 


を 唱える ことが 勧められて います。 


0® 減の 危機は 近いの か？ 

人類が 現在の 進路を 改めない 限 
り、 人類の 終末は 近い ものと 考え 
られ ます。 それは 一時に 全滅す る 
という ことでは 無い かも 知れ ませ 
ん が、 各種の 破滅 現象が 世界の 各 


地で 発生す るで しょ、 っ。 

②  どんな 危機 か？ 

地球温暖化 によって 水位が 上昇 
し、 都市の 大半が 水没す る。 

酸性雨 や 酸性 霧に よって 森林が 
枯死す る。 

熱帯 雨 林の 乱伐に よって 陸地の 
砂 ばく 化が 進み 酸素が 欠乏す る。 

フロンガス による オゾン 層の 破 
壊、 大気、 海洋、 土壌'  水質の 汚 
染 、異常気象、 麻薬の 蔓延、 凶悪 
犯罪の 激増 等は 現在 も 進行しつつ 
あります が、 これらが 複合 的に 人 
類の 生存を 不可能に する。 

其の上 核戦争の 危機 も あり、 大 
地震 や 火山の 大 爆発 其の 他の 天変 
地変 も 起り 得る ことです。 

或は 五 億 年 前に 水没した と 伝え 
られ ている アトランチス 大陸の よ 
ぅな 異変 も 起らない とは 限り ませ 
ん。 

③ ど ぅすれば 回避で きる のか？ 

人類は あまりに も 物質的な 考え 
方に 偏り 過ぎて いるので す。 物質 
的な 幸福 だけを 求めて 来た 人類は、 
物質文明を 大いに 発達 させました。 


それ も 良い ことでは あります が、 
精神 文明の 発達が 非常に 遅れて い 


人類が 誤つ た 進路を 改め、 その I 界に 誇る ミサイル 兵器を 保有し、 


この ソ連の ミサイル 発射 事件が 


精神 文明の 発達が 非常に 遅れて い  心が 愛と 平和の 光で 満たされ たな  軍部に おいては、 その 威力を 試し  起こる 少し 前に、 ニ ユーョ I クタ 
るた めに 現在の 危機を 招く 結果に  らば、 必ず 調和と 繁栄の 黄金時代  たくて うずうず している という 状  ィム ズの 日本 支局から 取材の 申し 
なりました。  を 築く ことが 出来る ものであると  況 でした。  入れが あり、 取材 当日には 日本 支 


を 築く ことが 出来る ものであると  況 でした。 


本当の 幸福は 物質的な 欲望を 満  確信して います。 


そこで、 神は 小 松 神 擁師に 対し  局長 ご 夫妻が みえられ、 ある 宗教 


たす こと だけでは なく、 心の 豊か 


これらの 大 改革は 必らず 平和的  て 「ソビエト 軍が、 ミサイルを 発  新聞の 編集長 も 同席され ました。 


さ、 平安、 喜び、 楽し さ、 満足 等  建設的に なされねば なりません。 


射したい という 気持を 自ら 制御 出 


その 時、 日ソ 問題 や これからの 


にある 箸です。 


意見が 対立しても、 人類 滅亡の 危  来なければ、 神が 日本を 守る。 天  世界の 動きに 関しての 質問が あり 


従って 人類が 滅亡の 危機を 回避  機を 避ける 大目 的で 一致して おれ  空の 気を もって、 ソ連を 凍らし、 


ましたが、 世界 状勢に ついて 神は 


する ためには、 直ちに 従来の 既成  ば 平和的 改革が 可能です。 
概念と 価値観を 変えて、 物よりも 


神襄心 会 


金よりも 心を 大切に し、 物質的 豊 
かさよりも 心の 豊か さを 重んじる 
よぅになり、 道徳的、 精神的に 進 

歩す る ことを 幸福と 考える よぅに  ン、 
ならなければ なり— ん。  ① 破滅の— は 近し の 力？ 

そのためには、 政府 も 与党 も 野  神の 力を もって、 • 

党 も、 産業界 も 教育界 も 国民 も、  れ たので、 人類が 破 
打って 一丸となって 道義 國家 建設  危機は あり 得ません 
を 目指す 大 改革を 断行すべき です。 . . . 


指導者に その 行為の 愚かな ことを  「米ソの 話し合いが 問題で ある。 
悟らせる」 との お 言葉を 賜わった  米ソの トップの 話し合いが 成り立 
のです。  てば、 第三 次 大戦はなくなる。 話 
この 御 神 言を 賜わっ たのが、 昭  し 合ぅ ことで 物事は 解決す る」 と 
和 五十八 年 八月 二日の ことでした  おおせに なりました。 


が、 それから 三十日 目の 九月 一日、 


また ソ連の 状勢に ついても、 神 


不幸に も ソ連の ミサイルが 発射 さ  は 「これから 三代 目に 平和な 時代 


神の 力を もって、 すでに 回避 さ  れ ました。 それが〃 大韓航空機 幣  がくる。 ソ連 国内に も、 自由を 求 


れ たので、 人類が 破滅す るよう な  墜 事件" です。 


める 異分子が 発生して、 分裂して 


そうして あらゆる 公害 源を 断ち、 
自然破壊を 止め、 地球 環境 保全の 


② どんな 危機 か 


これは、 日本人 乗客 二十 八 名を  行く 状況が 必ず 発生す る。 改革し 
含む 二百 六十 九 名の 乗客、 乗員 全  て 行こぅと する 心の 表われが 出て、 
員が 死亡 するとい う大 惨事でした  平和的 人間関係の 世界が 作られて 


「第三 次 世界大戦の 危機を 回  が、 神の お 手配に よつ て 大難を 小  行く」 とお おせに なりました。 


ために 全力を 尽 すべきです。 日本  避 させた 神の 御 配慮」 


難に 変えて 頂き、 第三 次 世界大戦 


その 御 神 言 通り、 米ソの 話し合 


の 成功は 世界に 波及して 世界人 類  (これは 昭和 六 
を 救ぅ ことになります。  れた 、小 松 神 城 
神は 祈る だけでは 駄目です。 真  の大 予言 j 〈旦 
の 祈りとは 人間の 心が 神と 調和す  次の 一部です。) 


(これは 昭和 六十 二 年 六月に 発行 さ 


の 危機を 回避して 下さった のです。 いが 行なわれ、 ソ連の 指導者 も、 


れた 、小 松 神 擁師の 著書 『天界 から  天の 成敗と して、 その後し ばらく  アンドロポフ、 チェルネンコの 後 
の大 予言』 〈日本 文芸 社刊〉 の 中の 目  して アンドロポフ ソ連 書記長は 死  三代 目の ゴルバチョフ 書記長に 

去いた しました (詳しくは r 天界  なつて ペレストロイカが 進められ 


る ことです 0 


昭和 五十八 年 当時の ソ連は、 世  からの 大 予言 J を お読み下さい)。 


ついに ゴルバチョフ 大統領が 誕生 


して、 神の 御言 葉 通り 共産主義 か 
ら 民主化へ と 大きく 政治が 変革 さ 
れ ている のが 現状です。 

二、 戦争に よって、 ミサィル や 爆 
弾が 降って くる ことよりも 「下 か 
ら 奮発され て、 落ちて くる ものの 
ほぅが 怖い」 と、 神は おっし ゃっ 

て おられます。 

これは、 資源を 確保す るた めに 
石炭を 掘ったり、 石油を 掘ったり 
して 地下を 圧迫す る、 その 反動に 
よって 火山 爆発な どが 起こる こと 
でぁり、 つまり 世界中の 自然が 汚 
染 され、 破壊され る ことが、 火山 
の 爆発 や 地震、 ぁるいは 水害と 
いった 天変地異を 引き起こす 要因 
になり かねない といぅ ことです。 

また、 現実に 叫ばれて いる フロ 
ン による オゾン 層の 破壊、 二 酸化 
炭素に よる 地球の 温室効果 といっ 
た 問題は、 このまま 進めば 地球に 
とって 取り返しの つかない 大 問題 
となっ てし まいます。 (小 松 神 擁師 
の 著書 『ノストラダムス 大 予言の 不 
安を 斬る . 21 世紀の 大 予言』 〈発行 
•立 幸 学 館 発売 •池 田 書店〉 より 
抜粋) 


③ど うすれば 回避で きる のか？ 

現代の 物質文明は、 石油 や 石炭、 
天然 ガス、 ウラン 等と いった 地下 
資源に よって 支えられ ている 訳で 
すが、 その 地下資源を 使えば 使う 
ほど、 自然破壊 も 進む というよう 
に、 今、 地球人 類は 大きな ジ レン 
マの 中に 立たされて います。 

この 問題に ついて、 神は 「宇宙 
には 無限の 資源が ある。 これから 
の 産業は、 その 広い 空 天に 存在す 
る 資源を 利用しなさい。 それが 発 
展の 道で ある。 地球の 中に 埋もれ 
ている 資源を 求めて 争いを 起こす 
よりも、 天を 仰ぎみ て、 その 空 天 
にある 資源を 活用す る ことは 平和 
へ 続く 道で ある。 ミクロの 世界に 
は、 使い切れない ほど たくさんの 
核が 横溢して いるから、 これを 開 
発する ことが 人類を 救う 道で あ 
る」 (r 天界 からの 大 予言 j より) と 
おおせ 下されて います。 

平成 元年 三月 二十 三日、 この 新 
しい エネ ルギー について、 改めて 
神より ご 指導 賜わった 時に 「八 年 
後、 朝明けに して、 その 成果を み 
る」 との 御 神 言を 賜わり ました。 


つまり、 一九 九 七 年に エネ ルギー 
革命が 起こり、 それに ょって 地下 
資源を 取りっ こする 必要 もな くな 
るので 戦争 も なくなり、 人類は 今 
までに 経験した こと もない 未知の 
世界に 足を 踏み入れる ことになる 
のです。 

この エネ ルギ— 革命を 起こす 新 
エネ ルギー は、 低温 核融合、 超電 
導と いった 複数の もので、 それら 
が 開発され、 実用化 される といぅ 
ことです。 

神は また、 二十 一世紀の 世界に 
ついても 予言され ています が、 詳 
しく お知りに なりたい 方は 『 21 世 
紀の大 予言』 を お読み下さい。 

〔土地の 霊 象と 清め〕 

人間が 生活して いる その 土地、 
その 土地には、 必ず 過去に 恨み や 
悲しみを 残して 死んで いった 人達 
の 魂が 埋没して います。 特に 戦争 
犠牲者と なった 人達の 想いは 強く、 
その 霊 象を 受けて 同じょぅな 戦争 
がくり 返されて きたので す。 

小 松 神擁師 は、 そうした 霊 象 地 
を 治める 行を、 直接 神から 指導を 
受け、 日本 各地の 土地の お清めを 


続けて こられて いますが、 その 成 
果は 世界の 長寿 国、 経済大国 とい 
う 日本の 現状が 如実に 物語って い 
ます 

昨年 十一月、 ベルリンの 壁の 撤 
去が 大きく 報道され ましたが、 こ 
れも 実は、 神の お 手配が あった の 
です。 昭和 六十 年、 ある 御仁が 西 
ドィツに 赴任す る 時、 神ょり 小 松 
神 擁師を 通じて、 ユダヤ人が 虐殺 
された ガス 室 や 焼き場 跡な どの 霊 
象 地を 清める ょうにとの 御 指導が 
入り、 その 方は 休日を 利用して 丸 
一年間、 ョー  ロッパ 各地の 霊 象 地 
を 清めて 歩かれ、 途中、 その 方の 
友人 数人 も 日本から 合流して、 行 
動を 共に された、 その 成果が 今回 
の 東西 ドィツの 壁の 撤去と いう 形 
となって 表われた のです。 

!1  .祟 教真光 if, 


i 減の 危機は 近いの か？ 

危機は 訪れます。 その 危機の 訪 
れの 時期を、 私 どもの 教団を 御 立 
教 されました 救い主 様 岡 田 光玉 師 
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は、 立教 (昭和 三十 四 年 二月 二十 


「神様が 何 億万 年 おかけに なられ I 入って お湯で 洗い流し ますが、 11 ます 0 


七日) 三十 周年を 目処と して 到来  まして、 人類の ために お 創り 下さ  t に 最も 大切な 身 本の 中の 浄化に 


すると 述べて おり、 かつ 一九 九〇 


いました 地上の 山川 草木、 禽獣 虫  関しては 怠って おります。 毒素を  C 対立、 闘争の 問題 


年から 二 千年に 至る 十 年間の" 人  魚に 至る 万物 万 生を 人類は 大切に  充満 させ、 業病 化せ しめてい ます。 


戦いの 火と いうのは 必ずしも 大 


間の 生き方" にょって、 人類の 運  使わせて 頂く といぅ 想念が なかっ 
命が 決定して 行く ことを 警鐘 乱打  たら、 海 怒り、 山 怒り、 森は 怒つ 


人体に 蓄積され た 毒素は、 自然に  戦では なく、 局地に おける 戦火で 
は 汗や演 や 痰な どに なって 対外に  も、 これが 重大な 人類 亡 減の 危機 


されて おります。 現代人 類は 生存  て 無言の 反撃を 開始し、 遂に 自然  排泄し ますが、 現代人は、 それを  に 火が つく 危険が あります。 小さ 


か 破滅 かの 分岐点に 立たされ てい 
ると 言え ましよぅ。 

② どんな 危機 か？ 

次の よぅな 危機の 問題が ありま 
す 。 

A 地球 環境の 悪化の 問題 
•熱帯 雨 林の 減少 
•砂漠 化の 進行 
•酸性雨に よる 環境破壊 
•酸素の 欠乏 
•温暖 化する 地球 
•南極 北極の 氷解に よる 海面の 
上昇 

•フロンガス による オゾン 層の 

破壊 

•広がる 海洋 汚染 
•異常気象の 頻発 
など、 地球 環境が 急速に、 そして 
確実に 破壊され つつあります。 

私 どもの 師 は、 


界に 依って 人類は、 裁かれて しま 
ぅ 訳であります」 

と、 繰り返し 一:^ 示 下さっ ており 
ます。 更に、 地球温暖化の 問題に 

ついては、 

「世界は 日本を 中心として 熱くな 
ります。 冬 も 暖かくな って 冬と 夏 
との 差が 無くなり、 日本は 亜熱帯 

になつ ていく でしょぅ」 

「神様は、 急激な 冷し に 依りつつ 
次第に 世界 異常高温 化へ 持って い 
かれます」 

と、 述べて おります。 今日の 世の 


"悪い こと" として 止めて しまい 
がちです。 

更に 問題と して、 

•医薬品の 乱用 


くは、 人類の 想いの 中に ある 「自 
分 さえよ ければ」 といぅ 自己 愛が 
ぶつかり あいます と 争いが 生じ ま 

医薬品の 乱用  す。 裏と 科学、 共 畫義と 自由 
食品添加物 や 農薬を 使った 食  主義、 親子、 夫婦、 自分と 他人な 
•による 食生活  どが、 対立 闘争し、 国家、 職場、 


物に ょる 食生活 

•精神的に 悩んだり、 悲しんだ  家庭、 学校な ど 至る ところで 争い 
り、 怒ったり、 怒鳴ったり、 恨  が 生じ、 弱肉強食の 世界が 展開 さ 
ん だり、 憎 しんだり、 嫉ん だり  れて まいって おります。 

などの 悪い 想いが、 体内では 濁 

微粒子と いう 形で 物質 化して し  D 七 度 目の 天地 かえらく 


まいます。 

これらに より、 人体を 汚し 遂に 


中は、 燃料 文明で あり、 亜硫酸 ガ  は 染色体 •迨伝 子の 異常を 発生 さ 
スや 炭酸 ガスが 沢山 大気 中に 排出  せて しまいます。 


される ため、 空気 界の 温度 も 上昇 
します し、 地球の 温度 も 太陽熱 も 
年々 上昇す る ことになります。 


我々 の師 は、 

「やがて 皮虜 病が 増える ぞ」 


次の 大きな 問題と して、 地球 規 
摸での 大変 動 期の 到来を^ ? せね 
ばなら ないで しよう。 

地球の 数十 キ ロメ— トル 下は、 
今でも ブ ヨブ ヨ であり、 中は ドロ 
ドロの 火の 海です。 地殼 はこの 上 


「ショック 死が 非常に 増える 時代  に 乗って いる 状態です。 このべ ラ 


B 人類の 毒 化 問題 


か 来る ぞ」 

と、 替 鐘を 与えて おりました が、 


ンスが 崩れた とき、 想像を 絶す る 
大変 動が 起こる 訳です。 


現代人は、 身体の 外側は 風呂に  今や それが 現実に なって きて おり 
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③ どう すれば 回避で きる のか？ 


決して 行きます。 

いよいよ、 人類の 未来を 神様の 


以上 挙げました いろいろな 危機  法則に 従って 創造す る 時代が 来て 
は、 人間の 汚れた 魂、 心、 身体を  おります。 あらゆる 学問、 思想、 
洗い 浄 める ためと 共に、 英知を 結  宗教、 人種、 国境の 垣根を 乗り 超 


生長の 家 


集しても 解決が つかない ことを、 


えて、 相反す る ものが 協調し、 和 


©©減の 危機は 近いの か？ 


れつつ あった 想念の 形を 霊感した 
ものに 過ぎません。 だから、 それ 
が 具体化して 何年 か 後に 実現す る 
前に、 多くの 人々 の 善 念 や 宗教 界 
の 日々 の 祈り 等に よって、 その 時 
の 心の中の 悪 想念は 修正され 得る 


人間に 知らし める ために、 神様が  解し、 愛 和して 行く 時代です。 


結論から 言います と、 人類が 破  のです‘ 


用意され ている もので ありこれ  ノ— ¢1 ネネ {こ i  ノ i 专 牙  袋 1;<$右 ズ i し， >  ゴ n 才； <, v；  2  )、 癸、 

らの 危機の 本当の 原因は、 人間の  の 時代を 築こうと されて おられ ま  うな ことはありません。 何故なら  ② とんな f 機 力？ 

心の奥に ある 想念の 中に ある 訳で  す。 それに 伴って 戦争の 危機は 平  ば、 予言と いう ものは その 時点に  質問の ①の 答えの 中で 言い まし 
す。  和 共存へ と 移りつつ あります。  おいて 霊能 者が" 霊の 世界" 又は  たような 理由で、 近いうちに 人類 
神様は、 この 地上に 天国の 世界  新たな 生き方、 新たな 文明を 求 "心の 世界" の 中で 造られつつ あ  が 破滅す るよう な 危機は 訪れ ませ 
を 創造な さるた めに 人類を 出され  める 動きが、 世界 各地に 出は じめ  る 想念の 形を 霊感して、 それを 未  んが 、物の 豊か さばかり 求めます 
た 訳です が、 神の 実在を 忘れ、 物  ている のです。 これらの 新たな 生  来の 出 § として 発表した もので  と、 人類の 心の中から 大自然の 恩 
欲の 行き過ぎ により 物 や 金 ばかり  き 方、 新たな 文明は、 唯 物の 世界  あるから です。  恵に 対する 感謝の 心が ますます 失 


人類の 親§ は、 これから 愛 和  滅 する 危機が 近いぅちに 訪れる よ 
の 時代を 築こうと されて おられ ま  うな ことはありません。 何故なら 


心の奥に ある 想念の 中に ある 訳で  す。 それに 伴つ て 戦争の 危機は 平  ば、 予言と いう ものは その 時点 


す 0 


和 共存へ と 移りつつ あります、 


神様は、 この 地上に 天国の 世界 


恵に 対する 感謝の 心が ますます 失 


を 追い かける ようになり、 人間の  だけでは 創造 出来ません。 目に 見 


これを 説明し ますと、 世の中の  われて 行きます- 


心と 想念が 穢れ 朽ちて しまい まし  えない 霊の 世界、 神の 世界に 目覚  出来事は 先ず、" 心の 世界〃 の 中 


J のよう な 我欲の 追求 ばかり 


た。 その 穢れ を浄め 吹き払って い 


めて こそ、 開けて まいります。 魂  で 形が 出来 上ります。 そして、 そ  人類が 奔走し ますと、 その 心が 現 


こうと 神様は されます。 その 結果、 と 心と 肉体の 蠱 りを 浄 め、 かつ 目  れが 、やがて 具体化して 現実の 出  実 化して 地球の 自然 破襃 はます ま 


人類 も 地球 も ミ ソギハ ラヒ (病. 
貧 •争 •災) をう ける ことにな り 
ます。 そこで 人類は、 


に 見えない 霊の 世界、 神の 世界を 
知る 業 こそ、" 真 光の 業 (手 かざし 
の 業 r なのです。 どうか 皆様 も 


§ になる のです。 その 過程の 中  す 進行し ます。 だから、 このまま 
で、" 心の 世界〃 の 中で つくられ では 人類は 利己心を のさ ばらせて 
つつ ある 想念の 出 $ は 、例えば、 自らの 環境を 波 壊す る ことによ つ 


•一切の ものが 与えられ ている  是非 真 光の 業を 体験され、 新しく  世界の 平和を 祈る 別の 想念に よつ 
感謝  輝く 二十 一聖 紀 への 文明 原理を 探 て 修正され るので す。 だから、 或 
•愛 和、 協力、 団結して 神様の  求され ますこと を ご 祈念 申し上げ  る 時点に おいて 一人の 霊能 者が 人 


法則に 従う 

•人と して お 互いに 尊び 合う 
に 目覚めれば、 あらゆる 問題は 解 


ます • 


- - - -  く _  て 滅びる 可能性は あります。 

て 修正され るので す。 だから、 或  -  フフ % 

③と ぅすれば 回避で きる の. P? 

る 時点に おいて 一人の 霊能 者 か 人 c 1 才匚适  クナ 

類の 運命を 悲観的に 予言した から  質問の ① に対する お答えの 中で 
と 言っても、 それは その 時点に お  言いました よぅに、 人生の 出 _ 
ける 人類の 心の 世界の 中で つくら  や 人間の 運命は 先ず、 心の 世界で 
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形づくられて、 それが やがて 具体 
化して 現実の 環境と なって あらわ 
れ ます。 だから、 人間は 自分の 境 
遇 や 運命が 気に入らな かったら、 
自分の 心の 想いを 変えれば よい わ 
けです。 私たちは 心の中に 善い 想 
念を 抱き 続ければ、 やがて それは 
良い 運命と なって 自分の 環境に あ 
ら われます。 

これが 私たちが 人生に おいて 危 
機 的な 出 § にあわない よぅにす 
るた めの 原理で もあります。 即ち、 
自分の 心の中に ない ものは 自分の 
人生には 起こりません。 自分の 心 
の 中が 常に 幸福の 想いで 満たされ 
ていれば、 不幸な 出 § や 悪い 事 
件から 自然に 遠ざかります。 

だから、 たとえ、 人類の 心の中 
の 世界が 浄化され ず、 それが 盡口 念 
や 祈りに よって 修正し 切れない 時、 
やがて その 悪い 想念が 具体化して、 
地球 的な 規模での 悪い 大きな 事件 
か 起こる よぅな ことか あるか も 知 
れ ません。 しかし、 それでも 善い 
想念を 抱きつ づける 人々 は、 その 
不幸な 事件から 反発して 遠ざかる 
ことになります。 これが たとえ、 
地球 的 規模で 起こる 危機で さえ も、 


それを 避け 得る 原理 も あるので す。 

なお、 生長の 家に おいては 全て 
の 信徒が 日々 世界の 平和を 祈って、 
人類の 運命の 改善の ために 心の 世 
界を 光明の 益 叉 r 心に ょって 浄 めさせ 
て もらつ ています。 これは その 危 
機を 避ける 大 いなる 力になる こと 
を 私たちは 信じて、 日々 こうした 
"光明の 思念〃 を 行なつ ており ま 


mssi  - 


① 破滅の 危機は 近いの か？ 


世紀末 思想は、 キリスト教では 
終末 観、 仏教では 末法思想 として 
現れ、 ほとんどの 宗教に 共通す る 
考え方で、 そこには 必ず 審判と 応 
報に ついての 予言が されて います。 

キリスト教 における 終末の 起源 
は、 人類 始祖が 神の 願いに 反して 
罪を 犯し、 堕落した ことに 端を 発 
します。 つまり、 人間の堕落で 始 
まった 罪悪の 歴史を 終焉 させて、 
人類を 救済す る その 時を、 終末と 
みている のです。 このため キリス 


卜教 では、 終末 期には メシヤ (救 
世 主) が 現れる ことを 最も 強調し 
ています。 そして 当 教会 も、 今の 
時期が 終末 時代で ある ことを 主張 
している のです。 

つまり、 終末には、 神が メシヤ 
を 降臨 させ、 その メシヤ が 示す 真 
理 に基づいて 救いが もたらされ も 
する し、 裁きに よって 悪の 破滅 も 
起こる のです。 

このような 観点から、 終末は、 
罪悪 世界が 終わりを とげ、 神を 中 
心と する 誰！！ なる 世界へ と 転換され 
る 時で あり、 聖書の ぺ テロの 第二 
の 手紙の 中に 示されて いるよう な 
「終わりの 日には、 天は 大昔 響を 
たてて 消えさり、 天体は 焼けく ず 
れ 、地と その上に 造り 出された も 
の も、 みな 焼きつ くされる であろ 
う」 というよ、 っな 天変地異は 起こ 
らな いまでも、 悪に 対する 破滅は 
訪れる でしよう。 

② どんな 危機 か？ 

上記の ように 終末は、 神に よる 
救いが 完結す る 時です から、 その 
時が 近づく に 従って、 善悪の 両勢 
力は 完全に 分立し、 悪なる 勢力は 


追放され、 やがて 減んで いくよう 
な 兆候が 現れて きます。 

本来、 神が 人間を 祝福して 「生 
めよ、 ふえよ、 地に 満ちよ、 地を 
従わせよ …… すべての 生き物を 治 
めよ」 と言われた ごとくに、 人間 
は 堕落し なければ、 第一に 各個 人 
が 完成し、 第二に 子女を 繁殖して 
家庭、 社会を 完成し、 第三には、 
すべての 万物を 主管して 安楽な 環 
境を 築く はずでした。 

ところが、 堕落に よって 人間は 
罪悪に 陥り、 不義なる 心に 支配 さ 
れ 、各個 人は 愛の 心を 失い、 自己 
中心と なり、 人類は 相克の 中で 闘 
争 歴史を つづり、 万物 世界 も 自己 
中心の 私欲の ゆえに 破壊して きた 
のです。 

そして 今日は、 愛の 秩序の 崩壊 
による 混乱と 衝突が、 個人から 家 
庭、 社会、 国家、 世界 全体に 及ん 
で その 極に 達し、 このまま 放置し 
ておけ ば、 人類 全体の 滅亡に もな 
りかね ない 様相を 呈 しています。 

このように、 破滅の 危機とは、 
人心の 乱れに 伴う 世界の 崩壊を 意 
味し、 深刻な 倫理の 崩壊、 エィズ 
の 蔓延、 核戦争の 恐怖、 公害に よ 
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る 異常気象 や 環境破壊に 基づく 地 
球 規模の 危機が 起きて いる ことは、 
まさに この ことを 如実に 現して い 
ます 

③ど ぅすれば 回避で きる のか？ 

終末に おける 破滅とは 、悪 勢力 
が 崩壊す る ことです から、 終末 期 
の 危機 的 事態を 避ける ためには、 
個人に はじまり 社会、 世界に 蔓延 
している 悪を いかに 一掃す るかと 
いぅ ことが 先決問題と なります。 

神は、 終末 期には、 新しい 時代 
を 出発す るた めに、 必ず 善 主義の 
中心を 立てられます。 それが いわ 
ゆる メシヤ (救世主) といわれる 
方です。 

メシヤ の 中心 使命とは、 人類 始 
祖が 堕落す る ことにょり 悪の 父母 
となり、 その子 孫は 悪の 血統を 受 
け 継いだ 罪悪 人間と なつて しまつ 
たので、 全人 類の 前に 善なる 父母 
の 立場を もって 現れ、 人々 に 本然 
の 道を 教ぇ、 愛で 導き、 生み 変ぇ 
て、 罪悪から 解放して あげる とこ 
ろに あるので す。 

そこで 終末の 不測の 事態に 備え 
るた めには、 まず、 神が 善の 中心 


として 立てられる メシヤ を 探し 求 
め、 その 方を 通して 終末とは 何で 
あり、 いつ 来る のか、 さらに どの 
よぅに 対処 すれば よい かを 知り、 
同時に、 自身から 始めて、 悪を 除 
去して いく 努力を する ことが 最も 
重要な ことです。 

つまり、 善の 個人と 家庭の 確立 
をな して、 人類が 一つの 家族と な 
るよう な 平和な 世界の 実現を 目指 
す ことが、 危機を 避ける 最も 有効 
な 道で あると いう ことができ るの 
です。 


① 破滅の 危機は 近いの か？ 

当 教団では、 神様から 「火の 洗 
礼 (大 天変地異)」 が 来る と 示さ 
れ ています。 なぜ 天変地異が 来る 
のか その 原因は 次の 通りです。 

まず 神様が 人間を お 創り になら 
れた 目的は、 この 人類 界に 物質を 
駆使して、 神の 世界と 同じような 
「地上 天国」 を 顕現し ようとい う 
ことでした。 そのため、 神は 人間 


に 欲を 与え 物質 開発を させて こら 
れ ました。 ところが 長い 年月の 間 
に 人間は 物質 欲の みに とらわれ、 
罪や镫 りを 重ねてき たのです。 

その 人類に ブ レ— キを かける た 
めに 聖雄 聖者 (釈尊 •モゥ シヱ. 
ィエス •マホメット) などを 出現 
させた のです が、 それでも 止り ま 
せん。 その 結果、 人類は 神を 忘れ、 
ついには 神を 否定 さえす るよぅ に 
なり、 自然を 破壊し、 また 核兵器 
によって 地球を 破壊し かねない 事 
態に なった のです。 

そこで 神様は がまんに がまんを 
重ねて こられた のです が、 ついに 
「火の 洗礼」 (大 天変地異) によっ 
て、 藝 りに 曇っ てし まった 地球を 
徹底的に 浄め 、人間の 霊的な # り 
をも浄 めて しまおぅ とされて いる 
のです。 

その 「火の 洗礼」 の 後、 生き残っ 
た 清らかな 人類 (「タネ ビ ト」 と 
言います) によっ て、 次の 新しい 
文明への 再出発を させよう という 
のが、 大 天変地異を 起こされる、 
神の ご 意図です。 

② どんな 危機 か？ 


神様から 示されて いますと ころ 
では、 日本 も 世界 も 昭和 三十 七 年 
から 大 天変地異 危険 期に 入って お 
ります。 これを 「火の 洗礼 期」 と 
呼びます。 そして やがて 「火の 洗 
礼の 大 峠」 といわれる 時代 も 間近 
いとい われます。 

大地震、 火山 爆発、 大 洪水、 陸 
地の 海中 陥没な ど、 この 数千 数万 
年来なかった ような 大規模な もの、 
人類が かつて 経験し なかった よう 
な ことが 起こる と言われて います。 

③ど うすれば 回避で きる のか？ 

神様は、 人類を 救い 次期 文明を 
開く 先駆けの 役と して、 教団に 神 
術で ある 「真 光の 業 (手 かざし こ 
を お与えに なり、 「神界 の 秘義」 

の 公開を された のです。 そして 一 
人で も 多くの 人を 次期 文明の タネ 
ビトに 残す ようにとの 願いを 託さ 
れ ました。 

「真 光の 業 (手 かざし)」 は、 ィ 
エス、 釈尊と その 弟子 達の 一部に 
しか 許されな かった 神 術で ありま 
すが、今 .0 、神様からみ役を賜 
わった 教団 教え 主を 通して 万人に 
(宗門 宗派 •老若男女 •人種 貴賤 
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の 差別な く) 与えられる よぅに 
なった のです。 そして 万人が この 
神業 (真 光の 業) を 行ない、 肉体 
的、 霊的に 汚れき ってい る 人類を 
浄 める ことが、 最も 有効な 人類へ 
の 救いの 道で あるので す。 

また、 公開され た 「神界 の秘義 J 
には'  宇宙の すべてに わたる 法則 
「正 法の 教え」 が 示されて おり、 


希う 宗教 活動が 大切。 生活環境を 


、地震、 火災、 洪水、 竜巻 等に 


天照教 


① 破滅の 危機は 近いの か？ 

地球が なくなる 破壊す ると 言う 
声が 多い 様に 噂され ており ますが、 
地球が なくなる 事は 信じません が、 


©の 家 


その 法則に 添った 生き方を 学び 実  人類の 破滅が 目立って 世の中が 
践 する ことによ つて 人類に 本当の  変つ て 来る 事を f ます。 


幸福が 訪れる のです。 

* さらに 神様は、 神様の ご 計画で 
ある 「主神の ご 経綸」 を も 示され 


② どんな 危機 か？ 

天体の 変化、 地震、 津波、 雷、 


ました。 その 雄大な スケ— ルの 神  火事、 爆発、 気候の 変化で 破滅す 


様の ご 意志を 学ぷ ことによって、 
何のた めに 人と して 生まれて きた 


る f£ 機が 訪れる でしよう。 


破壊す る 要因を 作らぬ こと。 自然  よる 被害。 

を 破壊す る 行為は 愦 むこと。  5、 その他、 意想外の 事件に よる 

被害。 

③ど ぅすれば 回避で きる のか？ 

大部分は 人間が 作る 危機です か 

_ の震 ぃ のか？ ! I 自 ! ! ㈣ P 

現状の ま、 で 推移した 場合には なって 協力し、 思想の 大 改造、 物 
九〇 ％ の 確率で 人類の 過半数が 破 理的大 改造を すれば (教育、 宗教、 
減す るで しよぅが、 人類 全滅には 政治、 文化、 科学、 事業 等) 改心、 
なりません。  改造の 程度に 応じて 危機を 避けら 

②どん な 危機 か？.  & ますが、 既に 破壊の 原因が でき 

ている から 完全な 回避は 不可能で 
1、 偶発的 核爆発が 原因と なって  す。 努力の 程度に 応じて 三〇 % 〜 


② どんな 危機 か？ 
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社会の 人類の 生活環境で、， 1=1 然  核戦争を 誘発す る 可能 #. も ある。 


のか、 人と して 何を すべきな のか  を 破壊す る 要素が 多い。 


2、 大気汚染、 水質 汚染。 食糧 飢 


六〇 % を 避ける ことは 可能で あり 
ましよう。 


本当の 人類の 進べ く 目標が わかつ 
てく るので す。 

この 現代の 荒廃と 異常 さに 悩み' 
そして ほんとうに 幸福を 得たい と 
真剣に 考えて いる 皆様に、 「真 光 


化学が 発展 すれば する 程 地球の  謹。 薬害。 殺虫剤。 その他、 多種 


破滅を 増長す る。 

③どう すれば 回避で きる のか？ 

それを 避ける には 人間の 「心」 


類の 複合 公害に より 死滅。 人類、 
動物、 鳥類、 魚類、 虫類が 死滅す 
る。 

3、 唯物論、 唯心論、 宗派 宗教、 


の 業」 と 「神界 の 秘義」 が 授けら  以外 にないと 思います。 宗教と 言  その他の 思想 的 対立 宂 争。 诗にキ 


れる 研修 会への 受講を お勧めいた  えど も、 我が 心の 儘に 歩み 自分の 


ly 


スト教 系 宗教との 対立に よる 宗 


します 


危機を 避ける 絶対的 条件 

1、  神人 協同 体 理念 

2、  宇宙 協同 体 理念 

3、  万物 協同 体 理念 

4、  人類 協同 体 理念 

以上 四 点を 忠実に 守り 実践 協力 


事ょり 考えない 宗教が 多い ので 神  教 戦争。 思想 混迷に ょる 準 戦 暴動、 する こと。 (以上) 
の 誡めも 重なり、 人類の 整理され  その他、 殺人、 強盗。 詐欺、 横領 
る 事 も 心に 留め 人類 永遠の 平和を  等の 事件、 事故が 世界中に 続出。 


豊かな 時代の 終末 観 


テキスト 編 


世界の 終末 観と、 

破局を 夢見る 子どもたち 


加藤晃 


(宗教学) 


マン ガ 、アニメ、 

SF、 ファミコン、 
fc らゆる 子ども A デイ K か 
ハルマゲドンと、 破滅 後の 世界を 描ぃて >。 
なぜ 子どもたちは 
終末を 楽し 1; のか？ 


終末 観とは、 この 世の 「最期の 事柄」 に  決を 与えよう とする 宗教 的 実践から 生じた  終末 観」。 そして、 その 「個人的 終末 観」 


関する 観念の 総体で あり、 それが 神学 的教  ものである。 


説に なつた ときは 終末論になる。 人間は そ 


したがって 終末 観には、 ふたつの 段階が 


を 内包しつつ、 それを 超えて 世界と 全人 類 
の 終末の 運命に 関する 観念 (世界の 最終的 


の 人生に おいて、 解決し 難い 多くの 困難  ある。 まず、 個人の 死後の 運命に 関する 来  な 破局と 復興 及び 全人 類の 復活 •世界 審判 
(病、 死、 社会的 矛盾 等) に 直面す る ◦終  世 観 (死、 審判、 応報、 天国と 地獄、 不死、 と 罰 •千年 王国 等) に 至る 「集合的 終末 観」 


末の 観念は、 こうした 困難に なんらかの 解  復活、 再生、 輪廻 等) と 結びつく 「個人的 


である。 


大 友克洋 「A  KIR  A」 ® 講談社 


シュル— ム 


ひとつは、 世界は 破局 i 再生 丄 繁栄 丄破 
局と いう サィクルを 何度も 周期 的に 繰り返 
す、 という 観念で ある。 こうした 循環 的 時 
間 観念は、 農作物の 生産 暦に 沿った 豊年 祭 
や 祈年祭な どの 年中行事 化された 宗教 的な 
儀式に ょる もので あり、 世界 各地の 神話 や 
民間伝承 のなかに 広く 見出す ことができる- 
それは いわば、 宗教学 者の M  •エリア— デ 
の 言う 「永遠 回帰」 である。 

これに 対する のが、 一回 限りの 終末に 向 
かって 時間が 直線 的に つき 進んで いる、 と 
いう 観念で ある。 キリスト教 における 「ハ 
ルマゲ ドン i 最期の 審判 i 神の 王国の 到 
来」 がそう であり、 聖書 学 や 教義 学 上の 重 
要な 論点に なって いる。 これは、 古代 ィラ 
ンのゾ ロア スター 教が もっていた 「世界 期 
間 1 世界の 大火 災丨 人類の 復活 i 義人の 住 
む 新しき 天地」 という 終末 観が、 ユダヤ教 
に 与えた 決定的な 影響に ょる ものである。 

したがって 現在、 終末を 唱えて いる 新宗 
教 にも キリスト教 系の 教団が 多い。 これら 
の 宗教の 終末 観は、 単純化 すれば 「終末 的 


197 


状況 (危機の 時代) i 現世の 終末 丨 救世主の 
出現 i 千年 王国の 到来」 という 直線 性を 持 

つてい る。 

社会学 者の ブライアン • R •ウィルソン 
は 「千年 王国の ヴィジョン」 (『思想』 一九 七 
六 年) のなかで、 このような 終末 観を 次の 
六つの 要素に まとめて いる。 

(一)  この 世は 救いよう もな く 悪い。 

(二)  全体 的な 変革が 必要。 

(三)  人間は この 変革を 遂行で きないので、 
変革は 超自然的 存在に よって 達成され る。 

(四)  この 世の 終末は 不可避で あり、 運命 
づ けられ、 切迫した ものである。 

(五)  新しい 秩序が 確立され ると、 そのな 
かで 信者は 最も 優越した 地位を 得る が、 

敵 (そして 人類の 大多数) は 何の 場 も 与 
えられない。 

(六)  この 真理を 知っている 者は、 それに 
対する 信仰を 公け にし、 来たるべき 変革 
に 備えなければ ならない。 

そして この種の 終末 観を 持つ 代表的な 教 
団 としては、 「セブン ス デー  •アド ベンチ 


スト 教団」、 「ものみの 塔 聖書 冊子 協会」 (ヱ 
ホ パの 証人)、 「世界 基督教 統一 神霊 協会 J 
など か あり、 日本で も 七 〇 年代 以降に 注目 
される よぅにな つた。 たとえば、 「ものみ 
の 塔 聖書 冊子 協会」 を 名乗る 「エホバの 証 
人」 は、 プロテスタントと カトリック どち 
ら にも 属さない キリスト教の 一派で ある。 
本部は ニユー ョーク にあり、 信者は 世界に 
約 二百 八十 万人 (日本では 約 十万 人) と自 
称して いる。 この 教団は、 『ものみの 塔』 
という 小册子 (ライオンと 羊が 仲よ く 寝 そ 
べっている 等の 表紙) を 持って 戸別訪問に 
よる 布教を 行って おり、 その 教理の 中心は 
終末論で ある。 


「ものみの 塔」 の 小冊子 


つまり、 この 世は 終末に 近づいて いる。 
神の 王国 エルサレムの 滅亡 後、 この 世は サ 
タンに ょって 支配され ていたが、 二 千 五 百 
二十 年 経った 現在、 ィエス •キリストが 目 
に 見えぬ かたちで 再臨して くる (ハルマ ゲ 
ドン)。 そして エホバの 神が 最後の 審判 者 
となって サタンの 軍団を 滅ぼし、 エホバを 
信じる 者の みが 墓から 復活し、 永遠の 地上 
の 天国で 幸福に 暮らす、 といぅ ものである。 
こぅいった 終末 型 カルトは、 いずれも 六 

〇 年代 以降の アメリカで 急激に 信者 数を 伸 

ばして いった ものである。 そこには ア メリ 
力の 置かれて いる 時代 状況が 反映され てい 
る。 一九 五〇 〜六〇 年代 初頭までの 強い ア 
メリ カ (力と 栄光と 威信に 満ちた 地上の 楽 
園) の 力が、 ベトナム戦争の 敗北 や 政治. 
経済 •外交 面の 失敗から、 著しく 後退す る 
に 及んで、 アメリカ人の 精神 生活の 内面に、 
終末を 予測す る 志向が 強まり だした。 それ 
は、 新 宗教 運動の セク ト 数の 増大 や、 テ レ 
ビ 伝道の 人気 上昇な どに 現れて いる。 
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日本の 新 宗教の 

終末 観とは 

それでは、 純粋に 日本で 育った 終末 型宗 
教 とは、 どのような ものであろう か。 

まず、 1 刖 記の B  •  R  •ウィルソンの 六つ 
の 要素のう ち、 (一)〜 (四) までは 明らかに 
各 民族の 歴史的 •文化的 伝統を 基礎に した 
民族宗教が 共通して 内包して いる 性質と 
言っ てさしつ かえない。 この 四つが 統合 さ 
れる 過程で、 新 宗教 運動の 展開が 見られる 
ので ある。 

ここで 典型と して、 「ほんみ ち」 教団を 
とりあげて みよう。 「ほんみ ち」 は 大正 時 
代に 天理教から 離脱した 大西 愛治郎 教祖が 
創立した 教団で、 昭和 二十 七 年に 宗教法人 
になり、 大阪の 泉 南 市を 本拠に し、 信者 数 
は 公称 三十 万人と される。 

昭和のは じめ、 大西 教祖は、 近い将来に 
未曾有の 国難が 到来して 日本は 破滅の 危機 
におち いるから、 生き神 = 甘露 台 = 大西愛 
治郎 にたより、 天皇に 代わって その 統治に 


服さなければ ならない と 主張した。 このた 
め 「ほんみ ち」 は 二度に わたり 不敬罪 及び 
治安維持法 違反で 弾圧され た。 

この 「国家の 大難 丨 甘露 台の 出現 i 万国 
征服の 天業」 という パ タ— ンは 「終末 丨メ 
シア 出現 i 千年 王国」 という キリスト教 的 
メシア 観に 対応す る ものである。 

メシア 的 救済の 特徴 (理念 型) を 宗教 社 
会 学者の 西 山 茂の 考え (『日本 宗教 事典 J) を 
参考に まとめて みる。 

(一)  既存の 社会秩序が どうしよう もない 
ほどに 腐敗 堕落して おり、 そのために 多 
くの 人び とが 「いわれの ない 苦難」 を 強 
いられて いると いう 現世 観を 前提に する。 

(二)  その 既存の 社会秩序は 世俗的な 人間 
の 手に よるい かなる 改良 改革に よっても 
再建が 不可能で あり、 もはや 神が メシア 
的 教祖を 通して 告知した 啓示を 受け入れ 
る 以外に 方法は なく、 社会が それを 拒む 
なら 神の 審判を 受けて まもなく 滅亡す る 
であろう という、 具体的な 日を 区切った、 
切迫した 終末論を 説く。 


(三) 終末の 到来の のちに、 あるいは 終末 
が 回避され たのち に、 地上に 出現す るで 
あろう 千年 王国の 理想 社会の 姿を 民衆的 
な 言葉で 平易に、 だが ィメ ージ 豊かに 描 
き 出す。 

ここで、 とりわけ 重視され るのは、 教祖 
自身の 「いわれな き 苦難」 の 体験で ある。 
既存の 社会秩序への 激しい 批判 や ル サン チ 
マンの 感情、 激しい 現状 打破への 願望は、 
まさに その 体験に 基づいた もので あり、 そ 
れ ゆえ 同じょうな 体験を 持つ 多くの 民衆の 
共感を 得る ことができる。 

しかし、 こうした 世の中の 「建て かえ」 
「建て直し」 の 主張は、 現存す る 政治 体制 
への 攻撃と なり、 まして や 信教の自由を 認 
めない 戦前の 日本に おいては 国家権力に 対 
する 脅威と され、 「ほんみ ち」 や、 やはり 
天皇制 国家と 対立した 大本 教は 大規模な 弾 
圧を 受けざる をえなかった。 

戦後の メシア 的 教祖と しては、 天照皇 
大神宮 教の 教祖 北 村 サヨが 代表的で ある。 
サヨは、 戦後の 混乱した 社会を 「うじの 
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世」 「利己と 文明 科学で 崩れて 行く 世」 「悪 
魔の 世」 と 呼び、 これらが 極まる ときこ そ 
「世の 末 転じて 世の 初め」 となり、 宇宙の 
絶対 神が サヨの 肚に 天降って、 「、つじの 世」 
の 終わりと 「神の 国」 が 到来す ると 人び と 
に 告げた ので ある。 


_ の ビジョンは 

現在の ために 

このように 日本の 新 宗教に も 終末を モチ 
—フ にした ものは あるが、 キリスト教 系の 
終末 観と 比較す ると、 ハルマゲドン のよう 
な 決定的な 一回 限りの 終末と いった 観念は 
あまり 見られない。 日本の 終末 観には、 や 
はり、 周期 的に 終末 i 克服 i 再生が 繰り返 
される、 という 循環 的 感覚が ある。 また、 
千年 王国を つくる ために 神の 軍団と 悪の 軍 
団の 大戦 争が 起こる といった 認識は 薄く、 
ほかの 宗教 や 非 信者を 悪魔と する 「統一 協 
会」 のよう な 例は 少ない。 

民俗学 者の 宫田 登は、 日本の 宗教 的 世界 
観の なかに ある 一^的な メシア ニ ズムを 分 


析 し、 大本 教の ミロ ク 信仰の 時間 意識を 西 
欧 的な 終末 観と 比較して いる。 大本 教の場 
合、 ミロ クを 待望して いるとは 言、 っもの の、 
実際のと ころ 信者で ある 民衆の 間には、 破 
壊と 混乱の なかで 救世主を 迎えょう という 
期待は 薄い。 これは、 東洋の 時間 認識に ょ 
ると ころが 大きい。 キリスト教 的 観念では、 
「現在」 は 未来の 栄光の ための 過渡的な 段 
階に すぎない が、 日本人に とっては 現在 = 
今 こそが すべてで ある。 未来の 救済 も、 現 
在に 生きる うえでの 精神的 慰め 以上の 何も 
のに もなら ない。 

だから 日本の 宗教 的 風土の もとでは、 メ 
シア も 「生き神様」 という 現存の 身近な 人 
物に たやすく 矮小 化されて しまう 傾向が 根 

強い 0 


新 •截示 教と  • 

敗戦 直後から 今日までの 新 宗教の 動向は、 
三つの 段階に 分けられる。 

第一は、 敗戦 直後の 窮乏 生活と 急激な 規 


範 喪失 (ァノ ミー) 状態の 段階 (一九 四 五〜 
一九 五〇) で、 さまざまな 新 宗教が 続々 と 
出現した、 新 宗教の 乱立 的 発展 期。 

第二は、 朝鮮戦争の 特需 景気を きっかけ 
に 始まる 経済復興から 高度 経済成長までの 
段階 (一九 五一〜 一九 七 二) で、 多くの 新 
宗教の なかで、 発展を 続ける ものと 衰滅す 
る ものと が はっきり 分化して いった 期間で 
ある。 発展した ものの なかには、 創価学会 
や 立正佼成会 のょぅに 巨大 組織と して 台頭 
する もの も あった。 

第三は、 経済成長の 行 きづまり、 つまり 
第一 次 オィルショックから 今日まで (一九 
七三〜) で、 いわゆる 新 •新 宗教と 「小さ 
な 神々」 が 新たに 出現した 時期で ある‘。 終 
末 論と 神秘主義の 色彩が 強ぃ 小 宗教 (カル 
卜) が 数多く 発生し、 若者の 超能力、 才力 
ル ト、 神秘 ブーム など 呪術 化 現象が 特色に 

なつて いる。 

新 宗教の 呪術 志向は、 それ 以前に も、 も 
ち ろん 多かった。 しかし 多くの 教団は、 成 
長 拡大す る 過程で 社会に 適応す るた め、 次 
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第に 呪術 色を 薄め、 スマ— 卜に なり 常識 化 
していっ た。 その 場合の 呪術とは、 病気 治 
しや 深刻な 苦悩の 解決と いった 現世 利益の 
ための ものであった。 

それに 対し、 現在の 豊かな 社会に おける 
呪術 志向は、 現世 利益 的な 「実利」 のた め 

よりも、 「遊び」 や 「ファッション」 に 近 
いよぅで ある。 また、 若者に 人気の ある 宗 
教の 傾向 も、 「信」 から 「術」 の 宗教へ、 
禁欲の 宗教から、 瞑想な どの 心理的 解放の 
宗教へ、 より 個人主義 的 宗教へ と 変化して 
いる ことに も 注目し なければ ならない。 こ 
の 現象の 背景には、 宗教 そのものへの 関心 
よりも、 より 広範な 意味での 非合理 志向の 
一般化、 つまり オカルト •ブ ームの 存在が 
ある。 

オカルト 雑誌は 次々 に 創刊され、 発行 部 
数 も 数十 万 部に のぼると いわれる。 それら 
の雑誌では、じ卩0、超能力、古代文明、 
心霊な どの 記事に 混じって 大本 教の 出口 王 
仁三郎 ま. でもが、 小学生 向けに ルビ 付きの 
記事で 紹介され ており、 いかに 才カ ルテイ 


ズムが 大衆化し たかを 如実に 示して いる。 

宗教 社会学の いぅ 「世俗化 論」 にょれば 
科学技術が 進歩し、 社会が 合理化され てい 
けば、 宗教と か 呪術と いぅ ものは 次第にな 
くな つて いくはず だった。 ところが、 日本 
や アメリカの ような 先端的な 科学技術を 発 
展 させた 国で、 最近は その 理論が 通用し な 

くな つてい る。 


アイ デン テイ テイ 獲得の ための 

呪術 

一九 六〇年 以降の 合理化 •管理 化され 科 
学 技術 万能で、 しかも 物に あふれた 社会に 
育った 若者に とっては、 呪術、 超能力、 才 
カルトな どや 市民社会の 価値と 異なる 集団 

(カルト、 パンクロック バンドな ど) は、 
目新しく 興味を そそる ものである。 そこで 
子どもたちの 間では、 そぅした 呪術 的な も 
のはまず 「遊び」 として 広まつ ていく。 口 
裂け 女、 人面 犬、 心霊 写真、 幽霊の 写真、 

ス プーン 曲げ、 UFO、 念力、 おまじない、 
占い . などで ある。 これらは 、ロコミ、 


電話、 ミニコミ 誌、 パソコン通信 によって 
大人たち の 知らない ところで 拡散して いく。 
たあいの ないたんなる ゥワサ で、 実証が な 
くても 信じて しまう。 つまり 「言 じる」 と 
いう 行為 そのものが 面白い ので あり、 「信 
じる」 ことで つながれた コミユ ーンを 形成 
する ことに 彼らは 意味を 見出して いく。 

社会の システムからは み 出した ウワサ や 
宗教に 魅 かれて いくのは、 けっして 変わっ 
た 子ども や 特殊な 若者たち ではない。 むし 
ろ、 徹底的な 平均 化を 強いる 市民社会 によ 
って 生み出された 没個性的な 若者たち なの 
である。 

若者の なかには 気軽に 転職す る 者が 増加 
している。 しかし、 今の 職を 辞める という 
ことが 他への 転職を 意味 するとしたら、 そ 
こには 誰と でも 交換 可能な 自分し かいな く 
なって しまう。 他の 誰と も 取り換える こと 
のでき ない 交換 不可能な 価値の ある 自分を 
確立す るた めには、 自分が 他の 誰かと 交換 
可能で あるよう な、 この 社会から 離脱し な 
ければ ならない 。もっとも 手軽な 方法 ま、 
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自分が 置かれて いる 場所で 自分の 役割を 逸 
兑 する ことで ある。 そうする ことによ つて、 
他人とは 違う 自分 だけの ストー リが 持てる 
ので あり、 そのこと によって 安心を 獲得す 
る ことかで きる。 

ようするに、 若者たち は、 自分 だけの ス 
トーリ を 作成す るた めに 神を もとめて いる 
ので ある。 言い かえれば、 若者は 神 その も 
のを 求めて いるので はない。 若者に とって 
神は、 自らを 交換 可能な 単位に おとしめ て 
いる この システム 社会の 中で、 自分 だけの 
ストー リ ー の 世界へ 自分を 誘 なって くれる 
媒体と して 神を 存在せ しめてい るので ある。 
だから、 その 神が 「新 •新 宗教」 の 「小さ 
な 神々」 をいた だく 「擬似 宗教 カルト」 の 
それであって もい っこう にさし つかえない。 
そこでは 教祖は、 カリスマと いうよりは た 
ん なる リー ダー 的 存在と なり、 堅苦しい 儀 
礼は イベント 化し、 若者は マニュアルに 沿 
つて 呪術を 習得し、 その 変身 願望 や 短絡的 
な 欲求を 充足 させて いるので ある。 


都市の 廃墟を 夢見る 

子どもたち 

この 神秘 •呪術 ブーム と 並んで、 終末 観 
もまた ブ ー ムに なって いる。 「大本 教」 「ほ 
ん みち」 「エホバの 証人」 「天照皇大神 宫 
教」 「統一 協会」 などす でに 言及して おい 
たもの の ほかに 「真 光文 明 教団」 「崇教 真 
光」 「神 慈秀明 会」 などが 代表的な 終末 型 
の 新 宗教な の だが、 これらの 教団の 終末論 
とは 一線を 画する よぅな 終末 観が 少年少女 
を 含む 若者 層に 蔓延して いる。 

人気を 集める 小説、 マン ガ 、映画、 アニ 
メ のなかに も、 終末を テー マに した ものが、 
七〇 年代 後半から 急激に 増えて いる。 

神と 悪魔の ハルマゲドンを 扱った 『幻-魔 
大戦』、 『デビル マン』、 『聖_ 土星 矢』 など 
の ほかに、 核戦争 後の 荒廃した 地球を 舞台 
にした 『北 斗の# ― ^紀末 救世主 伝説』、 
『風の 谷の ナウ シカ』、 『AKIRA』、 『マッ 
ド マツ クス』、 『ブレ ー ドラン ナ ー 』 などは 
時に 人気が 高い。 それでは 何故、 若者たち 


は 終末に これほど 魅き つけられる のだろぅ 
か。 若者たち はこの 世の 終わりを 願って い 
るの だろぅ か。 

現在の 日本では、 終末 観は 宗教では なく 
感性して 存在して いる。 経済的には、 七〇 
年代の オィルショック 以後に 高度 経済成長 


835 世界的 天変 地 II で、 今世紀 末までに 人間は 全滅す ると いぅ 予言が あ 
M るけ ど、 これは 本当な のでし ようか？ 


それは 予 3 が « 遑 つた 受け とられ かたを L 

,  • > 、••、•一 ^ •、 % : . ソ 

ている のです ◊有名な 「ノストラダムス」 の 
予 黄は、* 駑の解 釈の しかたで いろいろの 受 
けと 〇 かたが /) るよぅ です ブ 

お釈迦さん や ィエスの f a i: しても、 こん 
どの 天* 地 II で、 人 H が 36* するとは ff つて 
いません •  fi A w はこん どの 大天蔔 燴興は 、 
人 A の 想像を 絶す るよ > な もので、 生き残れ 
る 人 «| はせい ぜい 二期に 満たない とおつ しや 


つてい ます •また 天* it ll だけでなく、 人 a 
最終* ^いわゆる 6 害の「ハルマゲドンの®」 
が 行 h れる ことは、 アメリカの 現代の 大予爾 
衣， ジ—ン •ディ クス ン夫 人の 予言に も » し 
く 出て います。 

いずれ U しても、 天変 地 II も •人類 最終 Ift- 
も 人； R が II： を 忘れ、 神の 法 M からは ずれて 生 
活す ると ころ か ら 起こる ものです。 

私 /: ちは 一 D も 早く、 神の 寊在一 i 目* め、 
神の 法則に 添つ た 生活へ と 度る 以外 、©われ. 
る 方法は ない ことを 知らねば なりません。 


真 光 系の 団体 も 終末を 語る 
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永 井 豪 「デビル マン」 (講談社) 


が ストップし 低成長 ぁるいは ゼロ 成長 社会 
になり、 戦後 経済を 引っぱっ てきた 大人た 
ちの 間に 停滞 感や 不安 感が 生まれ、 それが 
まず 現在の 終末 ブーム の 最初の きっかけに 
なった。 

しかし もっと 大きな 問題は 現在、 特に 都 
市部の 子どもたちを とりまく 状況で ぁる。 

都市部では 中学 受験に 拍車が かかり、 偏 
差 値に ょる 高校 •大学の 序列 化 以前に、 中 
学の 段階です でに 将来の 序列が 決定され る 
子どもが 少なくない。 そして、 企業の 序列 
化 や 定年までの 安定した ポストを 求める ブ 
ランド 志向 も 強い。 

一見、 可能性が ありそうで 先が 見えて し 


武論尊 & 原哲男 「北 斗の 拳」 (集英社) 


まう 社会。 個人の 自由に あふれて いそうで 
いて、 実は もっと 大きな 規模で 柔らかく 管 
理 されて しまって いる 社会。 学校を 中退し 
たり、 就職し なかっ たりす る フリ— 夕— と 
呼ばれる 若者たち も、 その システムから 逃 
れ ようとす る 動き かもしれ ない が、 それ も 
一時的 執行 延期に すぎない。 こうした なか 
では、 冒険は もうあり えない。 それが、 こ 
の 社会の 終末を 無意識に 願望させる 要因に 
なって いるので はない か。 

「アメリカ 終末 観の 宗教 運動」 という 宗 
教学 者、 荒木 美智 雄の 論文 (『宗教の 削 造』 
一九 八 七 年) のなかで 次の ような ことが 言わ 
れ ている。 アメリカに 終末 型 宗教が 多い の 


大 友克洋 「AKIRA」 (講談社) 


は、 合衆国 開拓の モ チべー シ ヨンの なかに 


「地上の 楽園」 に 回帰し ょぅとす る 千年 王 
国 的 終末 観が 強く 内在して いたから であり、 
それは 都市 文明と それに まつわる 諸々 の 価 
値とは もともと 対立す る 精神で あった。 そ 
して、 アメリカ 全体が 都市化す るに 及び、 
従来の 終末 観と それに 根ざす フロンティア 
•スピリットが 有効性を 失った ため、 さま 
ざまな 形の 終末 観が 噴出して きたの だ、 と。 

日本で 人気の ある 『AKIRA』、 『北 斗 
の 拳』 などは いずれも、 世界 戦争に ょって 
破滅し 廃墟と なった 東京で 繰り広げられる 
フロンティアの 物語で ある。 そこでは 子 ど 
もは 成長して 社会に 組み込まれる ことは な 
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く、 どこまでも 広がった 遊び場の なかで 永 
遠に 冒険し 続けて いられる ので ある。 

さらに 急激な 高齢化社会の 到来に ょつ て、 
社会 全体が 老い、 死に 近づいて いると いぅ 
意識 も 潜在して いるの かもしれ ない。 こ、 つ 
して 袋小路に 向かいつつ ある 社会からの 脱 
出方 法と して、 現代 日本は 終末を 受け入れ 
やすい 精神 風土に なって きている。 


メメ ント •モリの 

喪失 

冒頭で、 この 世の 終わりと いぅ 「集合的 
終末 観」 は、 「個人的 終末 感」 を 内包して 
いると 述べた とおり、 「世界の 破滅」 をつ 
きつめ ていく と、 そこには 当然、 個人の 
「死」 といぅ 問題が クロー ズ アップ されて 
くる。 死と 宗教は 本来、 引き離し 難い 関係 
にあり、 しかも 死後の 世界は いかに 科学が 
発達し ようと 絶対 不可知な 領域の ため、 死 
は 人間に とつて 永遠の アポリアに ならざる 
をえない。 

ところが 現代は、 死を 拒否す る、 あるい 


は 死を 隔離し、 あたかも 「死」 などと いう 
ものは この 世に 存在し ないかの ように、 地 
上から 排除し ようとす る 時代で ある。 

先進 諸国に おける 医療の 発達と、 生活環 
境の 整備には 目 ざまし いものが あり、 ガン 
など 一部の 難病を 除けば、 病 ィコ— ル 死で 
はなく、 多くの 人々 は、 突発的 事故に でも 
遭わない 限り、 自分は 天寿を 全うで きる も 
のとなん となく 思つ ている。 

しかし、 どんなに 医学が 進歩し ようと、 
死を 引き延ばす ことは できても、 死を 避け 
る ことは 絶対にで きない。 この 事実 だけは 
変わらない。 

ところが この 事実 さえ 見ない ようにす る 
風潮が ある。 フランスの 歴史学 者 フィ リッ 
プ •アリ エスは、 ョ ーロッ パに おける 中世 
から 現代までの 死への 態度の 変遷を 論じた 
『死と 歴史』 のなかで、 このような 風潮を、 
「人類史 上、 初めての 現象」 と 評し、 その 
特徴を 次のように 指摘す る。 

人は、 自分の 死と それを めぐる 状況の な 


そうでは なくなっ ている。 また、 現在、 生 
きている 人間は、 肉親を も 含めた 他者の 死 
に対して も、 深く 係る ことが 禁じられ てい 
る。 

こうした 変化は ョー ロッパ ばかりで はな 
い。 日本に おいても、 かつては 死は 日常 的 
な 出 § であった。 乳幼児 死亡率は 高く、 
伝染病は 猛威を ふるい、 また 社会 治安の 悪 
さや 相次ぐ 戦乱な どのな かで 人々 は 常に 
「死」 を 意識しながら 生きて いた。 このよ 
うな 迫り 来る 死の 恐怖と 対峙し、 克服す る 
ための 助けと なった のが 宗教だった ので あ 
る。 死の 近づいた 人は 自ら 死を 知る か、 知 
ら される かして、 覚悟す る 時間を 得て 神に 
祈る。 そして 臨終の 床には 家族、 親族、 友 
人、 聖職者が 集まり、 一人ひとりに 別れを 
告げ、 神に 祈る ので ある。 

しかし 現在、 死に 瀕した 病人には、 正確 
な 病名、 ましては 死期な どは 告げられる こ 
とはな く、 病人 自身 も 医療技術を 信頼して 
いるので、 死の 直前まで、 まさか 自分が 死 


かでは 常に 主役であった。 しかし、 現在は、 ぬだろぅ とは 思わない。 そこでは 人間は、 


自分の 死に おける 主役には なれない。 

また、 現在では 多くの場合、 死の 舞台は 
設備の 行き届いた 病院になる ので、 死は ま 
すます 日常から 隔離され、 人目に つかな く 
なつて きている。 

そこには もはや 「メメ ント •モリ (死を 
思え)」 とい、 つ 伝統的 観念は 成り立たない。 


ィニ シエ I シ ョンな き 

時代 

それば かり か、 都会では 最近、 葬式 さぇ 
も あまり 見かけ なくなった。 核家族 化は 進 
み、 長く 病の 床に ある 老人と 共に 暮らした 
り、 その 死に 立ち会っ たりした 体験を もつ 
子どもの 数は 極端に 少ない。 

葬式は 重要な ィニ シエー シ ョン (通過 儀 
礼) であつ た。 身内を 失ぅ 悲しみと、 さま 
ざまな 儀礼を ビジュアルに 体験し、 さらに 
は 大人たち の 非 日常 的な 立 居 振舞いを 見る 
ことができる。 死を 知る ことは、 母親の 保 
護を 離れ、 厳しい 外界に 巣立つ ための 大事 
な 儀礼の ひとつで あつた。 


こうした ィニ シエー シ ョンな き 時代に、 
ィニ シエー シ ョンの 役割りを 「対象 喪失」 

に 求めよう とする ものに、 森 省 二の 『子 ど 
もの 対象 喪失』 (一九 九〇 年) が ある。 

対象 喪失とは、 何 かを 失ったり 何かと 別 
れ たりした ことによ る ショック によつ て、 
悲しみ や 絶望の 感情に 包まれる 体験の こと 
をい う。 

たとえば、 幼稚園に 通^ る 女児が、 今 
までには ない 夜泣きを はじめる。 治療を 進 
める うちに、 この 女児が 「お父さん」 と 名 
付けて 可愛がって いた 金魚が 死んだ ことで、 
ショックを 受けた にもかかわらず、 母親が 
その 女児の 悲しみ や 訴えを 聞いて やらな か 
つたこと、 また 女児が、 父親に 相手に して 
もらえな く 寂し かつた という ことが 分かつ 
てく る。 このように 対象 喪失は、 客観的な 
病 像の 背後に、 個人的な 喪失 体験を 必ず 隠 

している ので ある。 

同じ 対象 喪失で あつても、 大人と 子ども 
とでは 病 像が 異なり、 大人の 場合は 悲しみ 
から 主にう つ 状態を 示す のに 対し、 子ども 


の 示す 病 像は 多彩で あると いう。 登校拒否 
やい じめ、 心身症 や ヒス テリー、 自傷 行為 
や 自殺 企図、 殺意な ど、 子ども 特有の 現象 
の 中に も、 対象 喪失の 体験が 隠されて いる 

という。 

著者は 対象 喪失を、 「個人の 人生を 長期 
にわた つて 揺るがす ような 事態」 と 述べる 
一方で、 この 体験を 積極的に とらえ かえ そ 
うとして いる。 対象 喪失は、 人生の なかで 
避けて 通る ことので きない 別離な どに よる 
悲しみ や 絶望 感を 乗り 超える ことで、 自己 
を 成長 させて いくき つかけ になり うるので 
あり、 それは イニ シエー シ ヨンの 役割に 近 

く、 日本の 場合は、 青年 層に も 適用で きよ 
う 0 


ィニ シエ— シ ョンと しての 

英雄 神話 

ィニ シエー シ ョンは、 分離 (古い 自分の 
集団から 別れる) 丄 移行 (古い 自分の 集団 か 
ら 新しい 自分の 集団へ 行く 過程) 丄 統合 (新 
しい 自分の 集団に 結びつく) の 三 段階から 
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なって いる。 特に 移行の 段階は、 人類学者  る ファミコンの ロール プレイン グゲ ームの 


できない。 画面に 「あなたは 死にました」 


ヴイ クタ 


夕— ナー によれば、 どつ ちつ 


ストー リー は、 まさに これらの 神話 •伝説  と 表示 されても、 ボタン さえ 押せば 何度で 


かずの 状態で あるから、 若者たち は、 生者  を 下敷きに している ので ある。 イニ シエ ー  もた やすく 生き返る ことができる。 終末を 


でもなければ 死者で もない。 また 一方、 生 


シ ヨンな き 時代の 若者は、 一人 テレビの 画  テー マに した アニメの 数々 にしても、 主人 


者で も あり、 死者で も ある。 赤ん坊で も あ  面に 向かい、 ゲーム の 主人公に 「死と 再生」  公は もちろん 死ぬ ことは ない ので ある。 若 


り、 また 遗体 でも あると いぅ。 つまり 象徴 
的には、 若者たち は、 いちど 死んで、 また 
蘇る ので ある。 

これは まさに 英雄 神話 •英雄 伝説の 筋 書 
にも 共通す る。 一人の 英雄が、 日常の 生活 

から、 超自然的な 驚異の 国へ 冒険の 旅に 出 

る。 邪悪な 力に 出会って 危機に おちいる が 

友好的な もの (しばしば 女性) の 助力に 

ょって、 決定的な 勝利を 得、 その 英雄は、 

同胞に 幸福を もたらす 力を もって、 冒険の 

国から 帰って くる。 つまり、 「脱出 i 試練 

丄 帰還」 という ストー リー になつ ている の 

である。 ギリシャの プロメテウス もオデ 

ュツ セイ も、 日本の オオ クニ ヌシノ ミコト 

も、 民話の 桃太郎 もそう した 型に 当てはま 


る 


の ドラマを 演じさせ ている。 


者は、 遊びを 提供して くれる 終末は 求めて 


だが、 そこに 血の 匂いを 嗅ぎと る ことは  はいても、 けつして 個人的 終末、 つまり 「死」 

を 求めて いる わけでは ない。 


社会主義は もとょり、 資本主義 や 核 抑止 
の システムが 大きく 転換し ょぅとし ている 
現在、 未来に 関して 明確な 展望を 示す こと 
はかつ てない ほど 不可能で ある。 それ故に、 
人び とは 「予言」 にす がるので あろぅ か。 
予言は 少なくとも 一九 九九 年までは 破局が 
来ない ことを 保証して くれる ので あるから。 

あるいは 再び メシアの 夢を見る ことにし 
ようか。 それとも、 解決がない ことが 唯一 
の 解決な の だ、 とうなず いてし まおう か。 


コン 「女神 転生 =」 (ナムコ) 
核戦争 後の 東京を 舞台に した 救世主を 


そして 「ドラゴンクエスト ーを 代表と す  めぐる 宗教 的 RPG 
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東大 出の 仏陀、 大川隆 法の 神霊 ゼミ ナ ー ル！ 

了 クシ— 卜式 神霊 テス トの 通靈 削、 神霊 受験参考書 …… 〇 

四百 万 部を 売りつ くす 弱冠 三十 三 歳の ベス ト セラ— 作家が 主 ¥ る 


今年、 また 新しい 宗教法人が 設立され、 
ひとりの 教祖が 誕生す る。 

東大 法学部 出身の 教祖 様で ある。 

この 教祖、 「私は 仏陀の 生まれ変わり」 

と、 昨年 初めて 自分の 正体を 明らかにした。 
ならば、 東大 出の 仏様で ある。 

宗教 関係者に よれば、 二 代 目 以降なら と 
も かく、 東大 出の 始祖は 初めての こと だと 

いう。 

しかも、 年齢は 三十 三 歳。 これ また 初代 
教祖で 三十 代 前半は きわめて 珍しい ケース 


「幸福の 科学」 は 予續型 宗教だった— . 

I 本 和 広— ィタ丄 


である。 

新興宗教の 教祖の 経歴を 見れば、 その ほ 
とん どが 貧困 や 差別、 圧迫と いつたい わ ゆ 
る 不幸の どん底を 体験して いる。 たとえば、 
踊る 宗教と して 知られる 天照皇大神 宫教の 
北 村 サヨは、 五 人の 嫁を いびり 出した 姑の 
もとで 六 人目の 嫁と して 家畜 同様の 扱いを 
受けて いる。 また 世界 救世 教の岡 田 茂吉は 
家が 貧しくて 栄養を 十分 取る ことができず、 
腺病質の 虚弱児 童だった という。 それほど 
の 貧乏を 体験した わけ だ。 


だが、 三十 三 歳の 東大 出の 教祖 様は そぅ 
いつた こととは まつた く 無縁の、 エリー ト 
コース を 歩んで きた だけの 青年、 いや 仏様 
である。 なんだ、 ありがたみがない、 など 
と言ぅな かれ。 この 仏様が 率いる 団体、 既 
存の 新興宗教の 伸び悩みを 尻目に 倍々 ゲー 
ムで 信者を 獲得 中の、 今 最も パワフルな 団 
体な ので ある。 


九〇 年の 三月 十一 日、 千 葉 幕 張 メッセの 
イベント ホー ルで 講演会が 開かれた。 


開演は 一時 三十 分 だとい ぅのに、 すでに 
二 時間 前から 広場に 人が 集まり 始めた。 主 
力は 二十 ft 、 次いで 三十 代。 ひとり ぽ つね 


ん としてい る 若者 もい るが、 連れ だっ て 来 
ている 者の ほうが 多い。 北海道な どの 幟 も 
あり、 遠くから ツアー を 組んで やってきた 
団体 も あるよう だ。 暗い という わけで もな 
く、 といって 明るい わけで もない。 若者が 
多い という 以外に これと いった 特色の ない 
集合体で ある。 開演 時には その 数は 七、 八 
千 人に 膨れ あがり、 イベント ホー ルは ほぼ 


埋まっ た。 

開演と 同時に、 講演が 始まっ た。 司会者 
が 退く と、 宗教 的 儀式 や こけおどしの 
ショー など いっさい なく、 小柄で 小 太りの 
仏様が 壇上に 登場し、 いきなり しゃべり 始 
める。 

「春は まだ 浅く、 その 陽の 光は やわらかく、 
みなさまが たには、 爛漫たる 春には まだ ほ 
ど 遠く 感じられる 今日では ないかと 思い ま 
す。 陽の 光は、 たしかに 季節が 春で ある こ 
とを 物語っ ている のです が、 なぜで しよう、 
まだ 春が 浅く 浅く、 青い ものに 感じられる 
のは。 それは、 私 ひとり だけの 感慨な ので 
しよう か。 それとも、 みなさま もまた 同じ 
ように 感じられる でしよう か」 

春が 浅く 感じられ るのは まだ 三月 だから 
だと 思う の だが、 なかなかの 名 調子で ある。 
森 進 一の ようなし ゃ がれ 声。 原稿な どいっ 
さい 目に せずに、 よどみな く 話す。 抑揚を つ 
けたし やべ り 方は 妙に 人を 引き込む が、 何 
を 主張したい のかは、 さっぱりわからない。 

「なぜ、 あなたがたに 情熱の 灯が つかない 


軎 店に 山積みに される 大川隆 法の 霊 言 集 
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のだろう か。 なぜ、 あなたがたの 心の なか 
に、 神理の 灯が まだ 点らない のだろう か。 
なぜ、 あなたがたは たんなる 言葉と して、 
私の 話を 聴き 続ける のだろう か。 なぜ、 た 
ん なる 活字を 読み 続ける のだろう か。 今と 
いう 時代を、 まだ あなたがたに 伝える こと 
さえ、 私には ゆるされない のだろう か」 
リフレィンを 効果的に 使い、 聞いて いる 
者に とっては かなりの 迫力で ある。 だが、 
内容がない だけに 不謹慎に も 欠伸を してし 
まいそうに なった。 ところが 驚いた ことに、 
通路を 挟んだ 隣の 女性が 泣いて いるので あ 
る。 初めは なんの 音 かわからなかった が、 
次第に その 音は 大きくな り、 泣き声 だと 
知った。 連鎖反応、 集団心理 という やつ か、 
その 周囲で 泣く 人が 増えて いく。 泣ける ょ 
うな ことを 話して いたの か、 あわてて 欠伸 
を こらえて 壇上を 見た。 

「信仰とは、 みなさん、 強制され てす る も 
のではありません。 それは、 自分が 神の 子 
であると いう ことを 知った 時に、 長年 離れ 
ばなれに なって いた 親子が、 子どもが、 父 


を 見、 母を 見、 飛びつ いていって、 抱きつ 
いて 泣く 姿が、 それが 信仰な のです。 そこ 
に 一点の くもり も、 一点の 迷い も、 あって 
はならない のです。 それは、 真実な のです。 
赤裸々 なのです」 

やっぱり、 何を 言って いるの かよく わか 
ら ない。 信仰は 強制され てす る ものでは な 
い、 そんな こと 当たり前 だろ。 それで 何が 
信仰で、 何が 真実な のかと 言いた く なって 
しまうよ うな 話 だ。 だが、 隣の 女性の 泣き 
声は さらに 高くな ってい く。 

講演が 終わっての 帰りみ ち、 ふたりの 男 
女が ひとりの 女に、 

「会に 入って 幸せに なろう よ。 僕は この 会 
に 入って 怒り っぽい 性格が 直った し、 なご 
やかな 気分に なれたん たよ」 

ますます わからなくなる ばか りだつた が、 
後日、 ある 新興宗教の 幹部に この 話を する 
と、 

「信じて しまう と、 話が 自分の なかに 入り 
こんで しまい、 過去を 思い出したり、 自分 
を 反省した りする ようにな るんで す。 それ 


で 自然と 涙 か 出て くるんで すよ。 べつに 不 
田 心議な ことで もない のです」 


幕 張 メッセ ィベント •ホー ルに 七 千 人を 
集め、 二 時間に わたっ て滔 々とし やべ り 続 
けた、 初の 東大 出の 教祖 様。 その 名を 大川 
隆 法、 その 大 川が 主宰す る 団体を 「幸福の 
科学」 という。 

「大 川隆 法」 が 宗教 界で 注目され るよう に 
なった のは、 その 著書の 多 さと 売れ行きに 
よる。 

なにしろ、 この 四 年 近くで テキストを 含 
め 百 四十 八册の 本を 出した ので ある。 一年 
間に 換算 すれば 三十 七 冊。 一力 月で 三 冊の 
ハィス ピ— ドで ある。 テキスト 類を 別にし 
て 一力 月 二 冊と すれば 毎日 四百 字 X 二十 五 
枚の 原稿を 書き続け ている ことになる。 人 
にもよ るだろう が、 大 川の マス 目 一力 月 分 
は、 原稿料を 糧 としてい る 人の 一年間 近く 
に 相当す る。 マルクス、 赤 川次郎 顔負けの 
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量で ある。 

その 本の 半数 近くは、 過去の 偉人たち の 
霊 言 集、 霊 示 集で ある。 わが 氏は 特異な 才 
能を 持ち、 故人の 霊を 呼び寄せる ことが で 
き、 自分の 口を 通して その 霊に しゃべらせ 
る ことができ るので ある。 たとえば 、昨年 
出版した 『悪霊 撃退 法』 では ミカエル、 ェ 
ドガ！ ケ イシー、 坂 本 竜 nr モーゼ 、出 


大川隆 法の 「説法 自由自在」 シリ— ズ は' 
受験 参考 害 「自由自在」 から 命名？ 


口 王 仁三郎 などの 霊が、 悪霊 撃退 法を 語っ 
ている。 後述す るが、 こうした 霊 言が 多く 
の 信者を 獲得す る 武器に なった ことは 指摘 
して おく。 

売れ行きの ほうは どうか。 

神 田に ある 書 泉 グランデの 担当者に よる 
と、 

「三年 前の 夏から 置き 始めた のです が、 新 
刊が 出る と、 一力 月に 百册 から 百 五十 冊は 
出ます ね。 ええ、 ベスト 3 以内には いつも 
入ります よ。 そして、 売れ行きの 鈍い もの 
でも 月に 二十 册は コンスタントに 売れて い 
く。 だいたい、 宗教 関係の 本の 場合、 組織 
の 力に よつ てまと め 買いを して、 ベスト テ 
ンに 入る ようにす る。 それで、 売れて るん 
だと 誇示す る わけです が、 大 川さん の 本の 
場^！、 そんな ことは 全然ない」 

同書 店では 二階の 売場で 扱われ、 「大川 
隆 法の コーナ ー」 の 看板の 下に 三、 四十 種 
類が 平 台に うず 高く 積まれて いる。 担当者 
は 続ける。 

「これまで 最も ハイス ピ ー ドで 本を 出す 人 


は 赤 川次郎 さんで したが、 それを はるかに 
超える 早 さです よ。 果たして ひとりで 書い 
ている のか、 ちよつ と 信じられない。 著者 
大川隆 法と あつても、 私ら 顔 も 見た ことが 
ないで しよ。 だから、 本当は、 大川隆 法な 
んて 人は 実在せ ず、 グル— プで 書き まくつ 
てい るん じ やない かと 噂して るんで すよ。 

えつ、 講演会で 見たん です か、 へ一、 実在 
す るんで すね」 

「幸福の 科学」 の 機関紙に よれば、 これ ま 
で 四百 万 部が 売れた という。 当事者 発表の 
数字 だが、 これを 裏付ける ように 取次ぎ の 
日販 でも 「『常勝 思考』 という 本は 二十 五 
万 部は いつて います」 という。 また、 出版 
元の ひとつ 土屋 書店で も 「四百 万です か、 
ちよつ と 多め の 発表 だけど、 そんなに 間 
違つ てはいない」 という。 

「幸福の 科学」 の 普及 活動の 柱は、 出版 活 
動と 講演会で ある。 他の 新興宗教 団体の よ 
、っに 戸別訪問 や〃 キャッチ セ ー ルス" をす 
る わけでは ない。 四月 以降の 講演会は 神 戸 
(七 千 人)、 広 島 (四千 人)、 千 葉 (一万 二 千 21 


人)、 札幌 (四千 人)、 盛 岡 (五 千 人)、 名 古 
屋 (五 千 人)、 千 葉 (一万 八 千 人) と 続く。 「幸福 
の 科学」 の 会員が 友人 •知人を 誘う わけ だ 
が、 他の 宗教団体と 大きく 異なる ところは、 
講演会の チケットが 「チケットび あ」 で 売 


生まれ変わりと 自称す る、 あるいは 霊が 語 
ると いうのは べつに 珍しい ことで もない の 

だが、 東大 法学部 •三十 三 歳 •月に 二 冊の 
新刊 •四百 万 部 •ぴ あ、 どれを とつても こ 
れ までの 新興宗教には ない 字句 ばかりで あ 


しかも、 大 川が 「幸福の 科学」 (任意団体) 
を 設立した のは、 わずか 四 年 前の 八 六 年 十 
月の こと。 大 川を 含め 四 人からの 出発で 
あった。 それが 今や 百 人の 職員に 一万 五 千 
人の 会員。 四 年間で 約 四千 倍、 ネズ ミ講も 
真っ青の〃 ゴキブリ 講 "とで も 呼べそぅ な 
超 急成長ぶ りなので ある。 

「幸福の 科学」 は 西 荻 窪の 会員の 自宅 六 畳 
間を 借りて スター ト した。 今では 都心の 
等 地に ある 二十 六 階 建ての 紀尾伊 町 ビルの 
ワン フロア (四 階) に 本部を 構え、 全国に 
九つの 支部を 持つ までに 至ってい る。 紀尾 
伊 町 ビルの 家賃は 月額 二 千 百万 円と いぅか 
ら 、事務所の 発展ぶ り も すさまじい 限りで 
ある。 「問題は 金主。 いったい 誰が 金を 出 
している のか。 新興宗教の スポンサー に 多 
い 土建屋 か」 とよから ぬ 噂が 立つ ほど だ。 

いったい、 大川隆 法とは 何者な のか。 「幸 
福の 科学」 の パンフレット にはこう 書かれ 


られ ている こと だ。  る 
なんとも 面妖では ないか。 過去の 偉人の 
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ている。 

「昭和 三十 一年生 まれ。 東京大学 法学部 卒 
業 後、 大手 総合商社に 勤務し、 ニュ ーョー 
ク 大学に て 国際 金融 論を 学ぶ。 昭和 五十六 
年 三月 二十 三日、 _ らの大 いなる 使命に 目 
覚め、 その後 昭和 六十 一年 七月に 退社。 独 
立して〃 正しい 心の 探究" を 目的と する 神 
理の 学習 団体を 設立す る」 

これに 付け加えれば、 いろんな 霊を 呼ぶ 
ことができる のが 大 川の 特徴で、 八 九 年に 
は 『仏陀 再誕』 を 著し、 仏の 生まれ変わり 
だと 自ら 宣言した という ことにな ろうか。 

しかし、 具体的な ことは 三十 一年生 まれ、 
東 大卒 以外 わからない。 そこで、 「幸福の 
科学」 に ィンタビュ ー を 申し込んだ。 しか 
し、 取材は いっさい 受け付けない という。 
正式な 会員 数と か 書籍の 売れ行き といった 
差し障りのない 質問に も、 事務局の 担当者 
は 「私と しては 答えたい のです が、 上の 命 
令で いっ さい 応じるな という 話な ので。 申 
しわけありません」。 命令した のは 大川氏 
かと 問う と、 「そうです」 という。 すべて 


を 受け入れる はずの 仏様な のに、 である。 

ある 新興宗教の 幹部は、 

「妙なん です ょ。 大 川さん の 顔写真は いっ 
さい 世間に 出て いないの です。 ふつぅは 教 
祖の 顔を 売り物に する のに。 顔が 出て まず 
いこと でも あるの かと 勘ぐ つてし まいます 
ょ」 

あわてて 機関 雑誌 (月刊) の バック ナン 
バ ー をめ くって みると、 たしかに 顔写真が 
ない ので ある。 もちろん 百 五十 冊 近い その 
著作に も 写真は まったく 見つからない。 講 
演の 風景 写真は あっても 弁士の 顔は 巧みに 
外されて いる。 九〇 年の 五月 号に、 初めて 
横顔が 載った だけで ある。 

大川隆 法を 仏と 信じ 切つ ている 現 会員は 
ともかく、 元の 会員に 聞いても 大川 隆法自 
身に ついては パンフレット 以上の ことは 知 
らな いという。 


ならば、 調べて みるし かない。 


仏様で あられる 大川隆 法、 本名を 「中 川 
隆」 という。 中を 「大」 にし、 隆に 「法」 
を 加えて 「大 川隆 法」 にした のであろう。 
昭和 三十 一年、 徳島県 麻 植郡川 島 町で、 父 
忠義、 母君 子の 次男と して 生まれる。 讃岐 
山脈と 剣山 地に 狭まれた 吉野 川沿いに 生家 
が あり、 「夜、 ィタ チが 寝床の 横を 通る ほ 
どの 田舎だった」 という。 

「幸福の 科学」 の 顧問 •善 川 三郎は 『わが 
悟りへの 道』 のなかで、 

「それから まもなく 一九 八 一年に、 大川隆 
法 先生との 出会いが 始まった ので ありま 

す」 

と 記して いるが、 実は この#! 川、 中 川の 
父親 忠義な ので ある。 実の 子どもを つかま 
えて 出会い もく そ もない ものた が、 それは 
ともかく 中 川が 宗教に 触れた 時期は、 多分 
に 装飾され ている であろう 本人の 言葉 (『平 
凡からの 出発 J) から 借りる しかない。 

中 川に 宗教の 影響を 与えた のは、 父の 忠 
義 であった。 大正 十 年生 まれの 忠義は、 十 
代の 後半に キリスト教、 二十代には 谷口雅 
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春の 生長の 家、 五十 代の 後半に 教祖 高 橋 信  をいだ き、 そのために 小学校 時代から 夜中 
次が 主宰す る GL A の 影響を 受けた という。 の士 一時まで 机に 向かう という ほど、 人 一 


戦後の 一時期には 共産主義 とも 関わって い 
る。 多感な 人で あったら しい。 その 忠義は 
每晚 のように、 子どもに 向かって 宗教に 関 
する 話を した。 そのために、 幼い 頃から 「霊 
が 存在す るのは 当然の こと」 と 思っ ていた 
という。 

父親が 中 川 少年に 与えた 影響は、 宗教 ば 
かりではなかった。 それは 「常勝 思考」 なら 
ぬ 「一流 思考」 であり、 強烈な 向上心 だっ 
た。 忠義は いつも 次のように 励ました。 

「どんな 田舎の 学校で あっても、 どんな 小 
さな 学校で あっても、 一番 だけは 違うよ。 
二番から 下の 人は そうでない かもしれ ない 
けど、 一番 だけは どんな 天才が いるか も わ 
からない よ。 どんな 田舎に おいても、 どん 
な 小さな 学校で も、 一番 だけは 値打ちが あ 
るか もしれ ない よ」 

四 歳 年上の 兄 (京 大卒と いう) は 頭脳 明 
晰 だった が、 中 川は それほど 頭が いいと い 
、つ わけではなかった。 兄に コンプレックス 


倍 勉強した。 

その 甲斐 あって、 小学校の 六 年生になる 
と、 学校で 一番の 成績と なった。 

この 一流 思考の 行きつ く 先は、 エリー ト 
コース の 道で ある。 地元の 中学校を 卒業す 
ると、 徳島 市に ある 進学 校、 城 南 高校に 入 
学す る。 高校 時代は どうだった のか。 

中 川隆の 「いま」 を 伝える と、 高校 三年 
生のと きの 担任は 「えっ」 と 驚き、 次の よ 
うに 語った。 

「あの 中 川 君が。 おとなしい 子で、 けっし 
てリ ー ダ ー シップを 取る ような タィプでは 
なかった。 目立たない 地味な 感じ、 意思 表 
示 もは つきり しない、 どちら かとい うと や 
ぼったい 感じだった な あ。 県下の 優秀な 子 
が 集まる ような 高校でした から、 頭の ほう 
も 目立たなかった、 シ ヤープ では ありませ 
ん でした。 しかし それにしても、 宗教と か 
そういつ たこと に 興味が あるとは 思えな 
かつた な あ I 


担任から 紹介して もらっ た クラ スメー ト 
に 聞く と、 ひとりは 「中 川？ あ一、 いた 
いた。 おとなしくて 目立たない やつだった 0 
ほかに 印象って 言われても、 それぐ らいし 
か 記憶には ないです よ」 と 言い、 もう ひと 
りは 「中 川なん てまっ たく 記憶に ありませ 
ん」 と言う。 

一流 思考を 叩き こまれ、 高校 時代は とも 
かく、 町では 一番であった 中 川が 狙った の 
は 当然、 東大であった。 大川 自身は 「どう 
したわけ か 東大に 入れた」 というが、 実は 
二浪 して 東大に 入って いるので ある。 一流 
思考の 中 川に とって、 何浪 しようが、 東大 
以外は 考えられなかった のであろう。 学科 
は 法学部の 政治学 科であった。 

十七、 八 歳から 二十 二、 三 歳の 間に 挫折 
の 体験を した ことがある というが、 この 挫 
折とは おそらく 東大 受験に 二度 失敗した こ 
とを 指す のであろう。 八 七 年 九月 号の 機関 
雑誌には 「私自身、 十代 後半から 二十代 前 
半には、 自分の 頭の 悪さには ずいぶん 悩み 
ました」 と 書いて いる。 田舎では 一番で 
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あつたのに 城 南 高校では それほどの 成績を 
上げられな かつた こと、 そして 受験の 失敗、 
東大での 成績の 悪さな どが 悩みの種 であつ 
たよう だ。 


大川隆 法 (中 川隆) と 付き合いの あった 
ある 出版 関係者は、 中 川を 評して、 「強烈 
な コンプレックスと 強烈な 上昇 志向の 持ち 
主」 と言ぅ。 

コンプレックスを 最初に 抱いた のは、 身 
体に 対してで あった。 

「小学校の 上級生で 超 肥満 体と なった 私は、 
いつも LL の 短 パンを はいて 体育の 授業に 
出て おりました が、 飛び箱、 鉄棒、 逆立の 
三種 目は、 私の 顔を 恐怖で ひきつら せまし 
た。 しかし、 私が 最も おそれて いたのは、 
夏、 すなわち プー ルの 季節でした」 (八 七 
年 九月 号) 

その コンプレックスを 頭で カバー しよう 
とした。 夜 遅くまで 必死で 勉強を した こと 


は、 そのこと も 影響した の だと 思われる。 

しかし、 それにしても 東大まで 出て 「頭 
の惡 さ」 を 嘆かなくても、 とふつう の 人は 
思う だろう が、 一流 思考は 比較の 思想を 本 
質と する が ゆえに、 東大で あっても 東大で 
の 成績は 気に かかる。 一番になる 以外に 解 
放されな いのが 「一流 思考」 なので ある。 
コンプレックス について 言えば、 音痴、 そ 
して 異性に 対しても 抱いた よう だ。 顔写真 
を 出さなかった のは、 べつに 深い 意味が あ 
る わけでは なく、 あんがい 容貌に 対する コ 
ンプ レックスの せいだった のか もしれ ない。 

東大を 八 一年に 卒業す ると、 総合商社 
「ト ー メン」 に 入社す る。 ここで、 ト ー メ 
ン という 会社の〃 偏差値" が 問題と なる。 
一部 上場 企業と いう 意味では" 一流〃 なの 
だが、 商社 業界で みると" 一流で も 下の ラ 
ンク "という ことになる。 一流 思考の 彼の 
第一 志望が 卜— メン であった かどう か。 

それは おくと して、 入社 直 i 刖の 三月 二十 
三日、 本人に よれば、 「巨大な 霊的 能力に 
目覚める」 ことになる。 


「忘れ もしない、 昭和 五十六 年の 三月 二十 
三日の 午後の ことだった と 思います。 何者 
かが 自分に 伝えようと している という 感覚 
に 打たれた のです。 そうして 書く ものが な 
いかと 周りを 探して、 机の 横に あった カー 
ド 用紙を 手に とった のです。 そして その 
カ ー ド 用紙を 目の前に おくと、 私の 手 か 11 
人の ように 動き 始めました」 

最初の 霊 人は、 日蓮 聖人の 高僧の ひとり 
日 興 上人。 その後に 日蓮 聖人が やってきて、 
やがて 「自動 書記で 通信を 送って いた 霊た 
ちが、 今度は 私の 声、 声帯を 通しても 語る 
ことができる」 ようになっ たという。 つま 
り、 商社 マン 時代は さまざまな 霊と 通信を 
交わして いた ことになる。 

だが、 八 五 年から 一年 余り 卜— メン名 古 
屋 支社で 一緒に 働き、 同じ 寮に 住んだ こと 
の ある 商社 マンは、 次のように 言、 っ。 
「よくで きる かたで、 テキ パキ とこな して 
いました。 とにかく 本を 読む のは 異常に 早 
く、 仕事の ある 日で も 一日に 三 冊と いった 
驚くべき 早 さでした。 文章を 書く の も 早 


会報 「幸福の 科学」 で 初めて 公開され た 大川隆 法の 素顔 


かつた。 寮で いろんな 話を しました よ。 政 
治と か 哲学に ついて、 あるいは 卜— メンを 


発展させる ための 方法に ついて。 だけど、 
{示教の 話は いつ さいありません でした。 ま 
さか 宗教団体の 教祖になる なんて、 その 当 


時には そぅいぅ 雰囲気は まったくなかった 
な あ。 有能な 商社 マンと いう 感じでした」 
大川隆 法は、 八 六 年の 春に 東京 本社に 戻 
るが、 その 数 力 月 後に 退社して いる。 
「人間関係の ト ラブ ルが 原因 だと M いて ま 


す。 仕事が できる ため、 出る 杭は 打たれる 
で、 上司と ぶつかり、 それで 辞める ことに 
なった のでは」 

その あたりの ことを 彼 自身は、 二 年 前に 
こ、 っ 書いて いる。 

「自分が 認められたい という 気持ち、 人よ 
り 優れたい という 気持ち、 エリー トに なり 
たいとうい 気持ち、 そうした 気持ちが あり 
ました。 これ ゆえに、 さまざまな 苦しみを 
つくつ た ことがありました」 

「S 分の 神性と しては かなり 高い ものに 目 
覚めて いながら、 日本の 社会と いう ものは、 
新入社員、 あるいは 入社して 間 もない 人間 
という ものを、 まつ たく 兵隊と してし か 扱 
ってい ない。 そうした 現実に 気がついて 
いった わけです。 この 日本的 年功序列の 世 
界 、こうした ものに 対して 非常な 疑問と い 
う ものを 感じて いきました」 

まあ、 簡単に言えば、 俺は 東 大卒で、 エ 
リ 仕事は よくで きる のに、 なぜ 兵隊 
扱いを 受けなければ ならない のかと いう 不 
満 である。 その 不満が 「人間関係の 軋櫟 一 
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となつ たといぅ わけ だ。 ょく ある 話では な 
ぃか。 

大川隆 法の 教えに、 「執着心を 捨てょ」 

というの が あるが、 「エリー ト への 執着」 
を 捨てよ、 と 自分に 言い聞かせて いるよう 
な もの だ。 


トー メンの エリ— トコー スに 絶望し、 執 
着す る ことを 捨てた 中川隆 は、 大川隆 法と 
なつて、 「幸福の 科学」 を 設立す る。 

大 川の 著作の 出版に 携わつ たことの ある 
関係者は おもしろい 見方を する。 

「もし、 卜— メン ではなく 三 井 物産で あつ 
たら、 大 川さん は そのまま 商社 マンを やつ 
ていたの ではない か」 

今でも 「幸福の 科学」 と 関係して いる 人 
の 発言で ある。 もし、 この 見方が 正し けれ 
ば、 「三 井 物産なら エリー ト心を 満たす こ 
とがで き、 h -I メン ならば とんとん 拍子で 
出世し なければ 満足で きなかった」、 そし 


て 「こんどは 宗教の チャンピオンを 目指 
す」 という ことにな ろうか。 

脱 サラ 後、 数々 の 霊 言 集を 発表す る。 

最初は 父親で ある 善 川 三郎が 霊媒 者で あ 
る大 川に 問答す ると いう 形で 発表した。 出 
版 社は 潮 文 社、 題名は 『日蓮の 霊 言』 であっ 
た。 編集者は こう 話す。 

「善 川さん が 原稿を 持って こられた。 読ん 
でみ ると なかなか おもしろ いので、 出版し 
ょうとい うこと になつ た。 本当に 日蓮の 霊 
か 語った もの か、 です か？ そんな ことは 
証明し ょうがな いから、 わが 社の方針では 
内容が おもしろ いかどう か、 真面目な 気持 
ちで 書かれた もの かどう かで、 判断して い 
ます」 

日蓮の 後は 空 海、 キリスト、 天照大神、 
ソクラテス、 坂 本 竜馬、 卑弥 呼、 孔子と 続 
き、 GL A の 高 橋 信 次、 生長の 家の 谷口雅 
春、 内村鑑 三、 親鷥 、ピカソ、 モーゼ 、ミ 

カエ ル、 ニュ— トン。 あらゆる 霊が 大 川の 
頭を かけめぐ つた。 忙しい 限りで ある。 

本当に 霊は 存在し、 わが 大 川の 口から 霊 


がし ゃべ るの か。 それにつ いては、 宗教学 
者に 判定を 頼む 以外に ない。 しかし、 霊 言 
が大 川の 口から 発せられ、 それを テー プに 
録り 原稿に する、 あるいは 自動 書記で 手が 
ひとりでに 動き、 次々 と 原稿が できあがっ 
たもの だと すれば、 古代 中国語、 古代 ギリ 
シャ 語、 古代 日本語、 フランス語の テー プ、 
原稿を 是非 見て みたい ものである。 出版社 
の 担当者 も 見た ことがない という。 

本当に、 大 川は 霊媒 者な のか。 大川 自身 
も 「立証で きない」 というから、 あとは 信 
じる か 信じない かで ある。 ところが、 読者 
の 一部は 信じた ので ある。 大川 自身が 日蓮 
に、 あるいは キリス トに、 釈迦に、 高 橋 信 
次に 見えた わけで ある。 

信じる 者は 強し である。 たとえば、 『悪 
霊 撃退 法』 の I 節を 紹介す ると、 

「あ一、 竜馬 じ ゃ。 みなの 者は、 元気で やっ 
とる か、 う一 ん 。まあ、 こんた び、 なに や 
ら 知らん が 悪霊の 撃退 法を つく るって いう 
ん で、 まあ 毛色の 変わつ たの も、 一人 ぐら 
いはし やべ つても いい じ やない か、 とま あ 
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言われて、 なんで わしが 出て くるの かょく 
わからん が、 しかし 出ろ と言われて 出ない 
わしで もない」 (坂 本 竜馬の 章) 

「はい、 高 橋 信 次です。 みなさん、 こんに 
ちは一。 またこう いうかた ちで、 お 目に か 
かれて 嬉しいです 。悪霊と あっち や あ、 私 
が 出ない わけには いかないで しよう」 (高 
橋 信 次の 章) 


といった 具合な ので ある。 信じる 者は 幸 
福と いうべき か。 


書物に よって 信者を 獲得す ると、 東大 出 
の大 ill らしい 入会 資格 条件を 発案す る。 


十 冊 以上の 本を 読み、 それを もとに 論文 
を 提出す る ことを 「幸福の 科学」 の 会員 要 
件と したので ある。 もちろん、 合格し なけ 
れば 会員 (月 会費 二 千円) になる ことは で 
きない。 試験 選抜に よって 信者の 入門を 決 
めた のは、 世界の 宗教団体 多し といえ ども 
前代未聞の ことでは ないか。 いかにも 受験 


に 苦しんだ 教祖ら しい アイディア である。 

会 貫に なっても 各種の 勉強 会が あり、 そ 
こで も 次々 と 新刊 本を 読まなければ ならな 
い。 また 「幸福の 科学」 の 講師になる にも 
試験、 試験で ある。 

出版 関係者は いう。 

「二つの 点で 画期的で すよ。 ひとつは 本を 
読まなければ 八 吾 貝に なれない から、 本が 確 
実に 売れる という こと。 もう ひとつは 会員 
の 質が 高くなる という ことです。 それに、 
他の 新興宗教の 信者より 勉強して いると い 
う 自負心 も 会員の 心に めばえる . 」 

「幸福の 科学」 を 出版社と して 見れば、 実 
にうまい 組織化を 考えた といえ よ、 っ。 実際、 
八 八 年の 十二月から 自前の 出版社で、 営業を 
開始して いる。 

八 九 年には 全国 共通一次試験 ならぬ 全国 
統一 神 理学 検定試験と いうのを スター トさ 
せた。 その 意義に ついて 次のように 書かれ 
ている。 

「幸福の 科学の 広大な 正 法神理 体系を 正し 
く理脾 する ために、 またとない 素晴らしい 


企画で ある この 試験は、 数年 後には 世の中 
で 最も 権威 ある 試験と なる でしょう」 

最も 権威 ある、 か。 執着を 捨てよ と 言い 
ながら 権威に 執着せ よと いう ことなの か。 
どんな 試験な のかと 言えば、 

「次の 各 文に ついて、 正しい 場合には 解答 
用紙で A を 選び、 誤ってい る 場合には E を 
選んで ください。 

(1)  太陽系に 最初の 生命が 誕生した のは 
美しき ヴィー ナスの 星、 金星が できてから 
です 

(2)  アモー ルの 三 提案の なかには、 守護 
霊に ついての 提案は 特に 含まれて いない」 
などと いった 設問が 五十 ほど 並んで いるの 
である。 

これを つくった ときの 大 川は、 東大の 教 
官 になった つもりで、 さぞ かし サディズム 
と 恍惚 感に 包まれて いた ことで あろ、 っ。 あ 
る 新興宗教の 広報 担当者は、 
「かわいそうです よね。 試験、 試験です か 
ら ね。 若い 人は いいとしても、 老人に とつ 
て i た ハ へんです よ」 と 会員に 同情す る。 
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宗教団体と いっても、 装置 や 儀式が ある 
わけでは ない。 あるのは 仏陀を 自称す る教 
祖 大川隆 法と、 彼が 書いた といぅ 本 だけで 
ある。 したがっ て、" 神理 々を 普及す るに 
は、 本を 普及 させ、 知人 友人に 十 冊 以上の 
本を 読んでも らい 会員に する 以外に ない。 
そこで、 会員は 書店を 回リ 、平 台に 置く よ 
うに 頼む ので ある。 読者が 書店 回りを する 
の だから、 きわめて 効率的 だ。 


おもしろくな いのは、 高 橋 信 次が 開いた 
GLA、 と 谷口雅 春が つくった 生長の 家で 
ある。 自分たち の 創始者の 霊が 大 川の 口を 
通して 話す といぅから、 「にがにがしく 
思って いる」 {生長の 家) のは 当然の ことで 
ある。 しかも、 高 橋 信 次の 生前の 著作 集の 
横に、〃 霊媒 者" 大 川が 書いた 「高 橋 信 次 
霊 言 集」 「高 橋 信 次の 天国と 地獄」 などの 
本が 十五 冊、 谷 口の が五册 並んで いる。 

「、っちの 出版物の 内容を 無断で 引用して い 


219 


るの だから、 著作権法 上から も 問題が ぁる 
のでは ないかと 思っ ています」 とは、 生長 
の 家の 講師の ひとりの 言葉で ぁる。 

生長の 家では 内容証明 書を 送りつ け、 中 
止を 勧告したら しいが、 反応は まったくな 
かった という。 このと き、 「幸福の 科学」 

の 本部では 対応策が 協議され、 「今後と も 

『忍 辱』 の 姿勢を 取る ことが 最善の策」 と 
いう 結論に なった。 

霊が なせる 技で なければ、 無断 盗用は 著 
作 権 法で たちまち 引っ掛かる。 だが、 「私 
が 勝手に 書いた ものでは なく、 谷口雅 春の 
霊が 私の 手を 使って 書いた」 と言われれば、 
果たして 裁判の 俎上に のぼる かどう か。 悪 
く 言えば、 霊を 使えば 法の 網 もく ぐる こと 
がで きる。 両 団体が にがい 思いを している 
のは、 無断 引用 ばかりでなく、 生前の 教え 
を 「勝手に 解釈して いる」 こと だ。 しかし、 
これ とても 「生前は そのよう に 言つ ていた 
が、 霊の 世界に 入って から 考えを 改めた」 
と言われれば、 それ 以上は 追及で きない。 

「幸福の 科学」 と 大川隆 法を 批判的に 見る 


人は、 こう 指摘す る。 

「彼の 霊 言の 特徴は、 教えを 書物に 残した 
人の 霊が 多く 登場す る ことです。 おそらく、 
本を 読んで 自分な りに 解釈して、 霊が しや 
べつて いるよう にして いるのに すぎない の 
では。 まだ 原典と 彼が 書いた ものと を 比較 
する^^ はして いません けど、 ちよつ と 見 
た 道元に ついては 明らかな 間違いが あった 
し」 

これ か 真実なら、 何 1 でも 本を 出す こと 
が 可能と なる し、 毛 沢 東で あれ 夏目漱 石で 
あれ、 どんな 霊 だって 登場させる ことが で 
きる。 別の 宗教 研究家は、 ようするに" 孫 

引き" だとい う。 

「彼の フスト ラダ ムスの 新 予言』 を ちらっ 
と 読んで、 おかしい と 思いました ね。 だっ 
て 五島 勉 さんか 書いた ものを そのまま 引用 
してる からです。 五島さん の 誤訳 かその ま 
ま 彼の 本に 出て いるんで すから ね」 

まだ 「幸福の 科学」 と 大川隆 法を 研究し 
でい る 宗教学 者は いないよう だが' 「幸福 
の 科学」 がさら に 大きく なれば、 大 川の 霊 


言 集が 原典と 翻訳 本に 照らし合わせて 分析 
される ことは 間違いないだろう。 そのと き 
になつ て、 あわてない ことを 祈る ばかりで 
ある。 

とまれ、 いま 「幸福の 科学」 では 千 冊の 
著書の 発行と 千 五 百万 部の 販売を 目標と し. 
ている。 それと ともに、 今年 中に 宗教法人 
を 設立し、 法人 格と して 大 川は 教祖に なろ 
うとして いる。 

「千 冊と いうのは 生長の 家の 谷 口先 生の 著 
作 活動を 凌駕した いという ことなの です」 

と 関係者は 話す。 比較に とりつかれ、 一流 
思考に 囚われた わが 教祖は、 なかなか 「無」 
の 境地には 達して くれない。 

「六 畳 一間から 出発した ときから 比べる と、 
大 川さん 自身、 明らかに 変質して きてい 
る」 

と 指摘す る 人 もい る。 それは 大 川への 呼 
称の 変化に 見られる という。 最初は 「大川 
さん」 次いで 「大川 先生」 そして 「大川 主 
幸」、 今は 「大川 主宰 先生」 と 呼ばれて い 
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る。 さらに、 最近では、 講演の 席に 特別席 
が 設けられる ようにな つた。 普通は 二 千円 
だが、 教祖の おそ ばで 聞きたい 人は 七 千円 
という。 自分の 子どもは ィザ ナギの ミコト 
の 生れ 変わり だとまで 言つ ている らしい。 

卜— メン 退社 直後の 中川隆 は、 エリー ト 
意識からの 訣別を 誓い、 そのよう に 振る ま 
い、 教え も 説いた。 しかし、 少年 時代の 一 
流 指向と いう 「旧 社会の 母斑」 を ひきずっ 
たま まの 誓いは、 「悟り」 の 境地に までは 
とうてい 達して いなかつた。 それゆえに、 

「執着を 捨てよ」 どころ か、 ますます 権威 
に 執着して いくので ある。 

にもかかわらず、 大 川を 信じ、 「あの世の 
ある」 ことを 信じる 人は 増えて いく。 可を 
信じて いいの かわからない 世の中な ので あ 
ろう。 「全 共闘 世代で 左翼 活動を やって い 
た 人が 突然 大 川に 狂い 出した」 と 知人が も 
らした。 社会主義に 全 存在を かけて いた 者 
に とっては、 昨今の 社会主義 国家の 変貌を 
見て、 「信じる」 ことの 拠り所を なくした 
のであろう。" 科学〃 から 裏切られれば、 そ 


の 反対の 地平に 走る の もむ ベなる かな、 だ。 

信じる ことは 美しい のか もしれ ない。 し 
かし、 「それは 怖い こと だ」 と 新興宗教の 
団体の 幹部が 言う。 

「信仰は 信じる こと だが、 しかしたん にが 
むし やらに 信じる ことでは なく、 自分の 価 
値 観を つくっ ていく ことなん です。 信じて、 
それが まったくの 嘘であった ことが わかっ 
たと したら どうなります か。 精神が 破壊 さ 
れ るなん て もんじ やないで すょ」 

会員の 資格 要件と なる 「十 冊 以上の 読 
書」 を 実行した。 しかし、 何が 会員を 魅き 
つける のか、 さっぱり 分からな かった。 

「きれいな 心に なりなさい」 とか 「人を 愛 
し、 人を 生かし、 人を 許しなさい」 あるい 
は 「悟り こそ 最高の 幸福で ある」 とか、 ょ 
うする にこれ までさん ざん 言われて きた、 
手垢に まみれた ことし か 伝わっ てこない。 
読む 側の 頭に 問題が あるの かと 思った が、 
四十 冊 以上の 大 川の 本の 出版に 関わって き 
た 人 も 言う。 

「彼の 本は 売れる から 出して いるんで す 


が、 私 も 彼が 何を 言いた いのかわ かりませ 
ん よ。 だいたい 神理を 普及し ましようと 言 
うけ ど、 原稿を 何度 読んでも 神理 ってな 一 
にって 言いた くな っち やう。 似た ような こ 
とば かりで。 そのため か 最近は 量産 主義を 
改め、 点数を 絞って いくとい う 方針に 変え 
たそうです。 ネタ かつきたん と 違う かな あ」 
それでも、 東大 出の 仏様、 出版 ビジネス 
の 神様は、 今日 もど こかの 講演会 場で、 
「過去、 一途に、 まっし ぐらに、 誠実に、 
正直に、 怠ける ことなく、 力の かぎり 歩ん 
できた 人間と して、 私の その 生き方が、 神 
を 語る ものの いたずら によって 翻弄され て 
いるとは 思えない のです (翻訳 すれば、 頭 
の 悪さ、 超 肥満 体、 音痴 にもかかわらず、 
真面目に 勉強を し、 二度の 東大 受験に 失敗 
したけ ど、 見事 東大 法学部に 入り、 東大で 
の 成績は 優秀ではなかった けど、 ト ーメン 
で 力の 限り 商社 マンと してがん ばった …… 
という ふうに 聞こえて くるけ ど)」 

と 語り 続ける ので ある。 

(文中 敬称 略) 
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② 

望 

展 

教 

宗 

ン 


「大 霊界」 とは 

何だった のか 

r ■蠢す る @ 代：！： 本に 抗し ぇな い仏教 を ■ 
3 哲郎か 件 かす！ 


島 田裕巳 


(宗教学 者) 


で 映画の 「御利益」 といぅ ものが  死んだ ことに 納得で きない。 彼は 
宣伝され た ことがある のか わから 幽体と なつて 刑務所の 外に 出て、 
ない が、 どこか いかがわしい 宗教 護送車の 運転手のから だに 入り込 
団体の 勧誘の 手口に も 似て いる。 み、 車を 滅茶苦茶に 乗り回す。 パ 
しかし、 それが 効いた という こと  卜 カー との 追い 駆けつ こになる が 


ly-l  ォズ 1, メ. > し，'  こ〜  卜 力 I との 追い 駆けつ こになる か、 
いた。 考えてみれば、 『大 霊界』  は、 観客が 単に 娯楽を 求めて いる 誰も 死者が 運転して いるとは 思わ 
には 『お 葬式』 や 『八月の 鯨』 と だけでは なく、 もっと 別の 「何 か」 ない。 そして 岡 本は、 喫茶店で 自 
共通点が あった。 それぞれ アブ  を 『大 霊界』 に 期 侍して いる 証拠  分の 娘 (南 籐玲 子) のから だに 


口— チの 仕方は かなり 違って いて  なのか もしれ ない。 


入って コーヒ ーを炚 んだ りする が、 


どれ も 人間の 「死」 の 問題を 


映画館に 集まった 人たち は、 霊  どうしても 自分が 死んだ とは 思え 


扱つ ている。 死につ いて 考えな け  界の 存在を 本当に 信じて いるの だ  ない。 やがて、 同じように 死んで 


日曜日の 午後、 新 宿の 映画館。 


れ ばなら ない 年齢に 達した 人たち  ろうか。 そういえば、 某 有名 私立 


珍しい ことに、 観客の なかには 年  は、 自ず とそう いつた 映画に ひか  大学の 私の 教え子の ひとりは、 彼 


いながら、 それに 納得して いない 
「浮遊 霊」 が 他に も かなりい る こ 


配の 人たち が 多い。 私は ふと、 大  れる のだろう か。 案外、 『大 霊界』 


の 祖母が 丹 波の 説く 霊界の 存在を  とに 気づく。 


阪の梅 田で 『お 葬式』 を 見た 時の  を 見に 集まった 観客たち は、 霊界  完全に 信じて いると 試験の 答案に 
ことを 思い出した。 その诗 、映画  について まじめに 考えて いるの か  書いて いた。 


館の 入口に 列を 作って いたのは、 
普通なら あまり 映画館では 見かけ 


もしれ ない。 

『大 霊界』 の 一作 目が 公開され た 


ない 初老の 人たち であった。 最近  おりに、 丹 波 哲郎は テレビで、 「早 


では、 岩波 ホ— ルで 『八月の 鯨』 


く 見ない と 御利益が 薄い !! :」 と宣 


| 作 目と 二 作 目の盟 漏は 

まつだ < 違つ ていだ！ 

『大 霊界 2』 は、 ミステリー  •タ ッ 


が ロングランを 続けて いた 時に も、 伝した という。 その 影響で、 前売  チで 始まり、 いきなり 力— チェ 


丹 波 哲郎の 霊界に ついての 著作 
には、 死んだ 直後には 死の 自覚が 
ない と 書かれて いた。 『大 霊界』 
の 一作 目で も、 確かに その 点が 強 
調され ていた。 また、 死んで 霊界 
に 行く 死者は、 その 前に ひとまず 
「精 霊界」 と 呼ばれる 人間界と 霊 


同じような 列が できて いた。 


り 券が 予想 以上に さばけた ため 上 


スに 突入した。 妻 殺しの 濡れ衣を  界の 中間に ある 世界へ 行く ことに 


私は、 丹 波 哲郎の 『大 霊界 2 / 映 館を 増やした が、 封切り 直後に  着せられた 岡 本 (丹 波 哲郎) 


なるとい う。 一作 目では、 丹波哲 


死んだら 驚いた』 を 見よぅと して  はかなり 混雑した らしい。 これ ま  刑務所で 絞首刑になる が、 自分が 一郎の 息子 •丹 波 義隆扮 する 曾 我は、 
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事故で 死んだ 他の 死者と 一緒に 精 
霊界へ やって来た。 精 霊界は、 人 
間界と 地続きに なつて いるよう で、 


その 様子 も かなり 似て いた。 

キリスト教の 世界では、 天国と 
地獄の 他に、 煉獄と 呼ばれる 場所 


が あると されて いるが、 精 霊界は 
この 煉獄 に似てい る。 死者は、 こ 
の 煉獄で 終末の 日の キリストの 再 
臨を 侍つ ことになるが、 『大 霊界』 
でも、 精 霊界に いる 間に、 生前の 
行い や 業に ょって、 「天上界」 や 
「天界 層」 や 「地獄 層」 のうち、 
どの 霊界に 進む かが 決定され る こ 
とに なって いた。 

ところが である。 『大 霊界 2』 

の 岡 本は、 黄金 柱に 乗って 迎ぇに 
来た 三人の 天使と ともに、 天界へ 
直行して しまう。 つまり、 岡 本は 
精 霊界を すっ 飛ばして しまう の だ。 

天界の 女神は、 驚く 岡 本に 対し 
て、 無実の罪で 死刑に なった 者は、 
天界に 直行で きる の だと 説明す る。 
そして、 冤罪 事件の 顚 末を 明らか 
にす る。 真犯人は、 彼の 友人で あ 
り、 裁判で 弁護士を した 八 代 (高 
橋 幸 治) であった。 岡 本の 妻 (中 
原 ひとみ) は、 運転を 間違って 蛇 
行して 走っ ていた 八 代の 車を ょけ 
きれずに 崖から 転落した のだった。 
殺意はなかった にせよ、 八 代は そ 
の 事実を 知りながら、 罪を 友人の 
岡 本に なすりつけた ことになる。 

しかし それ も、 岡 本が 百 三十 年 


前に 前世で 犯した 過ちが 原因に 
なって いた。 八 代の 家来であった 
岡 本は、 八 代の 妻に 恋して 無理 矢 
理 迫った が'  彼女は 逃げよう とし 
て 橋から 転落 死して しまった。 女 
神は、 「自分が 蒔いた 種は、 自分 
で 刈り取らなければ ならない」 と、 
すべてが 「カルマ」 の 法則に もと 
づ いている と 説明す る。 

真実を 知った 岡 本は、 死んだ 妻 
と 再会し、 霊界で 再び 結婚す る。 

丹 波は 人間界で 夫婦であった 者が 
霊界で も 同じように 結婚す る こと 
は ほとんどない と言うが、 霊界で 
結婚した 二人は 若返り、 一体化し 
て 男のから だの 中に 女の ほうが 
す っぽり 入れる ようになる。 

岡 本は、 カルマの 法則を 八 代に 
教える ために 人間界に 降りて いく 
が、 彼の 送る サィンは ことごとく 
八 代には 異常な 現象に 見え、 彼は 
自分が 呪われて いると 思うよう に 
なる。 そして、 八 代は 良心の 呵責 
に 耐え かね、 銃で 自殺を はかる。 

自殺した 者は 必ず 地獄へ 落とさ 
れる 。というの も、 丹 波の 説明に 
よれば、 人間界は 修行の 場で あり、 
自殺と いう 行為は いかなる 理由に 


r 大 霊界 2 死んだら 驚いた 一ょり (7\5 松 竹 ホ— ム ビデオょり ビデオ 発売) 
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もとづい ていたと しても、 本人に 
課せられた 修行を 中途で 放^-る 
ことになるから だとい ぅので ある。 
したがって、 八 代 も 当然 地獄へ 落 
ちていく。 責任を 感じた 岡 本 夫妻 
は、 三人の 天使と ともに 八 代を 救 
い 出す ため 危険を _ で 地獄へ と 
降りて いく。 

地獄は 市長選挙の 真っ最中 だっ 
た。 売春 党、 狂気 党、 おかま 党、 
病気 党、 そして 心中 クラブ (新自 
由 クラブの 亡霊 か？) といった 政 
党が 思い思いに 選挙運動の 演説を 
行って いるが、 お 互いに 殴る 蹴る 
の 乱暴を 働いて 収拾が つかない。 

岡 本たち は 地獄の キャ バレ— に 連 
れ 込まれる が、 金が 払えない ため 
に、 病院に 実験材料 として 売り 飛 
ばされ てし まぅ。 

この 地獄は、 まるで 蜷川 幸雄演 
出に ょる 『どです かでん』 (あの 
黒 沢 監督の) といった おもむきで 
はない か？  『大 霊界』 の 一作 目 
で 助監督を つとめた 服 部 光則 監督 
は、 特撮が 得意 だ ともいうが、 案 
外こう いった 遊びの 部分に 才能を 
発揮して いる。 地獄の イメ ージが 
鮮明な ものになる ことで、 天界と 


地獄の 違いは 際立った ものに なっ 
てきた。 一作 目の 天界と 地獄は い 
かに も 間が 抜けて いたが、 それは 
精 霊界との 区別が 曖昧だった とこ 
ろに 原因が ぁる。 ぁれが 霊界の 本 
当の 姿だった としたら、 誰も 霊界 
に 行く 気は 起こらない。 

丹 波 自身が 雑誌の ィンタビュー 
などで 言、 っ ほどでは ない にしても、 
天界 がす ばらしい 場所と して 描か 
れ 、逆に 地獄の 恐ろし さが 強調 さ 
れる ことで、 見て いる 側は、 でき 
る ことなら 天界に 生まれ変わりた 
いと 思うょう になる。 ケ ー シ I 高 
峰の 地獄の 医者に 生体解剖 される 
くらいなら、 山 瀬 まみの 天使に 天 
界を 案内して もらっ たほうが はる 
かにい いに 決まっ ている。 


黄泉の国から 


淨土 信仰への 発展 

どぅやら この 『大 霊界 』 は、 昔、 
寺で 行われて いた 地獄 絵の 「絵 解 
き」 の 現代版で あるら しい。 この 
絵解きと いうのは、 仏教の 布教の 
手段の ひとつで、 子どもに 社会 道 
徳を 説く 役割を 果たしていた。 寺 
の 住職は、 本堂に 地獄の さまを 描 


いた 絵を 掲げ、 付近の 子どもたち 
を 集めて 絵の 解説を 行う。 絵には、 
地獄に 落とされた 亡者たち が、 釜 
ゆでに されたり、 火で あぶられた 
り、 拷問を 受けたり する 場面が い 
かに もむ ごたら しく 描かれて いる。 
住職は 子どもたちに 向かって、 こ 
の 世で 犯した 罪に よって どの 地獄 
に 落とされ るかを 詳しく 説明し、 
ゆめ ゆめ 悪い ことを しては ならな 
いと 説教した のだった。 

本来は、 浄土への 憧れを 強く す 
るた めに、 地獄の 凄惨な 様子が 説 
かれた わけ だが、 いつしか 地獄の 
恐ろし さ だけが 強調され るよう に 
なつて しまつた。 悪を 戒める こと 
に 力点が 移り、 地獄は 威し の 手段 
としての 性格が 強くな ってい った。 
浄土への 信仰を 広める ことよりも、 
社会 道徳 あるいは 倫理を 子どもた 
ちに 伝える ことの ほうが 重視され 
るよう になっ てきた ので ある。 

『大 霊界 2j では、 自殺を しては 
ならない という 教えが 強調され て 
いる。 自殺した 人間は'  すでに 述 
ベた ように、 たとえ どんな 理由が 
あつたに しても、 地獄に 落とされ 
るし かない。 自殺した 八 代は、 地 


獄の 大女 (ダンプ松本) や 大男 (荒 
勢) を 乗せた ソリを 引かされ、 幾 
度 も 鞭打たれ ていた。 

日本では、 自殺が 明確に 否定 さ 
れ たことは 少ない。 自殺 や 心中に 
同情 的な ところが あり、 自殺の 意 
義が 強調され る こと さえ ある。 し 
たがって、 丹 波は 自殺を 完全に 否 
定 した ことで、 ひとつの 明確な 
「倫理」 を 示した ことになる。 

倫理の 発生は、 宗教が 進化した 
証として も 考えられる。 たしかに、 
『大 霊界 J は 一作 目から 二 作 目へ 
と、 宗教 進化の 道筋を たどっ てい 
ると ころが ある。 それは 特に、 霊 
界 、つまりは 死後の 世界の ィメー 
ジの 変化の なかに 現れて いる。 

最初の 『大 霊界』 の 死後の 世界 
は 古代 的であった。 古代の 日本人 
は、 あの世を この 世と 連続した と 
ころに 想定した。 古事記な どの 神 
話に 5. m てく る 「黄泉の国」 は、 黄 
泉 平 坂と 呼ばれる、 現世と 来世の 
境に ある 坂を 通って 行ける 場所と 
して 考えられ ていた。 お伽話に 出 
てく る 他界 も、 「鼠の 浄土」 など 
の お 話に 見られる ょぅに、 この 世 
と 地続きに なって いた。 ただし、 
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黄泉の国は、 この 世と 連続して い 
る 分 だけ ィメ —ジが 曖昧で、 目 も 
覚める ような すばらしい 世界で も 
ないか わりに、 格別 恐ろしい 世界 
でもなかった。 それでは とうてい、 
威し の 材料には なって くれない。 

こ、 っいった 古代 的な 日本人の 死 
後の 世界に 対する ィ メージ は、 中 
国から 浄土の 観念が 伝えられる こ 
とに よって 大きく 変わった。 死後 
において 極楽浄土に 生まれ変わる 
ことが 重視され るよう になり、 そ 
の 一方で 地獄の 恐ろし さが 強調 さ 
れ るよう になっ た。 うかう かして 
いると 地獄に 落とされ ると 威し を 
かける ことで、 仏教 者たち は 浄土 
への 信仰を 広めようと したので あ 
る 0 

『大 霊界』 から 『大 霊界 2j への 
霊界の ィメ ージの 変化は、 この 日 
本 的な 死後 観の 転換に 対応して い 
ると ころが ある。 『大 霊界』 の 霊 
界は 、黄泉の国に 近いと いう 印象 
だった。 霊界に 来たは ずの 死者た 
ちが、 自分で 死んだ ことに 気づか 
ない 点が 強調され ていたの も、 霊 
界が 現世の 世界と 連続した 性格を 
持つ ものと して 描かれて いたから 


であろぅ。 現世と 連続して いる 分 
だけ、 霊界は 面白みに 欠けて いた。 
特に、 すばらし いわけで もな けれ 
ば、 格別に 恐ろしい 世界で もな 
かった ので ある。 ただし、 丹波自 
身の に 見られる 霊界の 実相に 
は 忠実だった かもしれ ない。 

それに 対し、 r 大 霊界 2j に 現 
れた 霊界の ィ メ—ジ は、 極楽浄土 
と 地獄、 あるいは 天国と 地獄に 二 
分され た あの世であった。 天界、 
つまりは 天国の すばらし さを 描く 
ために、 地獄の 凄惨 さが 強調され 
ていた。 そして 天界 は、 浄土で あ 

ると 言つ ていい。 ジュデイ •オン 

グの 女神が、 阿弥陀 仏の かわりに 
死者を 迎えて くれる。 


霊能 者よりも 
芸能 者の 説得力 


地獄 絵の 絵解きが 威し として 効 
いたのは、 絵解きの 説法に 節が つ 
いて 芸能に 近づいた からで ある。 
住職の 巧みな 話術に 接する と、 地 
獄 がまる で 存在す るよう な 気に 
なつて くる。 実際に 見て きた わけ 
でもない のに、 彼らは まことし や 
かに 地獄の 様子を 語り、 それを 信 


じさせて しまつた。 

丹 波哲郎 だって、 霊界に 行った 
ことがある わけでは ない。：^ 通、 
霊界が 実際に 存在す ると 説く のは、 
霊的な 体験を して 自ら 霊界を 見て 
きた 霊能 者たち である。 ところが、 
丹 波には 霊的な 体験は いっさいな 
い。 それは 本人 もは っきり 言って 
いる。 したがって、 彼の 説く 霊界 
の 有様 も、 これ もまた 本人が 認め 
ている こと だが、 まつた くの 「受 
け 売り」 なので ある。 

この 点が 面白い。 体験を 持たな 
い 丹 波には、 自分の 体験を 根拠に 
して 霊界の 存在を 証明す る ことは 
できない。 そのために 彼は、 霊界 
の 証明を しよぅと するとき に、 霊 
的な 体験を 持った 人たち の 本を 持 
ち 出して くる。 それは、 エマ ニユ 
エル •スウ ヱー デン ボルダな どの 
西欧の 心霊 科学の 本で もい いし、 
『チベットの 死者の 書』 でもい い。 
あるいは、 脱 魂 状態を 意図的に 作 
り 出す チベット 密教の ポアの 修行 
に ふれて いると ころから、 あの 
『チベットの モ—ツ アルト』 でも 

かまわない。 古今東西の あらゆる 
本が、 霊界の 実在を 証明す るた め 


に 活用され ている。 

この 寄せ集めで 雑然とした 霊界 
の 実在を 信じさせて いるのは、 ひ 
とえに 丹 波哲郎 自身の。 ハフ ォーマ 
ンス 、要するに 演技 力に よる。 

丹 波哲郎 は、 アメリカの レー ガ 
ン元 大統領 に似てい るの かもしれ 
ない。 レ— ガンが 二度まで 大統領 
に 選ばれた のは、 レー ガンの 政治 
手腕が 評価され たという よりも、 
むしろ 彼の パフ ォ— マンスの 力に 
よる ものだった のではないだろう 
か。 レ— ガンが 強い アメリカの 復 
活を 訴えれば、 国民は 感動し、 そ 
の 夢に 賭けて みようと する。 実際、 
レ— ガンに じかに 接した 人間は、 
すぐに 彼の 人間的な 魅力の 虜に 
なって しまう とも 聞く。 丹 波哲郎 
が 霊界の 使者を 演じる ように' 
レー ガンは、 大統領を 演じて いた 
のか もしれ ない。 レ— ガンは 単な 
る 操り人形で、 原稿が 用意され て 
いない 時には、 しどろ もどろ にな 
ると いう 噂が 絶えなかった の も、 
人々 が 彼の パフ ォ— マンスに 演技 
を 感じて いたから であろう。 

映画俳優と しては、 ときに 大袈 
袋に 感じられる 丹 波 哲郎の 演技 も、 
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もともとい 力 かわしい 苗 分の ある 
霊界の 実在を 信じさせる には か 
えって 都合が いい。 人々 は、 何を 
バカな と 思いながら も、 ひょ つと 
したら 霊界が 存在す るので はない 
かと 考えて しまう。 丹 波 も、 霊界 
を あくまで 死後の 世界に ついての 
ひとつの 世界観 (コス モロジ—) 
として 説く という 姿勢を とつて い 
る。 霊界の 宣伝 マンと いう 呼称に 
も、 それが 現れて いる。 

霊能 者では ない ことが、 かえっ 
て 幸いして いるの かもしれ ない。 
丹 波 哲郎に 宗教 者 特有の 押しつけ 
がまし さが まるでない のは、 体験 
の 欠如に 関係が あるので はないだ 
ろうか。 実際に 霊的な 体験を した 
人間は、 どうしても 自分の 体験に 
こだわつ てし まう。 自分の 体験を 


絶対 視 して、 それ 以外の ものを 認 
めよぅと しなくなる。 丹 波 哲郎に 
は、 その 占 〖体験への こだわり がな 
い。 映画の プログラムには、 丹 波 
の 親族が みな 東 大卒で あるに も か 
かわらず、 本人は 「物事に こだわ 
ら ない 性格」 から 中央 大学の 法学 
部に 進学した と ある。 

.もちろん、 『大 霊界』 はもと よ 
り 宗教では ない。 商品で あり、 巨 
大な 商業 プロ ジヱ クト である。 丹 
波哲郎 は、 教祖では ない。 

しかし、 その 受け取り 手で ある 
一般の 人たち は、 『大 霊界』 を 単 
なる 商品とは 考えて いない。 彼ら 
は、 霊界の 存在を 半分は まじめに 
信じて いる。 死 あるいは 死後の 世 
界 についての 不安と 期待が、 彼ら 
を 『大 霊界』 へと 向かわせる。 丹 


波哲郎 は、 そぅいった 不安と 期待 
を 十分に すくいあげて いるので あ 
る。 『大 霊界』 だけでなく、 『お 葬 
式』 や 『八月の 鯨 j など、 死を 扱 
つた 映画に 対する 関心は 高い。 そ 
、ついった 年配の 人たち の 関心を、 
これまで 映画界は 十分に 把握で き 
ていなかった のではないだろう か。 


丹 波 哲郎が 仏教を 脅かす 

しかし'  問題は 映画界で はなく、 
本来 死につ いて 語るべき 責任を 
負つ ている はずの 宗教 界 にある。 
今、 丹 波 哲郎 以上に、 死後の 問題 
について 雄弁に 語つ ている 宗教 者 
が 果たして いるの だろう か。 寄せ 
集めで あるとは いえ、 死後の 世界 
の 姿を、 「大 霊界」 という 一貫し 
た コス モロジー に まとめ あげて 語 
る ことは、 それほど 簡単な ことで 
はない。 だから こそ、 多くの 人が 
集まつ てく るので ある。 

こういった 事態は、 今後 仏教に 
とつて 大 いなる 脅威になる かもし 
れ ない。 丹 波哲郎 は、 その 著作の 
なかで'  死に まつわる 儀礼は、 霊 
界に 昇った 死者には いっさい 関係 


がない と 断言して いる。 お経を あ 
げる こと も、 戒名を つける こと も、 
そして 法要な どの 供養を する こと 
も、 すべては 生きて いる 者の ため 
であって、 霊界には 関わりがない、 
と。 「葬式 仏教」 と言われる 現代 
の 仏教の 意義を まっこうから 否定 
している 点で、 彼の 主張は かなり 
ラジカル である。 

もし、 こういった 丹 波の 考え方 
が 広く 受け入れられる ようになっ 
たと したら、 どういう ことになる 
のだろう か。 それは 仏教に とって、 
大きな 痛手と なる 可能性を 秘めて 
いる。 

仏教は、 日本では これまで 祖先 
崇拝の 観念 や 儀礼と 結びついて 受 
け 入れられ てきた。 それは、 家の 
制度と 強く 結びつい ている。 生産 
の 基盤と なる 家の 存続を 保証す る 
ために、 祖先崇拝の 儀礼が 継承 さ 
れ てきた。 しかし、 家の 重要性が 
失われ、 近代 社会の なかで 家 制度 
が 崩壊して いくこと で、 祖先崇拝 
の 意義は 薄れ、 仏教への 関心 も衰 
えてい くこと になる。 

丹 波 哲郎の 説く 霊界は、 新しい 
死後 観を 示す ことによ って、 仏教 
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見解を 批判し ようとい う 動き も 見 
られ ない。 「大 霊界」 などし よせん 
金儲けに しかす ぎず' 宗教とは 無 
関係 だと 考えて いるの だろう か。 
しかし、 現代の 仏教 も、 実は 死者 
をと むらうた めの 一大 ビジネスな 
のではないだろう か。 院号 居士の 
戒名を もらうた めに 何百 万円 もと 
られ たという 話 も、 決して 珍しく 
はない。 しかも、 それは 「お 志」 
という、 信仰に もとづく 自発的な 
的な 死後の 世界が 失われた 後の 空  行為の 体裁を とっては いるものの、 
隙を 埋めようと している のか もし  ほとんど 「したき り」 といつ た 形 
れ ない。 霊界は、 個人主義の 性格  で 強制され たものと いっていい。 

が 強い。 個人の 死後の 運命を 決定  それに 比べれば、 「大 霊界」 の 商 
する のは、 その 当人の 生前、 ある  法は はるかに 良心的で ある。 本に 
いは 前世での 行いで あると される。 しても 映画に しても、 価格 (i 定 
すべては 個人に 還元され 、遺族に  まっていて、 しかも 他の ものより 
よる 供養が 死者の 死後の 幸福に 影  特別に 高い わけでは ない。 


響す ると いう これまでの 仏教旳 な 


「大 霊界」 が 仏教を 根底から 脅か 


考え方は 少しも 見られない。 個人  すよぅ になる といぅ 事態が 起こっ 
がます ます 重視され つつ ある 今の  たと したら、 それは それで 歓迎 さ 
日本 社会に おいて、 祖先崇拝を 基 れ るべき ではない か。 『大 霊界』 
盤と した 仏教に かわる 新しい 死後  の 観客たち は、 密かに その 日の 来 


観は たしかに 必要な のであろう。 


る ことを 待ち望んで いるの かもし 


死んだら どうなる」 よリ (㈱ 


I 才—よ 


デォ 発売) 


仏教は、 「大 霊界」 といぅ 強敵  れ ない 
を 前にしながら、 案外 のんきに 構 
えてい る。 丹 波の 霊界に ついての 


教祖— マン ガ家 、天使と 審 する SF 作家！ 


この 物語は 私が 想像した のでは ない、 神に 書かされ たの だ！ 
作家が 創造主で ある こと 蠢棄 し'  霊媒を 蠢り 出した とぎ、 

宗教が はじまった！ 


安藤 尚彦 


(フ ライタ—) 


朝 九 時。 山梨県、 JR 線 塩 山 駅。 私は 駅 
前で タ クシー を 拾い、 「神 山 会の 観音 堂の 
お 山」 と、 告げた。 それだけで 運転手さん 
は 了解して、 発車 させた。 雑誌で 読んだ と 


巫女を 囲 ^ コミユ —ン 


山 本 鈴 美 香は、 テニス •マン ガ 『ェ —ス  験した 山岸凉 子、 夢で UFO と 交信し、 や 


おり、 この あたりでは 神 山 会は かなりの 顔  を ねらえ！』 で 一世を 風靡した。 同 作品は  はり 心霊 マン ガ 『アマ テラス』 を 執筆す る 


のよう だ 


一度に わたって TV アニメ 化された ほどの  美 内す ずえな どが 有名 だが、 そのほか にも 


私が 目指して いるのは、 少女 マン ガ家山  大 ヒット 作 だ。 しかし、 最近は それょりも、 現在は 数え切れない ほどの 少女 向け 心霊、 
本 鈴 美 香を 中心に した 宗教団体の 本山。 今  巫女に なつて しまつた マン ガ家 として 知ら  ホラ！ マン ガ 誌が 書店には 並んで いる。 


日は そこで、 巫女で ある 山 本を 通して 御 神  れ ている よぅ だ 


よ 〇 まし 


少女と いうのは もともと 「憑 巫」 だから 


託が 下される 定例会が 催される の だ。 


もともと 少女 マン ガ 家には、 神秘 体験 や  と 言って しまえば それっ きりだが、 山 本 鈴 
霊能の 持ち主が 多い。 数々 の 心霊現象を 体  美 香の ょぅに、 その 作品 すら 神に 書かされ 
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微笑 別冊 「超能力者 列伝」 の 扉 に 登場した 山 本 鈴 美 香 
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た 自動 書記 だとい う ケース は 珍しい。 

たしかに 「15 日 かされて しまう」 というの 
は ヒット 作を 生む ために 重要な 要素 だ。 個 
性的な キヤ ラク タ— と、 確固たる 世界観 さ 
え 設定して しまえば、 あとは スト ー リ ー が 
作者の 思惑を 越えて ひとり 歩きして くれる。 
そうでなければ 数年間の 連載を 乗り切る の 
は 難しい といわれ ている。 

それは たんに マン ガ だけの 話では ない。 

ゲ I テ や 三 島由紀 夫な どもそう だろう。 作 
家とは、 多 かれ 少な かれ、 自らの 作った 世 
界 観に 動かされて、 いや、 異界と 交信して 
物語を 紡いで いく 存在な の だ。 

しかし、 もし、 物語の ほうが 作者よりも 
完全に 優位に 立つ てし まつたら どうなる の 
だろう。 自分が 作った という 前提 さえ 忘れ、 
物語に 自分の 世界観 ばかり か、 生活まで 支 


配され てし まつたら 


タ クシー は 十分 ほど 走る と、 大菩薩 峠の 


登り口 あたりで 私を 降ろした。 そこから 丘 
をし ばらく 登って いくと、 数 戸の プレハブ 
と、 小さな 講堂 か 見えて きた。 そこ か 山 本 
鈴 美 香の 主宰す る、 神 山 会の 本部だった。 
新興宗教に ありがちな キン キラ キンの 建物 
を 想像して いた 私は、 その 質素 さに ちょっ 
と 驚いた。 

とりあえず 受付へ。 取材とは 断らな かっ 
た。 誰でも 參加 できる 定例会と いぅ こと だ 
し、 ありのままの 姿を 見る ためには その ほ 
ぅがいい と 思った からだ。 

頂上の^ < は 広場に なって おり、 そこに 
は、 三つ 四つの 社が 建って いる。 社には 木 
花咲 耶姬を 始めと する 諸 神が 祀られ ており、 
お神酒 や 花が いっぱい 供えられ ている。 

丘に 集った 者たち は、 皆、 かわるがわる 
社に 詣で 、柏手を 打ち、 頭を たれて いた。 
その ほとんどが 若い 女性。 ト レー ニン グ. 
ウェア 姿が やたらに 目につく。 みんな この 
山で 共同生活を 送って いるの だ。 

それにしても、 神事 や 行事が 始まる 様子 
はまつ たくない。 参加者の ほとんどが 顔 見 


知りの ようで、 楽しそう に 雑談な どを して 30 

いる。 私は 初參 加で あり、 話す 相手 もい な 

、〇 

V 

受付で 聞いた ところ、 御 神託は いつ 下さ 
れる かわからない ので、 ずっと 待ち 続ける 
しかない という。 このまま 夜まで 山 本 鈴 美 
香に 神様が 降りて こなければ、 神の 供物を 
料理した 御 神饌を 皆で 食べて、 般若 心 経を 
唱え、 会は 終了す ると いう。 

という ことは、 彼女に 神が 降りて こない 
限り、 私は 夜まで 何もす る ことがない ！ 
しかたなく、 まわりを うろつく。 丘の 上 
には 畑の 跡が あり、 鶏 も 飼われて いる。 後 
で 聞いた の だが、 シ —ズン になれば、 皆で 
畑を 耕作 するとい う 話 だ。 自然に 親しみ、 
身近に 神の 存在を 感じ、 感謝す る。 そんな 
コミユ ーンの 形成を 目指して いると いう。 

どうも ここには、 宗教団体に あるべき、 
明確な 教義 や 厳密な 組織 なんても のはな さ 
そうだ。 あるのは、 ただ 巫女を 中心とした 
人の 輪 だけな のでは ないか？ 


山 本 鈴 美 香が、 はっきり とした 神の 啓示 
を 受けた のは、 一九 八 三年 二月 三日の 夜 八 
時、 連載 マン ガ 『白 蘭 青 風』 の ストー リー 
を 考えて いた 最中 だとい う。 

「巫女に 所望す る！」 彼女は、 はっきりと 
神の お告げを 聞いた。 子どもの 頃から 霊能 
は あった というが、 これを 境に、 巫女と し 
ての 活動を 本格 化した。 

『白 蘭 青 風』 は 八 三年ょり、 小学館 『プチ 
フラワ ー』 誌上に 連載され た、 平安朝を 舞 
台に した 神霊 マン ガ だ。 

神の 声を 伝える 巫女の 少女が、 邪悪な 勢 
力と 戦いながら 宝 探しを するとい う 内容で、 
当初は 歴史 ロマンと 銘打たれ ていた。 

私は この マン ガの フアンだった。 わざ わ 
ざ スクラップし たこと も ある。 その 理由を 
ひとことで 言えば、 「異常だった から」 で 
ある。 

なにしろ、 ある 回な ど 全五〇 ぺージ 中、 
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二 九べー ジが心 霊 世界の 解説、 あるいは 自 
分の 体験談な の だ。 それが、 つの だ じろう 
の 『うしろの 百 太郎』 ていどの 心霊 解説な 
ら 、まだ 理解で きる の だが、 彼女の 場合、 
スト— リーと 直接関係 のない 私的な 話に 終 
始 してし まう の だ。 美貌 術の 紹介、 近所の 
エセ 霊能 者の 悪口、 悪質な 寺の 手口 公開… 
… これ じゃあ 編集者は たまっ たもので はな 
い。 「これは 幻の 作品になる ぞ …… 」 とい 
う 私の 密かな 期 侍は 的中し、 ついに 連載は 
突然 中止と なった。 

そんな 彼女の 神憑りに 目を つけたの が、 
女性 週刊誌 『微笑』 だった。 八 四 年ょり、 
山 本 鈴 美 香は 『微笑』 に 「超能力者 列伝」 
の 連載を 開始した。 彼女は このと き、 自分 
が 神の 巫女で ある ことを はっきりと 宣言す 
る。 作品の 内容 も、 明治 期の 霊能 者、 長 南 
年 恵の 伝記で、 山 本 自身の 投影と して 描か 
れ ている。 

たとえば、 長 南 年 恵は 生涯 ほとんど 食を 
措らなかった というが、 山 本 もこの 頃から 
食事 断ち、 水 断ちを 始める。 口にする のは 


わずかな 牛乳と お神酒の み。 さらに 恐る ベ 

きこと に、 この マン ガの ストー リー は、 神 

憑り 状態の 自動 書記で 書かれた もの だと 山 
本は 言う。 

完璧な 巫女に なつて しまつた 山 本は、 八 
五 年には、 学 研の オカルト 雑誌 『ム ー』 誌 
上で 「山 本 鈴 美 香の 御 神託 メッセ— ジ」 を 
開始す る。 読者の 相談 事に 対し、 彼女は 神 
の 声 や、 ワー プロに よる 「お 筆先」 で 答え 
ると いう 企画で ある。 

ただし、 彼女の 編集者の 苦労は 想像を 絶 
する ものが ある。 なにしろ 相手は 神様 だ、 
しかも その 神様が なかなか 降りて きて くれ 
ない ときて る。 

「まずたい ていの 編集者は 音を あげます 

ね」 

彼女の 担当を 経験した 編集者は そう 言つ 
た 。 

だが、 山 本 自身は 可愛い 人柄で、 面倒 見 
もよ く、 アシスタント や 信者の 皆に 好かれ 
ている の も 事実。 家族との 関係 も 親密 だと 

いう。 


彼女の 父親は 事業で 財を なした 地元の 名 
士 。神 山 会の 活動 資金の 多くは、 この 父親 
の 財力に よると ころが 大きい といぅ。 

「その 点で、 信者から 無理に 資金を 調達す 
ると いった ことは ないです ね。 お 山 自体 も 
質素です し、 お金 目当てでは 絶対ないです」 
集まって くる 信者の 多くは、 やはり 彼女 
の大 フアンが 多い。 あこがれの 先生に 会え 
ると いつた ことから 関係が 始まり、 親身に 
なって 相談に 応じて もらつ たりで、 信者に 
なる 例が、 ほとんど らしい。 


「もともと、 マン ガ 家と フアンの 関係つ て、 
教祖と 信者み たいな ものです から」 


そんな 編集者の 言葉を 思い出しながら、 
私は まだ、 観音 山の 上に いる。 活き活 きと 
した 表情の 信者たち のなかで、 私は とくに 
やる こ ともなく、 休憩所の ベンチに 座って 
いる。 かれこれ 五 時間になる だろぅ か、 向 
こぅに 見える 講堂の 中に 山 本 鈴 美 香が いる 
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載が 中止に なつた 「白閜 青 風」 (小学館) 


のたろう か、 まだ 神様の 降りて きた 気配は 
ない。 暖かかった 春の 日差し も 翳りは じめ、 
気分は どんどん 滅入っ ていく。 

身の 置き どころ のない 私は、 それとなく 
周囲の 人び との 会話に 耳を 傾けた。 

『エ ースを ねらえ！』 を 自分の 人生に 重ね 
て 語って いる 女性が いる。 普通の 少女が、 
努力に 努力を 重ねて 自己の 限界を 超えて い 
く 姿を 描いた この テニス •マン ガは 、修行 
に 励む 信者たち にと っての バィブルと 化し 
ている ょう だ。 

また、 ある 少女は、 会長 (山 本 鈴 美 香) 
から 「人の ことを 思い やつて 行動せ ょ」 と 
の 御 神託を いただいて、 それ以来 心を 入れ 
替えました、 と 目を 輝かせて 語っ ている。 
なんの ことは ない 普通の 人生 訓 にすぎない 
の だが、 彼女たち は 有難い 神様の 御言 葉と 
して 真摯に 受けと めて いる。 

私の 隣に 座って いた 女の子は、 もう 半年 
以上 お 山に 通って いるのに、 いまだに お 言 
葉が いただけな いと、 別の 女の子に 嘆いて 
いる 0 
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機会を とらえ、 彼女に 話しかけて みる。 
「みなさんもう 長く お 山に いらつ しやる の 
です か？」 

彼女から 会の ことな どを いろいろ 聞き出 
そうとし たの だ。 彼女は 私の 問いに、 親切 

に 焚 口え て くれた。 

彼女に ょれば、 長い 人では、 もう 一年 も 
お 山に いるそう だ。 というの も、 一年 前の 
月例会の とき、 山 本 鈴 美 香に 降りて きた 神 
様が 「会は 終了」 という 御言 葉を 残さな か 
ったから だ。 信者たち は 話し合いの 結果、 
「まだ 例会を 続けょ、 という 意味では ない 
か」 と 判断し、 それ以来ず つと ここに 残つ 
ている の だとい う。 俗世を 捨てて。 

ただ 「終わり」 の 合図がなかった だけ 
で！ いや、 それは たんなる 言い わけ だろ 
う。 彼女たち はきつ とこ こで 暮らした かつ 
たの だ。 やはり ここは、 何も 強制し ない 教 
祖山本 鈴 美 香を 中心に、 自然発生した コ 
ミ ューン だった わけ だ。 

その 女の子と 話して いると、 突然、 年配 
の 女性が 割り込ん できた。 


その 女性は 警告した。 

「会長の おっし ゃった 言葉を 自分の 判断で 
第三者に 伝える のは 間違いの もとだから、 
軽率に そんな 話を しては ならない」 と。 

その 口調は 穏やかな ものだった。 しかし、 
言われた 女の子は、 いきなり 顔を 手で 覆っ 
て 泣き出して しまった の だ。 

「あたしが 悪 いんです！ あたしが …… 」 

いえ、 僕の ほぅが 悪 かったんです、 とい 
くら あやま つても 泣き止まない。 注意した 
年配の 女性 も 優しく 慰める。 しかし、 いっ 
たん 高まっ てし まつた 感情は なかなか おさ 
まらない。 

しくし くと 泣き 続ける 彼女、 当然 人の 目 
を ひく。 その 場に なすす ベ もな く 立ちつ く 
す 私 . 。 

しかたなく 受付に 下山を 申し込む。 

「みなさんが、 真剣な 気持ちで 神様に 接し 
ていら つし やる のに、 自分は 興味本位 だけ 
で 来て しまつて いて、 申し訳ない」 

私の 言葉は 半分 以上 本気だった。 なによ 
り も、 少しで も 人の 役に立ち たいと 思って 


いた 女の子の 気持ちに つけこんで、 いろい 
ろと 聞き出そう とした ことは 事実な の だ。 

さきほどの 年配の 女性 や、 受付の 人たち 
が 熱心に 引きと めて くれる。 とにかく 同じ 
口上を 繰り返して、 その 場を 離れた。 

塩 山の 駅で 東京行きの 急行に 乗り込んだ 
ときには、 もう 夜の 七 時を 過ぎて いた。 

朝から 晩まで、 ほとんど 行事ら しい 行事 
もな く、 孤独な 状態に 置かれて いた 私は、 
ひどく 消耗して いた。 

あの 場を 去った のは、 こんな 精神状態で 
信者たち に 囲まれたなら、 いとも簡単に 折 
伏されて しまうよ うな 気がした せいでも あ 
ったが、 なによりも 私は、 彼女たち の 真剣 
さに 打たれて いた。 

山 本 鈴 美 香に 神が 降りようと 降りまい と、 
本当に 巫女だろう となんだ ろうと、 私には 
もうどう でもよ くな った。 山 本を 中心に 共 
同体を 自主的に 作り上げた 信者たち の 信心 
は、 けつして まやかしで はなく、 真剣 その 
ものだった からだ。 
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ブック 級の 大 長編 宗教 叙事詩と なった。 


もし 自分の 敬愛す る 作家が、 突然 神憑り 
にな っても、 あなたは その 作家を 信じ 続け 
る ことができる だろう か。 私は できな かっ 
た。 

神 山 会の 信者たち と 出会って 思い出した 
のは、 かつて 私が ファンだった 作家、 平 井 
和 正の ことだった。 

平 井 和 正の 場合、 神憑りと いうょりも 
「天使 憑き」 と言うべ きか。 なにしろ 彼は 
天使との 出会いに ょって、 人類 救済の 物語 
を 書かされて いると いうの だから。 

自動 書記に なってから 寡作に なった 山 本 
鈴 美 香と 違って、 平 井は 「言霊 使い」 を自 
認 して 以来、 恕濤の ごとく 執筆 量を 増やし 
た。 彼の ラィ フワ— ク 『幻 魔 大戦』 シリ— 
ズ は、 わずか 四 年間に 一万 四千 枚の ぺース 
で 書き続けられ、 個人で 書かれた 世界 最長 
の 小説と しては、 あの 中 里 介 山の 『大 菩薩 
: t』 を 抜く の も 時間の問題 という、 ギネス 


大 菩薩 峠から 遠ざかる 列車の 中で、 私は 
こぅ 思い 始めて いた。 かつて 挫折した 『幻 
魔 大戦』 読破に 再び 挑戦して みよぅ か、 と。 

この 日 以来、 私の こぎたない ア パー トに 
は、 『幻 魔 大戦』 全 二十 巻 (角 川 書店)、 『真 
幻 魔 大戦』 全 十五 巻、 『新 幻 魔 大戦』 全 一 

巻、 『ハルマゲドン』 全三卷 、『ハルマ ゲド 

ンの 少女』 全三卷 (いずれも 徳間 書店) が 


、つず 高く m み 上げられる ことになる 


平 井 和 正、 一九二 八 年生 まれ。 往年の 人 
気 アニメ 『エィト マン』 の 原作者と して 有 
名 だが、 彼を 一躍べ スト セラ— 作家に した 
のは、 陽気な 狼 男を 主人公に した アダルト 
•ウルフ ガイ •シリー ズ だ。 

ウルフ ガイ •シリー ズは 、現在の 菊 地秀 


行 や 夢枕 貘 などの 先駆けと いえる オカルト 
•バィオレンス 小説で、 超 一級の ピカ レス 
ク •ロマン。 もちろん 私 も その 魅力に とり 
つかれた 熱狂 的 ファンの ひとりだった。 

そんな 私が 「あれれ」 と 戸惑い 始めた の 
は、 七 六 年の 『人 狼 白書』 からだ。 

私が 好きだった 陽気な アウト ロ— の 軽口 
は 隅に 追い やられ、 天使 や 悪魔が 跋扈す る 
なにやら 宗教 的 展開を 見せ 始めた からだ。 

そして、 この 傾向は 続編 『人 狼 天使』 (七 八 
〜八〇 年) でさら に 強まる。 

なにしろ 『人 狼 天使 第二 部』 (七 八 年) 

の あとがきでは、 天使 や 悪魔の 実在を 説き、 
これらの 存在との 遭遇 さえ もに おわせて い 
るの だ。 彼は はっきりと 言い切っ ている。 
「この 作品は、 高次 元 世界の 仕組みを 解明 
し、 天使の 存在を 説く ために 書かれて いる 
ので ある」 と …… 。 

「天使と 出会った …… 」 と 平 井 和 正は 零っ。 
それは、 自ら 大 天使 ミカエルの 生まれ変わ 
りと 称する 高 橋 佳 子との 出会いを 指す ので 
はない か、 と言ぅ 人 もい る。 
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「真 創世記」 （祥伝 社） における G  L  A 代表、 高 橋 佳 子との 出会いが 
平 井 和 正 を 大きく 変え、 ウルフ ガイ •シリーズは “ 天使” 小説と なった 


膨大な 幻 魔ワ— ルドの、 ほんの 一部 


高 橋 佳 子は、 新興宗教 団体 GL  A の 始祖 
高 橋 信 次の 長女。 高 橋 信 次 亡き後、 弱冠 二 
十 歳で 教団の 指導者と なる。 祥伝社 ノン. 
ブック ス から 著した 『真 創世記』 三部作は 
ベスト セラー になった が、 それを 口述筆記 
したの が、 ほかならぬ 平 井 和 正だった の だ。 

平 井は 『真 創世記』 の 推薦 文で 「佳 子 さ 
んと 会った 瞬間、 世界は みるみる 鮮やかな 
変貌を 遂げた。 過去の 私は、 本当の 生を い 
きていなかった ので ある …… 」 と 述べて い 

る。 そして、 実際、 GLA ならぬ CLA と 


いう 宗教団体まで 登場す る 完全な 宗教 小説 
『幻 魔 大戦』 シリー ズが 始まった。 


もともと 『幻 魔 大戦』 は、 平 井 和 正が 天 
使と 出会ぅ ょりもは るか 以前、 一九 六 八 年 
ごろ 『少年 マガジン』 に 連載され た マン ガ 
だ。 絵は 石 森 章太郎 、平 井 和 正は 原作者 
だった。 

天使が 憑いた 後、 平 井 和 正が とりかかっ 
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徳間害 店 「SF アド ベン チヤ—」— 9  8  6 年 8 月 号に 掲載され た、 平 井 和 正と" 実在した， 犬 神明との 対談 


た 『真 幻 魔 大戦』 は、 その マン ガの 世界と 
並行に 存在す る、 いわゆる パラレル •ワ— 
ルドの 物語 だ。 幻 魔 シリー ズの いちばんの 
特徴は、 さまざまな 物語が、 時空 間を 超え 
て 同時 進行し、 なおかつ 密接に 結びつく、 
といぅ 複雑さに ある (後に 平 井 和 正は、 石 
森 i 郎の マン ガは幻 魔 シリー ズ から 除外 
している)。 

では 幻 魔 大戦とは 何な のか。 それは 大字 
宙 全域で 行われて いる 「(幻 魔) 侵攻 軍」 

と 「大 連盟 軍」 との 戦いで ある。 幻 魔は 全 
宇宙に 完全なる 滅亡を 与えよぅ とする 巨大 
な 負の エネ ルギ— 体で あり、 すべての 邪悪 
なる ものの 根源で ある 高次 元 存在と 定義 づ 
けられて いる。 

この 戦いは 現在、 幻 魔 側が 優勢な の だが、 
地球に おいて 救世主が 誕生し、 覚醒した 人 
びと が 真の 信頼で 結びつく ことによって 成 
立す る 人の 和、 光の ネット ワ ー クを 完成 さ 
せる ことによ つて、 人類に 勝利が もたらさ 
れる とされて いる。 

『真 幻 魔 大戦』 に 続いて、 かつての マン ガ 
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版 『幻 魔 大戦』 の 小説 化と して 『幻 魔 大戦』 

の 執筆が 開始され た (ややこしい)。 

鼻 たれの ガキの 頃、 胸を 躍らせた あの マ 
ンガが 小説に なって 帰って きた！ 当時、 
高校生だった 私は、 一 も 二 もな くこの 小説 
に 飛びつ いた。 ところが …… 。 

いちおう SF 小説ら しく 超能カ アク ショ 
ンが 展開す るのは 最初 だけ。 四 巻 あたりで、 
対 ハルマゲドン 団体 GENKEN が 話の 中 
心に なって いき、 なんか 雲行きが おかしい 
なと 思つ ている うちに、 しまいには 新興 宗 
教団 体の 確執 や 内部 抗争を 描いた 現実的な 
人間 ドラマに なって しまう。 しかも 話の 途 
中で、 肝心の 主人公、 東 丈は 失踪して し 
まつて 出て こない ！ 


そして 私は 幻 魔ワー ルドに 挫折した。 


落ちこぼれて いったのは 私 だけでは ない 
だろう。 平 井 和 正 自身、 何 万 もの 読者が 去 

つてい つた、 と 言つ ている。 しかし、 その 


一方で よりいつ そう 熱狂す る 読者たち、 あ 
るいは 『幻 魔 大戦』 で 初めて 平 井 和 正に 目 
覚めた という 者 も 増大して いつた。 いわば 
『幻 魔 大戦』 を 境に、 ファンの 再編成が 行 
われた の だ。 

『SF アド ベン チャー 別册 •平 井 和 正の 幻 
魔 宇宙』 という ムックに 目を 向けて みよ、 っ。 

この 本には、 読者から 大量の 懸賞論文 や 
ィラストが 送られて きて おり、 その 熱い 息 
吹を 感じと る ことができる。 

この 懸賞論文を 読んで みると、 実に 多く 
の 読者が、 幻 魔ヮ— ルドを もう ひとつの 現 
実と して 受けと めて いる ことが わかる。 

「幻 魔 大戦ぎ らいを 分析して みると、 例 
外な く 哲学書に 傾倒した ことのない 者 達 
だ。 (中略) 真の 救世主が 幻 魔に 向けて 
戦いを 挑む とき、 せめて 迷惑を かけない 
よう、 心を 光で 満たして おきたい ではな 
ぃか」 

― 論文より 


彼らは この 小説に、 自己 啓発の 書と して 
接して おり、 登場人物に 一体化す る ことで、 
魂の 覚醒を 本気で 目指して いるょぅ だ。 

また、 幻 魔ワー ルドの 開かれた 構造が、 
読者の 創造力を 喚起す るの だろぅ、 作品 中 
に 登場す る 架空の 映画の ポスタ— などを 自 
作したり、 本当に GENKEN まがいの 団 
体を つくった りする 読者 も 現れた。 彼らは 
自らを 「ヒ ライ スト」 と 呼び、 外界との 異 
質ぶ りを 自覚して いる。 

もはや 『幻 魔 大戦』 は フィ クシ ヨンでは な 
く、 彼ら 幻 魔 信者たち をつな ぐネツ トワー 
ク そのもの なの だ。 その 環の なかで 本気で 
遊べる 読者の みが 生き残り、 最後まで 醒め 
ている 者は 疎外され てし まう。 私の ように。 


こぅして 私は、 読者と しては 平 井 和 正と 

# 

訣別した。 しかし、 平 井 和 正への 興味は 逆 
に 高まる 一方と なつた。 


なにょりも、 自分は 「作家」 ではない、 
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この 小説は 自分が 書いた ものでは ない、 と 
主張す る 作家、 という 存在 自体が 異様では 
ないか。 平 井 和 正は、 覚醒した 後に 書いた 
もの ばかり か、 以前に 自分が 書いた もの ま 
で 「創作では ない」 と 言っての ける。 平 井 
自身こう 語る。 

私は I 九 七 八 年から 自分が 作家で ある 
という 意識が どんどん 薄らぎ、 (中略) 『幻 
魔 大戦』 に 至っては、 自分で 物語を でっ 
ちあげて いると いう 実感が ほとんど なく 
なって きた わけです。 

平 井は、 どこかで 起きて いる こと、 起き 
るだろう ことを、 高次 元からの 自動 書記に 
よって 書かされ ている だけ だ、 自分は 「言 
霊 使い」 にすぎない、 などと 公言す る。 

クリエ イタ— としての アイ デン テイ テイ 
を 放棄し、 メディアであろう とする 作家。 
まさに それを 実証す る (？) 事件 か 八 六 年 
の 夏に 起こる。 

平 井 作品の 登場人物、 ウルフ ガイ こと 犬 


神明が、 実在した の だ！ 

その 衝 ^ 的な 対談は、 八 六 年の 八月の 
『SF アド ベン チャ ー』 誌上に 掲載され た。 
「異色 対談 平 井 和 正 VS 犬 神明」。 実際に 
出現した ウルフ ガィとの 対談で ある (これ 
は 架空 対談の 企画べー ジ では、 決してな 

ぃ！) 。 

この 犬 神明 氏、 自分の ことが 小説に なっ 
ている ことを 知つ て、 驚いて 名乗り出て 来 
たの だとい う。 つまり、 自分は 小説と 同じ 
体験を してきた というの だ。 某国の スパィ 
と 激しい 戦闘を 繰り広げ、 ゾンビと ニユー 
ョーク で 戦い、 拳銃で 撃たれた が 死なず、 
切断され た 親指 も 生えて くる。 それば かり 
か 小説と 同じょうに、 天使に も 会った の だ、 
と —— 0 

「天使の 言では、 向こうの (パラレル •ワー 
ルドの) 地球では ハルマゲドンが 早く 起こ 
り、 すでに 破滅した とのこと だ」 

小説と 現実を 混同した 妄想 狂、 と 誰もが 
思う だろう。 実際、 平 井 和 正 も、 その 手の 人 
物が 自分の もとに 押し かけて くる ことは よ 


く あると 言つ ている。 しかし、 平 井は 言う。 

「彼に 会つ ていろ いろ 話を 聞いて いる、 っち 
に、 彼が 決して 妄想 狂 や パラノイアの たぐ 
いでは ない ことを 確信し ました」 

平 井 和 正に ょれば、 この 世には あと 七 人 
の ウルフ ガイが 隠れて いると いう (八 犬 伝 
だ！)。 彼らを 大 至急 集めて 使命を 果たさ 
ねば'  世界が 危ない。 そのために 彼は 残り 
の ウルフ ガイに 呼び掛ける ために、 自称 犬 
神明との 対談に 踏み切った の だとい う。 

では、 その 使命とは …… 。それは、 ハル 
マゲ ドンに そなえて、 ある 種の 人び とを 守 
る ことで あると いう。 まさに ウルフ ガイ、 

幻 魔 シリ ー ズ そのものの 世 0^ - そして そ 

れを 平然と 受けと める 平 井 和 正。 

「このままでは、 幻 魔 大戦に おける ハルマ 
ゲド ンも 実現す るか も 知れない …… 」 

そう 彼は、 冗談め かしつつ も 恐れを 込め 
て、 対談 後に 語って いる。 

ちなみに、 この 犬 神明 氏は、 その後、 行 
方 不明 だそう だ。 
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私は 数年ぶ りに 手を つけた 幻 魔 シリ ー ズ 
をつ いに 読み終ぇ た。 半月 以上 かかった。 

読後の 感想は 「やはり ものすごい」 の ひ 
とこと。 これ だけ 膨大な 物語で ありながら、 
事態は いっこぅに 収拾の 見込みが つかず、 
肝心の 宿敵、 幻 魔 そのもの もど こかに 行っ 
てし まぅ。 

読む あいだじゅう、 私は 「魂の 覚醒」 を 
問われつ ぱ なし。 しかし そこで 「説教され る 
筋合いは ねえ！」 と 反発して しまつて は、 読 
み 通せない。 それほど にこの 小説は 強烈な 


る C 

「実は、 今 ここに 集まつ ている みなさんは、 


ではた だの 不気味な 布教 蜜 日に しか 思えない。 

まさに、 現代 日本に 現れた 最高の 奇書の 
名に 値する。 しかも 出口 王 仁 三郎の 『霊界 物 
語』 と 違って、 全部 読んだ 読者が 日本中に 
やたらと いると いうと ころに すごみが ある。 

日本の 少年少女は、 これを 読んで、 魂の 
覚醒を 今日 も 押し進めて いるの だろう か。 
そうして 人と 人と が 真の 信頼で 結ばれた 光 
の ネット ワ ークづ くりを 至上の 理想と して 
生きて いくのだろう か …… 。 

ちなみに オウム 真理 教の 教義には、 幻 魔 
シリ— ズ との 共通点が 異常に 多い。 オウム 
幹部の なかに ヒ ライス トが いる ことは、 ほ 
ぼ 間違いな いと 私は 思う。 


前の 人類が 消滅した ときに、 神に 逆らつ た 
人たち なのです。 その 罪を つぐないた いが 
ために、 この 神団に 集って きている のです」 
参加者の ひとりで ある 少女が 感極まって 


ひと 筋の 涙を 流した。 そばに 座つ ている 少 
女たち から も、 すすり泣く 声が 伝わつ てく 
る。 

この 日 私は、 ス光 光波 世界 神団の 公開 研 
導 会を 受講して いた。 これは その 一場面 だ。 

ス光 光波 世界 神団 。信者 四千 五 百 人。 最 
高 神 X 神」 を 崇め、 神 霊界の 法則で ある 
御 経 給を 世に 伝える ことを 使命と する この 
団体は、 今 伸び盛りの 中堅 宗教法人 だ。 

この 団体の 大 教主は 黒 田み のる。 一九二 
八 年生 まれ。^-^ 大学 在学 中ょり 心霊現象 
に 興味を 持ち、 研究を 開始した といぅ。 一 
九 五八 年、 怪奇 劇画 家と して デビ ユ— 。以 
来 一貫して 心霊 世界に ついて 書き続け、 神 
霊 研究家、 七 次元 研究家と しても 名を 知ら 
れ るよぅ になる。 

ひばり 書房な どに 代表され る 怪奇 少女 マ 
ンガ界 の ェース 格だった 黒 田み のる。 私 も 
彼の マン ガは 、よく クラスの 女の子から 借 
りて 読んだ もの だ。 その 彼が 宗教団体を 主 
宰 している のは 知つ ていたが、 これほど ま 


メッセー ジ 性に 満ちて いる。 醒めて いたの 


宗教団体の r 大教主 さま 一 に 


ここは 八 王子 市のと ある 会館の 一室。 十 
数人の 人間を 前に、 女性が 講義を 進めて い 
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でに 発展して いるとは 意外だった。 


今回、 彼に 直接 インタビュ ー する 機会に 


めぐまれた。 ただし、 ひとつ 条件が つけら 
れた 。インタビュー 前に これから 信者に な 
る 人たち のために 行われる 講習会、 公開 研 
導 会を 受けなければ ならない の だ。 

研 導 会は 朝 十 時から 開始され た。 スケジ 


ュー ルの 都合で 前日の 第一 日 目の 研 導 会に 
出席で きなかった ため、 私は 早朝 七 時 前 か 
ら 、神団 の 事務所で、 ビデオに よる 講習を 
受けようと、 始発の 電車に 乗って 来たの だ。 

参加者は 十数 人。 中高生ら しき 女の子が 
四 人、 大学生ぐ らいの 女性が 二人、 中年 女 
性が ひとり、 あとの 数人は 男性 だ。 

四 人の 女子 中高生は、 黒 田の 作品の ファ 
ン らしく、 休み 時間の あいだ 熱心に 彼の 最 
新作に ついて 話して いた。 黒 田は、 この 神 
団 とは 別に 「見えない 世界」 を 楽しく 学ぶ 
ことを 目的と した 「アィ 200 友の 会」 とい 

、っ 一種の ファン クラブ も 主宰して いる。 彼 
女たち は、 どうやら そちらの ほうから 来て 
いるら しい。 

講義の 内容は、 なかなか ダィナミックで 
ドラマ 性に 富んで いて、 聞く 者を 思わず 引 
き 込む 迫力が ある。 

いわく、 世界は ス神界 を 頂点と する 七 次 
元で 構成され ており、 それを 司る のが 最高 
神ス 神で ある。 そして 現在の 我 われは、 七 
度 目の 人類で あり、 それ 以前の 人類は 肉体 


黒 田 みのるの 心霊 少女 マン ガの 数々。 昔 懐かしい 貸本屋 や駄 菓子屋に も 似た 味わい (？) 
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t193 東京都 八 王子 市 小 比 企 町 435 

いそ ま ビル 3F 

研 密会 ム- « 


麵“ 炎の 業” がで 钱 / 


それから 神との 関わり か 始まった。 

「啓示 もたく さん 受けました よ。 けれど そ 
れ だけで 成り立っ たわけ じ ゃな いんです。 
それまでの 研究で 組み立てられた 理論が あ 
って こそ、 今が あるんで す」 

普通の 教祖 様だった ら 、もっと 劇的な こ 

とを 格好よ く 言 うんで しようが . と、 氏 

はくった くな く 笑う。 飾り気のない 人 だ。 

作家が 自動 書記に よって 作品を 書く とい 
、っ 現象に 関しては 懐疑 的だった。 

「確かに、 あれ、 これ どうして 書いた かな？ 
と 思う ことは あります ね。 しかし 自分を 抜 
きにして 神 や 仏に 描かされて いると いうの 
は、 思い上がりです。 描かされながら、 自 
分で 描く。 私は そういう 姿勢で 描いて いま 

す」 

とにかく 作品は あくまでも、 黒 田み のる 
という 血の通った 人間と して 描く。 それが 
でき なくなつ たら おしまいだ という。 

もともと 教祖なん かには なる つもりなん 
かなかった。 皆に 担ぎ出されて、 なつて し 
まつた。 だから 無理に 教祖 様 然とす るつ も 


を 持たず、 幽界に いたが、 すべて 神に 背き、 る (なにしろ 私は かれこれ 士 一時間 近く も 
核戦争で 滅びて いる。 そして 現在、 幽界と  講義を ぅけてい るの だ)。 コ クリコ クリと 
現界の 境界が なくなる 現 幽界 統合が 行われ、 舟を こぐ 参加者 もい る。 しかし 講師い わく。 


人に とり 憑いて いる 憑依 霊が 苦しくな り 人 


「集中で きず、 眠くな つたり する のは、 憑 


に 影響を 与え はじめて いる。 もはや 憑依 霊  依 霊が 講義を 受けさせ ないよぅ 邪魔を して 
を铖 うとい う 時代では ない。 霊たち に 心を  るか もしれ ないです よ」 


開かせ、 共に 生きて いく 時代な の だ 


さらには、 「サタンの つくりあげた 人間 
が、 一般の 人間に 混じって 活動して いる」 
「 U FO は 以前 絶滅した 人類の 生き残りの 
霊的 乗り物」 

といった ショッキングな 内容が 続く。 
会場の 参加者は、 皆、 熱心に 講義 ノート 
をと り 続ける。 途中、 黒田大 教主の ビデオ 


こぅした 研 導 会を へて、 私は やつと 黒 田 
みのるに 会見す る 資格を 得た。 

八 王子の レストランに 現れた 氏は、 理路 
整然とした 話しぶ りの 理知的な 中年 男性 だ。 
いかめしい 教祖 様と いつた 雰囲気で はなく、 


による 浄光 (炎の 業と いう) が 参加者に 行  きさくで 親しみやすい 人柄の ようだった。 


われるな どした が、 夕刻 六 時まで 講義は 続 

いた 0 


心霊 マン ガを 書く うちにと ある 宗教団体 
に 誘われ、 それを 機会に、 憑依 現象の 実態 


長い 講義に、 集中力 も 薄れ、 つい 眠くな  がわ かるよう になつ たとい、 つ。 


3 日 Is の 研修 


1 

毎月、 沢山の 人が 受嫌 して 
輝 < 人生を 送〇て います。 

C は 先す を® し 神大迅 « «  (巨大な ブ a クラ 
ム ーを お e え rfl い r お 0 ま す。3? 5 は •神 S 
に 入る？  j とを 熒饩 にお 法え す #プ ロ クラム 


m  -o 

おす 
ぐ ま 
すし 
今 致 
OD 
す 送 
ま お： 
いを 一 
合 : t 
に 内 一 
間 薬 一 
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アイ 200 


サス ベリ: P で A 気 鼸/ 雕の 国の 7 リアの 主人公 難 


キミ も靈を 


^0426 

九霤 


■轉 _賺15 日酬 

《入場料 5,000 两_^筘 

リサイタル ホ ■成 


♦地下鉄 四ツ m 躱肥淡 《职 今 出口よ 〇 すぐ 
★フェス テイ バル ホール B1 


同じ ii—yp 同じ— 

15 日疆 ホールで 

圏 腸 田み のる 先生と 
I も ラす ぐ 会える./ 


* チ ケツト 申 i 
を 下さい。 至, 1 


毎月 1 回 醜 


♦1D 月 15 日 ㈣ 正午 團瀆 （受付 開始 ，AM11:30) 

リサイタル ホ-ル 麟 

♦入場料： 2,500円 （友の 会 会 興 2,000 円） 


チ ケット 申込 Sg 中/今なら; 
晒に 合います I 今、 すぐ お 
ください 。至 S チ ケツト cK し 
い 案内 S を お 送 D 致します & 


29 日 归: 

炎の* &汝 


W 田み の S 死生 か ft られ c 
JH 700 及の 会は、 联 しい イべ 
ン トを 賄胧し GO*  9 ガ ジン 
の ft 行界、 描々 な 活動を KW 
してい 5 す •贫® は大® •奥 起 
フェスティバルが、 H  •聚轵 
の 大好料 〖こ筠 えて 間 耽！ 

«田 みのる 先生の ちと で Q え 
ない 饴界 のこ 匕を 衆し < 、分 
かり B く 却つ ていける のは; P イ 
200 及の 会 だけ 丨 い，、 HMn 
抝を冏 わ ザ、 本当の 思えない 
世界を 典 0 たいとい ラ 方の A 
会” a 龙 に 馆えて い 


g フェス 講 


<10 月の W 僅 日》 

27 日豳 

大ブ a クラム 炫湞 

28 日  tt) 


?^£p 亡は •ごン 


<聞侑《8所> 

東京 •大阪 


ティ バル」 
〇 


「衝擎 の 光の 照射！」 黒 田 みのるの" 炎の 業， を 見られる イベントの 広告。 下の 「美 起 
のは、 黒 田み のる 著の 人気 少女 マン ガ 「死者の 国の マリア」 の 主人公 美 起の フアン. 


り もない。 氏は きっ ぱ りと 言い切っ た。 

宗教団体の 成立には、 三つの 段階が ある。 

まず 第一に、 カリスマ 的 指導者の 誕生。 
そして 第二に、 カリスマを 中心とした 集団 
の 成立。 最後に 明確な 教義の 確立に ょる、 
教団の 組織化 だ。 

これは、 平 井 和 正の 幻 魔 ネット ワ ーク、 

山 本 鈴 美 香の 神 山 会の コミ ユーン 、そして 
黒 田 みのるの 宗教法人、 の それぞれ にあて 
はまり そぅだ。 

私は 今回の 取材で、 宗教団体 成立の 三 過 
程を、 それぞれ 垣間見た と 思っ ている。 

人気作家 H 教祖 i 熱狂 的 ファン H 信者。 

この 図式は 永遠 不滅の もので あり、 両者 
は、 「物語」 といぅ 名の 教義に ょってが っ 
ちりと 結ばれて いる。 

これからは、 すぐれた 物語を 構築で きる 
者の みが、 卓越した 教祖と なる 時代な ので 
ある。  (文中 敬称 略) 
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コン ヒユ 1 夕は 神棚 、、てあ る！ . 


コン ピュ— 夕は ビッグ •ブラ ザ— ではなかった、 ビッグ •マ ザ— だった の だ- • 


メテイア.ネットワ|クとい5^£12震のなかで' 

人は みな 霊媒と なる！ 

〔対談〕  树山寛  (テク ノ •ディレクタ 丄 S  島 田裕巳  (宗教学 者) 

桝山 コン ピュー タと 才カ ル テ ィズムと い  ら 、コンビ ュータ と 出会っ たわけです。  ん について 宗教学の 立場から いろいろ お 話 
、っ テ ー マなん です か、 僕 か コン ピュ ー タに  そこで、 カウンタ ー  •カル チヤ ー か 出て  を お聞きした いと 思います。 

関わっ ていった 動機と いう ものから お話し  きた カリフ ォル ニアの 話を します と、 あそ  島 田で も、 ドラッグ とか フリー セックス 
しようと 思います。 今の 僕は、 テク ノ •デ  こは 地理 的に も 西の 端で、 文化の 行き着く  というのは 社会に 認知され てはいなかった 
ィレ クター なんて 肩書きを 自分で 作って 名  ところ だと 思 うんです が、 昔、 フリー  •セ  もので しよ。 だから カウンター  •カル チヤ 
乗っ てます けど、 実は まったく 理数 系ダメ  ッ クス だの ドラッグ だの 言っ てた 人たち が 一 のなかでは、 個人を 解放す る、 という 反 
だっ たんです。 大学 も 文学部 だし。 まぁ、  今 何を している か と言うと、 やはり コンビ  体制 的 メッセー ジが そこに 含まれて いたん 
いわゆる ロック 少年で、 セックス、 ドラ ッ  ュータ と ニ ューエ イジなん です よね。  だけど、 コン ピュー タは べつに 反社会的で 
グ、 ロック ンロー ルと いった 三 点 セットの、  コンビ ュータ と スピリチュアリズム って  はない し、 かなり 違 うんじ ゃないで すか？ 
いわゆる カウンタ —  •カル チヤ I か 終わっ  いうのは、 もともと 別の ものな のに、 なん  树 山 反体制と いうか、 コン ピュ ー タ •ハ 
ち ゃって、 つまん ない な一、 と 思っ ていた  で 結びついて しまったん だろう か。 そのへ  ッカー なんかは、 非 社会的と 言っ たほうが 


通産省 工業技術 院 機械 技術 研究所で 開発 中の 極限 作業用 ロボットの コン ト ロー ル •システム。 操作 者の 視覚、 首の 動き、 腕の 動きが、 離れた 場所の ロボットの それと 連動す る 
(撮影 •岡 田明彦 \ 写真 提供 •  >sah  i パソコン/ 2  5  2 ベ— ジ も) 
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いい 人 もい るんで すか、 それは 後で 話す と 

して . 。僕 自身に とつて は メッセー ジと 

か 思想 性と いうよりも、 たんに 「気持ちい 
い」 という 快感 原則の ほうが 強かったです 
ね。 パーソ ナルな 部分では 他の 人 もそう 
だっ たんじ ゃない かと 思 うんです けど。 で、 
カウンタ！ カル チヤ— なき 後、 気持ちい 
いものを 探して いたら コン ピユ ー タと 出 
会った、 という わけです。 

I 瞑想 マシンと しての 

n ンピ ユ—夕 

島 田 コンビ r 夕が 気持ちいい とい、 っの 
は 具体的に どんな 感覚なん でしよう？ 

桝山 その 頃は ゲ ー ム センタ I で 「ゼ ビウ 
ス」 とかを やって いたんで すが、 ものすご 
く リアルで、 よくで きた 映画み たいな、 で 
も 見る だけ じ ゃなくて こちら 側から 動かせ 
る わけです から、 とにかく 今までの メディ 
ア では 味わつ たことの ない 快感で したね。 
まさに ドラ ツグなん です よ。 

今、 資本主義が 共産主義に 勝った とか 言 


われて るんで すけ ど、 それ も 思想 性、 イデ 
オロ ギーの 問題ではなくて、 やはり 資本 主 
義の ほうが 快感 原則に 合致して いたから じ 
やない かと 思 うんです。 で、 コン ピユー タ 
は 資本主義を 代表す るよう な 快楽 装置 だと 

田^ I うんです。 

島 田 でも 資本主義と いうのは、 ョ ー ロッ 
パ 近代で 発生した 段階では とても 禁欲的な 
ものだった んじ ゃない かな。 人間の 欲望を 
抑えて それを 生産に 向け、 資本を 蓄積して 
社会を 発展 させて いく わけで。 もともとは 

マックス •ゥ ヱー パー が 言うよう に、 ブロ 
テス タン テ イズムが 根底に あったから。 
桝山 でも、 それは 資本主義の イデ オロギ 
—の 側面です よね。 今は その 部分は 抜け 落 
ちち やつて るで しよう。 

島 田 それは アメリカ や 日本的な 資本主義 
なんです よね。 本質に あるの が 生産 じ ゃな 
くて 消費に なつて しまつた わけで しよう。 
いわゆる 消費 社会の 到来です よね。 

桝山 その 消費 志向を 支えて いるの が 快楽 
原則で ある、 という 意味なん です けど。 そ 


れが テクノロジー と 掛算に なって 拡大して 
きている。 そのな かでは コン ピユ ータ とい 
っし ょに 最近 浮上して きた オカルト とか 宗 
教 とか 精神 世界と いうの も、 カウンター. 
カル チャ ーの 頃と かそれ 以前の ものとは 
違っ てきて るん じ やないで しょう か。 

島 田 違いと いうのは こういう ことです 
か？ 以前は 宗教と いえば 必ず 「貧 •病. 
争」 という 三つの 苦難が きっかけ であると 
言われて いたんです。 「貧 •病」 というの 
は 貧し さと 病気な おしです ね。 病院に さえ 
いけない 人が 大勢い ましたから。 「争」 と 
い、 っのは、 嫁 姑の 争いと かにつ いて 宗教が 
カウンセリングを する。 とくに 第二次 世界 
大戦 後に 勢力を 拡大した 創価学会 などは、 
農村から 都会に 出て きた 比較的 下層の 都市 
民の 共同体と して 機能し、 彼らの 生活を 支 
えていた わけです。 

でも 現在は 平均 的に 豊かに なった から 
「貧 •病」 ではないで すね。 オウム 真理 教 
なん かもいい 家庭の 子が 多い と 聞きます し。 
苦難の 解決と いう 現世 利益が 宗教 ブ—ム と 
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結びつい てる わけでは なさそう です ね。 
桝山 それは かなり 新しい 状況です ね。 コ 
ンピユ ータも 最初は 実際の 役に立つ、 とい 
う 意図で 生み出され たんです けどね。 

島 田 戦争 中に 弾道 計算す るた めでし ょ。 
桝山 でも 今は そうじ やないで すね。 今で 
も ビジネス •ユ I スの 世界なん かでは、 コ 
ンピ ユータ はたんに 効率化の 道具で しかな 
いという 認識が あります けどね。 

でも、 デー タ •ベ ース 作る ときに、 ィン 
プット や システム •デザインに えらく 時間 
がか かつても、 もう 情報を シス テマ テ イツ 
クに 構築す る こと それ 自体が 快感に なつて 
きち やう。 たとえば 円を プログラムす るの 


树山寛 氏 


もたい へんなん だけど、 苦労して 円が デイ 
ス プレイに 出る と 「やった ！ 」 と 、ものす 
ごく 気持ちいい。 

島 田た しかに コンビ ュータ って 便利 じ や 
ないです ね。 ワー プロと して 使うなら 「一 
太郎」 よりは、 専用機の ほうが ずっと 速い 
のに、 わざわざ コンビ ュータ 使う のは、 楽 
しさが あるんで しよ。 

桝山 そんなな かで、 ユ ー ザ— にと ってと 
っつき やすいと 言われて いるの が、 アップ 
ルの マッキントッシュで すが、 パソコン 界 

でも 〇卩 0 (-^<処理 装置) や OS  (オペ 
レ— テ イング システム) の 種類に よって、 
派閥み たいな ものが あるんで す。 

とくに マッキントッシュの 信奉者は 宗教 
じみた ところが あって、 アップル 社は 初期 
の 営業マンを 「伝道者」 と 呼んで たんで 
すよ。 だから、 その 世界の 体系に 入っ ちゃ 
うとす ごく 快感って とこで 宗教に 近いの か 
な。 

島 田 具体的に その 快感って どんな 質の も 
のです か？ 


桝山 瞑想なん かと 同じで、 脳 内 麻薬 物質 
が ジワッ と 分泌され る 感じです ね。 

島 田 コン ピユ— 夕い じって る だけで そ、 っ 

なります か？ 

桝山 出来の いい ゲーム を やって ると なり 
ますね。 問題は 擬似 体験 度の 高さ。 流行の 
言葉で 言う と パ— チャル •リアリティ。 人 
エ 現実なん です。 だから 今は、 サイ バー • 
スぺ ー ス とか 言って、 目には ゴー グルつ け 
て、 手に デ I 夕 •グロー ブ つけたり デー タ 
•ス ー ツ着 たりして、 コン ピユ ータ 内の 世 
界に 全身の 感覚を 直結し ようとい う 動き も 
あります。 

島 田 個人的な 気持ちよ さの 追求と 言えば、 
最近の 宗教には その 傾向が あります ね。 商 
売が うまくい くなんて 現世 利益よりも、 瞑 
想して ア スト ラル 界 とかで 神秘的 体験を 得 
たり、 超能力 獲得したり、 というのを 売り 
にして いる。 たとえば 阿 含 宗 では 星 まつり 
で 護摩 焚いて、 その 炎が 龍に 見える とか 言 

、っ 0 

桝山 メディア による 擬似 体験の 陕楽 とい 
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うのは 昔は な かったんで すか？ 

島 田 宇治の 平等 院の すごい 伽藍と いうの 
は ようするに 極楽浄土の シ ミュレ I シ ョン 
ですから、 そこで 儀礼 やれば もちろん 卜 
リップで き るんで すけ ど、 それは ごく 限ら 
れた 貴族 だけの 快楽でした からね。 庶民が 
ハィになる には 集団の 力に 頼る しかない。 
おかげ まいりが そうです ね。 あとは 滝に 打 
たれたり とか、 厳しい 修行の 末、 やっとな 
れ たんです。 

桝山 今は みんな 貴族みたい になって しま 

った。 

島 田 苦労し ないでも よくなる と、 そうい 
う 快楽への 関心が 出て くるんで すよ。 

I 宗教 も コン ピュ I 夕も 
マインド •ミラ— 

島 田で も、 コン ピュー タ やる 人は 最初 か 
ら 快楽が 目的なん です か？ 

桝山 いや、 むしろ 内的な 目的がない 人が 

コン ピュー タの 快楽に ハマつ てい くんじ や 

ないかな。 岸田秀 みたい な 言い方なん だけ 


ど、 かつては 共同体 かあって 人間を 支えて 
きて、 人生の 目的と かを 与えて くれた。 そ 
れが 戦後の 資本主義 社会では、 まあ 会社と 
かが 共同体の 代わりを して、 今 それを やっ 
てるのが コン ピユ— 夕に 代表され る メディ 
ア 環境 じ ゃない かって 思 うんです。 

島 田で も 本当は コン ピユー タ 自体は 何も 
して くれない でしょ。 なにしろ メディアな 
ん だから。 口— ザック も 『コンビ ユータ の 
神話学』 のなかで 批判して るけ ど、 コン 
ピユー タは 主語には ならない。 コン ピユー 
夕は すごい と 思われて るけ ど、 あのな かに 
は 実は 何もない。 こちらが プログラムした 
ょうにし か 決して 動かない。 

桝山 だからす ごいんで す。 他者 じ ゃない 
のに 他者み たいに 見える。 それでいて、 こ 
ちらの 命令に まったく 反抗せ ずに 従ってく 
れ るんで すから。 『イラ イザ』 ってい う 精 
神 分析 シ ミュレー シ ヨンが あるんで すが、 
六〇 年代に 作られた 初期の AI  (人工 知 
能) で、 まあ、 対話の 相手をして くれる わ 
けです ね。 パソコン ネットが まだ 始まった 


ばかりの 頃、 その 『イラ イザ』 の パロディ 
みたい な 人工 人格が、 チャット (おしやべ 
り) に 登場した ことがあります。 それは バ 
力みたい に オウム 返しし かで きないんで、 
「人工 無 脳」 (笑) と 呼ばれ たんです が、 


よぅするに 端末の こちら 側に いる 者に とつ 
ては、 相手が 人間 だろぅと コン ピユ ータだ 


コン ピユ —夕 •ゲ ーム 「リラックス」 (シナプス 社) 
プレイヤ— の 精神状態を 図形 化した CG を 見ながら、 
精神を 安定させる バイオ フイ— ド •バック 
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ろうとち やん と 話を して くれれば かまわな 
いんです ね。 ティ モシ！ リ アリー の 作っ 
た 『マインド •ミラー』 という 自己 精神 分 
析 みたい な コンビ ユータ •ソフトが あるん 
です が、 まさに コン ピユ ータは マインド • 
ミラ ー なんです。 だから コン ピユ ー タ との 
対話と いうか 相互作用に よって、 目的が ど 
ん どん 自己 増殖して いくんです。 

島 田 コン ピユー タに よって 人が 変わ るん 
です か。 

桝山 いちがいには 言えません が、 コン ピ 
ユー タは 神の ような 外的 絶対 性と して 存在 
しうる ので、 使う ほうが コンビ ユータ の 思 
考 体系に 合わせて 自分を 変えて いくんです。 
だから フロー チヤー ト 的 思考になります ね 0 
論理的す ぎる くらいに 論理的になる。 

島 田 ファミコン とかで もそう なります 
か？ 

桃 山 いや、 ただ 受動的に ゲ ー ム をして る 
ぶんには そんな 影響は ないです ね。 自分で 
プログラミングす るよう になる と 変わ るん 
です。 コン ピュー タの 言語 本 系に 合わせ ざ 


るを 得なくなる から。 だから テクニックと 
しては 密教に 非常に 近い。 

島 田 宗教では、 その 宗教 独特の 言葉が、 
ィニ シエー シ ョンのと き 重要な 要素になる 
ん です。 その 点では 近いです ね。 

桝山だ から コンビ ユータ おたく、 と 呼ば 
れ るよう な 人たち は 日本の なかの 異文化な 
んで すよ。 彼らには 〇 か 1、 黒 か 白し かな 
い。 グレィ •ゾ ー ン がない。 ようするに、 
日本的な 人間関係の 曖昧さを 許容で きない。 
本音と 建前と かね。 コン ピユ ー タには 「気 
配り ボタン」 なんてないで すから。 彼らに 
とつて は 気配りしながら 人と 話す よりも コ 
ンピユ ータと 対話して いた ほうがいい。 

島 田た とえば 以前の 新 宗教 や ィエスの 方 
舟なん かで も、 そこに 集まった 女性を 調べ 
てみ ると、 家庭に 軋 礫が ある 人が 多かった 
ん です。 昔から 人が 宗教に 走る のは 日本の 
家 制度と か 人間関係から 逃げる 場合が 多 
かつた。 日本は 「家」 を 重視し ましたから、 
たとえば キリシタン などで も 最後は 先祖 崇 
拝に 行きつ いたと 言います。 ところが 最近 


は 丹 波 哲郎も 先祖を 祀 るのは 無意味 だ、 な 
んて言 うんです よ。 宗教の 魅力が 家庭に 代 
わる 共同体 集団の 魅力だった の も 終わって 
きている よう だし、 オゥム 真理 教 なんかに 
しても、 もはや 個人の 問題で しか なくなっ 
てきて るんで すかね。 

—誰もが 

霊媒に なれる 時代 

桝山 実際に 人と 人が 会って 集団 作らな く 
て も 安定して しまうよう になつ た、 という 
ことかな。 それは やっぱり メディアの パー 
ソ ナル 化と いう 問題と からんで いるか もし 
れ ない。 僕なん かも、 実はこう して 人と 実 
際に 顔を 突き合わせる よりは、 電話で 話す 
ほうが 好きなん です (笑)。 電話の ほうが 
本音が 言い やすい 感じ も あるし、 なんとい 
っても 切りた くな ったら いつでも 切る こと 
かで きる でしょ。 

島 田 僕は 電話が 普及す る 前に 生まれた か 
ら 、電話は こわい、 という 感じが まだ あり 
ますね。 
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桝山 電話が こわい？ 

島 田 電話が 鳴る とびっく りする。 こっち 
の 世界に 勝手にい きなり 外の 世界が 入り込 
んで くるわけ ですから。 

桝山 僕は メディアを 通して 世界と つな 
がっ てる 感覚を 常に 持って ない と 裸になっ 
たよぅな 感じが す るんで す。 だから 電話が 
ない と 不安。 

島 田 それは 原 体験の 差です ね。 今は 言葉 
覚える より 先に テレビ 見て るで しよ。 人は 
もはや 言語の なかに 生まれる のではなくて 
メディア のなかに 生まれて くる。 

桝山 マ クルー ハンに なっち ゃ、 っんです け 

ど、 以前は 共同体 や 自然環境との 関わりの 
なかで 肉体 だけで 体験して いたのが、 メ 
ディアが 環境になる ことで、 体験し ない 情 
報を 蓄積で きる よぅになって、 近代的 自我 
も 生まれる。 そのと きに 「肉体と しての 自 
分」 の 他に 「メディア のなかの 自分」 とい 
う ものが 生まれた。 それで 僕は 今の 人間は 
肉体と 情報 体で 成り立つ てるん じ やない か 
と 思 うんです。 だから メディアとの 接続が 


切れる と 情報 体が 死んで るよう な 感覚が す 
る。 だから 最近、 電話 持ち歩い てる 人と か、 

ノート •パソコンと モデム 持って、 いつで 
もネッ トワー クに アクセス できる ようにし 
てる 人が いるけ ど、 あの 気持ちは わかるな。 
島 田 カトリックの 人 も、 子どもの ときに 
椅子なん かに 座る とき、 必ず 少し スぺ ー ス 
を 空けて 座っ ていたんだ とか 言っ てました 
ね。 いつも 守護霊み たいな 目に 見えない 天 
使と 共に あるんだ と 考える ので、 天使が 座 
れ るよう にす るんで すね。 

桝山 情報 体と いうの も 幽体み たいな もの 
で、 たとえ 肉体は 部屋から 一歩 も 出なくて 
も、 メディアが あれば 3^体 は 世界 じゅう 
どこに でも 拡がって 存在で きる わけです。 
だから 僕は 肉体よりも 情報 体 だけで 生きる 
ほうが 気持ちよ かったり して (笑)。 

島 田 昔、 山の なかの 村で 調査した ことが 
あるんで すけ ど、 テレビが いつもつ けつ ぱ 
なしにな つて るんで すよ、 見て なくても。 
村と いう 閉じた 世界では テレビが 外の 世界、 
もう ひとつの 世界への 窓に なつて いたわけ 


です ね。 

桝山 田舎に 行く と 必ず 有線が あります ね、 
いきなり 村の お知らせが 流れたり して、 強 
制 的に メッセー ジを 送りつ ける。 昔は テ レ 
ビも オーデ ィオ もそう いう 形の 一方的 メデ 
ィアだ った。 言わば 神棚なん でしょう。 

島 田 でも 今の 子どもは ビデオに 惯れ ちゃ 
ってる から、 テレビ 見 てても、 なんで 早 送 
りで きないの かって 言う。 

桝山 それが インタ ラク テ イブと いう こと 
なんです が、 最も インタ ラク ティ フなメ 
ディア か コン ピユ I 夕なん です。 メ ティア 
の 向こうの 世界を、 こちらから 個人の レべ 
ルで クリエ イトで きる。 上の ほうから 神棚 
に 一方的に 降りて くる 神の メッセー ジを受 
けと める だけ じ ゃない わけです。 たとえば、 
現実に 日本の パソコン： 不ッ トワー ク には 
「オンライン 寺院」 という ネット ワ I ク宗 
教も 登場して ますし。 

島 田 もともと メディア という 英語には 霊 
と 交信す る 「霊媒」 という 意味が あるんで 
すけ ど、 電子メディア にょる 別の 世界は 宗 
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教 に似ては いますけ ど、 果たして それが か 
つて 宗教が 媒介した ものと 同じな のかは わ 
からない。 両方 体験した 人が いないから。 
桝山 メディアの パー ソ ナル 化で、 誰もが 
霊媒に なつて しまう という か メディア にな 
つてし まえる。 だから パソコンの 「パ ソ」 

の 部分が 重要なん です。 昔は コン ピユ ータ 
社会と いうと、 『1984』 みたい に 絶対 
的 権力が 国民を 管理す るよう な 世界 だと イ 
メ  —ジ されて ましたよ ね。 でも 実際は、 パ 
—ソ ナル •メディアの ネット ワ—ク によっ 
て*^ 集権 的 構造は 崩壊し、 ハッ カ— のよ 
うに 国家の 中枢に M 入す る こと さえで きる 
ようになった。 彼らは もう ゲリラで すね。 
まぁ、 そのよう に、 端末 さえ あれば なんで 
もで きる 感じ、 コン ピユー タが もたらす 
「全能 感」 、というのは 超能力に 近い もの だ 
と 思います よ。 

I 造物主と いう 
快楽 

桝山 r ポピュ ラス」 という コン ピュ ー タ 


•ゲ ー ムか あるんで すか、 これは マニ ユア 
ル にちやん と 「あなたは 神です」 と！ 一日いて 
あるんで す。 プレイヤ ー がま さしく 全知 全 
能の 神に なって、 人類を 育てて いく。 農耕 


なって いく。 神 (プレイヤー) は 気に 食わ 
なくなつ たら 大地震と かを 起こして それ ま 
で 築き上げられた 文明を 全部 チヤ ラに する 
こと もで きる わけ T' す。 


を 教えて 文明を 発展させる と、 村から 町に  島 田 エホバの 証人と かが 言って る ハルマ 


「ポ ビユ ラス」 (エレクトロニック •ア —ツ 社) プレイヤ— は 神に なつて 天地創造し、 飽きたら 天変地異を 起し 
て もい い 
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ゲ ドンを もっと 建設的に した 感じな のかな。 
『信 長の 野望』 とかの シ ミュレー シ ョン. 
ゲ ー ム とは 違 うんです か。 

桝山 こっちは もっと 箱庭 治療み たいな 感 
覚で すね。 こういう ゲ ー ム見 ると コン ピュ 
1 夕って いうのは やはり 別の 世界を 神の よ 
うに 見下ろして、 自由自在 にす るのを 可能 
にした メディアなん だ、 というの がよく わ 
かる 気がします。 昔の 庶民には こんな 世界 
全体を 見渡す 感覚なん てなかった でしよう。 
だから 宗教が 地獄と か 天国と か 言って 世界 
観を 与えて いた。 

島 田 そうでし ようね。 でも 今ではもう 
「神の 視点」 なんて あまりに も 日常 化しち 

やって ますね。 テレビ も あるし、 古 冋い ビル 
がいっ ぱい 建った から、 子どもで も 世界を 
上から 見渡せる。 

桝山 『トロン』 という 映画には 、コンビ 
ュー タの プログラム のなかに 入って しまつ 
た プログラマー が、 自分の 作った" トロン" 
という プログラムに 会う と、 まさに 神様 扱 


築 波 大学 岩 田洋夫 講師が 研究 中の、 サイ バ—ス ぺ—ス (コンビ ュ—夕 の ディスプレイに 現れた 空間) の 中を 歩き 
まわる システム 。ディスプレイ 中の 物を つかむ と、 手の平に 「手応え」 が 返って くる サイ パ！ グラブ も ある 


% へ 


いされ ると いぅ 場面が ありました つけね。 
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島 田 「神の 視点」 と 言えば、 ビック リマ 
ン •シー ルは すごいで すね。 あれは、 世界 
観を 全部 提示し ないで 断片 だけを 与えて、 
子どもたちに それを 組み立てさせる わけで 
しよ。 かなり 知的に 高度な 遊びです よ。 お 
そらく 日本で しか 成り立たな いんじ やない 
かと 思う けど。 

树 山た た 受動的に アニメを 見たり シール 
を 集めたり する のとは 次元が 違う。 自分で 
シール 作っ ち やう 子 もい るく らいです から。 
島 田 独自の コス モロジー を 作って そこに 
参与す る わけです からね。 オゥム もね、 麻 
原彰晃 以外の 人が 世界観と いうか 教義を 作 
ってい るよう に 感じます ね。 今、 組み立て 
ている 最中 だから 楽しいで しようね。 世界 
を 作ったり コン トロー ルしたり する わけで、 
比喩的に 言えば 神みたい な ものです から。 
そういう 快感は なんとな くわ かっち やうん 
です よ。 学者って いうの も 世界の つじつま 
を 合わせる：^ でしよ。 教義を 作る のと 同 
じなんです。 快感 原則なん です よ。 

桝 山そう いう 快感 原則って 人類 普遍の も 


島 田 未開と 呼ばれた オー スト ラ リアの 原 
住民の 人たち なんか、 一年の 半分は 何もし 
ないで いいんで すから、 雨季の 間は お祭り 
ばっ かりして たわけです。 そもそも、 こん 
なに 人間が 働く よぅになった のって 近代 以 
降なん です よ。 

桝山 人類が 快感を 抑ぇて 働いた のは、 近 
代の 百年 あまりの 期間 だけなん です か。 

島 田 いや、 生産 活動 だって 楽しかった は 
ずです よ。 高度成長で、 どんどん 産業が 発 
達して いくのって、 それは やっぱり 資本 主 
義っ ていぅ 世界を 作る こと だから、 快感な 
ん です。 山 岸 会なん て 今でも 一日 十 何時間 
も 農場で 働いて るんで すけ ど、 楽しくな け 
り ゃやり ません よ。 さっき、 昔の 庶民が 卜 
リップしたり ハィになる には 集団の 力し か 
ない と 言いました が、 戦争と か 革命 だって、 
おかげまい りみたい な ものです からね。 楽 
しんで るんで すよ。 命が けだけ ど。 

桝山 近代では 働いて、 物 作って、 それが 
善であって、 快感で も あった。 宗教 も その 


価値観に くっつ いていたん だけど、 それが 
もう 日本に おいては 必要 じ ゃなくな ってき 
た。 ようするに ポスト •モダンに なって き 
たから、 労働と か 生産に 代わる 新しい 快感 
を 探し はじめた 。コンビ ユータ だったり 宗 
教 だったり オカルト だったり。 

島 田 「働く」 という ことが 曖昧な ものに 
なって ますよ ね。 僕と 桝 山さん がこうして 
話して いるの だってい ちおう 仕事なん だけ 
ど、 果たして これが 「働く」 と 呼べる のか。 

学者 やって ると 「遊ぶ」 ことへの 興味が 
なくな るんで す。 学者の 仕事って、 いろん 
な 3^ 集めて、 それを 整理して また 世間に 
提出 するとい う ^ でしょ。 自分が メディ 
ア になる って ことです よね。 コン ピユー タ 
とか ビック リマンで 遊ぶ のと 同じ。 だから 
「遊ぶ」 と 「働く」 が 区別で きない。 

I 子ども、 そして、 

メディア 的 人間の 自我 

桝山 「遊び」 と 「労働」 の 区別がない 非 
生産 的 知的 快感が 一般化して きたのは、 近 253 


代の 主体で ある 「おとな」 にならない 人が 
増えた という ことかな。 豊か さと メディア 
環境と いう、 なんか 母性 的な ものが 世の中 
を 覆っ ち ゃって るから、 端的に 言えば 子 ど 
もの ままで もよ くな った。 そうすると イニ 
シエー シ ヨンは ど、 っなつ ち やったん でしよ 
、っ 0 

島 田ィニ シエー シ ヨンと いうのは、 母親 
の もとから 子どもを 引きは かす ことです か 
ら 、少なくとも、 今までの ような 形の ィニ 
シエ— シ ヨンは 崩壊して ますね。 我 われは 
それに 代わる ものを まだ 見出して はいない。 

でも、 そこで イニ シエ— シヨ ンは やっぱり 
必要 だ、 と 言っ てし まって いいの か。 だっ 
て 実は イニ シエー シ ヨンと いうのは、 その 

人が 属する 共同体 や 国家を 守る 兵士を つく 
る：^:^ なんです から。 それが 武力戦 争の た 
めに しろ 経済戦 争の ためにし ろ、 とにかく 
贱 力を つくる ことなんで すよ。 

桝山 今は そういう 戦争は なくなつ てきて 
る。 

島 田 それな のに、 とにかく おとなに なら 


なきやい けない、 と 言い 続けて いいの か。 
だって おとなって 人為的な つくりものなん 
だもの。 だから、 アリ エスが 「子どもの 発 
見」 なんて 言いました けど、 僕は あれは 噓 
っぱ ちで、 本当は 「おとなの 発見」 だと 思 
う。 今、 おとなと 子どもの 二元論が 壊れて 
きて、 みんな 子どもで 困る と言うけ ど、 子 
どもの ほうが 人間の 本来の 姿なん じ やない 
のか、 そのままで いられる ことの ほうがむ 
しろ 理想に 近いん じ やない か。 

W 山 コン ピユ ー タ 少年って、 コン ピユ I 
夕と いう、 なんでも 言う こと 聞いて くれる 
母親に 保護され てるから、 自分の 絶対的な 
自我が 傷つ けられる ことを 極度に 恐れる 傾 
向が あります ね。 価値観の 違う 他者と 接す 
るのを 嫌がる。 メディア 的 人間は 自我が な 
いって 言われる けど、 実は 非常に 自我は 強 
いんです。 近代的 自我とは 違う けど。 

島 田 ふと 思つ たんです。 日本人は ずっと 
自我が 弱い と言われ 続けて きたけ ど、 もう 


島 田 裕巳氏 


、つの も、 実はは つきり とした 「私」 とい、 つ 
のを 認識して るから じ やない のか。 


« 山 自我は 子ども も 持つ てるん たけ ど、 
おとなになる といぅのは その 「私」 といぅ 
か、 自我を 抑圧す る ことです からね。 

島 田 明治 以来、 百年 以上 も 自我を 持てつ 
て 教育され 続けて るんだ もん、 いいかげん 
自我 も 育つ ょね。 

桝山 で、 コンビ ュータ 少年は 自我が 傷つ 
けられる のを 恐れる から 恋愛し ようとし な 
いんです。 失恋って 一種の イニ シエー シヨ 
ン ですからね。 純愛への 憧れは あるんで す 


みんな 強い 自我を 持つ てるん じ やない かと。 けど、 コン ピユ ー タ や アニメが それを ある 
メディアを 通して 世界と つながり たいと 思  ていど 満たして くれる。 それから、 アイド 
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ル •マニア も 多いです ね。 となりに いる 実 
物の 女の子ょりも メディア 上の 美少女の ほ 
うが リアルに 感じる。 

島 田 宗教の なかで も 恋愛に 対する ドライ 
ブは 低いです ね。 憧れは 教祖 さまに 向かう 
し。 教祖 さまって いうの も 実物には 直接 会 
えない ほうが 神格化 される。 誰かを 媒介し 
て、 メディア にして 信者に 接する。 だから 

アイドル 

まさに 偶像なん です。 

桝山 ある 知り合いの マニアの マシンは、 
立ち上げ ると 『二 〇〇 一年 宇宙の 旅』 のコ 
ンピ ユータ HAL の サンプリングで、 

*1  am  complete ^ OIDerational. > 11  m v: 
circuits  are  functioning  perfectly  と 

話し、 電源を切る ときには 『スター ウォー 
ズ』 の ダー スべ イダ— の サンプリングで、 

*1  must  obey  my  master  3  (陛下の お 

言いつけ どおりに いたします) と言うんで 
す。 彼は それを 聞く たびに コン ピュ— 夕が 
いとおしくなる つて 言 うんです けど、 よく 
考える と、 それを しや ベら せて るのは 彼自 
身なん です よね。 それと 同じで、 恋愛と い 


うの も そもそも 幻想なん です。 互いに 愛し 
合っ てると いうの も 実は、 相手が 好き、 と 
いう 幻想が ふたつ あるに すぎない。 

島 田 ドラッグ やっても 幻想を 見て る だけ 
なのに 現実より リアル だと か 言います ね。 
「リアル」 という ことが 言われ 出した のは 
七〇 年 ft くらい かな。 日常では なんら ドラ 
マチックな ことが 起こら なくなっ たけ ど、 
フィ クシ ョンには ドラマが ある。 その ほう 
が リアルに 感じて しまう。 

桝山 現実は ドラマで はない。 筋 も 通らな 
いのが 現実。 でも 筋が 通る のが 普通と 考え 
てし まう。 コン ピユ ータ •マニアは 筋の 
通った プログラムを 「美しい」 と言うんで 
すよ。 論理的で ム ダがない 、ィコー ル 美し 
い、 と。 建築物に 近い 感覚み たいです ね。 
島 田 学者 だって そうです よ。 きれいに 筋 
の 通った 論文は 「美しい」。 だから 論理 体 
系の 快感って ものすご いんです よ。 これ 以 
上の 快楽は この 世に ない。 

桝山 そこまで 言う (笑)。 じ や あ コン ピュ 
I 夕 •マニアつ て、 図らずも 人類の 根源旳 


な 快感 原則の 姿を 見せて いるの かもしれ な 
いです ね。 

島 田 今 さら、 メディア や 宗教に かまって 
ないで おとなに なれ、 なんて 近代的な 凡庸 
な 結論 出した つてし ようがない でしよ。 ど 
ん どん やって もらって 新しい 価値体系 作る 
しかない。 だって 何度も 言う けど コン ピユ 
1 夕 自体は 本当は 何も 考えられないん だか 
ら 。けっき よく 自分で 考える しかな いんで 
す。 キリスト教 だって、 聖書なん て 矛盾 だ 
ら けの もので しよ。 それを 神学者た ちが 千 
年 も かかって つじつま 合わせて 論理 体系を 
作り あげたん だから。 

桝山神 学者の 仕事って デバグだった んだ 
(笑 〇 

島 田で も それは 決して 無駄 じ ゃない。 近 
代 科学 だって、 キリスト教と 物理現象 のつ 
じつ ま 合わせて るう ちに 生まれ たんです か 
ら〇 

桝山 どれ だけ りっぱな 建築物 作れる か、 
という ことです ね。 
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ボス トモ ダン 宗教 展黧 

人み な 丈へ て 4 又 ミ 講に ハマる ！ 


この 本に 集められた 宗教 やオ カル トの 話を ひとごと だと 思って はいけ ない！ 
この 地平線の 彼方までの っぺ〇 とした 民主主義と、 躁病 的な 高度 資 i 義 のなかで 
フワ フワ 暮らす コカ コ丄フ の C M 野郎 ども、 てめ えら みんな 信者なん だよ！ 


大月隆 寛 ( 


民俗学 者) 


ああ、 布施 博 だ、 と 思った。 


身体の ありかたに、 かなりな めされた 均質  たちの どこか なれなれしい 視線を 浴びる 彼 


厚手の つややかな 紙に フル カラー で 刷ら  性がない ことには 不可能 だと 思* 


れた 誌面に、 ずらり 並んだ 明るく さわやか 


な 顔、 顔、 顔 


撮り 方に もよ るの だろ 


そこに 並ぶ 男たち の 顔の どれ もが、 俳優 
の 布施 博と 不意に 重なり あった。 なぜかは 


のイ メージ は、 決して トンガつ ていず、 
いつて ネ クラでは なく、 適度に ひよう きん 
で、 そこそこに ウブ で、 根本的には 健全な 


、つ。 しかし それでも、 ここまで 同じ 明るさ  わからない。 『抱きしめたい！』 などの 鎌  「良識」 の 持ち主で、 要するに オン ナ たち 


を 等量に 放射す る 写真を 並べる ためには、 


田 敏夫系 男女 複数 バトル ロイヤル TV ドラ  に とってた やすく 取り扱い 可能で わがまま 


撮る 側の 意図 や 技術とは また 別に、 その 撮  マで 人気を 獲得し、 具体的な 結婚 相手と し  を 許容して もらえ そぅな、 ぬいぐ るみか 家 
られ る ffl の 表 倩と、 その 表 倩を 裏打ちす る  て 「おいしい 男」 の 典型と されて 世の 女性  電製 品の ょ、 っな 男、 といつ たもの だ。 


NEW  RUB 


定の 目標を 達成した 直販 員は、 


®  ら ない ほどに、 白い 歯、 よく 整えられた 髪、 
王き がいを 壳る ア ムヴ エイ •ビジネス  そして ぉだやかな 眼を 持つ S が 実際の 人 

- - - -  り、 誰もが 納得す る、 見る からに 不快な 表 

別の 言い方を すれば、 テニス や スキー と 抜けて 「いい 人」 という 印象し か 引き出せ 象と して 流通す るよう になつ てし まつた あ 


いった 十 把 一 からげ に 大量 消費され るス 


ない の だ。 かつて 『め ぞん 一刻』 で 仇 役を 


の 「おたく」 ゾラでは ない。 むしろ そこ か 


ポーツ の ィンス トラクタ— たち、 あの 表情 振られた 三 魔 コ— チ、 あの カリカチュア ラ  ら対 極に 位置す る、 まず 誰に 聞いても 「好 
に 近い みんな、 どの 顔を とつても、 突き  ィズ された キャラクター が 決して 冗談に な  青年」 といぅ 答えが 返つ てきそぅ な、 ナ rL 


ども やはり 確実に 不快な 顔。 たとえば、 受 
験 産業で ひとくくりに 私大 文系と 呼ばれる 
その もっとも 中ぶ くれの 部分、 偏差値に し 
て おょそ 50 から 60 そこそこ、 どぅ 頑張って 
も 70 まで 伸ばす ことは できない が 50 以下に 
落ちる ことは ない あたりが、 人並みの 
「キャンパス ラィフ」 の 後に 人並みに 世間 
につつ き 出されて いった 果て、 2DK マン 
シ ョンに 詰め込まれた 無 印 良品と 薄っぺら 
な エコロジ ー と そこそこの エリー ト 意識と 

横着な 市民 主義と に まぶされた 難儀を 無自 

覚に 刻み 込んだ ツラ —— いっそ ここまで 差 
別 的に 言えば わかって もらえる だろぅ か。 

仕出し 役者の プロダクション や モデル ク 
ラブの カタログで はない。 洗剤 や 家庭用品 
を 無 店舗 販売す る 外資 系 企業、 ア ムウ ヱィ 
の 機関誌 だ。 

i アメリカン •ドリ— ムの 

上陸 

一九 五〇 年代 末の アメリカ、 ミシガンの 
片田舎 グランドラピッズに 住む オランダ 系 


移民の 息子 ふたりに よって 創業され る こと 
になった この 会社は、 その後 一九 六〇 年代 
から 一九 七〇 年代に かけて 飛躍的な 成長を 
とげた 典型的な 「アメリカン •ドリー ム」 
の农 代と なつて いる。 ニユー トリ ライトと 
いう、 今で 言う ところの 健康食品の 直接 販 
売から 身を 起こした 彼らは、 その 会社を 逆 
に 併合して しまうま でに 巨大に なって ゆく。 
「ほとんどの ダイレクト •セー ルス 企業は、 
長年に わたって" ブル— カラー の 会社" と 
いう イメ ージを 強く 持たれて いる。 一般 大 
衆は ダイレクト •セ ー ルス 会社と いうと、 
家計を 助ける ために 洗剤 や 聖書 あるいは 真 
空 掃除機な どを 訪問販売で 売り歩く 失業者、 
学生 アルバイト、 主婦が 集まる 会社を 連想 
する」 という いずこ も 同じ 状況で、 アム 
ウ ヱイは そのような 「持たざる 者たち」 の 
欲望を 組織して ゆき、 のちには 社会的に 比 
較的 高い 地位に ある 者たち を も その 版図に 
収める ようになって いつた。 (チヤー ルズ. 
P  •コン 『ア ムウ ヱイ ビジネス』) 

この アム ウェイの 日本 法人で ある 日本 ア 


ムウェイが 設立され たのは 一九 七 七 年 六月。 58 
実際に 家庭用品 や 一般 消耗品の 直接 販売を 
開始した のは、 二 年後の 一九 七 九 年 五月 
だった。 そこから わずか 五 年の 間に、 売り 
上げに して およそ 六十 倍と いう 成長率を 記 
録 している (グル ー プシ ー タス リ ー  I 驚異の 
アム ウヱイ ビジネス』)。 ネズミ 講 、および ネ 
ズミ講 に 類似した いわゆる マルチ 商法が 社 
会 問題と して クロ— ズ アップされ たのが 一 
九七〇 年代 前半と 一九 八〇 年代 半ばだった 
ことを 考えれば、 この アム ウ ヱイの 上陸 時 
期は ビジネス チ ヤンスと して 決して 有利な 
時期だった とは 言えない。 だが、 その後の 
成長は、 その パンフレットに 並ぶ 「成功者 
たち」 の 脳天 気な 顔が 物語って いる。 

石鹸 や 洗剤な ど、 台所 まわりの 生活 用品 
を 家庭に 直接 届けて くれる という この ビジ 
ネス、 ちよつ とそ こまで、 という 具合に 買 
物に 出かける ことが しにくい 広がりを もつ 
た 多くの アメリカの コミュニティの 日常 生 

活を 考えれば、 確かに 「便利」 だった に 違 
ハない。 だが、 POS システムが 導入され 


た CVS が 増殖し、 石驗 、洗剤は おろか 犬 
猫の エサ、 果ては 「ベルリンの 壁」 に 至る 
まで、 あらゆる ものが 二十 四時 間 体制で 手 
軽に 買う ことができる ようになつ たこの 国 
の八〇 年代に とって、 この アム ウェィ、 ア 
メリ カに おける ほど 具体的な 「便利」 を 与 
えて くれてい たとは 思いに くい。 

I 「ウソ 臭い ほど 明るくて 
なんだか 宗教みたい」 

「とにかく 『チ ヤンス』 とそれ を 『選ぶ』 っ 
てこと を しつこく 言 うんです よね」 

かつて、 友 だち に すすめられ てほんの 少 
しだけ アム ウヱィ に 関わっ ていたと いう 女 
性は こう 言った。 

「パー ティって いうの かな、 普通の マン シ 
ョンで 開かれた 集まりに 呼ばれ たんです よ。 
上の ほうの 会員の 人の 家なん です けど、 そ 
こで 洗剤なん かを 実際に 宣伝す る わけです。 

いろいろ 器具と かあつて ね、 まあ マニ ユア 
ルが きっちり あるんで すけ ど」 

そこで 宣伝され ていた 製品は 決して 変な 


ものではなかった。 市販の 普通の 洗剤を 使 
っていて 手が 荒れて 困って いた 彼女は、 
「騙された と 思って」 この アム ウェィの 洗 
剤を 使って みて 結構 満足した という。 ただ、 
そこに 集まっ ていた 人び との ある 雰囲気に、 
彼女は 最初から 「ついていけない」 ものを 
感じた ともいう。 

「なんてい うの かな ぁ、 やったら 明る いん 
です よね、 で、 『あなたが ここに こうして 
いるっ てことは、 ここに 来る ための 選択を 
した 人 だから だ』 みた いなこと を 言っ て、 
それで また みんな ウン ウンって 元気に うな 

ずい てんです よねぇ . 」 

この 稿は アム ウ ヱィ そのものを 問題に す 
る ことが 目的では ない。 ことは もっ と デ カ 
く、 そして 厄介 だ。 そのような 身近な なん 
でもない 集まりが 仕掛けられ、 その 集まり 
で釀し 出されて ゆく' ある 共同性の ありか 
たが ある こと、 そして、 その 共同性の あり 
かた も、 ナマ 身の 人間が あらゆる 歴史と 経 
済から 自由では あり 得ない という 程度には 
具体的な 時代の ありかたに 規定され ている 


こと、 さらに、 そのような 共同性の ありか 
たが、 具体的な ものを 具体的な 他人に 対し 
て 具体的に 売る という 行為と、 主体との 間 
に 何 か 言いよう のない 遮蔽 材を 作って いる 
らしい こと、 ひとまず その 三 点を 確認して 

おこう 0 

「そう、 『宗教』 みたい って 言ったら いい 
のかな、 そういう ウソ 臭い 明るさ、 それな 
んで すよ」 

|「 超越 的な ことば」 

_ しわけな いが、 ぼくは およそ 「宗教」 

という ものを 信じて いない。 

もう 少し 微分して 零っ。 ぼくは 「宗教」 
と名づ けられる 営みに おいて 典型的に 現れ 
る ある 種の 超越 的な ことばの 効用と いう も 
のを、 この 国に 生きる ぼくの 現在に とって 
切実な ものとは およそ 認めない。 

そのような 超越 的な ことばで しか 表現で 
きないよ うな ある 現実の 水準が あるら しい、 
という ことは、 実感と してで なく 論理と し 259 


て 認める。 これは、 ことばと いう この かな  由と ことばに よっ て 構築され る 論理の 不幸  してきた ことは 偶然ではないだろう。 反省 260 
り 暴力 的な 飛び道具 さえ も、 生き ものと し  から 逃げずに、 それを 生の 速度で まっすぐ  的な 契機を あらかじめ 閉ざした ところで 釀 
ての 人間の 全体 tt のかな り 偏った 次元し か  受け止める 構えを 自分の ものにする こと。  し 出される 共同性。 もちろん それは、 人が 
取り おさえる ことができない らしい、 とい  それが、 いくつ も 「学校」 をく ぐり、 たと  見知らぬ 集団に 関与し ようと するとき に必 
、っ 経験的に 形成され てきた ものの 見方に 基  え 何 かの 間違いに せよ 「学者」 を 看板に し、 ず 現れる、 遭遇の ある 段階で も ある。 だが、 

づ いている。 そう 思わざる を 得ない ような、 ものを 書いて 世渡りし ている 自分の、 この  その 集団に 帰属して ゆく ための イニ シエー 
ことばと 現実の 乖離が ことさら 当たり前と  とりとめない 同時代に 対する 責任 だと 思う  シ ョンの 過程に、 「常識」 を 強制的に 変 
なって ゆく もみく ち ゃの 時代に、 ぼくたち  の だ。  形 させて ゆく ような 契機が 含まれ ざるを 得 
は 社会化して いった。 ことばの 不自由、 そ  アム ウェイの 「パー ティ」 の 「ついてい  ない 場合、 その 種の 共同性の ありかたを 表 
して ことばに よっ て 構築され る 論理の 不幸。 けない」 雰囲気を 説明し ようと するとき、  現す る ものと して、 おそらく 「宗教」 とい 
その 程度に 人間え一 かげんな もんだ、 とい  先の 彼女が 「宗教」 という ことばを 持ち出  うような ことばが 持ち出されて くる。 

うこと を、 あらゆる 機会に あらゆる 手段で 
思い知らされて きた、 そんな 気がする。 

だが、 だからと 言って、 そのような 現実 
をい きなり 超越 的な ことばに 結びつけて ゆ 

くこと、 これは また 別 だ。 ことば そのもの  徹底した 唯物論 者と して 知られる 文化人  目立つ ようになり、 急速に その 勢力を 拡大 
の 限界に 足を つける のと まったく 同じ 踏ん  類 学者の マー ヴィン •ハリス (Marvin  H  し 始めた」 と 概括した うえで、 「私に 言わ 
尤 りで、 今、 それだけは S 力 避ける ことを  arris) は、 チルド レン •オヴ •ゴッド や  せれば 誤った 考えな の だが、 これら 新たな 
自分に 言いき かせて いる。 それは、 カッコ  ハー レ •クリシュナから ム ー ニ ズムに 至る  宗教 意識 かまず 何よ リも 西欧の 物質主義に 
つけて 言えば、 ことばを なりわいの すべと  までの いわゆる 「カルト」 について、 「こ  対する リアクション なの だ、 という 考えは 
して この 国の 現在を 生きる 立場に ある 者と  れらの グルー プ すべてが、 一九 六〇 年代 か  広く 流布され ている」 と 言っ ている。 彼は、 
して D、 なけなしの 倫理 ^ 。 ことばの 不自  ら 一九 七〇 年代に かけての 四、 五 年の 間に  これら 宗教に 関する 「第三の 大 いなる 覚醒 


期」 とも 言える 流行 現象は、 しかし 一般に 
信じられて いるのと は 逆に、 「究極の 意味 
や 価値を 求めての ものと 言うよ り、 ア メリ 
力の 未解決の 社会経済 問題に 対する 解決を 
求めての ものと 解釈した 方が より 妥当な も 
のに 思える」 と 主張し、 かなりの 皮肉を 込 
めて こう 語る。 

「アジアの スピリチュアリズムの 瞑想 的 
性格を 浪漫主義 的に 謳歌す る ことにより、 
西欧の 観察者た ちは、 I 握りの 聖者たち 
や 禁欲的な 修行者た ちとは 違う 普通の 
人々 が アジアの 宗教に 何を 期待して いる 
かを、 しばしば 見落す ことにな つた。 大 
多数の ヒンズ— 教 信者たち が、 メディ 
テ— シ ョンを 通じて 起 越 的な 至福を 達 
成す る ことな どよりも、 雨が 降る こと、 
子供の 病気が 治る こと、 飼つ ている 牛が 
仔を 宿す ことのた めには るかに よく 析る 
もの だとい うこと を 私は 知つ た」 

(： Why  The  Cults  are  coming:) 


カル トが 反 近代、 反物質 主義の 無 媒介な 
根拠地な どでは なく、 どこまでも アメリカ 
の 「現在」 に 根ざした もの だ、 という ここ 
での ハリスの 立場は 明快、 かつ 健康的 だ。 
どうかす ると カルト 商品 そのもの として 消 
費され、 その 現象に カウンター を あてる こ 
とば も ロクに 内側から 組織で きなかった こ 
の 国の 文化人類学 や 民俗学 や、 あるいは 宗 
教学 や ある 種の 社会学な ども 含めても いい 
かも 知れない、 いずれ 高度 大衆 消費 社会に 
足 もとを かっ さわれた 「歴史と 経済な き 人 
間 科学」 の 惨状を 爆心地 近くで 眼の 当たり 
にして きた 身に して みれば、 この 素朴な 
「常識」 には 眼が さめる ょうな 思いが す 
る。 ちなみに、 この 行 論に おいて 槍玉に あ 
げられ ている のが、 六〇 年代 サブ カル チユ 
アを 脳天 気に ヨ ィショす る 典型的な 西海岸 
派 社会学 者 ロバー ト •ベラー  (Robert  Be 
一一 ah) の 見解で ある ことは 象徴的 だ。 敢え 
てこの 国の 状況に 弓き 比べる と、 まあ、 見 
田宗 介と いつた 役回りだろう か。 


I 「一発 デ カく 儲ける」 

という 超越 願望 

さらに ハリスは、 「重要な のは、 神を 探 
し 求める ことと 富を 得る こととは、 不可避 
的に 対立す る ものでは ない という こと だ」 
と 続ける。 「通常の 手段では 解決で きない 
ような 不可抗力 的 問題に ついて 『最終的な 
解決』 を 与える」 という 意味で、 それは 確 
かに 共通して いる。 

金もうけ か、 それとも 宗教 か、 という 問 
いは、 物質 か 精神 か、 という 問いの ように 
不毛 だ。 少なくとも、 存分に 大衆化され、 
しかも 過度に 消費 志向で ある 資本主義の 網 
がか けられた 社会に おいて 「宗教」 という 
ことばに くくられて 表現され るよう な 現れ 
を 論じよう とする 時には、 だ。 いずれも、 
世界の 広がりを ある 限度を 超えて 手 もとに 
弓き 寄せよう とする 仕掛け か 介在す る こと 
で 現実の ものになる 結果と いう 意味で、 あ 
る 次元で それは きわめて 近し い 営みに なつ 
て X/" る。 
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人が 超越 的な ことばの 快楽に ハマった 瞬 
間から、 それは 「宗教」 の 匂いを まつわら 
せ 始める。 なんら もとでな しに 世界の 広が 
りを 手 もとに 引きつけ よぅとす る ことばと、 
そのこと ばを 上演して ゆく 技術は、 それ 自 
体 「宗教」 をはら む。 

限度を 超えた ポロ 儲け。 ある 臨界点を 突 
破した 過剰な 富。 「一発 当てる」 といぅ こ 
とばに こめられた 意識の 電圧の 高さは、 そ 
んな あらゆる 「超えて ゆく もの」 への 想い 
に 支えられ ている。 そして、 他なら ぬ 近代 
とは、 それまでとは 桁違いの そんな とっぱ 
ずれた 超え 方を 可能に する 現実を、 それ ま 
で 以上に 広汎な 人び とに、 まさに 平等に 準 
備 して ゆく 時代だった。 

■成金は 健全 だ 〇 た 


大正 初年、 第一 次 大戦の 戦争 景気に 湧き 返 
った 頃、 そんな 「超えて ゆく もの」 への 欲 
望が どのような 方向に 発動され たかに つい 
て、 たとえば こんな 記述が ある。 

「大 景気に 浮かされた 当時の 日本は、 云 
はば 大きな 精神病 者 収容所の やうな もの 
であった。 傍若無人 をき はめた 大小 成金 
の 跋扈と、 度し がたい その 濫費 生活は、 
手厳しく 非難され もした が、 寧ろ 一世の 
羨望の 的であった。 悪く 云 ひ 云 ひ、 真似 
がしたくて、 小 濫費を 競争して、 現世 果 
報を 一身に 集めた やうな 得意 さで あった 
ので ある」 

「お召し 一反 百 二十 円 百 五十 円を 呼んだ 
ので、 奥様 方は 着 ばえ がした さう である。 
一疋 五六 十 円の 織賃 は、 パリ 製の ちゃち 
な リングを 以ては 機 織女の 指を 飾らし め 
た。 製糸 工場 も、 紡績工場 も、 半 化けの 


お嬢さんで 充満した。 職工 達は 到る 所に 
百 円 札の 威力を 揮った。 田舎の 若者は 若 
者で、 活動 小屋の 不浄場で サイダ— で 手 
を 洗っ たと 云 ふ 馬鹿 も おり、 負けずに ビ 
I ルを 奮発した ライヴ アル も あったそぅ 
だ。 青豌豆で 儲けた 北海道の ある お 百姓 
さんは、 贊沢 して 見る 見当が つかず、 満 
足な 活き てる 歯を 残らず 抜いて 金の 総 入 
歯を 光らして もっ とも 得意で あつた さぅ 
だ。 ばかばかしい とけな しては いけない。 
サイダ— の 若者 や、 総 入れ歯の 百姓と、 
手法は 異なって ゐて も、 てんでに ケ チな 
贅沢に 夢中であった のが 当初の 社会 相 
だ」 (福 沢 桃 介 『桃 介 夜話 J) 

「全国 八つの 高等学校で 一千 人の 生徒を 
募集す るのに 対して、 I 万一 千 余人の 志 
願 者が ある。 急設 電話 三千 五 百 個の 架設 
に対して、 何 万と 云 ふ 多数の 申請が ある。 
勧業 偾 券は 毎年 二回、 二 千円の 当たり籤 
が 十六 本つ くと 云 ふので、 猫 も 杓子 も 十 
円 券 一枚 づ つくら ゐ 、虎の子の 様に して 
持って いる。 少数の 特権、 希有の 僥倖に 


べつに ここ 数年の ことば かりでは ない。 


. •二 
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成金 時代 
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通常の 手段では 実現で きない 現実へ と 至 
る 契機が、 そこ ここに 口を 開け 始めて いた。 

「一世の 羨望の 的」 や 「現世 果報を 一身に 
集めた やうな 得意」 という 表現は、 「成金」 
という ことばを 流行らせた 時代の 空気を 的 
確に 表して いる。 しかし、 とは 言う ものの、 
当時、 立ち 現れ 始めた その 「超ぇて ゆく も 
の」 にと り 憑かれた 身体の 表現は、 間違い 
なく 官能的だった ょう だ。 成金が 正しく 成 
金だった 時代、 そこでは 教祖 もまた 正しく 
教祖だった に違いない。 

思い切り 開き直って 考ぇれば、 ことばを 
与えるべき 現実に もみく ち やにされ る 経験 
に 宿る ものが、 教祖な のか それとも 破竹の 
ごとき 成金な のか、 という 違いは 実は 結構 
紙一重な のか もしれ ない。 この 紙一重を つ 


ング」 誌 昭和 六 年 新年号の 付録 「明治 大正 昭和 大繪 巻」 (大日 本 雄 辯會講 談 社刊) より 


なぐ 力点を おくべき 呪文が、 「一発 当てる」 
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だ。 一気呵成に 何 かことの 解決を 見出そう 
とする こと、 そして、 その 快楽に 半ば 中毒 
してし まう こと、 それが もみく ち やの 変動 
期 にもつと も 苛まれた 精神を とらえて 離さ 
ない。 整理の つかない ものを え いっと ばか 
りに 整理して しまう 魔法の 呪文。 誰もが そ 
れを 探し 求め、 群を 抜く ことに 発情した 視 
線を 注ぐ。 

「株式 界は 暴騰に 沸き、 新規の 事業が 雨 

後の 筍の ように 起こつ た。 そして、 ここ 
でも 目立つ たことは、 自由な 『個人 J の 
自覚であった 。一介の 若い 商社 員が 小資 
本で 汽船 会社を 起こし、 忽ちに して 『船 
成金』 にの しあがる。 —— こんな 話は 当 
時、 珍しくな かった。 名 もな き 『個人』 
にも、 財界に 乗り出す チャンスが 訪れた 
のであった。 素人が 株式 や 商品の 投機に 
手を 出して、 大 儲けした。 もともと、 さ 
さやかに 実業に 従事して いた 者が、 I 躍 
巨利を おさめる のは、 なおさら、 やさし 
いこと であった 1 (羽 間乙彦 『蛮勇の 時代」) 


i ゴミ でも 商品に する 
「体験談」 という 

フ オーク ロア 

他の 誰でもない、 この 自分が もうける、 
あるいは 幸せになる、 その 新たな 鮮烈 さで 
削り 出されて きた 「個」 の 具体性の 前には、 
どんな タテ マエ も色秘 せる。 群を 抜く こと 
への 切羽詰まった 欲望は、 その 群れと 個と 
の 弁証法が それまで 以上に 発熱し 始める 状 
態を 前提に してむ くむく 肥大す る。 

うねり 始めた 近代 資本主義の 現実の なか 
で そのような 「個」 を 表現して ゆく ことは、 
そのような 下部構造に 見合った 速度と 振幅 
を 獲得し 始めて いた、 見る / 見られる 関係 
の 暴風雨に 積極的に 身を投じ、 なお その 広 
がりを 身 ひとつに 引き受けよう とする 緊張 
と 葛藤を 必然的に 要求す る。 人前に 立って 
演説を する 時 だけど もりが 治った、 という 
大杉栄 に まつわる フオ ー ク ロアを 引き合い 
に 出す まで もない。 新たな 難儀と して 意識 
され 始めて いたど もりや 対人 恐怖、 赤面 症 
といつ た 病い が 整理 的な 病いで あると 共に 


社会的な 病いで ある ことは、 「個」 をう ま 
くと りお さえる マニフェストの ことばと 上 
演技 術を 身に 宿す ことか そのような 病い を 
もたらす 緊張 •葛藤 状況の 負荷を 下げる 効 
果が あるら しい ことから も 推測で きる。 そ 
こで どのような マニフェストに 投じ、 どの 

ような 表現を 獲得して 自身を 安定 させて ゆ 
く か、 言うまでもなく それは 自身の 主体的 
選択 だけでなく 著しく 偶然 的 要素が 介在し 
てく る こと だが、 ただ、 その 安定 させて ゆ 
くた めの 手続きの 違いに よって、 人は 教祖 
にも、 成金に も、 政治家に も、 革命家に も 
なれる のか も 知れない。 

人が 敢えて 集まり、 何 かこと を 起こそう 
とする モ ティべー シ ョンと いうのは、 とり 
あえず あやしげな もの だ。 それは、 ある 方 
向に 人を 動かし、 とりまとめて ゆく ことば 
を 発動 させて ゆく 技術が 場に 宿らない こと 
には あり 得ない。 そして、 「宗教」 にせよ、 
あるいは ア ムウ ヱィに 代表され るよう な 種 
類の どこか とりとめない 「ビジネス」 にせ 
よ、 51 かに そのような 技術を 持つ ている。 
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たとえば、 その 広がりの なかに 人を 巻き 
込もうと する 際、 かならず、 わたしは この 
ように 病気が 治った、 このように 幸せに な 
った、 といった モティ ー フの 「個人的」 体 
験談が 語られ、 あるいは 書かれた ものと し 
てばら まかれて ゆく。 

それは、 読者の 側から 言えば、 自分と よ 
く 似た 境遇の 体験談を 探し、 それに 重ね 合 
わせる： a* を 組織して ゆく。 大学 受験の 合 
格 体験 記が、 志望校と 偏差値と、 使った 参 
という 要素の クロスした ところに r 自 
分」 を 発見す るよう な 読みを 発動して ゆく 

効果を もつ ている のと 同じに、 これらの 

「体験談」 もまた、 文脈を 十全に 考慮した 
読みに よって 反省 的 契機を 与える ことは 決 
してない という 意味で、 フォ ーク ロアに ほ 
かならない。 

語る 側から すれば、 たとえ 定型 化され 
フ オーク ロアと 化した 語りの 枠組みの なか 
であれ、 なんとか 整理の ついた 編集され た 
経験を 語る ことで、 ある 種の 解放感、 カタ 
ル シスを 獲得す る。 経験とは、 ただ 即自的 


な 体験では ない。 たとえ、 他人に 向かって 
語ったり、 文字に 変形して 流通 させたり と 
いった を 介す ことは なくても、 自分 自 
身の 内側で 体験は 不断に ことばに 変えられ、 
そして そのこと によって のみ 人は 自分が 何 
を 考えて いるか、 どんな 体験を 介して 世界 
と 接触して いるの かに 気づく ことができる。 
つまり、 人は 体験を 編集す る_ を 行う こ 
とに よっての み、 体験を 真に 経験 化して ゆ 
くこと がで きる という こと だ。 

一般的な 体験談 や 身の上 話の 効用は、 こ 
のよう な 雑駁を きわめる ようになった 近代 
的 世界の もみく ちゃの なかの それぞれの 体 
験を 編集して ゆく うえでの 材料を 提供す る 
ことで も あった。 柳 田 国 男が 「世間話」 と 
呼んだ の も、 実は このような 体験談 や 身の 
上 話を 含み 込んだ、 ある 世界 認識の ための 
材料を 提供す る 語りだった はず だ。 

そのような 「体験」 を 組織して ゆく 場は、 
必ずまず 等身大の 小さな 集団に よって 形成 
される。 組織して ゆく 技術の 宿る もつ とも 
ミクロな 場が これ だ。 


問題は、 そのような 場で 語られ、 上演 さ 
れる ことばと、 そのこと ばに よつ て 相互 的 
につむ ぎ 上げられて ゆく 共同性の ありかた 
である。 その 技術 さえ 身に つけて しまえば、 
人は どのような ものに 対しても 過剰な 意味 
を まつわらせる ことができる ようになる。 
占いの 語り、 あるいは 教祖の 託宣の 語りと、 
テキ 屋の 語りと が 基本的に よく 似た たたず 
まいを 持つ ている ことを 思い起こして 欲し 
い。 あらゆる 状況に 応じて 縦横無尽、 自由 
自在の 語りを 繰り出し、 過剰な 意味の 場を 
相互 的に 作って ゆく 技術。 それは、 そのよ 
うな 意味の 場の 過剰 さに 応じた 価値を 何 か 
確かな ものの ように 立ち上がらせ、 何で あ 
れ ひたすら 「売る」 ことが 可能な 「万物 販 
売 装置」 と 化す。 その 仕掛けが 作動し 始め 
たら 最後、 そこで 取り出される ものが 羽毛 
布団で あれ、 もっともらしい 壺 であれ、 得 
体の 知れない 健康食品 であれ、 はたまた あ 
りが たい 宗教 書で あれ、 実は 何 だってい い 
の だ。 「売れと 言われれば 河原の 石で も 
売って みせる」 という 一本 どっ この セー ル 
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ス マンたち にあり がちな タン カは、 そんな 
語りの 技術、 過剰な 意味の 場を 作り出して 
めくらます テク ネ— に対する 誇りと 信頼に 
裏打ちされ ている。 

それは そのょぅな 語りで 組織され て ゆく 
仰 にしても 同様た。 ある セ I ルス マンは、 
羽毛布団を 買った 家は 必ず 健康食品 も 買ぅ 
し、 宝石 だつ て 買うよ、 と言う。 という こ 
とは、 豐田 商事に ひっかかり、 国利民福の 
会に ひっかかり、 NTT 株に ひっかかり、 
バブル スター に ひっかかる といった 人が い 


こぅなる と、 ことは たんに 「宗教」 と 名 
指しされ る 集団 だけの 問題では ない。 たと 
え ば、 「ネット ワ ーク」 といぅ ことばに 根 
深く まつわつ ている ある 雰囲気に も、 この 
ような 具体性を 超えた 「宗教」 めいた 超越 
性は 漂つ ている とは 言えない か。 

階層 的な 秩序に よってし か 維持で きない 


る 可能性は 高い という ことになる。 商行為 
というのは、 どうも 本質的に このような 具 
体 性を 超えた 意味の 交換と いうと ころが あ 
るら しい。 そして その 過剰 さに 酔つ 払い、 
自分の 位置が 確認で き なくなった 瞬間から、 
「超えて ゆく もの」 への 欲望は 魔物の よう 
に そこ ここにと り 憑き 始め、 ひとまず 「宗 
教」 としか 言いよう のない ような、 自らを 
とりまく 世界の 具体性を 見失った 意識が 公 
然と ソン ビの ごとく かつ 歩す るよう にな 
る。 


近代の 広がりが あり、 あくまでも それに 対 
する カウンタ— として 発想され たもの がネ 
ッ トワー ク だった はず だ。 だが、 それは い 
つし か 無限大に 水ぶ くれして ゆき、 ネット 
ワーク こそが 階層 的 秩序に とつて かわる も 
の だ、 という 分際を わきまえない とんでも 
ない 妄想を 生んで いる。 反 原発 や 自然 食 や、 


さまざまな スロー ガンを 掲げた 「市民 運 
動」 の 次元で 馬鹿の ひとつ 覚えの ように 標 
榜 される 「ネット ワ ーク」 は、 どこかで 主 
体 性な き 無責任の シヱ ルタ— になって いる。 
それは 実は 民主 バカの ネ ズミ講 にすぎない。 
冗談では ない。 ネズ ミ講で 原発を 直接と め 
られ るだろう か。 ネズ ミ講で 大工 場が 運、 営 
できる だろう か。 ネズミ 講で天 安 門の 軍隊 
に 対抗で きる だろう か。 

落ち着いて 考えて みよう。 どこの 誰が 最 
終 的に 責任を 負って いるの か" どこの 誰が 
儲かって いるの か、 その 広がりの なかの ど 
の 位置から も それが 確実に 見通せな いから 
こそ ネズ ミ講は 増殖で きる。 それは、 民俗 
社会に おける 「講」 の あり方と よく 似て い 
るよう でいて、 しかし 決定的な 違いを はら 
んで いる。 頼母子講に しても、 あるいは 信 
仰を 軸に した 伊勢 講や 富士講 にしても、 講 
を 組み、 ある 約束事の もとに 広がりを 確保 
する メンバ ー は 必ず お 互いよ く 知っ ている、 
見通しの きく 範囲に 限られて いた。 暮らし 
の 場の 共同性に 規定され た、 その 意味では 
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逃げよう にも 逃げられない 窮屈な 陳係か 
あって 初めて 講を 組む ことができ たの だ。 
だから こそ それは、 ある 文脈に おいては 相 
互 的な 社会保障の ような 役割を 果たす こと 
もで きたし、 また 時に 強靱な 戦闘力を 支え 
る 共同性 も 発揮した の だ。 

だが、 そんな 暮らしの 場の 共同性が ほぼ 
腰砕けに なり、 何ら お 互いの 生を 確認し 合 
う 機会 も 場 もない まま、 電話 一本、 バソコ 
ン 通信 一発で そんな 見通しの きく 範囲、 自 
ら 責任を 負える 範囲を 超えて だらしなく 連 
なって ゆく ネズ ミ講 の、 まさに 無限 連鎖の 
無責任では、 ことが 具体性の ほうへ 降りて 
ゆかざる を 得ない 状況に 直面した 時、 足場 
が あいまいな 分は や 上がりの 意思決定が 折 
り 重なり、 「やる っき ゃない」 と 必ず 妙な 
方向に なだれて ゆく しかない。 

それぞれが できる ことを する、 という 素 
朴な 市民 主義は、 その 初志から 遠く、 今や 

「そのままで いいの さ」 という たんなる 横 
着を 正当化す るネ ズミ講 にまで 成り下がつ 
て ハる の だ。 それは、 オカルト めいた 超越 


的な ことばを 信心 もない まま 垂れ流し、 都 
市 伝説 やら 子どもの うわさ やらの 向こうに 
「ネット ワ ーク」 という 呪文で とらえられ 
る 何もの かを 勝手に 想定して は 自分に 関わ 
りの ない 限りに おいて 無責任に あおり 立て 
る 醜態にまで なだらかに つながって ゆく。 
たとえば、 かつてい とうせいこう あたりが 

得意気に 唱えた 「自宅 闘争」 など、 自分 だ 
けは 絶対に 安全で ある ことを 当て込み、 そ 
こに 居 汚な く 開き直った 主体性な き ガキの 
無責任な いたずらにす ぎない。 關 争に その 
ような いたずらの 効果を 折り込む ことは、 
もちろん あり 得る。 しかし、 それは そのい 
たずら を 戦術と して 働かせる だけの 戦略と、 
理念と、 何よりも それらに 責任を 持とうと 
構える 確かな 主体 あっての こと だ。 

彼らは 歴史と 経済を ナメ ている。 歴史と 
経済の 格子に がっちり 支えられて 初めて あ 
るは ずの この 文化と いう 化け物を ナメ てい 
る。 そのような 縦横の 脈絡にから まつて し 
か あり 得ない てめ ェの 現在を ナメ ている。 
そして、 そのよう にし か 存在で きない 生き 


ものと いう やつを、 およそ 根拠な くナメ 
きって いる。 そんな 無礼 極まりない 連中が 
にこやかに 言いつ のる 「自然保護」 や 「エ 
コロ ジ ー」 って、 「異 界」 や 「前世」 って、 
いったいなん なんだ。 

なのに、 そこにな お 「ネット ワ ーク」 と 
いう 呪文 さえ かかれば、 それ もまた 何 か 近 
代の 階層 的 秩序に 対する カッコい い 抵抗の 
ように 思えて くるら しい。 タテ 対ヨコ 男 
対 女、 「堅い」 対 「やわらかい」、 といっ 
た 丁半 バ クチの ような 二分法に 依拠した も 
の 言いが、 そこでは 好んで 使われる。 プロ 
レスの ように 単純で わかりやすい からだ。 

だが、 そのような 相互 補完 的な 二分法を も 
常に カッコに くくり、 足 もとに 投げ返し 続 
ける という 反省 的 知性は、 その 呪文の 場に 
は 永遠に 宿らない。 

ネ ズミ講 によって しか 反映され ない 意志 
とこと ばの 水準と いうの も、 おそらく ある。 
それを 階層 的 秩序の 側に、 ある 程度 効率よ 
くつ なげて ゆく ための 仕掛けが 民主主義 だ 
ろう。 だが 繰り返して 言う が、 それは ネズ 
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ミ講 がその ままで 階層 的 秩序に とってかわ 
るた めの ものでは ない。 とつて かわる ので 
なく 乗り 超える 瞬間なら ば、 論理的に あり 


困った ことに、 具体性を 離れた この ネズ 
ミ講的 とりとめ なさは、 その内 側に いる 者 
に とっては 結構 盛り上がれる もの だったり 

る 

リク ル— 卜 社に A 職 (新規 クラィアント 
開発を 主な 業務と した 臨時雇いの 営業 実行 部 
隊) として 約 半年 余り 働いた 経験を 持つ 男 
性は、 社内の 独特の 「明るさ J について こ 
ぅ 語って くれた。 

社内では 誰もが まったくの 横 並び。 社員 
同士が 役職で 呼び あう ことは ない。 事業 計 
画の 基礎と なる 年度 割りは 当時 一年が 三 期 
に 分かれ (現在では 四 期)、 その 開始 時の 会 
議 (「キックオフ ミー テ イング ーと 呼ぶ) に i 


ネズ ミ講を 支える それぞれに、 おそらく 
もっと 別の 主体的 意志が 宿る ことが 条件に 
なる。 そして、 それは また 別の 仕掛けで 問 


常に 全員で 参加。 営業は この 期間 内に 達成 
すべき ノルマを テリ トリ— 内の 潜在的 市場 
二— ズ から あらかじめ 設定し、 部署 ごとに 
この ノルマに 向かって 動き 始める。 ノルマ 
の 妥当性に ついては 論議の 余地は ない。 

この間、 毎週 会議が ぁり、 ノルマ 達成 率 
を 逐次 公表す る。 これは 「情報の 共有 化」 
といぅ 言い方で 正当化 される。 営業活動の 
最前線に いる A 職に 関しては、 全国 レヴ エ 
ルの 営業 成績が 日報で 発表され、 全国で 上 
位に ランクされ たりす ると 毎日の 朝礼で 部 
署 全員の 拍手で たたえられる。 そして、 各 
期 ごとの 成績は その 期が 終了 するとす ベて 
産になる。 A 職の 達成した 犮績 は、 そ 


の A 職を 使っ ている 正社員の 成績と して 力 
ウン トされ、 A 職たち は 次の 期には また ゼ 
口から 同じ スタ— ト ラインに 立つ ことにな 
る。 

「とにかくね、 いつも 青春 ノリなん だょ。 
学校 っぽい 共同性の なかで みんな ガンバ 

口  — つて 感じ」 

リク ル— 卜 社には 行った ことは ない が、 
さぞ その 通りだろう。 

これは 「学校」 的 民主主義の イデ ォロ 
ギ—を 企業 組織の なかで 徹底的に 純化した 
ものに 他なら ない。 男女 も 平等、 上下の ヒ 
エラ ルキ— も、 職制の 差 もない、 という 恐 
るべき タテ マエ。 そして 人間 理解は きわめ 
て フラットで 機能主義 的 明快 さに 貫かれて 
いると いう 恐るべき イデ ォロギ I。 労使 関 
係な どと いう ことばは 全く 辞書に ないだ ろ 
う。 もしも こんな 組織で 具体的な 「もの」 
を 作ろうと いうの なら、 それは ム チヤ ク 
チヤ だ。 だが、 幸か不幸か、 リクー ト 社は 
「もの」 の 具体性から きわめて 遠い 「情報」 
を 扱う 企業だった。 


得る の だとは 思う。 しかし それにしても、 


われねば ならない 大きな 問いだ。 
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「リク ルー トは 生涯 産業 だ、 ゆりかごから 
墓場までを 情報 商品に する、 つて やつて る 
わけ。 出版 やつて る セクションの ヤツら な 
ん て、 ゥ チは どこよりも デ カい 出版社 
だ、 つて 言つ てんだ よ。 こいつら マジ か 

よ、 って 思わず 顔 見ち ゃった よ」 

もちろん、 組織の 側は 自覚 的に その 「民 
主 主義 的な 性格」 を プラスの ものと して 称 
楊す る。 しかも、 時間の 軸は 数 力 月 毎の 三 
期 制ない しは 四 期 制。 そのな かで、 社員た 
ちは 設定され た 目標に 対して、 まるで ス 
ポー ッかゲ ー ムの よぅな 感覚で 駆り立てら 
れ 続ける。 偏差値め いた 序列を 刻々 と 作り 
出して くれる 装置 もき つちり 準備され てい 
るし、 社内 研修の 連続で 日々 細かく 管理 さ 
れ ている から 「自主的に」 働く。 第一 毎 
日が そんな 具合 だから 考えて るヒ マは ない 

毎日が 文化祭 

B G M はユー ミン 

そんな 上滑りの 感覚を 減衰 させない ため 
の、 さまざまな 仕掛け も 設定され ている。 


毎週の ように 部署 ごと スキー に 行っ たりす 
るし、 宴会の 名の もとの 馬鹿騒ぎ も 異常に 
多い という。 リク ルー トが 忘年会な どを 
やった ホテルは その後 ペン ペン 草 も 生えな 
い、 とまで 言われる ほどの 騒ぎよう らしい。 
こり ゃ 学生の コン。 ハ だ。 つまり、 会社の な 
かが そのまま まるごと 文化祭 サ ー クルの 
ノリな の だ。 

「そうね、 体育 会が キ ラィな ヤツら 向けの 
会社なん だよ ね。 なんか 今 思い出しても、 
ひっきり なしに ユ ー ミンの 曲が かかって る 
ような、 そんな 印象が あるね」 

毎日が 文化祭、 ないしは 運動会、 という 
のは、 なるほど 「学校」 になら された 意識 
にと っては かなり ワク ワクす る 夢 かもしれ 
ない。 だが、 その ワク ワクに 同調で きない 
人間は 「ノリ 悪い な一」 と 排除され る こと 
になる。 

同調を 強いる 場は 社内 研修 だ。 「トレー 
ナ ー」 と 称する 講師が いて、 部下が 採点し 
た 自分への 評価と、 自分自身が 採点した 自 
分への 評価との ズ レを 徹底的に ついて 


ショックを 与えて ゆく。 「他人に 影響を 与 
える ことが マネジメント であり 目的なん 
だ」 と 繰り返され、 少しで も シニカルな 態 
度が 見える と 「我 われは 他人と 関わりに き 
たんだから、 自分の ことば かり 考えち や ダ 
メだ」 「あなた クール じ やないで すか、 他 
人の ことばに 耳を貸さ なきや ダメ だ」 と 
突っ 込まれる。 とにかく 自分から 自己 同一 
化させて ゆく ように 仕向ける の だ。 明らか 
に グルー プ ダイナミックス (ライフ ダイナ 
ミックスな どの 方式と 似た" 洗脳々 システム) 
の 手法を 応用した もの だ。 

話して くれた 男性 自身、 最初から 「こん 
な こと 長く 続けられ つかよ」 と 思つ たとい 
う。 そうだろう。 それが まっとうな 感覚 だ 
と 思う 0 

そう 言えば、 リク ル ー トの 関連 企業 や 事 
業の いくつかには、 「コスモス」 やら 「エ 
タ ー ナル フォー チュン」 やら、 なにやら 力 
ルト めいた 名前が つけられ ている。 そこで 
の 商品とは 身の 大きさで 扱える ような 具体 
的な もので もな く、 といって その 商品 価値 
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自体 リク ルー トが でっちあげた 「情報」 
一!) である 以上、 このような どこまでも 
超越 的な ことばが たやすく 無限 連鎖で きる 
の もべ つに 不思議で はない。 就職を 控えた 
学生たち に 山と 送られて くる それら 就職 情 
報の 量は、 すでに 彼らが ていねいに 読み ほ 
どける 限度を 超えて いる。 誰も まともに 読 
めない し、 読まない 「1」 に ニ セの 実効 
性を 与え、 さらに 「1^」 の 価格を つりあ 
げ る、 という やり 口は、 その実 効 性に 対す 
る 批判力を 宿す 場がない ことには 無敵 だ。 
マ— ヶテ ィング リサー チに よって 引き上げ 
られ てく る テー タが 消費の 動向を 確実に 予 
測す る 資料に なりに くくな って 以降、 広告 
代理店 系の 仕事の 現場の 先端に いる 連中が 
「超越 的な ことば」 に淫 していっ たこと、 
そして そのような ことばの 実効 性に ついて 
クラィアント たる 企業の 側から 批判力が な 
くな つてい つたこと と、 それは よく 以てい 
る。 具体的な 仕事の 内容に ついては 何 ひと 
つ 語らない、 どこか 妙に つるり とした 求人 
広告 (「おもしろ あたま」 だの、 「ピ テた ま 


ト ロプス」 だの) を 打ち 始めた ものの、 そ 
の 実効 性に ついては 当の 人事課の 企業 人で 
さ、 又 「これでい いの か」 と 首を ひねり、 し 
かし それでも、 一定の 学生は 集まって くる 
という 無限 連鎖の 悲喜劇は、 冒頭、 アム 
ウェィの 機関誌に 漂う どこか 過剰な 明るさ、 
健康 さに 布施 博を 重ね 合せた 直感に とって、 
千年 王国の ような 終わりの ない ものに も 思 
え、 どうに も 気が 滅入る。 

■ミロ クの世 

今、 この 国は、 おそらく 人類史 上 初めて 
の 千年 王国、 「ミロ クの 世」 を 謳歌して い 
るの かも 知れない。 

誰もが 生れながら にして 平等で、 鍛錬す 
べき 目標 も 守るべき 倫理 もな く、 ガキ の— っ 
がま まが いつまでも そのままに まかり 通り、 
それでいて 何を やつても 食べて ゆけて、 し 
かも 世界一の 平均寿命を 誇って 人は なかな 
か 死ななくて すむ。 人類が 「しあわせ」 と 
いう ことばに 込めて きた 具体的な 要素の か 


なりの 部分は、 ひとまず 現象と しては すで 
に 実現して いる。 生が ギリ ギリの 営みの な 
力で なんとか 支えられる ことが 当たり前 
だった 時期から 遠く、 あらゆる リスクを 排 
除した 真綿の 上の 生が はてしなく 連なる。 
「宗教」 を 支える 三代 要素と 言われた 「貧」 
も 「病 」 も 「争」 も、 とりあえず、 生に |« 
わる 切実 さを 喪失して しまった。 中心 も 周 
縁 も 内部 も 外部 も、 光 も 闇 も、 とりあえ 
ず 均質に なめされ 尽くし、 人は 自分の 足場 
を 計測す る 基準を 見失い、 どうやら 自らが 
どうしよう もな く 生き ものである こと すら 
忘れて しまつた。 

それでも、 人は 具体的に ものを 食らい、 
排泄し、 呼吸し、 細胞の 次元で 無数の 生と 
死を 繰り返しながら、 個体と しての 死へ と 
向かう。 肉を 食べる ためには 誰かが どこか 
で 牛 や 豚を 叩き殺さねば ならない し、 死な 
ないです む システムの ためには、 誰かが ど 
こかの 救急 医療 や 発電 施設の 現場で 働き 続 
けねば ならない。 どんなに 横着な 水ぶ くれ 
の 生で あれ、 その 生を 支える 現場は 厳然と 
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して ある。 具体的な 外部は 存在す る。 だが • 
それは 人び との 視線の 全く 外、 五感の 向 こ 
、っへ と 押し やられ、 生との 距離を 意識し お 
のの くた めの 媒介と して 立ち 現れる ことは 
ない。 具体的で まるごとの 外部を ちらりと 
でも 予感した 瞬間、 即座に 身体の 感度を 鈍 
くす る 遅延 装置が 埋め込まれ ている らしい 
の だ。 

このような 状況の 下、 あらかじめ コー 
テ ィングされ、 毒気を 抜かれ、 きれい さつ 
ばり 漂泊され た 「外部」 を 生産す る 構造 的 
な 装置と しての み 「宗教」 は 作動す る。 能 
動的に 主体を 主張す る 教祖は うとまれ、 空 
虚な 中心で ある 教祖 だけが おもち ゃとして 
みんなに 遊んで もらえる 対象と なる。 人畜 
無害な 「外部」。 決して この 大衆化した 横 
着に 波 結を もたらす ような 力を 持たない 

「異 界」 。だから、 「超越 的な もの」 に 対す 
る 「信じる/信じない」 という パラダイム 
はこの 主体な き 世界では 無効 だ。 繰り返す 
が、 具体的な 外部は 間違いな く ある。 が、 
それを 意識す る 術を ことごとく 衰弱 させら 


れた 「ミロ クの 世」 の 今、 状況 としてもは 
やそれ はな いのも 同じ だ。 それでも なお、 
この 「ミロ クの 世」 の 内側から 新たな パラ 
ダ ィムが 生まれる、 と 脳天 気に 言える だろ 
うか。 「しあわせ」 の 実態が 実感で きない 
ほどに 自明の ものと なり、 それでも 「望み 
は？」 と 聞かれて 「しあわせ」 としか 答え 
られ ない 不条理 劇の ような 居心地の 悪さに、 

新たな 志を 従えた ことばを 組織で きる だろ 

y  〇 
、つ 力 

言わねば ならない、 組織で きねば ならな 
い、 という 思いは ある。 もてあます ほどに、 
ご。 そして、 おそらくそう 言つ て おくのは 
とてもた やすい こと だ。 いわく 「子どもた 
ちには 未来が ある」、 いわく 「若者は そん 
なに バカでは ない」 …… 誰もが そこで 安心 
し、 判断 停止を する。 しかし、 今、 そのよ 
うな もの 言いを にこやかに ふりまく 連中が 
そのこと ばを 本当に 自分自身の 足 もとに 引 
き 受ける という 確信を もつ て 言つ ている と 
は、 ぼくには 到底 思えない。 

かつて、 分際を 知る、 というい いこと ば 


が あった。 だが、 誰もが 分際を 見失い 自分 
の 足場が 見え なくなった この 戦後 民主主義 
の もみく ち ゃの なか、 どのような 目的に せ 
よ、 人が なお 横 並びに 手を つなごう とする 
とき、 大 なり 小な りこの ような ネズ ミ講の 
不幸に ハマら ざるを 得ない らしい。 いわ ゆ 
る 宗教は もちろん、 さまざまな 市民運動の 
集まり、 バンド や 劇団と いった 表現の ため 
の 小 集団から、 もしかしたら 親子、 夫婦の 
関係に 至る まで、 この 国の 人間たち が 肩 寄 
せ 合った 場には、 今、 軒並み こんな 「宗教」 
めいた 「超越 的 ことば」 の もたらす 妙な 明 
る さが 充満して いる。 
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旅と 人と 出会いが 好き。 

•小 原 田泰久 おはら だ  •やすひさ 
邡 年 三重県 生まれ。 名古屋 工業大学 工学 
部 卒業。 漢方、 緘灸 などの 東洋 民間 医療 や 
気功 治療の ルポを 中心に、 週刊誌な どで 活 
躍 中。 自分自身 も 「気」 を 出せる！ 

•那須 ゆかりな す •ゅかり 
， 761 年 和歌山県 生まれ。 大学 卒業後、 図書 
fil f H*  1 1  1; - 1 I を 経て ルポ ライター に。 『朝日 ジヤー 

ナル』 誌に 連載した 女子高生の ルポ ルタ— 
ジュを 集めた 『少女たち の 放課後』 を 近日 
JICC より 上 ^ 。 


• 志 水 一夫し みず •かずお 

年 東京 生まれ。 麼応 義塾 大学 文学部 史 
学科卒業。超能力や：3ド0の実証的研究の 
必要性を 力説し、 占星術な どの 迷信を 批判 
する 科学 解説 家。 著 害に 『古代の 宇宙人を 
科学す る』 (新人 物 往来 社)、 共著盡 に 『 U 
FO と 異星人の 謎 j  (池 田 書店)、 訳書に 力 
ズ 1 & スコツト 著 『超 古代史の 真相』 (東 
京 書籍) などが ある。 

> 呉 智英ご •ちえい 

池 年 愛知県 生まれ。 早稲 田 大学 法学部 卒 
業。 評論家。 封建主義 者。 クリス チャン • 
ネ—ム は パウロ。 以费 塾に おいて ニ セ 学生 
たちに 論語を 教える。 著 ® 『インテリ 大戦 
争』 (JICC)、 『馬鹿につ ける 薬』 (双 菊 
社)、 『大衆食堂の 人び と』 など 多数。 

►新 山哲 にい やま •さとし 
年 千葉県 生まれ。 アニメ 雑誌な どの 編 
集 者を 経て、 現在 フリー ライタ— 兼 ア ダル 
トビ デオ助 監督。 ときには イラスト、 オブ 
ジ ヱ、 SFX、 特殊 メイク、 怪獣ぬ いぐる 
み操演 もこな す。 少林 寺挙 法の 有段者。 

▼赤 坂憲雄 ぁかさ か •のりお 

切 年 東京 生まれ。 東京大学 文学部 卒業。 

日本に おける 異人を めぐる 歴史を 中心に、 

テ キヤから 精神病に 到る までを 幅広く 研究 

する。 著書に 『異人 論 序説』 (砂子 屋畫 房)、 

『排除の 現像 学』 (洋泉 社)、 『王と 天皇 j  (筑 

摩 書房)、 『境界の 発生』 (砂子 屋 書房) な 
どが ある。 

• 加 藤晃か  とう •あきら 

邡 年生 まれ。 駒 沢 大学 仏教 学部 在学 中に 
宗教学に 興味を 持ち、 大正 大学 大学院 宗教 
学科 修士 修了。 日本 宗教学 会 会員。 ひろく 
民俗 事象に 関心を 持ち、 rtff 究 している。 


• 米 本 和 広ょ ねもと •かずひろ 
, 51 年岛根 県 生まれ。 横 浜 市立 大学卒 業。 
ルポ ライタ 1。 その 取材 力、 調査 力には い 
つも 驚かされる。 著書に 『これで 日本 一 一 
(世界 文化 社)、 共著に 『くたばれ 税金』 (プ 
レシ デン ト 社) などが ある。 

•安藤 尚彦 あんどぅ •なお ひこ 
初 年 愛知県 生まれ。 早稲 田 大学教育 学部 
卒業。 広告代理店 勤務を 経て、 現在 フリ ー。 
日本史の 隠された 部分に 興味が ある。 霊 体 
験 も あり。 ファミコンの シナリオ ライタ— 
としての 作品に 『アイドル 八 犬 伝』 (ト ー 
ワ チキ)、 『孔雀 王』 (ポ ニ— キャ ニ オン) 
などが ある。 

#树 山 寛ます やま •ひろし 
邡 年 東京 生まれ。 慶応 義塾 大学 文学部 卒 

業。 ニ ユーヨ ー クに 渡つ てス クリー ミン グ 
•マツ ド •ジョ ー ジ (特殊 メイク •ア— 
テイスト) の バンドの ギタリスト として 活 
蹓。 その後 帰国して 音と 映像、 活字、 コン 
ピュー タな どを 統合した メディアの デイ レ 
クタ— を 目指す。 編著に 『電脳 都市 感覚』 
(NT 丁 出版)、 ファミコン ソフトに 『才 
ト ツキ—』 などが ある。 


•大 月隆寛 おおつ き •たかひろ 

*50 年 東京 生まれ。 早稲 田 大学 法学部 卒業。 
現在、 東京 外国語 大学 助手。 民衆 運動と し 
ての 民俗学の 復権を 志す 横義 横行の 場 「都 
市の フォ —ク ロアの 会」 世話人。 訳書に J 
•H  •ブルン ヴ アン 『消える ヒッチ ハイ 
ヵー』 (新 宿 書房)、 近刊 予定に 『厩舎 物語』 
(日本 エディタ ー •ス クール 出版部)、 『民 
俗学と いぅ 神話 j  (青 弓 社)。 


同時代の 知的 フィールドワーク マガジン 

別冊 _ 

月 2 回 (1 昍 頃、 25 日頃) 発売/定価 1010円 (税込み) 


(U 新版 •道具と しての 英語 


(XI 全都 市 カタログ 


学校 英語と は 全く 異な っ た 視点 か 
ら、 生きた 英語 世界に 読者を 案内 
する 、'革命的 英語 教科書〃。 


[D おんな の 事典 


都市 生活 者に とっ て 必要な も のを 
ユニーク な 視点から 徹底的に 追求 
した 知的 シティ • カタ ロタ、、。 


(D 巳 ODY の 本 


女が 自立して 生きる ための、 女た 
ちに よる、 女たち のた めの、 男た 
ちの ための、 女の 本./ 


Q 性格の 本 


もう ひとりの 自分に 出会ろ ための マニュアル 

自分は どこから 来て どこへ 行く の 

か - 。 性格を 手がかり に 現代人 

の アイデンティティを 探る。 


ID 道具の 本 


力、 ら た、、 との あ] •言 舌て、、 自分を 欠 •口り、 自 
然の 環の一 部 として 人間を 考える 
東洋の 英知に 基づく 身体 論。 


[〇 女 ど 男 


性の 本質とは？ 結婚とは？ 役割 分 
担とは？ 切実な テーマ を 新鮮て、、 大 
胆な 問題意識で 探る/ 


[〇 仕事の 本 


ライフルから のこぎり まて、、、 冒険 
と 遊びの ための 道具を 体系的に 網 
羅 した 道具の 百科事典。 


a 都市 探検 入門 


未知の 都市 探検 作戦を 豊富な 体験 
に 基づ ^ 、て 伝す 受 する 画期的 マニ ュ 
アル。 


©ライス •ブック 


こめと 日本 文化の かかわり 方、 こ 
めから 見た 日本史な ど、 こめ 文イ匕 
_ 論を 縦横無尽に 展開。 

©道具 どしての 英語 • 

会話 編 

英語の 核になる 850 語の ベイ シッ 
ク •イ ング リツ シュ と、 状況 創造 
型 学習 法に よる 英会話の 本。 


仑 t 事を 通し ての 人間関係の 回復を 
切望す る 現代人に 贈る 画期的な 仕 


(D 女のから だ 

女の セク シヤリ ティ グラフ ティ 


女のから だ <  こ 関する 具体的な 最新 
の 知識を 織り込み、 女が のびやか 
に 生きる ための 方法を 考える。 


©みんなの ライフ & 
ワーク カタログ' 


99 人の 仕事の 現実を 無味乾燥 な 職 
業 案内で なく、 生身の 人間が 語る 
本音で つづら れた 仕事 論。 


©マン ガ 論争 


のらく ろ 3 世代から クロス •オー 
ノ ぐ一 世代まで、 そ れぞれ の 甘く ほ 
ろ 苦い 同 〖時代の ノス タル ジー。 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さい。 创3_3234_4621 ※価格は すべて 税込みです 


- -  - - 


©精神 世界 マップ 


函 夢の 本 


人類の 歴史と とも に 古い 才カ ル 
トニ 隠れた 知の 系譜に、 未来を 生 
きる i 場から 光を あて 総 展望す る。 


©現代 思想の キーワード 


手 斗 学の 知から 神話 や 魔術の 知の 領 
分まで、 文明 転換期の 知の 流儀を 
理解す る ための 思想 用語 辞典。 

© センス •パワー 

センス. エリー トになる ための 
[感性 ト レーニングの 技術] 

感性の 党' 派 性が 火花を 散らす/ 「弋 

ンス •エリートになる ための [恐 
性 トレ ー ニ  ン グの彳 支 神 fl 

函 アジア •太平洋 

[発想す る 旅の ガ仆 ブック] 

環太平洋に 広がる 岛々 と 半島に、 
日本人の，; 原 丨巟を 求めて、 国境を 越 
_ えた 旅， 第三の 旅に 出かけ ^ _ 

四 道具 どしての 英語 • 

読み方 編 

英語を 読む のが 苦手 だと 思っ てい 
る 人に 棒げ る、 ムダ なく 苦労な く 
_ 英語が  1 壳 める 画期的 手引書 / _ 

扭 メディアの つくり 方 

すぐに 役立つ 編集. 印刷 八ンド ブック 

編集 技術力  >ら 製本 ま で、 ^  j 二 f  t'' 
メ アイ 乍り の 全 工程を 獅氏 的に とき 
_ あかした 完全 マニュアル/ 

扭 新 じ ヽ 道具の 本 


ュン グの 方法を 武器に 夢の 不思議 

に*！ 兆む 0 コン フ 。レツ クスから 自分 
を 解放す るた めの マニュアル。 _ 

©決定版* 知的 ト レーニング 
の 技術 

知力を 自 己 鍛練す る 作業 =職 人的 
絶版 手仕事の 積み重ねを、 段階 的に 記 

述し 体系化し た 知の 錬金術/ 

四 文章 スタイル •ブック 

ちょっと しゃれて 書く ための 
初級 修辞学 講座 

流行作家の 文体 か ら 新聞 • 雑誌 • 
広告 コピーまで、 ちょっと しゃれ 
て 書く ための 初級 修辞学 講座 0  _ 

iD 街を 耕す 本 


伝統的な 生活 技術と 知恵、 李即と 
と もに 生き る 技術を 実践的に、 か 
っ 実用的に 集めた 保存 板 0 


函 アウトドア 学 教程 • 
技術 編 


V 

安全で、 ナ央 適な アウトドア •ライフ 
を 送る ための ベーシック • ア クニ 
ックを 豊富な ビジュアルで 解亂 


ちょ っ と 変わった 分^ 闻 去を 使っ た 
宝島 流 道具の スーパー マー ヶッ上 。 
道具たち の 地図を 塗り かえ る 一冊:。 


©映像 メ デ f ア のつ くり 方 


映画、 ビデオを 中心とし た 映: 像 作 
品の つくり 方が 具体的に _军 でき 
実際に 応用で き る マニュアル 0 


函 レトリックの 本 

文章に 生命を 吹き こめ / 極惡 文を、 
恐れる な/いま、 もっ とも 過激て 
新しい 発想の 作文 術の 本/ _ 

函 機械 オン チに 捧げる 

ノ 、。ソ コン •ブック 

機械 • 電気が 嚷手で も コン ピュー 
夕は 使える の だ。 文イ保 の 頭脳が 
コンピュータを 裸に する/ _ 

涵 道具と しての 英語 • 

テキスト 編 

200 を 越え る バラ エティ に 富んだ 
文章で、 英語と 友達になる ための 
新しい 英文 スタイル ブック。 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さ い。 S03-3234-4621 ※価格は すべて 税込みです。 


別冊^！ 


3?  | 答えられない あなたの ために 

d 科学 読本 


dD 珍 国語 


身近な 不思議の 数々 から 科学技術 
の 最先端まで、 愉陕で 納得で きる 
科学技術 質問 箱。 


教わる 側には ショックを、 教えら 
れる 側には 笑いと 共感の 渦を 巻き 
おこす 国語 狂 科*#-。 


©みんなの 文章 教室 


書くべき 原 体 ■験を 作 j ももたない 仲- 
代に 送る、 ちょっと 風変わりな 文 
章を 書く ための マニュアル 集。 


ID アメリカを 読む 本 


多 民族の 混沌と した 文化、 ビジ ネ 
ス、 政治、 アー ト、 アメリカを も 
つと 知る ための エッセイ & ガイド。 


タブーと 常識に 挑戦す る 

」 日本史 読本 


扭 発想 トレーニングめ 技術 

リラ ツ クスして 発想す るた めの 実践的 ガイダンス 

しんどい 「主体的 発想」 から の 解 
放め ざ して/リラックス して 発想 
する ための 実]^ 的 ガイ ダンス。 


もつ としな やかに 生きる ための 

u 東洋 体育の 本 


身体に 聞いて 自分で つくる 健康法 

し なや かな 心 とから だを 育てる た 
めに。 からだに 聞いて 自分で つく 
る 娜襄 •法の 具 イ抑勺 レッスン 集/ 


©会社の 本 


歴史は 進歩し ない。 変化す る だけ 
だ。 タブーと 常識に 挑戦し、 n 本 
史を邀 きかえ た大組 知的な 本。 


©道具と しての 英語 • 
やり直し 編 

英語を やり 直す ため の 新しい 発想 
と 方法/使え る英； ，吾を ものにする 
_ 糸 •を^ 勺自 己 学 宵 マニ ュ アル/ 

©10 日間の ハングル 

気になる コト バの いちばん 優しい 入門 書 

無理ない 10 日間の カ リキ ュ ラム 
で 学ぶ、 ハングルの 最も やさしい 
入門 書。 カセッ ト テー プ別売 0 


孤 


か りたい あなたの ための 


現代 思想 •入門 

サルトルから デリダ • ドウ ルーズまで 
知の 最前線の 完全 見取 図 

現代 思想の 問題と は 何 か？ サル ト 
ルから デリダ. ドウ ルーズまで 
_ 知の 最前線の 完全 見取 図/ 


©東京で き ごど史 


1945 〜 1985 


間 市 から ポスト モダンまで、 40 年 
間の 束 京の 様-々 な 事 f 牛を コラ ム形 
式で 綴る、 新 東京 史。 


会社 という 謎に 満ちた 不思議 货界 
を 旅する ための 旅行 ガイ ド ブック, 
会社 ツアーの 案内書/ 


©朝鮮 •韓国を 知る 本 


隣の 国が 見えて くる./ 


隣邦で ありながら、 视 外に おか 
れが ちな 朝鮮 •韓国を、 等身大の 
サイ ズで 理解す るた め の 本。 


(iD 脳 カトレー ニ ンク ''の 技術 


脳を 「体育」 してやろう /爆発的 
潜在 力 を 秘め た 脳の ノ ヽ 。ワー を 全開 
する ための 体系的な 訓練 法/ 


©道具 どしての 英語 
しくみ 編 


ここが 分かれば 英語は 分かる /英 
語 攻略の 核心 点で あ る、、 しくみ" 
を わかり やすく 伝授す る 本。 


451 人間 •宇宙 •精神まで 

u 進化論を It しむ 本 


大 博物 時代から 現代 進化論の 最先端までを 完全 収録/ 

これ 一冊で 万華鏡の よう に 変化に 
とんだ 進イ U 命の 全貌を つかむ こと 

力 すで' きる/ 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さい。 削 3_3234_4621 ※価格は すべて 税込みです 


自信を もちたい あなたの ための 

112J イメージ 生產の I 支拂 j 

イメージが つかめない、 つくれない、 伝わらない' 
伝えられない 人に 贈る ワークブック 

イ メー  ジの ソフト ウェア 66 のプ 
ログ ラムを、 超 具体的に マニ ユア 
_  ルイ 匕 _ 

刀め ての ト レーニング •ペーパー 形式 

㈣ ハングルの 練習問題 

主要 単語と 実践的な 例文が マスター できる 

初心者で もす ぐ 始め られ 、ま た 心 
得の ある 人は 自分の 実力が 確認で 
きる。 カセット テープ 別う t。 

わかりたい あなたの ための 

四 現代 思想 •入門 II 日本 編 

吉本隆 明から ボス ト •モダンまで 時代の 知の 完全 見取 図 

日本の 思想は どう 変わった のか？ 
吉本隆 明から ポスト. モタ 、、ン まて 
_ 時代の 知の 完全 見 印 掘/  _ 

网 ジャパ ゆきさん 物語 


柳 田 国 男から 山 崎 正 和まで  、 

四 保守 反動思想 家 ( こ 学ぶ 本 


© ヤク ザと いう 生き方 


柳 田 国 男から 山 崎 正 和まで、 テ— 
マ 別 編集で、 ポスト 近代と 保守 思 

想の 最前線を 探る/ 


ジ七ノ 、。ゆ きさんを めぐる さまざま 

な 物 I 吾を、 現地^ 义材、 インタビュ 
一、 手記な どに よって 全 公開/ 


極道の 力 の 源泉は 市民社会の 視野 
の 外に ある/都市の 底に 棲む 男た 
_ ちの 生き様と その実 態に 迫る/ 

©国鉄に 生きて きた 

鉄路を 愛した 男たち の 自画像 

国鉄 解体に よって 私たちは 何を 失 
っ たの か？ 鉄路を 愛 してき た 男た 
ちが 自らの 肉声です 苗 く 自画像/  _ 

©収容所 社会 •ソ連 ( こ 生きる 

ナ マの 声で 綴る いま ロシア 人で ある ことの 悲劇 

ソ ビ エト 体制 下の 普通の 人々 の 生 
活を 通して 明らかにされる、 いま 
ロ シア 人て、 あ る こと の悲 J 刻/ 

© 自民党 ごぃう 知 患 

日本的 政治力の 研究 

自民党とは どんな 政党な のか？ 人 
事 • 政策 • 組織の 三つの 軸から、 

日 本 的 保守 政治の 核心を えぐる。 


©道具と しての 英語 
基礎の 基礎 

、ソ アリ —ポ ビンズ" を ガチガ チ 学 
校 英語 とな めら かな 訳て H 照、 英 
_ 語の 構造を 立体的に 示す ! _ 

迅 東京の 正体/ 

あるいは 「 知識/権 力の 系譜 学」. にして 
近代の 言説に よる 「東京 経験 案内」 

近代 百年の 文学を 通 して 作られる 
「東京 という 経験」 の 系図/ 「新し 
い」 都市で あり 続けた 東京 /  _ 

网 精神病を 知る 本 

「狂気と 理性」 をめ ぐる あなたの まな ざ しか 変わる/ 

精神病と は 何 か？ 精神医学の 知の 
体系に 批判を 加え、 人間の 「狂気 
と 理性」 について 考察す る。 _ 

学校が 合わな い 親と 子の ための  、 

涵 学校に 行かない 進学 ガ仆' 

今の 学校は いや だ/ どうして いい 
カ イ强ん でし 、る 親と 子の ため の 実際 
_ に 使えて 役に立つ 情報 ソース/ 

道具と しての 英語 
表現 編 

これ ま での 英語 理^を 一変させる 
、、英文 四つの 型" 論で、 英語が 自 ¢1 
_ 自在に 話せて 書ける/  __ 

翅 思想の 測量 術 

あるいは 近代の 言悦 による 「記号 経験 案内」 にして 
「知識/権力の 系譜 学」 

現代 思想への 断乎たる 異議 申し 立 
ての 書。 フーコーの 「言葉と 物」 の 
偉業の 日 本 版 とも 言え る イ1^〇 


©道具と しての 英語 
言 V ヽ まわし 編 


鮮度 100% の 生き た 英語て、/  メ 
リ カ 英語の キ マリ 文句を マスタ 
一/英語の 表現力を 豊かに する/ 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さ い。 003-3234-4621 


別册 密 _ 


©女を 愛する 女たち の 物語 

日本で 初めて/ 234 人の 証言で 綴る 
レズ ビアン レポー ト 

レズ ビアンた ちが 語る 悩み、 苦し 
み、 喜び。 234 人の 証言に よ る 初の 

_ レ ズ ビアン •レ ポート/ 

©盛り場の 資本主義 

悪場 所と し )5 欲望の 経済 人類学 

盛り場に 咲き ほこ る 〈いかがわし 
さの 糸圣 済〉 が もつ 磁力の 秘密を 解 
_  き 明かす、 欲望の 経済 人類学/  _ 

©新しい 韓国を 知る 本 

躍進す る 隣国、 その 政治と 経済を どろ 読む か 7 

躍進す る 隣邦、 その 政治と 経済を 
どう 読む か ？ あらゆる 角度から み 
_ た、 現代 韓国の 実力と 将来。 


四 ザ •中学 教師 

〈不思議の 国の 中学校〉 に 棲息す る 
セン セイたち の ありのまま 

中学 淳妨取 の 奇妙な 生態を、 具体的 
な エピソードを 通じて 具体的に 描 
_ き 出す、 i 見場 直送、 素顔の 教簡 1/ 


©ザ •新聞 

「病める 巨人」 の カルテを 公開す る 

いま、 新聞の どこが ど う危 いの 
か？ 「メディ アの 帝王」 「病める 巨 

人」 の カルテを 全 公開す る。 

-  - 

迅 競馬 コ ー フン 読本 

直線 いっきの おもしろさ/ 

馬、 騎手、 既舎 、馬主、 牧場、 血統、 
予想、 必勝 法な ど、 競^の 魅力を 全 
てみ せる、 フアンに 送る 本命 本/ 


©ホテル 物語 

ホテルは 都市の 劇場 だ/ 

世相を 映し出す 鏡、 ホテル、 その 
多彩な ド ラマから ビジネス ま での 
_ 華麗なる イン サイド • レポート。 

©ザ •中学 教師 

[プロ 教師への ステップ] 編 

人は いかに して プロ 教 帥 i になる の 
か？^^ という-戦場を 生きぬ くた 
めの、 教^の サバイバル •ブック。 


ミステリーの 友 


ステ リー グルメになる ための メニュー 105 

ミステリー: il* 頓 曾る、 エッセイ 开ミ 
式の ミステリ ー 小説 徹底 ガイド。 
ミステリ ーク 、、ル メ になる 本。 


©道具と しての 英語 
英語で 雑談 編 


〈自分の おしゃべり  > を 英語です る 
ための 本。 身近な 30 の 話題に、 ふ 
_ だん 着の 英語 表現 集つ き 0  _ 

咬] エイズの 文化人類学 

「エイズ 現象」 を どう 読む か 7 

さまざまな メタファー を 身に まと 
う 社会 ぢ E 象と しての エイ ズを テキ 
_ ストと して、 現代を 言 売み 解く/ 


©道具と しての 英語 
表現 辞典 

英和辞典では わからな l 、言葉の 二 
ュ アンス、 英 I 吾 表現の コツ を、 英 
_ 米作 家から 直接 学び とれる 辞典。 


7 わかり たい あなたの ための 

1111 現代 美術 •入門 

印象派から ノ  \イ テク • ァー トまで 
現代 ァー トの 完全 見取 図/ 

印象派から、 シュール レ アリ ズム、 
ダ ダ、 ハイテク. ァート まで、 現 
_ ^ ァート の 完全 見取 図/  _ 

dD 楽しい 俳句 生活 

「読み かつ 詠む」 ための スタイル. ブック 

近く て 遠 ゝ 、俳句の 世界への 入門 書。 
まった く 菊？ しい 「読み かつ 詠む」 
現代 俳句 スタイル. ブック。 

田 「モダン 都市 解読」 読本 

あるし 〗 は 近代の 「知覚」 を 横断す る 
「知識/権力の 系譜 学」 

東京 という 近代 都市の 空間と 近代 
日本人の 知覚が どのよう に 形成 さ 
_ れた のかを 視覚 資料から 解読す る。 

dD 新しい ソウルを 歩く 本 

ソウルっ 子 も 知らなかった ソウルの 真実 

写真と イ ラス トを 駆使して 詰 f るソ 
ウルの 街と 人々 の 生活 文化 案内 & 
旅する 人の ための ガイ ド ブック。 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さ い。 003-3234-4621 ※価格は すべて 税込みです 


別冊 宝 ii 


©道具と しての 英語 


胸 v ヽつぱ v 、の 形容 言 司/ 

5000 の 形容詞 を 読みやすい コラ 
ムで 紹介。 同時代の 英語を 読み、 
人と 違う 言い まわしが でき る 本。 


世紀末 キッ ズの ための  . 

し* SF ワンダ1- ランド 


わかりたい あな たのた めの 

@ 経済学 •入門 


経済学の 誕生: と展亂 基礎 理論を 
• 分かり やすく 説き ほぐし、 90 年代 
への 展望を 探る 画期的な 入門 書。 

©楽屋 裏の テレビジョン 

ブラウ ン 管の 向 こ ラ 側の すっ たもんだ/ 

テ レ ビの 国の すった も んだ を才— 
ル ロケ/  TV 雑誌では 絶対に 読め 
な い ブラウ ン 管の 谢則の 狂詩曲。 

©競馬ぶ っ ちぎり 読本 

大外 強襲の 大 迫力 

馬と レースに 関する 話題、 競馬に 
関わる 人々 の 話題 、今い ちばん 気に 
なる 話題な ど 競馬の 話題が 26 本。 

©現代 文学で 遊ぶ 本 

現代 文学を わがままに 読み 
勝手に 楽しむ ための やり方/ 

日本 編 •作家 51 人の 処方箋、 海外 
編 •  42 か 国の 文学 事情な ど 現代 文 
学が あなたの、' 遊び道具" になる/ 

©大学の 事情 


、、夂 の 時代 7 ，の苦 心の あれこれから 
大学 樂刺 i という 変な 種族の 扱い方 
まで、、 こんな も ん です 素顔の 大学。 


©うわさの 本 


都市に 乱舞す る異事 奇聞 •怪談を 
読み 解く 試み/ 

語ら れた 物語と 語 りの ネッ トワ ー 
クの 検証を とおして、 都市の もう 
_ ひと つの 貌に 肉迫す る/  _ 

もっと 知り たい あなたの ための 


(^71 もっと 知り たい あなたの た 

㈣ 天皇制 •入門 


天皇制 研究の: W 斤 成果に 6 つの 視 
座 力 > らア プロー チ。 200 0# 完璧 リ 
スト 付。 天皇制の 全てが わかる 本 


20 世紀 最後の カル チヤ— ト レン ド 
SF で 遊ぶ/サイバー パンク を始 
めと し/こ X'SF の i 見ナ 易^ 告"。 _ 

推進 か？ 廃炉 か？  _ 

四 決定版 •原発 大 論争/ 

電力会社の 内部 資料に、 反 原発 派 
の 論客が、、 安全性" 、'放射能" ヽ '経済 
性" など 20 の 対立 点で 総 反幣 〆 

©当世 死に 方 事情 

死と お 葬式と お 墓を めぐる 日本人の 現在 

く 死〉 と いう 窓から ニ ッポン 人と そ 
の 社会の 変貌を みつめる、 ちよっ 
と 変わった 生態 ウオッチング/ _ 


わかりたい あなたの ための 

U フェミニズム •入門 

フェミニズムの 理論の 見取 図と 世界 各国の 
状況が わかる 本 

フェ ミニ ズム 理論の 見取 図 及び 世 
界 における 理論と 運動の 状況 ま で， 

_ フ ェミ ニ ズム の 現在が わ かる 本/ 

明 ファッション 狂騒 曲 


華 M なる 世界、 ファッション 業界 
に 生きる 人々 の虫活 と 意見、 そし 

_ て 真実/  _ 

©軍部/  • 

銃口で 韓国を 支配した 強大な 組織 
その 驚くべき 真相 

栄光の 人 か ら 疑惑の 人へ と 転落し 
た全ゴ B 吳大 統領。 全斗煥 の 軍部 内 
_ 組織 『一心 會』 とは 何 か？ 一 

dD 道具と しての 英語 一 
単語 パワーァップ 編 

漢字の 「へん」 「つくり」 と 同 ネ 策に 
英単語を 71 の 語根の 意味から 覚 
_ えて 単語 力を 200% パワーアップ/ 

與 プロ野球の 悩み 

野球 狂の ための 脱 プロ野球 読本 

グラウン ドの 外から、 プレイ の與 
側から 野球を 観戦 0 これが プロ 野 
球の 新しい 愉しみ 方 だ/ 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さ 


別 


迅 口語 f 尺 •論語 

現実を 生ぎ るた めの 書 


©ザ •中学 教師 

[親を 粉砕す る やりかた] 編 


高度 化する 資本主義 社会に、 指標 
なくさ まよ う 現代: 人の 目から ウロ 
コを 落す 糸 抚 前 5 世紀の マン ト ラ。 


©高校野球の 真実 

熱気 倍增の 甲子 園 ウオッチング/ 


研 わかり 

㈣現 i 


ゲームの 意外 性、 祝* 祭の 高揚 感、 
欲望と カネの 渦巻 く 最も ニ ッポン 
的な ス ポー ツ v 甲子 園" を 全 解剖/ 


現場の 教師が 体験した'' 恐 るべき 
親たち" の 生態/すべての 教 ^ 帀に 
捧げる 痛快 〔親 退治〕 


b か りたい あなたの ための 

現代 写真 •入門 

写真の 過去 • 現在 • 未来を 読む ガイ ド ブック/ 

写真の 系譜を たどり、 多様な 写真 
表現を 見 わたす。 写真は 何を どの 
よう に 表現して きたの か？ 


@ 映画の 見方う ハ 変わる 本 


©超 プロレス 主義/ 

格闘 王たち の バトル ロイヤル 


今まで 1 隹も 言わなかった、 言えな 
かっ た 映 _ の 秘境 探険/ 映_ に隐 
された 「間」 を 読み 解く/ 


もっと も 感動を 与えて く れる 格闘 
技 1 敗と、 もっとも 魅力 ある 格闘 家 
について 徹底 追求した 1 冊/ 


(^欠 陥 英和辞典の 研究 


地球 環境 •読本 

あるいは 地球の 病に ついて 
あなたが 間違って 信じて いる こと 


日 本で いち ばん 売れて いる 英和 辞 
典は ダメ 辞書 だ /n 本 語、 英語 双 
方の 觀 点から 精査し、 申 齢 正す る。 


「地球を 守れ/」 の大 合唱の なかで 
信じ込まされ ている” 常識" を、 第 
一線の 論客 力 す 徹底的 に 打ち破る. グ 


@ おたくの 本 


® 気は 挑戦す る 


「ぉたく」 は 高度 消費 社会を 読み 解 

く キーワード だ、。 ロリコン、 やお 
い、 コ ミケな どの 知ら れ ざる 斗: 態。 


気は デ カル ト 以来の 心身 二元論を 
くつがえし、 自然科学の パラ ダイ 
ムをも 変え る 新しい エネルギー だ 


® 日本が 多 民族 国家になる 日 


® 中国 •危機の 読み方 


日本に 移り 住ん だ 彼ら の 現場を 道: 
視し て 単一 民族 幻想が 崩壊す る こ 
の 国の 近未来を 照射す る/ 


@ ザ •中学 教師 

〔ダメ 教師 殲滅 作戦〕 編 

金 八 教師、 熱血 教^ 帀、 ダメ女 教師 
など 無能 教師の 群れ に プロ  mm 
団が 宣戦を 布告した. グ 


d 出 80 年代の 正体/ 


中国 ウォ ッ チャーた ちが 明 力 > す、 
中国の 危機を 読み 解く ための 新し 
い 視点の 数々/ 


女が わからな v ヽ / 


男には 理^ ¥ できな く なって きた、 
[女] の 現在を め ぐる フイ ー ルド ワ 
—ク n 


® 競馬 ダントツ 読本 


8脾 代は どん な 時代 だっ たの か？ 
ハッ キリ 言って 「ス カ」 だった。 こ 
の 本は 「境 在」 につける クス リです •グ 


競^の ホン ネが ここ にある/ 
ズバリ 的中の 痛 快感/ 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さ い。 Q03-3234-4621 ※価格は すべて 税込みです , 


別冊# 


Hil] 男が 危ない!？ 


「女の 時代」 のな 力 •て 徵 立 無援の1  ガ 
たち。 「リ 3」 の 語られ 方が いま、 あ 
ら ためて 問われて いる/ 


_ いまどきの 神サマ 


迎 新版 •学校に 行かない 
進学 ガイド 

I 1〖:. 规で ない 学校、 I 卞 •夜 問 中 
学、 国内. 海外 留学な どい ますぐ 
役に立つ ili 新. 徹底 ガイド。 _ 

㈣ 英語 辞書 大 論争/ 


U  FO、 ぉ ま じない、 >垃す 但力、 i*i •い、 

ハルマゲドン、 IJijllHi%：!： . 才力 

ル トの メン タリ テイ を》 / 


四] 宇宙論が 楽しくなる 本 


欠陥の 指报 j は 本当 だつ たの か？ 伝 
統と 権威 を 敵 に |n| して 勝ち I」 は あ 
るの か？ 「論争 戦」 勧贱の 手… き。 


天下 国家の 語り 方 


アイン シュ タイ ン から ホー キング 
の i! 辨 ff 輔 命まで 祝 代 於 If 論の 完令 
兄 取 M  / 

㈣ 非常事態の ソ連 

ソ連 人に よる ソ連 社会の 病状 報告/ 

ソ迚免 十. を 襲う 経済 恐慌の 说 、社 
会 秩序の 混乱、 K 衆の 政治 ィく俗 / 
ソ連の ノ1 -:活 税場 から の 痛 じ 刀 な 叫び • 

(pi プロレスに 捧げる バラード 


漂泊す る 芸能れ、 興 形の 神々、 人 
類 姑 古 (二し て说“ の 文化 としての 


フロレス 


® 道具と しての 英語 

英語の 発想/日本語の 発想 

U 本人なら 維で も わかる が、 吳語 
で 表現で きない 言葉に こだわり、 

II 本 語と 英語の 発想の 遠い を 探る。 

_) セックスと、 、うお 仕事 


k じ とって 風俗 鹿 業とは 何 か？ は 
じめ ての 女 だ、 けによ る セッ ク ス遊 
業を めぐる フイー ルド. ワーク •グ 

_ 江戸の 真実 

誰も 挑ま なか つた 近世 日 本の わかり 方 

明治より も エネルギッシュで n?l 和 
よりも 砦 かで 平成よりも ダイナ ミ 
ックな 江戸の 姿が いまこ こに 甦る。 


日本と 世界、 政治と 経済を めぐる 
「神話」 の 検証/ 「常識 j を 根底から 
揺るがす 人 地 厲 •ヴ 

5ID 変な ニ ッポン 

ガイ ジンが 好きな、 そろ 思われて いる この 国/ 

海外で 受 け 入れられる ニッポ ン現 
象を 合わせ鏡 にして、 ジパングの 
税在 を 発 兄/ _ 

11 U 誤解 じ^いる あなたの ための 

新釈 どうぶつ 読本 

iBM 勿は 浮気 もす れ ば、 子 殺 しもす 
る。 動物の 未知の 世界を 読み 解く 
最 綱! •論/ _ 

CUD 競馬 おいこみ 読本 


ター フを駆 ける 馬、 ター フに睹 け 
る 人、 夕ーフ を 翔ける 夢、 ター フ 
に 欠ける 物語、 すべてが この 本に C 

〇23] 科学 論争を 愉しむ 本 

科学は もろ 法延の 裁判官では なくなつ た/ 

エイズ 誦 r 争、 脳死 論争な どの 論争 
の t 顚 刈を 描き、 論争の 内情を 探り 
科学の： iE 体を 暴く/  _ 

(HD 当世ぎ ゃん ぶる 読本 

やめられ なし ヽ人 たちの 懲りな し  ''日々 

裏ワ ザ' 帥 •から フ ツーの 人まで ギヤ 
ンブル •ア ド ベン チヤー たちの 天 

国と 地獄/ 


書店に ない 場合は 当社 ま で お問い合わせ 下さ い。 Q03-3234 - 4621 ※価格は すべて 税込みです 


別冊 蜜 翁 


_ 道具と しての 英語 

暗記し ないで 覚える 英単語 

丸暗記の 苦労を L 、っ さいしな いて ^ 
「単語の 力」 と 「英語の 力」 が 同時に 
身に つく、 究極の 学習 法。 


画] スポーツ 科学 •読本 

最新 理論から 体力 ト レーニングの 技術まで 

生理学 や 物理学な どの 最新 成果を 
楽しみながら、 自分で '実際に 活用 
し、 未知の パワーを ひきだす 本/ 


画] 競馬 ボロボ ロ 読本 

激 走、 激 走、 また 激 走/ 

ボ '口 勝ちの 人もボ '口  m けの 人 もこ 
の 本を 読め/ 競馬 説 本 シリ ー ズ、 
ど と 一の 第 5 弾/ 


® 謎の 鳥 •台湾 


不 思き 義の岛 • 台 彳弯を 通 して、 いま 
東ア ジアの 変な 資本主義が 見えて 
くる/ いま 台谭 i に興帑 する ワケ / 


ザ •中学 教師 

U 子どもが 変 だ./ 

子どもは もはや、 あなたの 知って し \ る 子どもでは ない// 

大衆 消费 社会は いったい どのよう 
な 子どもを 生み出した のか？  •学 t 交 
にはい ま、 こんな 子どもが いる/ 


_ ライターの 事情 

ボー ダレス 化した 「書く 仕事」 の 現場を 追う/ 

書し 、て 稼 ぐ 人び と の也活 と 意見を 
たずねて、 高度 情報 社会の 足元に 
迫り 米る 液状 化 現象 を さぐる/ 


dD 編集の 学校 


dD 裸の 自衛隊/ 


知的 生産 能力を 全開させる 超 •貝 • 
体 的な 完全 学 嚼 プロ グラム/ 新シ 
リーズ 「使える 本」 第 1 彈 / 


_ 闘う 男/ 

アナクロニズムの 逆襲 

ケン カの ぢ 易から その 考察に 钜る 
まで、- •ま る ごと ケン カの 本/ 
天下 御免の ラジカル •ファイト/ 


画 宇宙論が 怪しくなる 本 

現代 宇宙論は どこまで 信用で きる のか/ 

宇宙論 ブームの 昨今。 でも この 本 
は あなたの 疑 問に 答えません 。もつ 
と 宇宙論が わ からなくなる 本です。 


(W| トランスフォーメーション •ワーク ブソク 

20 日間で 自分を 変える 自己 改造 メソッド 

この 本は あなたが 自 分で 遭 こき 込み 
ながら、 隠れて いた 自分に 気づき、 
自 己 変容 していく ため の 道具です。 


® 道具 どしての 英語 

暗記し ないで 使える 英 熟語 

聚 ㈢ 吾を 使いこなして、 もっと 豊 力* 
に 表現す るた めの 「丸暗記 主義 反 
対/」 の 学習 法。 


臼衛宫 そのものに 迫る こ とて'’ 初め 
て 明らかになった、 世界 第三 位の 
軍隊の 驚くべき 真実の 数々/ 


画 ニ ツボンと 戦争 

われわれは 湾岸戦争を どう 語った のか 7 

ラジ カ ルな 平和主義 か ら新 保守 主 
義 まで、 湾岸^ I 争を めぐって たれ 
流された あ ら ゆる 論^ 我を 検証す る。 


研究す る 人生 

「理系」 の 彼らは 何 をして い るの か？ 

科学技術 立 _•  II 本の 繁栄を 黙々 
と 支えて きた 人び と の 情熱、 喜び、 
愛、 不安、 苦しみ、 そして 人 先。 


(HD 恋をしなぃ 女たち 

愛が わからない 時代の、 私たちの 恋愛 さがし 

ダイヤル Q2 で 出会い、 パソコン 

通信で' 不倫す るフ ッーの 女の子た 
.  ちの 愛の 物語/ 


_ 巨人 列伝 


われわれを 搜: *5 しす る ケタ はずれな 
人物たち の、 とんでもない 屯き 方 
に兒る 人間 1 生の 研1 究。 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さい。 S03-3234-4621 ※定価は すべて 税込みです。 


別冊 _ 


_ シナリオ 入門 


画 競馬 名馬 読本 


シナリオ は 映像 ド ラマの 設計図 だ C 
日央 m ドラマ を 言葉で 表現す るた め 

の レツ スン/ 


SD 変態さん がいく 


「 名馬の 時代」 8的: •代を 駆け抜けた 
111 頭の 物語。 誰が なんと 言おうと 
この 馬は 私、 に とって 名馬 だ/ 


® 農業大 論争/ 


倒錯した 性愛に 情熱を 注ぐ、 セツ 
クス おたく たちの 生活 ウラ & オモ 
テ！ 本当の 変態たち が 語り 始めた! 


(HOFI 激走 読本 


普通の 入には 理解し にくい、 農業 
をめ ぐる 論争の すべてが この 一册 
で わかる/ 


(2D 我らが パ' ブルの 日々 


ニ ツボンの F 1 フ 、、ー ムはど こへ 行 
く  ？ この ブームを フ 、ーム で 終わら 
せない ために！ 決: 定 版！！ 読む F1。 


バブルと と もに 生き、 ノぐフ 、、ノレと と 
もに H 民る 企 _士 と アウト ローた 
ち の 金と ノ ル マと 女の 物語 •グ 


別冊 宝島 EX 


絵画の 読み方 


議: 


感動を 約束す る、 まったく 新しい 知的 アプローチ/ 

S I 柵 宝島^ 部 •編 /定価 1010円 

名画は、 見て 「感じる」 より 
も、 読んで 「わかる」 方が お 
も しろぃ/まず 角军 読/ 鑑赏す 
るのは その後 だ/ 

ニュース •キヤ スター 

ジェシカ • サヴ ィッチの 栄光と 挫折 

グゥェン ダ •ブレア •著 
岸 野 郁枝 •訳/定価 2000円 

ひと りの アンカー •ウーマン 
のす 坐 折は TV ニュース 報道の 

崩壊だった/  TV 界の 内幕を 

抉る 迫真の ノン フイ クシ ヨン C 


モニタ-上の 冒険 

渡 辺浩武 •著/定価 1300円 


「テク ノロ ジー」 の 先端 シー 
ンを 探険して いたら 「神秘」 
の 森に 迷い込んで しまった/ 
現実 力、 した/ 

父親 主義 

ittij  •著/定価 1500円 


女 •子どもの 教育 談義を 粉砕 
する ウルトラ 常識 教育 論/日 
本の 父親が 語る 子育て、 学 
校、 教育に ついて。 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さい。 003-3234-4621 ※定価は すべて 税込みです。 


ジャズ •ウェス トコ-スト 

50 年代 L  A の ジャズ •シーン 

ロバ ー ト •ゴ ー ドン •著 
上田 篤 •後藤 誠 •訳/定価 2200円 

H 本人の 聴き 方は 間違って い 
る/ 新 証言 + 名盤 •隠れ 名盤 
の 解説て •、綴る、 50 年代 ウェス 

卜 •コー スト •ジャズ 史 / 


喜 納昌吉 を 通す と、 リアルな 
沖縄、 そして 世界が 見える。 さ 
あ〜 唄え〜 踊れ。 永遠なる 祭 
りは、 あなたを 無限の 彼方へ。 


喜 納昌吉 チャン プト プック 

ハイ サイ + 宝島 _ 部 •編 
定価 1700円 


. 1 … 


アメリカのと •こが、 なせ タメな のか？ 


ザ •ジャパ ニー ズ •パ ワー ゲーム 

アメ リカの どこが、 なぜ ダメ なのか 7 

ウイ リアム •」 •ホルスタイン •著 

田 原 総 一朗 •監訳/定価 2200円 


この 本は なぜ •ア メリ カで 反感 
を 買った のか!？ す 氏 わ t を 感じな 
がら も否丨 芯な 〈引き込まれる 
H 本 紐 リポート/ 


否 よい パソコン 悪い パソコン 

’92 年 前期 版 

ソ 大庭俊 介 +PUG •著/定価 1300円 


パソコ ン 菁钱斤| 靑報 &92 年の 話 
題 満載/あなた 自身の 「ベス 

ト パソコン」 を 探せ •グハ0 ソコ 

ン 選びは これで 決まり •グ 


異人 桃^、 时咏 

hllk  it 


映画 宝島 


1 


I 


異人たち の ハリウッド 

「民族」 とい ラ キーワードで 映画の 見方が 変わる/ 

別冊 宝島 嫌^  •編麵 1 100R 


出自と 差別と いう 問題から 目 
を そむけた アメリカ 映画 論な 
んて みんな イ ン チキた' VI 映画 
で 見る アメ リカ 民 於^'' イド/ 


この ミステリ-がす ごい! 

’92 年 版 

另 •編/^® 490R 


地味 だっ た 翻訳 もの、 読む 本 
がない/ とぉ 嘆きの 皆様、 多 
様イ 匕す る ミステリ ー作 品の 中 
に、 あなた 好みの 本が ある。 

マフィアの 帝国 

フアブ U ジオ •力) ut:  •著/ 
ゾ J 淋^  •訳 淀® 1980P3 


いま、 厚い ヴ エールに 包まれ 
たシチ リア •マ フイ アの 聖域が 
暴かれる/ 内側から 描かれた 
迫真の ノン フイ クシ ョ 、ノ！ f 

我ら 家な き 者 

ホーム レスと w 冷たい アメリカ" 
ステファニー ホ リーマン •写真/ ビク HJ ア. アイ; ィン •文 

ロバ-卜 .M •ヘイズ •序/間 元 •!《/ 定価 1980円 

数百 万 のア メリ カ 流民は なぜ 
生まれた の 力*? 写真と 文で 報 
吿 され る视代 アメリカ の 病巣 0 
衝 嘴の レポート. グ 

大川隆 法の 靈言 

神 理百問 百 答 


■ 


wj 主日 问日合 _ 

米 本 和 広 •島 田裕巳 •著/ 定讎 0円 贫! 1 ^ 


「幸福の 科学」 につける クス 
リ。 宗教に キヨー ミなくても 
大丈夫/信者 も 思わず 笑う 本 0 
M 隆法 主宰 先生 雌 解剖/ 

ベリン タの 冒険 

馬で 駆けた スペイン〜 パリ 1 700 マイル 

ベリンダ •ブレイ スウェイ ト •著 

海 都洋子 •訳/定価 1400円 


2 歲の ベリ ン ダは 今日 も 乾い 
た スペインの 大 を 行く。 H 
指す は パリ…。 英国の ノン フ 
イク シヨ ン •ベス トセ ラー/ 


；> リル • 


■漏 

サ •シ V  <二 一 ふ 、ヮー ゲー J 


•1^ 嫌 


書店に ない 場合は 当社まで お問い合わせ 下さい。 S03-3234-4621 ※定価は すべて 说 込みです。 


'、視覚の 時代々 の 斬新な 発想法/ 


新装 版 

図解 発想法 

知的 ダイアグラムの 技術 

西 岡文彦 •著/定価 1600円 


视党 的な 材料を 駆使す る 知的 ノ 
ウ ハウを 体系化した 手引き書/ 
難解な 切1 学 興の 読 M •か ら 広告 企 
画の 立案まで 活用で きる •グ 


編集 的 発想 


〈知と イメージ〉 を レイ アウ トする 

西 岡文彦 •著/定価 1300円 


組み合わせ、 編み出す 工夫の 中 
に 創造性を 発视 する ための 総合 
人 門 書。 苑恕の 技術 寄、 創造力 
を 刺激す る 読書 論と しても 有用。 


別冊 宝島 134 

編集の 学校 

知的 生産 能力を 全開させる 
超 •具体的な 完全 学習 法 プログラム/ 

別冊 宝島 編集部 •編/定価 1010円 

企圃 力を つけたい、 イ マジ ネー 
ジョンを 広げたい、 クリエ イテ 
ィブな 仕事が したい…。 そんな 
人は こ の 孕牧 て… 学びな さい/ 


「やりがい」 の 構造 

自分 的 価値の 発見 術 • 実現 術 

西 岡文彦 •著/定価 1030円 


本当の 「やりがい j を 発見し、 真 
の自 己 奥 祝を 果たす 「方法」 をは 
じめ て 叫 I かす 画期的 な 相談 相手 
本/具体的に 役に立つ ガ 


やりがい」 の 

構造 


THE  CD-ROM  WORLD 


マルチメディアの 時代が やって 釆 た/ 

GTV •制作/ HIPPON  SUPER/ •編集 
定価 1200円 

人間の 素晴らし さを、 どうや っ 
て マシンに、 メディアに 置き 換 
える か？  21 世紀を 迎えよう とす 
る 今、 贈る 世界 最先端 レボー ト。 


モニター 上の 冒険 


SCANNING  ADVENTURE 

渡 辺浩弍 •著/定価 1300円 


呪 代の 矩:脱 ビジ ネ スマ ン達 のた 
めに、 近未来 メディア • シーン 
を 解き明かして みせる、 新 スタ 
イ ルの ビジネス 書/ 


IS し AND  BOOKS 

能カ トレーニンクめ 技術 

月 因の ノ  くワ ーを 全開に する ための 
体系的な 訓練 法/ 

佐 藤正弥 •津村 喬 •共著/定価 1400円 

身体と しての 脳を 鍛える ために 
は 脳の 「体育」 が 必要で ある/ 
自分で でき る 能力 訓練の 実際/ 
人間の 脳を 「体育」 する 本。 


IS し AND  BOOKS 

イメージ 生産の 技術 


西 岡文彦 •著/定価 1400円 


イメージ かつ かめない、 つくれ 
ない、 伝わらない、 伝えられな 
い 人に 贈る ワークブック/ イメ 
——ン 生産を マニュアル 化した 本 0 


軎店 にない 場合は、 書店に ご注文になる か 当社まで お問い合わせ 下さい。 S03-3234-4621* 定価は すべて 税込みです。 


見えない 時代を 照らし 出す/ 


我ら 家な き 者 

ホ ー厶 レスと、 令 たい アメリカ" 


我ら 家な き 者 


ステファニ ー • ホリー マン •写真 
ビクトリア •アーウィン •文 
ロバート .M  •ヘイズ •序/関 元 •訳 

定価 1980円 

数 ノ J •のア メリ 々流！^ はなせ •卞 
まれた か？ 職を 失い、 家を 追わ 
れて 漂流す る 同胞を アメリカは 
切リ抬 てるの か!？ 


みんな、 やせる ことに 失敗して いる 

森 川 那智子 •著/定価 1100円 

r.  3 み  I 


I 

る こ 


あなたは なぜ、 いつも ダイエッ 
卜に 火: 敗して るの？ ダイエット 
を 続けて いれば、 絶^に やせら 
れ るの？ ダイエッ トに 傷ついた 
あなたへの 21 化 


ビジネスマンの 精神病 棟 


浅 野 誠 •著/定価 1400円 


又 マンの 

11 病— 棟 


研 


II 本の 繁ズ: を 支えて きた サム ラ 
イ たちの 人 はな ぜ刊浙 したの 
か!  ？ 七病 める 12 人の 無 器 川な1 J) 
たちの 人 ル: の 制 I 跡を 描く 「愛と 
胃険」 の 物語/ 


ベリンダ の 冒険 

馬で I 区け た スペイン〜 パリ 1 700 マイル 


ベ？ 

リ! 

福 


m 


ベリンダ •ブレイ スウ ヱイ ト •著 

海 都洋子 •訳/定価 1400円 

21 歳の ベリンダは 今 U も 乾いた 
ス ベイ ンの人 地を 彳 j •く。 めざす 
は バリ。 W； の おとぎ 詁と大 評 
判に なった 炎 4句 のノ ン フィ クシ 
ヨン* ベスト セラー。 


マフィアの 帝国 


フ アブリ ジオ •カルビ •著 


小林修 •訳 
定価 1980円 


讎嚷 


rv7 


ファミリ ーのボ スが 「沈黙の 徙 J 
を 破って 語った _ の 世界/いま、 
I 寧: いヴ エールに 包まれた シ チリ 
ア •マ フイ アの斯 域が 始かれ る。 


眉 象 


浅 羽 通 明 •著 
定価 1500円 

■  i •梁が 火 われ、 身体が 稀薄 化し、 
そして 「麟」 が 兄え なくなつ 
た/商 度 消 伐社 会の 「職ぐ を 
説み 解く、 「おたく」 ⑴. 代の 足 恕 


天使の 王国 

「おたく」 の 倫理の ために 


■ 
王国 圖 


ivwm 


洗脳 体験 

二 澤雅喜 •島 田裕巳 •著 


定価 1250円 


あな たの 親い、 隣人たち か 泣き 
わめき、 踊 リ玨 ぃ、 抱き あって 
「ちがう 自分」 に 変わって ぃく 
「|?|じ 開発 セミナ ー j 

記/サイ コ •ノン フイ クシ ヨン。 


モダン •マ ナース 

自分 流に 生きる ための 常識を 超えた 処方箋 


p.j •オローク •著 
渋 谷太郎 •訳/定価 1950円 

有名人と の 交際 術から、 デート、 
結婚、 人生の 幕の1 j I き 方まで。 
A  • ピアスの ド j： 米と 評される P. 
J  - オローク か 笑いと ばす 1 戕 d 
木 マナー 説 本/ 


一， 


書店に ない 場合は、 書店に ご注文になる か 当社まで お問い合わせ 下さい。※ 定価は 全て 税込みで す。 


別冊 宝島 バッ 


ン八 


常設 店 一覧 


車 古  （千代 田 区） 三省堂 霤店神 田 本店/書 泉 ブック マー ト/齧 泉 グランデ/東京 堂 書店/丸 善 お茶の水 店/岩波 巳 SC/ 
^  いずみ 書店 南口 店/前 田 書林/巳 M 市ケ 谷/山 脇 ブック ガーデン/パイオニア ブッ クス/旭 屋 水道 橋 店/プレス セン 

ター 丸 善/飯 田瘦 書店/ブック ス松田 屋飯田 橋 店/改造 社 国際 ビル 店/明 正 堂 秋 葉 原 店/法 政 大学 市ケ谷 生協 店/ 麴 
町軎 店/山 王霤房 （中央 区〕 八重 洲 ブック センター/近 藤霪店 本店/旭 屋 銀座 店/福 家書 店/ 教文館 （港 区） モノ レ 
ー ル 山下霤 店/害 原 新橋 店/文 烏 堂 新橋 店/新橋 駅 書店/ 胄山 BC 六本 木 店/誠 志 堂 東 日 ビル 店/ イ グレグ 醫 房/金 
松 堂/文鳥 堂 赤 坂 店/流水 害 房 共同 通信 店/ ア シー ネ芝 公園/リーブル ダール/流水 書房 宵 山 店/福 家 竇店高 輪 店 
(新 宿 区） 紀伊國屋 本店/西武 新 宿 ブック センター/ 新星 堂 新 宿 NS ビル 店/福 家 醫店新 宿 センタービル 店/福 家書 
店 野 村 ビル 店/啓 文 堂/風* 房/ぶっく らん ど/ 芳林堂 書店 高 田 馬場 店/ソー ブン堂 書店 高 田 馬場 店/いちかわ 塞 
店/ラムラ 芳進 堂/文 舄堂飯 田 橋 店/ブック スサ カイ 深夜 プラス 1 / 早大 生協 コープ プラザ 店/早大 生協 文学部 店/ 
丸 正 ノ$ フエ 丁 ィブ ッ クス/オーブ ッ クス/三省堂 高 田 馬場 店/未来 堂 書店/ブック ス高田 馬場/鈴 木 害 房/ブック ス 
ニヤ/ヒマラヤ* 店/工学 院 大学生 協/あゆみ ブック ス早 稲田 店/三省堂 新 宿 西口 店/三省堂 サウス ブック ポー ト/ 
雄峰 堂 北 新 宿 店 （文 京 区） 東大 生協 本 郷霤籍 部 （台 東 区） 明 正 堂 中 通 店/リブ ロ 浅 草/明 正 堂 丸 井上 野 店 （墨 田 区） 
リブ ロ 錦 糸 町/ブック ストア ー談錦 糸 町 店 （品 川 区） 明屋 五反田 店/リブ ロ大 森/文 星 堂大崎 ニュー シティ 店/アイ 
^ッ クス 目 黒 店/浜 田 山 霣房目 黒 店/ 芳 林堂大 井町 店/三省堂 大 井町 店/博 文堂大 井町 店 （目 黒 区〕 恭文 堂/三省堂 
自由 ヶ丘 店/東大 駒 場 生協/ブック ス中川 （大田 区） 栄松堂 蒲 田 店/ ACT4/ アクト ブック ス サン カマ タ/いけ だ® 
店大 森/龍 文 堂 駅ビル 店 （世 田 谷 区） 博 文 堂 書店/ブック メ イツ 経堂 店/近 藤 書店/サン マーク 霱 店/アイ ブッ ウス 
祖師 谷 店 （渋 谷 区） 三省堂 渋 谷 店/紀伊國屋 渋 谷 店/ 大盛 堂/旭 屋渋谷 店/放 文 社/全国 霣 房/リブ ロ 渋 谷/ブック 
孑 匕 辱, 辱/金 港 堂/湾 山 学院 大学生 協 （中 野 区） 才— ブック ス沼袋 店/明 屋 / はた 書店/雄峰 堂 書店 新 井 薬師 
店/宵 林 堂/あかつき 書店 東 中 野 店 （杉 並 区） 新 正 堂 下 井草/現代 書店/書 原 杉 並 店/書 楽/新星 堂 荻 窪 店/ブック 
センター 荻 窪/八重 洲巳 C 荻 窪 ルミネ 店/積 文 館 荻 窪 店/明大 和 泉 生協/サン ブック ス浜田 山/浜 田 山 書房 桜 上水 
店/フック カー ゲン/西 荻 パー 厶 ガーデン/高 円 寺 文庫 センター/ 湘南 堂/今 野* 店/信愛 書店 （練 馬 区） 离山 堂/ 
リ フロ 光ヶ丘/雄峰 堂上 石神 并店 /J 巳 巳 練 馬 店 （费島 区） リ ブロ 池 袋/パルコ 三省堂/旭 屋池袋 店/ 芳林 堂® 店 池 袋 
椎与町 店/ 武蔵窖 店/新 宋堂 本店/新 栄堂 アルバ 店/成文 堂 巣 鴨 駅前 店/寿 楽 洞 東 急 八 ンズ店 （板 橋 区〕 文 
怒 蹇巧号 店/ブック タウン/傅 文 堂 書店 大山 店 （北 区〕 日 親書 房/日 扃霱房 アビ レ 店/昭和 堂 （足 立 区） 文教 堂竹ノ 
塚 店/近代® 店/良 文 堂 あやせ 店 （» 飾 区） 詩 泉 堂/文教 堂 青 戸 店 （江戸川 区） 弘栄堂 書店 小 岩 店/あゆみ ブック ス 
雙 注 辱/明 和書 店 （武蔵 野 市） 弘宋 堂/パルコ 巳 C 吉祥 寺 店/紀伊國屋 東 急 店/陽光 ブック ス （三靥 市） 東西 書房/三 
脊平 三^? 巧ヒ1、, 金 井 市） 東西 書房 小金 井 店/かご や/文教 堂 小金 并 店/文教 堂 新 小金 井 店 （調 布 市） パルコ BC 調 布 店/ 
昼苎播 ご g 光霱店 南口 店/かもしだ 書店 （府中 市） 啓 文 堂 府中 店/啓 文 堂 中 河原 店 （国分寺 市） 三 成 堂 国分寺 店 （国 
乂 市） 東西 窖 店/ 塯田 書店 （田 無 市） 田 無 書店 （保 谷 市） 正 育 堂 本店 （小 平 市） 文教 堂 小 平 店/文教 堂 新 小 平 店/一 
橋 大生 協 店/ 朋文堂 書店 （東 村 山 市） 文教 堂 東 村 山 店/丸 山窗 房/あゆみ books 東 杓 山 店 （立 川 市） オリオン 書房 本 
オン 害 房 ウィル 店/巳 C リブ レ 若葉 町 店 〔日 野 市） 啓 文 堂 書店 高幡 店/啓 文 堂 書店 田 店/三 成 堂 嫂 田 店 （八 
王. 子 至 L  く まざ わ 書店/三 成 堂/啓 文 堂 八 王子 店/文教 堂め じろ 台 店/中央 大学生 協/啓 文 堂 高 尾 店/ブック ダム/ 
公生 台 店 （福 生 市） 文教 堂 福 生 店/ブック スタ マ （青梅 市） ブック スタ マ 千ヶ瀬 店/ブック ス西 東京 （多 
乎 m し ^ 文 考多厣 センター 店/く まざ わ 書店 桜 ヶ丘 店/東西 窗房 聖蹟 桜 ヶ丘 （町 田 市） 有 隣 堂 町 田 店/文教 堂 鶴 川 店/ 
山 _ 下憲 店く 久美堂 小 田 急 店/ 久美堂 東 急 八ンズ 店/福 家 ■店/文教 堂 南 成 瀬 店/文教 堂 小川 店/ 久美堂 旭町 店 （昭島 
市） ブック スイ ケダ モリタ ウン 店 （稲城 市） 住吉 書房 稲城 長 沼 店 （瑞穂 町） ブック ス武蔵 瑞穂店 （羽 村 町） ブック ス 
_  タマ 小作 店 

(横 浜 市） 有 瞬堂イ セザキ 店/有 瞬 堂 西ロ ダイヤモンド 店/有 瞬 堂 東ロ ルミネ 店/横 浜 そごろ ブック センター/ ジョ 

L 予中如 u  ゴ^ 孑栄货 堂/丸 善 ブック メイ ツ横浜 店/神 奈川 大学生 協/横 浜* 店/文教 堂 离葉台 南口 店/キティ ランド 横 浜 関 内 

匣 二^1 レ/ フ 2 クス キタ ミ 港 南 台 店/ 大脑酱 店/浜 書房 バ—ズ 店/浜® 房 サン モール 店/ブック ス キタ 

雾尸 店 能 見台 店 ご S 浜 市立 大学生 協/関東 学院 大学生 協/天 一 害 房 網 島 店/横 浜 国立 大 

尤妄 協づ® 咬* 整 大学生 協日吉 店/ ア ー八 ン文華 堂/文教 堂 栄上郷 店/文教 堂 東 戸塚 店/文教 堂 三ッ锻 店/文教 堂弥 

丢 气雯滢 厶吝哿 堂！ 冗 S2 辱 ど 文教 堂 横 浜本牧 店/天 一窗房 鴨居 店 （川 崎 市） 住 吉醫房 小 杉 店/有 瞬 
善 JII 崎アゼ リア 店/文教 堂 潤 ノロ 店/ 大塚霣 店 百合 ヶ丘 駅ビル 店/リブ ロ川 崎/有 隣 堂 巳 E 店/丸 善 ブック メ イツ/ 

齊 5 生墮ど 文教 堂上 作 店 （横 須興市 〕 平 坂竇房 WALK 店/平 坂 書房 駅前 店/リブ ロ横須 質/平 坂 書房 本店 （藤 沢 
市） リブ □藤 沢/コスタ フック センター/ 有 隣 堂 藤 沢 店/文教 堂 六 会 店/文教 堂 辻堂 店/ブック センター よむ よむ 藤 
湘南店 （鎌 怠 市〕 鹿 森 叢 店/島 森 書店 大船 店/目 耕 堂/文教 堂 鎌 怠 店 （茅ヶ 崎 市〕 川上 書店 ルミネ 店/ブック セン 

2 こ ヶ 崎！ 窆市 〕 吝教- 甲 之宮店 （伊勢原 市） 稲元 書店/伊勢原® 店 （秦野 市） 内 田屋醫 房秦野 店/ 
伊勢原 書店 秦野 店/伊勢原 》 店 渋 沢 店 （小 田 原 市） 伊勢治 靄 店/文教 堂 小 田 原 店/ブック ス •カネコ （相播 原 市〕 文教 
汽 2 艺铥巧 ご スア 文教 堂相模 大野 店/ブック メイ ッ相模 原 店/文教 堂 相 模台店 （大和 市） ブック スオオ ト 
y さ^] 店 < 文教 堂禹座 渋 谷 店 （厚木 市） 有 隣 堂 厚木 店/石 村 集 文 堂 駅ビル 店/内 田屋 書房 本店 （座 間 市〕 ワ コー* 店 

_ 巧武 g 店 （城 山 町） 文教 堂 城 山 店/伊勢原 供 店 城 山 店 （葉 山 町） 文教 堂 葉 山 店 （大 磯町） 文教 堂 平 塚 店 

=r  ^  ルコ改 中® 磨 店/セン ト ラル プラザ 多田屋 / キ ディラン ド/千 葉 大学生 協/文教 堂 小 怠 台 店 （市 

L  t  ^  以 2 レア lit ク A ぐ 大ゼ芳 苦 4 わ 崎 店/ BC パティオ （船橋 市） 三省堂 西 船橋 店/リブ ロ 船橋/旭 屋 

船 橋 店/ 弘栄 堂/八 ル コ方林 堂 津田沼 店/文教 堂 金 杉 店/ときわ* 房 （習 志 野 市） 多田屋 プック ス津田 沼 （松 戸市） 

- 丟穹ぢ ，ビと レ®/ 甥 江 良 $ 裏/ューカリ 譜 林/オークス BC きよし ケ丘 （ 柏 市 〕 新星 堂/世紀 堂/スカイ プラザ アサノ 

_  文教 堂 市 原 店 （佐 倉 市） フック マー トさ くら （浦 安市〕 文教 堂 浦 安 駅 店 （八千代 市） 文教 堂 八千代 台 店 

+ 与  （浦 和 市） 須原屋 / 須原屋 コル ソ 店/一滴 堂/ 埼玉 大生 協/岩 淵 書店 （大宮 市〕 押 田 謙 文 堂/新 宋 堂/ブック センタ 

苛 土  二， S/ 丢省堂 ブック ポー ト （与 野 市〕 文楽 菌房 （蕨 市） 須原屋 蕨 店 （上 尾 市） ロダン 合格 堂/明 林 堂上 尾 店 （朝 》 

市） 東 武ブッ クス 朝 SS 台 店 （新 座 市） ブック スキ ャメ ル/ タナ ブック ス （志 木 市） 新星 堂 （川 越 市） マ イン ブック/ 
いけ だ潑店 （所 沢 市〕 芳林 堂/白樺 書房/早 稲田 齒 房/パルコ 巳 c 新 所 沢 店/いけ だ舊 店/ブック ランド タンデム】/ 
文 莖声所 沢 店/巳 .C よむ よむ 西 狭 山 ケ丘店 （狭 山 市） 文教 堂 狭 山 店 （入 間 市） 文教 堂 入 間 店 （大 井町） ブック ピア （坂 
尸 市 j 劈 峰 堂 坂 戸 店 （越 谷 市） 住吉 書房 南 越 谷 店 （春 日 部 市） 文教 堂 春 日 部 店/酒 并塞店 中央 店 （秩父 市） 時習 堂 （川 
pm) 文教 与 東 出口 店/岩 淵® 店 芝 店 （東 松 山 市） フックス 萬士見 （熊 谷 市〕 須原屋 熊 谷 店 （草 加 市） 竹 島 a 店/高 

_ 砂ブッ クス （八 潮 市〕 竹 島 s 店 （三郷 市） 竹 島® 店 （日 高 市） 已.〇 ひまわり 

1 フック センター/ 新星 堂 （小山 市） 進賴堂 駅ビル 店 （前 橋 市） 煥乎 堂/リブ ロ前 橋/文 寅 堂 問屋 町 
hG 関 5R  店/文 员堂 本店/文 离堂下 小 出店 （高錡 市） 戸田* 店 高 崎 店/ 高 崎 新星 堂/サカ ヰ醫 店/ ATOZ 荒繩店 （太 田 市） 文 

舆至新 井 店 （藤 岡 市） 尸 田 麝店藤 岡 店 （水 戸市） 川 又* 店/川 又灌店 駅前 店/ツル ヤ巳 C/ リブ ロ 水 戸/ AtoZ 水 戸 
店 （土 浦 市） 白 石* 店 駅ビル 店 （牛久 市） ブック ランド カスミ 牛久 （勝 田 市） 武石軎 店 （つく ば 市） 友朋 堂/リブ ロ 
つく ば/ 筑波 大学 丸 善 （鹿 島 町） 文教 堂 鹿 島 店 （岩并 市） 文教 堂 岩并店 （潮 来 市） 文教 堂 潮 来店 （日立 市） 巳. 巳 伊勢 
_ 甚日ュ 店 

~ 在、 其 ~  (札幌 市） 35 黄 堂 東 急 店/旭 屋札幌 店/ 弘栄堂 札幌駅 店/ 弘栄堂 地下鉄 店/明 正 堂 そごう 店/北大 学生 醫房 クラーク 
3 し 母 垣  辱/ 韭苎考 圭蜜辱 教養 店/リーブルな にわ/紀伊國屋 札幌 店/明 正 堂 12 号 店/本の 店 岩 本 北 野 店/本の 店 岩 本 平 岸 

店/五番館西武* 箱/明 正 堂 石 狩 街道 店/本の 店 岩 本 琴 似 店/本の 店 岩 本 新道 店/ビブロス 新 琴 似 店/蔦 屋漓田 店 
(函館 市） 西武 ブック センター/魁 文 舎 ブック センター/ブック 八 ウス 大文 堂/森 文化 堂 （旭川 市〕 三省堂/旭川 冨 
與堂 本店 （苫 小牧 市） 旭屋苫 小牧店 （帯 広 市） 信 正 堂 藤 丸 店/ザ •本屋さん パレ ット 店/ザ •本屋さん 東 店 （釧路 市〕 
釧路 BC  (室 蘭 市） 室 蘭 工大 （小撙 市） ビブロス 小 傅 朝 里 店 （広 島 町） ブック プラザ 北 広 島 店 （江 別 市〕 ブック プラザ 
江 別 

宙  Hk 1 (胃 森 市〕 成 田 本店/成 田 サンロー ド 店/いけ だ窖 店/成 田 本店つ くだ 店 （弘前 市） 紀伊國屋 弘前 店/今 泉 本店/ 弘 
宋  db  刖 大学 文 京 店 （盛 岡 市） 東 山 堂 ブック センター/岩 手 大学生 協 （秋 田 市） あぶみ 書房/秋 田 大学生 協/キャッスル ブ 

ック センター （山形 市〕 八文字 屋 / 船 山 書店/山形 大学生 協/こまつ 書店 （仙 台 市〕 金 港 堂 プック センター/金 港 堂 
泉 店/丸 善 141 店/アイエ 本店/アイエ 駅前 店/八重 洲霤 房/丸 軎/ 鬲山 書店/高山 衡店東 一 店/ブック ス なにわ/ 
東北大 生協 文系 店/東北大 生協 理薬 店/東北大 生協 工学部 店/栗 北大 生協 教養 店/ブック ス みやぎ （福 島 市） 岩 瀬 書 
店 コルニエ ツ タヤ 店/博 向 堂 （会津 若松 市） 会津 ブック センター （郡 山 市） 東北 齧 店/郡 山 ブック ス トアー 
rhun.^m  (甲府 市） リブ ロ甲府 / 朗月堂 害 店/文教 堂 甲府店 （伊那市） ニ シザワ S 籍部 （松 本 市〕 松 本 駅 改造 社/ブック ス ロ 

甲 司 i  ク サン/鶴 林 堂/パルコ ブック センター/ 信 州 大松本 生協 （長 野 市） 平安 堂 長 野 店/平安 堂吉田 店/平安 堂 長 野大橋 

店 ど 長 谷川 窖 店/改造 社 （須坂 市） 平安 堂 須坂店 （岐阜 市） 自由 軎房 本店/自由 爵房 パルコ 店/岐阜 大学生 協/自由 
窖房騭 山 店/ 大洞堂 岐阜 東 店 （美 灌加茂 市） 丸圭窗 店/三洋 堂み のか も 店 （多 治 見 市） 三洋 堂 多 治 見 店 （大垣 市） 大 
洞 堂 ブック 25B 店 （関 市〕 三洋 堂 関 店 （瑞浪 市） 三洋 堂瑞浪 （金 沢 市） ろつ のみや 片町 店/金 沢 大生 協/福音 館/北国 
霱林 香林坊 本店/大和 ブック センター （野々 市町〕 王様の 本本 店 （新 潟 市） 紀伊國屋 新 潟 店/北光 社/セゾン •ド. 
文 信 堂/萬 松 堂/新 潟 大生 協/文 信 堂 書店と やの 店/日 軽 戸田 書店/ブック マン （長 岡 市） ブック スアシ タパ/ ブッ 
ク センター 長 岡/ 覚張軎 店/ 煲 光堂 （上越 市） JB 巳 平安 堂上 越 店 （三条 市〕 ブック スサ サ八ラ （萬 山 市） 漓明堂 齧 店/ 


埼玉 


北 関東 


北海道 


東北 


中部 •北陸 


瀬川霣 店/清明 堂 マリエ 店/ books なか だ 本店/ books なか だ簦田 店/ books なか だ 奥 田 店/文苑 堂 根 塚 店 （高 
岡 市） 文苑 堂 本店 （福 井 市） 福 井 大生 協 （敦賀 市） 千 田* 店 
(一宮 市） カル コス ブック/文 泉 堂/文 正 堂 昭和 店 （春 日 井 市） 勝 川 三洋 堂/至誠 堂 アオキ （小牧 市） 三洋 堂 （尾 張 
旭市） プック スか まくら 102  (安城 市） 竹 内 書店 （岡錡 市） サン 書房 （刈 谷 市） プック センター 名豊 / 三洋 堂 刈 谷 店/ 
愛知 教育 大学生 協 書籍 部 （西 尾 市〕 三 愛堂 （鹽撟 市） 精 文 館 書店/ 璺川堂 （璧田 市） 三洋 堂 若 林 店/三洋 堂 梅 坪 店/ 
S 田 精 文 館 （津 市） 別 所 書店 南郊 店/別 所 書店 11 ビル 店/三重 大学生 協 （松阪 市） 別 所 塞 店 船 江 店 （四日 市 市） 白揚 
本店/ シ ェト ウ白揚 （鈴 鹿 市） シェ ト ウ白揚 スズ カ （静岡 市） 江 崎 書店/ 静岡谷 鳥屋/戸田 害 店 S 巳 S 屋 店/ 吉見 書店/ 
戸田 書店 曲 金 店 （沼津 市） 宝 塚 マル サン 霤 店/ 吉野屋 雑誌 店 （函南 町） 戸田 書店 函南店 （S 士 市） 戸田 霤店 （當 士宮 
市） 戸田 書店 （漘水 市） 戸田 書店 本店 （焼津 市） 戸田 書店/谷 島 屋大萬 店 （藤 枝 市） 藤 枝 江 崎 書店/戸田 霱店 （吉田 
町） TANAKA  BOOKS  (袋 井 市） 戸田 書店 （浜 松 市〕 山 本書 店 有 楽 街 店/山 本 霤店ニ チイ 店/谷 島屋 書店 メイ ワ 
ン ビル 店/谷 島屋 なか ざ わ 店/戸田 害 店 幸 店/エイ チビ ー 
(北 区） 名 鉄 栄進 堂/サン ヨー 巳 SD  (東 区） 谷 口 正文 館 （昭和 区） アス コ書苑 入 中 三洋 堂 本店 （瑞穂 区） 新 端 有 隣 
堂 （中 村 区） 三省堂 名古屋 店/近鉄 星 野 （中 区） パルコ ブック センター 名古屋 店/丸 善 ブック メ イツ/丸 善/福 文 堂 
(千 種 区） ちく さ 正文 館/池 下 三洋 堂/ ウニタ 書店/名 古屋 大生 協 南部/名 古屋 大生 協 北部 （名 東 区） 白樺 害 房/ ボ 
ランの 広場 （天 白 区） ヴィレ ッジ バンガー ド/大洋 書店 天 白 店 （熱 田 区） 泰文堂 日 比 野 店 （綠 区〕 三洋 堂 聰海店 
(中央 区〕 ヒ バリヤ ナンパ 店/ナン バ ブック センター/旭 屋 ナンパ 店/高 島屋 * 籍 •鉢の 木/心 斎 橋 アセンス/ブック 
ス ダイ ト ー/丸 善 松 坂屋店 （北 区） 旭屋 書店 堂 島 地下街 店/ヒバ リヤ 朝日 ビル 店/紀伊國屋 梅 田 店/旭 屋 本店/ 湳風 
堂/旭 屋 書店 梅 田 地下街 店/1 J ブロ 梅 田/ 大栄 書店 （阿倍野 区） ユーゴ ー書 店/旭 屋 アベ ノ 店/福 家べ ルタ 店 （淀川 
区） ブック スト ア談新 大阪店 （都 島 区） 駸 々堂 京 橋 店/ 大阪 書店/ 溥文堂 京 橋 （吹 田 市） 関西 大学生 協/文学 館 南 千 
里 店 （池 田 市） らんぶ や/ ア シー ネ池田 店 （箕面 市） 大阪 外語 大生 協/ブック センター OS  (鹽中 市） 佐々 木 創 文 堂/ 
緑風 堂/大阪大学 生協 S 中 店/ブック ス RIZA  (茨木市） 和作屋 書店 （堺 市） 旭 屋堺東 店/プック スフ ァミ リア （東 
大阪市） フタバ 長 瀬 店/経 法 大書 店/栗 林 レッド 店/ヒバ リヤ 本社/近畿 大学生 協/ヒバ リ ヤロン モール 店 〔八 尾 市) 
リブ ロ 八 尾/ミヤコ 書店/西 川 書店 （篇田 林 市） ジ ャスコ 金剛 店/ブック ス •オリオン （枚 方 市） 水 _ くずは 店/水 
嶋枚方 店/学 運 堂/プック フォーラム くずは （泉 佐 野 市） プック ス •パル/イワ キ泉佐 野 店 （羽曳 野 市） ブック スフ 
ァミ リア 羽 曳野店 （和 泉 市） ア シー ネ 光明池 店 （寝屋 川 市） 水 嶢谨屋 川 店 
(京都市〕 洛陽 書店/ 洛陽 女子大/同志 社 大生 協 今 出 川 店/ アオキ 書店/ 大垣 書店/立命 館 大生 協/丸 山 書店 禹野 
店/1 J ー ブル 京都 烏 丸 店/丸 山 書店 千 中 店/1 J ー ブル 京都 本店/ヤサカ メイ ト/春 琴 堂/リーブル 京都 銀閣寺 店/京 
都 大学生 協 中央 店/ブック プラザ 優/京都 駸 々堂 京 宝 店/京都 駸 々堂 三条 店/オーム 社 河原 町 店/京都 書院 ヴァー ジ 
ョン B/ ふたば 書房 河原 町 店/オーム 社外 大 / サン 書房/ブック スト アー談 京都 店/ジュンク堂 京都 店/アバ ン ティ 
巳 C/ いのしし 堂/ふたば 書房 山 科 店/マルヤ マ 書店 山 科 店/ブック ス新 京都/本 一 厶社竹 田 店/キャップ 桃 山 店 
(城颺 市） オレンジ ボー ト 城 限 店 （田 辺 町） 同志 社 大生 協 田 辺 店 （宇治 市） 駸 々堂 ト ライアン グル/キャップ 宇治 店/ 
ブック センター 万 葉 店 （八幡 市） ビブロス 八幡 店 （亀 岡 市） ビブロス 亀 岡 店/ブック イン 
(神 戸市） ジャパン ブッ クス/甲 南 大生 協/南天 荘 メイン 六 甲 店/神 戸 大学生 協 学 館 店/神 戸 大学生 協 LANSBOX 
店/ジュンク堂 サン パル 店/ジュンク堂 センター 街 店/流 泉霣 房三宮 店/コーべ ブック ス さんち か 店/日 東 館 害 林/ 
海 文 堂/コーべ ブック ス サン コウべ 店/ブック フ ォーラ ムメ ト ロ こ 5 ベ 店/ブック フォーラム ジョイ ブラ ザ 店/すま 
書房/神 戸市 外国語 大生 協/流 泉醫房 パティオ 店/ジュンク堂 学園都市 店/ビブロス 須磨 友ケ丘 店/フック フォー ラ 
厶西神 中央 店/ ア シー ネオ ー パ 店 （西宮 市） ビブロス 西宮 店/関西 学院 大生 協/ヤングタウン なるお （加 古川 市） ブ 
ック フォーラム 加 古川 店/新興 書房 加 古川 店 （明 石 市） ト ッパン セール ズ （尼錡 市） U ブロ 塚 新/タイム ブック （姖 
路 市） 誠心 堂 本店/誠心 堂 書店 辻 井 店/ブック スサ ンヨ ー田 寺 店/  (奈良 市） 駸 々堂 奈良大 丸 店 （大和 郡 山 市） 啓 林 
堂 郡 山 店/水 暇 奈良店 （生 駒 市） ジャパン ブック ス南 （和歌 山 市） 宮并 平安 堂/イワ キ 狐島 （大津 市〕 リブ ロ大津 / 
ビワコ タワー 巳 C/ ブック ス丸山 瀬 田 店 （近 江 八幡 市） マイ ブック 中 村/ブック ス 八幡 （畏浜 市） 窗店 A アカデミー 
(岡 山 市） 紀伊國屋 岡 山 店/細謹 金/丸 善 岡 山 店/泰山 堂 鹿 田 店/泰山 堂 本店/黎明 書院/飛行船 北方 店/ AZ 岡 南 
店/ビブロス 岡 山 （倉敷 市） 巳 S 啓 文 社/飛行船 ライブ 怠 敷 店/三 友 害 房 （広 島 市） 紀伊國屋 広 島 店/金 正 堂/ニ シヤ 
醫 店/広 文 館 本通り 店/パル 金 正 堂 可 部 店/ブック スラ フォーレ/井ロ ブック センター/啓 文 社 コア 店/フタバ 図 》 
八丁 堀 店 （廿日 市 市） 啓 文 社 廿日 市 店 （東 広 雇 市） フック センター ア オイ 八本 松 店 （福 山 市〕 啓 文 社 福 山 店/日 C 啓 文 
社/サン トー ク広文 館/啓 文 社 コア 店/啓 文 社 キャス パ 店/ビブロス 福 山 木之庄 店/啓 文 社 サン ビア 店 （出 狸 市） 巳 C 
タケ ダ （松 江 市） 今并 書店 本店/ブック センター 今 井/巳 C 今 井 学園 通り 店 （米 子 市） 今并 書店 米 原 店/今 井 窖店本 通 
り 店/今 井 書店 皆 生 店 （腐 取 市） S 士霤店 本店/ 定有 堂/麻 取 巳 C/ ブック ランド 苗士 書店 湖山 駅前 店/プック ランド 
茁士 書店 吉成 店/ブック ランド 茁士霱 店 田園 町 店/烏 取 大学生 協 （山 口 市） 文 宋堂山 口 大学 前 店/五十部 誠 文 堂 （下 
閲 市） ブック ス中野 （宇 部 市） ブック ワールド （高 松 市） 宮脇 本店/ 宮脇 円座 店/ 宮脇 築港 店 （高 知 市） 笛 士霱店 （徳 
S 市） アダムと 島 書房/巳 C 平惣 / 阿波 屋 書店/小山 助 学 館 バイパス 店 （津山 市） 津山巳 C 本店/ 津山 BC 駅前 店 （松 
山 市〕 紀伊國屋 松 山 店/明 屋 本店/明 屋大街 通 店/明 屋城北 店/丸 三 書店/愛媛 大学生 協/松 山 大学生 協 
(福 岡 市） 九州 大学生 協 理系/明 林 堂 箱 崎 店/紀伊國屋 福 岡 店/ 播文館 新 天 町/り 一ぶ る 天神/アニマ ー ト 原/黒木 
書店 片江 店/福 岡 金 文 堂大橋 駅/福 家書 店 福 岡 店/明 林 堂野芥 店/アニマ ー ト 長 住 （那珂 川 町） アニマ ー ト 那珂川 （北 
九州 市） 福 家 害 店 北 九州 店/金 宋 堂/ナガ リ 書店/ブック センター 金山 堂守 恒 店/小 倉 ブック センター/明 屋小怠 
店/北 九州 大学生 協/旭 屋北 九州 店/八幡 井筒屋 巳 C/ 九州 工業大学 生協/ グ1 J ーン バレー/カル パーク 平野/白 石 
醫店本 城 店 （久留 米 市） たがみ ■店/エマ ッ クスた がみ/ブック あんとく （粕屋 町） 仲 原 プック センター （大牟 田 市) 
麒麟 書店 田隈 店/明 林 堂 南 大牟田 店 （三 橋 町） 巳 ookCity やまと （田 川 市） ブック ステーション （飯 塚 市） ブック 
ステーション （畏錡 市） ステラ 好 文 堂/遊 ING 長 崎 本店/好 文 堂 新 大工 町 店/スペース エ厶 城栄店 （佐 M 市） 栖文館 
ディ トス 店/積 文 館佐與 松原 店/金 華 堂 本店/北 バイパス 金 華 堂/明 林 堂 佐闼北 店/明 林 堂 南佐賀 店/明 林 堂 親 瀬 田 
店 （熊 本 市） 紀伊國屋 熊 本店/まる ぶん/明 林 堂 武蔽ケ 丘 店/明 林 堂 北部 店/明 林 堂長嶺 店/明 林 堂 竜 田 口 店 （鹿兒 
島 市） 舂苑堂 本店/鹿 児島大 中央 生協/ブック ス みすみ 南 港 店/春 苑堂 プック プラザ/ブック センター ふこく （大分 
市） ブック タウン •カク/明 屋 書店 大分 本店/パルコ 巳 C/ 本の 開 書 堂 （中津 市） 明 屋中津 店 （別府 市） 明 林 堂 別府本 
店/明 林 堂鵾見 店/明 林 堂* 山 店 （延岡 市） 明 屋延岡 浜 町 店 （宮畸 市） 中央 田 中 書店/明 屋浮ノ 城 店/明 屋宮崎 店/ 
り 一ぶ る宮崎 （满武 町） 見開 読 タナカ （那覇 市） 球 陽 堂/ 〇巳 日 末吉 店/文教 図書 パ レッ ト 店 （浦 添 市） ◦巳 巳牧港 店/ 
沖 繩宮脇 書店 （宜 野* 市） 田園 書房 宜野湾 店/営 脇 書店 （沖繩 市〕 宮脇 書店 美 里 店 （西 原 町） 琉球 大学生 協/西 原 球 
陽 堂霱房 （北 谷 町） 〇 巳 巳 バンビ ー 店 


小社への ご注文は、 定価に 送料 260 円を そえて 現金書留 か 郵便振替 (郵便為替 も 可） にて 下記まで ご 送金 下さい。 
〒102 東京都 千代 田 区麴町 5-5-5 宝島 社 通信販売 係 003(3221)1994 振替 =  00170- 1-170829( 株) 宝島 社 


''現場 u から 別冊 酷の ルポルタージュ 

- 定価 各 1010円 (税込) - 
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当世 死に 方 事情 

死 ど 葬式と: fell をめ ぐる 
日本人の 現在/ 

日 本人の 死に 方が 変わった/死 
という 窓から ニ ッポン 人と その 
社-会の 変貌を みつめる、 ちょ っ 
と 変わ っ た 生態 ウォッチング/ 


別冊 宝島 147 

我らが バフ) レの 日々 

「ギャンブル 資本主義」 最前線からの 

証言/ 

ノ ぐ/ルと ともに 生き、 ハ ブルと 

ともに 眠る 企業 》 贱士と アウト ロ 
一たち の 金と ノルマと 女と ベン 
ツの 物語 •グ 


粉 バブル 喵々 


裸の 自衛隊! 

pyrW/K» 


別冊 宝島 133 

裸の 自衛隊/ 

お かしく 1： やがて 悲しき、 

世界 第三 位の 軍隊の 実 1 

戦うべき 敵 もい なけり ゃ守 るべ 
きもの もない、 こんな 軍隊に 誰 
がした!？ 実態を 知らず して 自衛 
隊を 論ずるな かれ。 


別冊 宝島 131 

ライターの 事情 

ボー ダレス 化した 「汽く 仕事」 の 

現場を 追う/ 

あらゆる メディア を 根幹で 支え 

る 「普く」 という 営み。 「寄く 仕 
事」 から 高度 情報 社会の 足元に 
迫り 米る 液状 化 現象を さぐる。 


別冊 宝島 139 

恋をしなぃ 女たち 

爱 がわから なぃ 時代の、 

私たちの 恋愛 さがし 

ダイヤル Q2 で 出会い、 バリん1) 

の ビーチで 抱き合い、 パソコン 

通信で 不倫す る、 フ ツーの 女の 

子たち の 愛の 物語/ 


別冊 宝島 124 

セックス という 

お 仕事 

ic が li た 女を 売る 女たち 

女に とって 「セックス産業 J っ 
て 何？ 給％ 20 人の 女性 深 •に 
よる、 初の 風俗!^ 検 記/ 


セ ック又 續滕 


別冊 宝島 180 

フロレスに 

捧げる バラード 

神に 逸 ばれし 無頼 感 たちの 物語/ 
プロ レ ス (劣 人類 最古に し て 最も 
神 壁なる 支 化 だ/ 流血と 抗争を 
繰り返し、 旅から 旅へ、 レス ラ 
一たち は 今日 も 行く/ 


別冊 宝島 114 

いまどきの 神サマ 

退 W な 世紀末、 人び とは 何を 折る？ 

ォ ゥム卿 •教 入信 日記/ 東 人 卒 
の 仏陀、 太; II 降 法の 正体/宗教 • 
オカルト， 精神此 界 ブームの 最 

前線での 緣㈣ / 


いま if きの 神サマ 


別冊 宝島 11 2 

男が 危ない/? 

「男が 立たない j 時代の 男たち/ 

なた は 「男 」を 続けられます か? 
男らし さとい う 価値 觐の 変化に 

とり 残され、 女の 時代の 中で 孤 

立 無援の 男たち。 男の 語られ 方 

が 今、 あらためて 問われて いる。 


別冊 宝島 107 

女が わからない 

男には 理解 1： き なくなって きた 
「 if  J の 現在を めぐる フィールドワーク/ 

女に ついて、 こ； ^ まで, 惟 も 吾ら 
なかった こ とが いっぱい ある/ 
女に ついて、 いろんな 男 か 考え 
たこと。 


書店に ない 場合は ご注文になる か 当社まで お問い合わせ 下さい。 003-3234-4621 
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❶ 通過儀礼な 今 4T 代の 宗教 体驗 


【オ ゥ厶 真理 教とは 何 か】 

1 践 |漏 

オゥム 真理 教人信 体験 日記！ 

0 

分析 編 

オウム 真理 教はデ ィズニ i フン K、 てち る， 

0 

【宗教に 八メら れ ないた めの 基礎知識】 

実践 編 

私たち はこぅして 宗教に ひっかけられた. 

原理 研から 創価学会まで、 宗教団体 別 勧誘の 実態！ 

里；}冊_ 

自己 投資の 時代に 蔓延す る、 

洗脳の テクノロジ I! 

皆 

キヤ 1 K ハンの 白い 少女 

宗教は、 もはや 狂気の 受け皿と しての 
役割 さえ 放棄して いる！ 


PART 


❸前世 少女と 終 衣ブ丄 


前世 夢妨ぎ 


世界 I SP 等 T 


PART 


❷オ カルト •ブ ー ムの 深層 心理 


世界 1 

世界 1 11 塞 |の この 国には 

|德|||千方 も 神 サ マが 


【前世 少女と い I つ 異界】 

現場 褊 

人類 救済の 戦士たち は 

チョコ。 ハ フエが お好き！ 

€) 

論考 編 

—— 少女たち の 共犯 幻想！ 

# 

【豊かな 時代の 終末 観】 

臨床 編 

未来と V9 重荷が 終末を 呼ぶ！ 

0 

アン ケ—卜 編 

新 宗教 读末を どぅ 考えて いるの か !? 

# 

テキス ト 編 

世界の 終末 観と、 
破局を 夢見る 子どもた も 


る GT す 


【精神 世界 マ— ケット 探検隊】 

ィンスタント •ハィの ハ シコ 体験 記 ！ 

卷  . 

通信販売 V 超能力を 買ぅ 人び と！ 

お まじない 少女と 占い ゥ ー マンの 幸せ？ 

貧 

UFO は 宗教に なって しまった！ 

シャ —リ！ マク レ— ンなど の 著名 人を 夢中に させる UFO 教の 実態 

€): 

虚 々実々 の エン タ— テイン メイ ト、 その 本音と タテ マエ 

オカルト 雑誌 編集者 需 座談会！ 

# 

気功、 超能力、 ニ ユ—エ イジ …… 巷の オ カル ト 分子を 断固 殲滅！ 

オカルト 馬® LI つける 薬 


PART 


❹ 90 年代 型の 神サマ 


【ボス ト モダン 宗教 展望】 

東大 出の 仏陀、 大川隆 法の 神霊 ゼミ ナ i! 

0 

「大 霊界」 とは 何だった のか !? : 

1— ガ家、 
天使と 交信す る SF 作家！ 

# 

コン。 ヒュ ー ^ は 树 il y あ る！ 


❼ ^ -人み なすべ てネ、 スミ 講にハ マる ■ 


0 


誌 65988-78 定価 1010円 (本体 981 円) 
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